
第
三
章
大
正
元
年
九
月
ー
十
五
年

（
一
九
―
ニ
ー
一
九
二
六
）

ク
ロ
ー
ン
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲

明
治
四
十
五
年
(
-
九
―
二
）
、
ユ
ン
ケ
ル
が
契
約
満
期
と
な
り
翌
年
（
大
正
二

年
）
彼
に
代
っ
て
ド
イ
ツ
か
ら
グ
ス
タ
ー
フ
・
ク
ロ
ー
ン

(
G
u
st
a
v
K
r
o
n
 1
8
7
 4
 

ー
9

)

を
管
弦
楽
お
よ
び
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
教
師
に
雇
い
入
れ
た
。
彼
は
ド
レ
ス
デ

ン
音
楽
学
校
を
卒
業
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
協
会
お
よ
び
ベ
ル
リ
ン

・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
を
経
て
、
指
揮
者
ニ
キ
シ

ュ
の
推
薦
に
よ
り
来
日
、
先
に
東
京
音
楽
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
チ
ェ
ロ
の
ヴ

ェ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー
と
共
に
大
正
時
代
の
東
京
音
楽
学
校
管
弦
楽
団
を
研
き
あ
げ

た
。
当
時
の
東
京
音
楽
学
校
は
す
で
に
啓
蒙
期
を
脱
し
、
創
立
以
来
最
も
活
気
あ
る

時
代
を
形
成
し
て
い
た
。
幸
田
延
、
幸
の
姉
妹
に
つ
づ
い
て
留
学
体
験
を
も
つ
新
進

気
鋭
の
音
楽
家
が
創
作
に
演
奏
に
教
育
に
旺
盛
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
（
瀧
廉
太
郎

11
ド
イ
ツ
、
島
崎
赤
太
郎
11
ド
イ
ツ
、
紳
戸
絢
11
フ
ラ
ン
ス
、
小
倉
末
11
ド
イ
ツ
、

ア
メ
リ
カ
）
。

ク
ロ
ー
ン
は
大
正
二
年
十
二
月
七
日
、
第
二
十
九
回
の
定
期
演
奏
会
で
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
〈
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
〉
（
―
-
長
調
、
作
品
六
十
一
）
を

H
・
ヴ
ェ
ル

ク
マ
イ
ス
タ
ー
の
指
揮
の
も
と
で
演
奏
し
、
彼
の
就
任
披
露
演
奏
を
か
ざ
っ
た
。
こ
の

。
フ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
曲
が
三
曲
も
と
り
あ
げ
ら
れ
、
ク
ロ
ー
ン
が

計
画
し
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
紹
介
の
皮
切
り
と
も
い
え
る
演
奏
会
で
あ
っ
た
。
ク
ロ

ー
ン
が
東
京
音
楽
学
校
管
弦
楽
団
の
指
揮
を
担
当
し
て
四
年
目
の
大
正
六
年
頃
に
な

る
と
、
そ
れ
ま
で
同
校
管
弦
楽
団
の
弦
を
援
助
し
て
い
た
宮
内
省
の
伶
人
が
退
き
、

弦
は
同
校
職
員
生
徒
が
主
と
な
り
、
管
部
門
に
海
軍
軍
楽
隊
員
の
応
援
を
得
て
成
り

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
翌
七
年
か
ら
は
き
び
し
い
練
習
の
成
果
と
し
て
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
が
順
次
定
期
演
奏
会
に
登
場
し
た
。
〈
第
五
〉
（
初
演
）

大
正
七
年
五
月
二
十
六
日
、
〈
第
六
〉
（
初
演
）
大
正
八
年
六
月
一
日
、
〈
第
一
〉
大

正
九
年
六
月
十
二
、
十
三
日
、
〈
第
三
〉
大
正
九
年
十
二
月
四
、
五
日
、
こ
の
時
は
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕
百
五
十
年
記
念
演
奏
会
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
オ
ー
ル

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
で
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
小
倉
末
の
ピ
ア
ノ
に
よ
る
〈
協
奏
曲

第
一
ー
一
番
〉
の
全
曲
演
奏
も
含
ま
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
〈
第
八
〉
大
正
十
一
年
十
二
月

二
、
三
日
、
そ
し
て
〈
第
九
〉
が
大
正
十
一
一
一
年
十
一
月
二
十
九
、
三
十
日
の
両
日
、

全
曲
本
邦
初
演
で
あ
る
。
こ
の
演
奏
は
ク
ロ
ー
ン
の
東
京
音
楽
学
校
に
お
け
る
最
後

の
指
揮
で
あ
っ
た
。
〈
第
九
〉
で
有
終
の
美
を
か
ざ
っ
た
大
正
十
三
年
(
-
九
二
四
）

は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
世
界
初
演
か
ら
か
ぞ
え
て
ち
ょ
う
ど
百
年
目
で
あ
る
。
ク
ロ
ー
ン

は
東
京
音
楽
学
校
と
契
約
し
た
時
点
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
主
要
作
品
を
日
本
に

紹
介
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。
そ
し
て
偶
然
に
も
彼
の
契
約
満
期
と
な
る
大
正
十
―
―
―

年
に
〈
第
九
〉
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
演
奏
を
終
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
ク
ロ
ー
ン
は
在
任
中
に
次
の
よ
う
な
大
曲
を
初
演
し
て
東
京
音
楽
学
校

の
レ
。
ハ
ー
ト
リ
ー
に
加
え
た
。
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
〈
バ
レ
ー
組
曲
「
ク
ル
ミ
割

人
形
」
〉
（
大
正
五
年
五
月
）
、
同
じ
く
〈
交
響
曲
第
六
番
「
悲
愴
」
〉
（
大
正
十
年
五

月
）
、
リ
ス
ト
の
〈
交
響
詩
「
レ
・
。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
」
〉
（
大
正
五
年
五
月
）
、
バ
ッ
ハ

の
〈
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
協
奏
曲
第
一
―
一
番
〉
（
大
正
九
年
六
月
）
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
〈
ス

タ
ー
バ
ト
・
マ
ー
テ
ル
〉
（
大
正
十
一
年
十
二
月
）
、
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
〈
交
響
詩
「
フ

ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」
〉
（
大
正
十
二
年
五
月
）
な
ど
。

大
正
も
や
が
て
終
り
を
告
げ
る
こ
の
時
代
に
な
る
と
「
管
弦
楽
を
た
の
し
ん
で
聴

く
」
聴
衆
が
多
く
な
り
、
東
京
音
楽
学
校
の
定
期
演
奏
会
に
は
手
応
え
の
あ
る
フ
ァ

ン
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

な
お
、
「
本
邦
初
演
」
と
い
う
定
義
に
つ
い
て
は
放
送
関
係
機
関
等
で
定
義
づ
け

て
い
る
「
作
品
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
形
を
公
開
の
演
奏
会
で
全
曲
演
奏
す
る
こ
と
」
に

準
拠
し
た
。

大
正
一
年
九
月
二
十
一
日
学
友
会
第
二
回
土
曜
演
奏
会

■九
月
の
學
友
會
の
第
二
回
土
曜
演
奏
會
は
蓄
音
機
會
と
し
て
、
現
時
世
界
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ふ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
、
ピ
ア
ノ
薦
奏

ソ
ナ
タ
作
品
十
、
第
一
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
•
ベ

三
、
女
盤
合
唱

ロ
ー
ベ
ル
：
·
；
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
マ
イ
ア
ー
ベ
ー
ア

ロ

、

花

の

一
、
合

第

日
日n
 

曲

目

部

會

員

ム

メ

ル

作

ト

ー

ヴ

ン

千

子

第
一
流
の
稲
あ
る
ア
ー
チ
ス
ト
に
唱
は
せ
た
り
弾
か
せ
た
り
し
て
聴
か
う
と
云

フ
ー
ン
蓄
音
機
か
と
バ
カ
に
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

質
に
得
難
い
レ
コ
ー
ド
ば
か
り
、
曲
も
一
っ
と
し
て
金
玉
の
響
の
な
い
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
天
下
第
一
流
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
ヴ
ォ
ー

カ
リ
ス
ト
が
一
時
に
我
音
楽
學
校
へ
集
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
藝
術
の
光
り
を

極
め
て
演
奏
す
る
の
で
す
か
ら
ど
の
位
藝
術
的
に
意
義
あ
り
充
賀
し
た
會
で
あ

る
か
は
敢
て
吾
々
の
贅
言
を
要
し
な
い
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
會
員
諸
氏
は
是

非
御
来
聰
し
て
戴
き
た
い
。
曲
目
は
巻
頭
に
出
し
て
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
説
明

や
時
日
は
九
月
競
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
『
音
榮
』
學
友
會
、
第
三
巻
第
八
号
、
大
正
一
年
八
月
、
三
五
頁
）

大
正
一
年
十
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
学
友
会
秋
季
演
奏
会

▲
去
月
廿
六
七
日
、
本
校
奏
楽
堂
に
於
て
、
學
友
會
秋
季
演
奏
會
を
開
催
せ

り。

ー曲
目
左
の
如
し
。

會

イ
、
泣
願
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
窄
虚

員

l

昌
作
歌

ハ

作

曲

高

安

月

郊

作

歌

涙
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．．
 

；
…
…
｛
弘
田
龍
太
郎
作
曲

葉

光

四
、
風
琴
猫
奏

゜

、

ゞ

し
一
T

イ
ー
タ
…
…
…
…
·
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

ノ

ー

ノ

デ
ィ
チ
ェ
ス
テ
ィ
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
•
ロ

ス
。
フ
リ
ン
グ
タ
イ
ム
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
パ
ウ
ル
ヴ
ヰ
ー
ダ
ル

ム
口

＞ヽ
1雄

イ
、
ソ
ナ
ー
タ
（
愛
ホ
長
調
）
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
•
モ
ツ
ア
ル
ト
作

ロ
、
シ
チ
リ
ア
ー
ノ
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
パ
ー
ゴ
レ
ー
ジ
作

七

、

次

中

音

獨

唱

次

ヽ
イ
ト
レ
ー
ネ
ン
レ
ー
ゲ
ン
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
バ
ー
ト
作

ロ
、
ゴ
ン
デ
ル
リ
ー
ド
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

番
外
、
中
音
獨
唱

竹

梅

林

古

漢

作

歌

畳

（
春
盤
四
篇
中
）
．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
｛
弘
田
龍
太
郎
作
曲

八

、

男

槃

合

唱

員

水
兵
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
・
:
・
・
・
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
作

番
外
、
中
音
獨
唱

九
、
洋
琴
獨
奏

ソ
ナ
ー
タ
、
作
品
十
三
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
フ

ロイ、、

新 濱
な 邊
るの
思孟
：蘭
：盆

： ： 
： ： ．．  ： ： 
: : 
: : ： ： 
： ： 

i i 
: : 
: : 
： ： 

i : 
： ： 
: : ．．  ．．  ．．  

／ー/‘- -

澤 高弘高
田安田 安

龍
柳月太月

節吉郊郎郊
作作作作
曲歌 曲歌

山

ロ

子

中

島

か

ね

會

第

部

内

子

近

藤

義

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

/ - - ^ -

澤田

中

康清

第 1部

ロ
ヽ

五
、
商
音
洞
唱

イ
、
。
フ
ル

ッ

テ

イ

作

安

藤

文

子

明治・大正篇

ツ

磯

江

ノ‘

作清
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歌
劇
『
フ
ィ
デ
リ
オ
』
中
の
四
部
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ベ
ト
ー
ヴ
ン
作

十
二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

司
伴
楽
第
七
番
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
・
ロ

十
三
、
合
唱

會

大
正
一
年
十
一
月
三
十
日
、
十
二
月
一
日

大
正
元
年
十
二
月
一
日

昔

楽

演

奏

曲

目

一
、
管
絃
楽

三
、
管
絃
楽

（
『
昔
榮
』
塵
友
會
、
第
三
巻
第
十
一
号
、
大
正
一
年
十
一
月
、
四
九
頁
）

フ
エ
ー
ド
ル
の
序
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
故
人
追
懐
の
為
に
）

東

京

音

楽

學

校

…
•
•
マ
ス
ネ
ー
作
曲

二
、
管
絃
楽
付
き
ピ
ア
ノ
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
敦
師
ペ
ッ
ツ
オ
ル
ド
夫
人

短
イ
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
;
：
・
・
グ
リ
ー
グ
作
曲

第
二
十
七
回
定
期
演
奏
会

『
メ
シ
ア
ス
』
中
の
『
ハ
レ
ル
ャ
』
•
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ヘン
デ

ル

作員作

指
揮
者

第
十
六

ュ
ン
カ
ー

獨

唱

｛

薗

部

ふ

さ

船

橋

榮

吉

ド

田

中

久

子

十
一
、

四
部
合
唱

次
低中中高
立立エコ
目日日日

,.  ` 
金淡竹長

香内坂

健鱗う よ

三めし

二郎子子

+
、
高
音
涸
唱

歌
劇
『
ダ
ス
グ
レ
ッ
ヘ
ン
デ
ス
エ
レ
ミ
テ
ン
』
中
の

ロ
ー
ゼ
の
味
嘆
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
マ
イ
ヤ
ー
ル
作

薗

部

房

子

五、

第
四
長
愛
口

調
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…

…
·

:

・
・
・
・
ガ
ー
デ
作
曲

ア
ン
ダ
ン
テ
ィ
ノ
、

二
、
ア
ン
ダ
ン
テ
、

ス
ケ
ー
ル
ツ
オ

四
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
、

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ア
レ
グ
ロ
、

ア
レ
グ
ロ
、

ヴ
ィ
ヴ
ア
チ
ェ
‘

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 ．．．．．
．
 
敦

授

安

藤

幸

第
九
短

二
調

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
…
…
…
…
…
…
…

猫
唱
合
唱
及
管
絃
楽

美
し
き
エ
レ
ン
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

。
フ
ロ
フ
ェ
ッ
ソ
ー
ル

ヽ

ー
ソ

コ
ン
、

モ
ー
ト

エ
、
グ
ラ
ツ
ィ
オ

・・・
・
・
シ
ボ
ー
ア
作
曲

…
…
・
・
・
ブ
ル
ッ
フ
作
曲

ア
ウ
グ
ス
ト

マ
ス
ネ
ー
・作

音

楽

演

奏

曲

目

梗

概

l

、

管

絃

楽

ー

フ
ェ
ー
ド
ル
の
序
曲

今
年
七
十
歳
の
高
齢
に
て
逝
け
る
佛
蘭
西
の
名
家
マ
ス
ネ
ー
（
J
.
M
a
s
s
e
n
e
t
)
は
一

八
四
二
年
ロ
ア
ー
ル
州
サ
ン
、
エ
チ
ェ
ン
ヌ
の
附
近
に
生
れ
、
パ
リ
の
音
楽
院
に
學
び

て
後
、
専
ら
作
曲
家
と
し
て
世
に
立
て
る
人
、
晩
年
バ
ザ
ン

(
B
a
zi
n

)

の
後
を
承
け
て

ア
カ
デ
ミ
ー

同
音
楽
院
の
作
曲
學
の
敦
授
と
な
り
、

．又
た
文
藝
院
の
一
員
と
し
て
佛
蘭
西
楽
界
の
重

鎮
な
り
き
。
其
の
敷
多
き
作
品
中
最
も
成
功
し
た
る
も
の
は
歌
劇
（
『
ラ
オ
ー
ル
の
王
』

『エ

ロ
ヂ
ア
ー
ド
』
『
マ
ノ
ン
』
等
）
の
方
面
に
存
す
。
さ
れ
ど
其
の
管
絃
楽
の
諸
作
も

構
想
の
巧
妙
と
楽
器
の
色
彩
と
を
以
て
楽
界
に
珍
重
せ
ら
る
。
絃
に
奏
す
る
曲
は
、
ラ

シ
ー
ヌ
(
J
.
R
a
ci

n
e
)
の
劇
の
前
奏
曲
と
し
て
作
れ
る
も
の
に
て
、
確
か
に
彼
が
傑
作

の
一
た
る
を
失
は
ず
。
彼
の
作
風
は
多
少
獨
逸
楽
（
殊
に
ワ
グ
ネ
ル
式
）
の
感
化
を
受

け
た
る
黙
あ
れ
ど
も
、
主
と
し
て
純
佛
閑
西
流
の
も
の
と
言
ふ
べ
く
、
其
の
輪
廓
は
精

モ
ル
ト
、
ヴ
ィ
ヴ
ア
チ
ェ
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此
の
部
分
の
主
要
な
る
内
容
を
形
成
せ
り
。
結
尾
は
曲
頭
の
序
節
と
同
じ
架
句
を
用
ひ

て
附
節
と
な
せ
り
。
(

0

)

二
、
管
絃
楽
伴
奏
付
洋
琴
獨
奏

司

伴

楽

イ

短

調

（

作

品

第

十

六

）

グ

リ

ー

ヒ

作

曲

エ
ド
ヴ
ァ
ー
ル
ト
、
ハ
ー
ゲ
ル
ー
。
フ
、
グ
リ
ー
ヒ

(
E
d
v
a
r
d
H
ag
e
r
u
p
 G
ri
eg
)
 

）
 >.
>
・
V
 
＞ 

筐

，
 

暫
く
の
後
絃
楽
の
弱
奏
に
表
は
さ
る
4

次
の
激
情
的
の
副
主
想
と
相
交
代
し
て

et
a
 

、＼ブ

)—f 

冒

靡
岱

筐
厄

緻
、
園
滑
、
其
の
楽
器
の
編
成
は
常
に
透
明
に
し
て
旋
律
的
要
素
に
富
め
り
。
さ
れ
ば

本
曲
の
如
き
も
其
構
想
を
理
解
す
る
こ
と
極
め
て
易
く
、
殆
ど
説
明
の
要
を
見
ざ
る
な

り
曲
は
甚
だ
緩
か
な
る
ア
ン
ダ
ン
テ

(
A
n
d
a
nt
e
rnolto 
sost
e
n
ut
o
)

に
始
ま
る
。

敷
小
節
の
序
節
の
後
、
先
づ
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
現
は
る
A

次
の
旋
律
（
短
卜
調
）
は
此

の
部
分
の
主
な
る
楽
想
に
し
て
、
後
の
快
速
な
る
部
分
の
途
中
に
も
再
び
現
出
す
。

ふ

□「
ビ
．
竺
似
」
慮
『
）
）
さ
．

ア

レ

グ

ロ

熱
烈
な
る
快
速
部
（
A
l
l
e
g
ro
A
p
p
a
s
si
o
n
at
o
)
 

ッ
ト
と
の
強
奏
に
現
は
る
4

次
の
主
想
は

に
移
る
や
、

初
め
セ
ロ
と
フ
ァ
ゴ

は
千
八
百
四
十
三
年
に
生
れ
て
、
千
九
百
七
年
即
ち
今
よ
り
五
年
前
に
歿
し
た
る
諾
威

第
一
の
作
曲
家
な
り
。
其
作
品
に
は
獨
逸
音
楽
の
感
化
も
亦
多
少
認
む
る
事
を
得
れ
ど

も
、
然
か
も
本
質
に
至
り
て
は
徹
頭
徹
尾
北
方
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
風
を
脱
せ
ず
。

ワ
ー
ク
ナ
ー
以
後
喚
然
た
る
近
代
楽
よ
り
遠
く
距
り
て
、
寂
莫
た
る
北
方
の
天
地
に
行

＜
雲
の
悲
哀
を
歌
へ
る
者
。
さ
れ
ば
其
全
曲
を
通
じ
て
例
へ
ば
月
光
に
浴
し
、
秋
風
に

吹
か
る
A

が
如
き
詩
的
氣
分
を
認
む
る
事
を
得
可
し
。
其
作
の
主
な
る
も
の
は
洋
琴
と

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
曲
及
び
小
歌
曲
等
に
し
て
、
歌
劇
は
一
も
無
し
。

此
虚
に
演
奏
せ
ら
る
A

楽
曲
は
彼
の
唯
一
の
洋
琴
司
伴
楽
に
し
て
、
又
彼
が
代
表
的

の
作
品
な
り
。
千
八
百
六
十
八
年
乃
ち
彼
が
二
十
五
歳
の
時
、
丁
抹
住
居
に
際
し
て
作

曲
せ
ら
れ
、
近
代
に
現
は
れ
た
る
洋
琴
司
伴
楽
百
敷
十
曲
中
最
も
屡
々
演
ぜ
ら
る
A

約

二
十
曲
中
の
一
に
屡
す
。
彼
は
本
曲
創
作
の
翌
年
其
原
稿
の
儘
之
を
携
へ

て、

常
代
第

一
流
の
洋
琴
家
リ
ッ
ス
ト
を
羅
馬
に
訪
ひ
其
批
評
を
請
ひ
し
に
、
リ
ッ
ス
ト
は
一
見
し

て
此
難
曲
を
淀
み
無
く
奏
過
し
、
其
諾
威
風
に
感
じ
て
之
を
激
賞
し
、
少
か
ら
ず
グ
リ

ー
ヒ
を
跛
舞
し
た
り
と
。

純
音
楽
の
見
地
よ
り
観
て
グ
リ
ー
ヒ
楽
の
最
も
主
要
な
る
特
色
を
畢
ぐ
れ
ば
、
第
一

他
の
欧
洲
楽
に
認
め
難
き
一
種
特
有
の
旋
律
乃
ち
節
多
き
事
に
し
て
、
人
に
依
れ
ば
之

を
以
て
幾
分
東
洋
的
色
彩
を
帯
ぶ
る
も
の
と
為
せ
ど
も
、
吾
人
を
以
て
見
れ
ば
聯
か
た

り
と
も
東
洋
的
と
す
可
き
黙
を
認
め
難
く
、
是
こ
そ
北
方
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
固
有

の
風
貌
た
り
と
思
惟
す
。
殊
に
其
旋
律
に
半
音
階
的
進
行
の
多
き
其
一
特
色
と
見
ざ
る

可
ら
ず
。
次
に
グ
リ
ー
ヒ
楽
の
第
二
の
主
要
な
る
貼
は
其
特
意
と
す
る
極
め
て
遠
隔
な

る
音
調
へ
の
轄
調
に
し
て
、
殊
に
原
音
を
半
音
、
全
音
又
は
長
短
三
度
上
部
へ
移
動
す

る
事
に
依
り
て
生
ず
る
轄
調
多
く
、
之
が
為
に
聘
者
を
し
て
其
何
調
に
有
る
か
を
惑
は

し
む
る
事
少
し
と
せ
ず
。
さ
れ
ば
人
に
依
り
て
之
を
賞
讃
す
る
者
有
れ
ど
も
、
吾
人
は

之
を
以
て
高
尚
な
る
趣
味
な
り
と
思
惟
す
る
能
は
ず
。
是
れ
オ
ス
カ
ー
ル
、
ビ
ー
博
士

の
「
奇
怪
」
（
B
i

zarr)

な
り
と
稲
し
た
る
所
以
な
り
（
O
s
k
a
r
Bi

e: 
D
a
s
 K
l
a
vi

er 

u
n
d
 sei
n
e
 M
ei

st
er
.
 S.
 

2
0
8
 
f.)
。
故
に
本
曲
も
可
な
り
廣
く
好
愛
せ
ら
れ
た
る
も

の
な
れ
ど
も
、
之
を
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
の

D

m
o
l
l
又
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の

G
 m
o
l
l

に
比
較
す
る
時
は
聯
か
遜
色
を
認
め
ざ
る
を
得
ず
。
況
ん
や
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の

E
s
d
u
r
に
到
し
て
は
及
び
も
泰
か
ぬ
も
の
た
る
可
し
。
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'
,
"
舟
翡
筐
詞
晶
言
冗
園
墨

ょ
喜

第
二
主
題
（
閥
係
調

C

d
u
r
)
 

で
い

P-

t

’

『

-

[

『

9
]皇

本
司
伴
楽
の
構
造
を
掲
ぐ
れ
ば
次
の
如
し
。

第
一
楽
章

A
l
l
e
g
r
o
m
o
lt
o
 m
o
d
e
r
at
o
 f
 A
 m
o
l
l
.
 

第
二
楽
章

A
d
ag
i

o¾ 

D
e
s
 d
u
r
.
 

第
三
楽
章

A
l
l
e
g
r
o
m
a
r
c
at
o
.
 f
 A
 m
o
l
l
.
 

(
C
o
d
a
.
 Q

u
a
si
 

p
r
e
st
o
 f
,
 An

d
a
nt
e
 m
a
e
st
o
s
o
 f
 A
 

d
u
r
.)
 

右
の
各
章
に
闘
す
る
分
解
的
詳
説
は
之
を
省
き
、
唯
其
重
要
な
る
主
題
の
み
を
左
に

皐
ぐ
る
事
と
な
せ
り
。
蕪
し
司
伴
楽
亦
は
奏
鳴
楽
等
の
純
器
楽
曲
に
あ
り
て
其
興
味
の

大
半
は
、
此
既
知
の
主
題
が
音
調
、
拍
子
、
和
槃
、
速
度
等
の
上
に
於
て
幾
多
の
愛
化

を
成
し
て
再
現
す
る
貼
に
在
れ
ば
な
り
。
さ
れ
ば
是
等
主
題
が
最
初
現
は
れ
た
る
時
、

直
ち
に
之
を
暗
記
す
る
に
努
む
る
は
、
器
楽
曲
理
解
の
第
一
要
件
な
り
。
グ
リ
ー
ヒ
も

近
代
作
曲
家
の
一
人
と
し
て
、
薔
来
の
形
式
を
打
破
し
た
る
黙
少
か
ら
ず
。
従
っ
て
本

司
伴
楽
に
も
厳
格
な
る
形
式
に
て
律
し
難
き
個
所
多
く
、
殊
に
尾
曲
（
C
o
d
a
)
の
大
規

模
な
る
事
、
第
三
楽
章
の
複
雑
な
る
事
等
其
例
な
り
。

第
一
楽
章
（
S
o
n
at
e
n
f
o
r
m
)
第
一
主
題

(
A
m
o
l
l
)
 

I

I

 

雨
主
題
共
洋
琴
の
之
を
奏
す
る
以
前
、
一
度
管
絃
楽
に
依
り
て
演
ぜ
ら
る
。
是
れ
蓋

し
聴
者
の
記
膿
に
便
な
ら
し
め
ん
が
為
な
り
。

第
二
楽
章

(
Di
e
ei
n
fac
h
e
 
Lie
d
f
o
r
m
)
主
題

(
D
e
s
d
u
r
)
 

言T
_

『
`
]
一
、'-
P

)

`

h

-

5

□
'

叡
)
,
t

此
主
題
は
最
初
管
絃
楽
に
現
は
れ
、
終
り
に
は
洋
琴
に
依
り
て
反
覆
せ
ら
る
。
其
中

間
に
挿
句
と
し
て
次
の
如
き
極
め
て
美
麗
な
る
敷
段
の
旋
律
、
洋
琴
の
獨
奏
に
現
は
れ

来
り
、
荒
涼
た
る
北
國
を
想
起
せ
し
む
。

挿
句

(
D
e
s
d
u
r
)
 

1

丘
鯰
丘
翻
＇
ー
こ
り

第
三
楽
章
（
R
o
n
d
of
o
r
m
)
第
一
主
題

(
A
m
o
l
l
)
 

囀
、

e
y.. 
i
_
戸
）
ー
f
-
`
`
り
：
い
巨
―
i
口
｛
：
眉

｀ヽ
11：

汀

＿

□

i
汀
5日

ー

も

こ

＇

員

第
二
主
題
は
愛
化
に
乏
し
く
、
且
つ
全
楽
章
中
格
段
に
重
き
を
成
さ
ゞ
る
を
以
て
之

を
省
略
す
。

第
三
主
題
(

F

d
u
r
)
 憫

百

，
 

此
楽
章
の
尾
曲
（
C
o
d
a
)
も
可
な
り
大
規
模
に
構
成
さ
れ
、
洋
琴
は
拍
子
、
音
調
及

速
度
等
を
悉
く
愛
化
し
て
第
一
主
題
を
演
じ
、
其
最
終
の
楽
旬
に
及
び
て
管
絃
楽
が
一
｀
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間
も
無
く
次
の
諧
諒
的
な
る
副
主
想
は
其
の
獨
創
の
楽
趣
を
以
て
注
意
を
惹
く
。

、
1

f
l
f
j
磨
九
元
応
―
『
-
`
‘

齊
に
第
三
主
題
を
演
奏
す
。
か
く
て
全
曲
の
最
高
貼
に
達
し
、
頗
る
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク

の
光
景
を
呈
し
て
本
曲
を
終
る
。
此
終
結
の
邊
甚
だ
荘
厳
を
極
む
。

此
第
三
楽
章
の
形
式
は

S
o
n
at
e
n
f
o
r
m

に
て
説
明
す
る
者
有
れ
ど
も
、

吾
人
の
研

究
に
依
れ
ば

R
o
n
d
o
f
o
r
m
と
し
て
解
繹
す
る
方
適
賞
と
思
惟
す
。
さ
れ
ば
此
虞
に
は

是
に
腺
て
分
解
す
る
事
と
せ
り
。
附
記
す
、
ペ
ッ
ツ
ォ
ー
ル
ド
夫
人
は
グ
リ
ー
ヒ
と
其

故
國
を
一
に
す
る
所
よ
り
、
此
楽
詩
人
の
曲
を
最
も
得
意
に
演
奏
す
と
謂
は
る
。
(

T

)

三

、

管

絃

楽

第

四

シ

ン

フ

ォ

ニ

ー

（

長

麦

口

調

）

ガ

ー

デ

作

丁
抹
の
楽
人
ガ
ー
デ

(
N
.
G
a
d
e
 1
8
1
7
-
1
8
9
0
)

は
北
欧
楽
に
於
け
る

ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
派
の
名
家
に
し
て
、
シ
ュ
ー
マ
ン
、
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
等
の
友
な
り
き
。
其
の
初
作

『
オ
シ
ア
ン
の
餘
韻
』

（N
a
c
h
k
l
a
n
g
e
a
u
s
 O
ssi
a
n
)
に
よ
り
て
楽
界
に
知
ら
れ
、
其

後
第

一
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
作
品
第
五
）
に
新
機
軸
を
出
し
て
盆
々
名
竪
を
博
せ
り
。
彼

の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
は
其
の
敷
合
せ

て
八
篇
あ
れ
ど
も
、
今
日
ま
で
生
命
あ
る
も
の
は
前

述
の
第
一
と
絃
に
奏
す
る
第
四
（
作
品
第
二

0
、
一
八
五
一
年
作
）
と
の
二
篇
に
過
ぎ

ず
。
前
者
は
初
め
て
管
絃
楽
の
大
作
に
北
欧
の
民
楽
を
移
植
し
た
る
黙
に
於
て
歴
史
上

の
意
義
を
有
し
、
後
者
は
獨
逸
式
の
感
化
に
よ
り
て
多
く
其
の
國
民
的
色
彩
を
失
ひ
た

れ
ど
も
、

廣
く
楽
界
に
行
は
れ
た
る
黙
に
於
て
蓬
に
前
者
を
凌
げ
り
。

テ

ル

ツ

短
か
き
序
節
の
初
に
現
は
る
こ
二
度
の
進
行
は
快
速
部
の
経
過
中
隈
々
巧
み
に
用
ひ

ら
れ
た
り
。

活
澄
に
し
て
優
美
な
る
快
速
曲
（
A
l
l
e
g
ro
vi
v
a
c
e
 
e
 g
r
a
zi
o
s
o
)
は
次
の
主
想
に

始
り
、

其
の
進
行
の
快
活
自
由
な
る
は
山
間
を
突
下
す
る
河
流
に
も
似
た
り
。

"
k

q
 

第
四
の
曲
即
ち
甚
だ
活
撥
快
速
な
る
終
曲
(
F

i

nale
,
alleg
ro 
m
o
l
t
o
 vi
v
a
c
e
)
は

次
の
主
想
に
基
き

I
I

．
恥
閲
間
犀

□叩
認

|

1

屈
青

F
．

叫

｀

亨

I

1

召―
9

』
-
]
に
『
1

]＼
ー
／
』
'
ー
/
「
．
＿「
・
「
ー
／
．
/」

ー

第
二
の
活
動
せ
る
緩
徐
曲

(
A
n
d
a
nt
e
c
o
n
 m
ot
o
)

は
ロ
マ
ン
ス
の
曲
閥
に
作
ら

れ
た
る
美
し
き
曲
に
し
て
旋
律
の
婉
美
と
優
雅
と
を
以
て
人
耳
を
恰
ば
し
む

唯
だ
其
の
構
想
の
妙
に
至
て
は
次
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ

(
S
c
h
e
r
z
o
)
に
及
ば
ず
。

此
の
第
三

ア
ン

nー
ル

の
曲
は
全
篇
中
最
も
愛
賞
せ
ら
る

A
も
の
に
し
て
、
今
迄
幾
度
か
再
奏
の
呼
磐
を
以
て

迎
へ
ら
れ
た
り
と
い
ふ
。
其
の
簡
潔
完
美
な
る
形
式
は
小
さ
き
員
珠
に
も
替
ふ
べ
き

か
。
シ
ュ
ボ
ー
ル
式
の
悌
を
認
め
得
る
其
の
主
＿凶
る
曲
部
は
次
の
主
想
を
含
み

其
の

二
つ
の
中
間
曲
部

(
T
ri
o

)

は
最
も
愛
す
べ
き
民
謡
風
の
旋
律
を
含
め
り
。

`
t

c. 
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こ
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
は
全
篇
を
通
じ
て
清
新
爽
快
の
氣
分
に
充
ち
た
る
が
故
に
別
に

『
春
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
』
(

F

riihlingss y
m
 
p
h
o
ni
e
)
の
名
あ
る
も
故
な
き
に
あ
ら
ず
。

(

0

)

 

四
、
洋
琴
伴
奏
付
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
狽
奏

司
伴
楽
二
短
調
（
作
品
第
五
十
五
）
シ
ュ
ボ
ー
ア
作
曲

ル
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ヒ
、
シ
ュ
ボ
ー
ア
(
L
u
d
wi
g

S
p
o
h
r
)
は
千
七
百
八
十
四
年
に
生
れ

千
八
百
五
十
九
年
に
逝
け
る
、
獨
逸
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
楽
派
に
圏
す
る
大
作
曲
家
に
し

て
、
又
近
世
に
於
け
る
全
世
界
第
一
流
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
家
な
り
。
其
作
曲
頗
る

多
く
、
歌
劇
十
曲
、
オ
ラ
ト
リ
オ
五
曲
、
ジ
ュ
ン
フ
ォ
ニ
ー
九
曲
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
司

伴
楽
十
八
曲
、
絃
楽
四
部
合
奏
曲
三
十
四
曲
及
び
其
他
小
曲
敷
甚
だ
賂
多
に
登
れ
ど

も
、
惜
む
ら
く
は
永
遠
的
生
命
を
保
持
す
る
者
に
至
り
て
は
極
め
て
小
敷
に
し
て、

僅

か
に
一
歌
劇

"Je
s
s
o
n
d
a"

と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
司
伴
楽
中
第
七
、
第
八
、
第
九
の
三
曲

有
る
に
過
ぎ
ず
。
然
か
も
是
等
の
楽
曲
殊
に
此
司
伴
楽
に
至
り
て
は
、
現
今
の
楽
界
に

於
て
も
尚
廣
く
好
愛
せ
ら
れ
、
嘗
代
の
楽
壇
に
燿
々
の
名
墜
を
走
せ
た
る
此
楽
人
の
餘

光
を
洩
ら
し
つ
A

あ
る
も
の
に
し
て
、
此
虚
に
演
ぜ
ら
る
A

二
短
調
と
は
、
即
ち
此
第

九
司
伴
楽
に
外
な
ら
ず
。

由
来
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
の
楽
人
は
厳
格
な
る
形
式
若
し
く
は
論
理
的
内
容
に
よ
り

は
、
自
由
な
る
作
曲
及
び
感
覺
的
興
味
に
重
き
を
置
く
。
シ
ュ
ボ
ー
ア
も
又
此
楽
派
の

一
人
と
し
て
、

其
れ
に
隔
す
る
是
等
幾
多
の
共
通
的
特
色
を
具
備
し
た
り
し
が
、
然
か

も
彼
の
本
性
は
箪
純
な
る
歌
劇
作
家
た
る
に
止
ま
ら
ず
し
て
、

寧
ろ
驚
嘆
す
可
き
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
演
奏
家
た
り
し
が
故
に
、

其
作
物
に
現
は
れ
た
る
特
質
も
彼
固
有
の
貼
を
有

す
る
事
勿
論
な
り
。
今
は
シ
ュ
ボ
ー
ア
論
を
成
す
可
き
の
時
に
非
ず
と
雖
も
、

彼
が
此

第
九
司
伴
楽
を
理
解
す
る
上
に
於
て
、
見
逃
す
可
ら
ざ
る
純
音
楽
上
の
若
干
の
特
色
を

言
四

＇ 
＇ ＼

□f)冒
ct
c

初
め
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
現
は
る
A

第
二
の
主
想
は
其
の
狐
疑
す
る
如
く
質
問
す
る
が

如
き
レ
シ
タ
チ
ー
フ
風
の
形
に
於
て
一
種
獨
創
の
趣
を
含
め
り
。

通
覧
す
る
は
、
強
ち
に
無
盆
に
も
あ
ら
ざ
る
可
し
と
信
ず
。

彼
が
純
音
楽
上
に
於
け
る
最
も
主
要
な
る
特
色
は
、
吾
人
の
研
究
に
依
れ
ば
、
次
の

五
黙
に
饉
着
す
る
も
の
A

如
し
。

1
、
彼
が
多
感
に
し
て
繊
弱
な
る
性
格
は
其
楽
曲
を
し
て
夫
れ
と
同
様
に
、
一
面
傷

感
的
に
し
て
又
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
の
風
を
帯
ば
し
め
、
他
面
夢
の
如
き
徊
祝
の
氣
に
充

し
め
た
り

(
W
a
si
e
l
e
w
s
ki
:

D
i

e
 Vi

oli
n
e
 u
n
d
 i
h
r
e
 M
ei
st
e
r
.
 S
.
 45

5
.)

。
是
等

の
風
貌
と
氣
分
と
は
明
か
に
此
司
伴
楽
を
通
じ
て
認
む
る
事
を
得
。

2
、
此
悲
哀
と
憧
憬
の
情
は
、
彼
が
好
ん
で
其
楽
曲
に
應
用
し
た
る
半
音
階
的
進
行

に
依
て
、
最
も
明
瞭
に
表
出
せ
ら
る
。
由
来
半
音
階
（
C
h
r
o
m
at
i

k
)

は
人
工
的
音
階

を
或
る
程
度
迄
脱
し
て
、
自
然
音
に
類
似
し
た
る
連
績
的
高
低
愛
化
に
近
づ
く
の
結

果
、
輪
廓
の
明
瞭
な
る
白
聾
と
異
な
り
、

朦
朧
と
し
て
夢
の
如
き
月
夜
の
夫
れ
に
も
似

て
、
詩
的
情
操
の
表
出
に
適
す
る
も
の
な
り
(

R

i

e
m
a
n
n
:
E
l
e
m
e
nt
e
 d
e
r
 m
u
si
,
 

k
a
l
i
s
c
h
e
n
 
A
st

h
et
i
k
.
 

S
.
 40
 ff
.)
。
是
れ
彼
が
楽
曲
の
特
に
此
氣
分
を
有
す
る
所
以

な
り
。
勿
論
彼
が
時
代
に
在
り
て
は
、
此
半
音
階
と
極
め
て
其
表
出
力
を
一
に
す
る

P
o
rt
a
m
e
nt
0

の
、
一
般
に
絃
楽
演
奏
家
の
間
に
流
行
し
た
り
し
は
否
み
難
き
事
質
な

れ
ど
も

(
H
a
n
s
li
c
k
:
 Ge
s
c
hi

c
ht

e
 d
e
s
 
K
o
n
z
e
rt

w
e
s
e
n
s
 i
n
 W
i

e
n
.
 S
.
 23
3
)
、

明
か
に
此
半
音
階
的
進
行
を
作
曲
中
に
應
用
し
た
る
は
シ
ュ
ボ
ー
ア
を
以
て
嘴
矢
と
成

す
可
く
、
後
代
シ
ョ
パ
ン
、
リ
ッ
ス
ト
及
び
ワ
ー
ク
ナ
ー
殊
に
其
ト
リ
ス
タ
ー
ン
等
に

少
か
ら
ず
影
聾
を
輿

へ
た
り
と
見
る
可
き
な
り
(

R

i

e
m
a
n
n
:
 G
e
s
c
hi
c
ht

e
 d
e
r
 

M
u
si
k
 sei
t

 

B
e
et

h
o
v
e
n
.
 S
.
 19

2
 
f
.
)
。
本
司
伴
楽
に
於
て
も
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
剪
頭

に
現
は
る
A

も
の
、
即
ち
此
シ
ュ
ポ
ー
ア
稀
有
の
半
音
階
的
進
行
な
り
。

3
、
他
の
要
素
に
比
し
て
旋
律
即
ち
節
其
者
が
楽
曲
の
最
も
重
要
な
る
中
心
を
成
せ

り
。
シ
ュ
ポ
ー
ア
は
其
自
叙
博
中
に
反
毅
記
述
し
た
る
が
如
く
、
モ
ツ
ァ
ル
ト
を
以
て

自
己
の
理
想
的
模
範
と
し
た
り
。
之
が
為
リ
ー
マ
ン
博
士
の
云
へ
る
が
如
く
、
モ
ツ
ァ

ル
ト
の
意
識
的
模
倣
が
偏
頗
な
る
旋
律
の
過
重
主
義
に
傾
か
し
む
る
に
至
れ
り
（
G
e
,

s
c
hi
c
ht
e
 d
e
r
 
M
u
si
k
 s
.
 B
.
 S
.
 19
9
)

。
此
和
槃
、
拍
子
又
は
リ
ズ
ム
等
の
愛
化
よ

り
も
、
旋
律
的
興
味
が
楽
曲
の
中
心
を
成
す
事
も
、
此
司
伴
楽
の
明
か
に
示
す
所
な
り
。

4
、
然
し
な
が
ら
彼
の
旋
律
は
リ
ー
ル
の
評
し
た
る
が
如
く
、
通
俗
的
の
も
の
に

非
ず
し
て
、

甚
だ
素
人
好
き
の
せ
ざ
る
種
類
に
厨
す
(

R
i

e
h
l
:
 M
u
si
k
a
li
s
c
h
e
 
C
h
a、
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ブ
ル
ッ
フ
作

前
記
4
に
論
述
し
た
る
が
如
く
、
シ
ュ
ボ
ー
ア
の
旋
律
は
頗
る
非
通
俗
的
に
し
て
、

間
々
過
度
に
高
尚
を
術
ふ
の
風
有
れ
ば
、
之
が
為
に
句
節
の
構
造
甚
だ
不
規
則
と
成

り
、
時
に
は
胤
暴
極
ま
る
者
有
り
。
さ
れ
ば
右
の
二
主
題
も
其
姿
を
愛
へ
て
再
現
す
る

や
、
直
ち
に
之
を
認
知
し
難
き
事
少
か
ら
ず
。
従
て
シ
ュ
ポ
ー
ア
の
楽
曲
を
理
解
せ
ん

と
す
る
に
は
、
聴
者
に
於
て
普
通
以
上
の
注
意
を
要
す
る
事
云
ふ
迄
も
無
し。
(

T

)

五
、
獨
唱
、
合
唱
及
管
絃
架

『
美
し
き
エ
レ
ン
』

ど
麟
冒
彗
心
．
芯
言
尉
咽
m

第
二
主
題
（
闘
係
調

F

d
u
r
)

の
前
半
部

言
郡
岱
白

L

ふ
-
f
ご
喜
訊
履
り

r
a
kt
e
r
k
o
p
f
e
.
 II 

S
.
 1

8
4
.)
。
旦心れ学碑
し
血
が
目
向
R

も
公
言
し
た
る
所
に
し
て
、
努
め
て

俗
離
れ
の
成
し
た
る
、
澁
味
あ
る
、
高
尚
な
る
も
の
な
ら
し
め
ん
が
為
に
外
な
ら
ず

(
S
p
o
h
r
:
 S
e
l
b
st
bi
o
g
r
a
p
hi
e
 II
.
 S
.
 6

6
.)

。
大
）
れ
ど
之
が
歪
｛
に
何
れ
の
司
伴
楽
の
主

題
に
も
無
意
味
な
る
過
度
の
旋
律
的
技
巧
を
認
む
。

5
、
彼
の
楽
曲
中
殊
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
楽
曲
の
装
飾
音
符
と
し
て
、
十
六
分
音
符
等

の
上
に
於
け
る
小
振
音

(
T
r
ille
r
)

頗
る
多
く
、
為
に
「
シ
ュ
ポ
ー
ア
式
」
の
名
稲
さ

へ
も
生
ず
る
に
至
れ
り
。
本
曲
に
も
叉
振
音
少
か
ら
ず
。

此
慮
に
演
奏
せ
ら
る
A

は
第
九
司
伴
楽
中
の
第
一
楽
章
の
み
に
し
て
、

其
大
略
の
構

造
を
攀
ぐ
れ
ば
左
の
如
し
。

A
l
l
e
g
r
o
 ¼ 

G
 m
o
l
l
 
(
S
o
n
at
e
n
for
m
)
 

1•Dars

tellungs

te
il 

G
 m
o
l
l
.
 

{
D
u
r
c
hf

 i
i
h
r
u
n
g
st
ei
l
 A
d
u
r
,
 E
 d
u
r
,
 
G
 m
o
l
l
.
 

2
.
 

Wi

e
d
e
r
h
o
l
u
n
g
st
ei
l
 D
 
d
u
r
.
 

主
題
(

G

m
o
l
l
)

の
前
半
部

第

さ
な
い
や
う
に
さ
れ
た
い
も
の
で
す
。

す。
〔明
治
四
十
一
年
十

一
月
二
十
八
日
の
コ
音
榮
演
奏
曲
目
梗
概
」
を
参
照
。
〕

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

入

場

券
園、

二

等

園

、

三

等

五

十

錢

■な
ほ
嘗
日
入
り
口
で
も
賣
捌
き
ま
す
が
混
雑
を
避
け
る
た
め
に
市
内
の
主

な
る
楽
器
店
及
び
、
豫
め
本
會
で
お
求
め
に
な
る
と
よ
か
ら
う
と
思
ひ
ま

壼
等

二

■此
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
分
り
ま
せ
う
が
こ
ん
な
曲
目
は
今
後
も
さ
う
度
々
は
き

か
れ
ま
い
と
思
ひ
ま
す
。
何
と
云
つ
て
も
ユ
ン
ケ
ル
氏
が
最
後
の
思
ひ
出
に

熱
心
籠
め
て
指
揮
す
る
上
に
、
安
藤
敦
授
、
ペ
ツ
ォ
ー
ル
ド
敦
師
も
畢
生
の

妙
技
を
振
は
れ
る
と
云
ふ
の
で
す
か
ら
、
是
非
こ
ん
な
無
上
の
好
機
會
を
逃

ュ
ン
ケ
ル
氏
送
別
演
奏
會
に

つ
い
て

明
治
―
―
―
十
二
年
早
春
東
豪
の
櫻
花
未
だ
芳
菅
を
破
ら
ざ
る
頃
瑞
西
、
伊
太

利
、
印
度
の
諸
國
を
続
て
瓢
然
日
東
帝
國
の
首
府
に
其
魁
偉
な
る
雄
姿
を
現
は

し
て
よ
り
、
極
東
楽
壇
の
開
疲
の
為
に
孜
々

と
し
て
證
さ
れ
た
我
ア

ウ
グ
ス

ト
、
ユ
ン
ケ
ル
氏
が
十
有
四
年
の
功
績
は
永
く
吾
等
の
脳
裏
を
去
ら
な

い
最
大

の
記
憶
で
あ
り
ま
す
。
我
邦
の
音
楽
が
現
今
の
標
準
に
達
し
た
の
は
諸
家
の
和

衷
協
同
の
力
に
依
る
の
は
勿
論
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
又
氏
の
非
凡
な
楽
オ
と
、

熱
心
な
指
導
と
を
侯
つ
て
こ
A

に
至
っ
た
の
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
否
む
も
の
は

あ
る
ま
い
と
思
ひ
ま
す
、
殊
に
我
邦
管
絃
楽
の
歴
史
は
氏
に
よ
っ
て
第
一
頁
を

記
さ
れ
た
も
の
と
云
ふ
べ
く
豊
麗
な
る
未
来
永
遠
の
春
を
飾
る
べ
き
音
の
花
園
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、子
は
氏
に
よ
っ
て
種
を
下
さ
れ
、
氏
に
よ
っ
て
培
は
れ
、
氏
に
よ
っ
て
花
を
付
け

た
と
云
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
信
じ
ま
す
。
な
ほ
氏
が
熱
心
な
敷
年
の
誘
導

に
よ
っ
て
や
が
て
賓
を
結
ば
う
と
し
て
ゐ
る
秋
に
嘗
つ
て
我
々
は
氏
を
永
久
に

日
本
よ
り
送
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
に
際
し
、
獣
止
す
る
に
忍
び
ず
、
来
る
十
一
月
三

十
日
土
曜
日
午
後
二
時
よ
り
氏
が
送
別
演
奏
會
を
開
催
し
、
全
牧
入
を
畢
げ
て

氏
に
賑
り
、
以
て
我
國
民
が
氏
の
功
暁
に
封
す
る
感
謝
の
寓
一
を
表
は
し
た
い

と
思
ひ
ま
す
。
此
會
は
普
通
學
友
會
の
演
奏
會
と
は
違
っ
て
臨
時
に
氏
の
た
め

に
す
る
の
だ
か
ら
會
友
諸
君
か
ら
も
皆
入
場
券
を
買
つ
て
戴
き
た
う
ご
ざ
い
ま

す
。
我
々
は
我
等
の
親
愛
な
る
會
員
及
び
會
友
諸
君
の
悉
く
が
吾
人
の
微
衷
を

讃
し
、
我
楽
界
に
功
努
あ
る
此
藝
術
家
の
名
餐
の
た
め
に
も
、
我
等
の
此
企
て

を
成
功
さ
せ
て
下
さ
る
好
意
に
於
て
美
し
い
同
情
を
表
は
し
て
下
さ
る
こ
と
を

信
じ
ま
す
。

大
正
元
年
十
月
十
五
日

東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會

(『
一音榮
』
臨
エ
久
會
、
第
三
巻
第
十
一
号
、
大
正

l

年
十
一
月
、
広
告
頁
）

0

0

0

 

0
 
0
 
O
 
O
 
O
 
O
 

0
 

0
ュ
ン
ケ
ル
氏
最
後
の
指
揮
去
十
二
月
一
、日

上
野
音
楽
學
校
に
て
秋
季
演
奏
會
あ
り

し
が
曲
目
の
大
部
分
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
て
近
々
饉
國
の
ユ
ン
ケ
ル
氏
最
後
の
バ
ト
ー

す
く
な

ン
を
打
ち
振
り
た
る
タ
ク
ト
は
吾
人
に
勘
か
ら
ぬ
感
動
を
輿
へ
た
り
、
曲
目
最
終
の
「
シ

そ
の
ベ

エ
ー
ン
、
エ
レ
ン
」
に
て
藍
部
嬢
の
高
音
エ
レ
ン
が
勝
利
の
歌
は
さ
な
が
ら
ュ
ン
ケ
ル

氏
の
過
去
十
五
年
の
努
力
の
功
を
讃
ふ
が
如
く
一
雫
の
熱
涙
頬
に
博
ふ
る
を
覺
え
ざ
り

し。

（
『
月
刊
榮
譜
』
第
二
巻
第
一
号
、
大
正
二
年
一
月
、
二
四
頁
）

校
正
室
よ
り

■
ユ
ン
カ
ー
氏
送
別
演
奏
會
は
嘗
時
の
新
聞
や
雑
誌
な
ど
に
も
見
え
た
通
り
非
常
な

第
一
部

大
正
一
年
十
二
月
十
四
日

盛
會
だ
っ
た
。
定
刻
前
か
ら
満
員
で
身
動
き
も
出
来
な
い
様
な
大
景
氣
、
會
場
係
り
の

長
い
K

君
な
ん
か
只
さ
へ
大
き
い
東
北
眼
を
洗
面
器
大
に
し
て
氣
を
揉
ん
で
居
た
。
遂

に
は
二
等
で
も
よ
い
か
ら
入
れ
て
下
さ
い
と
云
は
れ
て
そ
の
挨
拶
が
終
ら
な
い
う
ち
に

も
う
一
一
等
も
席
が
な
く
な
つ
て
了
ふ
、
一
等
も
な
く
な
る
と
い
ふ
有
様
で
態
々
横
濱
あ

た
り
か
ら
来
會
さ
れ
た
方
々
を
餘
儀
な
く
事
情
を
明
ら
か
に
し
て
鱚
つ
て
戴
く
と
い
ふ

や
う
な
景
況
0

.

■演
奏
は

S
p
l
e
n
di
d
,
b
ri
l
l
i

a
nt

,
 

o
v
e
r
w
h
o
e
l
mi
n
g
ど
ん
な
形
容
詞
を
並
べ
て
も

な
ほ
こ
れ
を
正
掌
に
云
ひ
表
は
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
ま
た
素
敵
、
素
睛
ら
し
い
、
豪

儀
、
そ
れ
で
も
足
り
な
い
、
た
ゞ
感
激
の
涙
の
た
ぎ
つ
中
に
ア
A

ー
と
云
ふ
よ
り
ほ
か

は
な
か
っ
た
。
か
う
云
つ
て
私
は
獣
る
よ
り
ほ
か
仕
方
が
な
い
。
沈
獣
が
最
も
完
全
に

近
い
讚
僻
で
あ
る
と
信
じ
て
ゐ
る
。

■
ュ
ン
カ
ー
氏
も
心
か
ら
満
足
し
て
居
ら
れ
た
。
又
音
楽
家
と
し
て
あ
れ
だ
け
の
送

別
演
奏
會
を
さ
れ
た
の
は
何
よ
り
の
名
春
で
あ
る
。
此
演
奏
會
を
空
前
の
大
演
奏
會
に

し
、
氏
に
出
来
る
だ
け
大
き
い
満
足
を
捧
げ
た
い
と
い
ふ
ば
か
り
に
、
現
在
の
學
友
會

の
會
員
が
骨
折
り
と
苦
心
と
は
又
此
演
奏
會
を
飾
る
美
し
い
花
で
あ
る
と
思
ふ
。
其
清

い
光
り
と
高
い
薫
と
は
永
く
氏
の
胸
に
優
し
い
心
根
を
有
っ
た
東
海
の
仙
島
に
、
紳
の

や
う
な
生
活
を
渇
仰
し
て
ゐ
る
音
楽
の
子
の
面
影
を
映
し
出
し
、
氣
高
い
袖
の
残
り
香

を
も
偲
び
出
だ
す
貴
い
よ
す
が
と
な
る
事
を
信
じ
て
疑
は
な
い
。

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
四
巻
第
一
号
、
大
正
二
年
一
月
、
四
九
頁
）

学
友
会
第
三
回
土
曜
演
奏
会

■去
月
十
四
日
本
校
奏
楽
堂
に
於
い
て
學
友
會
第
三
回
土
曜
演
奏
會
攀
行
せ

り
曲
目
左
の
如
し

ー一
、
合
唱

會

員

吉

丸

一

昌

作

歌

甲
、
醜
拝
の
歌
：
…
…
…
…
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
·
:
{
‘
、
ッ
ハ
作
曲

ノ
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番
外

乙
、
ペ
ル
・
ペ
ト
ゥ
ー
ム
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ボ

八
、
ピ
ア
ノ
猫
奏

甲
、
。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
（
作
品
二
十
八
の
第
一
）
·
…
•
•
シ

乙
、
ト
ロ
イ
カ
(
+
一
月
）
（
作
品
三
十
七
の
第
十
一
）

第
二
部

七
、
次
中
音
猫
唱

甲、 甲、 乙
、
春
の
し
ら
せ
…
•
•
•
•
•
…
•
,

.......... …
•
…
…
吉
丸
一
昌
作
歌

l

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

二
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

末

ツ 吉 原

ア
ム
。
フ
ロ
ム
テ
イ
ユ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
バ
ー
ト
作

三
、
次
中
音
猫
唱

パ
ウ
ル
ス
•
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
乍
{
 

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
涸
奏

ソ
ナ
タ
（
作
曲
二
番
菱
口
長
調
）
·
…
…
…
…
…
…
•
•
モ
ツ
ア
ル
ト
作

五

、

高

音

部

獨

唱

永

井

い

く

子

歌
劇
『
イ
ル
・
バ
ル
ビ
エ
ー
レ
・
デ
ィ
・
シ
ヴ
ィ
ー
リ
エ
』
中
ノ

叙
情
調
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ロ
ッ
シ
ー
ニ
作

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
凋
奏

ノゞ

コ

l
-
1
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•

文

高

音

獨

唱

安

藤

早
春
賦
（
新
曲
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
船
橋
榮
吉
作

浅

香

鱗

三

郎

ジ
ル
ヴ
ィ
ア
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
バ
ー
ト
作

乙
、
リ
ン
デ
ン
バ
ウ
ム
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
シ
ュ
ー
バ
ー
ト
作

弘

田

龍

太

郎

ョ

パ

ン

作

ア
ン

ム ノ‘ 雄

子 作作

内

田

豊

子

佐

藤

豊

吾

菅

菅

子

第

一

部

井

み

つ

丙
、
妖
精
の
舞
踏
（
作
品
十
二
の
第
五
）
…
…
…
・
・
・
グ
リ
ー

九
、
中
音
獨
唱

......... :
 .............................. …
…
•
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作

ヒ

乍'ー

竹

内

う

め

子

シ
ェ
ッ
フ
ン
グ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
•
•
ハ

歌
劇
『
ブ
ロ
フ
ェ
ー
ト
』
中
の
一
節
…
…
•
…
…
•
•
マ
イ
ヤ
ー
ベ
ー
ア
作

番

外

、

風

琴

獨

奏

中

田

章

ソ
ナ
タ
（
イ
短
調
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ラ
イ
ン
ベ
ル
ゲ
ル
作員

ン

作

（
以
上
演
奏）

（『昔
榮
』
學
友
會
、
第
四
巻
第

一
号
、
大
正
二
年
一
月
、
五
二
頁
）

大
正
二
年
二
月
八
日
学
友
会
第
四
回
土
曜
演
奏
会

■去
月
八
日
本
校
奏
楽
堂
に
於
て
第
四
回
土
曜
演
奏
會
開
催
さ
れ
た
り
。
帝
国

日
は
今
回
新
任
さ
れ
た
る
ク
ロ
ー
ン
、
シ
ョ
ル
ッ
雨
敬
師
出
演
さ
れ
各
々
得

意
の
妙
技
を
以
て
満
堂
の
聴
衆
に
多
大
の
感
動
を
呉
へ
た
り
。
曲
目
左
の
如

し。
一
、
合
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
會

員

吉
丸
一
昌
作
歌

甲
、
母
の
思
ひ
•
•
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
·
:
{
。
フ
ロ
シ
ャ
民
謡

吉

丸

一

昌

作

歌

乙
、
故
郷
を
離
る
A

歌
…
…
…
…
…
…
…
・：
｛
メ
ン
デ
ル
ス
ソ
ー
ン
作

二
、
風
琴
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
櫻

オ
ー
サ
ン
ク
テ
ィ
シ
マ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
シ
ル
ド
ク
ネ
ヒ
ト
作

+
、
合
唱

會

イ

ド

第 1部 明冶・大正篇 360 



ヽ
ノ‘

ヽ
口
ヽ

イ、

三
、
高
音
獨
唱
…
．．．．．．．．．．． 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
長

歌
劇
『
サ
ム
ソ
ン
と
ダ
リ
ラ
』
中
の
『
春
の
抒
情
調
』

四
、
ピ
ア
ノ
狽
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
谷

バ
ラ
ッ
ド
（
作
品
第
七
）
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ラ
イ
ン
ベ
ル
ゲ
ル
作

五
、
低
音
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
金

歌
劇
『
霊
笛
』
中
の
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
抒
情
調
…
…
・
・
・
モ
ツ
ァ
ル
ト
作

第

二

部

六
、
高
音
猫
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
肥
田
野

歌
劇
『
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
』
中
ヱ
ン
ヒ
ェ
ン
の
抒
情
調

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
グ
H

ー
ミ
ー
乍

ノ

I
ー

七
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
蜂
谷
龍

バ
ラ
ッ
ド
と
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヴ
ィ
ュ
ー
タ
ン
作

八
、
盤
楽
二
部
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
中
音
｛
計

歌
劇
『
フ
ィ
デ
リ
オ
』
中
の
二
部
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ピ

ア

ノ

シ

ョ

ル

ツ

敦

師

番
外
、
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
部
｛
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ク
ロ
ー
ン
教
師

ソ
ナ
ー
タ
（
ハ
短
調
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

ァ
ル
レ
グ
ロ

ア
ダ
ー
ヂ
ョ

ス
ケ
ル
ツ
ォ
ー

ァ
ル
レ
グ
ロ

橋内

榮う

吉め

さ
く
ら

健

村

な

つ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・リ‘/

サ
ン
ス
作

坂

好

子

告

部

緑

ユ
) I I 

九
、
絃
楽
合
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
會

一
、
『
ザ
ラ
バ
ン
デ
』
中
の
ラ
ル
ゴ

マ

政
ン
作
曲 員作

二
、
結
婚
式
進
行
曲
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

（
『
昔
榮
』
皐
友
會
、
第
四
巻
第
三
号
、
大
正
二
年
三
月
、
七
四
ー
七
五
頁
）

ロ

ニ

月

の

土

曜

演

奏

會

来

聴

者

無

慮

八

百

、

員

に

立

錐

の

地

な

し

、

盛

況

近

来

稀

有

、

演

者

の

成

功

亦

近

来

稀

有

。■我
學
友
會
々
友
頓
に
増
加
し
て
都
下
の
會
友
悉
く
集
り
来
る
の
日
あ
ら
ば
我
楽
堂
に

は

到

底

不

可

牧

゜

口

然

ら

ば

勢

ひ

雨

日

に

分

た

ざ

る

可

か

ら

ず

。

土

日

雨

曜

演

奏

會

と

改

め

ざ

る

可

ら

ざ

る

か

。

可

訳

、

可

賀

゜

l

、
報

一
、
卒
業
證
書
授
呉

一
、
校
長
告
辮

一
、
文
部
大
臣
祝
僻

一
、
卒
業
生
結
代
謝
辟

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、

第
四
巻
第
三
号
、
大
正
二
年
三
月
、

大
正
二
年
三
月
二
十
五
日

卒
業
式

第
二
十
四
回
生
徒
卒
業
式
順
序
（
大
正
二
年
三
月
二
十
五
日
）

第

部

第

一
ピ
ア
ノ
獨
奏
：
…
…
…
…
…
。
．．．．．． 
器
楽
部
卒
業
生

長
へ
調
ノ
ヴ
ェ
レ
ッ
テ
第

l
番
…
…
…
…
…
•
•
•
シ ノゞ

ツ

ノ‘

野
一
頁
）
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一
合

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
猫
奏
…
…
亀
亀
・
甲
種
師
範
科
卒
業
生

短
ホ
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
第
八
番
（
第
一
楽
曲
）
•
…
•
…
…
…
…
…
•

一

ピ

ア

ノ

獨

奏

器

楽

部

卒

業

生

短
卜
調
ゾ
ナ
ー
テ
（
第
一
楽
曲
）
…
…
…
…
…
シ

一
高
昔
猫
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
．．
 
饗
楽
部
卒
業
生

ル

デ

イ

作

曲

一

オ

ル

ガ

ン

凋

奏

…

…

…

…

…

甲

種

師

範

科

卒

業

生

川

友

忠

短
麦
ホ
調
。
ハ
ッ
サ
カ
ー
リ
ア
…
…
…
…
…
カ
ル
ク
ー
エ
レ
ー
ア
ー
作
曲

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
猫
奏
…
…
…
…
…
器

楽

部

卒

業

生

杉

山

長

谷

夫

．
レ
ジ
ア
ン
ド
・

5

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ヴ
ィ
ー
ニ
ア
フ
ス
キ
作
曲

一
ピ
ア
ノ
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
・
:
：
研
究
科
修
了
生
松

島

葬

長
ハ
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
第
一
楽
曲
）
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

唱

一
中

一
低

歌
劇
ア
ル
セ
ス
ト
中
の
ア
リ
ー
…
…
…
…
…
…
グ

歌
劇
リ
ゴ
レ
ッ
ト
中
の
ア
ー
リ
ア
…
…
…
…
…
ヴ

昔

猥｝

草 薗

工

部

ふ

さ

ユ

藤 ロ 草

J I I 

昔

凋

唱
：
…
…
…
…
…
饗
楽
部
卒
業
生

歌
劇
シ
ー
モ
ン
、

デ
作
曲

田

愛マ
ン
作
曲

Jレ

ツ

ク
作
曲

友

忠

ー
オ
ル
ガ
ン
凋
奏
…
…
…
…
…
甲
種
師
範
科
卒
業
生

短
イ
調
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ア
及
フ
ー
ガ
…
…
…
…
バ

唱
…
…
…
…
…
…
盤
楽
部
卒
業
生

竹 木

内

め

ヴ
ィ
オ
ッ
テ
ィ
作
曲言イ

ハ
作
曲

岡

一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
濶
奏
…
…
…
…
…
器
楽
部
卒
業
生
内

長
卜
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
第
二
十
一
＿
一
番
（
第
一
楽
曲
）
●
…
…
…
…
…

田

ぷ
ノ

豊

ヴ

ェ

ボ
ッ
カ
ネ
ー
グ
ラ
中
の
ロ
マ
ン
ツ
ア
…
…
…
…

樋

ル

デ

イ

作

曲

ロ

信

平

あ
り
た
り
曲
目
左
の
如
し

フ

甲
、
縮
蜜
卜
彫
刻
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
高

丙乙、、

郊初
宴春
のノ

歌歌: : 
: : 

i i 
i : 

I I 
: i 
； ： 

： ］ 
／一＾．ー／一＾ヽ

吉ゼ乙パ
I レ

丸ダ骨ス
卜

ー＇ 三リマ l
昌ン郎ナ之ス
作作作作作作
歌曲歌曲歌曲

（
『
東
京
昔
榮
學
校

一
覧
』
自
大
正
十
五
年
至
大
正
十
六
年
、
三
六
頁
）

〔前
略
〕

菌
部
嬢
の
高
音
獨
唱
（
歌
劇
リ
ゴ
レ
ッ
ト
中
の
ア
リ
ア
）
は
新
進
の
槃
楽
家
と
し
て
名

高
く
な

つ
て
来
た
だ
け
あ

っ
て
満
堂
静
ま

つ
て
感
じ
た
嬢
の
目
の
大
き
い
髪
の
少
し
あ

ら
い
願
の
少
し
細
い
容
貌
が
緩
急
の
巧
さ
は
勝
来
の
望
み
が
多
く
感
ぜ
ら
れ
た
四
時
半

散
會

（
一
記
者
）

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

0
東
京
音
楽
學
校
卒
業
式
は
去
廿
五
日
同
校
講
堂
に
て
皐
行
。
本
年
度
優
等
卒
業
生

そ

の

べ

ふ

さ

こ

ひ

ぐ

ら

は
槃
楽
部
に
て
は
薗
部
房
子

（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）
を
筆
頭
と
し
竹
内
梅
子
（
ア
ル
ト
）
樋
口

し
ん
べ

い

ふ
じ
た

あ

い
こ

信
平
（
バ
ス
）
器
楽
部
に
は
杉
山
長
谷
夫
（
ヴ
ワ
イ
オ
リ
ン
）

藤
田
愛
子
（
ピ
ア
ノ
）

等
に
て
全
髄
に
於
て
槃
楽
部
の
疲
達
著
し
く
各
新
聞
紙
は
評
し
て
日
く
、
此
傾
向
は
伊

た

り

1

太
利
磐
楽
家
サ
ル
コ
リ
ー
氏
の
来
朝
が
槃
楽
界
を
促
進
せ
し
め
た
る
も
の
な
り
と
云

ふ。大
正
二
年
五
月
二
十
二
日

（
『
月
刊
架
譜
』
第
二
巻
第
四
号
、
大
正
二
年
四
月
、
ニ
ー
頁
）

ワ
グ
ナ
ー
百
年
祭
紀
念
演
奏
会

■去
月
二
十
二
日
東
京
音
楽
學
校
奏
架
堂
に
て
‘
ワ
グ
ナ
ー
百
年
祭
紀
念
演
奏

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
大
正
二
年
三
月
二
十
六
日
）

野ツ

辰ク
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七
、
低
音
獨
唱

歌
劇
「
デ
イ
ヴ
ル
キ
ュ
ー
レ
」
中
の

中

島

か

ね

二
、
盤
架
二
部

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ワ
ク
ナ
ー

1,1 
平

ヴ
ォ
ー
タ
ン
の
別
れ
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
ヴ
グ
ナ
ー
作

八
、
中
音
涸
唱

樋

クー・-

中高
ュたこユ2
目目

第
一
部

、
開
會
の
僻

一
、
講
演

會

ロ
信

第
二
部

一
、
女
盤
合
唱

歌
劇
「
フ
リ
ー
ゲ
ン
デ
ホ
ル
レ
ン
ダ
ー
」
中
の

絲
繰
り
娯
の
合
唱
•
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
ヴ
グ
ナ
ー
作

薗

部

房

子

竹

内

う

め

子

竹

内

う

め

子

歌
劇
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
中
の
ア
リ
ア
…
…
…
・
・
・
ヴ
グ
ナ
ー
作

三
、
中
音
猫
唱

タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
中
の
ア
リ
ア
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
ヴ
グ
ナ
ー
作

四

、

高

音

獨

唱

薗

部

房

子

ル
ラ
ッ
ビ
ー
・
、
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
ヴ
グ
ナ
ー
作

五

、

高

音

獨

唱

小

笠

原

保

子

歌
劇
「
リ
エ
ン
ツ
イ
」
中
の
抒
情
調
…
…
…
…
…
・
・
・
ヴ
グ
ナ
ー
作

六

、

男

盤

合

唱

會

員

歌
劇
i
フ
リ
ー
ゲ
ン
デ
ホ
ル
レ
ン
ダ
ー
」
中
の
ア
リ
ア

員

姉湯

崎原

博校

士 長

乙、

一
、
合
唱

ア
ウ
フ
、

第
一
部

甲
、
夢
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
ヴ
グ
ナ
ー
作

乙
、
天
使
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
・
・
・
ヴ
グ
ナ
ー
作

〔

マ

マ

〕

九

、

洋

琴

獨

唱

ペ

一
、
歌
劇
「
ブ
ル
キ
ュ
ー
レ
」
中
の
リ
ー
ベ
ス
リ
ー
ド

•
•
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
·
:
·
:
·
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
ワ

．

ク
ナ
ー
↑

イ

二
、
歌
劇
「
フ
リ
ゲ
ン
デ
ホ
ル
レ
ン
ダ
ー
」
中
の
ス
ピ
ン

.........................................................

.7
．ク

大
正
二
年
五
月
三
十
一
日

フ
リ
ー
ゲ
ル
ン
デ
ス
ゲ
ザ
ン
ゲ
ス

三
、
洋
琴
濶
奏

ゾ
ナ
ー
タ
作
品
第
二
、
第
一
番
中
の
。
フ
レ
ス
テ
ィ
シ
モ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作

松

岡

登

志

学
友
会
春
季
演
奏
会

■同
じ
く
＿
二
十
一
日
同
校
奏
楽
堂
に
於
て
學
友
會
春
季
大
演
奏
會
開
催
せ
ら

れ
た
り
。
曲
目
左
の
如
し
。

し

員

甲
、
天
使
の
歌
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
シ
ュ
ー
バ
ー
ト
作

乙
、
聖
歌
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
露
國
旋
律

二

、

次

中

音

獨

唱

佐

久

間

孝

夫

甲
、
シ
ュ
テ
ン
ド
ヘ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
シ
ュ
ー
バ
ー
ト
作

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作

會

（『
＿
音
架
』
學
友
會
、
第
四
巻
第
六
号
、
大
正
二
年
六
月
、
五
五
頁
）

ッ

ナ

ー

乍,
1
 

オ

ル

ド
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歌
劇
「
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
」
中
の
二
重
唱
•
•
…
…
…
•
ウ
ヱ
ー
バ
ー
作

+

、

ギ

ォ

ロ

ン

チ

ェ

ロ

猫

奏

林

顕

蔵

コ
ー
ル
ニ
ー
ト
ラ
イ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
・

・
ブ
ル
ッ
フ
作

十
一
、
合
唱

會

員

安
息
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ケ
ル
ビ
ー
ニ
作

乙、

Jレ
ヽ

甲、 乙
、

四
、
男
盤
二
重
唱

（
『
＿
音
架
』
廊
エ
久
會
、
第
四
巻
第
六
号
、
大
正
二
年
六
月
、
五
五
頁）

長

よ

し

永

坂井

vヽ

＜
 

原

か

ず

ッ

蜂

谷

七
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
重
奏

二
重
司
伴
楽
第
三
番
・
・
、
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
バ

八

、

洋

琴

石

ロ
長
調
司
伴
楽
第
一
楽
章
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作

九
、
女
磐
二
重
唱

田

中

甲
、
歌
劇
「
震
笛
」
中
の
二
重
唱
…
…
…
…
…
…
・
・
・
モ
ツ
ァ
ル
ト
作

ヱ
ン
ト
ヒ
ュ
ー
ル
ン
グ
の
二
重
唱
…
…
…
…
・
・
・
モ
ツ
ァ
ル
ト
作

五

、

洋

琴

次

ニ
短
調
司
伴
渠
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
モ
ツ
ァ
ル
ト
作

六
、
高
音
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
安

ア
デ
ィ
ウ
、
ド
ウ
、

フ
ィ
ー
ル
、
ド
ゥ
、

高

カ
デ
イ
…
…
…
…
・
・
・
ダ

マ
ー
ン
•
•
…
…
…
…
…
…
•
マ
ッ
ス
ネ
ー
作

ー

乍,1 
作龍久 文

次
中
音

低

音

金 佐

藤
折リ

ベ
ノ‘ 宮

藤

豊健

吾

學

友

會

演

奏

雑

感

高

折

周

一

あ
い
つ
が
洋
行
鯰
り
の
半
可
通
を
振
舞
は
す
の
だ
と
思
ふ
人
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
け
れ
ど
も
、

最
も
畏
敬
す
る
湯
原
校
長
か
ら
の
御
招
待
を
蒙
り
、
九
年
ぶ
り
に
我

が
懐
し
き
母
校
を
訪
ひ
、
親
愛
な
る
校
友
諸
君
の
演
奏
を
拝
聴
し
、
私
は
た
ゞ
今
昔
の

感
に
堪
へ
な
い
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
軽
薄
な
心
が
き
ざ
す
餘
地
が
私
の
心
の

中
に
あ
ら
ふ
。
私
の
心
持
は
十
敷
年
前
の
學
生
時
代
に
錨
つ
て
謹
聴
し
た
。
そ
ん
な
虚

低
な
心
は
薬
に
し
た
く
も
な
い
。
西
洋
風
を
吹
か
せ
る
、
そ
ん
な
疑
を
受
け
て
は
私
は

ひ
が

情
け
な
い
。
私
の
癖
み
か
も
知
ら
ぬ
が
そ
ん
な
誤
解
を
避
け
る
た
め
特
に
断
つ
て
置

＜
 

學
友
會
の
猿
起
に
な
る
五
月
二
十
二
日
の
ワ
グ
ネ
ル
百
年
祭
、
同
じ
く
三
十

一
日
の

學
友
會
例
會
に
つ
い
て
の
雑
感
、
つ
ま
り
感
じ
た
ま
A

の
こ
と
を
少
し
も
つ
く
ろ
は
な

い
で
書
く
、
い
や
そ
れ
で
は
少
し
範
園
が
廣
す
ぎ
る
。
正
確
に
云
ふ
と
、
目
に
感
じ
た

こ
と
だ
け
を
書
く
、
耳
に
感
じ
た
こ
と
は
態
ざ
と
書
か
な
い
。
な
ぜ
書
か
な
い
か
、
そ

れ
は
ど
う
ぞ
聞
か
な
い
で
戴
き
た
い
。
と
に
か
く
私
は
目
に
感
じ
た
事
だ
け
を
個
り
な

く
、
而
し
て
遠
慮
な
く
書
い
て
見
た
い
。

昔
楽
の
功
能
を
述
べ
る
。
そ
れ
は
繹
迦
に
何
と
か
、

諸
君
に
針
し
て
は
却
て
蓋
を
峡

く
、
た
ゞ
『
紳
聖
』
の
二
字
を
以
て
其
の
説
明
と
し
て
置
く
。
『
紳
聖』

な
る
語
は
此

節
で
は
随
分
安
つ
ぽ
く
使
は
れ
て
を
る
。
神
聖
と
い
ふ
箕
の
感
じ
は
な
く
て
、
口
先
ば

か
り
で
い
つ
て
を
る
。
併
な
が
ら

『
一
音
楽
は
即
ち
紳
聖
な
り
』
と
い
ふ
こ
と
を
骨
髄

に
徹
し
て
感
銘
し
て
居
る
も
の
は
、
こ
の
廣
い
日
本
に
は
餘
り
多
く
な
か
ろ
う
と
思

ふ。
母
校
の
楽
堂
の
老
朽
し
て
、
何
等
の
装
飾
だ
に
な
き
に
は
今
更
な
が
ら
驚
い
た
。
け

れ
ど
も
よ
＜
／
＼
氣
を

つ
け
て
見
れ
ば
、
昔
と
愛
つ
た
所
は
な
い
。
自
分
の
眼
が
肥
え

た
の
で
あ
っ
た
。
老
朽
で
も
構
は
な

い
、
そ
れ
が
病
に
決
し
て
稗
聖
が
保
た
れ
な
い
と

い
ふ
事
は
な

い
。
荘
厳
華
麗
な
る
装
飾
、
そ
れ
も
必
ず
し
も
必
要
で
な
い
。
秩
序
、
清

潔
、
謹
厳
、
そ
ん
な
氣
分
が
漂
ふ
て
居
れ
ば
、
一
見
人
を
し
て
襟
を
正
さ
し
む
る
こ
と

が
出
来
る
。
そ
れ
程
ま
で
に
往
か
ず
と
も
、
少
く
と
も
聘
衆
に
不
快
の
感
を
輿
へ
な
い

だ
け
の
用
意
は
鋏
い
て
は
な
ら
ぬ
。
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入
場
と
同
時
に
私
が
少
な
か
ら
ず
驚
い
た
の
は
、
奏
楽
壇
上
の
圏
凹
ホ
ー
ル
の
中
程

ほ

こ

り

に
あ
り
壁
装
飾
線
上
、
約
一
寸
の
塵
埃
の
堆
積
せ
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
欧
米
に
於

て

は
、
劇
場
の
掃
除
の
如
何
は
直
に
其
盛
衰
に
闘
す
る
と
い
は
れ
て
を
る
位
、
濡
潔
と
い

ふ
こ
と
は
第
一
の
條
件
と
な
っ
て
を
る
。
演
奏
者
の
技
能
と
か
、
劇
場
の
設
備
と
か
い

ふ
こ
と
は
二
の
次
で
あ
る
。

次
に
あ
れ
だ
け
は
絶
劉
に
禁
じ
て
戴
き
た
い
、
と
痛
切
に
思
っ
た
の
は
壇
上
の
使
用

人
、
洋
服
に
草
履
か
ス
リ
ッ
パ
を
は
い
た
和
洋
折
衷
の
使
用
人
で
あ
る
。
あ
れ
は
聴
衆

に
劉
し
て
餘
り
無
證
な
服
装
で
あ
る
。
も
し
演
奏
者
の
騰
儀
を
辮
ま
へ
た
人
と
か
、
外

國
人
と
か
ゞ
見
た
ら
何
ん
と
思
ふ
だ
ら
う
。

壇
上
は
最
少
し
キ
チ
ン
と
し
て
戴
き
た
い
。
無
用
の
雑
物
椅
子
だ
と
か
、
そ
の
時
使

は
な
い
楽
器
だ
と
か
は
、
そ
こ
ら
に
ゴ
ロ
／
＼
さ
し
て
置
か
な
い
で
、
悉
皆
取
片
づ

け
、
而
し
て
そ
こ
で
使
用
す
る
楽
器
の
配
置
は
、
尚
少
し
く
美
術
的
に
列
べ
て
も
ら
ひ

た
い
。来

聴
者
の
中
に
は
袴
も
何
も
は
か
ず
、
着
流
し
て
来
て
ゐ
る
人
も
大
分
見
受
け
た
。

あ
ん
な
人
の
入
場
を
謝
絶
す
る
位
の
櫂
威
は
是
非
演
奏
會
に
持
た
せ
た
い
。

演
奏
者
の
服
装
は
、
男
學
生
は
正
服
は
結
構
、
和
洋
折
衷
の
履
物
は
チ
ト
御
注
意
を

願
ひ
た
い
。
女
生
徒
諸
君
の
紋
付
袴
の
正
服
も
至
極
結
構
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
に
劉
し

て
履
物
の
靴
、
あ
れ
は
ど
う
も
不
調
和
で
は
あ
る
ま
い
か
と
感
じ
た
。
従
来
私
が
多
敷

の
欧
米
人
の
意
見
を
綜
合
し
た
結
果
を
申
せ
ば
、
皆
な
不
調
和
だ
不
格
好
だ
と
い
ふ
事

に
一
致
し
て
を
る
。
敢
て
不
都
合
と
は
申
さ
ぬ
。
た
ゞ
何
ん
と
な
く
不
調
和
に
感
ず

る
。
白
足
袋
に
麻
裏
草
履
と
い
ふ
方
が
優
美
で
は
あ
る
ま
い
か
、
固
よ
り
ス
テ
ー
ジ

の
上
で
の
話
で
あ
る
。
通
學
の
時
は
靴
が
便
利
で
あ
ら
う
。
若
し
幸
に
麻
裏
草
履
が

賓
行
さ
れ
る
な
ら
ば
、
足
の
餘
り
露
出
せ
ぬ
様
の
御
注
意
を
も
序
に
願
つ
て
置
き
た

、。＞
 ス

テ
ー
ジ
、
メ
ソ
ー
ド

演
奏
態
度
、
私
が
特
に
申
し
て
見
た
い
主
要
條
件
は
是
で
あ
る
。
ス
テ
ー
ジ
、
メ
ソ

ー
ド
、
こ
れ
は
兵
士
の
調
練
と
同
じ
物
で
、
一
音
楽
家
の
技
術
と
併
行
し
て
最
大
主
要
の

條
件
で
あ
る
。
私
も
も
と
は
『
ナ
ー
ニ
技
術
さ
へ
旨
ま
け
れ
ば
、
ス
テ
ー
ジ
、
メ
ソ
ー

ド
も
何
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
と
か
く
西
洋
―音楽
を
少
し
噛
る
と
直
に
鼻
持
の
な

ら
ぬ
こ
と
を
言
た
が
る
、
枝
葉
の
事
を
と
や
か
く
い
ふ
の
は
ま
だ
技
術
の
至
ら
ぬ
鈴

だ
』
と
い
ふ
考
で
あ
っ
た
。
今
に
し
て
、
そ
れ
を
思
ふ
と
冷
汗
背
を
潤
ふ
す
を
覺
え
な

い
。
先
輩
諸
大
家
の
敦
訓
と
、
自
分
の
永
い
間
の
経
験
と
で
、
ー
音
楽
家
は
矢
張
り
訓
練

さ
れ
た
兵
士
と
同
様
で
な
か
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
が
明
白
に
泌
々
と
解
っ
た
。

如
何
に
髄
格
強
健
に
し
て
剛
力
あ
る
も
、
訓
練
な
き
兵
士
は
一
文
の
債
値
は
な
い
。
信

仰
を
本
位
と
す
る
無
形
な
る
一
音
楽
、
そ
れ
を
代
表
す
る
音
楽
者
の
態
度
に
し
て
備
は
ら

な
か
っ
た
ら
、
一
音
楽
者
と
し
て
の
第
一
の
資
格
を
失
ふ
。
そ
れ
を
氣
障
な
事
の
様
に
思

つ
て
、
鼻
持
の
な
ら
ぬ
な
ど
と
言
っ
た
の
は
、
全
く
研
究
の
足
ら
な
い
至
っ
て
軽
卒
な

考
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
を
自
白
す
る
。

ス
テ
ー
ジ
、
メ
ソ
ー
ド
の
一
番
困
難
な
の
は
獨
唱
家
で
あ
る
。
欧
米
に
於
け
る
現
時

第
一
流
と
い
は
れ
る
唱
歌
者
で
も
、
寸
時
も
こ
の
研
究
を
忘
る
A

も
の
は
な
い
。
ス
テ

ー
ジ
、
メ
ソ
ー
ド
は
欧
米
に
於
て
は
、

音
楽
の
技
術
と
併
行
し
て
獨
立
の
必
須
科
目
と

な
っ
て
を
る
。
學
友
諸
君
が
ス
テ
ー
ジ
、
メ
ソ
ー
ド
に
一
向
無
頓
着
な
の
は
、
敦
へ
ざ

る
の
罪
で
あ
っ
て
決
し
て
諸
君
の
罪
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
私
は
諸
君
が
今
後
大
に
此

の
事
に
闘
し
て
注
意
を
彿
は
れ
ん
こ
と
を
希
望
し
て
止
ま
な
い
の
で
あ
る
。

最
後
に
申
し
た
き
は
、
演
奏
曲
の
曲
意
を
最
少
し
了
解
す
る
必
要
が
あ
る
事
で
あ

る
。
中
に
は
丸
で
正
反
劉
の
エ
キ
ス
。
フ
レ
ッ
シ
ョ
ン
を
以
て
や
つ
て
を
る
人
も
少
な
く

な
い
様
に
思
っ
た
。
諸
君
は
、
日
本
昔
業
界
の
俊
秀
で
あ
る
。
今
後
の
日
本
音
楽
の
運

命
は
諸
君
の
双
肩
に
懸
つ
て
を
る
。

ど
う
か
遠
大
の
抱
負
と
、
熱
心
な
る
研
究
的
態
度

を
取
っ
て
頂
き
た
い
。
帝
劇
の
『
マ
ジ
ッ
ク
、
フ
リ
ュ
ー
ト
』
を
見
て
私
は
國
辱
だ
と

感
じ
た
。
あ
れ
は
一
音
楽
の
奨
勘
で
な
く
て
破
壊
で
あ
る
。
一
音
楽
の
過
渡
時
代
に
は
こ
ん

な
事
は
得
て
免
れ
な
い
と
し
て
も
、
『
マ
ジ
ッ
ク
、
フ
リ
ュ
ー
ト
』
を
上
場
す
る
だ
け

の
腑
力
が
あ
る
な
ら
、
何
故
最
少
し
其
の
意
味
位
は
了
解
し
て
置
く
と
い
ふ
研
究
心
が

な
い
で
あ
ら
う
か
、
私
は
切
に
諸
君
に
前
車
の
覆
徹
を
や
ら
し
た
く
な
い
と
祈
る
。

私
は
僻
令
に
習
は
ざ
る
野
人
、
ど
う
か
文
章
の
蕪
雑
に
し
て
證
を
失
す
る
所
あ
ら

ば
、
私
の
率
直
な
心
に
免
じ
て
御
寛
恕
を
請
ひ
た
い
。
若
し
悪
口
や
皮
肉
を
言
っ
た
と

思
は
れ
て
は
、
私
は
賓
に
心
外
で
あ
る
。
特
に
こ
れ
だ
け
は
辮
解
し
て
置
く
。

（『＿
音
楽
』
墨
友
會
、
第
四
巻
第
七
号
、
大
正
二
年
七
月
、

l

-

i
l

＝
二
頁
）
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ヽ ヽ

絃
楽
四
部
合
奏
曲
中
の
ア
ン
ダ
ン
テ
、

二
重
合
唱

絃

楽 乙 甲

心

一
、
合
唱

の

乙 甲
ア
レ
グ
ロ
、
パ
テ
ー
テ
イ
コ

丙 乙 甲

一
、
漉

大
正
二
年
六
月
七
日
、
八
日
第
二
十
八
回
定
期
演
奏
会

大
正
二
年
六
月
七
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時
半
開
會

楽

演

一
、
管
絃
楽

東

京

音

楽

學

校

ロ
ザ
ム
ン
デ
の
序
曲
：
．
…
…
…
…
…
…
……
…
…
…
…
…

•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

榮

日
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．．． 
几口舟

黄
昏
の
夢

秘

密

｝

彼

こ

そ

は

一
、
管
絃
楽
附
き
ピ
ア
J
•
…
…
…
ヽ
・
；
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
敦
師
シ
ョ

短
へ
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
：
…
…
…
…
…
…
…
•

ラ
ル
ゲ
ッ
ト

昔

奏

曲
•
…
…
…
…
•
…
…
…
…

…
…
…

…
…
…
•
ウ
オ
ル
フ
乍
曲
,1 

目

カ
ン
タ
ー
ビ
レ

典

民

曲

…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
•
シ
ト
ラ
ウ
ス
作
曲

ヘ
ン
セ
ル
ト
作
曲

花
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
｛
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

吉
丸
一
昌
作
歌

： 

. ^、

高ユ瑞

野ン

辰グ

之ス
作卜
歌編

.....

....... ‘:・:・: ......... ;
·
:
·
…
·
;
•
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
作
曲

橋

］レ

ッ 吉

茫 p 1--' 

Pi
a
n
o
:
 

K
o
n
z
e
rt
 i

n
 F
 m
i

n
o
r,
〇

P
.
K
6
.

A
l
[
e
g
r
o
 p
at
et
i

co
.
 

丙 乙 甲 鬼

a
.
 

一
、
管
絃
楽

c
.
 

シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

火
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
一
吉
丸
一
昌
繹
歌

ヽ

ス
ー
ト

ア
ル
ジ
ェ
リ
エ
ン
ネ
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
•
サ
ン
サ
ー
ン
ス
作
曲

ラ
。
フ
ソ
デ
イ
、

モ
ー
レ
ス
ク
、

レ
ー
ヴ
リ
ー
、
デ
ュ
、

ソ
ア
ー
ル
、

マ
ル
シ
、
ミ
リ
テ
ー
ル
、

フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
、

P
r
og
r
a
m
 

O
F
 

O
r
c
h
e
st
ral 
a
n
d
 C
h
o
r
a
l
 C
o
n
c
e
rt
 

S
at
u
r
d
a
y
,
 

J

u
n
e
 7
t

h
 1
9
1
3
.
 

A
t
 

2
.
 30
.
 P
.
 M
.
 

T
o
k
y
o
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si
c
 

U
Y
E
N
O
.
 

P
R
O
G
R
A
M
.
 

O
r
c
h
e
st
ra: 

0
m塁
e
rtミ
re
t
o
 R
o
s
a
mミ
n
d
e
.

B
a
r
y
t
o
n
e
 
S
o
l
o
 :
 

a
.
 T

r
a
u
m
 d
ミ

r
c
h
di
e
 
Dg
mem`ng•………S

trauss

. 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
W
o
l
f
.
 

b•

V
erb

orgen

he
it.

} 

E
r
 ist

's.
 

吝
.F
u
n
a
b
a
s
hi

.
 

•………………••Schuber

t
. 

…
……

……•••Hensel

t
. 
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音
楽
演
奏
曲
目
梗
概

ー

管

絃

楽

『

ロ

ザ

ム

ン

デ

』

の

序

曲

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

(Franz
Schubert
 1
7
9
7ー

1
8
2
8
)

は
一
八
二

0
年
（
廿
三
歳
の

時
）
ま
で
に
シ
ン
フ
ォ
ニ
六
、
祈
濤
曲
六
、
序
曲
約
七
、
ビ
ア
ノ
、
ソ
ナ
タ
十
二
、
絃

楽
四
部
少
く
も
十
一
及
び
其
他
リ
ー
ド
敷
多
を
作
曲
し
た
り
し
が
、
末
だ
之
を
公
に
す

る
の
機
を
得
ざ
り
き
。
然
る
に
此
の
年
に
至
り
て
彼
の
名
は
―
二
の
劇
楽
に
よ
り
て
一

般
公
衆
の
知
る
所
と
な
れ
り
。
其
の
中
の
一
は
ホ
フ
マ
ン
の
『
震
し
き
琴
』
と
題
す
る

紳
仙
劇
に
メ
ロ
ド
ラ
マ
と
コ
ー
ラ
ス
と
を
附
せ
る
も
の
に
し
て
、
こ
れ
が
序
曲
は
後
に

『
ロ
ザ
ム
ン
デ
』
の
序
曲
て
ふ
名
を
以
て
世
に
行
は
る
A

に
至
れ
り
。
今
日
演
奏
す
る

ゞ ？ ダ 仝

St
ri
n
g
 O

r
c
h
e
st
r
a
 :
 

A
n
d
a
nt
e
c
a
nt
a
bi
le
は

i

t

h
v
a
ri
at
i
o
n
s
 

f
r
o
m
 t
h
e
 S
t

ri
n
g
 q
u
a
rt
et
,
 

o
p
.
 

1

8
…

…

;
:
B
e
et
h
o
v
e
n
.
 

C
h
o
r
u
s
:
 (
d
o
u
b
l
e
 c
h
o
r
u
s
)
 

U
n
g
e
wi
sses 
L
i

c
h
t
 .
.
 
………………………

••Schumann` 

O
r
c
h
e
st
r
a
:
 

S
ui
t
e
 al
g
er
ienne••

………………………

••Sam

t,Saens

. 

a
.
 R

h
ap
s
o
di
e
 m
aミ
r
e
s
q
u
e.

b
.
 R

e
v
e
ri
e
 d
u
 s
oi
r
.
 

(

a

 

B
li
d
a
h
)
 

〔

マ

マ

〕

．

M
a
r
c
h
e
 m
i

li
t

ai
re fr
a
n
c
a
z
s
e.
 

C
o
n
d
u
ct
o
r
 :
 
Mr•Kron

. 

ダ

c
.
 

第
十
七

C
h
o
r
u
s
e
s
:
 

a
•
D
e
in
H
ミ
r
z
l
e
m
mil
d…
…
…
…
…
…
…
…

•
B
r
a
h
m
s

.

b
.
 Sp
i

n
n
 ! 
Sp
i

n
n
 !
…

…

S
c
h
 we
d
si
c
h
e
 
V
 ol
k
s
w
ei
se 

gr
a
n
g
e
d
 b
y
 J
 lingst
.
 

L
a
r
g
h
e
t
t
o
.
 

吝
.S
c
h
o
l
z
.
 

も
の
即
ち
是
な
り
。
曲
は
緩
徐
部
と
快
速
部
と
に
分
る
。
曲
頭
に
管
絃
に
現
は
る
A

一

楽
句
は
導
旋
律
的
に
此
の
劇
楽
の
全
部
に
反
覆
し
て
現
は
る
A

も
の
に
し
て
、
こ
れ
を

序
曲
の
初
に
用
ゐ
た
る
は
近
式
の
作
法
と
し
て
注
目
に
値
す
。
又
た
快
速
部
の
主
想
は

ウ
ェ
ー
ベ
ル
の
式
に
倣
ひ
、
劇
中
の
一
鮪
よ
り
取
れ
る
も
の
な
り
と
い
ふ
。
嘗
時
輝
き
初

め
た
る
劇
楽
界
の
名
星
ウ
ェ
ー
ベ
ル
の
感
化
は
多
少
其
の
他
の
黙
に
も
現
は
れ
た
り
。

二

獨

唱

い

た

そ

が

れ

の

夢

シ

ュ

ト

ラ

ウ

ス

作

回

秘

密

ウ

ォ

ル

フ

作

り

彼

こ

そ

は

（

春

の

歌

）

同

作

ワ
グ
ネ
ル
以
後
の
獨
逸
楽
壇
に
其
名
最
も
高
き
も
の
を
皐
げ
よ
と
い
は
ゞ
何
人
も
リ

ヒ
ャ
ル
ト
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
(

R

i

chard
St
rauss 1
8
6
4
|
)
を
指
す
に
躊
躇
せ
ざ
る
べ

し
。
彼
が
今
日
の
名
槃
を
博
し
た
る
は
重
に
其
の
楽
詩
（
Sy
m
p
h
o
ni
sche
Di
cht
u
ng
)

 

に
於
て
ベ
ル
リ
オ
ー
ス
、
リ
ス
ト
に
一
歩
を
進
め
た
る
と
楽
器
編
成
法
に
て
於
て
ワ
グ

ネ
ル
を
凌
げ
る
と
に
在
り
。
然
れ
ど
も
歌
劇
及
び
其
他
の
槃
楽
に
於
て
も
彼
は
既
に
多

く
の
秀
什
を
出
せ
り
。
彼
の
短
歌
（
Li
ed)
に
就
て
特
筆
す
べ
き
一

事
は
同
時
代
の
詩

人
の
傑
作
に
節
附
け
す
る
風
を
起
し
た
る
こ
と
是
な
り
。
こ
の
一
事
は
十
八
世
紀
に
於

て
は
一
般
に
行
は
れ
居
た
る
こ
と
な
る
が
、

其
後
漸
々

に
陵
れ
行
き
て
、
既
に
シ
ュ
ー

マ
ン
の
如
き
も
好
ん
で
古
き
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
の
詩
に
作
曲
し
た
り
き
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
は

文
學
の
趣
味
あ
る
作
家
な
り
し
も
、
こ
れ
ま
た
リ
リ
エ
ン
ク
ロ
ー
ン
或
は
ゴ
ッ
ト
フ
リ

ー
ト
、
ケ
ル
レ
ル
の
―
二
の
詩
を
採
れ
る
に
過
ぎ
ず
。
此
の
時
に
嘗
り
て
近
頃
の
詩
に

作
曲
し
て
其
の
新
味
を
解
繹
し
た
る
も
の
は
賓
に

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
と
す
。
絃
に
奏
す
る

は
ビ
ー
ル
バ
ウ
ム
(

0
.

J. 
Bi
erbaum)
の
詩
三
篇
に
作
曲
せ
る
も
の
（
作
品
二
九
）

の
一
に
し
て
、

黄
昏
に
廣
き
野
を
越
え
て
静
か
に
親
愛
な
る
人
を
音
信
る
A

心
を
詠
め

り
。
其
の
獨
逸
楽
界
に
知
ら
れ
た
る
程
度
は
猶
ほ
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
短
歌
の
如
し
と
い

ふ
。
彼
の
短
歌
は
概
し
て
む
づ
か
し
き
も
の
多
け
れ
ど
も
、
此
の
作
の
如
き
は
比
較
的

や
さ
し
く
し
て
、
而
も
美
妙
な
る
逸
品
な
り
。
伴
奏
の
ピ
ア
ノ
は
彼
が
音
色
の
オ
の
一

端
を
窺
ふ
に
足
ら
ん
。

T
r
a
u
m
 d
u
r
c
h
 di
e
 D
a
m
m
e
r
u
n
g
.
 

W
ei
t

e
 W
i

esen i
m
 D
a
m
m
e
r
g
r
a
u
 ;
 

367 第3章 大正元年9月～15年 (1912~1926)



D
i

e
 S
o
n
n
e
 v
e
rg

l
o
m
m
,
 di

e
 St
e
r
n
e
 
zi
e
h
nー

N
u
n
 g
e
h
'

i

c
h
 hi
n
 z
u
 
d
e
r
 
s
c
h
o
n
st

e
n
 F
r
a
u
`
 

W

ei
t
 

iiber 
W
i

e
s
e
n
 i
m
 D
a
m
m
e
rg

r
a
u
,
 

T
i

ef
 

i

n
 d
e
n
 B
u
s
c
h
 v
o
n
 J
a
s
mi
n
.
 

D
u
r
c
h
 D
a
m
m
e
r
g
r
a
u
 i
n
 d
e
r
 L
i

e
b
e
 L
a
n
d
 ;
 

I
c
h
 g
e
h
e
 ni
c
ht

 

schnell
,
 

i

c
h
 ei
le 
ni
c
ht

 
;
 

M
i

c
h
 zi
e
ht

 

ei
n
 w
ei
c
h
e
s
,
 s

a
mt
e
n
e
s
 
B
a
n
d
 

D
u
r
c
h
 D
a
m
m
e
r
g
r
a
u
 i
n
 d
e
r
 L
i

e
b
e
 L
a
n
d
,
 

In ei
n
 b
l
a
u
e
s
,
 m

i

ldes 
L
i

c
ht

.
 

I
c
h
 g
e
h
e
 ni
c
ht

 

schnell
,
 

i

c
h
 ei
le 
ni
c
ht

 
;
 

D
u
r
c
h
 D
a
m
m
e
r
g
r
a
u
 i
n
 d
e
r
 L
i

e
b
e
 L
a
n
d
 

In ei
n
 m
i
l
d
e
s
 b
l
a
u
e
s
 
Lic
ht

.
 

ー

O
tto
J

uli
us B
i

e
r
b
a
u
m
.
 

ウ
ォ
ル
フ

(
H
u
g
o
W
o
l
f
 1
8
6
0
|
1
9
0
3
)

は
十
年
程
前
に
歿
し
た
る
填
園
の
楽
人

な
り
。
彼
は
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
如
き
多
方
面
の
人
に
あ
ら
ず
。
器
楽
又
は
歌
劇
の
部
門

リ

ー

ド

に
試
作
な
き
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
特
に
言
ふ
べ
き
も
の
な
し
。
唯
だ
短
歌
の
領
域
に
於

て
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
シ
ュ
ー
マ
ン
の
後
彼
を
推
し
て
第
一
と
稲
す
。
作
る
所
ア
イ
ヒ

・
エ
ン
ド
ル
フ
、
メ
ー
リ
ケ
及
び
ゲ
ー
テ
等
の
諸
集
あ
り
。
絃
に
奏
す
る
は
メ
ー
リ
ケ
集

(
M
o
ri
k
e
'
Li
e
d
e
r
)
に
蒐
め
た
る
五
十
一
二
篇
中
の
二
に
し
て
、
何
れ
も
一
八
八
八
年
中

の
作
に
係
れ
り
。
ウ
ォ
ル
フ
の
博
記
者
デ
ク
サ
イ
の
日
く
『
此
の
集
の
詩
に
は
悲
劇
あ

り
、
喜
劇
あ
り
、
苦
難
あ
り
、
道
化
あ
り
、
風
景
蜜
あ
り
、
ボ
ン
チ
憲
あ
り
、
紳
事
あ

り
、
愛
情
あ
り
』
と
。

賓
に
メ
ー
リ
ケ
の
集
は
他
の
作
に
比
し
て
其
の
詩
味
も
楽
趣
も

多
方
面
な
り
と
い
ふ
を
得
べ
し
。

ウ
ォ
ル
フ
の
唱
歌
の
特
質
は
深
く
詩
人
の
意
を
探
り
て
、
そ
れ
よ
り
自
然
に
湧
き
出

づ
と
も
い
ふ
べ
き
音
楽
を
附
し
た
る
貼
に
在
り
。
然
れ
ど
も
輩
に
音
楽
の
黙
よ
り
見
る

も
趣
味
甚
だ
深
し
。
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
は
各
曲
と
も
表
情
と
特
性
と
を
具

へ
て
、
彼
の
曲

の
重
要
な
る
一
部
を
な
せ
り
。
此
の
一
黙
は
以
前
の
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
シ
ュ
ー
マ
ン
の

唱
歌
曲
に
も
嘗
て
舘
ま
る
こ
と
な
れ
ど
も
、
殊
に
ウ
ォ
ル
フ
に
於
て
は
ピ
ア
ノ
の
音
部

が
一
層
の
進
歩
を
な
し
て
墜
音
の
部
と
劉
等
の
資
格
を
持
つ
に
至
れ
り
。
こ
れ
劇
楽
に

於
て
需
に

ワ
グ
ネ
ル
の
為
し
た
る
所
に
似
た
り
。
さ
れ
ば
ウ
ォ
ル
フ
は
ワ
グ
ネ
ル
の
精

紳
に
よ
り
て
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
を
復
活
し
た
る
人
と
い
は
る
A

も
故
な
き
に
あ
ら
ず
。

二
つ
の
歌
の
中
に
て
前
の
方
は
人
知
れ
ず
獨
り
嘆
き
獨
り
よ
ろ
こ
ぶ
心
を
う
た
へ
る

も
の
、
中
頃
の
梢
や
迫
り
て
速
き
一
節
は
其
の
喜
び
を
示
せ
る
な
り
。
後
の
方
は
春
に

告
ぐ
る
歌
に
て
木
々
の
緑
、
花
の
色
香
を
め
づ
る
心
な
り
。
『
聞
け
や
、
は
る
か
に
琵

ア
ル
ペ
ッ
ジ
ョ

琶
の
音
』
の
一
句
に
は
伴
奏
に
琶
音
を
聞
か
せ
た
り
。

V
e
r
b
o
rg

e
n
h
ei
t
.
 

L
a
s
s
,
 o
 W
e
l
t
,
 o
 lass 
m
i

c
h
 sei
n
 
!
 

L
o
c
k
et

 

ni
c
ht

 

m
i
t
 

L
i

e
b
e
sg

a
b
e
n
,
 

L
a
s
st

 

di
es 
H
e
r
z
 allei
n
e
 h
a
b
e
n
,
 

S
ei
n
e
 W
 o
n
n
e
,
 sei

n
e
 P
ei
n
 
!
 

W
a
s
 i
c
h
 t
r
a
u
r
e
,
 w
ei
ss i
c
h
 ni
c
ht

,
 

E
s
 i
st
 

u
n
b
e
k
a
n
nt
e
 W
e
h
e
;
 

I
m
m
e
r
d
a
r
 <lurch 
T
r
a
n
e
n
 s
e
h
e
 

I
c
h
 d
e
r
 S
o
n
n
e
 li
e
b
e
s
 
Lic
ht

.
 

O
f

t

 

bi
n
 i
c
h
 m
i

r
 k
a
u
m
 b
e
w
u
s
st

 

U
n
d
 di
e
 helle 
F
r
e
u
d
e
 ziicket
 

D
u
r
c
h
 di
e
 S
c
h
w
e
r
e
,
 so
 
m
i

c
h
 driicket

,
 

W
 o
n
ni
g

li
c
h
 i
n
 m
ei
n
e
r
 B
r
u
st

.
 

L
a
s
s
,
 o
 W
e
l
t
,
0
l
a
s
s
 
m
i

c
h
 sei
n
 
!
 

L
o
c
k
et

 

ni
c
ht

 

m
i
t
 

L
i

e
b
e
sg

a
b
e
n
,
 

L
a
sst
 

di
e
s
 H
e
r
z
 allei
n
e
 h
a
b
e
n
 

S
ei
n
e
 W
 o
n
n
e
,
 Sei

n
e
 P
ei
n
 
!
 

E
r
 i
st'
s
.
 

F
r
u
h
li

n
g
 lasst
 

s
ei
n
 b
l
a
u
e
s
 
B
a
n
d
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ピ
ア
ノ
、

W
i

e
d
e
r
 flatt
e
r
n
 d
u
r
c
h
 di
e
 Li

i

f

t

e
;
 

Si.isse
,
 wo

h
l
b
e
k
a
n
nt
e
 Di.ifte 

St
reifen 
a
h
n
u
n
g
s
v
o
l
l
 d
a
s
 
L
a
n
d
.
 

V
e
i
l
c
h
e
n
 t
r
a
u
m
e
n
 s
c
h
o
n
,
 

W
o
l
l
e
n
 b
a
l
d
e
 
k
o
m
m
e
n
.
 

H
o
r
c
h
,
 vo
n
 f
e
r
n
 
ei
n
 lei
ser 
H
a
r
f
 e
nt
o
n
 
!
 

F
r
u
h
l
i
n
g
,
 

j

a
 d
u
 bi
st's ! 

F
r
u
h
l
i
n
g
,
 

j

a
 d
u
 bi

st
's
 
!
 

D
i

c
h
 h
a
b
'

i

c
h
 v
e
r
n
o
m
m
e
n
 
!
 

J
a
,
 d

u
 b
i

st
's
 
!
 

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

三
短

へ

調

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

ヘ

ン

ゼ

ル

ト

作

バ

イ

エ

ル

ン

に

生

れ

た

る

洋

琴

の

名

手

ヘ

ン

ゼ

ル

ト

(
A
d
o
l
p
h
H
e
n
s
e
lt

 

1
8
1
4
|
 

1
8
8
9
)
は

ワ

イ

マ

ー

ル

に

於

て

フ

ン

メ

ル

に

學

び

た

れ

ど

も

、

其

の

演

奏

の

手

法

に

於

て

は

一

種

の

獨

創

を

立

て

た

り

き

。

彼

の

奏

法

は

フ

ン

メ

ル

と

リ

ス

ト

と

の

中

間

に

在

レ
ガ
ー
ト

り

と

も

い

ふ

べ

く

、

稽

や

リ

ス

ト

に

似

て

而

も

厳

重

な

る

滑

奏

に

基

け

り

。

其

の

最

も

オ
ク
タ
ー
プ

ァ

レ

・ヘ

ッ

得

意

と

す

る

所

は

手

指

を

幅

廣

く

用

ふ

る

一

事

に

し

て

例

へ

ば

八

度

以

上

に

亘

る

琶

ジ
ョ

音

の

演

奏

の

如

し

。

弦

に

奏

す

る

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

は

其

の

傑

作

の

一

に

し

て

、

暫

く

の

間

ピ

ア

ノ

曲

中

至

難

の

も

の

と

稲

せ

ら

れ

た

り

。

今

日

と

雖

技

術

上

甚

だ

困

難

な

る

曲

の

一

た

る

に

洩

れ

ず

。

四

合
い

心

の

花

ブ

ラ

ー

ム

ス

作

回

空

し

く

老

い

ぬ

瑞

典

民

謡

り

ブ

ラ

ー

ム

ス

(

J

o
h
a
n
n
e
s
B
r
a
h
m
s
 1
8
3
3ー

1
8
9
7
)

の

短

歌

集

（

作

品

六

二

）

中

の

一

、

原

歌

は

ハ

イ

ゼ

の

詩

集

よ

り

と

れ

る

も

の

。

回

瑞

典

の

民

謡

よ

り

取

り

て

ユ

ン

グ

ス

ト

(
H
u
g
o
J

i

l

n
g
st)
の

改

編

せ

る

も

の

、

ュ

ン

グ

ス

ト

は

一

八

五

三

年

ド

レ

ス

デ

ン

に

生

れ

て

同

地

の

音

楽

院

に

學

び

、

七

六

年

ー

E
d
u
a
r
d
M
o
ri
k
e.
 

舟待

かて

破やど

れ待

にて

しど

空夫せ

しを

＜待

老つ

い女

汽

梶鱈

をら

か ぬ

絶我

え が

し夫せ

_o 

沖

見

る

女

何

を

か

懇

ふ

る

。

に

ド

レ

ス

デ

ン

男

槃

唱

歌

會

を

設

立

し

た

る

人

な

り

。

唱

歌

曲

の

作

頗

る

多

し

。

邦

語

の

歌

詞

は

雨

曲

と

も

原

歌

の

意

を

酌

め

り

。

心

の

花

吉

丸

一

昌

作

歌

小

草

の

菅

は

一

夜

の

露

に

綻

ぶ

。

な

さ

け

の

花

は

何

に

か

咲

く

。

い

つ

の

日

に

か

疾

く

。

な

さ

け

は

な

さ

け

の

露

に

疾

け

ど

も

い

つ

と

は

知

ら

じ

な

紳

に

問

へ

か

し

。

紳

こ

そ

知

ら

め

。

空

し

く

老

い

ぬ

高

野

辰

之

作

歌

日

毎

磯

に

波

の

彼

方

に

あ

、

あ

、

哀

れ

や

磯

に

歳

経

て

五

絃

楽

流

暢

な

る

緩

徐

曲

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

本

曲

は

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

(

L

.

B
e
et

h
o
v
e
n
 1
7
7
0
|
1
8
2
7
)
の

絃

楽

四

部

の

傑

作

六

篇

（

作

品

一

八

）

中

の

第

五

な

る

長

イ

調

の

曲

の

第

三

部

分

な

り

。

こ

は

初

め

に

主

想

を

表

は

し

て

後

、

幾

度

か

之

を

愛

化

せ

し

む

る

所

謂

ヴ

ァ

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

の

曲

閥

に

作

ら

れ

た

り

。

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

の

此

の

作

は

彼

が

初

め

て

絃

楽

四

部

に

指

を

染

め

た

る

作

品

と

し

て

音

楽

史

上

重

要

の

意

味

を

有

す

る

も

の

に

し

て

、

六

篇

共

に

モ

ツ

ァ

ル

ト

の

感

化

の

尚

ほ

著

し

き

を

見

る

。

殊

に

絃

に

奏

す

る

長

イ

調

の

も

の

は

モ

ツ

ァ

ル

ト

の

同

調

の

絃

楽

四

部

を

摸

型

と

な

せ

る

も

の

な

り

と

は

評

家

の

疑

な

し

と

す

る

所

な

り

。

但

し

そ

は

勿

論

曲

の

骨

子

た

る

モ

チ

ー

フ

に

就

て

い

ふ

に

あ

ら

ず

、

唯

だ

曲

部

の

配

列

n

ー

ダ

構

造

に

開

し

て

類

似

を

認

む

る

の

み

。

且

つ

終

節

に

於

て

愛

口

調

の

現

は

る

A
如

き

は

純

然

た

る

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

式

な

り

。
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ー
道
も
な
き
山
邊
を

旅
人
分
け
ゆ
く
。

も
A

た
に
も
A

せ

百
谷
百
瀬
も

鳴
紳
も
嵐
も

を
ち
か
た

見
よ
遠
方

火
の
影
親
し
げ
に

ひ
か
り
や
さ
し
げ
に
ほ
の
め
く
。

と

も

し

び

さ

そ

旅
人
は
急
ぎ
ゆ
く
。
燈
火
は
誘
へ
り
。

こ
は
何
ぞ
。
あ
か
し
か
。
星
影
か
。

よ

み

し

さ
て
ま
た
黄
泉
の
火
か
。
死
の
火
か
。

七

管

絃

楽

ス

ヰ

ト

『

ア

ル

ジ

ェ

リ

エ

ン

ヌ

』

サ

ン

、

サ

ー

ン

ス

作

佛
蘭
西
楽
界
の
老
大
家
サ
ン
、
サ
ー
ン
ス
（
C
a
mi

lle
S
ai

nt
,
S
a
e
n
s
 1
8
3
5
|
)

の

佳
作
(

l

八
八

0
年
作
、
作
品
六

0
)。
地
中
海
の
劉
岸
ア
ル
ゼ
リ
ア
に
旅
行
せ
る
時
の

印
象
な
り
と
い
ふ
。
全
部
四
曲
に
分
れ
居
り
て
初
め
の
前
奏
(
P
r
e
l
u
d
e
)
は
ア
ル
ゼ
リ

ア
を
遥
か
に
望
み
た
る
時
の
心
地
を
表
は
し
た
る
も
の
な
る
が
、
今
回
は
之
を
省
き
て

第
二
の
ム
ー
ル
風
の
ラ
。
フ
ソ
ヂ
ー
（
長
二
調
、
八
分
六
、
四
分
二
、
四
分
―
―
-
)
を
以
て

ふ
し

始
む
。
ラ
。
フ
ソ
ヂ
ー
は
原
、
希
臓
に
於
て
は
長
き
叙
詩
中
の
一
節
に
節
を
附
け
て
歌
ひ

た
る
も
の
A
名
に
し
て
近
頃
の
音
楽
に
於
て
も
稀
に
は
此
の
如
き
語
原
的
の
義
に
用
ふ

る
こ
と
あ
り
。

G
例
へ
ば
ブ
ラ
ー
ム
ス
が
ゲ
ー
テ
の
ハ
ル
ツ
旅
行
記
よ
り
抜
莱
し
た
る

詞
に
節
付
け
し
た
る
槃
楽
曲
の
如
し
）
。
然
れ
ど
も
普
通
に
は
幾
つ
か
の
民
謡
を
集
め

鬼

火

は
ゞ

そ
の
足
を
阻
ま
ず
。

と
ゞ

そ
の
足
を
留
め
ず
。

ツ
ェ
ド
リ
ッ
ツ
原
歌

吉

丸

一

昌

繹

歌

鬼

火

シ
ュ
ー
マ
ン

(
R
o
b
e
rt

S
c
h
u
m
a
n
n
 1
8
1
0
|
1
8
5
6
)

が
多
て
人
敷
の
合
唱
園
の
為
め

に
作
れ
る
二
重
合
唱
四
篇
（
作
品
一
四
一
）
中
の
第
二
な
り
。
四
組
の
合
唱
園
を
二
つ

重
ね
て
八
組
に
て
奏
す
。
原
歌
は
ツ
ェ
ド
リ
ッ
ツ
(
J.
C
.
N
e
d
li
t
z

)

の
作
、
邦
語
の

歌
詞
は
其
の
意
を
繹
せ
り

て
作
れ
る
器
楽
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
を
い
ふ
。
サ
ム
に
奏
す
る
ラ
プ
ソ
ヂ
ー
も
此
の
種
の
曲

に
し
て
作
家
が
旅
行
中
に
得
た
る
種
々
の
感
想
を
其
の
珍
ら
し
き
民
謡
旋
律
に
托
し
て

表
は
せ
る
も
の
と
見
る
べ
し
。
曲
は
輩
純
に
し
て
而
も
一
種
特
別
の
趣
（
主
と
し
て
調

ふ
し

子
の
曖
昧
不
定
な
る
に
基
く
）
を
具
ふ
る
節
に
始
ま
り
て
漸
々
に
豊
麗
と
愛
化
と
を
加

へ
、
終
に
二
倍
の
速
さ
を
以
て
多
く
の
音
部
に
細
工
せ
ら
る
A

の
後
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
に

現
は
る
A
初
め
の
主
想
に
饉
る
。
次
で
一
種
の
嘲
笑
す
る
如
き
可
笑
し
き
舞
踏
風
の
進

行
（
四
分
二
）
に
進
み
、
暫
時
に
し
て
流
暢
な
る
歌
調
に
移
る
。
此
の
歌
調
風
の
部
分

に
於
け
る
短
七
度
（
長
二
調
に
於
け
る
「
ハ
」
音
）
は
欧
洲
に
珍
し
き
趣
な
り
。
又
た

三
分
の
二
の
進
行
に
矛
盾
し
つ
A

進
む
所
の
銅
鼓
、
鈴
跛
及
び
三
角
器
の
愛
拍
子
的
ニ

拍
子
も
同
じ
く
異
様
な
り
。
劉
位
法
、
模
倣
法
、
及
び
装
飾
音
の
應
用
の
外
尚
ほ
注

意
す
べ
き
こ
と
は
其
の
珍
ら
し
き
楽
器
の
組
み
合
せ
方
な
り
（
例
へ
ば
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

フ
ラ
ジ
ョ
レ
ッ
ト

と
ホ
ル
ン
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
銀
笛
音
と
を
八
度
に
て
重
ね
た
る
如
し
）

三
、
『
ブ
リ
ダ
ー
に
於
け
る
タ
ベ
の
夢
想
』
（
長
イ
調
八
分
六
）
。
作
家
が
海
濱
よ
り

進
ん
で
内
地
に
入
り
、
生
温
く
、
香
あ
る
大
氣
の
中
に
自
然
の
静
け
さ
を
味
ひ
居
る
時

ふ
し

ム
ー
ル
と
西
班
牙
と
を
混
ぜ
た
る
様
の
節
遠
く
よ
り
響
き
来
る
。
か
A

る
折
に
心
に
浮

べ
る
想
は
や
が
て
此
の
曲
と
な
り
し
な
ら
ん
。
初
め
に
ヴ
ィ
オ
ラ
は
低
く
静
か
な
る
槃

ウ
ニ
ソ
ノ

に
て
快
き
小
謡
を
う
た
ふ
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
同
音
に
て
之
れ
に
應
へ
、
フ
リ
ュ
ー
ト

と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
は
之
を
承
く
。
さ
る
う
ち
に
第
一
と
第
二
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
到

話
起
る
。
や
さ
し
く
美
し
。

四
、
フ
ラ
ン
ス
の
軍
隊
進
行
曲
。
こ
は
異
境
に
あ
り
て
祗
國
の
軍
隊
を
見
た
る
感
想

な
る
べ
し
。
音
楽
上
よ
り
見
れ
ば
意
味
深
し
と
い
ふ
よ
り
も
唯
だ
面
白
し
と
評
す
べ
き

曲
な
り
。
稽
や
軽
く
優
し
き
趣
あ
る
は
ア
ル
ゼ

リ
ア
を
支
配
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
手
加
減

の
寛
和
な
る
を
思
は
し
む
と
オ
ッ
ト
、
ナ
イ
ツ
ェ
ル
は
言
葉
巧
み
に
評
せ
り
。
（
お
、

さ
稿
）

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

●
ク
氏
の
指
揮
振

昔
架
學
校
の
大
演
奏
會

東
京
―
音
楽
學
校
の
定
期
大
＿
音
楽
會
は
昨
日
午
後
二
時
か
ら
同
校
奏
楽
堂
で
開
か
れ
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た
、
ユ
ン
ケ
ル
敦
授
の
後
繊
者
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
し
て
澳
國
よ
り
招
聘
さ
れ
た
ク
ロ
ー

ま
な
こ

み

は

ン
氏
が
我
楽
壇
に
於
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
最
初
の
指
揮
は
常
日
の
聴
者
が

一
齊
に
眼
を
呼

る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
氏
は
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
に
威
儀
を
正
し
細
身
の
タ
ク
ト
を
執
つ

や
が

て
指
揮
豪
に
現
は
れ
軽
く
會
繹
す
れ
ば
満
場
は
拍
手
を
以
て
迎
へ
た
、

頓
て
指
揮
杖
は

上
っ
た
、
曲
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
ロ
サ
ム
ン
デ
其
他
で
あ
る
、
ユ
氏
の
指
揮
振
は
輻
快

洒
脱
で
あ

っ
た
が
ク
ロ
ー
ン
氏
の
は
熱
烈
に
し
て
管
絃
及
び
合
唱
隊
三
百
餘
名
の
率
｛

手
を
意
の
如
く
動
か
し
恰
も
名
将
剣
を
揮

つ
て
三
軍
の
陣
容

一
糸
楓
れ
ざ
る
の
観

あ
り
で
拍
手
急
霰
の
如
く
で
あ
っ
た
、
次
で
シ
ョ
ル

ツ
氏
の
管
絃
楽
器
ピ
ア
ノ
獨
奏
、

ヘ
ン
ゼ
ル
ト
作
短
へ
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
其
他
獨
唱
合
奏
管
絃
楽
六
番
の
後
夕
刻
散
會
し

た
、
来
會
者
は
英
獨
露
大
使
以
下
各
國
大
公
使
を
始
め
紳
士
淑
女
一
千
餘
名
頗
る
盛
會

で
あ
っ
た

■去
月
七
日
八
日
の
雨
日
本
校
奏
楽
堂
に
て
東
京
音
楽
學
校
春
季
大
演
奏
會
が
開
催

せ
ら
れ
た
か
、
新
任
の
ク
ロ
ー
ン
氏
の
我
國
に
於
け
る
最
初
の
指
揮
振
り
に
は
満
場
は

盛
ん
な
拍
手
を
以
て
迎
へ
た
。
曲
は
皆
軽
快
洒
脱
の
風
致
に
富
む
で
ゐ
る
豪
放
な
黙
は

無
い
が
如
何
に
も
デ
リ
ケ
ー
ト
で
ク
ロ
ー
ン
氏
の
性
格
を
裏
書
き
す
る
に
充
分
の
も
の

計
り
で
あ
っ
た
。
曲
目
は
左
の
通
り
。
〔
曲
目
省
略
〕

（『
＿
音
楽
』
學
友
會
、
第
四
巻
第
七
号
、
大
正
一
一
年
七
月
、
七
ー

頁
）

大
正
二
年
七
月
五
日

学
友
会
第
五
回
土
曜
演
奏
会

■去
月
五
日
本
校
奏
楽
堂
に
於
て
第
五
回
土
曜
演
奏
會
開
か
れ
た
り
。
曲
目

左
の
如
し
。

第
一
部

一
、
合
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
會

員

埴
生
の
宿
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ビ
シ
ョ
ッ
。
フ
作

二
、
高
音
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山

禎

下

（『
東
京
日
日
新
聞
』
大
正
二
年
六
月
九
日
）

ー

作

五
、
次
中
音
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
近
義
次

甲
、
デ
イ
・
ロ
ー
ト
ス
ブ
ル
ー
メ
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
マ
ン
作

フ
リ
ュ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ウ
ラ
ウ
ム
•
•
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
バ
ー
ト
作

ロ
ン
ド
・
ブ
リ
ル
ラ
ン
テ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
‘
ヱ

第
二
部

六
、
洋
琴
猫
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
弘
田
龍
太
郎

ー

乍,
1
 

七
、
中
音
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
竹

歌
劇
『
。
フ
ロ
フ
ェ
ッ
ト
』
中
の
ア
リ
ア
…
…
…
…
マ
イ
ア
ー
ベ
ー
ア
作

八
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
…
…
·
：
佐

第
九
番
司
伴
楽
（
作
品
第
百
四
、
第
二
、
第
三
楽
章
）

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
、

九
、
次
中
音
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

．．．．．． 
澤

歌
劇
『
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
』
中
の
マ
ッ
ク
ス
の
大
ア
リ
ア

．．．．．．
．．．．．
．．．．．
．．
．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
、マ

ー

作

+

、

合

唱

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

會

員

ュ
ン
グ
ス
ト
作
曲

高

野

辰

之

作

歌

甲
、
空
し
く
老
ひ
ぬ
…
…
…
…
…
•
••
…
…
…
…
…
•
•

•

乙、

三
、
洋
琴
獨
奏
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
山

ハ
長
調
ソ
ナ
タ
（
作
品
第
二
十
）
（
第
四
楽
章
）
…
…
‘
ヱ

四
、
高
音
猫
唱
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
永

乙
、
デ
イ
・
シ
ュ
ト
ウ
メ
・
フ
ォ
ン
・
ボ
ル
テ
イ
チ
イ

甲、 乙、 甲
、
。
フ
ル
・
デ
イ
チ
ヱ
ス
テ
イ
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ロ

‘‘
 

ノ

崎

定

之

リ

オ

作

藤

謙

内

う

め

‘‘
 

ノ

藤

イ

作

モ
ン
ト
ナ
ハ
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
シ
ュ
ー
マ
ン
作乍

μ名

ー

乍,1 

ペ
ル
ラ
・
グ
ロ
ー
リ
ア
・
ダ
ド
ラ
ル
ビ
…
…
；
・
ボ
ノ
ン
チ
ー
ニ
作

°、

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
オ

ー

≫

/

 

井
‘‘
 

ノ

ッ

口 テ
vヽ

＜
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ソ
。
フ
ラ
ノ
猫
唱

イ
、
歌
劇
『
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
』
中
の
抒
情
調
…
…
・
:
‘
ヱ
ー
作

ロ
、
紳
曲
『
パ
ウ
ル
ス
』
中
の
抒
情
調
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

四

、

洋

琴

涸

奏

高

安

イ
、
夜
の
曲
（
卜
短
調
）
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ

ロ
ヽ

永

井

ヨ

ノぐ
百

‘、ノ

ン

デ

ン

作

合

Vヽ

＜
 

ラ
ル
ゴ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ヘ

イ、

ァ
ゞ
ヱ
マ
リ
ー
ア
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ケ
ル
ビ
ー
ニ
作

レ

乍
J
I
ー

廣

守

(
『
昔
榮
』
塵
友
會
、
第
四
巻
第
十
号
、
大
正
二
年
十
月
、
七
二
頁
）

二、

ア
ル
ト
獨
唱

花

員

ベ

ネ

ケ

ン

作

曲

會

員

作

歌

蹄
り
来
ぬ
鶯
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

島

秀

ア‘ヱ

會

員

大
正
二
年
九
月
二
十
七
日
学
友
会
第
六
回
土
曜
演
奏
会

■去
月
廿
七
日
第
六
回
土
曜
演
奏
會
あ
り
た
り
。
故
竹
内
梅
子
嬢
及
び
其
他

最
近
敷
年
中
に
物
故
さ
れ
し
同
窓
諸
兄
姉
の
追
憶
哀
悼
の
た
め
に
専
ら
悲
歌
哀

曲
を
選
み
て
最
も
よ
く
此
意
を
致
す
を
得
た
り
曲
目
は
左
の
如
し
。

一

、

合

唱

會

九、 八、

敦
師

ペ
ツ
ォ
ー
ル
ド
夫
人

（
『
昔
築
界
』
第
六
巻
第
八
号
、
大
正
二
年
八
月
、
六
五
頁
）

0
東
京
音
楽
學
校
演
奏
會
去
る
七
月
五
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時
よ
り
同
楽
堂

に
於
て
演
奏
會
を
開
催
せ
し
が
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
中
竹
内
梅
子
嬢
の
中
昔
獨
唱
、
永
井
い
く

子
嬢
の
高
音
獨
唱
は
妙
技
萬
堂
の
聰
衆
を
し
て
熱
狂
せ
し
め
最
も
喝
采
を
博
せ
り
、
竹

内
嬢
の
盆
々
園
熟
せ
る
肉
竪
と
永
井
嬢
の
未
来
あ
る
藝
術
に
多
大
の
希
望
を
托
し
て
将

来
を
た
の
し
む

さ

ノぐ

敦
師

獨

乙

民

曲

乙
、
故
郷
を
離
る
A
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
吉
丸
一
昌
作
歌

（
『
昔
榮
』
廊
エ
久
會
、

第
四
巻
第
八
号
、
大
正
二
年
八
月
、
六
五
！
六
六
頁
）

ロ
、
夜
の
曲
（
嬰
へ
短
調
）
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ

ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
涸
唱

ひ ョ ヨ

／ぐ

ン

作
ン

作

第 1部

マ
リ
ー
ア
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
グ
ー

イ
、
紳
曲
『
エ
リ
ア
ス
』
中
の
抒
情
調
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

ロ

、

ア

‘

ヱ

ー

作

六
、
洋
琴
猫
奏

イ
、
夜
の
曲
（
嬰
ハ
短
調
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
シ

ロ
、
送
葬
行
進
曲
…
•
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ

七

、

ヴ

ィ

オ

リ

ン

猫

奏

田

中

悲
傷
曲
（
作
品
第
十
）
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
エ
ル
ン
ス
ト
作

ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
猶
唱

三
重
奏

『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
中
の
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の
祈
り
…
…
ヴ
ー
グ
ナ
ー
作

敦

授

安

藤

幸

子

夫

人

敦

師

シ

ョ

レ

ツ

氏

百
敦
師
ヱ
ル
ク
マ
心
ス
タ
ー
氏

+
、
合

ペ
ツ
ォ
ー
ル
ド
夫
人

三
重
曲
（
作
品
第
五
十

一
大
藝
術
家
の
追
悼
の
た
め
に
（
第
一
楽
章
）

唱

イ
短
調
）
…
…
…
…
…
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作

君
が
代
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
林

マ
リ
ー
ア
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
•
•
ア
ル
カ
デ
ル
ト
乍
，ー作

■第
六
回
土
曜
演
奏
會
は
昨
廿
七
日
、
未
曾
有
の
好
成
績
を
以
て
終
り
、
第
一
回
通

俗
演
奏
會
亦
本
廿
八
日
絶
大
の
好
果
を
牧
め
て
結
了
す
る
事
が
出
来
た
の
は
本
會
の
最

も
愉
快
に
思
ふ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

會
員
が
少
し
も
勢
を
惜
し
ま
な
い
の
と
指
導
の

任
に
嘗
る
敦
官
諸
氏
の
熱
心
な
誘
導
と
こ
れ
に
加
ふ
る
に
、
天
下
好
楽
の
士
女
諸
氏
の

後
援
と
に
よ
っ
て
回
を
重
ね
て
登
展
進
歩
し
て
ゆ
く
の
は
歓
喜
の
極
み
で
す
。

五、

薗

部

ョ

ノ
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唱

五
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
猫
唱

埴
生
の
宿
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ビ
シ
ョ
ッ
。
フ
作

六

、

風

琴

獅

奏

中

田

章

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
ル
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
レ
ム
メ
ン
ス
作

七

、

等

曲

敬

授

今

井

慶

松

松
竹
梅
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
外
―
―
名

八

、

管

絃

楽

海

軍

々

楽

隊

幻
想
曲
『
ホ
フ
マ
ン
の
物
語
』
：
…
…
…
…
…
…
・
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
作

九

、

猥

治

會 山

金

健

永

井

vヽ

＜
 

水
車
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
エ

三
、
女
盤
二
重
唱

織
り
な
す
錦
（
中
等
唱
歌
集
）

四
、
ヴ
イ
オ
リ
ン
涸
奏

雄

ニ
ー
ナ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
ペ
ル
ゴ
レ
ー
ゼ
作

澤

康

員

ン

セ

ン

作

大
正
二
年
九
月
二
十
八
日
第
一
回
通
俗
演
奏
会

■去
月
廿
八
日
東
京
音
楽
學
校
學
友
會
は
第
一
回
通
俗
音
楽
會
を
東
京
音
楽

學
校
に
て
開
催
せ
り
、
曲
目
は
左
の
如
し
。

一

、

女

盤

合

唱

會

員

甲
、
波
風
、
お
ぼ
ろ
、
雲
、
（
小
學
唱
歌
集
）

乙
、
虹
の
歌
。
お
き
や
が
り
小
法
師
、
茸
狩
、
（
尋
常
小
學
唱
歌
集
）

丙
、
達
摩
さ
ん
。
お
玉
杓
子
。
近
眼
の
し
く
じ
り
（
新
作
唱
歌
）

二
、
ピ
ア
ノ
満
奏

ロ
節

子

(
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
四
巻
第
十
号
、
大
正
二
年
＋
月
、
七
四
頁
）

雀
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
居
長
世
作

十

二

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

松

平

信

博

敷
へ
歌
ヴ
リ
エ
ー
シ
ュ
ン
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
本
居
長
世
作

十

三

、

管

絃

楽

海

軍

々

楽

隊

甲、

ク
セ
ロ
フ
ォ
ー
ン
の
猫
奏
ボ
ル
カ
『
雀
』
…
…
…
ヂ
ャ
ン
ヴ
レ
ー
作

乙
、
行
進
曲
『
鎖
夫
長
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ツ
ェ
ル
ラ
ー
作

（
『
＿
音
架
』
學
友
會
、
第
四
巻
第
十
号
、
大
正
一
一
年
十
月
、
七
二
頁
）

業

壇

時

評

■六
七
月
の
頃
、
通
俗
敦
育
の
重
要
事
業
と
し
て
通
俗
一音
楽
演
奏
會
を
我
校
に
於
い
て

畢
行
す
る
の
企
賓
現
す
べ
し

□第
一
回
は
先
づ
市
中
或
は
廣
＜
府
内
の
各
小
學
校
女
敦
員
諸
氏
を
招
待
、
次
は
各
病

院
の
看
護
婦
諸
氏
を
と
聞
く

■此
畢
我
校
獨
力
の
計
覺
に
て
、
何
等
の
入
場
料
を
徴
せ
ざ
る
也
や
が
て
は
我
校
友
會

の
事
業
た
る
べ
し
楽
界
多
望

口
曲
目
は
簡
易
清
雅
、
解
し
く
易
く
聴
き
易
き
を
選
ぶ
は
勿
論
、
日
本
趣
味
日
本
精
稗

の
狡
揮
に
あ
る
も
亦
勿
論
な
り

■社
會
敦
養
を
目
的
と
す
る
と
共
に
帝
國
主
義
の
涵
養
を
輔
導
す
る
此
計
蜜
年
を
積
む

に
従
て
効
果
の
顕
著
蓋
可
驚

（
『
昔
祭
』
學
友
會
、
第
四
巻
第
六
号
、
大
正
二
年
六
月
、
一
頁
）

甲
、
母
の
お
も
ひ
、
（
小
學
唱
歌
集
）

乙
、
雲

近

藤

義

太
平
の
曲
（
小
學
唱
歌
集
）

+
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

第
五
番
ソ
ナ
タ
、
（
第
一
楽
章
）
：
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ
ン
作

十

一

、

テ

ノ

ル

獨

唱

次

谷

村

ナ

ツ

373 第 3章 大正元年9月～15年 (1912~1926)



〔
前
略
〕

如
上
の
意
味
に
於
て
私
は
此
の
間
開
か
れ
た
通
俗
演
奏
會
に
劉
し
て
満
腔
の
賛
意
を

表
白
す
る
。
勿
論
初
演
の
事
で
あ
っ
た
か
ら
曲
の
選
澤
や
演
奏
上
の
不
足
も
譴
分
な
か

っ
た
わ
け
で
も
な
い
、
け
れ
ど
も
私
は
今
絃
で
其
れ
等
の
批
評
を
し
や
う
と
は
思
は

ぬ
。
唯
来
會
し
た
数
員
看
護
婦
諸
氏
の
顔
色
に
現
れ
た
滴
足
と
喜
悦
と
の
情
を
見
て

「
私
は
之
れ
有
る
哉
L

と
思
っ
た
事
だ
け
云
つ
て
置
く
。

藝
術
家
が
其
藝
術
的
同
情
を

以
て
贋
利
的
に
（
又
は
藝
術
以
外
の
方
面
で
精
神
的
に
）

人
類
の
為
め
に
盛
し
て
居
る

人
々
を
慰
め
る
、
之
れ
が
ラ
イ
ン
メ
ン
シ
ュ
リ
ッ
ヒ
で
な
く
て
何
で
あ
ら
う
。
私
は
廣

＜
努
働
者
（
通
俗
に
云
ふ
）
諸
君
の
為
め
に
此
の
門
戸
が
開
放
さ
れ
彼
等
が
人
生
の
疲

れ
を
此
藝
術
の
泉
に
慰
む
る
の
日
の
一
日
も
早
か
ら
ん
事
を
望
ん
で
止
ま
な
い
。
私
は

敢
て
云
ふ
通
俗
音
楽
演
奏
會
（
如
上
の
目
的
を
持
っ
た
）
に
出
演
さ
れ
る
の
は
賓
に
諸

君
が
一
音
楽
家
と
し
て
天
か
ら
奥
へ
ら
れ
た
使
命
を
果
た
す
も
の
で
光
榮
此
の
上
も
な
い

事
で
あ
る
と
。
王
侯
貴
人
の
前
で
歌
は
う
と
も
弾
か
う
と
も
そ
れ
が
貴
と
か
ら
ぬ
目
的

の
為
め
で
あ
っ
た
な
ら
ば
何
の
光
榮
な
事
が
あ
ら
う
、
檻
襖
を
編
つ
た
人
の
前
で
歌
は

う
と
も
弾
か
う
と
も
そ
れ
が
高
尚
な
目
的
な
ら
ば
何
の
趾
づ
る
必
要
が
あ
ら
う
。
詩
人

ロ
ー
ウ
エ
ル
の
言
の
如
く
賞
に
「
貧
し
き
人
と
共
に
す
る
食
こ
そ
げ
に
聖
餐
な
れ
」
で

あ
る
。
そ
れ
で
前
月
琥
の
楽
壇
時
評
に
云
ふ
如
く
此
通
俗
演
奏
會
を
軽
視
し
又
は
之
れ

に
出
る
事
を
趾
と
す
る
や
う
な
人
が
一
人
で
も
あ
っ
た
な
ら
そ
の
人
は
一
音
楽
者
た
る

資
格
が
な
い
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
う
か
外
の
會
に
は
出
ず
と
も
此
の

會
に
だ
け
は
出
て
心
の
底
か
ら
歌
ひ
且
つ
弾
い
て
頂
き
た
い
。
こ
の
様
な
事
は
賢
明

な
る
諸
君
に
今
更
言
は
な
く
て
も
お
わ
か
り
の
事
で
あ
る
が
唯
自
分
の
考
へ
を
絃
に
述

べ
さ
せ
て
頂
い
た
ま
で
で
あ
る
。
繹
迦
に
説
法
の
磯
は
却
つ
て
悦
ん
で
お
受
け
を
す

る。
昔
楽
家
た
る
諸
君
は
賓
に
理
想
と
現
賓
と
を
打

つ
て
一
園
と
す
る
力
強
き
鍛
冶
屋
で

あ
る
9

斯
く
て
こ
そ
其
ハ
の
打
ち
下
ろ
す
鎚
よ
り
出
づ
る
火
花
は
永
遠
に
光
を
放
つ
て
我

等
の
後
裔
に
至
る
ま
で
無
限
の
感
化
を
及
ぼ
す
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
諸
君
が
日
々

耳
に
し
て
居
ら
れ
る
上
野
の
鐘
が

E
と
F
と
の
中
間
で
あ
る
事
も
か
や
う
に
考
へ
れ
ば

通
俗
演
奏
會
に
開
し
敬
愛
す
る
一
音
楽
學
校
生
徒
諸
氏
に
望
む

黒

田

誠

由
来
剛
健
を
以
て
鳴
る
東
豪
の
健
兒
、
今
又
征
戦
幾
日
の
努
苦
を
経
、
旅
窓

の
風
雨
に
身
を
鍛
へ
て
、
精
悴
の
氣
眉
宇
の
間
に
満
ち
、
其
意
氣
や
軒
昂
、
其

威
風
や
堂
々
、
十
月
六
日
午
後
五
時
半
目
出
度
蹄
京
せ
り
。

日
程
及
各
地
の
演
奏
曲
目
は
次
の
如
し

涙
に
咽
ば
し
め
た
り
。

又
一
段
の
興
味
な
き
能
は
ざ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
妄
言
多
謝
。

（
大
正
二
、
一

0
、
二
）

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
四
巻
第
十
一
号
、
大
正
二
年
十
一
月
、
四
五

l
四
七
頁
）

大
正
二
年
九
月
二
十
八
日
！
十
月
六
日
学
友
会
演
奏
旅
行
（
男
子
部
）

吾
が
學
友
會
男
子
部
三
十
八
名
は
吉
丸
敦
授
大
塚
助
敦
授
指
揮
の
下
に
、
去

る
九
月
廿
八
日
よ
り
東
北
諸
縣
に
學
友
會
秋
季
演
奏
旅
行
を
行

へ
り
。
旅
中
各

地
の
諸
學
校
々
友
會
、
教
育
會
、
音
楽
會
等
の
望
み
に
應
じ

て
演
奏
會
を
開
く

事
前
後
七
回
に
及
べ
り
。
歌
詞
、
歌
曲
の
平
易
に
し
て
且
つ
通
俗
的
な
る
、
よ

＜
淳
朴
な
る
東
北
人
の
心
朕
に
適
し
て
大
に
音
楽
趣
味
を
開
稜
せ
し
こ
と
と
信

ず
、
殊
に
毎
日
最
後
に
行
ひ
し
、
會
員
一
同
の
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
付
き
の
君
が

代
大
合
唱
に
は
、
會
員
は
弓
も
折
れ
絃
も
切
れ
よ
と
ば
か
り
、
聰
衆
は
喉
も
裂

け
堂
も
懐
れ
よ
の
歌
ひ
振
り
、
箕
に
至
誠
通
天
の
慨
あ
り
き
。
吾
人
は
、
こ
の

貼
に
於
て
今
回
の
旅
行
が
単
な
る
音
楽
趣
味
の
普
及
に
止
ら
ず
し
て
、
又
大
に

吾
が
國
民
性
疲
揮
の
上
に
於
て
、
多
大
の
効
果
あ
り
し
事
を
疑
は
ざ
る
も
の
な

り
。
更
に
尚
本
會
の
慶
と
す
る
虞
は
、
此
等
各
地
の
人
々
が
心
の
底
よ
り
喜
び

を
捧
げ
ら
れ
し
事
な
り
。
即
ち
或
時
は
一
同
食
卓
を
共
に

し
て
互
に
相
談
じ
相

笑
ひ
、
或
は
吾
等
一
行
を
乗
せ
た
る
列
車
が
霞
に
消
え
ゆ
く
迄
あ
な
た
に
小
さ

く
、
白
き
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
の
ひ
ら
め
き
を
認
め
し
が
如
き
、

一
行
を
し
て
置
に
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一
、
合
唱

曲

目

部

會

員

九
月
廿
八
日
（
日
曜
）
午
後
六
時
上
野
稜

九
月
廿
九
日
（
月
曜
）
午
前
五
時
四
分
山
形
着
、
午
前
中
見
學
、
午
後
一
時

よ
り
山
形
師
範
講
堂
に
於
て
演
奏
、
午
後
六
時
廿
四
分
山
形
痰
、
午
後
十
二
時

秋
田
着
、
一
泊
、

九
月
三
十
日
（
火
曜
）
午
前
八
時
よ
り
秋
田
師
範
講
堂
に
於
て
演
奏
、
同
十

一
時
二
分
秋
田
狡
、
午
後
四
時
三
十
分
青
森
着
、
一
泊
、

十
月
一
日
（
水
曜
）
午
前
中
見
學
、
午
後
一
時
よ
り
、
浦
町
高
等
小
學
校
講

〔

マ

マ

〕

堂
に
於
て
演
奏
、
午
後
三
十
六
分
青
森
疲
、
同
六
時
二
分
浅
轟
温
泉
着
、
一

泊、
十
月
二
日
（
木
曜
）
午
前
七
時
五
十
七
分
浅
轟
温
泉
疲
、
同
十
一
時
尻
内

着
、
同
三
十
八
分
同
所
疲
、
同
四
十
四
分
八
戸
着
、
午
後
一
時
よ
り
八
戸
質
科

高
等
女
學
校
に
於
て
演
奏
、
同
五
時
十
分
八
戸
疲
、
同
四
十
四
分
尻
内
着
、
同

五
十
一
分
同
所
稜
、
同
九
時
廿
二
分
盛
岡
着
、
一
泊
、

十
月
三
日
（
金
曜
）
午
前
中
見
學
、
午
後
二
時
よ
り
盛
岡
新
築
劇
場
に
於
て

同
市
教
育
會
主
催
の
下
に
演
奏
、
同
九
時
廿
七
分
盛
岡
猿
、

十
月
四
日
（
土
曜
）
午
前
一
時
三
十
一
分
松
島
停
車
場
着
、
同
所
一
泊
、
午

前
中
松
島
遊
覧
、
正
午
十
二
時
松
島
稜
、
零
時
五
十
三
分
仙
憂
着
、
見
學
一

白、
3
1
'
 十

月
五
日
（
日
曜
）
午
前
中
見
學
、
午
後
一
時
よ
り
第
二
高
等
學
校
講
堂
に

於
て
第
一
回
演
奏
、
午
後
六
時
よ
り
同
所
に
於
て
第
二
回
演
奏
、
一
泊
、

十
月
六
日
（
月
曜
）
午
前
六
時
十
分
仙
豪
疲
、
午
後
五
時
三
十
分
上
野
着
、

以
上
日
程
、

八
、
男
槃
四
重
唱

甲
、
雨
後
の
月

廿
き
夢

な
ん
だ
つ
け

二
、
ヴ
イ
オ
リ
ン
三
重
奏

甲
、
亡
妹

三

、

猫

唱

乙

、

落

椿

四
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
（
メ
ヌ
エ
ッ
ト
）

五
、
男
整
二
重
唱

紅
葉
狩

六
、
ヴ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

カ
ヴ
ル
レ
リ
ー
ア
、
ル
ス
チ
カ
ー
ナ

七
、
合
唱
（
水
夫
の
歌
）

部

乙
、
花
と
朝

九
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

敷
へ
歌
ヴ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

1

0
、
獨
唱
（
‘
ヱ
ー
ー
ス
の
舟
歌
）

―
-
、
ヴ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

司
伴
楽
作
品
第
七
番

ー
ニ
、
絃
楽
合
奏

會

員

佐近

藤藤

謙義

次

、,...__
弘 金 柴 佐 近

田

：健知豊

郎

田

常

藤

吾

藤

義

次

會

員

大貧万ミ榊佐藷ー宿＝

場田野原藤
勇
之知康 豊

助常孝直吾

山

甲

午

甲
、
秋
の
あ
は
れ
乙
、
漁
父
丙
（
イ
）
、
荷
車

（
口
）
、
お
玉
じ
ゃ
く
し
（
ハ
）
、
達
摩
さ
ん
（
二
）

忠

木

得

亮
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し。

メ
リ
ー
ウ
ヰ
ド
ー
中
の
抜
幸
曲

―

―

―

-

、

君

が

代

合

唱

（

絃

楽

伴

奏

）

聰

衆

一

同

合

唱

右
の
外
水
野
康
孝
の
獨
唱
、
館
山
甲
午
の
ヴ
イ
オ
リ
ン
猫
奏
、
湯
前
純
親
の

ピ
ア
ノ
猫
奏
、
高
折
宮
次
の
ピ
ア
ノ
濶
奏
、
多
忠
亮
の
ヴ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
、
多

基
永
の
チ
ェ
ル
ロ
猶
奏
等
所
に
よ
り
て
ー
ニ
の
愛
更
あ
り
し
も
曲
目
は
大
差
な

（
『
一
音
楽
』
學
友
會
、
第
四
巻
第
十
一
号
、
大
正
二
年
十
一
月
、
八
七
l
八
八
頁
）

●
―
音
楽
演
奏
會

今
回
東
京
音
楽
學
校
生
徒
約
四
十
名
修
學
旅
行
に
て
来
青
に
付
来
る
十
月
一
日
午
後

一
時
よ
り
青
森
尋
常
高
等
小
學
校
に
於
て
一
音
楽
演
奏
會
を
開
ら
く
こ
と
と
な
り
一
昨
日

午
後
三
時
よ
り
附
蜀
小
學
校
に
於
て
市
内
名
縣
立
學
校
長
及
小
學
校
長
猿
起
と
な
り
て

相
談
會
を
開
ら
き
掛
員
分
揃
及
演
奏
會
皐
行
方
法
を
決
議
し
て
午
後
六
時
散
會
し
た
り

曲
目
は
左
の
如
し

〔
曲
目
省
略
〕

．．．．．． 

▲
演
奏
曲
に
つ
き

器
楽
に
て
第
九
ピ
ア
ノ
敷
へ
歌
は
本
邦
固
有
の
原
曲
「
一
っ
と

や
」
に
劉
し
斯
界
有
名
な
る
本
居
長
世
氏
が
敷
回
の
愛
手
伴
奏
譜
を
作
ら
れ
た
る
も
の

又
竪
楽
に
て
合
唱
及
獨
唱
の
中
過
半
は
本
邦
人
の
作
曲
な
る
と
且
つ
通
俗
的
に
し
て
小

學
校
程
度
の
兒
童
に
も
適
す
る
位
の
曲
趣
の
も
の
多
々
あ
る
こ
と
な
ど
は
従
来
の
純
西

洋
曲
の
多
敷
に
て
成
れ
る
も
の
と
は
其
楽
趣
の
大
い
に
異
な
る
点
あ
る
べ
く
賓
に
此
等

適
営
な
る
多
様
の
選
曲
に
注
意
を
彿
は
れ
た
る
は
全
く
専
門
家
一
行
の
周
到
な
る
企

聾
に
成
り
て
寧
ろ
嘗
地
方
等
の
再
び
得
難
き
好
機
會
に
遭
遇
せ
る
も
の
と
い
ふ
べ
き

ヵ▲
會
費
は
入
場
券
引
換
に
て
小
學
校
兒
童
五
錢
、
中
學
生
及
學
校
敦
員
十
錢
其
他
二

＋
錢
に
て
例
に
よ
り
各
官
署
及
學
校
等
に
宛
て
勘
誘
方
依
頼
し
た
る
も
一
般
希
望
者
は

よ

ろ

し

あ

ら

か

じ

か

ま

や

っ

常
日
會
場
に
て
も
宜
敷
く
又
豫
め
高
等
山
内
氏
又
は
師
範
校
釜
疱
氏
に
宛
て
申
込
む

も
可
な
る
べ
し
其
他
會
場
は
嘗
日
設
備
の
都
合
に
よ
り
婦
人
席
の
外
敷
物
等
の
準
備
も

附
け
か
ぬ
る
か
の
懸
念
等
も
あ
れ
ば
之
等
は
豫
め
承
知
せ
ら
れ
た
し
と

（
『
東
奥
日
報
』
大
正
二
年
九
月
二
十
九
日
）

●
盛
岡
支
部
演
奏
會

岩
手
縣
敦
育
會
盛
岡
支
部
會
に
て
は
昨
日
午
後
二
時
よ
り
東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
を
招

し
ん
う
ま

聘
し
新
馬
町
盛
岡
劇
場
に
於
て
一
音
楽
會
を
催
ほ
せ
り
来
盛
せ
る
音
楽
學
校
生
徒
は
同
校

吉
丸
、
大
塚
雨
教
師
統
導
に
て
研
究
科
師
範
科
豫
備
科
の
生
徒
四
十
名
に
し
て
同
五
時

閉
會
せ
り
来
賓
の
重
な
る
者
は
各
學
校
長
敦
授
市
内
重
な
る
紳
士
紳
商
婦
人
連
も
多
く

高
農
生
師
範
中
學
高
女
東
北
高
女
其
他
中
等
學
校
學
生
大
多
敷
に
て
約
一
千
三
百
名
定

刻
前
既
に
満
員
立
錐
の
地
も
な
き
ま
で
と
の
大
盛
況
な
り
し

（
『
岩
手
日
報
』
大
正
二
年
十
月
四
日
）

〇
盛
岡
だ
よ
り
（
大
木
生
報
）
東
京
音
楽
學
校
學
友
會
一
行
五
十
名
は
吉
丸
、
大
塚

二
氏
統
導
の
下
に
十
月
二
日
来
盛
翌
三

日
午
後
二
時
よ
り
嘗
市
敦
育
會
は

一
行
を
聘
し

新
築
の
盛
岡
劇
場
に
於
て
大
演
奏
會
を
開
催
し
た
り
、

入
場
者
千
五
百
名
嘗
地
初
め
て
の
こ
と
A
て
其
人
氣
は
非
常
の
も
の
に
て
午
後
四
時

半
睦
衆
及
會
員
の
君
が
代
に
て
無
事
閉
會
し
た
り
、

一
行
の
卓
抜
せ
る
初
技
は
ま
る
で
素
養
な
き
者
を
し
て
震
界
に
活
動
せ
し
め
多
大
の

興
味
を
起
さ
し
め
し
こ
と
疑
な
し
大
塚
氏
の
タ
ク
ト
見
上
げ
た
も
の
な
り
、
東
北
人
の

た
め
度
々
此
皐
あ
ら
ん
こ
と
を
の
ぞ
む
。

（
『
昔
榮
界
』
第
六
巻
第
十
一
号
、
大
正
二
年
十
一
月
、
六
七
頁
）

〇
仙
豪
に
於
け
る
東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會
演
奏
會

常
市
二
高
講
堂
に
於
て
十
月
五
日
午
後
及
び
夜
分
の
二
回
演
奏
會
が
一
音
楽
學
校
學
友

會
講
士
に
依
り
て
開
か
れ
た
裳
地
に
於
て
同
校
の
演
奏
は
三
四
年
目
で
も
あ
り
特
に
は

御
諒
闇
あ
け
て
の
初
演
奏
會
故
近
来
稀
れ
な
る
盛
況
で
あ
っ
た
曲
目
は
左
の
通
り
で
あ

る
。
（
青
葉
生
報
）
〔
曲
目
省
略
〕（

『
＿
音
架
界
』
第
六
巻
第
十
一
号
、
大
正
二
年
十
一
月
、
六
六
頁
）
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十
月
五
日

大
正
二
年
＋
月
四
日
ー
五
日
学
友
会
演
奏
旅
行
（
女
子
部
）

學
友
會
の
女
子
部
楽
旅
は
十
月
四
日
を
以
て
岡
野
助
敦
授
の
引
率
の
下
に
宇

都
宮
に
行
は
れ
た
、
成
立
し
か
け
て
は
壊
さ
れ
、
成
立
し
か
け
て
は
＜
ぢ
け
た

旅
程
の
、
斯
う
定
ま
る
迄
の
混
槻
さ
、
そ
の
衝
に
嘗
っ
た
も
の
A
惨
憎
た
る
苦

心
は
、
一
行
が
「
藝
術
博
道
の
た
め
に
」
と
い
ふ
潔
い
決
心
と
相
侯
つ
て
遂
に

此
快
い
皐
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
我
等
が
名
は
女
子
部
演
奏
旅
行
圃
で
あ
っ

た
、
し
か
し
、
各
人
の
一
っ
―
つ
の
心
は
、
此
時
既
に
一
個
の
女
性
で
は
な
か
つ

た
、
大
天
地
の
間
に
存
在
し
活
動
す
る
人
間
、
そ
の
人
間
と
し
て
の
覺
悟
決
心
を

有
つ
て
居
た
。
人
心
の
美
化
ー
ー
藝
術
の
使
命
|
|
'
さ
う
し
た
自
覺
は
、
唯
一
回

の
演
奏
の
た
め
に
遠
く
野
を
行
き
山
を
越
す
事
を
僻
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

紅
葉
の
山
、
み
ど
り
の
水
、
其
虞
に
は
藝
術
を
迎
へ
る
幾
多
の
湿
い
心
が
待

つ
て
居
た
、
宇
宙
の
悠
久
に
劉
し
て
は
わ
づ
か
の
瞬
間
た
る
楽
旅
、
然
し
、
紅

葉
の
山
と
み
ど
り
の
流
れ
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
純
な
る
人
心
に
、
西
厭
の
楽
聖
が

残
し
た
妙
音
を
博
へ
得
た
事
を
思
へ
ば
、
世
界
の
奇
勝
に
幾
十
幾
週
の
歓
を
つ

く
し
た
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
置
に
會
心
の
ゑ
み
を
な
す
事
が
出
来
る
、
今
に
し

て
切
に
祈
つ
て
や
ま
な
い
の
は
、
彼
の
地
の
潔
い
人
心
に
美
し
い
藝
術
の
花
の

早
く
芽
ぐ
ま
む
の
一
事
で
あ
る
。

な
ほ
嘗
時
の
旅
程
と
曲
目
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

．

旅

行

日

程

午
前
六
時

＇
上

野

猿

午

前

九

時

三

分

宇

都

宮

着

午
後
一
時
よ
り
宇
都
宮
女
子
師
範
に
於
て
演
奏
及
見
學
此
地
に
一

泊午
前
七
時
よ
り
大
谷
方
面
の
見
學

同 十
月
四
日

同

同 同

乙 乙 甲

六
、
高
音
獨
唱

四
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

五
、
ヴ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

七
、
ピ
ア
ノ
涸
奏

グ
リ
ル
レ
ン
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ

八

高

音

獨

唱

甲
白
菊
…
•
•
…
…
…
•
•
i
…
…
…
…
…
…
…
•
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡

ヒ
作

ソ
ル
フ
ェ
ー
ヂ
の
歌
：
…
…
…
…
•
…
…
・
・
・
グ

九
、
ヴ
イ
オ
リ
ン
猫
奏

バ
ラ
ー
デ
・
エ
・
ポ
ロ
ネ
イ
ズ
•
…
…
…
…
…
•
•
ビ

乙 甲

一
、
合
唱
（
二
重
唱
）

曲

目 午
後
二
時
二
十
八
分
宇
都
宮
痰

午
後
五
時
四
十
五
分
上
野
着

蜂 長

ユ
．`
ー

タ

ン

作

谷

龍

リ
坂

好

子

二E

マ
ン
作

喰

「田

蹄
雁
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

二
、
ピ
ア
ノ
涸
奏

ソ
ナ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
作

三
、
中
音
涸
唱

埴
生
の
宿
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
ビ

ァ
ゞ
ヱ
マ
リ
ー
ア
•
•
…
…
…
…
…
…
•
…
…・
・
・
ケ

ッ

し

バ
ラ
ー
デ
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ラ
イ
ン
ベ
ル
ガ
1
作

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ベ

フ四
ィつ
ガ 葉
ロの
中ク
のロ
ア l
リバ
ァ：... ．． ．． 
: : ： ： 
：．： 
： ： 

］ ］ 
モロ

ツィ

八
アテ

, l ル

重ル敦銑
ト師
作作

渡

邊

リ

オ
作

田

中

久

．子

谷

村
ル

ビ

シ
ョ

ツ
。
フ
作

二
作

花

島

秀

井

上

ナ

春
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(
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
四
巻
第
十
一
号
、
大
正
二
年
十
一
月
、
九
二
頁
）

+
、
合
唱

白
菊
（
三
重
唱
）
•
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
•
ク
ル
ッ
シ
ュ
マ
ン
作

（
『
昔
榮
』
墨
友
會
、
第
四
巻
第
十
一
号
、
大
正
二
年
十
一
月
、
八
七
l
八
八
頁
）

大
正
二
年
十
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
学
友
会
秋
季
演
奏
会

■十
月
廿
五
六
日
雨
日
‘
ヱ
ー
ル
デ
ィ
の
百
年
祭
を
か
ね
て
學
友
會
の
秋
季
大

演
奏
會
を
開
き
ま
す
。
會
員
及
び
會
友
諸
君
に
は
廿
六
日
の
日
曜
日
に
来
て
戴

き
ま
す
。
時
間
は
午
後
一
時
半
か
ら
で
す
。
ど
う
ぞ
定
刻
前
に
皆
御
来
會
下
さ

る
様
に
願
ひ
ま
す
。
間
際
に
な
っ
て
も
入
場
者
が
多
い
と
ど
う
し
て
も
絶
到
の

静
粛
を
要
す
る
合
唱
な
ど
は
出
来
ま
せ
ん
か
ら
特
に
お
願
し
ま
す
。

(
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
四
巻
第
十
号
、
大
正
二
年
十
月
、
七
四
頁
）

■
〔
前
略
〕
秋
の
演
奏
會
は
‘
ヱ
ー
ル
デ
ィ
の
百
年
祭
を
兼
ね
て
曲
目
も
随
分
愛

っ
た
面
白
い
も
の
を
出
す
事
が
出
来
た
の
は
近
頃
に
な
い
喜
び
で
あ
っ
た
。
敦

官
諸
氏
の
懇
篤
な
る
指
導
後
援
と
、
會
員
一
同
の
熱
心
な
奮
勘
努
力
の
結
果
に

外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

大
正
二
年
＋
一
月
一
日
、
二
日
学
友
会
演
奏
旅
行
（
男
子
部
）

足
利
美
音
會
の
招
聘
に
應
じ
て
男
子
部
二
十
七
有
志
の
士
は
吉
丸
大
塚
雨
先

生
に
率
ゐ
ら
れ
て
出
張
演
奏
旅
行
を
し
た
。
學
友
會
未
曾
有
の
大
疲
展
其
の
上

研
究
科
生
の
應
援
を
得
た
の
で
一
行
の
意
氣
は
頗
る
盛
な
る
も
の
で
あ
っ
た
、

今
回
は
學
友
會
第
一
回
の
應
聘
演
奏
な
の
で
一
同
大
に
案
ず
る
所
が
な
い
で
は

な
か
っ
た
、
が
思
ひ
が
け
な
き
優
遇
に
預
か
っ
た
の
で
一
同
大
に
喜
悦
満
面
で

甲
、
歌
劇
「
魔
笛
」
中
の
二
人
僧
の
歌
：
…
…
…
…
•
モ

乙、

エ
ン
ト
フ
ユ
ー
ル
ン
グ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ

六
、
男
盤
二
重
唱

五
、
ヴ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

カ
ヴ
ル
レ
リ
ー
ア
、

ツ

ァ

ツ

ァ

lレ ル

トト
作作

｛

佐

藤

豊

金

健

吾

ル
ス
チ
カ
ー
ナ
•
…
…
…
…
…
•
•
マ

ス

カ

ー

大

場

廿
き
夢
：
·
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
ブ
ル

四

、

猫

唱

佐

甲
、
故
き
妹
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

乙、

フ
イ
ガ
ロ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ

ツ

ル
ト
作

勇

之

助二
作

ア
藤

豊

吾

，鼻 ｀

館 荒多

山
ン

ネ

Jレ

作午

甲

三
、
ブ
イ
オ
リ
ン
三
重
奏

忠

亮

木

得

イ
ン
ブ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
レ

メ

ン

ス

作

二
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏

岡

本

甲
、
秋
の
あ
は
れ
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
{
、

員

枕
作
歌

ン
作
曲

武
島
又
次
郎
作
歌

乙
、
漁
父
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
デ
ー
ル
ヱ
ー
民
謡

新

一
、
合
唱
曲

目

第

部

會

ム
―フ

居

あ
っ
た
、
斡
旋
の
勢
を
取
ら
れ
た
闘
根
國
蔵
氏
服
部
大
介
氏
須
永
勇
蔵
氏
小
佐

野
晋
一
郎
氏
の
諸
氏
に
は
感
謝
し
て
止
ま
ざ
る
次
第
で
あ
る
、
日
程
、
曲
目
は

左
の
通
り
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レ

コ
ー
J

七
、
絃
楽
合
奏

九
、
ピ
ア
ノ
腰
奏

員

昌
作
歌

ル

作

曲

宮

次

タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
マ
ー
チ
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
ワ
ー
ク
ナ
ー
作

]

0

、
ヴ
ィ
オ
リ
ン

司
伴
楽
第
九
番
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ベ

l

-

、
加
唱

作

外

彦

甲
、
事
早
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
：
｛
林
武
次
郎
作
歌

弘

田

龍

太

郎

作

曲

乙
、
歌
劇
「
リ
ゴ
レ
ッ
ト
」
中
の
バ
レ
ッ
ト
：
・
…
…
‘
ヱ
ー
ル
デ
イ
作

l

―

-

、

チ

ェ

ル

ロ

獨

奏

林

顕

蔵

ニ
ー
ド
ラ
イ
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
•
マ
ー
ク
ス
ブ
ル
ッ
ク
作

員

-

l

―
-
、
絃
楽
合
奏

第

八
、
合
唱

番
外

部

會

山 リ

國

佐

藤

謙

一
、
管
絃
榮

ゲ
ー
テ
作
悲
劇
「
エ
グ
モ
ン
ト
」
の

序
曲
（
作
品
八
十
四
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン
作
曲

二
、
管
絃
楽
附
き
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ニ
長
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
作
品
六
十
一
）
•
•
…
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン
作
曲

第

壼

楽

曲

オ

高

折

昔

奏

セ
レ
ナ
ー
デ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
・
モ

ン

ケ

丙召児
達荷お
摩車玉
さ：じ
んiゃ
: : < 

］ ］し： ： ： 
： ： ： 
: i : 
i ; l 
i : : 
: : ; 

l i i : : : 
i i i 

／一／＿＾一、一

本吉大吉梁吉 會

居丸靡丸田丸

會

浦
の
明
け
暮
れ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
吉
丸

キ 會

ツ

員

ル

ト

作員

一
昌
作
歌

貞

作

曲

一
昌
作
歌

愛
羅
作
曲

一
昌
作
歌

長
世
作
曲

ァ

開
か
る
。

大
正
二
年
十
二
月
六
日
、
七
日
第
二
十
九
回
定
期
演
奏
会

大
正
二
年
十
二
月
七
日
（
日
曜
日
）
午
後
二
時
開
會

楽

演

曲

メ
リ
ー
ウ
ヰ
ド
ー
中
の
抜
幸
曲
•
…
…
…
…
…
…
・
・
フ
ラ
ン
ツ
レ
ハ
ー
ル
作

君
が
代旅

行

日

程

十
一
月
一
日
士
曜
日
、
晴
、
午
後
一
時
半
上
野
稜
同
三
時
五
十
六
分
小
山
着

（
乗
換
）
同
四
時
五
分
同
地
疲
同
五
時
五
分
足
利
着
、
闘
根
金
蔵
氏
、
服
部
大

介
氏
出
迎
へ
ら
る
旅
館
初
谷
に
入
り
夕
食
の
上
六
時
半
よ
り
劇
場
足
利
座
に
て

十
一
月
二
日
睛
、
日
曜
日
、
午
前
八
時
十
八
分
足
利
稜
（
東
武
線
）
に
よ

る
、
同
十
時
三
十
七
分
浅
草
騨
着
直
に
解
散
、

（
『
昔
築
』
塵
友
會
、
第
四
巻
第
十
二
号
、
大
正
二
年
十
二
月
、
六
八
ー
六
九
頁
）

東
京
一
音
楽
學
校

指
揮
者
グ
ス
タ
ー
フ
、

ク
ロ
ー
ン

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
数
師
グ
ス
タ
ー
フ
、
ク
ロ
ー
ン

指
揮
者
数
師
ハ
イ
ン
リ
ヒ
、
ウ
エ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル

目
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三
、
管
絃
楽
及
合
唱

四
、
ピ
ア
ノ
、

イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
ー
」
中
の
合
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
•
グ
ル
ッ
ク
作
曲

ろ
、
高
昔
獨
唱
…
…
…
••……
•
…
…
…
…
…

敦
師

歌
劇
「
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
式
」
中
の

レ
シ
タ
テ
ィ
ブ
及
ア
ー
リ
ア
：
·
：
·
…
…
…
…
…
…
•
•
•
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲

は
、
合
唱
（
管
絃
楽
伴
奏
）

ア
ー
ヴ
ェ
、
ヴ
ェ
ー
ル
ム
、

コ
ル

。

フ
ス
・
…
…
…
…
…
…
•
•
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲

歌
劇
「
セ
ラ
イ
ル
よ
り
の
誘
拐
」
の
序
曲
：
・・
…
…
…
・
：
・
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲

六
、
管
絃
楽

O
r
c
h
e
st
ral 
a
n
d
 C
h
o
r
a
l
 

C
o
n
c
e
rt
 

S
U
N
D
A
Y
,
 De

c
e
m
b
e
r
 7
t

h
 1
9
1
3
.
 

A
t
 
2
 
P
.M
.
 

T
o
k
y
o
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si
c
 

U
Y
E
N
O
.
 

歌
劇
「
ア
ウ
リ
ス
に
於
け
る

五、
・
い
、
合
唱
（
管
絃
楽
伴
奏
）

オ
ル
ガ
ン
及
絃
楽

ピ

ア

ノ

オ
ル
ガ
ン

ハ
ン
カ
、

ペ
ッ

ツ
ォ
●
ル
ド

助

敦

授

久

野

ひ

さ

助

敦

授

中

田

章

「
ア
テ
ン
の
陵
址
」
中
の
進
行
曲
及

合
唱
（
作
品
百
十
四
）
…
…
…
…

•

•
…
…
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン
作
曲

メ
デ
イ
テ
ー
シ
ョ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•

•
…
•
バ
ハ
、グ
ー
ノ
ー
作
曲

0 ダ 仝 茫 p 卜

＿
音
楽

演

奏

曲

目
梗
概

一

管

絃

楽

ゲ
ー
テ
作
悲
劇
「
エ
グ
モ
ン
ト
」

第

十

八

P
R
O
G
R
A
M
.
 の

序

曲

C
o
n
d
u
ct
or: 
M
r
.
 GU

S
T
A
V
 K
R
O
N
.
 

O
v
e
r
ture t
o
 th
e
 G
o
et
h
e's
 T
r
ag

e
d
y
 

^̂
Eg
m
o
nt
"
 

o
p
.
 
84

…•……………

…

……

••Bee

thoven

. 

C
o
n
c
e
rt
o
(i
n
 D
 m
aj

o
r
 o
p
.
 

6

1

)

for 
Vi
oli
n
 wit
h
 O
r
c
h
e
st
ra
.
 

T
h
e
 first
 

M
o
v
e
m
e
nt

.
 (

w
i
t

h
 t
h
e
 C
a
d
e
n
c
e
 

b
y
 J
.
 J

o
a
c
hi
m
)
…

…

…

…

…

…

…

…

…

B
e
et
h
o
v
e
n
.
 

Vi
oli
n
:
 M
r
.
 G

U
S
T
A
V
 K
R
O
N
.
 

C
o
n
d
u
ct
or: 
M
r
.
 HE

I
N
R
I
C
H
 W
E
R
K
M
E
I
S
T
E
R
.
 

M
a
r
c
h
 a
n
d
 C
h
o
r
u
s
 f
r
o
m
 

^̂
Di
e
 R
ui
n
e
n
 v
o
n
 A
t

h
e
n
"
 o
p
.
 

1

1

4

…

…

B
e
et
h
o
v
e
n
.
 

M
e
di
t

at
i

o
n
 o
n
 a
 p
r
e
l
u
d
e
 f
o
r
 
P
i

a
n
o
,
 O

rg

a
n
 a
n
d
 

St
ri
ng
 

O
r
c
h
est
ra…
…

…

…

…

…

…

…

…

B
a
c
h
'
G
o
u
n
o
d
・
 

P
i

a
n
o
:
 M
i

ss 
K
U
N
O
 R
I
S
A
.
 

O
r
g
a
n
:
 Mr•NAKADA 

A
K
I
R
A
.
 

a'.
 Ch

o
r
u
s
 
wit
h
 O
r
c
h
e
st
ra 
f
r
o
m
 t
h
e
 
O
p
e
r
a
^
^
l
p
hi
g

e
ni
e
 

i

n
 
Aul

is"
………………·……………………

••Gluck

. 

b
.
 Re

ci
t

at
i

v
e
 
a
n
d
 
A
ri
a
 f
o
r
 
S
o
p
r
a
n
o
 
f
r
o
m
 t
h
e
 
O
p
e
r
a
 

ょ
＾

F
i

g

aro's
H
o
c
h
z
ei
t

"

…

…

…

…

…

…

…

…

…

M
o
z
a
rt

.
 

Mrs•Hanka 

P
et
zold
.
 

c
.
 Av

e
 v
e
r
u
m
 c
o
r
p
u
s
 for 

C
h
o
r
u
s
 a
n
d
 

Orches

tra:

…………………………………

••Mozar

t
. 

O
v
e
rt
u
r
e
 t
o
 th
e
 O
p
e
r
a
 "
D
i

e
 E
nt
f
i
i

h
r
u
ng

 

a
u
s
 
d
e
m
 

S
e
r
a
il"

•
•…
…
…
…
…
…
…
·
:

·…
…
…
…
…
…
…

A
fo
終
d
r
t
.
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勝
利
の
槃
の
如
く
其
の
間
に
交
は
る
所
の）

 

韮

日

薗

ア
レ
グ
ロ

T仁
〖
\
]

と
の
劉
立
は
全
序
曲
を
通
じ
て
現
は
る
。
快
速
部
に
於
け
る
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
は
唯
だ

前
掲
の

a
及
び
b
よ
り
生
じ
た
る
愛
形
に
過
ぎ
ず
。
即
ち

a
よ
り
先
づ
低
音
の
リ
ズ
ム

を
生
じ
、

b
よ
り
次
の
モ
チ
ー
フ
を
生
ぜ
り
。

一

其
の
宥
恕
を
哀
願
す
る
ニ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
民
衆

ゲ
ー
テ
の
悲
劇
に
附
し
た
る
「
エ
グ
モ
ン
ト
」
の
曲
（
作
品
八
四
）
は
一
九

0
八
年

十
月
よ
り
翌
年
五
月
に
至
る
期
間
に
作
ら
れ
、
同
年
五
月
二
十
四
日
に
初
め
て
演
奏
せ

ら
れ
た
り
。
此
に
奏
す
る
序
曲
と
幕
間
楽
と
の
外
に
ク
レ
ー
ル
ヒ
ェ
ン

(
K
l
a
r
c
h
e
n
)

ド

ラ

マ

の
歌
ふ
短
か
き
歌
二
つ
を
含
む
の
み
に
し
て
、
オ
ペ
ラ
の
曲
に
あ
ら
ず
、
誰
だ
正
劇
の

添
へ
物
と
し
て
作
れ
る
な
り
。
序
曲
は
劇
の
内
容
を
巧
み
に
暗
示
し
た
る
も
の
と
し
て

其
の
名
高
し
。

本
曲
は
「
コ
リ
オ
ラ
ー
ン
」
の
序
曲
と
同
じ
く
、
強
き
刷
毛
に
て
明
確
に
描
き
、
楽

器
編
成
上
の
精
徹
な
る
細
工
を
避
け
た
り
。
曲
頭
の
序
節
に
濶
歩
す
る
如
き
サ
ラ
バ
ン

ド
の
リ
ズ
ム
を
以
て
表
は
し
た
る
西
班
牙
の
暴
君
と

p. 

,
¥
¥
¥
`
 

＇ 
T
 

． T ー＼ 

も
一
の
愛
形
な
り
。

テ

マ

第
二
の
主
想
に
於
て
は
再
び
a
と
b

と
が
原
形
の
儘
に
劉
立
せ
り
。

¥― -、

f
f

r
／
ト
ー
＼

ヘ
長
調
四
分
四
拍
子
に
な
る
前
に
暴
政
（

a
の
最
強
奏
）
は
今
一
度
優
勢
を
占
め
遂

こ

`
•
し
｀
ー

に
至
り
て
エ
グ
モ
ン
ト
の
首
は
地
に
落
ち
た
り
。
さ
れ
ど
國
民
は
愈
々
奮
起
せ
り
。
物

凄
く
迫
る
管
絃
の
最
弱
奏

P
P
P

は
之
が
復
讐
を
果
し
遂
に
暴
政
を
脱
し
て
自
由
の
勝

利
を
齋
ら
す
。
か
く
て
凱
旋
の
歓
呼
の
裏
に
曲
を
終
る
。

二
管
絃
楽
附
き
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ニ
長
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト

本
曲
（
作
品
六
一
）
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
曲
中
最
も
有
名
な
る

も
の
な
り
。
一
八

0
六
年
の
創
作
に
係
り
、
其
の
年
十
二
月
二
十
―
―
―
日
ギ
ー
ン
市
の
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
家
ク
レ
メ
ン
ト

(
F
r
a
n
z
C
l
e
m
e
n
t
)
初
め
て
之
を
演
奏
せ
り
。
（
作
者

は
特
に
此
の
奏
者
の
為
め
に
作
曲
せ
る
な
り
）

ア

レ

グ

ロ

全
曲
三
章
に
分
れ
、
第
一
章
は
二
長
調
、
四
分
四
拍
子
の
過
度
な
ら
ざ
る
快
速
調
、

ラ
ル
ゲ
ッ
ト

第
二
章
は
卜
長
調
四
分
四
拍
子
の
緩
徐
調
、
第
一
二
章
は
八
分
六
拍
子
の
ロ
ン
ド
な
り
。

本
演
奏
は
第
一
章
に
限
る
。

本
章
は
獨
奏
の
起
る
前
に
八
十
八
小
節
の
管
絃
部
あ
り
。
之
を
終
る
の
後
獨
奏
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
は
断
音
的
八
音
を
以
て
始
ま
り
、
次
で
滑
走
す
る
績
句
に
進
む
。
管
絃
部
の

最
初
な
る
八
小
節
の
楽
句
に
應
答
す
る
次
の
一
節
は
純
乎
た
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
式
に

し
て
、
百
年
以
前
の
聴
衆
に
は
斬
新
の
感
を
奥
へ
た
る
に
相
違
な
し
。

し
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本
曲
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
曲
の
作
家
と
し
て
も
最
大
な
る
こ
と
を

證
す
る
も
の
な
り
。
但
し
技
術
的
方
面
よ
り
い
ふ
に
あ
ら
ず
し
て
、
其
の
高
雅
な
る
精

紳
的
内
容
に
就
て
い
ふ
な
り
。

コ
ン
セ
ル
ト
の
第
一
章
又
は
最
終
章
に
は
其
の
終
の
少
し
前
に

通
例
「
カ
デ
ン
ツ

ア
」
（
延
槃
終
止
）
と
呼
ぶ
部
分
あ
り
。
（
本
曲
に
は
三
章
の
何
れ
に
も
あ
り
）
こ
は
終

止
法
の
途
中
に
て
暫
く
或
る
一
音
に
停
留
し
、
そ
れ
よ
り
華
々
し
き
通
過
句
を
演
奏
す

テ

マ

る
一
節
を
い
ふ
。
往
時
の
演
奏
者
は
此
の
部
分
に
て
其
の
曲
の
主
想
に
基
き
た
る
自
由

の
即
興
演
奏
を
な
す
を
常
と
せ
し
が
、
十
九
世
紀
に
入
り
て
よ
り
、
作
曲
者
が
自
ら
適

宜
の
「
カ
デ
ン
ツ
ア
」
を
撰
び
て
演
奏
者
に
供
す
る
風
も
始
ま
れ
り
。
然
れ
ど
も
往
時

の
風
は
今
尚
ほ
依
然
と
し
て
楽
界
に
行
は
れ
居
れ
り
。
本
曲
の
「
カ
デ
ン
ツ
ア
」
も
種

種
の
奏
者
に
よ
り
て
種
々
に
奏
せ
ら
れ
、
又
は
書
か
れ
た
れ
ど
も
、
本
演
奏
に
採
用
せ

る
名
家
ョ
ア
ヒ
ム
(
Jo
a
c
hi
m

)

の
も
の
最
も
有
名
な
り
。
（
蓋
し
ヨ
ア
ヒ
ム
は
好
ん
で

本
曲
を
公
衆
の
前
に
演
奏
し
た
れ
ば
な
り
）

三

管

絃

楽

及

び

合

唱

「
ア
テ
ン
の
麿
址
」
中
の
進
行
曲
及
合
唱

) ( 

‘ 中

..... 

入・

テ

マ

第
二
の
主
想
は
獨
奏
楽
器
が
「
ホ
」
音
の
顛
音
を
長
く
績
け
居
る
間
に
管
絃
楽
に
現

は
る
。
其
の
調
は
典
例
に
傲
ひ
主
調
の
腸
和
音
の
調
（
イ
長
調
）
に
移
れ
り
。

t
,
.
.
;
;
:
'
,
，
．
，

1
 

ヽ

五
い
合
唱
（
絃
楽
伴
奏
）

歌
劇
「
ア
ウ
リ
ス
島
の
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ー
」
中
の
合
唱

四

ピ
ア
ノ
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
本
曲
（
作
品
一
―
四
）
は
一
八
―
一
年
の
作
に
係
り
、
詩
人
コ

ッ
ツ
ェ
ブ
ー
エ

(
K
ot
z
e
b
u
e
)

の
劇
詩
に
附
曲
せ
る
も
の
な
り
。
此
の
劇
は
一
八
―
二

年
二
月
匈
牙
利
ペ
ス
ト
市
に
獨
乙
劇
場
の
開
設
せ
ら
れ
し
時
、
其
の
祇
賀
興
行
の
最
終

幕
と
し
て
演
奏
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
と
い
ふ
。
其
の
筋
は
劇
場
よ
り
の
註
文
に
従
ひ

て
詩
人
が
工
夫
せ
る
も
の
に
し
て
、
其
の
概
略
次
の
如
し
。
ア
テ
ン
市
の
守
護
碑
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
は
ソ
ク
ラ
テ
ー
ス
の
裁
判
せ
ら
れ
し
時
、
其
の
オ
智
を
嫉
み
、
辮
護
の
榮
を
取

ら
ざ
り
し
廉
に
て
大
神
ツ
ォ
イ
ス
の
激
怒
に
燭
れ
、
オ
リ
ュ
ン
。
フ
ス
山
上
の
洞
窟
に
繋

が
る
A

事
二
千
年
に
及
び
し
が
、
刑
期
満
ち
て
長
き
眠
よ
り
醒
ま
さ
れ
、
メ
ル
ク
ー
ル

に
伴
は
れ
て
先
づ
ア
テ
ン
市
を
音
信
れ
た
る
に
、
美
術
と
自
由
と
の
黄
金
時
代
は
見
る

影
も
な
く
、
昔
親
み
し
國
民
も
異
國
の
奴
隷
と
な
り
果
て
た
る
浅
ま
し
さ
。
彼
方
よ
り

回
々
敦
の
憎
侶
、
土
耳
古
の
衛
兵
な
ど
群
り
来
る
に
胸
つ
ぶ
れ
て
今
は
羅
馬
へ
こ
そ
と

言
へ
ば
、
メ
ル
ク
ー
ル
押
し
と
ど
め
て
、

羅
馬
も
螢
人
の
手
に
落
ち
た
り
、
ミ
ュ
ー
ズ

も
他
國
に
逃
れ
て
今
は
匈
牙
利
の
首
府
に
住
へ
り
と
言
ふ
。
か
く
て
二
紳
は
相
携
へ
て

ペ
ス

ト
に
赴
き
見
る
に
、
折
り
か
ら
一
園
の
群
集
タ
ー
リ
ア
、
メ
ル
ポ
メ
ー
ネ
な
ど
の

像
を
凱
旋
車
に
載
せ
て
牽
き
来
り
祭
壇
の
後
に
そ
を
安
置
す
。
か
A

る
間
に
紳
官
の
祈

願
に
よ
り
、
ツ
ォ
イ
ス
の
雷
鳴
轟
く
中
に
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
の
胸
像
現
は
れ
、
衆
皆
な
皇

帝
奉
頌
の
歌
を
歌
ふ
。
か
く
て
此
の
歓
槃
の
裏
に
幕
下
る
。

此
に
奏
す
る
進
行
曲
と
タ
ー
リ
ア
紳
官
の
合
唱
と
は
マ
ル
ク
ス
の
評
言
を
借
り
て
い

へ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
祝
祭
行
列
の
曲
中
、
最
も
愛
賞
に
堪
え
た
る
も
の
に
し
て
、
徹
頭
徹

尾
、
諧
調
と
穏
か
な
る
牡
麗
と
快
き
崇
高
と
を
示
せ
り
。

オ
ル
ガ
ン
及
絃
楽

メ
デ
イ
タ
シ
オ
ン
（
冥
想
）

本
曲
は
グ
ー
ノ
ー
が
バ
ッ
ハ
作
の
フ
ー
ゲ
の
前
奏
曲
（
平
均
率
ピ
ア
ノ
曲
集
第
一
篇

第
一
番
）
に
基
き
て
、
敬
虔
な
る
旋
律
を
添
へ
た
る
も
の
な
り
。

此
に
奏
す
る
三
部
合

奏
曲
に
於
て
は
、
バ
ッ
ハ
は
ピ
ア
ノ
に
、
グ
ー
ノ
ー
は
絃
楽
に
現
は
れ
、
オ
ル
ガ
ン
は

其
の
和
馨
を
豊
麗
に
せ
り
。
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グ
ル
ッ
ク
の
四
大
歌
劇
の
一
な
る
此
の
劇
（
初
興
行
一
七
七
四
年
巴
里
市
）
は
名
高

き
希
服
の
古
話
に
基
き
て
、
多
少
其
の
筋
を
愛
化
せ
り
。
絃
に
奏
す
る
合
唱
曲
は
全
篇

中
の
楽
し
き
部
分
に
麗
し
、
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ー
と
英
雄
ア
キ
レ
ー
ス
と
の
華
燭
の
典
を
訳

賀
す
る
人
々
の
歌
な
り
。
（
本
演
奏
に
は
獨
語
の
歌
詞
を
其
の
儘
採
用
せ
り
）

Z
u
r
n
 H
o
c
h
z
e
i
t
f
e
s
t
e
 a
u
s
^

'I
p
h
i
g
e
n
i
e
 i
n
 A
u
l
i
s
"
 

T
a
g
 d
e
r
 F
r
e
u
d
e
,
 T

a
g
 d
e
r
 W
o
n
n
e
,
 sei g
e
g
r
i.isst 
m
i
t
 h
e
l
l
e
m
 K
l
a
n
g
!
 

T
a
g
,
 a

n
 d
e
m
 d
e
s
 
G
l
i.ic
k
e
s
 
S
o
n
n
e
 
e
u
c
h
 
m
i
t
 
h
o
l
d
e
m
 
S
t
r
a
h
l
 
u
m
、

s
c
h
l
a
n
g
 !
 

W
e
l
c
h
e
 W
 o
n
n
e
,
 we

l
c
h
e
 L
u
s
t
 z
u
 r
u
h
n
 a
n
 h
e
i
s
s
g
e
l
i
e
b
t
e
r
 
B
r
u
s
t
 !
 

W
i
e
 b
e
g
l
i.ic
k
t
 
ist 
d
a
s
 
P
a
a
r
,
 da

s
 
s
i
c
h
 
i
n
 
L
i
e
b
e
 g
e
fun
d
e
n
 !
 

S
e
g
e
n
 u
n
d
 H
e
i
l
 
b
l
e
i
b
t
 
i
h
r
 
T
e
i
l
,
 in
 
a
l
i
e
n
 
l
e
b
e
n
s
s
t
u
n
d
e
n
 bis 
a
n
 i
h
r
 

sel
'g
e
s
 E

n
d
'
!
 

堕
高
―
＝
日
獨
唱
（
ピ
ア
ノ
及
絃
楽
伴
奏
）

歌
劇
『
フ
イ
ガ
ロ
の
婚
證
』
中
の
レ
シ
タ
テ
ィ
ー
ブ
及
ア
リ
ア

本
歌
劇
（
初
興
行
一
七
八
六
年
維
也
納
市
）
滑
稽
歌
劇
の
模
範
と
い
は
る
A

モ
ツ
ァ

ル
ト
の
傑
作
の
一
な
り
。
脚
本
は
ボ
ー
マ
ル
シ
ェ
の
喜
劇
に
基
き
て
ダ
、
ボ
ン
テ
の
選

ぶ
所
に
し
て
、
ロ
シ
ニ
の
名
作
『
シ
ヴ
ィ
リ
ア
の
理
髪
師
』
の
績
篇
を
な
せ
り
。
（
但
し

歌
劇
と
し
て
は
ロ
シ
ニ
の
作
が
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
以
後
に
出
で
た
る
こ
と
勿
論
な
り
）
其

の
筋
は
伯
爵
ア
ル
マ
ヴ
ィ
ー
ヴ
ァ
と
い
ふ
も
の
理
髪
師
フ
ィ
ガ
ロ
の
オ
略
に
よ
り
て
令

嬢
ロ
ジ
ー
ナ
を
夫
人
と
し
て
迎
へ
た
る
が
（
以
上
「
セ
ヴ
ィ
リ
ア
の
理
髪
師
」
）
其
の

後
夫
人
の
待
女
に
て
フ
ィ
ガ
ロ
と
婚
約
あ
る
ス
ザ
ン
ナ
を
寵
愛
す
る
様
子
の
見
ゆ
る
よ

り
、
夫
人
、
フ
ィ
ガ
ロ
、
ス
ザ
ン
ナ
の
三
人
そ
を
防
が
ん
と
て
一
策
を
案
じ
、
或
る
タ

夫
人
は
ス
ザ
ン
ナ
に
愛
装
し
て
伯
爵
に
意
中
を
明
言
せ
し
め
、
や
が
て
其
の
扮
装
を
脱

し
伯
爵
を
し
て
前
非
を
後
悔
せ
し
む
と
い
ふ
な
り
。
此
の
間
種
々
の
細
か
き
事
件
に
伴

ひ
て
滑
稽
百
出
す
。
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
は
此
の
間
の
感
情
を
巧
み
に
又
た
美
し
く
表

は
せ
り
。
絃
に
演
ず
る
歌
は
夫
人
が
賤
し
き
召
使
の
姿
に
装
は
ね
ば
な
ら
ぬ
身
の
口
惜

し
さ
を
述
べ
、
又
た
伯
爵
の
情
愛
の
茜
に
か
は
れ
る
を
怨
む
意
な
り
。

Ari
e
 
d
e
r
 G
r
a
f
i
.
n
 
a
u
s
 

"F
i
g
a
r
o
s
 
H
o
c
h
z
e
i
t
." 

(
R
e
z
i
t
a
t
i
v
)
 U
n
 

1
 

S
u
s
a
n
n
e
 k
o
m
m
t
 n
i
c
h
t
?
 A
c
h
 !
 w
a
s
 h
e
i
s
s
t
 
d
a
s
?
 

W
i
i
s
s
t
'
i
c
h
 n
u
r
,
 w

i
e
 m
e
i
n
 G
a
t
t
e
 
d
e
n
 
A
n
t
r
a
g
 
a
u
f
g
e
n
o
m
、

m
e
n
!
 

K
u
h
n
 s
c
h
e
i
n
t
 
e
s
 
i
m
m
e
r
,
 w

a
s
 i
c
h
 
h
e
u
t
e
 w
a
g
e
n
 w

i
l
l
.
 

D
e
r
 G
r
a
f
 ist 
h
e
f
t
i
g
,
 vo

l
l
 
v
o
n
 
M
i
s
s
t
r
a
u
n
,
 er
 w
i
r
d
 t
o
b
e
n
 !
 

D
o
c
h
 i
m
m
e
r
h
i
n
!
 
I
c
h
 w
e
c
h
s
l
e
 
m
e
i
n
e
 
K
l
e
i
d
e
r
,
 i

c
h
 
n
e
h
m
'
 

d
i
e
 
v
o
n
 S
u
s
a
n
n
e
n
,
 sie n

i
m
m
t
 d
i
e
 
m
e
i
n
e
n…

u
n
d
 d
i
e
 N
a
c
h
t
 

ist 
u
n
s
 
g
i
i
n
s
t
i
g
.:
0
 H
i
m
m
e
l
 !
 z
u
 
w
e
l
c
h
'
e
i
n
e
r
 
n
i
e
d
r
i
g
e
n
 

R
o
l
l
e
 
b
i
n
 
i
c
h
 
g
e
z
w
u
n
g
e
n
 

d
u
r
c
h
 
d
e
s
 
G
a
t
t
e
n
 S
c
h
u
l
d
!
 
E
r
 

m
a
c
h
t
 m
i
r
 u
n
e
r
h
o
r
t
e
r
 
P
e
i
n
,
 hi

n
t
e
r
g
e
h
t
 
m
e
i
n
 i
h
m
 t
r
e
u
e
s
 

H
e
r
z
,
 u

n
d
 
d
a
rf 
n
o
c
h
 
eif e
r
n
 ?
 E
i
n
s
t
 
w
a
r
 i
c
h
 
a
n
g
e
b
e
t
e
t
,
 

d
a
n
n
 v
e
r
l
a
s
s
e
n
,
 u

n
d
 n
u
n
 b
e
t
r
o
g
e
n
,
 

j

etzt 
m
u
s
s
 i
c
h
 g
a
r
 z
u
 

u
n
w
i
i
r
d
'g
e
n
 K

昔
s
t
e
n
s
c
h
r
e
i
t
e
n
 !
 

(
A
r
i
e
)
 N
u
r
 z
u

菩
c
h
t
i
g
hist 
d
u
 v
e
r
s
c
h
w
u
n
d
e
n
,
 

F
r
e
u
d
e
n
v
o
l
l
e
,
 sel

'g
e
 Z

e
i
t
 !
 

H
i
n
 s
i
n
d
 j
e
n
e
 R
o
s
e
n
s
t
u
n
d
e
n
 

T
r
e
u
e
r
 L
i
e
b
e
 n
u
r
 g
e
w
e
i
h
t
 !
 

0
 
d
a
s
s
 
n
o
c
h
 f
 
iir 
d
e
n
 V
e
r
b
r
e
c
h
e
r
 

D
i
e
s
e
s
 
H
e
r
z
 s
o
 zartlich 
s
p
r
i
c
h
t
 !
 

S
c
h
o
n
e
 s
e
i
n
e
r
,
 gr
o
s
s
e
r
 R

a
c
h
e
r
 !
 

S
t
r
a
fe 
s
e
i
n
e
n
 
M
itleid 
n
i
c
h
t
 !
 

A
c
h
 !
 z
u

菩
c
h
t
i
g
hist 
d
u
 v
e
r
s
c
h
w
u
n
d
e
n
,
 

F
r
e
u
d
e
n
v
o
l
l
e
 
sel
'g
e
 Z
e
i
t
 !
 

H
i
n
 s
i
n
d
 j
e
n
e
 R
o
s
e
n
s
t
u
n
d
e
n
,
 

T
r
e
u
e
r
 L
i
e
b
e
 n
u
r
 g
e
w
e
i
h
t
 !
 

L
i
e
b
e
,
 fiih

r
,
 ac

h
 !
 au
s
 E
r
b
a
r
m
e
n
 

I
h
n
 a
n
 m
e
i
n
e
 B
r
u
s
t
 
z
u
r
i
l
c
k
,
 

S
t
e
h
s
t
 
d
u
 m
i
r
 n
i
c
h
t
 
b
e
i
,
 m

i
r
 A
r
m
e
n
,
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及
び

憂

量

言

『
ご
ロ
ニ

卓IMI

ゆ l

●●I層 1-

皿［

令lm

ti M 

11μ 

二

i

O
'<

l
i

m
n
 stirbt
 

i:nei

n
 g
anzes 
G
I
 iick ! 

仰
合
唱
（
絃
伴
楽
奏
）

ア
ー
ヴ
ェ
、
ヴ
ェ
ー
ル
ム
、
コ
ル
。
フ
ス

モ
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
は
其
の
晩
年
の
作
に
於
て
漸
く
表
情
を
深
ふ
し
、
且
つ
憂
愁
の

調
を
帯
び
来
れ
り
。
此
の
有
名
な
る
合
唱
曲
も
其
の
例
に
洩
れ
ず
。
本
曲
は
多
分
一
七

九
一
年
の
夏
、
聖
餐
會
に
演
奏
せ
ん
と
て
作
り
た
る
も
の
な
る
べ
く
、
従
て
簡
易
な
る

作
風
に
捩
れ
り
。
さ
れ
ど
此
の
短
小
な
る
桓
の
以
内
に
作
家
は
大
曲
の
作
風
を
含
め
た

り
。
後
半
（
E
st
o
n
o
bi
s
以
下
）
に
於
て
即
ち
然
り
。
本
演
奏
に
は
原
語
の
歌
詞
を

採
用
せ
り
。
其
の
意
人
間
の
為
め
に
十
字
架
に
流
血
し
た
る
員
の
死
骸
に
向
ひ
て
死
期

の
救
清
を
祈
る
な
り
。

A
v
e
,
 ・av
e
,
 ve
r
u
m
 corp
us 
n
at
u
m
 d
e
 M
a
ri
a
 vi
rg
i

n
e
,
 

V
e
r
e
 p
a
s
s
u
m
 i
m
m
o
l
at

u
m
 
i

n
 cruce p
ro 
h
o
mi
n
e
.
 

C
uj

u
s
 
lat

u
s
 p
erforat

u
m
 u
n
 d
a
 fl
u
xi
t
 

et
 

s
a
ng

ui
n
e
.
 

E
st

o
 n
o
bi
s
 praeg

u
st
at
u
m
 
i

n
 m
o
rt
i

s
 e
x
a
mi
n
e
,
 

(

i

n
 m
o
rt
i

s
 ex
a
mi
ne)・ 

六

管

絃

楽

歌
劇
「
セ
ラ
イ
ル
よ
り
の
誘
拐
」
の
序
曲

「
セ
ラ
イ
ル
（
土
耳
古
宮
廷
）
よ
り
の
誘
拐
」
は
三
幕
の
歌
劇
（
初
興
行

一
七
八
二
年

維
也
納
市
）
に
し
て
、
其
の
筋
は
ベ
ル
モ
ン
テ
と
い
ふ
も
の
、

其
の
妻
の
海
賊
に
捕

パ
ー
シ
ア

は
れ
て
奴
隷
に
賣
ら
れ
た
る
を
尋
ぬ
る
中
、
土
耳
古
の
純
督
の
宮
廷
に
奉
仕
せ
る
を
聞

知
し
、
こ
れ
を
誘
ひ
去
ら
ん
と
企
つ
る
物
語
な
り
。
序
曲
は
劇
の
筋
と
深
き
闘
係
な

し
。
左
に
其
の
二
つ
の
主
想
を
掲
ぐ

シ

ュ

甲
、
踊
り
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
吉
丸

一
、
合
唱

第

-lレ

昌ツ

歌作

會

員

第
二
の
主
想
の
後
に
現
は
る
4

次
の
旋
律
は
開
幕
第
一
に
ベ
ル
モ
ン
テ
の
歌
ふ
ア
リ

ア
の
調
な
り
。

（
お
、
さ
稿
）

〔
関
連
記
事
〕

學

校

記

事

■十
二
月
六
日
七
日
の
雨
日
東
京
音
楽
學
校
秋
季
大
演
奏
會
が
あ

っ
た
。
ク
ロ
ー
ン

氏
の
ベ
ー
ト
ー
ゞ
ヱ
ン
の
管
絃
楽
附
ワ
イ
オ
リ
ン
司
伴
楽
の
演
奏
、
絃
楽
伴
奏
の
ペ
ツ
ォ

ル
ド
夫
人
の
獨
唱
の
如
き
は
質
に
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
。

曲
目
は
次
の
通
り
。
〔
曲
目
省
略
〕

（
『
昔
榮
』
墨
友
會
、
第
五
巻
第
一
号
、
大
正
三
年
一
月
、
七
六
頁
）

大
正
二
年
十
二
月
二
十
日
学
友
会
第
七
回
土
曜
演
奏
会

■+
―
―
月
廿
日
第
七
回
土
曜
演
奏
會
を
開
く
、
曲
目
は

部

un 

口

口
哺

町
雁
抑
皿

]
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ソ

ナ

ー

タ

、

八

、

ア

ル

ト

獨

唱

九

、

ヴ

ィ

オ

リ

ン

司

伴

楽

第

七

番

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ベ

番

外

、

二

重

唱

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

：

｛

庭

井坂

い好

く子

リ

オ

作

、

、

、

、

龍

井

俊

雄

、

、

、

、

安

宅

金

剛

右

京

、

、

、

、

、

加

藤

賢

吉

佐
竹
征
一
郎

佐

藤

謙

、

、

、

、

大

倉

宣

利

、

、

、

、

忠

度

喜

多

六

平

太

、

、

、

、

加

藤

賢

吉

越

智

茂

幸

森

川

達

子

輪

小ヽ 龍 ヽ

早‘井ヽ

J I!ヽ
靖ヽ俊ヽ

二雄ヽ

大 ヽ山 ヽ

島‘下ヽ

元ヽ

=、博ヽ

郎ヽ 睦ヽ

ハ

長

調

（

第

四

楽

章

）

…

…

…

…

…

…

‘

ヱ

ー

ミ

ー

乍

ノ

I
ー

七

、

ピ

ア

ー

ノ

獨

奏

菅

原

菅

コ

ン

セ

ル

テ

ィ

ー

ノ

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ジ

ッ

卜

作

番

組

梅
若
萬
三
郎

鉢

木

賓

生

新

六

、

ヴ

ィ

オ

リ

ン

獨

奏

大
倉
繁
次
郎

寺
井
三
四
郎

孝

甲
‘
‘
ヱ
ー
ー
ス
の
放
乃
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作

乙
、
蓮
の
花
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
マ
ン
作

井

四

、

ヴ

イ

オ

リ

ン

齊

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

：

｛

柴

,
I
,
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・

:

`

’

 

乙
、
リ
ナ
ル
ド
の
宣
叙
調
と
抒
情
調
：
…
…
…
…
•
…
へ
ン

デ

五

、

バ

リ

ト

ー

ン

獨

唱

：

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・

柴

常

甲
、
ア
ス
ラ
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
ル
ー
ビ
ン
シ
テ
イ
ン
作

ル

作

齊

藤

リ

ヒ

ャ

ル

ド

歌
劇
『
ゼ
ミ
ラ
ミ
ス
』
中
の
抒
情
調
：
…
…
…
…
•
•
•
•
ロ
ッ
シ
ー
ニ
作

観

世

元

滋

三

須

平

司

田

知

ッ

ノ‘

中崎川

ヤ富

作静ス子

、

テ

ノ

ー

ル

獨

唱

大

淳

（

『

＿

音

榮

』

學

友

會

、

第

五

巻

第

一

号

、

大

正

三

年

一

月

、

七

七

ー

七

八

頁

）

水

野

康

二

、

ピ

ア

ー

ノ

獨

奏

ソ
ナ
ー
タ
、
作
品
第
十
四
、
第
一
•
…
…
…
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ
ン
作

指

揮

者

船

橋

榮

吉

足

立

ふ

さ

‘

、

ッ

ヽ

乍

乙

、

夢

の

幸

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

露

野

辰

グ

即

ピ

ア

ー

ノ

光

耀

狂

想

曲

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

作

十

一

、

甲

、

管

絃

楽

會

員

藝

術

家

の

生

活

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ヨ

ハ

ン

シ

ュ

ト

ラ

ウ

ス

作

乙

、

管

絃

楽

附

合

唱

會

員

君

が

代

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

林

廣

守

作

指

揮

者

塚

大

正

三

年

一

月

十

七

日

能

楽

会

第

一

回

試

演

会

■去る一月
十

七

日

午

後

一

時

よ

り

本

校

よ

り

能

楽

會

に

其

養

成

を

依

託

し

て

お

い

た

能

楽

囃

子

方

生

徒

の

技

術

披

露

の

た

め

九

段

能

楽

堂

に

於

て

能

楽

演

奏

會

を

開

催

し

た

。

嘗

日

の

番

組

は

次

の

通

り

で

あ

る

。

藤

歌

劇

『

フ

イ

ガ

ロ

の

結

婚

』

中

の

二

重

唱

…

…

…

…

モ

ツ

ァ

ー

ル

ト

作

+、

田

愛

子
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三
、
女
盤
二
重
唱

一
、
合
唱

山

下

テ

イ

ム

メ

ル

半
能
。
笏
の
舞

不

見

不

聞

脇

和

泉

傍
黙
を
附
け
た
の
が
本
校
養
成
の
囃
方
生
徒
で
あ
る
。

(
『
昔
築
』
學
友
會
、
第
五
巻
第
二
号
、
大
正
三
年
二
月
、
一

0
1
―~
1
0
三
頁
）

業

壇

寸

評

■本
校

に

附

蜀
す
る
能
楽
會
に
於
い
て
、
一
昨
年
十
月
よ
り
囃
子
方
生
徒
を
養
成
し

た
る
が
、
客
月
十
七
日
そ
の
第
一
回
試
演
會
を
靖
図
神
社
境
内
能
楽
堂
に
て
開
會
し、

頗
る
好
成
績
の
評
あ
り
。
荘
重
典
雅
な
る
日
本
藝
術
の
保
護
に
著
〔
着
〕
手
し
て
而
し

て
か
く
の
如
き
有
望
の
結
果
を
牧
め
得
た
る
事
、

賓
に
吾
人
の
慶
賀
に
堪
へ
ざ
る
慮
な

り大
正
＝

l

年
二
月
十
四
日

観

世

元

規

(
『
i
音
榮
』
函
字
ブ
友
會
、
第
五
巻
第
二
号
、
大
正
一
二
年
二
月
、
一

頁）

学
友
会
第
八
回
土
曜
演
奏
会

去
る
二
月
十
四
日
に
第
八
回
土
曜
演
奏
會
を
開
い
た
。
そ
の
曲
目
は
左
の
通

會

亡
き
母
を
思
ふ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原

二

、

ピ

ア

ー

ノ

獨

奏

鈴

ア
ム
。
フ
ロ
ム
。
フ
テ
ィ
ュ
作
品
九
十
、
第
二
…
…
シ
ュ
ー
バ
ー
ト

四
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
獨
奏

ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
獨
唱

七
、
合
唱秋

の
夜
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト

八
、
オ
ー
ガ
ン
猫
奏

九
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
ニ
重
奏

ソ
ナ
ー
タ
作
品
二
、
第
八
番
…
…
…
…
…
•
•
•
ヘ

テ
ノ
ー
ル
獨
唱

十
一
、

高

折

宮

次

木

采

子

田

濶員

マ
ニ
ュ
ナ
レ
ル
…
…
…
…
…
…
・
・
・
グ

（
口
）
マ
イ
リ
ー
ド
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
シ

（
イ
）
ベ
ル
セ
ー
ズ
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
ア

（
口
）
ガ
｀
ヲ
ッ
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
バ

抒
情
調
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ハ

コ
ン
セ
ル
テ
ィ
ー
ノ
第
一
楽
章
：
…
…
…
…
•
シ

坂

（
イ
）
フ
ー
ガ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ゲ
オ
ル
ゲ

（
口
）
フ
ィ
ナ
ー
レ
：
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•

‘

ヱ

歌
劇
「
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
」
中
の
カ
ヴ
テ
ィ

ー
ナ
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
モ
ツ
ァ
ー
ル
ト

ピ
ア
ー
ノ
獨
奏

司
伴
楽
作
品
八
十
五
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
フ

+、

佐

藤

豊

吾

で
あ
る
。

ン

デ

Jレ

田

中

ム口
＞ヽ

1

澤

清康

雄

Jレ

ネ ベ
ル
グ

白

I

r/ 

イ

會

員

ッ

卜

六
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
獨
奏

喰

田

八

重

イ

ド

ウ

ン

シ
ェ
ッ
フ
ン
グ
中
の
ガ
ブ
リ
エ
ー
ル
の

五、

渡

邊

銑

山

ツ

ノ‘

第 1部

ラ

Jレ

野

口

政

吉

咀

f

島

言

一品

m

田

イ

幸

五

郎

一
噌
又
六
郎

井

川

富

子

川

崎

利

吉

ユ

マ
ン

明治・大正篇

、
、
、
、

春

日

大

倉

宜

利

櫻
間
金
太
郎

龍

紳

心

阜

J

I

躙

‘

―

、
、
、
、

佐

藤

順

造

、
、
、
、
、

大
島
元
三
郎

（
イ
）
レ

ノ

森

Jll 

達

子
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大
正
―

-

l

年
三
月
二
十
五
日
卒
業
式

大
正
三
年
三
月
廿
五
日
（
水
曜
日
）
午
後
二
時

卒

業

證

書

授

奥

式

順

序

卒
業
證
書
授
呉
式

一

報

告

一
卒
業
證
書
授
典

一

校

長

告

僻

一
文
部
大
臣
説
僻

一
卒
業
生
穂
代
謝
僻

指
揮
者

橋

（

『

＿

音

築

』

學

友

會

、

第

五

巻

第

三

号

、

大

正

三

年

三

月

、

九

二

l九
三

頁

）

東
京
音
楽
學
校

船

榮

吉

九
、
合

十

二

、

男

盤

四

重

唱

（

イ

）

デ

ア

エ

ン

ト

フ

エ

ル

ン

テ

ン

…

…

…

…

シ

ュ

ー

バ

ー

ト

（

口

）

フ

ラ

イ

エ

十

三

、

ヴ

ィ

オ

リ

ン

ク
ン
ス
ト
…
…
…
…
…
•
•
•
シ
ュ
ト
ウ
ン
ツ

司
伴
楽
、
第
二
番
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ

十

四

、

合

唱

ハ
レ
ル
ヤ
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ヘ

一

： 
、▲‘

三同同等

悶

三

味

線

松

…

…

…

…

…

…

…

…

…

冨

三
、
ピ
ア
ノ
猫
奏
•
…
…
・
・
甲
種
師
範
科
卒
業
生

四

、

中

音

獨

唱

ア

J

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 .
 

＇ 

五

、

ピ

ア

ノ

凋

奏

…

…

…

…

…

墜

築

部

卒

業

生

…

…

…

甲

種

師

範

科

卒

業

生

は

長

調

ソ

ナ

ー

タ

（

第

三

番

、

作

品

二

、

第

壼

榮

曲

）

レ

ジ

ア

ン

ド

（

作

品

十

七

）

…

…

…

…

…

…

…

七
、
最
高
音
獨
唱
•
…
…
…
…
·
要
榮
部
卒
業
生

歌

劇

「

フ

ー

ゲ

ノ

ッ

テ

ン

」

中

の

一

…

…

…

…

侍
童
の
カ
ヴ
ァ
テ
ィ
ネ

八
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
•
…
…
…
…
・
・
器
榮
部
卒
業
生

森

の

景

色

（

作

品

八

十

二

）

…

…

…

…

…

…

…

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

曲

ヴ

ィ

ー

ニ

ア

フ

ス

キ

作

曲

マ

イ

ヤ

ベ

ー

ア

作

曲

イ

エ

ン

セ

ン

作

曲

唱
い
、
夜
歌
：
…
…
…
…
…
…
•
｛
高
野
辰
之
作
歌

i
ろ
、
墳
墓
と
月
影
（
男
竪
合
唱
）
•
…
…
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

第

の

部

シ

ユ

マ

ン

作

曲

高

安

ゆ

り

子

長

坂

好

子

六

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

猫

奏

…

…

…

器

築

部

卒

業

生

佐

藤

謙

喰

田

ヤ

工

コ

手

琴

シ

ュ

ー

ベ
近

藤

次

ル

ト

作

曲 義

ス

ケ

ー

ル

ツ

オ

（

第

二

番

、

作

品

十

六

）

メ

ン

デ

ル

ソ

ー

ン

作

曲

ン

デ

lレ

工

藤

チ

ョ

會

員

菊

水

山

登

ュ

ボ

ー

ア

蜂

谷

龍

二

、

等

（

山

田

流

）

…

…

…

…

・

:

｛

等

選

科

修

了

生

同

数

授

今紳藤菊

藤

豊藤

義

次

佐

久

間

孝

夫

金

健

近 佐

吾

老

演

奏第

部
曲

目

選

科

修

了

生

同
同

講

師

蜂

須

賀

ハ

工

藤

今

井

ハ

山

口

菊

次

作

曲

岡

検

校

浦

匂

嘗

谷

美

衛

井

新

太

郎

萬

和

作

曲

ツ

郎 ナ 琴 ネ
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I. 
II. 

III. 

+

l

、
+
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
燭
奏
…
…
…
器
榮
部
卒
業
生

フ

ァ

ン

タ

ジ

ー

ア

、

ア

ッ

パ

シ

ョ

ナ

ー

タ

中

の

｝

ラ

ー

ル

ゴ

及

フ

ィ

ナ

ー

レ

（

作

品

三

十

五

）

ピ
ア
ノ
猫
奏
…
…
…
…
…
器
榮
部
卒
業
生

は

短

調

nン
チ

ェ

ル

ト

（

第

三

番

、

作

品

三

十

七

）

十
二
、
最
高
音
獨
唱
…
…
…
…
…
竪
榮
部
卒
業
生

歌

劇

「

フ

ラ

イ

シ

ュ

ッ

ツ

」

中

の

｝

…

…

…

…

・

ア

ガ

ー

テ

の

ア

リ

ー

十
三
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
猫
奏
…
研
究
科
修
了
生

十
五
、

ピ
ア
ノ
猫
奏
…
…
…
…
…
研
究
科
修
了
生

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
研
究
科
修
了
生

に

短

調

第

ニ

コ

ン

チ

ェ

ル

ト

中

の

一

…

…

…

…

ロ

マ

ン

ス

（

作

品

二

十

二

）

G
r
a
d
u
ati
o
n
 E
x
e
r
cises 

of
 

the 

T
O
K
Y
O
 A
C
A
D
E
M
Y
 O
F
 M
U
S
I
C
 

U
Y
E
N
O
 P
A
R
K
 

W
e
d
n
e
s
d
a
y
,
 Ma

r
c
h
 2
5t
h
,
 T

ai
s
h
0
3
 (
1
9
1
4
)
 

2
 
P
.M
.
 

P
R
O
G
R
A
M
 

R
e
p
o
rt.
 

P
r
e
s
e
ntati
o
n
 of
 

D
i
p
l
o
m
a
s
.
 

A
d
d
r
e
s
s
 to
 th
e
 G
r
a
d
u
ati
n
g
 C

l
a
s
s
 
b
y
 th
e
 D
irecto
r
.
 

十
六
、
合
唱
｛
知
慮
紐
疇
詞
疇
』
謬
｝

十
四
、

と

長

調

フ

ァ

ン

タ

ジ

ー

ア

（

作

品

七

十

八

）

コ

ン

チ

ェ

ル

ト

中

の

ア

ン

ダ

ン

テ

（

作

品

四

十

五

）

ヴ
ィ
ー
ニ
ア
フ
ス
キ
作
曲

リ

ュ

ッ

ク

ア

ウ

フ

作

曲

末

吉

雄

1
0
.
 

竺 炉 ゞ ？ 炉 ← 

C
h
o
r
u
s
e
s
:
 

a
)
N
a
c
htli
ed
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
J
ensen
.
 

b
)
G
r
a
b
 u
n
d
 M
o
n
d
 (
M
a
l
e
 chorus)

……

•••Schuber

t
. 

L
a
r
g
o
.|
A
l
l
e
g
r
o
 vi
vace 
(
Fi
nale
.
 Saltarello
.)
 

P
A
R
T
・
 
II
.
 

シ

ユ

ー

ベ

ル

ト

作

曲

や

石

原

か

ず

子

モ

リ

ッ

ー
作
曲永

ク
作
曲

p 

多

基

ヴ

工

ノ ゞ

「

O
im
atsu 
(
I
k
uta
 school)

…
K
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M
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n
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N
o
.
 

3
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0
p
.
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m
o
v
e
m
e
nt
)
…
…
…
…
…
B
e
eth
o
v
e
n
.
 

M
i
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S
h
o
k
ut
a
.
 

L
企
g
e
n
d
e
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V
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W
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a
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M
r
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K
a
v
ati
n
e
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g
e
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M
i
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N
a
g
a
s
a
k
a
.
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1. 
E
in
tritt,
 3.
 

E
in
s
a
m
e
 B
l
u
m
e
n
,
 6.
 H
e
r
b
e
r
g
e,
 

7•Vogel 
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P
r
o
p
h
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,
 

8
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e
d
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n
o
 

f
r
o
m
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a
l
d
s
c
e
n
e
n
"
(
Op
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i
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T
a
k
a
y
a
s
u
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第 1部

永

井

vヽ

＜
 

ン
作
曲

太

郎

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

曲

弘

田

龍

of
 

th
e
 
G
r
a
d
u
ati
n
g

篇正大．
 

治明

ヴ

ュ

夕

田

中

ひ

さ

V
.
 

I
V
.
 

P
A
R
T
 I. 

A
d
d
r
e
s
s
 b
y
 H
i

s
 E
x
c
e
l
l
e
n
c
y
 

for 
E
d
u
c
ati
o
n
.
 

R
e
s
p
o
n
s
e
 
b
y
 t
h
e
 

C
l
a
s
s
.
 

R
ep
r
e
s
e
ntati
v
e
 

0
1
0
k
a
,
 M

in
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S
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8

 
8
 

3
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V
i

oli

n
 f
r
o
m
,,F
a
nt

asi
a、A
p
p
a
s
si
onata^
＾

(
O
p
.
 

3
5
.)

…
…
…
…
…
…
…
V
1
e
u
xt
e
m
p
s
.
 

M
i

ss 
T
a
n
a
k
a
.
 

C
o
n
c
e
rt
o
 for p
i

a
n
o
 (
N
o
.
 

3
,
 

C
 m
i

n
o
r,
 

O
p
.
 

3
7
.)

…
…
…
…
…
…
B
e
et
h
o
v
e
n
.
 

M
r. 
H
i

r
ot
a
.
 

A
ri
e
 de
r
 A
g
at
h
e
 
from

,,Fre

isch

ilt

z^c

………•••Weber

. 

M
i

ss 
N
a
g
ai

.
 

A
n
d
a
nt
e
 for 
V
i

oli
ncello 
(
f
r
o
m
 t
h
e
 C
o
n
c
e
rt
o
,
 

0
p
.
 

4
5
.)

…
…
…
…
M
o
li
q

u
e
.
 

M
r
.
 Oh

n
o
.
 

F
a
nt
asi
a
 for 
Pi

a
n
o
 
(
G
 m
aj
or
,
0
p
.
 

7
8
.)

…
…
…
S
c
h
u
b
e
rt
.
 

M
i

ss 
Ishi
w
a
r
a
.
 

R
o
m
a
n
c
e
 for 
V
i

olin 
(
f
r
o
m
 t
h
e
 s
e
c
o
n
d
 C
o
n
c
e
rt

o
,
 

D
 m
i

n
o
r,
0
p
.
 

2
2
.)

…

W
i

e
ni
a
w
s
ki
.
 

M
r
.
 Su

y
e
y
o
s
hi

.
 

C
h
o
r
u
s
e
s
:
 

R
u
s
si
a
n
 folkspoesy 

}
…
…
R
t
i
c
k
a
uf
.
 

a
)
A
m
 G
e
st
ei
n
e
 r
a
u
s
c
ht
 

di
e
 F
l
ut
h
.
 

ざ
く

o
g
e
l
ei
n
d
u
rch
 r
a
u
s
c
ht
 

di
e
 
Lu
ft

• 

東
京
―
音
楽
學
校
卒
業
式
演
奏

〔
前
略
〕

（
一
）
等
曲
「
老
松
」
は
な
だ
ら
か
な
る
生
田
の
情
調
を
味
ふ
べ
く
、
（
二
）
「
菊
水
」

〔

マ

マ

〕

は
竪
は
今
井
慶
松
氏
、
例
の
派
手
な
弾
き
方
悪
か
ら
ふ
筈
な
く
紳
谷
美
衛
子
、
絃
歌
と

も
に
先
づ
無
難
な
れ
ど
も
本
科
卒
業
生
の
等
曲
研
究
者
と
し
て
西
欧
楽
狡
槃
法
を
應
用

し
た
ら
ん
に
は
更
に
美
し
き
竪
が
出
は
せ
ぬ
か
と
思
ひ
し
は
獨
り
余
の
望
蜀
に
も
あ
ら

ざ
る
べ
し
（
三
）
工
藤
チ
ョ
子
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
は
師
範
科
生
と
し
て
は
可
な
り
の
出
来
な

り
、
（
四
）
槃
楽
部
の
近
藤
義
次
氏
の
中
音
唱
歌
は
或
程
度
ま
で
は
歌
の
意
味
は
解
れ
ど

も
楽
器
（
咽
喉
）
が
悪
き
為
ど
ん
な
に
う
ま
く
歌
つ
て
も
五
割
方
損
な
る
は

氣

毒

な

り
。
喰
田
ヤ
エ
子
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
は
師
範
科
と
し
て
上
出
来
な
る
べ
し
。
（
六
）
佐
藤
謙

1
6
.
 

1
5
.
 

1
4
.
 

1
3
.
 

1
2
.
 

1

1. 

三
氏
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
は
昔
色
も
中
々
よ
く
、
意
氣
込
も
よ
け
れ
ど
も
惜
し
い
か

な
所
々
に
調
子
の
面
白
か
ら
ぬ
所
あ
り
き
。
今
一
層
勉
強
せ
ら
れ
た
ら
ん
に
は
大
に
見

る
べ
き
も
の
あ
る
べ
し
、
（
七
）
長
坂
好
子
の
最
高
昔
歌
唱
は
近
藤
氏
以
上
の
大
袈
裟
な

身
振
に
て
折
角
の
歌
の
全
盟
を
打
毀
は
し
た
り
、
併
し
之
は
生
徒
を
罪
す
べ
き
い
は
れ

奄
も
な
く
、
唯
だ
敦
師
の
不
親
切
無
責
任
に
驚
く
の
外
な
し
。
舞
豪
上
の
表
情
及
び
態

度
は
唱
歌
に
美
を
添
ゆ
べ
き
も
の
な
る
に
却
て
滑
稽
に
陥
り
し
は
惜
し
む
べ
し
。
（
八
）

ビ
ア
ノ
獨
奏
は
高
安
ゆ
り
子
病
氣
の
た
め
出
演
な
し

第
二
部
（
九
）
の
（
い
）
は
殆
ん
ど
百
四
五
十
名
の
男
女
生
の
合
唱
、
日
本
で
は
こ
A

よ
り
外
に
は
聞
か
れ
な
い
結
構
の
も
の
な
り
。
唯
基
礎
の
昔
た
る
べ
き
ベ

ー
ス
が
、
や

や
も
す
れ
ば
動
揺
せ
ん
と
す
る
は
惜
む
べ
し
。
(
+
)
器
楽
部
優
等
卒
業
生
田
中
ひ
さ
子

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
は
さ
す
が
に
嘱
望
さ
れ
し
人
だ
け
に
恐
ら
く
は
第
一
の
出
来
榮

な
り
し
な
る
べ
し
。
た
ゞ
晴
の
初
舞
豪
で
あ
っ
た
為
め
多
少
堅
く
な
り
過
ぎ
た
様
に
思

は
れ
た
り
。
も
し
慾
を
云
へ
ば
最
少
し
力
強
き
弓
を
勉
強
さ
せ
た
な
ら
ば
前
途
多
望
な

ら
ん
。
(
+
-
)
弘
田
龍
太
郎
氏
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
は
あ
れ
だ
け
の
大
物
を
楽
々
と
弾
き
こ

な
さ
れ
た
の
は
感
心
な
り
。
こ
れ
に
つ
き
記
者
が
全
演
奏
に
つ
き
特
に
希
望
し
た
き
は

演
奏
者
に
は
暗
譜
の
必
要
盆
々
痛
切
な
る
こ
と
是
な
り
。
譜
を
見
て
居
る
人
は
、
譜
な

し
の
人
に
比
す
れ
ば
悔
に
譜
に
囚
は
れ
て
る
と
こ
ろ
あ
る
が
如
し
。
特
に
弘
田
氏
は
ど

う
い
ふ
繹
か
、
伴
奏
者
が
出
て
居
る
の
に
、
譜
を
色
々
と
い
ぢ
く
ら
れ
た
態
度
は
甚
だ

醜
く
か
り
し
の
み
な
ら
ず
、
先
づ
聴
衆
を
し
て
不
安
の
念
を
増
さ
し
め
、
弾
か
ぬ
先
か

ら
杞
憂
を
懐
か
し
め
た
る
は
大
に
損
な
る
べ
し
。
か
A

る
晴
の
場
所
に
於
て
は
勝
来
は

譜
を
用
ゐ
ざ
る
や
う
練
熟
し
置
か
れ
ん
こ
と
を
切
望
に
堪
へ
ざ
る
所
な
り
。
（
十
二
）
永

井
い
く
子
の
最
高
昔
唱
歌
は
非
常
に
嘱
望
さ
れ
し
人
だ
け
あ
っ
て
、
墜
も
可
な
り
美
し

く
、
歌
い
方
に
も
難
は
な
け
れ
ど
、
も
し
今
後
竪
昔
に
自
己
の
特
徴
を
狡
揮
す
る
様
に

せ
ら
れ
た
ら
大
に
見
る
べ
き
も
あ
る
べ
し
。
惜
ら
く
は
昔
槃
に
狡
測
た
る
力
を
認
む
る

能
は
ざ
り
し
は
白
璧
の
徴
瑕
と
い
ふ
べ
き
か
。
（
十
三
）
多
基
永
氏
の
チ

H
口
獨
奏
は
あ

の
困
難
な
る
楽
器
よ
り
豊
富
な
る
幸日
を
出
し
、
レ
ガ
ー
ト
の
所
に
も
う
ま
味
あ
り
、
時

時
現
は
れ
る
ア
レ
グ
ロ
の
テ
ン
ボ
ー
に
な
る
と
往
々
に
し
て
昔
が
ベ
チ
ャ
／
＼
に
ク
ッ

着
く
嫌
あ
り
し
は
荷
が
少
し
く
重
過
ぎ
た
る
腐
な
る
か
、
は
た
練
習
の
不
足
よ
り
生
じ

た
る
か
は
知
ら
ざ
れ
ど
も
、
あ
れ
だ
け
の
昔
を
出
し
得
る
腕
が
あ
っ
て
弾
け
ぬ
繹
は
な
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二
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン

オ
ー
ガ
ン
猶
奏

四
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン

司
伴
楽
イ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
•
…
•
•
ア
ッ
コ
レ
ー

五
、
ピ
ア
ー
ノ
涸
奏

山

ロ
節

館

山

甲

午

パ
ル
テ
ィ
ー
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
セ
バ
セ
テ
ィ
ア
ン

和

司
伴
楽
作
品
二
百
十
三
·
…
…
…
…
…
•
•
エ
ル
、

三、

田

央

多

9.  

売

た
の
を
除
け
ば
雨
日
と
も
同
曲
目
で
あ
っ
た
。

一
、
合
唱

會

四
日
に
ヱ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー
氏
、

員

ノゞ

ッ

ノ‘

い
様
に
思
は
れ
た
り
。
茂
る
三
番
は
賤
念
な
が
ら
他
に
約
束
あ
り
し
た
め
割
愛
し
て
楽

堂
を
僻
し
ぬ
。
終
に
臨
で
演
奏
會
に
向
つ
て
―
二
の
注
意
を
乞
ひ
度
は
、
来
賓
に
到
し

て
膿
服
着
用
と
の
周
到
な
る
注
意
あ
り
し
に
闘
ら
ず
、
外
國
敦
師
の
一
人
た
る
ペ
ツ
ォ

ー
ド
夫
人
が
不
断
着
の
ま
A

に
て
屡
々
ス
テ
ー
ヂ
の
上
に
立
た
れ
し
は
一
種
異
様
の
感

な
き
能
は
ざ
り
き
。
と
か
く
日
本
に
於
け
る
西
洋
人
は
日
本
人
を
馬
鹿
に
す
る
の
風
あ

る
が
如
し
、
ま
さ
か
證
服
の
お
持
合
が
な
い
と
も
思
は
れ
ざ
れ
ば
…
…
次
に
不
思
議
に

思
ひ
し
は
ス
テ
ー
ヂ
に
三
豪
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
あ
り
て
演
奏
の
度
毎
に
一
々
差
替

へ
ら
れ
た
る
は
何
の
為
な
り
し
か
不
可
解
な
り
き
。
一
閥
に
演
奏
の
間
に
長
い
時
間
が

挟
ま
り
て
の
た
り
／
＼
と
日
本
時
間
的
に
進
行
し
た
る
は
少
な
か
ら
ず
聰
衆
を
だ
れ
し

め
て
演
奏
の
効
果
を
損
ぜ
し
め
た
る
は
惜
む
べ
し
。
（
千
田
生
）

（『
昔
架
界
』
第
一

五
一
号
、
大
正
三
年
五
月
、
五
五
ー
五
七
頁
）

大
正
三
年
六
月
六
日
、
十
四
日
学
友
会
春
季
演
奏
会

■學
友
會
は
六
月
六
日
十
四
日
の
雨
日
春
季
音
楽
大
演
奏
會
を
開
い
た
。
十

シ
ョ
ル
ッ
氏
、
久
野
助
敦
授
の
出
演
が
あ
っ

シ
ュ
ー
バ
ー
ト
作
曲

祈
願
の
歌
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
｛
吉
丸
一
昌
作
歌

忠

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

十
二
、
合
唱

イ
、
紳
曲
「
天
地
創
造
」
中
の
「
み
空
は
語
る
偉
き
御
神
」
ハ
イ
ド
ウ
ン

シ
ョ
ル
ツ
敦
師

久
野
助
数
授

一
、
。
フ
レ
ル
デ
ィ
ウ
ム

齋
藤
リ
ヒ
ャ
ー
ル
ト

小
司
伴
楽
（
第
二
楽
章
）
•
•
…
…
…
…
・
ジ
ッ
ト

七
、
合
唱

八
、
ヴ
イ
オ
リ
ン

キ
ュ
ッ
ケ
ン
作
曲

子
守
謡
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
吉
丸
一
昌
作
歌

大
場
勇
之
助

司
伴
楽
卜
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ザ
イ
ツ

九、

禎

歌
劇
「
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
」
中
の
エ
ー
ン
ヒ
ェ
ン
の
華
想
調
・
ヱ
ー
バ
ー

+
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン

ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
涸
唱

司
伴
楽
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
セ
バ
セ
テ
ィ
ア
ン

番
外
ギ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ル
ロ
猫
奏
…
…
…
ヱ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
敦
師

い
、
歌
劇
「
聯
隊
の
娯
」
に
よ
る
幻
想
曲
…
・
・
・
セ
ル
ゞ
ヱ
ー

ろ
、
西
班
牙
の
舞
踏
作
品
五
十
四
、
第
一

「
手
琴
に
寄
せ
て
」
•
…
…
…
…
…
・
・
ボ
ッ
パ
ー

十

一

、

絃

楽

合

奏

會

員

第
十
七
番
大
司
伴
楽
作
品
第
六
•
…
…
•
•
ヘ
ン
デ
ル

第
一
ピ
ア
ー
ノ

第
ニ
ピ
ア
ー
ノ

番
外
ピ
ア
ー
ノ
ニ
重
奏
…
…
…
…
…
…

シ
ム
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ボ
エ
ム
「
匈
牙
利
」
…
…
リ
ス
ト

.. 
ノ‘

ッ

ノ‘

田

中

ひ

さ

山

下

會

員

第1部

六
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン

リ
ゴ
ー
ド
ン
（
「
ホ
ル
ベ
ル
ヒ
」
の
ス
イ
ー
テ
中
よ
り
）

明治・大正篇

―
-
、
サ
ラ
バ
ン
デ
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三
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
獨
奏

四
、
最
高
音
獨
唱

二、

リ
ゴ
ー
ド
ン

サ
ラ
バ
ン
デ

一
、
前
奏
曲

二
、
ピ
ア
ー
ノ
獨
奏

大
正
三
年
六
月
七
日

永
井
い
く

田
中
ひ
さ

山

ロ
、
君
が
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
林
廣
守

(
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
五
巻
第
七
号
、
大
正
三
年
七
月
、

東
京
音
楽
學
校
學
友
會
員

シ
ュ
ー
バ
ー
ト
曲

吉

丸

一

昌

歌

祈
願
の
歌
：
·
…
…
•
•

•…
…
…
…
…
…

口

節

ヌ
イ
テ
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
・
・
グ
リ
ー
ヒ

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
ー
…
…
…
…
…
…
…
バ
ッ
ハ

1
0
0
頁）

1
0三
頁
）

■六
月
の
演
奏
會
は
永
い
間
な
か
っ
た
あ
と
の

こ
と
で
は
あ
り
、
出
演
者

一
同
が
熱

心
な
練
習
を
積
ん
だ
上
に
非
常
な
意
氣
込
み
で
あ

っ
た
の
で
四
時
間
に
亘
る
長
い
演
奏

が
少
し
も
だ
れ
な
く
、
絶
え
ず
緊
張
し
た
氣
分
を
破
ら
な
か
っ
た
の
は
誠
に
珍
ら
し
い

経
験
で
あ
っ
た
。
ヱ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー
氏
の
チ
ェ

ル
ロ
獨
奏
も
よ
か

っ
た
上
に
、
シ
ョ

ル
ツ
、
久
野
雨
氏
の
リ
ス
ト
の
如
き
全
人
格
的
の
威
厳
あ
る
大
藝
術
に
依
つ
て
幾
段
の

光
彩
を
添
え
得
た
の
は
賓
に
幸
幅
の
極
み
で
あ
っ
た
。

(『
昔
架
』
學
友
會
、
第
五
巻
第
七
号
、
大
正
三
年
七
月
、

学
友
会
演
奏
会

六
月
七
日
東
京
府
敦
育
會
主
催
の
演
奏
會
が
あ
っ
た
。
賞
日
は
全
國
敬
育
者

大
會
で
上
京
し
た
人
々
で
文
字
通
り
の
満
員
で
非
常
の
盛
會
で
あ
っ
た
曲
目
は

次
の
通
り
、

』

一
、
合
唱

ろ、

ヘ
ー
ア
カ
ー
テ
ィ
…
…
…
…
フ
ー
バ
イ

、、
L
V
 

、、
じ＞

ス
ケ
ル
ツ
オ
ー
バ
ル
セ
…
…
…
モ
シ
ュ
コ
ッ
フ
ス
キ
ー

七、
カ
ヴ
テ
ィ
ナ
ー
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ロ
ッ
シ
ー
ニ

五
、
絃
楽

大
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
·
…
…
…
…
…
…
•
•
ヘ
ン
デ
ル

鼠
音
唱
歌か

た
つ
む
り
（
第
一
學
年
）
二
、
時
計
の
歌
（
第
二
學
年
）

茶
摘
（
第
三
學
年
）
四
、
藤
の
花
（
第
四
學
年
）
五
、
納
涼
（
第
五
學

年
）
六
、
兒
島
高
徳
、
蓮
池
、
四
季
の
雨
（
第
六
學
年
）

六

、

合

唱

東

京

音

楽

學

校

學

友

會

員キ
ュ
ッ
ケ
ン
作
曲

子
守
謡

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
｛
吉
丸
一
昌
作
歌

チ
ェ
ル
ロ
濶
奏

い
、
歌
劇
「
聯
隊
の
娯
」
に
基
づ
く
幻
想
曲
・
・
・
セ
ル
‘
ヱ
ー

ろ
、
流
浪
民
族
の
舞
踏
…
…
…
…
…
ジ
ェ
ラ
ー
ル

八
、
ピ
ア
ー
ノ
獨
奏

九
、
ヴ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ヱ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
氏

シ
ョ
ル
ツ
氏

ろ
、
匈
牙
利
の
ラ
。
フ
ソ
ー
デ
ィ
…
…
リ
ス
ト

ク
ロ
ー
ン
氏

ロ
マ
ン
ツ
ェ
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ
ン

+
、
管
絃
楽

婚
證
進
行
曲
：
…
…
…
…
…
…
…
…
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

（
『
＿
音
楽
』
學
友
會
、
第
五
巻
第
七
号
、
大
正
三
年
七
月
、

~
 

ヽ

番

外

1
0
一
頁
）
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■そ
れ
か
ら
六
月
七
日
に
大
會
を
す
る
こ
と
に
廣
告
致
し
て
置
き
ま
し
た
が
七
日
に

は
是
非
敦
育
會
の
た
め
に
し
て
呉
れ
と
賞
事
者
か
ら
切
な
る
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
の
で

會
員
及
び
會
友
諸
氏
の
来
場
さ
れ
る
の
は
一
週
間
延
し
て
十
四
日
、
即
ち
第
二
日
曜
日

の
午
後
二
時
か
ら
と
す
る
事
に
致
し
ま
し
た
。
教
育
會
の
方
で
は
六
日
迄
で
會
議
が
終

る
の
で
満
韓
、
九
州
、
豪
濶
、
北
海
道
等
の
遠
方
か
ら
来
會
し
て
居
る
會
員
が
一
日
も

早
く
退
京
さ
れ
る
だ
ら
う
か
ら
折
角
の
好
機
會
を
逸
し
な
い
で
よ
い
音
楽
を
聘
い
て
お

土
産
に
す
る
様
に
し
て
や
り
た
い
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
決
定
し
て
あ
る
學
友
會
の

方
の
日
取
り
を
愛
更
さ
せ
て
申
繹
け
な
い
が
何
卒
都
合
し
て
呉
れ
る
様
に
と
の
た
つ
て

の
御
依
頼
で
あ
っ
た
の
で
學
友
會
の
大
會
中
、
會
員
及
び
會
友
諸
氏
の
来
會
さ
れ
る
方

を
一
週
間
繰
り
延
ば
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
悪
か
ら
ず
御
諒
承
を
願
ふ
次
第
で

す。

■學
友
會
で
や
る
音
楽
會
が
六
日
（
土
曜
）
、
七
日
（
日
曜
）
＋
四
日
（
日
曜
）
の

三
日
に
な
り
ま
す
。
其
中
六
日
は
本
校
學
生
、
及
び
職
員
に
入
場
券
を
交
附
し
ま
す
か

ら
、
そ
れ
を
得
る
父
兄
や
保
證
人
等
を
聴
衆
と
し
て
開
催
す
る
の
で
す
か
ら
會
員
證
や

會
友
證
を
持
つ
て
来
會
さ
れ
る
方
々
は
十
四
日
（
第
二
日
曜
日
）
に
お
出
で
を
願
ひ
た

い
の
で
す
。
七
日
の
入
場
は
数
育
會
の
方
か
ら
入
場
券
を
お
貰
ひ
下
さ
る
様
に
願
ひ
ま

す
。
即
ち
六
日
の
入
場
券
や
、
會
友
證
や
會
員
證
で
は
七
日
は
御
入
場
が
出
来
な
い
繹

で
す
。
そ
し
て
會
友
の
方
々
の
中
で
十
四
日
に
都
合
が
悪
い
か
ら
六
日
の
土
曜
日
に
来

た
い
と
云
ふ
希
望
の
方
は
特
別
の
計
ら
い
を
致
す
こ
と
に
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
雨
日
お

出
で
に
な
ら
う
と
し
た
り
、
六
日
の
入
場
券
で
次
の
日
曜
日
に
入
れ
て
呉
れ
な
ど
と
云

ふ
様
な
こ
と
は
お
断
り
致
し
ま
す
。

■演
奏
會
の
度
毎
に
諸
分
苦
々
し
い
事
を
し
て
入
場
す
る
人
を
見
ま
す
の
は
歎
か
は

し
い
事
で
す
。
す
べ
て
何
事
に
限
ら
ず
さ
う
で
す
け
れ
ど
も
殊
に
音
楽
の
様
な
精
神
的

な
楽
し
み
を
味
は
う
と
し
て
す
る
集
り
に
さ
も
し
い
心
を
曝
露
し
て
厭
は
し
い
思
ひ
を

人
に
さ
せ
た
り
す
る
様
な
人
の
あ
る
の
は
悲
し
い
事
で
あ
り
ま
す
。
入
り
口
で
會
友
證

や
會
員
證
な
ど
を
調
べ
な
い
で
も
入
場
券
な
ど
A

八
釜
敷
い
こ
と
を
云
は
な
い
で
も
皆

自
分
自
身
の
人
格
を
尊
重
し
て
ご
ま
か
し
な
ど
す
る
こ
と
の
な
い
様
に
な
る
日
が
待
た

れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

■御
大
喪
に
な
っ
た
こ
と
で
す
か
ら
御
遠
慮
申
し
上
げ
て
長
い
間
演
奏
會
を
開
く
こ

司
伴
架

六、

作

品

三

十

五

第

一

架

章

ア
ル
ト
獨
唱
（
管
絃
架
附
）

と
が
出
来
な
か
っ
た
の
は
會
友
諸
氏
に
封
し
て
賓
に
お
氣
の
毒
な
次
第
で
し
た
。
併
し

こ
れ
は
そ
ん
な
こ
と
を
云
つ
て
居
ら
れ
る
場
合
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
諸
氏
か
ら

も
何
と
も
云
は
れ
な
か
っ
た
の
は
、
も
と
よ
り
賢
明
な
る
諸
氏
の
み
を
網
羅
し
て
居
る

か
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
我
美
し
い
園
民
性
の
猿
現
と
喜
ば
し
く
思
ひ
ま
す
。

（
『
音
榮
』
摩
友
會
、
第
五
巻
第
六
号
、
大
正
三
年
六
月
、
八
八
頁
）

グ
ル
ッ
ク
ニ
百
年
祭
紀
念
音
楽
會
は
去
る
七
月
四
日
グ
ル
ッ
ク
誕
生
日
に
於

て
東
京
昔
架
學
校
學
友
會
に
よ
り
て
開
催
せ
ら
れ
左
の
曲
目
を
演
奏
さ
る

一

、

合

唱

會

祈
疇
の
曲
、
グ
ル
ッ
ク
曲

二
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
齊
奏

小
友
三
枝

成
田
み
ね

内
藤
谷

第
五
番
タ
ラ
ン
テ
ル
レ
、
作
品
五
十
二

テ
ノ
ー
ル
獨
唱

れ
と
お
ぼ
せ
、

五
、
ヴ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ア
ル
ド
ー
ル
」

ア

ル

ト

獨

唱

（

合

唱

附

）

森

川

達

子

歌
劇
「
オ
ル
フ
エ
ウ
ス
」
第
三
幕
中
の
オ
ル
フ
エ
ウ
ス
の
獨
唱
（
獨
唱
あ
は

あ
は
れ
と
思
せ
）
（
合
唱

オ
ー

花

島

秀

リ
ー
デ
イ
ン
ク

荒

木

得

グ

ル

ツ

ク

い
な
ー
い
な
ー
い
な
）

四、
小
曲
「
オ
ー
デ
ル

ミ
ー
ヨ
ド
ル
チ
ェ

グ

ル

ツ

ク

水

野

康

孝

乙

ガ

プ

ッ

ト

ノゞ

ツ

ノ‘

甲

ヽ

ア
ン
リ
ー

ヘ
ン
ケ
ル

荒
木
幹
枝

員

高

野

辰

之

歌

磯

貝

壽

母

大
正
三
年
七
月
四
日
学
友
会
第
九
回
土
曜
演
奏
会
（
グ
ル
ッ
ク
ニ
百
年
祭
直

記

念

音

楽

会

）

第
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十
三
、

十
二
、

し
御
紳
）

二
重
唱

ュ
ー
リ
デ
イ
ー
チ
ェ

山

下

テ

イ

グ

ル

ッ

ク

ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
獨
唱

歌
劇
「
ア
ウ
リ
ス
の
イ
フ
ィ
ヂ
エ
ニ
ア
」

番
外
、
管
絃
架

歌
劇
「
オ
ル
フ
エ
ウ
ス
」
第
二
幕
中
の
バ
レ
ッ
ト

グ

ル

ッ

ク

會

員

（
あ
は
れ

い
ま
し

い
と
し
の
吾
娘
よ
）

グ

ル

ツ

ク

十
一
、

知

常

歌
劇
「
ア
ウ
リ
ス
の
イ
フ
ィ
ヂ
エ
ニ
ア
」
中
の
ア
ガ
メ
ム
ノ
ン
の
抒
情
調

バ
ス
獨
唱

柴

田

パ
セ
テ
イ
ツ
ク
ソ
ナ
ー
タ

歌
劇
「
オ
ル
フ
エ
ウ
ス
」
第
三
幕
中
の
オ
ル
フ
エ
ウ
ス
の
抒
情
調
（
旺
我
は

彼
女
を
失
ひ
ぬ
）

七
、
ギ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ル
ロ
獨
奏

休

八
、
合
唱

ニ
ー
ト
ラ
イ

甲
、
歌
劇
「
オ
ル
フ
エ
ウ
ス
」

第
二
幕
中
の
恵
ま
れ
た
る
精
霊
の
合
唱
（
幸

あ

る

震

の

國

に

入

り

来

ぬ

）

グ

ル

乙
、
歌
劇
「
ア
ル
セ
ス
ト
」

第
二
幕
中
の
合
唱
（
さ
ら
ば
喜
び
よ）

ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
獨
唱

ベ
ー
ト
ー
ヱ
ン

渡

邊

銑

の
抒
情
調
（
か
つ
て
は
助
け
給
ひ

■五
月
琥
で
六
月
に
グ
ル
ッ
ク
の

二
百
年
祭
を
や
る
と
書
い
て
置
き
ま
し
た
が
あ
れ

は
考
へ
違
ひ
で
、
グ
ル
ッ
ク
の
生
れ
た
の
は
七
月
二
日
で
す
か
ら
七
月
四
日
の
土
曜
演

奏
會
を
グ
ル
ッ
ク
の

二
百
年
祭
に
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

．

■七
月
の
土
曜
演
奏
會
は
四
日
に
や
り
ま
す
。
そ
し
て
グ
ル
ッ
ク
の
二
百
年
を
紀
念

す
る
た
め
に
其
作
に
か
A

る
『
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
』
『
ア
ル
チ
ェ
ス
テ
』
、
『
イ
フ
ィ
ゲ
ニ

ェ』

等
の
中
の
猥
唱
や
合
唱
を
出
来
る
だ
け
紹
介
す
る
心
算
で
す
『
オ

ル
フ
H

ウ
ス
』

の
合
唱
は
是
非
管
絃
楽
附
き
に
し
て
立
派
に
し
た
い
と
考
へ
て
居
り
ま
す
。

■歌
劇
を
除
い
て
は
殆
ん
ど
グ
ル
ッ
ク
に
は
他
の
器
楽
曲
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ヴ

イ
オ
リ
ン
や
ピ
ア
ー
ノ
に
グ
ル
ッ
ク
物
を
望
む
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
ゆ
ゑ
、
器
楽
の
方

面
は
そ
れ
ぞ
れ
受
け
持
ち
の
方
々
に
お
願
ひ
し
て
よ
い
曲
目
を
造
り
た
い
と
思
っ
て
居

達
（
第
一
幕
終
）

+
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

高

折

宮

次

グ

ル

ッ

ク

■次
の
演
奏
會
は
六
月
に
致
し
ま
す
、
六
月
は
グ
ル
ッ
ク
の

二
百
年
祭
に
嘗
り
ま
す

か
ら
『
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
』
や
『
ア
ル
チ
ェ
ス
テ
』
な
ど
を
出
し
、
よ
い
音
楽
祭
を
致
し

た
い
と
考
へ
て
居
り
ま
す
。

(
『
昔
築
』
塵
友
會
、
第
五
巻
第
五
号
、
大
正
三
年
五
月
、
九
六
頁
）

歌
劇
「
ア
ル
セ
ス
ト
」
中
の
ア
ル
セ
ス
ト
の
抒
情
調
と
は
に
闇
な
る
國
の
紳

九、

山

下

テ

イ

（『
一音
楽
界
』
第

一
五
四
号
、
大
正
三
年
八
月
、
六
七
頁）

グ

ル

ッ

ク

指

揮

者

大

塚

ツ

ク

の
御
紳
）

「
君
が
代
」

林

廣

守

淳

樋

口

信

平

グ

ル

ツ

ク 達

子

歌
劇
「
オ
ル
フ
エ
ウ
ス
」
第
二
幕
中
の
獨
唱
附
合
唱
（
頌
め
ま

つ
ら
ま
し
愛

オ
ル
フ
エ
ウ
ス

森

) I I 

憩

ユ
ー
リ
デ
イ
ー
チ
ェ

山

下

テ

イ

コ
ー
ル

ブ

ル

ッ

フ

十
四
、

荻

原

正

彦

に
践
き
来
ぬ
）

獨
唱
及
合
唱
（
管
絃
楽
附
）

愛

の

紳

渡

邊

姓

グ

ル

ッ

ク

グ

ル

ツ

ク

歌
劇

「
オ
ル
フ
エ
ウ
ス
」

第
二
幕
中
の
二
重
唱
（
い
ざ

オ
ル
フ
エ
ウ
ス

花

島

秀

い
ざ
心
安
ら
か
に
我
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三
、
高

二
、
中 聖

一
、
合

音 音

り
で
あ
る
。

獨 獨 第

卜

唱
·
·
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
花

日
日
…
…
…
…
•
•
…
;
…
…
…
…
…
…
…

.. 
h
T
 

歌
劇
『
ミ
ニ
ョ
ン
』
中
の
抒
情
調

四、

ピ
ア
ー
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
菅

テ

ィ

ッ

ト

ゥ

ス

夜

大
正
三
年
九
月
二
十
六
日

原

北

目 マ

下

禎

モ

ツ

ァ

ー

ル

ト

:)[ 
島辰ベ

之｝レ

歌曲秀

二、

乙

、

涸

逸

贋

懲

の

歌

オ
ー
ガ
ン
猫
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
·
飼

甲

、

雁

の

叫

び

吉シ

篠丸ュ

ー］レ

昌ツ

雄歌曲

一
、
合

第

一

部

十

七

日

■七
月
四
日
の
土
曜
演
奏
會
は
午
後
二
時
か
ら
す
る
事
に
し
た
。
曲
目
は
巻
頭
に
出

し
た
通
り
、
六
月
の
器
楽
の
多
か
っ
た
の
に
劉
し
、
竪
楽
を
主
と
す
る
今
度
の
も
又
一

段
の
趣
が
あ
ら
う
と
思
ふ
。
紀
念
鎗
葉
書
も
疲
行
す
る
。

■グ
ル
ッ
ク
の
二
百
年
祭
は
兎
に
角
面
白
い
も
の
に
な
る
だ
ら
う
と
思
っ
て
居
る
。

〔ママ〕

、
、
、
、
、

到
底
欧
米
の
様
な
こ
と
は
望
め
な
い
が
、
少
さ
い
だ
け
に
又
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
快
さ

も
あ
る
だ
ら
う
と
思
ふ
。
今
度
の
が
う
ま
く
ゆ
け
ば
秋
の
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
五
十
年
祭

に
も
唱
ひ
手
達
に
今
か
ら
心
が
け
て
居
て
貰
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
狡
揮
す
る
有
意

味
の
演
奏
會
を
し
た
い
と
思
ふ
。

■此
前
は
ワ
イ
オ
リ
ン
が
多
か
っ
た
、
今
度
は
竪
楽
が
多
い
、
其
中
に
ピ
ア
ー
ノ
の

人
達
に
澤
山
出
て
貰
は
う
と
考
へ
て
ゐ
る
。

（
『
＿
音
架
』
學
友
會
、
第
五
巻
第
七
号
、
大
正
三
年
七
月
、

学
友
会
第
十
回
土
曜
演
奏
会

r
p
 

立
ロ

日日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
金
戸

n
 

員

1
0
三
~
1
0
四
頁
）

■九
月
二
十
六
日
學
友
會
第
十
回
土
曜
演
奏
會
を
開
い
た
。
曲
目
は
左
の
通

大
正
三
年
十
月
十
七
日
、
十
八
日

（
『
＿
音
榮
』
墨
友
會
、
第
五
巻
第
十
一
号
、
大
正
三
年
十
一
月
、
六
九
頁
）

ロ
ン
ド

八
、
ピ
ア
ー
ノ
涸

奏
…
…
·
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
石

カ
。
フ
リ
ッ
チ
ー
ヨ

ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ
ン

学
友
会
悼
兵
演
奏
会

■十
月
十
七
八
日
の
雨
日
學
友
會
で
悼
兵
音
楽
大
演
奏
會
を
開
催
し
た
。
雨

日
と
も
非
常
の
盛
況
で
定
刻
前
既
に
入
場
謝
絶
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。
會
場

は
意
氣
澄
澄
測
た
る
愛
國
の
士
を
以
て
満
た
さ
れ
、
曲
目
は
何
れ
も
熱
烈
な
る

喝
采
の
う
ち
に
演
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
演
奏
曲
目
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

唱

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

會

員

露

西

亜

民

謡

人

獨

歌
劇
『
豫
言
者
』
中
の
フ
ィ
ー
デ
ス
の
抒
情
調

七

、

次

中

音

猶

唱

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

淡

香

鱗

三

郎

兵

の

士

俊

原

和

子

シ

り
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
待
っ
て
居
て
戴
き
ま
す
。

（
『
昔
榮
』
塵
友
會
、
第
五
巻
第
六
号
、
大
正
三
年
六
月
、
八
八

l
九
0
頁）

六
、
高 浪

五
、
合 夕

音

第

唱 唱二
： ：部
：弊；

I I 
: : 
： ： : : 
: : 
: i 
花吉本會

丸居

島一長

昌世

秀歌曲員

の

ラ

ン

テ

レ

マ
イ
ア
ー
ベ
ー
ア

ヘ

ユ

―フ

マ

ン
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十
一
、

＋

、

ピ

ア

絃

歌
劇
『
。
フ
ロ
フ
H
ッ
ト
』
中
の
抒
情
調

「
あ
は
れ
吾
子
よ
！
」

フ
ァ
ッ
シ
ン
グ

ス

ア

Jレ

き
獨

シ
ュ
ヴ
ン
グ

ぬ」

卜

井

vヽ

マ ＜
 

ベ
ル
リ
オ
ー
ス

甲

、

雁

の

叫

び

井

英

夫

一
、
合

六
、
ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
猫
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
長

歌
劇
『
カ
ル
メ
ン
』
中
の
ミ
カ
エ
ラ
の
宣
叙
調
と
抒
情
調

七

、

管

架

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

會

舞第

二

部

八
、
絃
架
附
き
合
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
會

「

君

逝

九、

ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ
ン

昌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
通

は
短
調
司
伴
架
中
の
ラ
ル
ゴ
作
品
三
十
七

歌
劇
『
ミ
ニ
ョ
ン
』
中
の
フ
ィ
リ
ー
ナ
の
抒
情
調

曲

ヱ：、

゜
ソ
フ
ラ
ー
ノ
猶
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
永

口

言，ー
ル

デ

‘、ノ甲
、
歌
劇
『
マ
ク
ベ
ス
』
中
の
バ
ン
ク
ヲ
ー
の
抒
情
調

乙
、
歌
劇
『
フ
ア
ウ
ス
ト
の
劫
罰
』
中
の
メ
フ
イ
ス
ト
の
セ
レ
ナ
ー
デ

平ィ

ノ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
弘
田
龍
太
郎

ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ
ン 員

マ
ン 員

坂

好

子

乙

、

獨

逸

贋

懲

の

歌

二
、
オ
ー
ガ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
•
•
]
県

唱

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

會

員

露

西

亜

民

謡

シ

ュ

ル

ツ

曲

吉

丸

l

昌

歌

篠

俊

雄

ソ
ナ
テ
ィ
ー
ネ
い
短
調
作
品
三
十
八
第
三
番

三
、
ギ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ル
ロ
猥
奏
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
·
;
…
·
犬

第

一

部

ラ
イ
ン
ハ
ル
ト

十

八

日
が

代

林

廣

守

マ
イ
ヤ
ー
ベ
ー
ア

‘‘ ン

ャ

ー

十
五
、
合
唱
及
び
管
絃
楽
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
會

甲
、
歌
劇
『
。
フ
ロ
フ
ェ
ッ
ト
』
中
の
戴
冠
式
行
進
曲

乙
、
君

員

卜

マ

部

房

シ

ュ

マ
ン

マ

ン

ソ
ナ
テ
ィ
ー
ネ

い
短
調
作
品
第
三
十
八

三
、
ギ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ル
ロ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
彰

甲
、
に
短
調
司
伴
楽
中
の
ア
ン
ダ
ン
テ

乙
、
歌
劇
『
セ
ザ
ル
バ
』
中
の
間
奏
曲

ゴ
ル
タ
ー
マ
ン

エ
ミ
ー
リ
ヨ

卜
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
森マ

イ
ヤ
ー
ベ
ー
ア

五
、
ピ
ア
ー
ノ
猶
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
高

折

宮

次

JII 

達

子

十
三
、

ピ
ア
ー
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
貫
名
美
名
彦

ソ

ナ

ー

タ

と

短

調

作

品

二

十

ニ

シ

ュ

十
四
、
ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
菌

歌
劇
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
中
の
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
狂
龍
の
抒
情
調

ロ
ン
ド

ノゞ

ツ

ノ‘

第
六
ソ
ナ
ー
タ
中
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
ガ
ブ
ッ
ト
と

四、

田

中

ひ

さ

ピ
イ
ツ
イ

蜂鳥

谷居

っ

龍 な

城

昌

平

野

そ

の

ラ
イ
ン
ハ
ル
ト

十
二
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
齊
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
助
敬
授

佐喜

多

襄
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十
一
、

九、

ソ
ナ
ー
タ
作
品
四
十
二

十
二
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
齊
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
．．．． 
助
敦
授

き

ぬ

曲

歌
劇
『
ユ
ー
デ
ィ
ン
』
中
の
ボ
ロ
ー
ニ
の
小
歌
調

七
、
管

蜂鳥

谷

龍

居

つ

な

佐 喜

野

そ

の

多

襄

卜

マ

ソ
プ
ラ
ー
ノ
涸
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
薗

歌
劇
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
中
の
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
の
狂
胤
の
抒
情
調

部

房

シ
ュ
ー
バ
ー
ト

+
、
ピ
ア
ー
ノ
凋
奏
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
小

泉

ち

か

ヽ

ヴ

ー

ク

ナ

ー

崎

定

之

シ

五
、
ピ
ア
ー
ノ
濶
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
山

ボ
ロ
ネ
ー
ズ
作
品
四
十
第
一
番

習
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
柴

絃
舞第

二

部

八
、
絃
榮
附
き
合
唱
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…會

君

逝

ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ
ン

テ
ノ
ー
ア

獨

唱

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
澤

楽
劇
『
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
』
中
の
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
の
名
宣
り

員

マ
イ
ヤ
ー
ベ
ー
ア

林

（『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
五
巻
第
十
一
号
、
大
正
三
年
十
一
月
、
九
七

l
九
八
頁
）

編
輯
室
よ
り

■十
月
十
七
（
紳
嘗
祭
）
＋
八
（
日
曜
日
）
の
雨
日
學
友
會
主
催
の
悼
兵
大
音
楽
演

奏
會
を
開
く
。
出
征
以
来
絃
に
敷
旬
、
風
浪
と
戦
ひ
、
豪
雨
と
戦
ひ
、
名
朕
す
可
ら
ざ

る
戦
陣
の
榮
苦
を
つ
ぶ
さ
に
嘗
め
て、

皇
國
の
た
め
に
強
敵
と
戦

つ
て
居
る
我
忠
勇
な

る
陸
海
軍
の
勝
士
の
今
日
此
頃
を
思
ふ
と
中
々
一
時
た
り
と
も
ぢ
つ
と
し
て
は
居
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
大
方
の
皆
様
方
の
御
援
助
を
仰
い
で
盛
ん
な
音
楽
會
を
開
き
、
其
牧

入
を
陸
海
軍

へ
獣
上
し
た
い
と
思
ひ
立
ち
ま
し
た
。

■幸
ひ
會
員

一
同
非
常
な
熱
心
を
以
つ
て
事
に
嘗

つ
て
呉
れ
ま
す
の
で
其
上
世
の
中

の
皆
様
方
の
御
賛
成
を
得
ま
し
た
な
ら
ば
大
正
三
年
第
一
の
盛
大
な
演
奏
會
と
な
ら
う

か
と
思
ひ
ま
す
。
出
演
者
は
今
の
と
こ
ろ
我
邦
の
西
洋
音
楽
界
の
中
堅
を
成
し
て
居
る

青
批
楽
家
、
新
進
の
唱
ひ
手
の
殆
ん
ど
全
部
で
、
何
れ
も
熱
心
に
出
演
を
承
諾
し
て
下

す
っ
た
の
で
す
か
ら
其
成
蹟
も
醸
つ
て
美
事
な
も
の
で
あ
ら
う
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

(『
昔
榮
』
＇
會

、
第
五
巻
第
十
号
、
大
正
三
年
十
月
、
八
八
頁
）

廣

守

‘‘ ン

ヤ

ー

マ

ン
員

甲、

王

員

架
•
…
•
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
會

シ
ュ
ー
バ
ー
ト

ア

レ

ギ

シ
ュ
テ
ン
ド
ヘ
ン

乙、

魔

十
五
、
合
唱
及
び
管
絃
榮
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
會

甲
、
歌
劇
『
豫
言
者
』
中
戴
冠
式
進
行
曲

乙

、

君

代

ケ

シ
ュ
ー
バ
ー
ト

六、

ノミ

ス

獨

田

知

常

十
四
、

橋

榮

吉

第 1部

ヨ

ノミ

ン

ピ
ア
ー
ノ

獨
奏

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
川
久
保
美
須
々

ス

ケ

ル

ツ

ォ

ー

作

品

五

十

四

シ

テ
ノ
ー
ア
獨

唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
船

ヨ

ノぐ

ン

口

節

十
三
、

歌
劇
『
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
』
中
の
ア
ガ
ー
タ
の
小
歌
調

ヱ

ノゞ

ロ
ン
ド

ノゞ

ツ

ノ‘

明治 ・大正篇

四、

゜
ソ
フ
ラ
ー
ノ
獲
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
渡

部

銑

第
三
司
伴
渠
中
の
ア
ン
ダ
ン
テ

ゴ
ル
ダ
ー
マ
ン

第
六
ソ
ナ
ー
タ
中
の
。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
ガ
ブ
ッ
ト
と

田

中

ひ

さ
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東
京
音
楽
學
校
悼
兵
―
音
楽
會
評

高

折

生

一
合
唱
甲
「
雁
の
叫
び
」
の
原
曲
は
欧
米
人
は
勿
論
一
度
向
ふ
に
遊
ん
だ
人
な
ら
誰

知
ら
ぬ
者
な
き
最
も
名
高
き
露
國
民
謡
、
驚
い
た
事
に
は
テ
ン
ボ
ー
も
ア
ク
セ
ン
ト
も

全
く
日
本
製
で
原
曲
形
な
し
乙
ペ
ツ
オ
ル
ド
夫
人
を
前
に
於
て
獨
逸
征
伐
の
歌
は
謎
分

手
厳
か
っ
た
口
巧
拙
は
前
問
題
と
し
て
い
く
ら
東
京
で
も
最
早
リ
ー
ド
オ
ー
ガ
ン
獨
奏

で
も
あ
る
ま
い
。
国
影
城
氏
の
チ
ェ
ル
ロ
は
初
舞
豪
だ
け
に
非
常
に
員
面
目
で
あ

っ
た

の
は
嬉
し
い
、
け
れ
ど
も
危
く
て
／
＼
外
れ
通
し
、
夫
で
始
め
か
ら
調
子
が
合
っ
て
い

な
い
な
ど
は
今
後
大
に
注
意
を
要
す
る
。
四
森
川
鍛
の
ア
ル
ト
獨
唱
は
テ
ン
ボ
も
何
も

出
鱈
目
国
高
折
氏
の
ビ
ア
ノ
獨
奏
昔
調
練
て
に
つ
い
て
は
申
分
な
し
、

最
少
表
情
に
注

意
し
た
ら
非
常
に
有
望
因
長
坂
娯
の
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
誠
に
結
構
出
囚
曲
は
い
づ
れ
も
上

出
来
な
れ
ど
統
一
を
映
い
て
を
る
因
樋
口
氏
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
バ
ス
の
ソ
ロ
に
は

昔
量
は
絶
劉
的
必
要
で
あ
る
と
い
ふ
事
田
弘
田
氏
の
ピ
ア
ノ
、
コ
ン
セ
ル
ト
は
餘
り
上

出
来
で
な
い

5
永
井
嬢
の
ソ
。
フ
ラ
ノ
は
嘗
日
一
等
の
出
来
、
但
し
あ
の
伴
奏
で
は
い
か

に
も
お
氣
毒
様
g
ぁ
の
諸
大
家
が
揃
つ
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
齊
奏
と
は
餘
り
趣
好
が
な
さ

過
ぎ
る
g
貫
名
氏
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
可
も
な
く
不
可
も
な
し
⑮
薗
部
嬢
の
ソ
。
フ
ラ
ノ
の
態

度
、
表
情
園
熟
の
境
に
達
し
て
申
分
な
し
、
た
ゞ
熱
情
に
峡
乏
せ
る
は
病
後
の
為
か
、

否
ら
ざ
れ
ば
咽
喉
の
過
榮
で
あ
ら
ふ
。
最
少
咽
喉
を
大
切
に
し
て
戴
き
た
い
。
こ
れ
で

私
も
日
本
の
音
楽
會
も
暫
ら
く
聞
か
れ
な
い
サ
ヨ
ナ
ラ
ー

（
『
昔
榮
界
』
第
一
五
七
号
、
大
正
三
年
十
一
月
、
六
四
頁
）

悼
兵
音
楽
會
評

去
月
十
七
日
午
後
二
時
よ
り
上
野
音
楽
學
校
に
於
て
悼
兵
音
楽
會
が
開
催
さ
れ
た
、

正
午
頃
か
ら
早
く
も
敷
多
の
紳
士
淑
女
が
稗
々
と
押
し
よ
せ
定
刻
に
は
立
錐
の
餘
地

も
な
い
位
で
あ
っ
た
、

書
目
は
全
部
十
五
、
一
、
雁
の
叫
び
も
獨
逸
贋
懲
も
無
難
。

二、●
員
篠
氏
の
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
は
上
出
来
で
あ
っ
た
一
年
生
の
同
氏
が
斯
く
も
公
開
の

席
上
で
や
っ
て
の
け
た
の
は
将
来
大
に
嘱
望
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
三
、
彰
城
氏
の
セ

ロ
獨
奏
山
田
耕
作
氏
の
作
曲
に
没
頭
さ
れ
し
以
来
久
し
く
耳
に
し
な
か
っ
た
セ
ロ
の

獨
奏
を
聞
い
て
轄
た
快
感
を
禁
ず
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
其
演
奏
振
り
も
大
に
冴
え
て

居
っ
た
。
四
、

●
森
川
譲
の
ア
ル
ト
獨
唱
本
曲
は
マ
イ
ヤ
ベ
ー
ヤ
の
。
フ
ロ
フ
ェ
ッ
ト
中
の
フ
イ
デ
ス

抒
情
調
で
娯
が
婉
轄
玉
を
こ
ろ
ば
す
が
如
き
抑
揚
と
豊
富
な
る
竪
量
と
は
歌
の
員
味
を

疲
揮
す
る
に
奎
も
遺
憾
は
な
か
っ
た
。
五
、

●
高
折
氏
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
氏
が
従
来
各
所
の
演
奏
會
で
現
は
し
た
手
腕
を
知
つ
て
居

る
も
の
は
今
日
の
功
を
豫
期
し
て
居
つ
た
あ
の
シ
ュ
ー
マ
ン
の
難
曲
を
餘
り
大
き
く
も

な
い
手
で
よ
く
も
弾
き
こ
な
し
た
も
の
だ
要
す
る
に
敷
知
れ
ぬ
豫
習
の
苦
心
が
氏
を
し

て
倍
々
圃
熟
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
六
、

、
、
、
、
、

●
長
坂
嬢
の
ソ
。
フ
ラ
ノ
の
獨
唱
日
本
人
の
ソ
。
フ
ラ
ノ
は
欧
洲
人
と
は
違
っ
て
人
知
れ

ぬ
天
然
の
苦
心
が
あ
る
。
に
も
係
ら
ず
譲
が
あ
の
落
つ
い
た
而
し
て
誠
賞
な
態
度
で
華

か
に
餘
裕
を
残
し
て
聴
衆
の
耳
を
そ
れ
へ
引
付
け
た
唱
振
り
は
感
嘆
の
外
は
な
い
。

九、●
樋
口
氏
の
バ
ス
獨
唱
い
つ
聴
い
て
も
感
じ
の
よ
い
の
は
氏
の
獨
唱
で
あ
る
音
葦
の

豊
富
な
そ
し
て
音
色
の
美
し
い
の
は
確
か
に
第
一
位
の
歌
手
で
あ
る
あ
の
小
さ
な
身
か

ら
ど
う
し
て
あ
ん
な
磐
が
出
た
か
と
思
は
れ
る
位
で
あ
る
。
十
、

●
弘
田
氏
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
氏
は
既
に
定
評
あ
る
名
手
で
あ
る
今
日
は
特
に
睛
の
場

慮
で
も
な
い
と
思
つ
て
聞
い
た
せ
い
か
賓
に
落
つ
い
た
も
の
だ
而
し
て
あ
の
む
ら
の

な
い
美
し
い
弾
方
は
何
ん
と
な
く
自
然
と
聘
衆
の
目
を
つ
ぶ
ら
し
て
興
奮
さ
せ
た
。

十
一
、

●
永
井
嬢
の
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
廿
い
氣
持
の
よ
い
竪
で
何
の
苦
も
な
く
唱
は
れ
た
虐
は

敬
服
の
外
は
な
い
大
に
将
来
の
あ
る
歌
手
で
あ
る
。
十
三
、

●
貫
名
氏
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
ピ
ア
ノ
は
質
に
氏
の
性
格
に
合
っ
て
居
る
と
で
も
云
ふ
の

か
氏
が
小
身
に
肖
ず
ピ
ア
ノ
を
思
ふ
存
分
に
働
ら
か
せ
る
如
何
な
る
大
曲
で
も
氏
の
前

に
は
消
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
今
日
の
演
奏
振
も
｛
是
に
美
事
で
あ
っ
た
シ
ュ
ー
マ
ン
の
大

曲
を
か
く
ま
で
に
奏
さ
れ
た
の
は
上
野
の
先
輩
に
も
一
寸
あ
る
ま
い
。
十
四
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

●
薗
部
娯
の
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
嬢
は
ど
こ
と
な
く
舞
豪
の
人
ら
し
い
程
手
腕
が
進
ん
で

居
る
や
う
な
氣
分
が
す
る
特
に
今
日
の
題
目
の
選
び
方
が
丁
度
適
賞
し
て
居
つ
た
オ
フ

イ
リ
ヤ
狂
員
の
抒
情
調
何
ん
と
も
云
へ
ぬ
出
来
榮
で
あ
っ
た
矢
張
白
眉
で
あ
る
。
（
終
）
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大
正
三
年
十
一
月
二
十
八
日
、

秋
季
大
演
奏
會

満
堂
妙
楽
に
酔
ふ

二
九
日

（
『
月
刊
榮
譜
』
第
三
巻
第
十
一
号
、
大
正
三
年
十
一
月
、
二
六
ー
ニ
七
頁
）

-

l

九
l

l

二

0
頁）

滑
稽
な
る
『
猫
逸
贋
懲
の
歌
』

十
月
十
七
八
日
の
雨
日
、

音
楽
學
校
に
於
て
、
悼
兵
―
音
楽
演
奏
會
が
開
催
さ
れ
た。

そ
の
な
か
に
、
『
獨
逸
贋
懲
の
歌
』
と
い
ふ
合
唱
が
あ
っ
た
。
恨
令
悼
兵
―
音
楽
會
と
い
ふ

名
義
は
ど
う
あ
れ
、
猿
逸
音
楽
寓
能
の
該
―
音
楽
學
校
に
し
て
、
か
A

る
『
獨
逸
贋
懲
』

を
公
然
合
唱
す
る
に
到
つ
て
は
、
其
間
、
多
少
の
矛
盾
を
感
じ
な
い
繹
に
は
行
か
な
か

っ
た
。
然
も
、
自
分
を
し
て
、
豫
期
以
上
の
噴
飯
を
敢
て
せ
し
め
て
了
っ
た
の
は
、
こ

の
『
蜀
逸
贋
懲
の
歌
』
の
原
曲
は
、
人
も
あ
ら
う
に
、
贋
懲
す
べ
き
劉
手
國
の
作
曲
者

ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ル
ツ
で
あ
る
と
い
ふ
事
賞
で
あ
る
。
自
分
は
、
尚
、
過
度
の
自
制
を
以

て
、
か
A

る
事
賓
が
惹
起
す
る
皮
肉
感
を
抑
へ
つ
け
る
に
し
て
も
、

更
に
、
自
分
を
笑

は
し
め
た
一
事
が
残
る
。
そ
れ
は
、
原
曲
が
、
如
何
な
る
貼
に
於
て
、
『
贋
懲
』
を
意

味
す
る
憤
憑
、
激
情
、
進
撃
、
打
破
の
意
味
を
有
す
る
や
で
あ
る
。
原
曲
は
、
『
歳
の

ふ
さ

終
り
』
を
歌
へ
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
旋
律
は
、
か
A

る
標
題
に
適
は
し
き
感
情
を
表

、
、
、
、
、

示
し
て
ゐ
る
、
自
分
は
、
此
黙
に
於
て
、
作
歌
者
と
そ
の
周
園
と
の
藝
術
的
無
識
を
感

じ
る
こ
と
切
で
あ
る
。
而
し
て
、
他
方
の
貼
に
於
て
、
獨
逸
＿
音
楽
寓
能
の
該
校
が
、
徒

ら
に
時
事
政
策
上
、
附
燒
匁
た
る
『
獨
逸
腐
懲
の
歌
』
を
合
唱
せ
し
む
る
そ
の
浮
薄
な

る
愛
嬌
を
ば
、
唾
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

思
へ
。
獨
人
の
作
曲
に
し
て
、
『
歳
の
終
り
』
を
歌
へ
る
も
の
を
ば
移
し
来
り
、
こ

れ
に
附
す
る
に
『
獨
逸
贋
懲
の
歌
』
を
以
て
す
。
世
に
、
し
か
く
、
滑
稽
な
る
、
無
識

な
る
、
附
燒
刃
あ
ら
ん
や

自
分
は
。
獨
逸
敗
戦
の
影
響
が
、
こ
の
古
き
官
立
＿
音
楽
學
校
に
如
何
に
及
ぶ
べ
き
か

を
、
人
一
倍
の
興
味
を
以
て
見
る
つ
も
り
で
あ
る
。

（
『
帝
國
文
學
』
第
二
十
巻
第
十
一
号
、
大
正
三
年
十
一
月
、

学
友
会
秋
季
演
奏
会

征
葉
も
ゆ
る
上
野
公
園
東
京
―
音
楽
學
校
に
於
て
二
十
八
日
秋
季
大
演
奏
會
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
例
の
如
く
敷
多
の
紳
士
淑
女
ひ
し
／
＼
と
つ
め
か
け
定
刻
午
後
一
時
半
に

は
會
場
満
員
立
錐
の
隙
も
な

い
有
様
、
や
が
て
う
ち
つ
ゞ
＜

妙
架
に
蕩
然
と
酔
は
さ
れ
る
の
で
し
た
。
一
、
合
唱
「
冬
の
野
の
黄
昏
」
と
「
タ

の
疇
」
は
樋
口
信
平
氏
の
指
揮
の
下
に
無
難
に
う
た
は
れ
ま
し
た
。
二
、
ピ
ア
ノ
獨

奏
、
モ
ザ
ー
ト
の
ソ
ナ
タ
作
品
は
室
岡
清
枝
嬢
に
よ
っ
て
非
常
に
精
練
さ
れ
た
テ
ヒ
ニ

ッ
ク
を
も
つ
て
見
事
に
演
奏
さ
れ
ま
し
た
、

嬢
の
藝
術
は
た
し
か
に
将
来
が
あ
り
ま
す
。
三
、
二
重
唱
、
普
通
の
出
来
で
あ

る
が
、
高
昔
部
が
少
し
く
調
子
が
下
り
氣
味
と
思
は
れ
る
虜
が
時
々
あ
り
ま
し
た
。

四
、
ビ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
、
萩
原
正
彦
氏
に
よ
っ
て
感
じ
好
＜
奏
せ
ら
れ
ま
し
た
。
六
、

三
重
唱
、
オ
ペ
ラ
「
カ
ル
メ
ン
」
中
の
三
重
唱
で
、
渡
邊
、
山
下
、
森
川
の
三
嬢
が
無

難
に
や
り
通
さ
れ
。
七
、
谷
村
な
っ
子
嬢
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
は
淑
や
か
に

感
じ
の
よ
い
出
来
榮
で
し
た
。
十
一
、
ノ
ク
タ
ー
ン
、
揺
落
は
弘
田
龍
太
郎
氏

病
氣
の
た
め
止
め
と
な
り
聘
衆
を
落
腑
さ
せ
ま
し
た
。
十
三
、
十
四
無
難
に
過
ぎ
、
五

時
閉
會
（
和
子
）

（
『
讃
賣
新
聞
』
大
正
三
年
十
一
月
二
九
日
）

楽

壇

雑

感

十
一
月
廿
九
日
に
、

音
楽
學
校
學
友
會
主
催
の
演
奏
會
が
あ
っ

た
。
嘗
日
の
曲
目
の

フ
ワ
ン
タ
ジ
イ
ス
チ
ュ
ッ
ケ

な
か
で
、
シ
ュ
ー
マ
ン
の
ピ
ア
／
曲
で
『
幻
想
曲
集
作
品
十
二
』
が
、
谷
村
ナ
ツ
と

い
ふ
人
に
演
奏
さ
れ
た
。
自
分
は
、
演
奏
に
つ
い
て
は
云
為
す
べ
き
必
要

を

見
な
い

が
、
そ
の
原
曲
は
、
深
く
自
分
の
心
を
ば
魅
し
た
。
一
口
に
、
自
分
逹
は
、
シ
ュ
ウ
マ
ン

は
ロ
マ
ン
チ
シ
ス
ト
だ
と
言
ふ
。
併
し
そ
う
は
い
ふ
も
の
A

、
シ
ュ
ウ
マ
ン
は
、
賓
に

近
代
的
な
憂
愁
が
あ
っ
て
こ
れ
が
彼
の
楽
風
を
ば
極
め
て
自
分
等
に
懐
か
し
い
も
の
た

ら
し
め
る
こ
と
を
感
じ
る
。
自
分
は
、
比
較
的
有
名
で
あ
る
に
か
A

は
ら
ず
、
初
め
て

耳
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
の
幻
想
曲
を
、
今
、
顛
へ
る
心
で
思
ひ
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
曲
の
な
か
に
は
、
夜
の
な
か
に
編
り
騒
ぐ
畑
霧
の
や
う
な
悲
哀
が
あ
る
。
静

か
な
夜
の
な
か
に
顛
動
し
て
ゐ
る
葦
の
葉
の
や
う
な
わ
な
な
き
が
あ
る
。
静
か
に
し

て
、
し
か
も
奥
深
く
啜
り
泣
け
る
墜
が
、
こ
の
幻
想
曲
で
あ
る
。
自
分
は
、
い
つ
か
讀
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大
正
四
年
二
月
十
三
日

一
、
男
盤
合
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
會

歌
劇
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
中
の
兵
士
の
合
唱

l、
女
盤
二
重
唱
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
{

[
田
田
ち
づ

グ

J
 

ゑ琴 員

／
ク
チ
ュ
ル
ヌ

ん
だ
マ
シ
ュ
ウ
・
ド
・
ノ
ア
イ
ユ
夫
人
の
『
夜

曲

』

と

題
し
た
詩
の
こ
と
を
思
ひ
だ

す
。
そ
の
詩
は
、
シ
ュ
ウ
マ
ン
の
悲
し
い
夜
の
心
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

詩
に
歌
つ
て
あ
る
や
う
な
感
じ
が
、
あ
の
幻
想
の
曲
奏
に
よ
っ
て
自
分
に
も
湧
い
て
き

た
。
自
分
は
あ
の
日
の
演
奏
曲
目
の
う
ち
で
、
こ
れ
を
特
に
思
ひ
出
す
の
は
、
演
奏
の

巧
拙
以
外
の
理
由
か
ら
で
あ
る
が
、
な
ほ
且
演
奏
者
の
静
か
に
謹
し
や
か
な
演
奏
振
に

も
、
自
分
の
感
謝
を
捧
げ
て
置
き
た
く
思
ふ
。

常
日
、
川
久
保
美
須
々
女
史
は
、
佐
野
そ
の
女
史
と
、
グ
リ
ー
ヒ
の
『
ソ
ナ
ー
タ
、

ヘ
長
調
作
品
八
』
を
演
奏
し
た
。
自
分
は
、
期
待
を
梢
々
大
き
く
持
つ
て
ゐ
た
だ
け

に
、
失
望
し
た
。
こ
の
演
奏
の
印
象
は
、
か
な
り
薄
く
且
つ
弛
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
や

う
に
思
ふ
。
グ
リ
ー
ヒ
が
、
か
う
し
た
風
に
演
奏
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
は
、
自
分
は
信

ム
ジ
ー
ク
ガ
イ
ス
ト

じ
な
い
。
グ
リ
ー
ヒ
の
音
楽
的
精
稗
は
、
か
の
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
ー
ク

の
所
謂
『
鋼

鐵
の
針
金
の
如
く
鋭
く
堅
く
』
し
て
、
そ
の
生
國
の

ノ
ー
ル
ウ
エ
ー
を
思
は
せ

る
明

晰
に
し
て
然
も
苦
澁
、
澄
徹
に
し
て
然
も
寒
冷
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
ふ
。
凍
れ
る

情
熱
の
焙
か
、
若
し
く
は
、
雪
の
上
に
礫
け
る
太
陽
の
明
輝
を
思
は
せ
る
藝
術
で
あ

る。

一
三
五
頁
）

二
女
史
の
演
奏
振
り
は
、
全
く
、
こ
の
豫
期
を
裏
切

っ
て
ゐ
た
や
う
に
思
ふ
。
兎
も

角
、
グ
リ
ー
ヒ
に
限
ら
ず
、
如
何
な
る
作
曲
者
の
製
作
に
つ
い
て
も
、
手
法
を
忠
質
に

ガ
イ
ス
ト

學
ぶ
以
上
に
そ
の
作
者
の
精
誹
を
掴
ま
な
け
れ
ば
、
何
に
も
な
ら
な
い
。

（
『
帝
國
文
學
』
第
二
十
一
巻
第
一
号
、
大
正
四
年
一
月
、

学
友
会
第
十
二
回
土
曜
演
奏
会

■二
月
十
三
日
午
後
二
時
よ
り
學
友
會
第
十
二
回
土
曜
演
奏
會
を
開
催
せ

り
。
曲
目
及
び
出
演
者
は
左
の
如
し
。

乙
、
さ
す
ら
ひ
人
の
夜
の
歌

小
司
伴
架
、
作
品
三
十
一
、
（
第
二
架
章
）

七、八
、
女
盤
合
唱
…
…
•
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
·
會

架
劇
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
中
の
若
き
巡
證
の
合
唱

九
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
荒

乙
、
ガ
プ
ッ
ト

+
、
ピ
ア
ー
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
足

ソ
ナ
ー
タ
、
作
品
ニ

十
一
、

バ
ス
猫
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
柴

甲
、
歌
劇
『
フ
ィ
ー
ガ
ロ
の
結
婚
』
中
の
フ
ィ
ガ
ロ
の
抒
情
調

甲
、
サ
ラ
バ
ン
ド

ア
ー
‘
ヱ

甲、

マ
リ
ー
ア

イ
短
調
、
作
品
四
十
六

ユ
ー
バ
ー
ア
イ
ン

ヴ
ィ
オ
リ
ン
助
奏

田

知

常

ヘ
ン
デ
ル
ー
ブ
ル
メ
ス
タ
ー

メ
ユ
ー
ル
ー
ブ
ル
メ
ス
タ
ー

ク
レ
メ
ン
テ
ィ

モ
ツ
ァ
ー
ル
ト

ヴ

立

ふ

さ

木

得 ク

ナ

ー 員

ゞ
ツ
ヽ
ー
グ
ー
ノ
ー

ノ

ノ 田

中

シ
ュ
テ
ィ
ュ
ン
ド
ラ
イ
ン

久

゜
ソ
フ
ラ
ー
ノ
狽
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
：
・
・
・
渡

邊

銑

‘‘ ン

ツ

卜

中

g丑
主
口
2

ヱ

ノゞ

上

は

る

ヂ
ェ
ー
、

井

英

夫

三
、
ピ
ア
ー
ノ
猜
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
鈴

甲
、
夜
の
曲
、
愛
イ
長
調

乙
、
夜
の
曲
、
愛
ホ
長
調

四
、
ギ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ル
ロ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
犬

小
司
伴
楽
、

五
、
ピ
ア
ー
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
井

光
耀
旋
轄
曲
、
作
品
六
十
二

六
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
田

フ フ

ィ

レ
ド

J
 

イ

レ
ド

J
 

木

采

ヽ

イ
ー

ラ
ッ
セ
ン

ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

ク
レ
ン
ゲ
ル
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卒
業
證
書
授
奥
式

報

告

卒
業
證
書
授
呉

校

長

告

僻

文

部

大

臣

訊

辮

卒
業
生
穂
代
謝
辮

(

1

)

 

卒
業
式

乙
、
歌
劇
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
中
の
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
の
セ
レ
ネ
ー
ド

十
二
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
井

司
伴
楽
、
第
八
番
、
（
第
一
榮
章
）

十
三
、
ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
獨
唱
…
…
…
…
•
…
…
•
…
…
…
…
…
・
・
・
・
長

(

1

)

 

歌
劇
『
捷
利
者
』
中
の
シ
メ
ー
ヌ
の
宣
叙
調
と
抒
情
調
マ

十
四
、
合
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
會

『
郷
愁
』
（
ゾ
ー

『
君
ケ
代
』

林

（『
l

音
楽
』
胆
子
友
會
、
第
六
巻
第
三
号
、
大
正
四
年
三
月
、
六
ニ
ー
六
三
頁
）

『
捷
利
者
』
は
『
ル
11

シ
ッ
ド
』
。

大
正
四
年
三
月
二
十
五
日

大
正
四
年
三
月
廿
五
日
（
木
曜
日
）
午
後
二
時

卒
業
證
書
授
呉
式
順
序

ワ
イ
ト
）

ヽ

イ
ー

東
京
一
音
楽
學
校

エ
ス
、

廣

守

エ
ン
ゲ
ル
ス
ベ
ル
ヒ

井

) I I 

富

子

ク

リ

ゼ

撰

修

田

中

ひ

さ

ブ

ル

ッ

フ

作

曲

ィ
、
相
聞
の
曲
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
附
き
）
…
…
｛
吉
田
一
昌
作
歌

七
、
合

と
長
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
第
二
十
三
番
）
•
…
…
•
•山

二
、
三
部
聯
唱
…
…
…
…
…
…
…
筐
架
部
卒
業
生

｛
森渡

歌
劇
「
カ
ル
メ
ン
」
中
の
三
部
聯
唱
曲
…
…
…

三
、
オ
ル
ガ
ン
猫
奏

…
…
…
甲
種
師
範
科
卒
業
生

四
、
ヴ
ォ
ロ
ン
チ
ェ
ッ
ロ
獨
奏

…
器
楽
部
卒
業
生

......... 

ほ
短
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
中
の
セ
レ

ナ
タ

（
作
品
三
十
四
）

五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
…
…
…
｛
甲
種
師
範
科
卒
業
生

及
ピ
ア
ノ

器
楽
部
卒
業
生

ろ
短
調
ソ
ナ
タ
（
第
一
番
作
品
三
十
六
）
…
…
…
カ
ル
ク
ー
エ
レ
ー
ア
ト
作
曲

原

正

彦
ナ

ー

作

曲

ヘ
長
調
ソ
ナ
タ
（
第
五
番
作
品
二
十
四
）
…
…
…
…

應
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
…
…
研
究
生

ロ
、
子
守
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
涸
奏

…
…
…
器
楽
部
卒
業
生

第

部

ア
ン
。
フ
ロ
ン
。
フ
テ
ュ
（
第
一
番
作
品
九
十
）

六
、
ピ
ア
ノ
涸
奏

…
…
…
…
…
…
器
楽
部
卒
業
生

菅

シ

ュ

ー

ベ

ア

ト

作

曲

菅

原

盆

三

宮

次

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

高闘

折根

リ

ン

ド

萩 白

坂

r
r
ヽ

イ

員

ビ

ゼ

作

曲

ッ

ス

ネ

ー

ロ グ

坂

好

子

川下
邊

達テ

銑子イ

ノ

ド

川

富

子

部

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
器
榮
部
卒
業
生

第 演

奏

曲

目

ヴ

ィ

オ

ッ

テ

ィ

作

曲

齋

藤

リ

ヒ

ア

ル

ド
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Graduation Exercises 
of the 

TOKYO ACADEMY OF MUSIC 

UYENO PARK 

Thursday, March 25th, Taisho 4. 
2 P.M. 

PROGRAM 

I. Report. 
II. Presentation of Diplomas. 

III. Address to the Graduating Class by the Director. 

IV. Address by His Excellency Hogakuhakushi Ichiki, 

Minister of State for Education. 

V. Response by the Representative of the Graduating 

Class. 

PART I. 

1. Concerto for Violin (No. 23, G Major.)……Viotti. 
Mr. Saito. 

2. Terzetto from the Opera,,Carmen." …••…… .Bizet. 
Miss Yamashita, Miss Morikawa and 
Miss Watanabe. 

3. Sonata for Harmonium (No. 1, B Minor, 
Op. 36.)................................................ Karg-Elert. 

Miss Shirasaka. 
4. Serenata from the Concerto (E Minor, 

Op. 34.)................................................ Lindner. 
Mr. Hagiwara. 

5. Sonata for Violin and Piano (No. 5, 
F Major, Op. 24.)................................. Beethoven. 

Mr. Sekine and Mr. Takaori. 
6. Impromptu for Piano (No. 1, Op. 90.)………Schubert. 

Miss Sugawara. 

PART II. 

7. Choruses: 
a) Siechentrost (with Violin obligate.)…Bruch. 

Violin: Miss Tanaka. 
b) Schlaflied (Folksong.)……arranged by Kriese. 

8. Concerto for Violin (No. 7, A Minor, 
Op. 9.)................................................... Rode. 

Miss Ikawa. 
9. La Jolie de Perth....................................... Bizet. 

Mr. Higuchi. 

(
9
N
6
1
~
Z
1
6
1) 
址
9
1
~
{
{
6
 :
4

J

;

沢

山

米

艇

忌

裟

I
O
V
 



長

唄

す

が

た

か

ゞ

み

せ

き

て

ら

こ

ま

ち

国

姿

の

鏡

開

寺

小

町

（

闘

寺

）

大小三長
味

鼓鼓線唄

望六今芳

月合藤村

太新長孝

佐三十次

吉郎郎郎

（二）

徒］：富
［本

髪ば節

冦 ： ：

風者嘉
、一

麟子線

名名名富

見見見本

崎崎崎

多
得得

霙亨
吋吋

賀齊々豊

河

東

節

す

け

ゆ

か

り

の

え

ど

ざ

く

ら

日

助

六

所

縁

江

戸

櫻

大
正
四
年
五
月
二
十
六
日
邦
楽
会
第
一
回
演
奏
会

大
正
四
年
五
月
二
十
六
日
午
後
六
時
開
會
於
有
架
座

邦

架

會

第

一

回

演

奏

會

曲

目

1
3
.
 

1
2
.
 

l
l
.
 

10.
 

麟子線

山閑山山山

彦室彦彦彦

八秀八千や

重 ま

邦

架

會

C
h
o
r
u
s
e
s
:
 

a
)
B
r
a
ut

l
i

e
d
.
 

}
 

b
)
F
ei
erli

c
h
e
r
 Z
u
g
 z
u
m
 M
i
l
n
st
er
.
 

f
r
o
m
 t
h
e
 O
p
e
r
n
,,L
o
h
e
n
g
ri
n
.̂̂
…

…

…

…

W
a
g
n
e
r
.
 

子翁重代子

F
a
nt
asi
a
 for 
Pi

a
n
o
 (
O

p
.
 

2
8
.)

…

…

…

…

…

…

…

M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
.
 

M
i

ss 
Y
a
m
a
g
u
c
hi

.
 

A
i

r
 d
u
 
Ross

ig

nol•

………………………………

••Masse

. 

M
i

ss 
S
o
n
o
b
e
.
 

C
a
p
ri
cci
o
 brillant
 

for 
Pi

a
n
o
 (
O

p
.
 

2
2
.)

…

…

…

M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
.
 

M
r
.
 Ta

k
a
o
ri

.
 

（
御
一
名
）
特
等
金
一
園
五
十
錢
・
一
等
金
一
園
二
十
錢
・
ニ
等
金
八
十
錢
・
三
等
金
三
十
錢

●
邦
架
會
の
演
奏
會

う

し

ろ

だ

て

東
京
音
楽
學
校
の
後
援
で
、
今
度
新
た
に
設
け
ら
れ
た
邦
楽
會
の
第
一
回
演
奏
會

は
、
廿
六
日
午
後
六
時
か
ら
、
有
楽
座
に
於
て
開
催
さ
れ
た
が
、
何
が
さ
て
現
代
邦
楽

の
大
家
し
か
も
家
元
揃
ひ
の
會
合
で
あ
る
か
ら
、
勿
論
何
れ
―
つ
で
も
ソ
ツ
の
あ
る
の

そ

れ

や

ま

ひ

こ

お

な

じ

く

は
無
い
筈
だ
が
、
夫
で
も
其
日
の
出
来
不
出
来
と
い
ふ
事
は
あ
る
。
山
彦
や
ま
子
、
同

か

ん

し

つ

し

う

を

う

ゆ

か

り

の

千
代
、
同
八
重
。
三
味
線
閑
室
秀
翁
、
山
彦
八
重
子
の
河
東
節
「
助
六
所
縁
江
戸
櫻
」

や

な

ぎ

は

な

は
、
出
来
は
申
分
無
く
「
堤
八
町
風
誘
ふ
め
あ
て
の
柳
花
の
雪
」
の
邊
芝
居
を
見
て
る

囚

隈□長

取§唄

安あ
た

宅：

松喜

上
調
子

三
味
線

杵杵杵吉吉吉

屋屋屋住住住

長和六小小小

三三四四三三

（七）

花／清

雲芦

言`口 ひ

助肩箆
、一

三
味
線

上
調
子

長

唄

清清消清清

元元元元元

吉梅喜桂延

久壽
壽

太太

郎郎郎郎蔵郎郎吉夫郎夫

太

一

中

節

た

か

因

高

さ
ご砂

（
松
の
段
）

上三ワシ
調味
子線キテ

菅都菅菅

野

吟

野野

利序

三中三遊

新

内

節

禰
次
郎
兵
衛
叩
如
ぎ

国

喜

太

八

（
市
子
の
段
）

（
二
十
分
間
休
憩
）

常

磐

津

の

り

あ

ひ

ぶ

ね

ゑ

は

う

ま

ん

ざ

い

四

乗

合

船

恵

方

萬

歳

三
味
線

吾富

妻士

路松

宮加

古賀

太太

夫夫

第 1部

三上三
味調味
線子線

常常常常常常
磐磐磐磐磐磐
津津津津津津

八菊文鳴志文

百三
字渡妻字

兵太太太

八郎衛夫夫夫
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様
な
氣
が
し
た
け
れ
ど
秀
翁
が
酔
つ
て
で
も
居
る
が
如
き
三
味
線
の
弾
方
は
醜
か
つ

た。

i尉

配
‘
炉
虻
叩
釦
言
が
、
三
味
線
同
釦
叩
叡
‘
同
少
賢
の
富
本
麒
た平

如
配
餌
配

者
」
は
、

豊
の
竪
が
震

へ
る
癖
が
あ
る
の
と
、

得
壽

々
の
槃
が
風
邪
で
も
ひ
い
て
ゐ
た

か
一
向
立
た
な
か
っ
た
の
で
、
上
成
績
と
は
云
へ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
上
調
子
の
絲
が

か

は

り

な

ど

切
れ
た
の
を
、
代
三
味
線
の
用
意
も
な
く
、
舞
豪
で
絲
を
直
す
杯
は
不
覺
の
至
り
で
あ

だ
い
ふ
ぁ
．
つ
ま
じ

る
。
富
士
松
加
賀
太
夫
、
三
味
線
吾
妻
路
宮
古
太
夫
の
新
内
節
「
弾
次
喜
太
膝
栗
毛

い

ち

こ

は

こ

も

の

、
、
、
、

（
市
子
の
段
）
」
の
掛
合
は
お
得
意
物
の
事
だ
か
ら
、
雨
人
呼
吸
が
ピ
ッ
タ
リ
と
合
っ
て

し
．つまだ
いふ

な

ると
だい
ふ

面
白
い
事
限
り
な
か
っ
た
。
常
磐
津
文
字
太
夫
、
同
志
妻
太
夫
、
同
鳴
戸
太
夫
。
三
味

や

を

え

ほ

う

ま

ん

ざ

い

線
同
菊
三
郎
、
同
八
百
八
の
常
磐
津
「
乗
合
船
恵
方
寓
歳
」
は
病
中
の
事
と
て
文
字
太

夫
の
竪
衰
へ
た
り
と
雖
も
、
流
石
に
ウ
マ
イ
虜
は
あ
っ
た
。
但
し
全
体
か
ら
云
へ
ば
、

よ
し
む
ら
か
う
じ
ら
う
い
ま
ふ
ぢ
A

や

う

ら

う

が

ふ

油
に
乗
っ
て
居
な
か
っ
た
。
芳
村
孝
次
郎
、
三
味
線
今
藤
長
十
郎
。
小
鼓
六
合
新
三
郎
。

た
さ
き
ち

す
が
た
か
が
み
せ
き
で
ら

大
鼓
望
月
太
佐
吉
の
長
唄
「
姿
の
鏡
闘
寺
小
町
」
は
餘
り
節
を
作
り
過
ぎ
る
傾
き
は
あ

る
け
れ
ど
、
元
来
が
孝
次
郎
の
畑
の
物
だ
か
ら
申
し
分
無
い
出
来
だ
っ
た
。
菅
野
序

いう

り

み

や

こちう

遊
、
同
利
―
―
-
。
三
味
線
都
一
中
、
菅
野
吟
三
の
一
中
節
「
高
砂
（
松
の
段
）
」
も
結
構
゜

き
く
だ
い
ふ

き

ち

た

ら

う

清
元
延
壽
太
夫
、
同
桂
壽
郎
、
同
喜
久
太
夫
。
三
味
線
同
梅
吉
、
同
吉
太
郎
の
清
元

「
花
雲
助
合
肩
」
は
延
壽
の
「
ま
A

よ
な
ア
エ
、
長
持
や
軽
い
、
ャ
ッ
ト
コ
道
心
佛

の
性
か
へ
何
の
こ
っ
た
へ
」
の
邊
か
ら
、
ま
ぜ
こ
ぜ
節
の
慮
々
の
美
昔
軽
妙
に
は
、
満

ざう

場
狂
す
る
程
の
喝
采
で
あ
っ
た
。
吉
住
小
三
郎
、
同
小
三
蔵
、
同
小
四
郎
。
三
味
線
杵

屋
六
四
郎
、
同
和
三
郎
、
同
長
三
郎
の
長
唄
「
隈
取
安
宅
松
」
は
小
三
郎
の
竪
い
つ
も

な
が
ら
尊
い
と
思
っ
た
。
（
賓
水
）

（
『
讀
賣
新
聞
』
大
正
四
年
五
月
二
十
九
日
）

口
邦
楽
會
東
京
―
音
楽
學
校
の
後
援
の
下
に
長
唄
清
元
河
東
一
中
富
本
常
磐
津
新
内

各
家
元
が
狡
企
と
な
り
新
に
組
織
さ
れ
た
邦
楽
會
第
一
回
演
奏
會
は
五
月
廿
六
日
の
晩

古
珍
書
複
刻
家
川
上
邦
世
氏
主
催
の
下
に
有
楽
座
に
開
か
れ
第
一
河
東
節
、
第
二
富
本

節
、
第
三
長
唄
、
第
四
常
磐
津
、
第
五
新
内
節
、
第
六

l

中
節
、
第
七
清
元
、
第
八
長

唄
に
て
出
演
者
は
営
代
各
派
の
代
表
者
を
網
羅
し
非
常
な
る
盛
況
を
呈
し
た
り
。

（『
昔
榮
界
』
第
一
六
五
号
、
大
正
四
年
七
月
、
五
九
ー
六
0
頁）

音

ア
ン
ダ
ン
テ
、
ソ
ス
テ
ヌ
ー
ト

。
フ
レ
ス
ト
（
ス
ケ
ー
ル
ツ
オ
）
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グ
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五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ろ
短
調
ソ
ナ
タ
（
新
作
）

シ

ョ

ル

ツ

ブ

］レ

ッ

フ

作

曲

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏

多

久

寅

モ

ツ

ア

ル

ト

作

曲

三
、
猫
唱
（
管
絃
楽
伴
奏
）

菌

部

ふ

さ

二
、
ピ
ア
ノ
及
管
絃
柴

高

宮

次

イ
、
前
奏

ロ
、
第
一
場

ハ
、
第
二
場

一
、
合
唱
、
聯
唱
及
管
絃
榮

奏

曲

目

三
十
日

ピ
ア
ノ

ワ

グ

ナ

大

正

四

年

五

月

二

十

九

日

、

第

三

十

回

定

期

演

奏

会

大
正
四
年
五
月
三
十
日
（
日
曜
日
）
午
後
二
時
開
會

楽

演
歌
劇
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
の
第
三
幕

婚
儀
曲
の
合
唱

エ
ル
ザ
と
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
の
聯
唱ハ

ン
カ
、
ペ

｛

澤

崎

折

ろ
短
調
力
。
フ
リ
ッ
チ
オ
、
ブ
リ
ル
ア
ン
テ
（
作
品
二
十
二
）

メ

ン

デ

ル

ソ

ー

ン

作

曲

歌
劇
「
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
式
」
中
の
ア
リ
ア

と
短
調
コ
ン
サ
ー
ト
（
作
品
―
―
十
六
）

ア
レ
グ
ロ
、
モ
デ
ラ
ー
ト
（
前
奏
）

ア
ダ
ー
ヂ
オ

パ
ウ
ル
、

ッ
ツ
オ
ル
ド

定

之

ウ
エ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー
作
曲

作

曲

東
京
一
音
楽
學
校
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p ト・→

二
重
合
唱
及
管
絃
架

歌
劇
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
中
の
婚
儀
行
列
の
歌

七
、
管
絃
楽

六、

ア
レ
グ
ロ
、

歌
劇
「
リ
エ
ン
ツ
イ
」
の
序
曲

O
R
C
H
E
S
T
R
A
L
 

た

C
H
O
R
A
L
 

C
O
N
C
E
R
T
 

S
ミ
n
d
a
y
"
M
a
y
3
0t
h
,
 19

1
5
.
 

a

t
 2
 

p.m

.
 

T
o
k
y
o
 A
c
a
d
e
m
y
 of
 

M
u
si
c,
 

U
Y
E
N
O
 P
A
R
K
 

P
r
og
r
a
m
 

C
o
n
d
u
ct
or: Mr•Kron

. 

T
hi
r
d
 
A
ct
 

f
r
o
m
^
'L
o
h
e
ng

ri
n
"
…

…

…

…

…

…

…

W
a
g
n
e
r.
 

a
.
 Prelude
.
 

b•F

irs
t 

S
c
e
n
e-
B
ri
dal 
C
h
o
r
u
s
.
 

c.
 S

e
c
o
n
d
 S
c
e
n
e
|
D
u
et
 :
 

Elsa 
a
n
d
 L
o
h
e
n
g
ri
n
.
 

M
r
s
.
 P

et
zold 
a
n
d
 M

r. 
S
a
w
a
s
a
ki

.
 

C
a
p
ri
c
ci
o
 b
ri
l
l

a
nt
e
 (
O
p
.
 

2

2
,
 

B
 m
i

n
o
r
)
 
for 

P
i

a
n
o
f
o
rt
e
 a
n
d
 O
r
c
h
e
st
ra
…

…

…

…

…

…

M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
.
 

M
r
.
 Ta

k
a
o
ri

.
 

指

揮

者

グ
ス
タ
ー
フ
、

モ
デ
ラ
ー
ト
（
フ
ィ
ナ
ー
レ
）

ク
ロ
ー
ン

ワ

グ

ナ

ワ

グ

ナ

作

曲

作

曲

『
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
』
第
三
幕

ワ
グ
ネ
ル
(

R

i

chard
W
a
g
n
e
r
 1813|1883)
の
歌
劇
に
於
け
る
新
様
式
は

一
時

に
完
成
せ
ら
れ
た
る
に
あ
ら
ず
。
初
作
『
リ
エ
ン
ツ
ィ
』
は
尚
ほ
嘗
時
流
行
せ
る
フ
ラ

ン
ス
大
歌
劇
の
作
風
を
脱
す
る
に
至
ら
ず
。
次
の
『
飛
行
和
聞
人
』
よ
り
『
タ
ン
ホ
イ

ゼ
ル
』
を
経
て
『
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
』
に
至
る
第
二
創
作
期
に
於
て
漸
く
新
機
軸
を
示

し、

最
後
に
『
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
』
以
下
の
諸
作
に
於
て
其
の
理
想
を
完
成
せ

り
。
さ
れ
ば
此
腐
に
奏
す
る
歌
劇
『
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
』
は
過
渡
期
中
の
最
も
園
熟
せ

l

音

楽

演

奏

曲

目

梗

概

第

十

九

一
管
絃
架
、
合
唱
及
び
聯
唱

・ベ ？ p 仝 や

A
ri
a
 w
i
t

h
 O
r
c
h
e
st
r
a
 f
r
o
m
 "
F
i

g

aros 
H
o
c
h
z
ei
t

"
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…

…

…

…
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O
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a
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.

M
i
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S
o
n
o
b
e
.
 

C
o
n
c
e
rt
o
 (
O
p
.
 

2

6
,
 

G
 m
i

n
o
r
)
 
for V
i

oli
n
…

…

…

B
m
`
c
h
.
 

P
r
e
l
u
d
e
|
A
l
l
e
g
r
o
 m
o
d
e
r
at
o
.
 

A
d
ag
i

o・
 

M
r
.
 Oh

n
o
.
 

S
o
n
at
a
 (
B
 m
i

n
o
r
)
 f
o
r
 
P
i

a
n
of
o
rt
e
…

…

…

H
r
e
r
k
m
`
ei
st
e
r.
 

(
f
o

r
 
t

h
e
 1st
 

T
i

m
e
)
 

Allegr
o
.
 

A
n
d
a
nt
e
 sost
e
n
ut
o
.
 

S
c
h
e
r
z
o
-
Prest
o
.
 

Fi
n
a
l
e
|
A
l
l
e
g
r
o
 m
o
d
e
r
at
o
.
 

M
r
.
 Sc

h
o
l
z
.
 

F
e
st
i

v
e
 P
r
o
c
e
s
si
o
n
 t
o
 th
e
 M
o
n
a
st
e
r
y
 

f
r
o
m
 

ょ

'L
o
h
e
ng
ri
n
"
for 
D
o
u
b
l
e
 C
h
o
r
u
s
 a
n
d
 

Orches

tra

……………••………………………

•Wa

g
ner

. 

O
v
e
r
ture t
o
 
"R

ienz

i
' •…………………………

•••Wagner

. 

ワ
グ
ネ
ル
作
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相
次
で
人
耳
を
惹
く
。

こ
れ
に
績
き
て
起
る
優
美
な
る
合
唱
は
雨
人
を
其
の
新
居
に
送
り
来
る
群
衆
の
墜
に

し
て
、
最
も
廣
く
世
人
に
知
ら
る
。

言

可
憐
な
る
次
の
楽
旬
と

曲
柑

聞

ニ

ー

↓

1

~
 

る
作
品
と
い
ふ
べ
く
、
彼
が
獨
得
な
る
導
旋
律
の
使
用
の
如
き
も
此
の
作
に
於
て
初
め

て
著
し
く
な
れ
り
。
導
旋
律
（
L
ei
t

m
ot
i

v

)

と
は
劇
の
全
篇
を
通
じ
て
一
定
の
人
物
動

作
等
に
附
諸
す
る
楽
旬
の
謂
に
し
て
、
例
へ
ば
後
に
示
す
如
く
エ
ル
ザ
と
ロ
ー
エ
ン
グ

リ
ン
と
の
聯
唱
に
於
て
も
屡
々
伴
奏
に
此
の
種
の
旋
律
を
應
用
せ
り
。

本
歌
劇
は
一
八
四
七
年
に
成
り
、
五

0
年
に
リ
ス
ト
に
よ
り
て
初
め
て
ワ
イ
マ
ー
ル

に
演
ぜ
ら
れ
た
り
。
其
の
筋
は
十
三
世
紀
に
於
け
る
獨
逸
の
一
詩
人
が
作
れ
る
叙
事
詩

に
基
く
も
の
に
し
て
、
古
よ
り
獨
逸
に
存
す
る
『
鵠
の
騎
士
』
(
d
e
r
S
c
h
w
a
n
e
n
ri
t
t

e
r
)
 

の
博
説
と
ケ
ル
ト
民
族
の
『
聖
盃
』

(
d
e
r
H
ei
li
g

e
 G
r
a
l
)
の
博
説
と
の
結
合
よ
り
成

れ
り
。
『
聖
盃
』
守
護
の
騎
士
な
る
。
ハ
ル
シ
ー
フ
ァ
ル
の
子
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
は
ア
ー

サ
ー
王
の
命
に
よ
り
、
鵠
に
曳
か
せ
た
る
小
舟
に
乗
り
て
、
ブ
ラ
バ
ン
ト
侯
の
息
女
工

ル
ザ
の
難
を
救
は
ん
が
為
め
に
来
り
、
獨
逸
國
王
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
面
前
に
て
、
其
の

敵
テ
ル
ラ
ム
ン
ド
を
限
伏
し
、
エ
ル
ザ
と
結
婚
せ
し
が
、
其
の
後
エ
ル
ザ
は
堅
き
禁
制

を
破
り
て
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
の
素
性
を
問
糾
し
た
る
よ
り
、
終
に
彼
は
名
乗
を
な
し
た

る
後
、
再
び
鵠
に
乗
り
て
聖
山
に
鱚
れ
り
と
い
ふ
。
ワ
グ
ネ
ル
は
こ
の
物
語
に
自
己
の

創
意
を
加
へ
、
其
の
中
に
純
潔
無
垢
な
る
愛
情
の
俗
界
に
容
れ
ら
れ
ざ
る
意
を
寓
せ
り

と
い
ふ
。

第
三
幕
は
エ
ル
ザ
、
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
の
結
婚
式
の
清
み
た
る
直
ぐ
後
の
事
件
を
表

は
す
も
の
に
し
て
、
其
の
有
名
な
る
前
奏
曲
(
V
o
r
sp
i

el)
は
訳
祭
の
歓
槃
を
描
け
り
。

活
氣
あ
る
次
の
楽
想
と

T
r
e
u
li
c
h
 g
e
fiih
rt

 

zi
e
h
et

 

d
a
hi
n
,
 

W
 
o
 e
u
c
h
 d
e
r
 
S
e
g
e
n
 d
e
r
 L
i

e
b
e
 b
e
w
a
h
r●I

 

Si
eg

r
ei
c
h
e
r
 
M

ut
h
,
 M

i

n
n
eg

e
wi
n
n
 

E
i

nt
 

e
u
c
h
 i
n
 T
r
e
u
e
 z
u
m
 seli
g

st
e
n
 P
a
a
r
.
 (
u
.
 s.
 
w
.)
 

此
の
歌
墜
の
か
す
か
に
消
え
去
る
や
、
残
る
二
人
は
美
し
き
到
話
に
移
り
、
互
に
其

の
幸
幅
な
る
思
を
語
る
。
先
づ
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
の
語
る
時
伴
奏
（
本
演
奏
に
は
ピ
ア

ノ
を
用
ふ
）
に
聞
ゆ
る
次
の
旋
律
は

愛
情
の
旋
律
に
し
て
其
の
次
の
エ
ル
ザ
の
答
も
此
の
旋
律
を
稽
や
愛
形
し
た
る
も
の
に

過
ぎ
ず
。

相
語
る
間
に
エ
ル
ザ
は
親
愛
な
る
夫
を
呼
ぶ
べ
き
名
の
な
き
を
か
こ
ち
て
、
私
か
に

名
を
き
か
せ
よ
と
い
ふ
。
次
の
美
し
き
一
節
は
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
の
答
に
し
て

At

h
m
e
st

 

d
u
 ni
c
ht

 

m
i
t
 

m
i

r
 di
e
 s
窃
s
e
n

D
i
i
f
t

e
?
 

0
:
wi
e
 s
o
 
h
o
l
d
 b
e
r
a
u
s
c
h
e
n
 si
e
 d
e
n
 Si
n
n
 
!
 

G
e
h
ei
m
ni
s
s
v
o
l
 
si
e
 n
a
h
e
n
 d
u
r
c
h
 di
e
 L
i
.
i
f
t

e
,
 

F
r
ag

los g
e
b
'

i

h
r
e
m
 Z
a
u
b
e
r
 i
c
h
 m
i

c
h
 hi
n
.
-
(
u
.
 s.
 w
.)
 

窓
よ
り
通
ふ
芳
香
に
普
へ
て
、
名
を
紅
す
用
な
き
を
敦
ふ
。
さ
れ
ど
エ
ル
ザ
は
尚
ほ
願
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ひ
を
棄
て
ず
。
而
も
伴
奏
に
禁
止
の
導
旋
律
(
V
e
r
b
ot
s
m
ot
i

v
)

の
高
く
響
く
は
心
の

奥
に
良
心
の
尚
ほ
醒
め
た
る
を
示
せ
り

ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
は
次
の
旋
律
に
て
今
一
度

エ
ル
ザ
の
心
を
獲
ん
と
努
む
れ
ど
も

其
の
詞
は
却
て
疑
心
を
養
ふ
基
と
な
る
の
み
。
こ
れ
に
次
ぐ
エ
ル
ザ
の
詞
（
,,Hi
l
f

G
o
tt
,
 

w
a
s
 
m
u
ss 
i

c
h
 
h
i::i
r
e
n
 ?"
)
に
於
て
伴
奏
に
聾
＜
旋
律
は
『
誘
惑
の
導
旋
律
』

(
V
e
r
s
u
c
h
u
n
g
s
m
ot
i

v
)
に
し
て
既
に
第
二
幕
に
出
で
た
る
も
の
な
り
。
今
こ
の
旋
律

の
聞
ゆ
る
は
前
に
奸
婦
オ
ル
ト
ル
ー
ド
の
輿
へ
た
る
疑
惑
が
此
の
時
エ
ル
ザ
の
心
に
む

ら
／
＼
と
起
り
来
れ
る
を
示
す
も
の
に
し
て
、

ワ
グ
ネ
ル
は
此
の
如
き
手
段
に
よ
り
て

人
物
の
言
語
に
表
は
れ
ざ
る
心
情
を
描
く
こ
と
を
得
意
と
せ
り
。

か
く
て
エ
ル
ザ
は
騎
士
の
再
三
止
む
る
を
も
顧
み
ず
、
終
に
其
の
素
性
と
由
来
と
を

問
ふ
。
此
の
瞬
間
テ
ル
ラ
ム
ン
ド
抜
創
し
て
聞
入
し
騎
士
を
殺
さ
ん
と
し
て
却
て
其
の

匁
に
倒
る
。
曲
の
最
後
は
ロ

ー
エ
ン
グ
リ
ン
が
其
の
幸
輻
の
空
し
く
終
れ
る
を
嘆
く
詞

に
て
結
ぶ
。二

ピ
ア
ノ
及
び
管
絃
柴

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作

『
力
。
フ
リ
ッ
チ
ョ
、
ブ
リ
ラ
ン
ト
』

本
曲
（
作
品
二
二
）
は
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン

(
F
.
M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
 1
8
0
9

|
1
8
4
7
)

が

一
八
三
二
年
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
の
作
。
全
閥
と
し
て
ウ
ェ
ー
ベ
ル
の
感
化
の
著
し
き
こ

ァ
ン
ダ
ン
テ

と
は
評
家
の
一
般
に
認
む
る
所
な
り
。
序
開
き
の
緩
徐
調
（
口
短
調
四
分
四
拍
子
）
は

情
調
も
技
巧
も
共
に
ウ
ェ

ー
ベ
ル
の
へ
短
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
に
酷
似
せ
る
の
み
な
ら

ず
、
快
速
調
（
a
ll
e
g
r
o
c
o
n
 
fuo
c
o
)

の
主
想
も
ウ
ェ
ー
ベ
ル
の
悌
を
存
す
。
さ
れ
ど

勿
論
其
の
間
に
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン

の
箇
性
を
見
ざ
る
に
あ
ら
ず
。
殊
に
曲
の
中
頃
に
現

る
A

進
行
曲
風
の
第
二
主
想
に
於
て
然
り
と
す
。
こ
は
長
二
調
の
快
活
優
美
な
る
進
行

に
し
て
善
く
前
の
短
調
の
主
想
と
劉
照
を
な
せ
り
。

三
高
昔
猫
唱
（
管
絃
架
伴
奏
）

モ
ツ
ア
ル
ト
作

歌
劇
『
フ
ィ
ガ
ー
ロ
の
婚
證
』
中
の

レ
シ
タ
テ
ィ
ー
ブ
及
び
ア
リ
ア

此
の
歌
劇
（
初
興
行
一
七
八
六
年
ヴ
ィ
ー
ン
市
）
は
滑
稽
歌
劇
の
模
範
と
呼
ば
る
A

モ
ツ
ァ
ル
ト

(
M
o
z
a
rt

1
7
5
6
-
1
7
9
1
)

傑
作
中
の
一
な
り
。
脚
本
は
ボ
ー
マ
ル
シ

ェ
の
喜
劇
に
基
き
、
ダ
ボ
ン
テ
の
撰
ぶ
所
に
し
て
、
ロ
シ
ニ
の
名
作
『
シ
ヴ
ィ
リ
ア
の

理
髪
師
』
の
績
篇
に
掌
れ
り
。
其
の
筋
は
伯
爵
ア
ル
マ
ヴ
ィ
ー
ヴ
ァ
と
い
ふ
も
の
理
髪

師
フ
ィ
ガ
ー
ロ
の
知
恵
を
借
り
て
令
嬢
ロ
ジ
ー
ナ
を
夫
人
と
し
て
迎
へ
た
る
が
（
以
上

ロ
シ
―
-
)
其
の
後
夫
人
の
侍
女
に
て

フ
ィ
ガ
ー
ロ
と
婚
約
あ
る
ス
ザ
ン
ナ
を
寵
愛
す
る

様
子
の
見
ゆ
る
よ
り
、
夫
人
は
其
の
心
を
翻
へ

し
め
ん
と
苦
心
の
末
終
に
一
策
を
按

じ
、
ス
ザ
ン
ナ
を
し
て
一
夕
庭
園
に
伯
爵
と
會
合
の
約
を
な
さ
し
め
、
賓
は
自
ら
ス
ザ

ン
ナ
と
服
装
を
交
換
し
て
相
共
に
庭
園
に
赴
き
、
伯
爵
を
し
て
前
非
を
後
悔
せ
し
む
と

い
ふ
な
り
。
此
の
間
種
々
の
細
か
き
事
件
に
伴
ひ
て
滑
稽
百
出
す
。
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
音

楽
は
其
の
種
々
な
る
感
情
を
巧
み
に
又
た
美
し
く
描
出
せ
り
。
絃
に
演
ず
る
は
最
後
の

庭
園
の
場
に

て
夫
人
と
侍
女
と
が
夕
暮
に
伯
爵
を
待
ち
受
く
る
時
ス
ザ
ン
ナ
の
歌
ふ
歌

調
に

し
て
全
篇
中
の
秀
逸
に
敷
へ
ら
る
。
（
伴
奏
管
楽
器
の
音
色
も
そ
の
美
趣
を
添
ふ

る
に
輿
て
力
あ
り
）

S
u
s
a
n
n
e
n
s
 R
e
ci
t

at
i

v
 u
n
d
 
Ari

e
.
 

R
e
ci
t

at
i

v
 (
A
l
l
e
g
r
o
 vi
v
a
c
e
 a
s
s
ai
)

 

E
n
d
li
c
h
 n
a
ht

 

si
c
h
 di
e
 St
u
n
d
e
,
 w

o
 ic
h
 di
c
h
,
 o
 G
e
li
e
bt
e
r
 ! 
b
a
l
d
 g
a
n
z
 

b
e
si
t

z
e
n
 
w
e
r
d
e
 !.
A

.

n
g
st
l
i

c
h
e
 S
o
r
g
e
n
 
!
 

e
nt
f
l
i

e
h
et

,
 

w
ei
c
ht

 

a
uf
 
i

m
m
e
r
,
 

s
tor
et
 

ni
c
ht

 

m
e
h
r
 di
e
 F
r
e
u
d
e
 m
ei
n
e
s
 H
e
r
z
e
n
s
 
!
 

H
a
 
!
 

u
m
 m
i

c
h
 h
e
r
 

s
c
h
ei
nt
 

alles 
m
i

r
 s
o
 
h
ei
t

e
r
 :
 He
s
p
e
r
u
s
 bli
c
kt

 

s
o
 
f
r
e
u
n
d
li
c
h
 
s
o
 

fr
e
u
n
d
li
c
h
 a
uf
 

m
ei
n
e
 L
i

e
b
e
 
!
 

K
o
m
m
 d
o
c
h
,
 m

ei
n
 T
r
a
ut
e
r
 ! 

St
i

lle 

d
e
r
 N
a
c
ht

 

b
e
s
c
hi
i
t

zt
 

u
n
s
 
!
 

A
ri
e
 (
A
n
d
a
nt
e
)
 

0
 s
a
u
m
e
 l
a
n
g
e
r
 
ni
c
ht

,
 

geli
e
bt
e
 Se
e
l
e
 ! 

S
e
h
n
s
u
c
ht

voll h
a
r
r
et

 

d
ei
n
e
r
 

hi
e
r
 
di
e
 F
r
e
u
n
di
n
 
!
 

N
o
c
h
 l
e
u
c
ht
et
 

ni
c
ht

 

d
e
s
 
M
o
n
d
e
s
 Silber
fac
k
e
l
,
 

R
u
h
 u
n
d
 F
ri
e
d
e
 h
e
r
r
sc
h
e
n
 au£ 
d
e
n
 F
l
u
r
e
n
.
 D

e
s
 W

e
st
w
i

n
d
s
 S
a
u
s
e
ln 
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a
.
 

ブ

ル

ッ

フ

作

短
卜
調
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
コ
ン
サ
ー
ト

ブ
ル
ッ
フ

(
M
a
x
B
r
u
c
h
 1
8
3
8
|
)

は
獨
逸
ケ
ル
ン
の
人
、
幼
よ
り
作
曲
を
好
み
、

十
四
歳
に
し
て
巳
に
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
を
公
表
せ
り
と
い
ふ
。
一
八
九
一
年
よ
り
伯
林
王

立
音
楽
院
の
作
曲
部
長
と
な
り
し
が
最
近
は
職
を
退
き
て
伯
林
附
近
フ
リ
ー
デ
ナ
ウ
に

餘
生
を
送
れ
り
。
彼
の
作
中
、
最
も
楽
界
に
珍
重
せ
ら
る
A

は
管
絃
楽
を
附
し
た
る
合

唱
曲
な
る
こ
と
疑
な
き
も
、
其
の
他
、
器
楽
の
方
面
に
も
傑
作
と
見
る
べ
き
も
の
少
か

ら
ず
。
殊
に
絃
に
奏
す
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
作
品
二
六
は
有
ゆ
る
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
家
に
賞
美
せ
ら
る
。

五
ピ
ア
ノ
獨
奏

ウ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
作

ロ
短
調
ソ
ナ
ー
タ

本
校
敦
師
ウ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル

(
H
.
W
e
r
k
m
ei
st
er)
の
新
作
な
り
。
全
篇
は
四

章
に
分
れ
、
第
一
と
第
四
と
を
最
も
重
要
と
す
。

グ

ロ

第
一
章
の
快
速
調
は
次
の
雨
面
的
主
想
を
以
て
始
る

D
a
s
 d
op
p

elsei
t
i
g

e
 T
h
e
m
a
 d
e
s
 I. 
S
at
zes 
(
A
l
l
eg
r
o
)
 

こ
の
主
想
は
第

一
章
全
部
を
通
じ
て
緯
と
な
り
、
或
は
短
縮
延
長
半
切
せ
ら
れ
、
或
は

重
複
し
て
劉
位
法
的
に
取
扱
は
る
。
（
殊
に
『
開
展
』
部
に
於
て
然
り
と
す
）

b
 

r―---2 、-、.

四

u
n
d
 d
e
s
 
B
a
c
h
e
s
 R
i

eseln 
st
i

m
m
e
 
j

e
d
e
 N
e
r
v
e
 z
u
r
 
E
nt
ziickung

,
 

di
e
 

B
l
u
m
e
n
 d
uf
t

e
n
 a
uf
 

d
e
n
 b
u
nt
e
n
 W
i

e
s
e
n
,
 alles 

loc
kt 
u
n
s
 z
u
 Li
e
b
e
,
 

F
r
e
u
d
'
u
n
d
 
W0nne•Komm 

d
o
c
h
,
 m

ei
n
 T
r
a
ut
e
r
 !
 

lass lan
g
e
r
 m
i

c
h
 

ni
c
ht
 

b
a
r
r
e
n
.
 K

o
m
m
,
 o
 T
r
a
ut
e
r
 !
 

class 
i

c
h
 m
i
t
 

R
o
s
e
n
 k
r
a
n
z
e
 d
ei
n
 

H
a
up
t
,
 

m
i
t
 

R
o
s
e
n
 k
r
a
n
z
e
 d
ei
n
 H
a
up
t
,
 

class 
i

c
h
 
di
c
h
 
k
r
a
n
z
e
 
m
i
t
 

R
o
s
e
n
.
 ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
及
び
管
絃
楽

ダ

＞
 

et
c.
 

et
c.
 

I =•— 
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開
展
部
は
第
一
主
想
及
び
副
楽
想
を
凡
て
の
楽
句
に
於
て
細
工
し
、
四
十
小
節
に
亘

る
嬰
へ
音
上
の
オ
ル
ガ
ン
、
ボ
イ
ン
ト
を
以
て
結
ぶ
。
こ
れ
よ
り
『
反
覆
』
と
な
り
、

長
口
調
の
第
二
主
想
及
び
最
後
に
短
か
き
附
節
現
る
。

第一
1

章
は
第
一
章
の
劉
照
と
し
て
全
く
緩
徐
輩
純
な
る
特
性
を
有
す
。
主
想
は
卜
長

調
な
りD

a
s
 H
a
up
t
t

h
e
m
a
 d
e
s
 
2
.
 Sat
zes 
(
A
n
d
a
nt
e
 sost
e
n
ut
o
)
 

正

1
い

etc
.
 

こ
れ
よ
り
暫
く
短
か
き
短
口
調
の
副
楽
想
に
移
り
、
其
の
再
び
第

一
主
想
に
導
か
れ

た
る
後
、
劉
照
と
し
て
流
暢
な
る
二
長
調
第
二
主
想
起
る

D
a
s
 2
.
 T

h
e
m
a
 

ト
リ
オ
（
中
部
進
行
）
は
少
し
く
緩
か
に
し
て
民
謡
風
に
作
ら
れ
た
り
。

D
a
s
 T
h
e
m
a
 d
e
s
 T
ri
o
s
 

第
三
章
は
極
め
て
急
速
な
る
口
短
調
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ
に
し
て
旋
律
拍
子
共
に
極
め
て

活
澄
愉
快
に
疾
過
す
。
第
一
の
主
想
は
次
の
如
し
。

D
a
s
 1. 
T
h
e
m
a
 d
e
s
 
S
c
h
e
r
z
o
s
 
(
P
r
e
st
o
)
 

第 1部 明治・大正篇

こ
れ
に
績
き
て
二
調
の
副
榮
想
現
は
る
A

後
、

D
a
s
 2
.
 Th

e
m
a
 

ホ
短
調
の
稽
長
き
第
二
の
主
想
起
る

408 



第
一
主
想
が
幾
度
か
轄
調
し
て
反
覆
せ
ら
る
A

後
長
二
調
の
歌
調
的
主
想
起
る

此
の
終
り
の
小
節
よ
り
次
の
副
楽
想
生
ず

D
a
s
 S
ei
t

e
nt
h
e
m
a
 

゜

et
c
,
 

ト
リ
オ
の
後
反
覆
あ
り
て
短
か
き
附
節
に
終
る
。

第
四
章
の
中
庸
な
る
快
速
調
は
激
烈
躁
暴
な
る
性
質
を
有
し
奏
者
に
多
大
の
技
術
及

び
力
量
を
要
求
す
。

第
一
の
主
想
は
更
に
二
部
に
分
れ
一
部
は
上
行
し
、
一
部
は
下
行
す
。

D
a
s
 1. 
T
h
e
m
a
 d
e
s
 
4
.
 Sat
zes 
(
A
l
l
e
g
ro M
o
d
e
r
at
o
)
 

反
覆
の
後
直
ち
に
口
長
調
の
第
二
主
想
に
進
み
、
短
か
き
激
烈
な
る
最
終
附
節
を
以

て
全
曲
を
結
ぶ
。
（
作
者
自
身
の
説
明
に
よ
る
）

六
二
重
合
唱
及
び
管
絃
架

ワ

グ

ネ

ル

作

et
o
.
 

D
a
s
 G
e
s
a
ng
t

h
e
m
a
 

此
の
第
二
主
想
が
漸
次
に
昂
揚
す
る
後
直
ち
に
開
展
部
に
入
る
。
此
の
部
は
重
に
第

一
主
想
を
引
延
し
若
く
は
劉
位
法
的
に
用
ひ
た
り
。
例
へ
ば
次
の
如
し

、
＼
ー
ー
／
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『
リ
エ
ン
ツ
ィ
』
の
序
曲

歌
劇
『
リ
エ
ン
ツ
ィ
』
は
ワ
グ
ネ
ル
が
一
八
四

0
年
。
ハ
リ
滞
在
中
に
完
成
せ
し
も
の

に
て
、
四
二
年
ド
レ
ス
デ
ン
に
演
ぜ
ら
る
A

や
直
ち
に
非
常
の
喝
采
を
博
し
、
彼
の
名

盤
頓
に
高
く
な
れ
り
。
是
れ
本
歌
劇
は
彼
の
其
後
の
作
と
異
り
て
嘗
時
流
行
の
作
法
に

従
ひ
た
れ
ば
な
り
。
後
年
ワ
グ
ネ
ル
は
此
作
を
『
若
年
の
罪
過
』
と
稲
し
て
寧
ろ
軽
視

し
居
た
る
が
、
創
作
掌
時
の
立
場
よ
り
見
れ
ば
彼
の
努
力
は
十
分
に
成
功
せ
る
も
の
と

い
ふ
べ
し
。
且
つ
此
の
歌
劇
（
殊
に
第

一
及
び
第
五
幕
）
が
、
今
日
尚
ほ
其
の
磐
債
を

失
は
ざ
る
よ
り
観
れ
ば
決
し
て
尋
常
の
作
に
あ
ら
ざ
る
を
知
る
に
足
る
べ
し
。

羅
馬
の
奇
傑
リ
エ
ン
ツ
ィ
(

R

i

e
n
zi
1
3
1
3
ー
1
3
5
4
)

が
横
暴
な
る
貴
族
を
倒
し
て
、

ト
リ
ビ
ュ
ン

自
ら
保
民
官
と
な
り
、
暫
く
櫂
勢
を
檀
に
し
た
る
後
、
一
般
の
人
望
を
失
ひ
て
悲
惨
な

る
最
後
を
遂
ぐ
る
に
至
る
歴
史
は
、
文
豪
リ
ッ
ト
ン
卿
（
L
o
r
d
L
y
t
t

o
n
)

の
筆
に
も

つ
ゞ
ら
れ
て
世
人
の
善
く
知
る
所
な
り
。
ワ
グ
ネ
ル
は
一
八
三
七
年
の
夏
、
ド
レ
ス
デ

ン
に
於
て
此
の
小
説
を
讀
み
、
こ
れ
を
歌
劇
の
題
材
に
撰
ば
ん
と
決
せ
る
な
り
。

七

管

絃

楽

『
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
』
中
の
婚
儀
行
列
の
歌

こ
の
合
唱
は
『
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
』
第
二
幕
中
の
一

部
に
し
て
、
エ
ル
ザ
を
寺
院
婚

儀
の
式
場
に
送
り
行
く
行
列
の
歌
な
り
。
（
行
列
は
四
部
の
合
唱
隊
二
組
よ
り
な
る
）

D
o
p
p
e
l
c
h
o
r
 a
u
s
,,
L
o
h
e
n
g
ri
n
^
^
(
A
kt
 
I
I
.)
 

G
e
s
e
g
n
et
 

soll 
si
e
 s
c
h
r
ei
t

e
n
,
 

D
i

e
 l
a
n
g
 i
n
 D
e
m
ut
h
 li
t
t
;
 

G
ot
t
 

m
o
g
e
 si
e
 gelei
t

e
n
,
 

G
ot
t
 

hi.it
e
 ih
r
e
n
 S
c
h
ri
t
t
 !
 

Si
e
 n
a
ht

,
 

di
e
 E
n
g
e
l
g
l
ei
c
h
e
,
 

V
o
n
 k
e
u
s
c
h
e
r
 G
l
ut
 

e
nt
b
r
a
n
nt
 !
 

H
e
i
l
 
di
r,
 El

s
a
 v
o
n
 B
r
a
b
a
nt
 !
 

H
e
i
l
 
di
r,
 o
 T
u
g
e
n
d
r
ei
c
h
e
 ! 

H
e
i
l
,
 El

s
a
 v
o
n
 B
r
a
b
a
nt
 !
 

(

w
i

e
d
e
r
h
ol
t
)
 

ワ
グ
ネ
ル
作

快
速
部
の
主
想
は
第
一
幕
の
終
な
る
國
民
の
合
唱
に
基
く
も
の
に
し
て
、

此
に
奏
す
る
序
曲
は
嘗
時
普
通
の
作
法
に
倣
ひ
、
先
づ
緩
徐
な
る
序
開
き
を
以
て
起

り
、
次
で
快
速
な
る
部
分
に
進
め
り
。
其
の
骨
子
と
し
て
歌
劇
中
の
楽
想
を
撰
べ
る
一

事
も
亦
た
先
例
に
乏
し
か
ら
ず
。
唯
だ
快
速
部
に
出
づ
べ
き
主
想
を
一
先
づ
緩
徐
部
に

表
し
て
、

雨
者
の
統
一
を
密
な
ら
し
む
る
作
法
に
至
て
は
寧
ろ
異
敷
と
し
て
こ
れ
を
新

趣
向
と
い

ふ
も
不
可
な
か
ら
ん
。

緩
徐
部
に
二
度
聞
ゆ
る
次
の
楽
想
は
第
五
幕
の
初
め
に
歌
は
る
A

リ
エ
ン
ツ
ィ
の
祈

疇
の
調
に
し
て
甚
だ
有
名
な
る
も
の
な
り
。
（
此
の
調
は
後
の
快
活
部
に
於
て
は
第
二

の
主
想
と
し
て
二
倍
以
上

の
速
度
に

て
現
は
る）

D
a
s
 T
h
e
m
a
 v
o
n
 R
i

e
n
zi
s
 G
e
b
et
 

こ
れ
に
次
ぐ
経
過
の
部
分
に
於
て
は
次
の
楽
句
が
重
要
の
働
を
な
せ
り
。

此
の
磐
は
や
が
て
リ
エ
ン
ツ
ィ
が
羅
馬
の
群
衆
を
戦
闘
に
導
く
讃
美
歌
の
調
（
第
三

幕
）
に
高
ま
る
。

D
a
s
 T
h
e
m
a
 d
e
r
 S
c
h
l
a
c
ht
ht
y

m
n
e
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に
移
る

ア
ン
プ
ロ
ム
テ
ィ
ユ

（
作
品
九
十
、
第
四
番
）

大
正
四
年
六
月
四
日

l
九
日

績
い
て
前
の
リ
エ
ン
ツ
ィ
の
祈
疇
の
調
第
二
の
主
想
と
し
て
現
は
る
A

後
次
の
楽
想

D
a
s
 T
h
e
m
a
 d
e
s
 J
u
b
e
l
c
h
o
r
s
 
d
e
s
 
V
o
l
k
e
s
 
a
u
s
 
d
e
m
 2
.
 Ar

kt
.
 

危

＂ 哨
シ

ュ

ー

バ

ー

ト

湯

rヽ
月lj

純

」
『
.
;
:
]
叫

親

院
r
 

こ
れ
は
第
二
幕
の
終
に
羅
馬
人
が
リ
エ
ン
ツ
ィ
を
救
清
者
と
し
て
稲
揚
す
る
合
唱
の

調
な
り
。

以
下
は
所
謂
『
開
展
』
の
部
分
と
『
反
覆
』
と
に
し
て
別
に
新
し
き
楽
想
を
示
さ

ず
。
最
後
に
急
迫
せ
る
獨
立
の
附
節
を
以
て
全
曲
は
凱
歌
の
如
く
に
局
を
結
ぶ

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

上
野
の
東
京
音
楽
學
校
の
演
奏
曲
目
は
何
ん
な
も
の
だ
か
御
紹
介
し
て
見
や
う
。

〔
中
略
〕

尚
、
そ
の
時
の
指
揮
者
グ
ス
タ
ー
フ
・
ク
ロ
ー
ン
の
提
琴
の
弾
き
振
り
は
前
任
の
ア

ウ
グ
ス
ト
・
ユ
ン
ケ
ル
の
派
手
な
奏
法
に
較
べ
て
少
し
地
味
だ
っ
た
が
其
の
技
は
何
ち

ら
が
上
と
も
甲
乙
は
つ
け
兼
た
。
(
『
-
音
架
新
聞
』
第
二
五
四
号
、
昭
和
十
四
年
十
月
上
旬
）

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

学
友
会
春
季
演
奏
旅
行

■六
月
四
日
よ
り
九
日
に
亘
り
、
若
松
、
新
潟
、
高
田
、
上
田
、
甲
府
に
於

て
演
奏
し
た
る
曲
目
は
虞
に
よ
り
て
大
同
小
異
な
れ
ど
も
大
髄
左
の
如
し
。
l

學
友
會
春
季
演
奏
旅
行
演
奏
曲
目

第

一

部

一
、
絃
楽
合
奏

小
夜
架

二
、
ピ
ア
ー
ノ
獨
奏

甲

、

夏

野

+
、
低
音
濶
唱

コ
ー
ル

ニ
ド
ラ
イ

吉王‘

丸 l

｀` 
ーノ‘

昌 l

歌曲

411 

金

健

マ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ッ
フ

第 3章

乙
、
鐵
道
開
通
の
歌

九
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
猫
奏

マ
ル
シ
ュ
ネ
ル
曲

吉

丸

一

昌

歌

末

吉

雄

甲
、
若
松
懐
古

シ
ュ
ー
バ
ー
ト
曲

吉

丸

l

昌

歌

歌
劇
『
ロ
ザ
ル
バ
』
の
間
奏
曲

八

、

合

唱

ピ

ツ

チ

七
、
ギ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ル
ロ
猫
奏

第

部

六
、
絃
榮
合
奏

大
司
伴
楽
中
よ
り

番
外
、
齊
唱
、
尋
常
小
學
唱
歌
三
曲

ヘ

ン

デ

Jレ

乙
、
雁
の
叫
び

ロ

シ

ア

民

謡

旗

野

十

一

郎

歌

甲

、

忠

臣

四
、
ヴ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

若
き
日
の
思
ひ
出

五

、

合

唱 畳
の
夢

三
、
次
中
音
部
蜀
唱

ヴ
ィ
オ
リ
ン
助
奏

犬

井

英

夫

ビ
ー
デ
ル
マ
ン
編

水

康

孝

高

安

月

郊

歌

梁

田

貞

曲

多

忠

亮

荒

木

得

三

杉

山

長

谷

夫

野

大正元年9月～15年 (1912~1926)



信

越

旅
第
一
日
（
六
月
四
日
）

辮
慶
の
七
つ
道
具
よ
ろ
し
く
の
閥
で
膠
し
く
仰
々
し
い
身
構
へ
を
し
た
者
、
手
籠

一

つ
で
散
歩
に
で
も
行
く
や
う
な
氣
で
や
っ
て
来
て
ゐ
る
者
、
扮
装
は
ま
ち
／
＼
だ
。
牡

快
な
楽
旅
の
幸
先
を
祝
揺
し
な
が
ら
充
満
し
た
元
氣
を
顔
に
溢
れ
さ
し
て
集
つ
て
来
る

純
勢
三
十
一
人
。
朝
の
七
時
と
い
ふ
頃
上
野
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
装
つ
。

朝
の
空
氣
に
芳
烈
な
新
緑
の
香
を
漂
は
し
て
涯
も
な
く
績
い
て
ゐ
る
武
蔵
平
野
を
北

へ
／
＼
と
押
進
ん
て
ゆ
く
う
ち
に
、
白
河
や
那
須
野
も
す
ぎ
た
。
山
藤
、
臨
謁
、
蓮
華

な
ど
春
夏
二
季
の
花
が
若
葉
の
間
を
黙
綴
し
て
ゐ
る
の
は
暖
い
潮
の
め
ぐ
る
南
國
に
育

っ
た
私
に
は
誠
に
物
珍
し
く
思
は
れ
た
。

郡
山
か
ら
西
に
折
れ
て
漸
く
山
深
く
分
け
入
っ
て
行
く
。
や
A

あ
っ
て
眼
前
に
展
開

す
る
の
は
磐
梯
山
、
往
年
の
大
破
裂
の
狂
噴
し
た
威
力
は
想
像
も
つ
か
な
い
程
久
遠
の

沈
欺
を
守
つ
て
穏
や
か
に
立
つ
て
ゐ
る
。
頂
に
は
ま
ば
ら
に
雪
が
残
っ
て
ゐ
る
の
が
美

し
い
。
猪
苗
湖
の
水
面
は
午
後
の
日
光
に
銀
色
を
輝
か
し
な
が
ら
萬
古
の
静
寂
を
湛
ヘ

て
ゐ
る
。
私
達
は
湖
畔
に
沿
ふ
て
磐
梯
山
の
裾
野
を
迂
回
し
つ
4

走
り
つ
づ
け
て
居
る

の

乙
、
新
作
唱
歌
二
曲

十
一
、
絃
楽
合
奏

戴
冠
式
行
進
曲

十
二
、
合
唱
（
絃
楽
伴
奏
）

君
が
代

場
所
に
よ
り
左
の
諸
氏
の
演
奏
あ
り
た
り
。

ヴ
ィ
オ
リ
ン
、
清
水
勝
蔵
、
北
原
季
男
、
凋
唱
、
佐
藤
豊
吾
、
柴
田
知
常
、

其
他
番
外
と
し
て
、
上
田
町
に
於
て
は
、
近
藤
義
次
氏
の
凋
唱
、
高
田
市
に
於

て
は
小
林
醜
氏
の
ピ
ア
ー
ノ
獨
奏
あ
り
た
り
。

（
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
六
巻
第
七
号
、
大
正
四
年
七
月
、
七
マ
~
七
二
頁
）

K
.
F
．
生

林

廣

守

マ
イ
ヤ
ー
ベ
ー
ア

吉

丸

一

昌

編

こ
の
あ
た
り
の
騨
で
ド
ヤ
／
＼
乗
り
込
ん
で
来
た
小
學
校
の
子
供
、
草
蛙
脚
袢
、
中

に
は
例
の
北
國
特
有
の
モ
ン
ペ
を
穿
い
た
の
も
ゐ
る
。

『
若
松
は
人
口
い
く
ら
』
誰
や
ら
が
穿
を
か
け
る
と
『
ず
ん
こ
う
す
ま
ん
』
と
手
も

は
ま

な
く
陥
り
込
ん
だ
の
で
大
笑
ひ
。
引
率
の
先
生
は
ニ
コ
／
＼
し
て
ご
ざ
っ
た
。

若
松
に
つ
い
た
の
が
午
後
の
五
時
過
ぎ
。

會
津
高
等
女
學
校
の
敦
頭
の
先
生
と
阿
部

操
氏
の
出
迎
へ
を
受
け
て
下
車
す
る
。
さ
び
れ
た
北
國
の
町
の
沈
滞
し
た
ム
ー
ド
は
夏

な
が
ら
う
ら
哀
し
く
胸
を
そ
そ
っ
た
。
街
路
を
東
に
ぬ
け
て
半
里
許
り
ゆ
く
と
飯
盛
山

の
古
跡
が
あ
る
。
案
内
者
の
ズ
ー
／
＼
辮
で
白
虎
隊
討
死
の
説
明
を
聞
き
、
や
が
て
野

道
を
辿
つ
て
東
山
温
泉
へ
の
本
道
へ
出
て
涼
々
た
る
深
流
に
沿
ふ
て
登
る
と
幽
蓬
な
温

泉
地
、
こ
れ
が
東
北
の
仙
境
東
山
で
あ
る
。
流
れ
に
臨
ん
だ
二
八
屋
と
い
ふ
大
き
な
旅

館
へ
着
い
て
ま
づ
温
泉
へ
浸
つ
て
旅
の
疲
れ
を
洗
ひ
流
し
た
後
、
階
上
の
欄
干
に
も
た

れ
て
、
涼
し
い
夕
暮
の
風
に
吹
か
れ
る
氣
持
の
よ
さ
。
松
薙
へ
蔽
ひ
か
A

っ
た
様
な
峰
の

青
葉
は
緑
鮮
や
か
に
重
な
り
合
っ
て
露
が
滴
り
さ
う
。

『
ま
こ
と
に
よ
く
こ
そ
我
は
来
つ
れ
、
胡
ぞ
来
る
こ
と
の
甚
だ
遅
か
り
し
』
紅
葉
の

金
色
夜
叉
を
思
ひ
出
す
様
だ
。

し
か
し
豫
て
聞
い
て
ゐ
た
通
り
稲
や
淫
靡
な
士
地
柄
で
、
粋
な
避
暑
客
が
田
舎
大
泰

を
き
め
込
む
に
ふ
さ
は
し
い
が
、
生
徒
園
睦
な
ど
が
来
る
に
は
あ
ま
り
粋
に
過
ぎ
た
場

所
だ
と
思
っ
た
。
そ
し
て
斯
ん
な
山
間
の
小
邑
に
あ
で
や
か
に
粧
つ
た
女
が
ざ
わ
つ
い

て
ゐ
る
の
が
一
種
の
奇
蹟
の
や
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
私
は
彼
等
が

唄
ふ
柔
か
な
肉
槃
と
絲
の
音
締
め
を
聞
い
て
暗
い
哀
愁
を
味
は
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
つ

た
。
‘
ヱ
ニ
ス
の
水
郷
の
柳
隠
れ
に
さ
さ
喘
く
小
さ
い
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
槃
に
涙
う
か

べ
て
さ
ま
よ
ひ
行
く
旅
人
の
そ
れ
の
如
く
、
北
の
女
の
野
鄭
な
歌
と
歎
楽
の
ざ
わ
め
き

を
洩
れ
聞
い
て
幹
彦
の
所
謂
『
生
活
を
知
ら
ぬ
無
智
の
美
黙
と
、
そ
れ
に
封
す
る
憐
懲

の
念
を
し
み
人
＼
覺
え
』
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
間
か
ら
お
客
ら
し
い
男
の

「
壺
坂
」
が
女
の
絲
と
縫
れ
合
っ
て
ひ
ゞ
い
て
来
た
。
谷
川
の
水
は
咽
ん
で
夜
も
す
が

ら
河
鹿
の
竪
が
遣
瀬
な
い
物
悲
し
さ
を
旅
人
の
枕
に
博
へ
る
。

＊

＊

＊

 

東
山
で
の
珍
談
一
席
。

の
だ
。

＊
 

＊
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一
行
の
た
め
に
わ
ざ
／
＼
こ
A

ま
で
来
て
何
か
と
肝
煎
り
を
し
て
呉
れ
て
居
ら
れ
た

阿
部
嬢
と
廊
下
で
出
く
わ
し
た
一
行
の
或
者
（
今
日
停
車
場
で
一
寸
見
た
の
が
初
め
て

な
の
で
よ
く
顔
は
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
さ
う
な
）

女
中
と
間
違
へ
て
『
オ
イ
姐
さ
ん
、
君
は
此
部
屋
の
係
り
か
い
』
『
ハ
…
…
？
』
オ

ヤ
と
氣
付
い
て
ス
タ
コ
ラ
逃
げ
て
行
っ
た
。
と
ん
だ
失
恒
と
粗
忽
を
重
ね
た
も
の
だ

が
、
よ
っ
ぽ
ど
う
ろ
た
へ
た
と
見
え
る
。
お
詑
び
も
せ
ず
に
逃
げ
た
な
ん
か
は
あ
は
て

方
も
思
ひ
や
ら
れ
る
。
こ
れ
此
旅
行
随
一
の
珍
談
、
ひ
ど
い
棚
卸
し
を
し
て
相
清
ま
ぬ

が
同
嬢
に
間
接
に
お
詑
び
労
一
寸
失
敬
し
た
。

第
二
日
（
五
日
）

午
前
中
各
自
随
意
に
若
松
市
の
會
津
高
等
女
學
校
へ
集
合
す
る
、
遅
く
ま
で
宿
で
太

平
楽
を
述
べ
て
ソ
ソ
ク
サ
悼
を
飛
ば
す
奴
も
居
れ
ば
朝
飯
を
掻
き
込
む
が
早
い
か
テ
ク

つ
て
ゆ
く
氣
早
な
連
中
も
あ
る
。
正
午
近
く
講
堂
で
旅
行
演
奏
の
皮
切
り
が
初
ま
る
。

聰
衆
は
此
學
校
と
小
學
校
の
生
徒
、
時
間
の
都
合
上
合
唱
合
奏
物
だ
け
や
っ
た
。
後
作

法
室
で
辮
営
の
狸
應
に
輿
っ
た
。

若
松
を
狡
つ
て
新
潟
へ
ゆ
く
。
こ
の
間
約
四
時
間
半
。

活
動
窯
箕
な
ど
で
見
る
端
西
あ
た
り
の
山
中
を
通
つ
て
ゐ
る
様
な
美
し
い
山
河
の
た

た
ず
ま
ゐ
に
見
惚
れ
る
。
遠
近
の
高
山
に
は
雪
が
残
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
幽
谷
の
移
り
ゆ

＜
景
を
送
り
迎
へ
る
と
目
路
も
逝
か
な
越
後
平
へ
出
る
。
田
圃
の
中
や
丘
の
上
に
無
敷

に
立
て
ら
れ
た
石
油
穿
井
櫓
の
奇
観
を
眺
め

つ
A

新
潟
へ

着
い
た
の
が
七
時
前
。
車
を

聯
ね
て
師
範
學
校
へ
向
ふ
。

夜
の
演
奏
會
は
何
と
な
く
音
楽
的
氣
分
に
し
つ
く
り
合
っ
て
心
持
が
よ
い
。
演
奏
が

終
つ
て
篠
田
旅
館
へ
泊
る
。

雪
と
嵐
に
す
さ
ん
だ
北
國
の
街
に
も
さ
す
が
に
初
夏
の
歓
楽
が
充
ち
溢
れ
て
ゐ
る
。

活
動
窟
箕
館
に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
眩
し
く
輝
い
て
白
い
ヱ

。フ

ロ
ン
を
掛
け
た
洋

服
姿
の
お
茶
子
は
愛
く
る
し
い
北
越
美
を
鎗
看
板
の
下
に
晒
し
出
し
て
ゐ
る
。
明
日
は

散
歩
す
る
暇
が
な
い
と
い
ふ
の
で
夜
更
け
ま
で
怪
し
げ
な
風
閥
で
ぶ
ら
つ
い
て
錨
る
連

中
も
あ
っ
た
。

第
三
日
（
六
日
）

午
前
八
時
師
範
學
校
で
再
び
開
演
す
る
。
昨
夜
は
一
般
市
民
の
第
め
に
公
開
し
た
の

だ
が
今
朝
は
學
校
園
髄
の
た
め
に
演
奏
す
る
の
で
あ
る
。
正
午
近
い
頃
新
潟
を
装
車
す

る
。
昨
日
わ
ざ
／
＼
新
潟
ま
で
来
ら
れ
た
柏
崎
高
女
の
中
川
氏
は
一
行
と
同
車
し
て
饉

ら
れ
た
。

柏
崎
あ
た
り
か
ら
日
本
海
浩
岸
を
汽
車
は
走
る
。
明
る
い
東
海
の
波
に
引
き
か
え
て

グ
ル

ー
ミ
ー
な
物
凄
い
日
本
海
も
夏
の
色
を
湛
へ
て
洋
々

と
脹
つ
て
ゐ
る
。

D
u
 s
c
h
o
n
e
s
 F
i

s
h
e
r
m
a
d
c
h
e
n
,
 

T
r
ei
b
e
 d
e
n
 K
a
h
n
 a
u
s
 L
a
n
d
 ;
 

K
o
m
m
 z
u
 m
i

r
 u
n
d
 set
z
e
 
di
c
h
 ni
e
d
e
r
,
 

Wi

r
 k
o
s
e
n
,
 H

a
n
d
 i
n
 H
a
n
d
.
 

L
e
g
'
a
n
 m
ei
n
 H
e
r
z
 d
ei
n
 K
o
p
c
h
e
n
,
 

U
n
d
 fil
r
c
ht

e
 di
c
h
 ni
c
ht

 

s
o
 
s
e
h
r
;
 

V
e
rt
r
a
uf
t
 

d
u
 di
c
h
 d
o
c
h
 s
o
r
g
l
o
s
 

T
a
g
li
c
h
 d
e
m
 
wi

l
d
e
n
 
M
e
e
r
 ! 

夢
み
る
や
う
な

H
ei
n
e

の
詩
が
波
の
か
な
た
に
漂
ふ
て
ゐ
る
|
|
'
夕
五
時
過
ぎ
高

田
着
。
小
林
證
氏
が
出
迎
へ
ら
れ
た
。
高
田
館
と
い
ふ
和
洋
折
衷
建
て
の
宿
屋
へ
つ
い

て
入
浴
し
て
夕
食
を
認
め
た
後
師
範
學
校
へ
ゆ
く
。
曲
目
も
豫
定
通
り
進
ん
で
一
番
お

し
ま
ひ
の
絃
楽
合
奏
の
演
奏
中
突
然
電
燈
が
消
え
て
員
の
闇
、
頗
る
面
喰

っ
た
が
何
で

ひ
る
ま
う
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
大
塚
先
生
は
早
速
の
氣
轄
で
拍
手
で
指
揮
さ
れ
た
。
斯
く
し

て
曲
は
一
拍
の
澁
滞
も
な
く
暗
譜
に
よ
っ
て
見
事
演
了
せ
ら
れ
た
。
引
績
い
て
君
が
代

の
合
唱
に
な
る
と
合
唱
隊
は
盲
の
探
り
足
で
ス
テ
ー
ヂ
に
上
つ
て
来
る
。
會
衆
は
起
立

し
て
之
に
和
す
、
牡
重
、

厳
粛
醤
ふ
る
に
物
も
な

い
。
暗
黒
裡
の
演
奏
は
新
し
い
レ
コ

ー
ド
だ
。
（
以
下
次
琥
）

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
六
巻
第
十
号
、
大
正
四
年
十
月
、
四
四
l
四
六
頁
）

第
四
日
（
七
日
）

午
前
六
時
過
出
狡
上
田
町
へ
。

汽
車
へ
乗
る
と
雨
が
降
り
出
し
た
。
長
野
停
車
場
で
近
藤
義
次
氏
が
上
田
ま
で
同
車

せ
ら
れ
た
。
今
日
の
上
田
の
音
楽
會
へ
臨
む
考
へ
で
。

上
田
で
依
田
辮
之
助
氏
の
出
迎
を
受
け
、
雨
を
犯
し
て
上
田
高
等
女
學
校
へ
着
い
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た
。
楽
器
を
携
帯
し
た
者
や
不
精
な
連
中
は
伸
を
飛
ば
し
た
が
、
我
鴬
の
健
兒
を
き
め

込
ん
で
る
豪
傑
連
は
異
様
な
風
髄
で
テ
ク
／
＼
や
つ
て
ゆ
く
。

學
校
で
は
何
で
も
も
う
休
課
し
て
其
準
備
に
掛
つ
て
居
る
ら
し
い
。
控
室
ヘ
一
人

l

人
楽
器
を
持
つ
て
行
っ
て
呉
れ
る
。
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
を
五
六
人
し
て
抱
へ
て
運
ん
で
ゐ

た。
直
線
と
鋭
角
鈍
角
と
で
充
た
さ
れ
た
幾
何
學
圏
を
賭
る
様
な

d
r
y
形
式
と
、
凜
乎

た
る
朴
訥
な
氣
風
と
を
以
て
成
立
つ
て
ゐ
る
ノ
ー
マ
ル
ス
ク
ー
ル
の
模
様
と
は
、
お
の

づ
か
ら
異
っ
た
色
彩
と
柔
か
い
ム
ー
ド
が
流
れ
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
1

女
學
校

情
調
と
で
も
謂
つ
て
見
よ
う
か
。
控
室
に
あ
て
ら
れ
た
食
堂
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
幾
つ
と

敷
の
知
れ
ぬ
投
挿
の
花
が
優
雅
な
虞
女
の
情
緒
を
し
つ
と
り
と
漂
は
せ
て
ゐ
る
。
作
法

室
で
数
は
っ
た
事
の
賓
地
應
用
を
や
っ
て
る
様
な
竪
梅
式
で
接
待
係
の
子
供
が
甲
斐
甲

斐
し
く
茶
を
入
れ
た
り
菓
子
を
運
ん
だ
り
す
る
。
都
び
と
は
存
外
不
作
法
で
ご
ざ
る
、

大
き
な
口
あ
け
て
ム
シ
ャ
／
＼
、
茶
な
ど
は
一
口
に
ガ
ブ
リ
と
や
ら
か
す
。

こ
A

で
午
餐
の
饗
應
を
受
け
て
午
す
ぎ
講
堂
で
開
演
。
曲
目
の
番
外
と
し
て
近
藤
君

の
獨
唱
（
新
作
唱
歌
「
早
春
之
賦
」
）
が
あ
っ
た
。
「
野
の
藝
術
」
を
叫
ん
で
杏
然
と
し

て
故
山
に
去
っ
た
君
の
竪
闘
に
は
云
ひ
知
れ
ぬ
力
強
さ
と

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
郷
土
の
匂
ひ

が
あ
る
。

あ
ま
り
音
楽
と
い
ふ
物
に
接
す
る
機
會
を
有
た
な
い
土
地
だ
け
に
聴
衆
は
悉
く
狂
喜

と
感
激
に
緊
張
し
た
氣
分
を
見
せ
て
ゐ
た
。

閉
會
後
直
ち
に
停
車
場
へ
駈
け
付
け
る
。
さ
ら
ば
懐
し
い
山
間
の
街
よ
、
海
見
ぬ
國

の
乙
女
た
ち
ょ
゜

上
田
か
ら
篠
の
井
ま
で
逆
戻
り
を
し
て
そ
こ
で
乗
換
へ
て
今
夜
は
上
諏
訪
泊
り
。
列

車
は
山
腹
を
辿
つ
て
だ
ん
／
＼
に
登
つ
て
ゆ
く
。
雨
の
震
れ
た
後
の
山
野
は
透
き
透
る

許
り
、
六
月
の
光
は
銀
色
に
脹
つ
て
、
太
古
の
韻
き
を
偲
ば
せ
る
や
う
な
静
寂
の
裡
に

龍
塔
、
四
阿
、
白
根
の
群
密
は
宵
＜
夢
み
て
ゐ
る
。

W
o
r
d
s
w
o
rt
h

のょ^

T
h
e
S
o
li
,
 

t

ar
y
 R
e
ap
e
e
r
"
を
偲
ぶ
に
は
餘
り
に
雄
大
な
景
色
だ
。
姥
捨
の
騨
か
ら
遥
か
に
後
へ

の
平
野
を
敵
下
す
と
、
銀
蛇
の
う
ね
り
を
示
し
て
ゐ
る
は
筑
摩
川
か
犀
川
か
、
川
中
島

、
、
、
、

は
そ
こ
か
と
見
え
て
な
ん
ど
と
、
何
か
名
文
を
ひ
ね
く
り
出
し
た
か
っ
た
が
、
出
そ
う

で
出
ぬ
の
が
石
原
筍
、
さ
す
が
音
に
聞
く
古
戦
場
の
朝
霧
を
思
ふ
と
、

「
あ
っ
と
云
ふ
ま
に
信
玄
は
|
ー
—
あ1

あ
、
ヂ
ャ
ラ
ン
／
＼
」

と
こ
こ
で
ひ
と

つ
唸
つ
て
見
た
い
様
な
氣
も
し
た
。

ト
、
け
ふ
の
短
い
敷
時
間
の
記
憶
が
し
ほ
ら
し
い
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
と
な
っ
て
ま
ざ

ま
ざ
と
浮
ん
で
来
る
。
私
は
あ
の
郊
外
の
校
舎
と
、
つ
つ
ま
し
や
か
に
見
送
つ
て
ゐ
た

小
鳥
の
様
な
ワ
ー
ヂ
ン
た
ち
の
瞳
を
想
ひ
出
し
た
。

「
お
ね
え
さ
ま
、
泣
き
ま
せ
う
ね
…
…
」

青
白
い
フ
ィ
ル
ム
の
瞬
き
を
見
る
や
う
な
幻
想
の
時
代
を
燃
え
さ
か
る
情
熱

と
憧
れ

は
、
ひ
そ
か
に
可
憐
な
相
愛
の
涙
に
享
楽
の
國
を
覚
め
て
、
そ
こ
に
小
米
櫻
の
様
な
さ

さ
や
か
な
ロ
マ
ン
ス
作
る
と
い
ふ
。
ポ
。
フ
ラ
の
葉
擦
れ
の
碑
き
に
、
遣
瀬
な
い
郷
愁
を

包
ん
で
雨
降
る
夜
さ
を
寄
宿
舎
の
窓
に
忍
び
泣
く
若
い
瞳
よ
、
生
ぬ
る
い
初
夏
の
、
蛙

聞
く
宵
の
里
ご
こ
ろ
は
如
何
に
せ
つ
な
い
も
の
だ
ろ
う
。

娘
捨
の
騨
を
南
に
、
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
所
謂
日
本
ア
ル
。
フ
ス
の
雄
大
牡

厳
な
。
ハ
ノ
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
る
。
大
蓮
華
、
白
馬
嶽
、
蓮
華
山
、
有
明
山
、
鎗
ケ
嶽
、

、
、
、
、

乗
鞍
ケ
嶽
、
雪
を
戴
い
た
峻
嶺
は
紫
の
色
に
ど
ん
よ
り
と
眠
れ
る
が
如
く
魁
偉
な
姿
を

横
た
へ
て
ゐ
る
の
は
、
宛
が
ら
大
聖
の
臨
終
に
も
喩
へ
よ
う
か
。

松
本
の
街
は
藍
青
の
色
姻
に
こ
め
ら
れ
て
美
し
い
灯
影
が
夕
闇
に
瞬
い
て
ゐ
た
。
車

中
は
い
つ
も
は
し
や
ぎ
切
つ
て
他
愛
も
な
い
馬
鹿
騒
ぎ
に
赤
ゲ
ッ
ト
式
の
お
客
さ
ん
た

ち
は
釣
り
込
ま
れ
て
腹
を
か
か
え
て
ゐ
る
。
旅
の
疲
れ
も
何
の
そ
の
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
を

、
、
、
、

し
や
ぶ
り
な
が
ら
利
か
ぬ
氣
の
茶
目
助
、
凸
坊
、
口
に
税
金
は
掛
ら
ぬ
と
云
ふ
や
つ
で

騒
ぐ
わ
／
＼
゜

上
諏
訪
町
に
着
い
た
の
が
夜
の
九
時
二
十
分
頃
。
牡
丹
屋
ホ
テ
ル
ヘ
泊
る
。
海
抜
ニ

千
五
百
尺
、
温
泉
地
と
し
て
可
成
り
の
賑
ひ
を
呈
し
て
ゐ
る
。

雪
残
る
高
加
索
の
高
原
に
さ
ま
よ
ふ
ヂ
。
フ
シ
イ
の
群
の
如
く
、
漂
々
と
し
て
来
り
漂

ぉ

漂
と
し
て
去
る
覇
人
の
夢
の
淡
さ
よ
。
重
い
態
れ
に
黙
し
つ
け
ら
れ
乍
ら
も
尚
ほ
眼
を

開
い
て
、
自
然
の
追
幕
者
と
し
て
の
セ
ン
シ
ブ
ル
な
漂
浪
的
氣
分
を
味
ひ
つ
A

、
行
く

所
々
の
移
り
愛
る
感
興
を
、
ア
セ
チ
リ
ン
の
灯
に
曝
さ
れ
た
夜
店
の
盆
栽
の
花
を
見
る

様
に
一
っ
／
＼
並
べ
て
玩
味
し
て
見
た
い
。
け
れ
ど
も
私
等
の
旅
は
ゅ
っ
た
り
と
風
土

の
探
求
に
詩
情
を
遣
る
の
餘
裕
を
持
た
な
い
の
を
悲
し
む
。

〔

マ

マ

〕

が
今
夜
ば
か
は
り
は
演
奏
と
い
ふ
勤
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
悦
び
に
わ
け
も
な
く
そ
A
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ら
れ
て
、
食
後
街
を
ぶ
ら
ノ
＼
歩
い
て
見
る
。
物
寂
し
い
信
州
の
街
の
夜
も
、
洩
れ
ひ

い

で

ゆ

び
く
爪
び
き
の
糸
の
ね
じ
め
に
嬌
艶
な
夏
の
情
調
を
味
は
し
め
る
。
温
泉
の
姻
か
、
夢

に
様
な
水
氣
が
音
も
な
く
闇
に
吸
は
れ
て
ゆ
く
あ
た
り
、
遠
く
諏
訪
湖
の
封
岸
の
灯
が

ゆ
ら
／
＼
と
水
に
ゆ
れ
て
来
た
。
私
は
端
な
く
も
「
十
種
香
」
の
狐
火
を
想
ふ
た
。
そ

し
て
ま
た
、
あ
の
美
し
い
幻
想
的
な
舞
豪
の
光
景
を
描
い
た
。

同
香
せ
う
と
て
お
姿
を
、
翰
に
は
書
か
せ
は
せ
ぬ
も
の
を
、
魂
こ
も
る
反
魂
香
、
名

霊
の
力
が
あ
る
な
ら
ば
、
可
愛
と
た

っ
た
一
こ
と
の
お
竪
が
聞
き
た
い
聞
き
た
い
と

錦
縮
か
ら
抜
け
出
た
様
な
八
重
垣
姫
が
し
め
や
か
に
泣
き
崩
れ
た
艶
麗
な
情
味
か

ら
、
緊
張
し
た
時
代
劇
の
シ
ー
ン
に
移
つ
て
「
兜
を
そ
つ
と
手
に
捧
げ
、
覗
け
ば
又
も

び
や
つ
こ

白
狐
の
姿
、
水
に
あ
り
／
＼
有
明
月
、
ふ
し
ぎ
に
胸
も
濁
り
江
の
」
か
ら
「
小
楓
れ
」

「
大
胤
れ
」
の
合
の
手
ま
で
私
の
聯
想
は
辿
り
辿
つ
て
行
っ
た
が
、
ハ
ツ
と
幻
影
か
ら

甦
へ
る
と
、
凄
婉
な
湖
水
の
夜
色
は
黒
く
披
が
つ
て
底
知
れ
ぬ
陰
鬱
に
閉
さ
れ
た

T
ot
e
n
st
i
l
l

e

は
、
今
に
も
閥
兵
衛
が
打
ち
放
す
火
縄
筒
に
荒
れ
立
つ
修
羅
の
叫
び
を

豫
感
せ
し
め
る
。
私
は
近
松
半
二
の
筆
に
よ
っ
て
此
の
神
秘
的
な
夜
景
を
更
に
詩
化
す

る
機
會
に
燭
れ
た
こ
と
の
興
味
を
思
っ
た
。

第
五
日
（
八
日
）

午
前
中
は
醸
意
行
動
で
半
日
は
ゆ
つ
く
り
と
遊
べ
る
。
こ
れ
で
お
名
残
り
と
い
ふ
の

ゆ
で

で
思
ふ
存
分
鎮
泉
に
浸
つ
て
茄
章
魚
み
た
い
な
色
を
し
て
上
つ
て
来
て
、
飯
を
食
っ
た

ら
早
速
出
掛
け
る
。
湖
上
に
ボ
ー
ト
を
浮
べ
る
者
も
あ
っ
た
。
冬
季
は
例
の
ス
ケ
ー
ト

で
賑
は
ふ
所
だ
。
八
百
八
狐
の
守
護
す
る
と
い
ふ
法
性
の
兜
と
諏
方
明
紳
と
は
最
も
深

ち

な

み

い
由
縁
が
あ
る
の
で
、
思
ひ
出
の
た
め
に
参
詣
し
た
い
と
思
っ
た
が
、
遂
に
其
機
を
逃

が
し
た
か
ら
、
鎗
ハ
ガ
キ
で
拝
ん
で
お
い
た
。

午
後
零
時
二
十
五
分
狡
車
。
駒
ケ
岳
、
八
ケ
岳
な
ど
の
高
山
を
左
顧
右
囲
し
て
深
厳

な
山
嶽
的
ム
ー
ド
に
園
ま
れ
つ

つ
、
ビ
ョ
ル
ン
ソ
ン
の
書
い
た
「
ア
ル
ネ
」
が
、
山
越

え
て
か
な
た
な
る
南
方
の
明
る
い
町
を
懇
ひ
し
如
く
、
吾
等
の
思
は
南
へ
／
＼
と
飛
ん

か

ら

だ

で
ゆ
く
。
そ
し
て
吾
等
の
閥
躯
も
同
じ
く
銀
白
の
光
輝
く
南
の
野
へ
南
の
町
へ
近
づ
き

っ
A

あ
る
の
だ
。

甲
府
で
櫂
藤
園
立
君
の
出
迎
に
接
し
て
旅
舎
へ
導
か
れ
た
。
上
諏
訪
の
あ
ま
り
に
ク

ラ
シ
カ
ル
に
犀
ん
だ
宿
屋
か
ら
此
小
ざ
っ
ぱ
り
と
し
た
所
へ
や
つ
て
来
た
の
は
嬉
し
か

っ
た
。
「
馬
鹿
に
感
じ
が
い
A

な
あ
、
ハ
ー
ン
」
と
鼻
奨
を
ほ
じ
く
つ
て
ゐ
る
。

、
、
、

夕
食
後
琢
美
小
學
校
で
演
奏
。
廣
い
ガ
ラ
ン
と
し
た
雨
天
糧
操
場
の
構
造
は
音
楽
會

場
と
し
て
は
あ
ま
り
適
嘗
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
聘
衆
は
一
ぱ
い
詰
め
か
け
て
中
々

の
盛
況
で
あ
っ
た
が
、
場
外
に
弾
次
馬
が
集
つ
て
大
騒
ぎ
を
し
た
の
は
少
か
ら
ず
不
快

を
感
じ
さ
せ
た
。
し
か
し
こ
れ
が
最
終
の
演
奏
だ
、
終
り
を
全
う
す
る
と
い
ふ
奮
狡
心

で
、
み
ん
な
氣
ば
つ
て
や
っ
た
。

さ
す
が
東
都
に
近
い
市
街
と
て
、
今
ま
で
遍
歴
し
て
来
た
北
の
町
よ
り
は
大
分
東
京

風
の
色
彩
を
帯
び
て
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
。
唯

―
つ
の
除
外
例
と
し
て
、
今
頃
滅
多
矢

鱈
に
見
ら
れ
ぬ
鐵
道
馬
車
と
い
ふ
十
九
世
紀
の
怪
物
が
ゴ
ロ
／
＼
走
り
廻
つ
て
ゐ
る
の

は
珍
し
か
っ
た
。

「
お
鱚
ん
な
さ
い
ま
し
！」

番
頭
君
の
威
勢
の
い
こ
墜
に
迎
へ
ら
れ
て

ノ
コ
／
＼
鱚

り
着
く
と
、
階
上
の
部
屋
を
ぶ
つ
通
し
て
、
例
の
如
く
無
證
講
の
慰
榮
會
と
云
ふ
段
取

り
、
人
の
領
分
ま
で
侵
略
し
て
来
て
盛
ん
に
左
を
利
か
し
て
ゐ
る
手
合
も
あ
れ
ば
、
金
時

の
孫
は
此
子
で
ご
ざ
い
と
云
っ
た
血
色
で
其
質
フ
ウ
／
＼
呻
つ
て
ゐ
る
木
ッ
葉
武
者
も

あ
る
。
こ
ん
な
先
生
た
ち
は
皆
豪
傑
鴬
に
目
ぼ
し
い
物
は

「
徴
猿
」
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

夜
は
更
け
て
ゆ
く
。

「
あ
し
た
は
う
ち
へ
鱚
つ
て
か
あ
ち
ゃ
ん
の
お
乳
の
む
の
よ
、
ま
あ
う
れ
し
い
！
」

、
、
、

「
あ
た
し
土
産
物
た
ん
と
買
つ
て
持
ち
き
れ
な
い
ワ
•
….. 
」

こ
ん
な
他
愛
も
な
い
こ
と
を
宣
ふ
姫
御
前
の
旅
と
は
違
つ
て
野
郎
共
の
殺
風
景
さ
、
ヱ

ハ
ガ
キ
の
二
三
十
錢
も
ポ
ケ
ッ
ト
ヘ
捻
ぢ
込
ん
で
鱚
つ
て
、
親
類
緑
者
知
已
親
友
へ

l

枚
っ
ょ
進
上
す
れ
ば
上
出
来
な
り
。

第

六

日

（

九

日

）

雨
天
。
連
日
の
疲
れ
が
一
時
に
出
た
と
見
え
て
午
近
く
ま
で
大
の
字
な
り
の
白
河
夜

船
。
（
夜
船
で
も
あ
る
ま
い
）
と
う
／
＼
朝
は
抜
き
に
し
て
聾
め
し
を
掻
き
こ
む
や
否

や
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
馳
せ
向
ふ
。
や
っ
と
十
二
時
十
五
分
の
上
り
に
間
に
合
ふ
た
。

有
名
な
笹
子
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
ぬ
け
る
と
猿
橋
と
云
ふ
奇
景
が
あ
る
そ
う
な
。
我
こ

、
、
、

そ
見
の
が
す
ま
じ
と
誰
も
彼
も
車
室
の
北
側
へ
寄
つ
て
来
て
手
ぐ
す
ね
引
い
て
待
ち
構

へ
て
ゐ
る
。
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「

こ

り

や

／

＼

寄

っ

ち

ゃ

い

か

ん

、

汽

車

が

ひ

つ

く

り

返

る

ぞ

」

「

我

慢

し

ろ

」

「

オ

イ

、

猿

橋

だ

よ

、

そ

ら

今

通

る

ぞ

、

猿

橋

々

々

！

ハ

ツ

猿

橋

々

々

」

掛

墜

交

り

で

目

を

皿

に

し

て

ゐ

る

と

、

「

よ

せ

／

＼

も

う

疾

つ

く

の

昔

に

過

ぎ

ち

ゃ

っ

た

よ

」

何

の

事

は

な

い

、

狐

に

つ

ま

さ

れ

た

様

な

も

の

だ

。

「

あ

ん

た

お

見

や

し

た

か

い

な

」

、

、

、

、

「

わ

し

見

て

し

ま

へ

ん

ー

ー

＇

け

っ

た

い

な

事

や

！

」

「

あ

ん

た

？

」

「

あ

て

え

ど

つ

か

、

眠

つ

て

た

の

ん

」

「

さ

よ

か

」

永

い

前

か

ら

騒

ぎ

立

て

た

名

所

も

こ

ん

な

甕

梅

で

何

が

何

や

ら

有

耶

無

耶

の

中

に

飛

ん

で

逃

げ

て

し

ま

っ

た

。

甲

府

か

ら

飯

田

町

ま

で

約

六

時

間

、

急

行

列

車

の

倍

は

掛

か

る

。

（

こ

の

線

に

急

行

、

、

、

、

は

通

ら

ぬ

が

）

宇

治

の

畠

で

荼

ば

か

り

乍

ら

馬

閥

通

ひ

の

最

大

急

行

へ

乗

っ

て

ゐ

る

身

ど

も

、

、

、

共

に

は

、

こ

ん

な

の

で

ゴ

ト

ン

／

＼

揺

ら

れ

通

し

ぢ

や

聯

か

尻

へ

こ

た

へ

る

。

〔

中

略

〕

「

起

き

た

／

＼

9・
新

宿

だ

よ

！

」

叩

き

起

さ

れ

て

支

度

も

そ

こ

／

＼

に

、

降

り

る

者

は

降

り

た

。

雨

に

姻

っ

た

街

な

か

を

宵

い

瓦

斯

の

火

と

赤

い

電

燈

が

輝

い

て

、

長

途

の

旅

の

目

出

た

い

終

局

を

訳

幅

し

て

く

れ

る

様

。

〔

後

略

〕

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
六
巻
第
十
一
号
、
大
正
四
年
十
一
月
、
七

0
ー
七
三
頁）

●

―

音

楽

大

演

奏

會

東

京

―

音

楽

學

校

職

員

生

徒

約

四

十

名

は

修

學

旅

行

と

し

て

五

日

（

土

曜

日

）

来

港

す

る

た

め

新

潟

婦

人

赦

育

會

、

新

潟

婦

人

衛

生

慈

善

會

、

帝

國

婦

人

協

會

新

潟

支

部

會

員

登

起

と

な

り

一

行

を

招

し

同

日

午

後

七

時

よ

り

新

潟

師

範

學

校

講

堂

に

て

演

奏

會

を

開

く

、

入

場

券

は

三

會

々

員

よ

り

一

般

に

配

布

す

る

よ

し

な

れ

ば

希

望

の

方

は

會

員

よ

り

求

め

ら

る

べ

し

、

一

行

は

市

内

學

生

の

鈴

め

に

六

日

午

前

八

時

よ

り

同

會

場

に

て

演

奏

す

る

由

（

『

東

北

日

報

』

大

正

四

年

六

月

三

日

）

八
、 五、

二

、

り ゜
ア ア

甲

、

乙
、
宵
の

四

、

ヴ

ィ

オ

］レ

ハ

イ

デ

ン

リ

小
司
伴
架

卜

獨

唱

ト
長
調
…
…
…
·
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ス

テ

ィ

リ

エ

ン

ヌ

花

甲

、

歌

劇

「

ミ

ニ

ョ

ン

」

中

の

ミ

ニ

ョ

ン

の

抒

情

調

乙
、
同
上

六

、

管

絃

架

森

の

水

車

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・

・

・

ア

イ

レ

ン

ベ

ル

ヒ

七

、

合

唱

甲

、

歌

劇

「

マ

イ

ス

タ

ー

ジ

ン

ガ

ー

」

中

の

合

唱

吉
丸
一

梁

田

春
雨
•
•
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…

ソ

。

フ

ラ

ー

ノ

獨

唱

........................ ,r 

レ
ー
ス
ラ
イ
ン
：
…
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
バ
ー
ト

内

田

貞昌

曲歌

‘ワ

ク

ナ

ー

會 會

島

ン／

ハ

ー

ベ

ジ

ー

琴 員 員 マ 秀

多

忠

亮

（

ア

ッ

ハ

イ

ヒ

フ

ェ

ア

ロ

ー

レ

ン

）

グ

Jレ

ツ

ク

廣

田

ち

づ

歌

劇

「

オ

ル

フ

ォ

イ

ス

」

中

の

オ

ル

フ

ォ

イ

ス

の

抒

情

調

lレ

卜

狽

唱

ゑ

―

フ

ソ

。

フ

ラ

ー

ノ

獨

唱

ツ

ィ

ン

ガ

ー

ラ

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・

・

・

ド

ニ

ツ

ェ

ッ

テ

ィ

武

岡

鶴

代

歌

劇

「

ア

ウ

リ

ス

の

イ

フ

ィ

ゲ

ー

ニ

エ

」

の

序

曲

グ

ク

一

、

管

絃

榮 大

正

四

年

六

月

十

九

日

、■學友會は六
月

十

九

、

二

十

日

會

］レ

ツ

員

第 1部

二

十

日

は

管

絃

柴

全

部

中

止

の

た

め

代

り

に

ペ

ツ

ォ

ー

ル

ド

、

雨

敦

師

の

ピ

ア

ー

ノ

聯

奏

あ

り

た

り

。

シ

ョ
Jレ

ッ

明治・大正篇

学

友

会

春

季

演

奏

会

二

十

日

左

の

曲

目

に

依

り

春

季

演

奏

會

を

開

け
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+
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
獨
奏

十
一
、

十

二

、

管

絃

榮

管
絃
榮
組
曲
「
カ
ル
メ
ン
」
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ビ

番
外
、
ピ
ア
ー
ノ
聯
奏

九、 番
外
、

レ フ
ァ
ン
テ
ー
ジ
ー

ピ
ア
ー
ノ
聯
奏

第
一
ピ
ア
ー
ノ

第
ニ
ピ
ア
ー
ノ

シ
ム
フ
ォ
ニ
ー
詩
「
タ
ッ
ソ
ー
」
（
悲
哀
と
勝
利
）

君 甲、 乙、

が

（
『
昔
榮
』
塵
友
會
、
第
六
巻
第
七
号
、
大
正
四
年
七
月
、
七
二
頁
） 員

廣

守

カ
。
フ
リ
ー
ス
…
…
…
…
…
…
…
ギ

。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
（
シ
ム
フ
ォ
ニ
ー
詩
）
…
…
…
リ

十

三

、

合

唱

（

管

絃

榮

附

）

會

心
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
木

■―
音
楽
學
校
演
奏
會
六
月
十
九
日
午
後
二
時
同
校
で
學
友
會
の
春
季
大
會
を
開
く

槃
楽
武
岡
鶴
代
嬢
の
ソ
。
フ
ラ
ノ
「
獨
唱
ラ
、
ツ
イ
ン
ガ
ー
ラ
」
は
ジ
プ
シ
ー
の
娘

の
生
活
及
び
患
を
歌
っ
た
も
の
で
頗
る
軽
快
な
氣
持
の
好
い
曲
で
出
来
も
無
難
で
あ
っ

た
。
廣
田
ち
づ
ゑ
子
の
ア
ル
ト
獨
唱
は
可
な
り
の
出
来
。
花
島
秀
子
の
ア
ル
ト
歌
劇
「
ミ

ニ
ョ
ン
」
は
前
半
は
全
然
な
つ
て
ゐ
ず
、
後
半
を
較
々
よ
し
と
す
る
、
元
よ
り
後
半
の
曲

は
親
知
ら
ず
の
小
娘
が
旅
役
者
の
群
に
入
り
人
の
居
な

い
時
自
分
境
遇
を
他
事
の
様
に

歌
に
歌
な
が
ら
不
園
我
に
返
つ
て
可
笑
し
く
な
っ
て
笑
ひ
出
す
と
い
ふ
筋
で
、

其
慮
に

一
種
の
悲
哀
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
然
る
に
あ
れ
で
は
到
底
そ
ん
な
深
刻
な
氣

ス

卜

第
一
ピ
ア
ー
ノ
ペ
ツ
ォ
ー
ル
ド
夫
人

第

ニ

ピ

ア

ー

ノ

シ

ョ

ル

ツ ゼ

會

員

リ

ス

卜

貫弘

名田

美龍

名太

彦郎

ユ

タ

ン

蜂

谷

龍

ア
ム
メ
ー
ア
、

シ

ュ

ー

バ

ー

ト

水

野

康

孝

助

敦

授

中

田

章

モ
ン
ト
ナ
ハ
ト
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ

オ
ー
ガ
ン
獨
奏

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
作
品
二
十
一
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ
ロ
ー
ジ
ッ
ヒ

テ
ノ
ー
ア
猫
唱

乙
、
初
復
ひ
人
の
夜
の
歌

ユ

マ

ン

分
に
は
な
れ
な
い
〔
ヽ
〕
内
田
琴
子
の
ソ
ツ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
は
今
一
段
の
修
業
を
要
す
〔
ヽ
〕

水
野
氏
の
男
槃
獨
唱
は
徒
ら
に
蛇
足
を
添
へ

た
の
み
で
合
唱
も
特
筆
す
べ
き
も
の
は
な

い

器
楽
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
の
中
で
は
多
忠
亮
氏
の
も
悪
く
は
な
か
っ
た
が
何
と

云
つ
て
も
蜂
谷
龍
子
の
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
カ
。
フ
リ
ー
ス
」
が
第
一
で
賞
日
の
黙
巻
で
あ

る
、
曲
は
急
劇
な
愛
化
に
富
ん
だ
幻
想
的
狂
想
で
随
分
難
曲
で
あ
る
の
に
頗
る
手
際
よ

く
や
っ
て
退
い
た
の
は
天
睛
で
あ
る
、
弘
田
貫
名
雨
氏
の
ピ
ア
ノ
聯
奏
は
手
に
入
っ
た

も
の
で
蜂
谷
氏
に
次
い
で
嘗
日
の
白
眉
で
あ
っ
た
管
絃
楽
「
森
の
水
車
」
は
通
俗
的

な
肩
の
張
ら
な
い
面
白
い
曲
で
河
水
の
流
れ
、
水
車
の
音
、
鳥
の
槃
な
ど
を
巧
み
に
聴

か
せ
、
緑
濃
い
上
野
の
森
の
中
に
淡
い
夢
を
見
て
ゐ
る
や
う
だ
っ
た
。

（
『
昔
祭
界
』
第
一
六
六
号
、
大
正
四
年
八
月
、
六
一
頁
）

大
正
四
年
九
月
二
十
五
日
学
友
会
第
十
四
回
土
曜
演
奏
会

■九
月
廿
五
日
第
十
四
回
土
曜
演
奏
會
を
皐
行
す
曲
目
は
左
の
如
し

一

、

合

唱

乙
、
海
員
の
歌

ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
凋
唱

歌
劇
『
ウ
イ
リ
ア
ム

甲
、
歌
劇
『
エ
ロ
イ
デ
ア
ー
ド
』
中
の
エ
ロ
ー
ド

王
の
叙
調
抒
情
調

乙
、
歌
劇
『
地
獄
に
堕
ち
た
る
フ
ォ
ー
ス
ト
』
中

の
メ
フ
ス
ト
フ
レ
ス
の
セ
レ
ナ
ー
タ

四
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
獨
奏

（
い
ま
し
静
け
き
森
よ
）
（
第
二
幕
の
初
め
）

二
、
バ
ッ
ソ
ー
獨
唱

二、
甲
、
箕
心
の
祖

館

山

甲

午

ベ

ル

リ

オ

ー

ス

マ

ッ

ス

ネ

ー

柴

田

知

常 ロ
ッ
シ
ー
ニ

員

ノ
イ
マ
ー
ク
曲

l

吉

丸

一

昌

歌

｛

猫

逸

民

謡

會

員

歌

武

岡

鶴

代

テ
ル
』
中
の
マ
テ
ィ
ル
ダ
の
華
想
調

會
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君

代指

揮

者

ケ

邦

渠

會

榊

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
六
巻
第
十
一
号
、
大
正
四
年
十
一
月
、
八
九
！
九

0
頁

）

大
正
四
年
＋
月
二
日
邦
楽
会
第
二
回
演
奏
会

大
正
四
年
十
月
二
日
午
後
一
時
半

於
東
京
＿
音
楽
學
校
奏
楽
堂

邦

楽

會

第

二

回

演

奏

會

曲

目 原

直

守

七

清
四し

季三

三 ：

葉ば

帥：

清

元

浦

元

清

元

三

味

線

清

元

上

調

子

清

元

太

吉梅政家延

太
内壽

太太

郎吉夫夫夫

六

新
明含

烏；内

夢ば
の

泡合

匡巨ゆ
号き

三
味
線

富

士

松

加

賀

太

夫

吾

妻

路

宮

古

太

夫

上
調
子

は

な

林門

廣員古

民

歌曲

五

ー河
源1中東

□ t 
一に

段忍

乙

、

秋

に

三ワシ上三ワシ
味 調味
線キテ子線キテ

都濱都都都山山山山

改 彦彦彦彦

ーー一八秀しや

あは重 んま

中やる子翁子子

甲
、
思
垣
の
前
に

r-—•-.. 

吉ハ

丸イ

ード

昌ン

歌曲

歌
劇
『
豫
言
者
』
中
の
フ
ィ
ー
デ
ズ
の
抒
情
調

八

、

合

唱

會

員

マ
イ
ア
ー
ベ
ー
ア

〔

休

憩

十

分

間

〕

常

磐

津

お

ん

あ

い

ひ

と

め

の

せ

き

も

り

四

恩

愛

贖

闘

守
（

宗

清

）

髯子線

常常常常常
磐磐磐磐磐
津津津津津

菊八禰志文

三百
生妻字

太太太

郎八夫夫夫

七、

廣

田

チ

ヅ

ヱ

乙
、 甲

、
リ
タ
ー
ナ
イ

シ
ュ
テ
ン
ド
ヒ
ェ
ン

コ
ン
ト
ラ
ル
ト
獨
唱

シ
ュ
ー
バ
ー
ト

鼓鼓鼓

シ
ュ
ー
バ
ー
ト

獅じ

子し

六、

テ
ノ
ー
レ
獨
唱

太大小笛同三三

麟

（
ウ
ナ
プ
ー
チ
ェ
ボ
ー
コ
フ
ァ
）

四十一

歌
劇
『
シ
ヰ
ー
リ
ア
の
床
屋
』
中
の
ロ
ジ
イ
ナ

の
小
架
調

五、
司
伴
架

（
第
一
第
二
榮
章
）

ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
猫
唱

水

野

孝

康

ロ

ッ

シ

ー

ニ

江

戸

長

唄

犀

卑

長

唄

六梅六望杵杵今芳芳芳

郷屋合月屋屋藤村村村

新勝新長勝勝長孝孝孝

右次三之
衛

門郎郎助蔵郎郎郎三郎

次

武

岡

鶴

代

橋t

中

辮：

慶R

シ

テ

ワ

キ

三
味
線

菅菅菅

野野野

吟利序

平三遊

ザ

イ

ツ

富

本
は
る
の

よ

し

や

う

じ

の

う

め

春

夜

障

子

梅
（

夕

霧

）

麟子線

名名名富

見見見本

崎崎崎

多
得得

霙霙
吋吋

賀齋々豊
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■邦
榮
會
の
公
演

東
京
―
音
楽
學
校
邦
楽
調
査
會
に
闊
係
あ
る
各
流
各
派
の
家
元
等
は

一
致
協
同
し
て
互

に
補
助
し
且
猿
展
を
園
り
三
絃
楽
の
保
存
改
善
及
び
向
上
に
努
力
し
大
い
に
其
特
色
を

狡
揮
し
又
後
繊
者
の
養
成
に
盛
力
し
而
し
て
何
時
迄
も
篤
志
家
の
引
立
に
の
み
依
頼
す

る
は
時
勢
に
適
せ
ざ
る
を
自
覺
し
家
元
等
自
ら
事
業
経
螢
の
衝
に
常
り
て
邦
楽
會
を
組

織
し
先
般
第
一
回
公
開
演
奏
會
を
開
き
た
る
が
今
回
更
に
規
則
を
改
正
し
演
奏
會
を
毎

年
四
回
開
會
し
賛
助
員
を
置
き
會
費
を
年
額
五
園
と
し
會
毎
に

一
名
を
同
伴
し
得
る

こ

と
と
し
十
月
二
日
午
後
一
時
半
よ
り
左
の
番
組
通
―
音
楽
學
校
講
堂
に
第
二
回
演
奏
會
を

開
く
〔
曲
目
省
略
〕

大
正
四
年
十
月
二
十
九
日
、
三
十
日
学
友
会
秋
季
演
奏
会

■去
る
十
月
廿
九
、
三
十
の
雨
日
秋
季
大
演
奏
會
を
皐
行
す
。
曲
目
は
左
の

l

、
男
盤
合
唱

船
路
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
•
•
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

二
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン

小
司
伴
架
作
品
三
十
一
、
（
第
二
榮
章
）
…
…
…
…
…
；
・
ジ

―
―
-
、
風
琴
獨
奏

O
し。

女 八

長
浦；

唄

島上

太大小笛三同三
味味
線線猥鼓態

長振

唄

箕

篠

俊

雄

會

員

ツ

卜

ア
ル
ト
凋
唱

歌
劇
『
サ
ム
ソ
ン
と
ダ
リ
ラ
』
中
の

ダ
リ
ラ
の
抒
情
調
：
…
…
…
…
…
…
•

•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
サ
ン

ー
サ
ー
ン
ズ

五
、
洋
琴
猫
奏

タ
ラ
ン
テ
ル
作
品
八
十
五
、

六
、
バ
ス
獨
唱

九
、
ブ
イ
オ
リ
ン

ハ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
；
・
・
・
・
バ

二
番
•
•
…
…
…
…
…
…
…
•
ヘ

歌
劇
『
道
化
師
』

中
の
ト
ー
ニ
オ
の
口
上
…
…
…
…
・
・
・
レ
オ
ン
カ
ヴ
ル
ロ

七

、

女

盤

合

唱

會

員

信
仰
…
•
•
…
…
•
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ロ
ッ
シ
ー
ニ

八

、

洋

琴

蜀

奏

古

谷

幸

一

ソ
ナ
ー
タ
作
品
七
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ

ン

イ
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
ア

ソ
。
フ
ラ
ー
／
猫
唱

歌
劇
『
ブ
ラ
ジ

ル
の
箕
珠
』
中
ツ
ォ

ー
ラ
の
抒
情
調
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
フ
ェ
リ
シ
ア
ン

―
-
、
洋
琴
涸
奏

唱
謡
的
緩
徐
調
と
昂
奮
的
急
速
調
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

番
外
バ
リ
ト
ー

ン
獨
唱

甲
、
イ
ッ
ヒ

ニ
ヒ
ト
…
…
…
…
…
…
•
•
•
シ
ュ
ー
バ
ー
ト

乙
、
歌
劇
『
ヴ
ル
キ
ュ

ー
レ
』
中
の
プ
ー
ダ
ン
の
愛
の
歌
…
…
…
…
…
…

.................

...

..

..........

.........

..

...

.......

..

..

...... 7
 

―
二
、

混
盤
合
唱

几
口舟

ー

ク

北

原

季

會

男 員

グ
ロ
ー
レ

橋

ナ

ー

榮

吉

井

上

は

る

ダ
ギ
ッ
ド

（『
昔
架
界
』
第

一
六
九
号
、
大
正
四
年
十

一
月
、
九
一

頁）

司
伴
架

1
0

、

山

下

禎

ッ
コ

レ

多

忠

亮

柴

田

知

常

六梅六望今杵杵芳芳芳中

郷屋合月藤屋屋村村村村

新勝新長長勝勝孝孝孝兒

宜次三之十
衛

門郎郎助郎蔵郎郎三郎郎

レ

ラ

J
 

足

立

ふ

さ

四一 次太

四、
パ
ッ
サ
カ
ー
リ
ア

花

島

秀

ツ

ノ‘
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三
、
高
音
獨
唱

小
司
伴
架

五
、
高
音
猫
唱

歌
劇
『
フ
ィ
ー
ガ
ロ
の
婚
證
』
中
の
ケ
ル
ビ
ー
ノ
の
抒
情
調

イ
短
調

内

田

作
品
七
十
…
•
•
…
…
…
…
…
…
•
ハ
ン
ス

武

歌
劇
『
フ
ィ
ー
ガ
ロ
』
中
の
ス
ザ
ン
ナ
の
宣
叙
調
と
抒
情
調
…
…
…
…
•
•
•

•
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
E
ー
ソ
ア

＇

卜

四、

‘ワ
イ
オ
リ
ン

大

場

勇

之

介

岡

鶴

琴

ジ
ッ
ト 代

乙
、
来
ま
せ
君
よ
、

十
一
、
洋
琴
猫
奏

+
、
次
中
音
獨
唱

甲、

一音
I

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
.. 
、
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス

四、
、
ラ
ル
ゲ
ッ
ト

―-、

大
正
四
年
十
一
月
二
十
一
日

学
友
会
第
一
回
特
別
演
奏
会

■十
一
月
二
十
一
日
午
後
二
時
よ
り
第
一
回
特
別
演
奏
會
を
開
く
。
前
日
の

曇
天
に
比
し
理
想
的
の
小
春
日
和
に
て
来
會
者
多
く
、
豫
想
外
の
盛
會
な
り

き
。
聘
衆
中
に
は
今
回
来
朝
せ
し
市
伽
古
出
身
の
米
國
女
流
チ
ェ
リ
ス
ト
エ

リ
ザ
ベ
ス
ハ
モ
ン
ト
嬢
が
母
堂
及
び
令
姪
を
携
へ
て
来
る
あ
り
、
満
都
の
最

も
選
揮
さ
れ
た
好
榮
の
士
女
を
網
羅
せ
る
こ
と
と
て
他
の
演
奏
會
に
於
て
見
出

す
能
は
ざ
る
活
澄
な
る
興
味
と
驚
く
可
き
熱
心
と
の
稜
動
を
見
た
り
出
演
者
は

何
れ
も
熱
心
な
る
拍
手
を
以
て
迎
え
ら
れ
、
盛
な
る
喝
采
を
以
て
送
ら
れ
た
る

が
就
中
シ
ョ
ル
ツ
、
ゞ
ヱ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー
雨
氏
の
非
凡
な
る
藝
術
は
最
大
な
る

ォ
‘
ヱ
ー
シ
ュ
ン
を
以
つ
て
酬
い
ら
れ
た
り
。
曲
目
は
左
の
如
し
。會

一
、
合
唱

流
浪
の
民
作
品
二
十
九
の
三
番
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

二
、
洋
琴
猫
奏

ロ
ン
ド
カ
。
フ
リ
ッ
チ
オ
ー
ゾ
作
品
十
四
：
…
…
…
…
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

室

~
 

ヽ

岡

清

枝

ユ

マ
ン 員

司
伴
架

第
五
番

歌
劇
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
中
騎
士
と
貴
女
の
合
唱
•
…
・
・
ヴ

（『
＿
音
架
』
墨
友
會
、
第
六
巻
第
十
二
号
、
大
正
四
年
十
二
月
、
八
四頁
）

ク

ナ

ー

（
そ
も
何
な
ら
ん
、

ラ

わ
が
こ
の
心
地
？
）
•
•
…
…
…
•
•
•
•
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

歌
劇
『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
中
の
決
闘
三
重
唱
（
足
下
の
こ
と

こ
ろ
は
？
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
グ

七
、
次
中
音
漉
唱

歌
劇
『
自
由
射
手
』
中
の
マ
ッ
ク
ス
の
抒
情
調
（
森
を

牧
場
を
わ
れ
と
と
も
に
）
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
‘
ヱ

八
、
大
風

琴

猶

奏

助

敦

授

中

幻
想
曲
と
追
復
架
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
…
•
•
バ

九
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン

番
外
、
洋
琴
、

洋
琴
チ
ェ
ル
ロ

ア
ル
レ
グ
ロ

ア
ル
レ
グ
ロ

六
、
男
盤
三
重
唱

作
品
二
十
一

ソ
ナ
ー
タ
、

•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
チ
キ
ン

ア
マ
ビ
ー
レ

ス
ケ
ル
ツ
ォ
（
ア

サ
プ
ヤ
ー
ド
）

ア
ニ
マ
ー
ト

敦

師

シ

ヨ
ル
イ

1レ

ツ

外

山

國

彦

（
第
一
架
章
）
…
・
・
・
モ

．
 

チ

ェ

ル

ロ

ニ

重

奏

｛

洋

琴

敦

師

シ

ョ

ル

ツ

チ
ェ
ル
ロ
敦
師
ゞ
ヱ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー

ト
長
調
、
作
品
二
十
五
：・：
・
…
…
…
;
.... 

リ

蜂

谷

ニ
コ
デ

と
も
に
月
下
を
逍
遜
せ
ん
…
…
…
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス ク 龍

ッ

ノ‘

田

章

3‘
 

ノ

佐

藤

豊

吾

ノ

← 9 

メワ` フ
フレア
ィンウ
ステス
トイト
フ l
エン
レ

ょ、

柴水澤

田野崎

知康定

常孝之
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内

ハ
レ
ル
ー
ヤ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
へ

君
ケ
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
・
・
・
・
林

合

唱

指

揮

者

榊

大
正
四
年
＋
＿
月
二
十
七
日

二
、
ピ
ア
ー
ノ
獨
奏

ア
ム
。
フ
ロ
ム
テ
ュ
作
品
九
十
の
二
番
：
•
•
•
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
バ
ー
ト

三
、
ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
猶
唱

歌
劇
『
フ
ィ
ガ
ロ
』
中
の
小
姓
の
抒
情
調
：
·
…
…
…
•
•
•
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

四

、

チ

ェ

ル

ロ

涸

奏

犬

井

英

夫

匈
牙
利
幻
想
曲
作
品
七
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
グ
リ
ッ
ツ
マ
ッ
ヒ
ェ
ル

ン

田

琴

学
友
会
第
十
五
回
土
曜
演
奏
会

■十
一
月
廿
七
日
午
後
二
時
よ
り
第
十
五
回
土
曜
演
奏
會
を
開
催
せ
り
、
曲

目
は
左
の
如
し
。

一
、
合
唱

乙甲、、

紳 御
垣大
の 譴
歌奉
；訳
：の
：歌

i : 
: i : : 

i : 

I : 
: : 

i i : : 

r-~―`  /·—^,-

宇牛ボ松湯會

佐山：本川
美 ‘ 徳貫

た｀蔵一
め歌曲曲歌員

原

（
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
六
巻
第
十
二
号
、
大
正
四
年
十
二
月
、
八
五
頁
）

外

山

國

彦

リ

オ

井

) I I 

富

子

廣

直守

長

坂

好

子

デ

lレ

乙
、
祝
祭
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
‘
ヱ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー

十
二
、
合
唱

會

員

鈴

木

采 ノ

甲
、
三
諧
譴
曲
…
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
：
｀
ヱ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー

一
、
二
短
調

二
、
二
長
調

三
、
嬰
へ
短
調

ア
ル
ト
獨
唱
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
廣
田
チ
ヅ

歌
劇
『
豫
言
者
』
中
の
フ
ィ
ー
デ
ズ
の
抒
情
調
…
…
…
マ
イ
ア
ー
ベ
ー
ア

六
、
男
盤
三
重
唱

／ー一-ヘ--ヘ
‘‘ メワフ

フレア
インウ
ステス
トイト
フ l
エン
レ

ょ、

歌
劇
『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
中
の
決
闘
三
重
唱
：
…
••
…
…
・
・
グ

七
、
ピ
ア
ー
ノ
猶
奏

ソ
ナ
ー
タ
作
品
四
十
二
の
一
番
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
シ
ュ
ー
バ
ー
ト

八
、
ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
猫
唱

絲
を
績
ぐ
グ
レ
ー
ト
ヒ
ェ
ン
作
品
二
…
…
…
…
…
…
•
•
•
シ
ュ
ー
バ
ー
ト

九
‘
‘
ワ
イ
オ
リ
ン

九
番
司
伴
榮
作
品
百
四
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ベ

番
外
、
テ
ノ
ー
ア
獨
唱

甲、

一
音
作
品
三
の
三
番
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス

乙
、
来
ま
せ
、
い
ざ
と
も
に
月
下
を
逍
遥
せ
ん
…
…
•
•
•
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス

+
、
合
唱

會

員

作

曲

者

不

詳

秋
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
作
歌
者
不
詳

君
ケ
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
・
林
廣
守

指

揮

者

榊

原

直

（
『
昔
榮
』
塵
友
會
、
第
六
巻
第
十
二
号
、
大
正
四
年
十
二
月
、
八
六
頁
）

大
正
四
年
十
二
月
二
十
三
日
御
大
礼
奉
祝
演
奏
会
（
邦
楽
）

大
正
四
年
十
二
月
二
十
三
日
（
木
曜
日
）
午
後
一
時
開
會

御
大
穏
奉
訳
一
音
楽
演
奏
會
曲
目

柴水澤

田野崎

知康定

常孝之

五、

ヱ
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常

磐

津

み

よ

六

、

御

代

の

秋

（
二
人

翁
）

山

田

流

み

よ

ば

ん

ざ

い

五

、

御

代

寓

歳

長

唄
み

よ

あ

き

四

、

御

代

の

秋

（
二
人

翁
）

邦邦＝
楽 楽保
調 調線
査 三 講講 敦太大小笛 査
曝味 鴫
託常 線師師 授跛賊鼓 託杵
盤 屋
津 六

常常常常常文高氣高村中飯今望望望住杵杵杉四吉吉吉
磐磐磐磐字 郎
津津津津岡太橋賀橋田限田井月月月田屋屋本事住住住

靡
菊文禰志丑 榮慶勢ミ不松新仙長太又六長金

三：：：五 二太：十左兵

郎術夫夫郎 清重以イ子漣郎門郎吉衛次郎郎

三
味
線

上
調
子

邦
楽
調
査
慶
託

三太

小小小

四――

郎蔵郎

富

本
み

よ

あ

き

、

御

代

の

秋

（
二
人
翁
）

富

本

名
見
崎

三
味
線
名
見
崎
得
壽
齋
事

邦

楽

調

査

嘱

託

吉

野

上

調

子

名

見

崎

多萬

太

加郎

得

壽

々豊

河

東
み

よ

あ

き

―
-
、
御
代
の
秋

（
二
人
翁
）

三
味
線

同上
調
子

秀
山山落江伊翁若エ今加蜂山

事 須
彦彦合本東 狭藤井藤賀ロ

錦か康舜秀

ん

山

彦

邦
楽
調
査
嘱
託

次

子子恵平郎

玉古

生

田

流

み

よ

ば

ん

ざ

い

一

、

御

代

萬

歳

講

師

柔ハ菊

ッ次

東
京
＿
音
楽
學
校

子登花子ネ郎

■東
京
＿
音
楽
學
校
大
管
絃
楽

毎
年
春
秋
二
回
の
大
演
奏
會
を
催
す
東
京
音
楽
學
校
に

て
は
、
今
秋
も
例
の
如
く
大

演
奏
會
を
開
催
す
る
以
前
に
、
折
柄
の
即
位
の
御
大
典
に
逢
着
す
る
事
と
て
、
此
芽
出

度
き
御
大
典
を
祝
さ
ん
た
め
御
即
位
奉
翫
の
大
―
音
楽
會
を
開
催
す
る
筈
に
て
、
そ
の
草

案
は
休
暇
中
に
既
に
定
ま
り
、
目
下
各
教
授
等
熱
心
に
作
歌
及
び
作
曲
中
で
あ
る
と
の

事
た
り
。
そ
れ
に
就
き
同
校
事
務
員
赤
川
氏
は
語
ら
れ
る
や
う

「
今
度

の
御
大
典
奉
祝

大
―
音
楽
會
は
箪
に
嘗
音
楽
學
校
だ
け
に
て
表
す
る
釈
意
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
嘗
日
御
招
待

申
す
人
々
に
は
學
校
に
闘
係
あ
る
人
々

は
勿
論
、
在
留
外
國
大
使
初
め
其
他
の
方
面
に

て
も
多
く
あ
る
見
込
で
す
。
而
し
て
演
奏
の
＿音楽
は
洋
楽
部
に
て
管
絃
の
中
に
唱
歌
を

時
々
混
交
し
て
歌
ふ
も
の
で
ま
た
日
本
昔
楽
部
の
方
に
於
て
は
琴
曲
と
三
絃
と
に
別
れ

て
ゐ
て
、
琴
曲
の
方
は
吉
丸
敦
授
の
作
歌
に
な
る
「
御
代
寓
歳
」
と
題
す
る
歌
を
作
曲

し
た
も
の
を
演
奏
し
三
絃
の
方
は
、
高
野
敦
授
の
作
歌

「
御
代
の
秋
」
を
長
唄
、
河

東
、
浦
元
、
常
磐
津
、
一
中
等
に
節
づ
け
し
た

る
も
の
を
演
奏
す
る
事
に
な
っ
て
ゐ
ま

す
。
さ
う
し
て
管
絃
楽
の
中
の
唱
歌
は
、
や
は
り
高
野
赦
授
が
作

っ
て
ゐ
ら
れ
ま
す
。

「
御
代
の
秋
」
も
一

度
は
出
来
上
り
ま
し
た
が
、
何
分
畏
き
御
大
典
の
奉
訳
歌
の
事
と

て
憤
重
な
る
上
に
も
憤
重
な
る
態
度
を
持
つ
て
尚
ほ
意
に
充
た
ぬ
箇
所
を
訂
正
し
只
管

八

、

合

唱
雲

井

仰

け

は

共
御み

2代よ中

人の

邑秋魯

生

邦 邦邦邦
楽 楽楽楽
調小 調調調

太太査鼓笛上査菅査菅査都
鵬 調 嘱 曙 嘱太

鼓鼓託六子託野託野託夫
合 吟序一
新 平遊中

六梅細三望都都西事菅菅事伊事
郎

郷屋谷事月 山 野野

倍

太

郎

勝

次

郎

新

右

衛

門徒

長ー一飽

之

助花秀助

第 1部

利藤

次

三郎

明治・大正篇

藤

楳

太

郎
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完
成
を
急
い
で
居
ら
れ
ま
す
。
ま
た
「
御
代
寓
歳
」
の
方
は
既
に
歌
は
完
成
し
て
、
管

絃
楽
の
方
と
共
に
目
下
作
曲
に
各
教
授
は
苦
心
を
重
ね
て
ゐ
ら
れ
ま
す
。
従
っ
て
今
秋

は
か
A

る
催
し
の
た
め
に
、
秋
の
例
會
は
多
少
そ
の
開
會
が
遅
延
さ
れ
る
か
、
或
は
中

止
さ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
只
今
の
所
で
は
奉
祝
の
＿
音
楽
會
の
方
に
意
を
奪
は
れ
て

ゐ
ま
す
か
ら
、
例
會
の
方
は
ま
だ
何
等
の
計
畳
も
運
ば
れ
て
ゐ
ま
せ
ん
。
」
云
々
。

（
『
昔
榮
界
』
第
一
六
九
号
、
大
正
四
年
十
一
月
、
九
O
~
九
一
頁
）

■大
典
奉
祝
の
新
曲

東
京
＿
音
楽
學
校
に
て
は
今
秋
の
御
大
義
を
奉
祝
す
る
為
め
一
方
又
同
校
邦
楽
調
査
掛

に
て
も
等
、
長
唄
、
一
中
、
富
本
、
常
磐
津
、
河
東
、
新
内
、
浦
元
等
の
模
範
的
新
曲

を
作
製
す
る
事
に
決
せ
り
歌
詞
は
専
ら
吉
丸
、
高
野
雨
教
授
擢
任
、
作
曲
は
今
井
教
授

以
下
六
合
新
三
郎
、
常
磐
津
文
字
太
夫
、
吉
住
小
一
＿
一
郎
、
名
見
崎
得
壽
齋
、
山
彦
秀

次
郎
、
富
士
松
加
賀
太
夫
、
今
藤
長
十
郎
、
吾
妻
路
宮
古
太
夫
、
清
元
延
壽
太
夫
、
杵

屋
六
四
郎
、
都
太
夫
一
中
、
菅
野
序
遊
、
同
吟
平
諸
氏
に
て
目
下
何
れ
も
競
う
て
傑
作

を
出
す
意
氣
組
み
に
て
成
績
品
は
来
る
十
二
月
中
旬
奏
楽
堂
に
於
て
一
大
和
洋
＿
音
楽
會

を
畢
行
し
猿
表
す
る
筈
な
り
尚
ほ
同
掛
の
附
屍
と
も
見
る
べ
き
邦
楽
會
は
今
回
規
則
の

改
正
を
行
ひ
毎
年
四
回
演
奏
會
を
開
く
事
と
な
れ
り
。

（
『
＿
音
楽
界
』
第
一
六
九
号
、
大
正
四
年
十
一
月
、
九
一
頁
）

御
大
礼
奉
祝
演
奏
会
（
洋
楽
）

大
正
四
年
十
二
月
二
十
三
日
ー
ニ
十
九
日

學
友
會
記
事

■學
友
會
は
吉
丸
敦
授
、
大
塚
助
敦
授
、
中
田
助
敦
、
赤
川
書
記
、
鈴
木
舎

監
の
指
揮
監
督
の
下
に
十
二
月
廿
三
日
よ
り
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
に
演
奏
旅

行
を
決
行
し
、
熱
田
神
宮
、
平
安
紳
宮
、
桃
山
御
陵
、
其
他
の
紳
社
佛
閣
に
参

拝
し
、
名
所
薔
蹟
を
訪
ね
、
京
都
御
所
、
大
嘗
宮
、
二
條
離
宮
を
拝
観
し
、
更

ら
に
大
阪
よ
り
奈
艮
に
廻
つ
て
廿
九
日
無
事
に
蹄
京
し
た
。
此
行
に
上
る
も
の

凡
て
百
有
三
名
、
一
人
の
病
者
な
く
、
一
週
間
に
亘
る
長
途
の
旅
行
に
於
て
比

類
な
き
成
績
を
得
た
る
は
聯
か
以
て
誇
り
と
す
る
に
足
ら
う
。
曲
目
は
名
古

屋
、
京
都
、
大
阪
で
多
少
の
相
違
は
あ
っ
た
が
略
左
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
。

一
、
混
盤
四
重
唱
、
會
員
、
御
大
典
奉
祝
歌
、
松
本
徳
蔵
。
二
、
絃
楽
合
奏
、

會
員
、
歌
劇
『
豫
言
者
』
、
中
の
戴
冠
式
行
進
曲
、
マ
イ
ア
ー
ベ
ー
ア
。
三
、
高

音
獨
唱
、
武
岡
鶴
代
、
歌
劇
『
セ
ギ
ラ
の
床
屋
』
中
の
ロ
ジ
ー
ナ
の
小
歌
調
、

ロ
ッ
シ
ー
ニ
。
四
、
男
盤
合
唱
、
會
員
、
甲
、
若
松
懐
古
、
シ
ュ
ー
バ
ー
ト
、

乙
、
歌
劇
『
漂
浪
蘭
人
』
中
の
水
夫
の
合
唱
、
ヴ
グ
ナ
ア
ー
ゲ
オ
ル
ク
シ
ュ

ー
マ
ン
。
五
、
洋
琴
狽
奏
、
山
口
節
、
幻
想
的
部
興
榮
、
シ
ョ
。
ハ
ン
。
六
、
ギ

オ
ロ
ン
チ
ェ
ル
ロ
獨
奏
、
萩
原
正
彦
、
コ
ー
ル
ニ
ー
ト
ラ
イ
、
マ
ッ
ク
ス
、
ブ

ル
ッ
フ
。
七
、
洋
琴
獨
奏
、
高
折
宮
次
、
甲
、
ノ
ク
タ
ー
ン
、
シ
ョ
パ
ン
、

乙
、
ス
ケ
ル
ツ
ォ
、
シ
ュ
ー
マ
ン
。
八
、
混
盤
四
重
唱
、
會
員
、
神
曲
『
メ
シ

ア
』
中
の
ハ
レ
ル
ヤ
、
ヘ
ン
デ
ル
。
九
、
同
上
、
會
員
、
歌
劇
『
タ
ン
ホ
イ
ザ

ー
』
中
の
騎
士
と
貴
女
の
合
唱
、
ヴ
ー
ク
ナ
ー
。
十
、
風
琴
獨
奏
、
箕
篠
俊

雄
、
ハ
短
調
。
ハ
ッ
サ
カ
ー
リ
ア
、
バ
ッ
ハ
。
十
一
、
同
上
、
中
田
章
、
甲
、
フ

ー
ガ
、
ゲ
オ
ル
ゲ
ベ
ル
グ
、
乙
、
フ
ー
ガ
、
ジ
ョ
ン
ベ
ネ
ッ
ト
。
十
二
、

女
盤
三
重
唱
、
會
員
、
信
仰
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
。
十
三
、
洋
琴
三
重
奏
風
琴
附
、

弘
田
龍
太
郎
、
末
吉
雄
二
、
萩
原
正
彦
、
中
田
章
、
め
で
た
き
卯
年
、
本
居
長

〔

マ

マ

〕

世
I
弘
田
龍
太
郎
。
十
四
、
次
中
音
獨
唱
、
船
橋
正
次
郎
、
歌
劇
『
道
化
師
』

の
序
詞
、
レ
オ
ン
カ
ヴ
ル
ロ
。
十
五
、
同
上
、
澤
崎
定
之
、
歌
劇
『
カ
ル
メ

ン
』
中
の
花
の
ア
リ
ア
、
ビ
ゼ
ー
。
十
六
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
涸
奏
、
田
中
ひ
さ
、

幻
想
的
舞
曲
、
ベ
リ
オ
。
十
七
、
同
上
、
末
吉
雄
二
、
ロ
マ
ン
ス
、
ベ
ー
ト
ー

‘
ヱ
ン
。
十
八
、
絃
榮
合
奏
、
會
員
、
大
司
伴
架
、
ヘ
ン
デ
ル
。
十
九
、
混
盤
合

唱
、
會
員
、
雲
井
仰
げ
ば
、
吉
丸
一
昌
歌
、
島
崎
赤
太
郎
作
曲
、
君
ケ
代
。

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
七
巻
第
二
号
、
大
正
五
年
二
月
、
六
一
頁
）

423 第3章 大正元年9月～15年 (1912~1926)



●
討
演
奏
曲
目

11
京
都
は
二
十
六
日
夜
、
大
阪
は
二
十
七
日
書
夜
二
回
11

御
大
典
式
場
拝
観
の
た
め
二
十
五
日
朝
入
洛
す
べ
き
東
京
―音
楽
學
校
職
員
及
び
研
究

ク
リ
ス
ト

生
十
四
名
生
徒
八
十
二
名
の
一
行
は
二
十
六
日
夜
京
都
三
條
柳
馬
場
基
督
敦
宵
年
會
館

に
於
て
京
都
は
楽
槃
會
主
催
し
、
二
十
七
日
畳
夜
二
回
大
阪
楽
友
會
主
催
の
下
に
天
王

寺
公
會
堂
に
於
て
一
大
―
音
楽
會
を
開
く
こ
と
既
報
の
如
く
な
る
が
京
都
及
び
大
阪
の
番

組
左
の
如
し
〔
曲
目
省
略
〕
（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
大
正
四
年
十
二
月
二
十
二
日
）

●
昨
夜
京
都
へ
着
い
た
大
＿
音
楽
園
1
1
女
生
徒
達
と
語
る

二
十
六
日
京
都
青
年
會
館
で
、
二
十
七
日
は
大
阪
天
王
寺
公
園
で
演
奏
さ
れ
る
東
京

＿
音
楽
學
校
の
楽
園
一
行
は
二
十
四
日
夜
十
時
五
十
六
分
京
都
に
着
く
の
を
大
津
ま
で
出

迎
へ
た◆

女
生
徒
と
男
生
徒
と
は
別
の
箱
で

づ
A

女
生
徒
は
一
番
後
の
三
等
室
に
載
て
狭
い
腰
掛
に
二
人
宛
ギ
ッ
シ
リ
腰
を
掛
け
尚
掛
け

な
り

切
れ
な
い
で
立
つ
て
居
る
の
も
あ
る
、
夜
汽
車
の
事
と
て
何
れ
も
装
も
振
も
構
は
ず

コ

お
し
ろ

い

ー
ト
を
着
込
ん
で
毛
絲
の
シ
ョ

ー
ル
を
巻
い
て
髪
も
颯
れ
白
紛
氣
と
て
も
な
い
が
そ
れ

で
も
流
石
音
楽
學
校
だ
け
に
髪
の
結
ひ
工
合
が
袴
の
着
工
合
が
ハ
イ
カ
ラ
で
コ
ー
ト
の

下
か
ら
僅
に
見
え
る
着
物
も
紫
の
矢
絣
や
大
き
い
飽
甲
縞
な
ど
派
出
な
色
彩
で
あ
る
、

誰
れ
も
彼
れ
も
隣
り
同
志
束
髪
と
束
髪
と
を
磨
り
合
せ
て
眠
つ
て
居
る
け
れ
ど
も
何
と

言
っ
て
も
若
い
娘
の
寄
合
ひ
、
さ
ゞ
め
き
の
竪
が
絶
え
間
な
く
聞
え
中
に
は
窓
を
開
け

朧
ろ
に
霞
む
月
を
眺
め
つ
A

◆
小
磐
で
淋
し
い
調
子
の
歌
を
唄
ふ

も
た

も
の
も
あ
る
友
達
の
肩
に
片
手
を
免
せ
て
獨
唱
の
身
振
を
し
て
居
る
の
も
あ
る
花
形
の

研
究
科
生
田
中
久
子
嬢
は
頬
の
豊
か
な
子
供
ら
し
い
人
、

薄
茶
色
の
コ
ー
ト
の
袖
を
前

に
重
ね
な
が
ら
温
な
し
い
口
振
で
語
る

大
阪
で
は
武
岡
鶴
代
さ
ん
の
獨
唱
の
伴
奏
の
外
に
ベ
リ
オ
の
フ
ァ
ン
タ
ー
ジ
ー
バ
レ

フ

ラ

ン

ス

ー
を
弾
き
ま
す
、
ベ
リ
オ
は
佛
蘭
西
の
バ
イ
オ
リ
ン
の
大
家
で
此
の
曲
は
幻
想
曲
の

氣
分
で
現
し
た
踊
の
歌
で
ご
ざ
い
ま
す
、
で
す
か
ら
軽
快
な
聞
い
て
居
て
も
踊
出
し

た
く
な
る
や
う
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、
私
で
は
上
手
に
弾
き
こ
な
さ
れ
な
い
で
困
り

ま
す
、
別
し
て
公
演
は
兎
に
角
今
度
の
や
う
に
遠
方
ま
で
出
掛
け
て
知
ら
な
い
方
の

前
で
致
し
ま
す
の
は
初
め
な
の
で
す
か
ら
何
だ
か
心
配
で
胸
が
わ
く
わ
く
い
た
し
ま

す
、
黒
紋
附
に
此
袴
を
着
け
ま
す

も
て
あ
そ

浅
黄
の
カ
シ

ミ
ヤ
の
袴
の
紐
を
弄
ん
で
居
た
次
に
獨
唱
の
武
岡
鶴
代
嬢
は

◆
色
の
白
い

顔
の
丸
い
若
い
／
＼
人

で
手
製
の
白
い
毛
絲
の
肩
掛
を
頸
に
巻
い
て
赤
い
鼻
緒
の
利
休
の
下
駄
が
可
愛
ら
し
い

ベ
ー
ジ

「
私
の
は
グ
ー
ノ
ー
の
セ
レ
ナ
ー
ド
で
七
頁
程
の
可
な
り
長
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、

夏
の
静
か
な
宵
に
密
に
思
を
寄
せ
る
人
の
窓
の
下
で
立
つ
て
歌
ふ
歌
だ
と
ペ
ツ
オ
ル
ド

先
生
が
数
へ
て
下
さ
い
ま
し
た
知
ら
な
い
大
勢
の
人
の
前
で
一
人
立
つ
の
だ
と
思
ふ
と

そ
れ
は
そ
れ
は
心
配
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、
併
し
私
は
あ
ん
ま
り
構
は
な
い
方
で
墜

を
出
す
人
は
廿
い
も
の
ば
か
り
喰
べ
て
辛
い
物
は
喰
べ
て
は
い
け
な
い
と
言
ひ
ま
す
け

れ
ど
も
お
蜜
柑
で
も
平
氣
で
頂
い
て
居
ま
す
、
ま
だ
本
科
の
二
年
生
で
す
か
ら
是
か
ら

が
本
嘗
の
勉
強
時
期
、
ま
だ
／
＼
人
様
の
前
へ
立
つ
資
格
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
」
こ
ん
な

話
を
し
て
居
る
間
に

一
方
で
は
列
車
の
中
央
に
十
人
許
り
重
な
り
合
っ
て
奇
麗
な
竪
で

―
―
一
部
合
唱
が
始
ま
っ
た
熊
て

◆
京
都
に
近
着
く
と
寝
て
居
た
人
々

を
起
し
髪
を
撫
で
衣
紋
を
繕
ひ
何
よ
り
も
先
に
大
事
な
／
＼
バ
イ
オ
リ
ン
や
マ
ン
ド
リ

ン
を
網
か
ら
卸
し
て
手
に
／
＼
抱
へ
て
「
先
生
先
生
京
都
は
ま
だ
で
す
か
早
く
下
し
て

下
さ
い
」
な
ど
A

監
督
の
大
塚
先
生
に
子
供
ら
し
い
駄
々
を
こ
ね
て
居
る
大
塚
淳
氏
の

話
に今

度
の
や
う
に
女
生
徒
が
六
十
人
男
生
徒
が
四
十
人
一
緒
に
コ
ー
ラ
ス
を
す
る
と
云

う
る
さ

ふ
事
は
闘
西
に
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
京
都
大
阪
の
演
奏
會
で
は
蒼
蠅
い
程
に
全

閥
の
合
唱
を
入
れ
る
さ
う
で
昨
夜
も
名
古
屋
で
之
が
大
愛
な
評
判
で
あ
っ
た
と
、
斯

く
て
京
都
に
着
く
と
同
窓
生
の
出
迎
へ
を
受
け
て
女
生
徒
一
同
は
三
條
小
橋
の
翻
屋

に
投
じ
た
（
婦
人
記
者
）

（

『

大

阪
朝
日
新
聞
』
大
正
四
年
十
二
月
二
十
五
日
）

●
大
―
音
楽
會
1
1
昨
夜
京
都
で

◇
東
京
＿
音
楽
學
校
楽
園
の
入
洛
を
機
と
し
て
京
都
墜
楽
會
主
催
の
下
に
二
十
六
日
夜
六
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時
半
よ
り
三
條
青
年
會
館
で
開
か
れ
た
＿音
楽
會
は
豫
期
以
上
の
成
功
を
牧
め
て
定
刻

前
、
既
に
満
場
立
錐
の
地
な
き
迄
に
聴
衆
を
吸
牧
し
七
時
に
は
早
く
も
入
場
謝
絶
の
札

を
出
す
盛
況
で
あ
っ
た

◇
階
上
に
は
高
等
女
學
校
、
女
子
師
範
五
線
會
、
櫻
楽
會
、
グ
リ
ー
倶
楽
部
員
等
の
席

を
設
け
た
る
が
未
曾
有
の
大
音
楽
聴
き
漏
ら
す
ま
じ
と
憧
憬
の
眼
を
豚
は
る
人
々
は
肩

と
肩
膝
と
膝
と
を
交
へ
て
後
上
り
の
席
に
人
の
屏
風
を
造
り
温
氣
に
堪
へ
兼
ね
て
涼
を

翼
ふ
人
々
の
手
許
に
は
青
色
の
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
が
胡
蝶
の
如
く
に
絶
え
間
な
く
動

い
ち
き

か
さ
れ
た
、
槃
楽
會
會
員

一
木
氏
の
開
會
の
僻
了
り
てあ

が

n
ン
ダ
ク
ッ

・
ス

テ
キ

◇
待
ち
に
待
ち
た
る
大
合
唱
、
歌
手
は
ス
テ
ー
ヂ
に
昇
っ
た
、
大
塚
助
赦
授
指
揮
棒

を
執
り
女
子
約
六
十
名
男
子
約
舟
名
よ
り
成
る
四
部
合
唱
（
御
大
典
奉
翫
歌
）
は

最
と
厳
か
に
且
な
だ
ら
か
な
る
メ
ロ
デ
ー
を
漂
は
せ
つ
A

歌
ひ
出
さ
れ
た
の
で
逍
は
本

邦
随
一
の
音
楽
學
府
よ
り
来
れ
る
人
々
よ
と
聴
衆
は
先
づ
大
な
る
満
足
を
以
て
此
の
膀

頭
の
大
合
唱
を
迎
へ
た

◇
次
で
絃
楽
合
奏
（
戴
冠
式
行
進
曲
歌
）
が
前
の
奉
貌
歌
と
い
み
じ
き
劉
照
を
篇
し
つ

た
け
を
か
つ
る
よ

つ
二
十
餘
名
の
男
女
學
生
に
依
つ
て
奏
せ
ら
れ
て
後
常
夜
唯

一
の
花
形
武
岡
鶴
代
嬢
が

聰
衆
の
前
に
起
っ
た
嬢
は
敷
多
き

l

音
楽
學
校
生
徒
中
殊
に
優
れ
た
る
高
昔
獨
唱
の
天
才

で
あ
る
、
同
夜
の
歌
は
歌
劇
「
セ
ビ
ラ
の
理
髪
師
」
中
の
一
節
で
聴
衆
は
唯
陶
然
と
し

て
嬢
の
美
音
に
魅
せ
ら
れ
歌
の
終
る
と
共
に
初
め
て
夢
よ
り
覺
め
た
る
如
く
慌
し

き
ふ
さ
ん

く
急
霰
の
如
き
拍
手
を
以
て
天
オ
の
榮
に
酬
い
た
の
で
あ
っ
た
、
其
の
他
山
口
節
子
の

ピ
ア
ノ
獨
奏
「
フ
ワ
ン
タ
ー
ヂ
ー
ア
」
、
混
竪
四
部
合
奏
「
ハ
レ
ル
ヤ
」
な
ど
何
れ
も

満
堂
破
れ
る
が
如
き
喝
采
を
博
し
つ
A
第
一
部
を
終
る

◇
第
二
部
に
て
は
現
代
の
第
一
人
者
を
以
て
目
せ
ら
る
A

中
田
教
授
の
オ
ル
ガ
ン
「
フ

ー
ガ
」
は
謂
ふ
迄
も
な
く
、
次
の
中
幸
日
大
家
船
橋
榮
吉
氏
の
蜀
唱

「
バ
ャ
ッ
ツ
オ
〔
。ハ

リ
ア
ッ
チ
〕
」
は
大
喝
采
を
以
て
迎
へ
ら
れ
最
後
の
合
唱

「
君
が
代
」
を
以
て
會

を

閉

づ
る
迄
聰
衆
は
一
人
と
し
て
席
を
立
つ
者
な
く
押
詰
っ
た
暮
の
氣
分
か
ら
全
く
解

放
せ
ら
れ
一
千
五
百
の
人
々
は
尚
も
會
の
績
け
よ
か
し
と
祈
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
、

斯
く
て
京
都
の
＿
音
楽
會
は
大
成
功
の
裡
に
終
り
を
告
げ
た

◇
二
十
七
日
は
大
阪
天
王
寺
公
會
堂
に
此
の
一
園
を
迎
へ
る
の
で
あ
る
が
定
め
て
京
都

以
上
の
盛
會
を
見
る
こ
と
で
あ
ら
う
（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
大
正
四
年
十
二
月
二
十
七
日
）

●
盛
會
の
大
＿
音
楽
會

◇
今
演
奏
後
の
印
象
を
た
ど
る
と
、
大
典
奉
祝
歌
に
次
で
絃
楽
合
奏
「
戴
冠
式
行
進

曲
」
は
音
楽
學
校
生
徒
男
女
二
十
名
に
よ
っ
て
バ
イ
オ
リ
ン
、
セ
ロ
の
合
奏
に
賑
し
く

た
け
を
か

終
る
と
次
で
武
岡
鶴
代
嬢
の
高
昔
獨
唱
歌
劇
「
セ
ビ
ラ
の
理
髪
師
」
中
の
ロ
ヂ
ー
ナ
の

〔

マ

マ

]

カ
ヴ
テ
イ
ー
ナ
が
始
ま
っ
た
、
抑
揚
自
由
な
る
槃
は
聴
衆
を
感
動
す
る
に
充
分
で
あ
る

が
槃
量
の
少
き
は
日
本
人
と
し
て
止
む
を
得
な
い
所
か
兎
に
角
中
で
の
花
形
と
し
て
聴

く
べ
き
力
は
あ
る
生
徒
中
男
磐
に
は
特
に
未
だ
練
習
中
の
香
ひ
が
あ
っ
て
絶
劉
的
に
は

ェ
ク
ス

タ
シ
ー
に
引
入
れ
る
力
が
な
い
、
獨
奏
中
で
は
中
田
章
氏
の
オ
ル
ガ

ン
の
獨
奏

末
吉
雄
二
氏
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
な
ど
全
く
熟
練
の
後
の
軽
妙
が
特
に
こ
A

ろ
よ
く

感
得
さ
れ
た
、
ピ
ア
ノ
三
部
合
奏
「
め
で
た
き
卯
年
」
は
調
子
が
面
白
く
船
橋
榮
吉
氏

の
次
中
昔
獨
唱
は
最
も
難
に
思
は
れ
な
が
ら
努
力
の
後
を
買
ひ
得
ら
れ
た
、
一
髄
に
研

究
中
の
人
々
だ
け
に
頭
か
ら
聰
衆
を
盤
惑
し
得
な
い
、
そ
れ
だ
け
に
聴
手
に
は
興
味
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
た
ゞ
此
の
中
で
合
唱
が
多
く
獨
唱
の
少
な
い
の
は
大
部
隊
と
は

云
ひ
な
が
ら
寂
し
い
氣
が
し
た

（
『
京
都
日
出
新
聞
』
大
正
四
年
十
二
月
二
十
八
日
〔
二
十
七
日
発
行
夕
刊
〕
）

●
東
京
音
楽
學
校
の
演
奏
會
は
大
阪
で
も
非
常
の
盛
況

◆
私
立
大
阪
音
楽
學
校
楽
友
會
の
主
催
で
東
京
＿
音
楽
學
校
の
職
員
生
徒
百
餘
名
を
迎
ヘ

て
の
大
―音
楽
會
は
二
十
七
日
か
ら
天
王
寺
公
會
堂
で
催
さ
れ
た

◆
各
學
校
は
休
暇
中
の
事
で
も
あ
り
折
柄
の
好
天
氣
で
正
午
過
ぎ
の
公
會
堂
内
は
束
髪

や
マ
ガ
レ
ッ
ト
や
紫
袴
の
美
し
い
聘
衆
で
埋
め
ら
れ
た

は
る
／
‘

◆
今
日
の
演
奏
を
聞
か
ん
た
め
逝
々
来
た
奈
良
女
子
高
等
師
範
學
校
の
園
髄
が
五

十

人
、
稗
戸
の
女
學
校
が
八
十
人
そ
れ
が
何
れ
も
先
生
に
率
ゐ
ら
れ
、
長
蛇
の
陣
を
造

つ
て
公
會
堂
の
門
外
に
開
場
を
待
ち
市
内
で
は
女
子
師
範
の
八
十
名
を
始
め
夕
陽

丘
、
清
水
谷
、
市
岡
、
梅
田
の
各
高
等
女
學
校
の
生
徒
が
或
は
園
謄
で
或
は
、
三
々
伍

伍
親
し
い
仲
間
を
造
つ
て
打
群
が
り
、
大
阪
瞥
科
大
学
、
高
商
其
の
他
諸
學
校
の
制
帽

も
交
つ
て
ゐ
れ
ば
奥
さ
ん
風
の
あ
で
や
か
な
の
も
多
く
、
規
定
の
時
間
に
開
か
ぬ

と
い
つ
て
待
ち
あ
ぐ
み
中
に
は
係
員
に
開
場
の
談
判
を
す
る
も
の
も
出
来
る
と
い
ふ
盛

況
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♦
熊
て
一
時
過
ぎ
に
開
い
て
會
場
へ
潮
の
如
く
流
込
み
て
階
上
階
下
を
満
た
し
て
了

ふ
、
其
の
敷
無
慮
二
千
、
演
奏
者
か
ら
い
つ
て
も
聰
衆
か
ら
い
つ
て
も
嘗
て
無
い
大
會

で
あ
る

◆
午
後
一
一
時
半
開
會
、
主
催
側
を
代
表
し
て
大
阪
音
楽
學
校
の
永
井
幸
次
氏
登
壇
開
會

の
僻
に
合
は
せ
て
大
阪
音
楽
學
校
設
立
に
闘
し
大
方
の
同
情
を
請
ひ
直
に
演
奏
に
移
つ

た'◆
そ
の
中
で
の
呼
物
は
二
十
六
日
の
夜
京
都
で
も
聰
衆
を
酔
は
し
め
た
第
一
部
本

科
生
武
岡
鶴
代
嬢
の
高
昔
獨
唱
で
ロ
ッ
シ
ニ
ー
作
歌
劇
（
セ
ビ
ラ
の
理
髪
師
）
で
美
し

〔
マ
マ
1

い
ア
ル
マ
ビ
ー
伯
を
懸
す
る
娘
ロ
ジ
ー
ナ
の
清
い
愛
情
を
豊
婉
な
竪
で
歌
つ
て
聴
衆
を

夢
の
や
う
に
酔
は
し
め
た

◆
夜
の
部
は
引
績
い
て
本
日
午
後
六
時
開
場
六
時
半
開
會
の
豫
定
で
入
場
料
は
大
阪
昔

楽
學
校
設
立
費
に
宛
て
る
さ
う
で
あ
る

（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
大
正
四
年
十
二
月
二
十
八
日
〔
二
十
七
日
発
行
夕
刊
〕
）

●
闘
辱
大
演
奏
會

ー
昨
夜
も
盛
況
を
極
め
た
ー

口
二
十
七
日
夜
六
時
天
王
寺
公
會
堂
で
開
催
さ
れ
た
大
―
音
楽
會
は
午
後
の
に
も
倍
し
て

華
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
、
開
場
遅
し
と
詰
め
掛
け
た
聴
衆
は
階
上
階
下
に
鮨
詰
め
と

ご
く
げ
つ

な
り
極
月
の
心
配
は
何
虞
へ
や
ら
唯
も
う
一
途
に
ミ
ュ
ー
ズ
の
誹
の
榮
光
を
祝
幅
す
る

ば
か許

り
口
御
大
典
奉
祝
の
「
四
部
合
唱
」
に
は
一
同
敬
意
を
表
し
、
ワ
グ
ネ
ル
の
「
タ
ン
ホ
イ

ザ
ー
」
に
は
悲
調
に
充
ち
た
メ
ロ
デ
ー
が
ひ
し
／
＼
と
迫
つ
て
来
る
、
又
シ
ョ
ー
パ
ン

ス
タ
チ
ッ
ク

の
「
ノ
ク
タ
ー
ン
」
は
一
音
楽
界
に
於
け
る
一
大
奇
オ
の
作
曲
と
て
い
か
に
も
静
的
の
調

味
が
場
中
を
隈
な
く
う
る
ほ
し
た
、
此
外
セ
ロ
獨
奏
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
、
女
槃
三
部
合

喝
絃
楽
合
奏
が
あ
っ
て

口
戸
外
は
節
季
の
金
策
に
キ
リ
／
＼
舞
ひ
を
し
て
ゐ
る
に
も
か
A

は
ら
ず
此
の
堂
の
み

し
ま

は
尊
く
美
し
い
藝
術
の
匂
ひ
に
薫
ら
さ
れ
て
若
き
男
女
は
唯
も
う
悦
惚
と
し
て
了
っ
た

（『
大
阪
朝
日
新
聞
』
大
正
四
年
十
二
月
二
十
八
日
）

●
「
北
欧
の
舟
唄
」
の
響

そ

ぞ

ろ

ゆ

る

坐
に
南
大
阪
の
空
気
を
撼
が
せ
る

東
京
＿
音
楽
學
校
園
大
演
奏
會

既
報
の
如
く
帝
国地
天
王
寺
公
會
堂
に
於
け
る
東
京
＿
音
楽
學
校
園
の
大
演
奏
會
は
二
十

七
日
午
後
二
時
過
開
會
、
階
上
階
下
溢
る
A

許
り
の
聴
衆
に
て
東
京
―
音
楽
學
校
助
赦
授

大
塚
淳
氏
指
揮
の
下
に
百
名
に
近
き
男
女
の
四
部
大
合
唱
御
大
典
奉
祝
歌
に
始
ま
り
次

イ

タ

リ

ー

ふ

う

に
マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ア
の
伊
太
利
風
の
名
歌
劇
「
豫
言
者
」
中
の
一
節
華
麗
な
る
戴
冠
式

た
け
を
か
つ
る
よ

マ
ー
チ
の
合
奏
に
つ
ぎ
一
行
中
の
ソ
。
フ
ラ
ノ
武
岡
鶴
代
嬢
は

え
ん
じ
う
た
ゆ

■
ロ
ッ
シ
ニ
ー
曲
の
婉
柔
撓
み

"■

ィ

ク

リ

ー

ふ

う

ア

リ

ア

●
多
き
伊
太
利
風
の
歌
調
に

比
較
的
豊
富
な
る
墜
量
を
示
せ
り
男
竪
四
部
合
唱
の
中
リ
ヒ
ヤ
ー
ド
、
ワ
グ
ネ
ル
初
期

け
だ

の
作
フ
リ
ー
ゲ
ン
デ
、
ホ
ル
レ
ン
デ
ル
中
の
第
三
幕
初
頭
の
有
名
な
る
舟
唄
は
蓋
し
嘗

ノ
ー
ル
ウ
エ

ー

マ
ト
ロ

ー
ゼ

ン

日
第
一
の
聘
物
に
て
か
の
諾
威
の
水
夫
が
酒
を
煽
り
な
が
ら
唄
ふ
軽
い
舟
出
の
唄

H
o
!
 H
e

こ
e!
H
o
!
 ... …
J

o
l
l
o
h
o
h
e
 !
調
子
は
我
國
の
メ
ロ
ヂ
ー
に
も
似
通
ふ
た

は
ぎ
は
ら
ま
さ
ひ
こ

所
あ
り
て
な
っ
か
し
き
感
じ
あ
り
、
萩
原
正
彦
氏
の
セ
ロ
獨
奏
は
ブ
ル
ッ
フ
獨
特
の

＂＂

荘
厳
な
寺
院
楽
の
床
し
さ
が

●
此
―
音
幅
の
あ
る
楽
器
の
響
に

は

ま

ミ

ス

チ

ッ

ク

シ
ッ
ク
リ
適
合
っ
て
引
き
入
ら
れ
る
や
う
な
一
種
の
紳
訟
の
氣
に
打
た
る
、
更
に
二
部

ひ

ろ

た

す

ゑ

よ

し

に
入
り
て
罷
物
は
弘
田
氏
の
ピ
ヤ
ノ
、
末
吉
氏
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
中
田
氏
の
オ
ル
ガ

ン
殊
に
萩
原
氏
の
セ
ロ
三
部
合
唱
本
居
長
世
氏
の
創
作
「
め
で
た
き
卯
の
年
」
興
趣
あ

モ
ー
ダ
ア
ン

る
近
代
的
の
響
を
聰
か
し
其
他
と
り
人
＼
聴
者
の
興
趣
を
湧
か
し
六
時
過
ぎ
一
先
づ
書

た
か
や
す
ど
う
せ
い

の
會
を
閉
づ
、
か
く
て
第
二
回
は
午
後
七
時
よ
り
始
ま
り
高
安
道
成
夫
人
、
増
田
信
一

夫
人
な
ど

せ
う
し
や

■
灌
洒
な
装
ひ
の
婦
人
達
家
族

＂
＂
的
の

聴
衆
階
上
階
下
に
満
つ

曲
目
は
書
と
略
同
じ
く
異
れ
る
は
武
岡
鶴
代
嬢
の
獨
唱
が
セ
レ
ナ
ー
デ
（
グ
ノ
ー
作

た
か
を
り
み
や
じ

曲
）
其
他
二
三
あ
り
し
が
中
に
も
高
折
宮
次
氏
の
ピ
ア
ノ
「
ノ
ク
タ
ー

ン
」
と
四
部
合

ア
ブ
ロ

ー
ズ

唱
の
「
ハ
レ
ル
ヤ
」
と
は
最
も
豊
か
な
拍
手
を
博
せ
り

（
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
大
正
四
年
十
二
月
二
十
八
日
）
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■東
京
音
楽
學
校
の
大
管
絃
楽
園
我
國
音
楽
界
の
中
櫃
た
る
東
京
音
楽
學
校
に
於
て

春
秋
二
期
に
催
さ
る
る
職
員
生
徒
全
部
の
大
管
絃
合
唱
演
奏
は
斯
界
名
物
の
一
と
し
て

地
方
よ
り
来
睦
す
る
者
も
頗
る
多
き
有
様
な
る
が
過
般
京
都
御
所
拝
観
の
為
楽
手
一
同

上
洛
せ
る
を
機
と
し
、
大
阪
音
楽
學
校
學
友
會
主
催
と
な
り
て
同
市
に
招
待
し
、
去
る

二
十
六
日
午
後
一
時
、
同
六
時
の
二
回
天
王
寺
公
園
公
會
堂
に
て
大
阪
開
市
以
来
未
曾

有
の
大
管
絃
楽
會
を
拳
行
せ
し
が
、
演
奏
曲
目
は
湯
原
音
楽
學
校
長
が
殊
に
意
を
用
ひ

て
撰
捧
し
た
も
の
A

み
に
て
、
就
中
今
般
同
校
に
て
作
歌
及
び
作
曲
し
宮
中
へ
奉
献
し

た
る
『
御
大
證
奉
説
』
の
管
絃
合
唱
曲
は
多
大
の
感
動
を
睦
衆
に
輿
へ
た
る
由
な
り
因

に
同
園
の
楽
手
は
二
百
餘
名
に
餘
る
由
な
れ
ば
欧
米
の
天
地
に
於
て
も
稀
に
見
る
盛
観

を
呈
せ
し
と
云
ふ
が
以
後
も
度
々
か
A

る
催
し
を
試
み
て
斯
界
の
為
め
に
盛
さ
れ
た
き

も

の

な

り

（

『

月

刊

築

譜

』

第

五

巻

第

一

号

、

大

正

五

年
l

月
、
二
七
頁
）

■さ
う
ぢ
や
、
光
陰
は
矢
の
如
し
ぢ
や
、
早
や
敷
年
の
昔
に
な
る
が
の
、
十
二
月
の
大

晦
も
一
週
間
程
の
内
に
押
寄
せ
て
来
や
う
と
云
ふ
時
分
に
東
京
の
音
楽
學
校
の
學
生
が

か
た
／
‘

御
大
典
の
式
場
拝
観
労
々
、
修
學
旅
行
に
来
阪
し
て
一
夕
天
王
寺
の
公
會
堂
で
演
奏
會

を
開
い
た
事
が
あ
る
じ
や
、
よ
い
か
な
。

■奈
良
や
廣
島
か
ら
聞
き
に
来
た
と
云
ふ
熱
心
な
者
も
あ
っ
て
會
場
は
満
員
だ
っ
た
。

其
中
に
或
る
文
學
士
と
大
阪
の
チ
ャ
キ
／
＼
の
若
い
楽
器
店
の
旦
那
と
が
居
た
と
思
ひ

た
か
を
り
み
や
じ

な
さ
い
、
其
時
に
高
折
宮
次
君
が
シ
ョ
ー
パ
ン
の
何
か
を
弾
い
た
ぢ
や
、
慮
が
其
文
學

い
ろ
／
‘

士
が
日
＜
ぢ
や
、
今
の
シ
ョ
ー
パ
ン
は
或
る
化
學
者
が
研
究
室
で
種
々
の
昔
を
色
々
の

か
み
の
け

玉
に
し
て
之
れ
を
毛
髪
の
様
な
糸
に
通
し
て
、
一
っ
宛
眺
め
込
ん
で
、
今
の
季
日
は
…
•
•
•

と
考
へ
込
ん
で
居
る
様
な
感
じ
が
し
た
と
云
ふ
た
げ
な
、
よ
い
か
な
。

■す
る
と
、
楽
器
店
の
旦
那
が
日
＜
ぢ
や
、
い
や
其
通
り
、
今
の
シ
ョ
ー
パ
ン
は
食
麺

鞄
を
一
ヶ
月
も
置
い
て
あ
っ
た
様
に
サ
バ
／
＼
と
し
た
も
の
で
其
虜
に
何
等
、
我
々
の

頭
に
感
應
を
呼
び
起
さ
せ
る
も
の
も
無
け
れ
ば
、
心
に
燭
れ
る
も
の
も
な
い
、
之
れ
が

ば

か

今
夜
の
聘
き
物
と
は
人
を
莫
迦
に
し
て
居
る
と
、
大
氣
焙
を
上
げ
て
、
其
の
晩
は
別
れ

て
饉
へ
っ
た
げ
な
。

■翌
る
日
に
な
る
と
昨
夜
の
＿
音
楽
會
に
出
演
し
た
學
生
連
が
二
三
人
ド
ヤ
／
＼
と
其
の

若
い
楽
器
店
の
且
那
を
襲
う
た
ぢ
や
、
そ
し
て
學
生
共
は
大
阪
の
様
な
田
含
へ
来
た
な

ゆ
う
べ

ら
僕
等
の
一
音
楽
は
極
楽
の
天
籟
じ
ゃ
と
思
っ
て
居
た
ら
し
く
、
昨
夜
の
一
音
楽
會
の
御
感

想
は
什
う
で
し
た
。
随
分
盛
會
で
あ
っ
た
で
せ
う
、
と
小
鼻
を
ピ
ク
付
か
せ
て
、
暗
に

ゆ

す

り

賞
賛
の
御
世
際
の
強
請
に
来
た
も
の
ぢ
や
。

■瓶
に
さ
わ
っ
た
楽
器
店
の
旦
那
は
早
速
と
學
生
に
昨
夜
の
、
『
或
る
化
學
者
が
…
・
:
』

い
ら
ぶ
し
じ

ゆ

う

シ

ョ

．ハ

ン

の
一
伍
一
什
の
話
を
し
て
高
折
君
の
甕
麹
飽
を
罵
倒
し
た
ぢ
や
。
そ
し
て
音
楽
學
校
の

學
生
風
情
の
音
楽
に
大
阪
の
人
間
は
渦
足
し
て
居
な
い
と
云
ひ
居
っ
た
、
此
男
は

一
寸

話
せ
る
男
ぢ
や
て
の
、
よ
い
か
な
。

■す
る
と
學
生
達
は
ぷ
ん
／
＼
と
怒
り
を
つ
た
、
そ
し
て
高
折
君
は
僕
逹
の
仲
間
で
立

派
な
腕
の
あ
る
男
じ
や
、
昨
夜
は
旅
の
疲
れ
で
少
し
は
悪
か
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
立

派
な
腕
の
あ
る
男
だ
と
常
か
ら
評
判
さ
れ
て
居
る
ん
だ
、
君
等
は
解
り
も

し
な
い
の

あ
く
こ
う

に
、
悪
口
は
人
一
倍
に
云
ふ
が
、
そ
れ
が
一
音
楽
の
理
解
者
だ
と
思
ふ
の
か
僕
等
は
ど
ん

な
事
が
あ
っ
て
も
高
折
君
の
ピ
ア
ノ
を
墜
麺
鞄
だ
と
は
思
へ
な
い
と
云
ふ
た
じ
ゃ
゜

■楽
器
店
の
旦
那
も
腹
を
立
て
A

、
い
く
ら
立
派
な
腕
を
持
つ
て
居
て
も
味
も
そ
つ
け

た
う
／
＼

も
な
い
＿
音
楽
を
聴
か
せ
て
、
高
い
入
場
料
を
取
る
の
は
詐
欺
じ
ゃ
と
云
つ
て
遂
々
學
生

を
追
彿
つ
て
し
ま
っ
た
ぢ
や
、

■拐
、
弦
じ
ゃ
て
、
の
、
皆
さ
ん
、
此
學
生
共
は
玄
人
に
な
る
玉
子
じ
や
が
、
其
の
邊

が
事
が
ち
つ
と
も
解
つ
て
居
な
さ
ら
な
い
、
若
し
吾
輩
が
其
の
學
生
で
あ
っ
て
、
楽
器

店
の
旦
那
に
、
さ
う
罵
倒
さ
れ
た
ら
、
斯
う
云
つ
て
や
る
ぢ
や
。

■そ
り
や
御
尤
も
で
御
座
い
や
す
、
さ
う
云
ふ
深
刻
な
る
批
評
を
し
て
下
す
つ
て
こ

そ
、
我
々
は
盆
々
刺
戟
さ
れ
、
向
上
を
す
る
の
で
す
、
誠
に
結
構
な
御
観
察
で
、
い
や

早
や
恐
れ
入
り
や
し
た
。
併
し
私
共
は
飽
く
迄
も
高
折
君
を
そ
ん
な
に
下
手
だ
と
は
思

ひ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
、
若
し
私
共
が
仲
間
の
誰
れ
彼
れ
の
技
贔
を
批
評
し
た
り
、
罵
倒

し
た
り
す
る
事
が
出
来
得
る
様
に
な
れ
ば
、
私
共
の
腕
は
休
止
し
て
し
ま
ひ
ま
す
、
私

共
は
唯
、
誰
れ
は
自
分
よ
り
上
手
だ
か
ら
何
ん
で
も
、
あ
の
人
よ
り
は
上
手
に
な
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
、
否
、
先
生
よ
り
も
上
手
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
云
ふ
一
心
が
あ
る
計
り

あ

な

た

で
す
、
貴
郎
は
素
人
の
立
場
と
し
て
私
共
に
よ
い
刺
戟
を
輿
へ
て
下
さ
い
ま
し
た
、
私

共
は
玄
人
と
し
て
の
立
場
か
ら
高
折
君
を
通
し
て
好
い
教
訓
を
得
ま
し
た
、
畢
党
は
立

場
が
違
ふ
か
ら
考
へ
様
も
違
ふ
の
で
す
、
と
云
ふ
ぢ
や
。

■何
事
も
立
場
ぢ
や
ぞ
な
、
自
分
の
立
脚
黙
を
明
に
し
て
置
く
事
は
慮
生
の
根
本
義
ぢ
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七
‘
彎
麟
御
代
萬
歳

敦
授
吉

丸
一

昌
作
歌

講
師
山
口
菊
次
郎
作
曲

六

、

椿

づ

く

し

五

、

早

春

興

四
、
鶴

三
、
高

~
 

ヽ

八

第

編 砂

二

、

秋

の

七

草

段
部

大
正
四
年
十
二
月
二
十
五
日

第

三

回

等

演

奏

番

組

尺
八

同

津鳥上為堀清松清本保小

田居田！井澤島

雨若梅き榮糸

箪菜代子彦務壽

西
、
晒

水間坂野

シキミハ

ヅクキナ

土―-、左

計

絃

渥井正高

美上親橋
町

繁逸講

野子輝師

絃

山溝

ロロ

講俊

師子

士

二

唸

麟

御

代

羹

疇
紐
竺
記
恥
闘
疇

絃 絃

村楊田

島

揺

田
阿

部

山

本

美

代

子

山

口

講

師 キ初一

イ子子照師

十
一
、
都

の

春

中高佐渥渥柴阿艮月今

東
京
一
音
楽
學
校
分
敦
場

絃

井部部田美美川橋江

教きキム富繁 な

授くクメ貴野國秀を

疇
松山加今蜂

須
島口藤井賀

糸 講 柔 ハ
ッ

壽師子花ネ

絃

江橋川美美部部井

な 富繁キき赦

中高佐渥渥阿服今椋植谷村

原野口田
なコ

をサこ講

子ノま師を秀國貴野イく授

田

講

高百栗阿

宮名田久
津

あ津駒イ

いる野ノ

大
正
四
年
十
二
月
二
十
五
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時

紳
田
一
橋
通
町
東
京
音
楽
學
校
分
教
場
に
て
開
會

や
で
な
ツ
。
皆
の
衆
も
解
っ
た
か
の
、
ウ
ム
よ
し
／
＼
。

（
『
新
昔
榮
』
第
一
巻
第
三
号
、
大
正
七
年
七
月
、
二
八
ー
ニ
九
頁
）

第
三
回
等
演
奏
会

+、
八

段

井

上

よ

し

子

吉

田

ふ

で

子

齊

藤

か

つ

村

田

講

師

鈴山

口木

講志

師舞

九

、

か

ざ

し

の

雪

八
、
六

第

段
部

絃 絃 同9
坂若毛増加高

川杉利田賀橋

群美富やす講

子幸士ゑゑ師

第 1部 明治 ・大正篇 428 



八
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
猫
奏

司
伴
楽
、
二
長
調
、
作
品
二
百
十
二
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

（
第
一
、
第
二
楽
章
）

九

、

低

音

獨

唱

甲、

七
、
中

六
、
洋

涸 猫

ソ
ナ
ー
タ
、

琴

樋 荒

口 木

音

甲
、
歌
劇
『
サ
ム
ソ
ン
と
ダ
リ
ラ
』
中
の
一
節
…
…
サ
ン
ー
サ
ー
ン
ズ

乙
、
歌
劇
『
セ
ミ
ラ
ミ
ー
デ
』
中
の
一
節
•
…
…
…
•
•
ロツ

シ

ー

奏

美

ヘ
短
調
、
作
品
二
•
•
…
…
…
…
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ
ン

唱

花

島

――＝ロィ 得

平 秀

會

員

露

國

民

謡

歌
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
｛
吉
丸

l
昌
曲

顎

島

喜

新

内
せ
ん
に
ち
で
ら
な
ご
り
の

か
ね

五
、
千
日
寺
名
残
鐘

富
士
松
加
賀
太
夫

吾
妻
路
宮
古
太
夫

四
鉢g

の

木き

中

三ワシ
味
線キテ

菅菅菅

野野野

吟利序

平三遊

獨

歌
劇
『
ユ
ー
ゲ
ノ
ッ
ト
教
徒
』
中
の
小
姓
の
抒
情
調

四

、

次

中

音

猫

唱

歌
劇
『
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ー
ン
』
中
の
ロ
ー
エ
ン

グ
リ
ー
ン
の
告
別
の
歌
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
ヴ
ー
ク
ナ
ー

五
、
男
盤
四
重
合
唱

（
休
憩
十
分
間
）

三
味
線

；あ長
ロ

妻か唄

八

早け
尽し‘

三
味
線

同上
調
子

長J

唄

杵杵杵吉吉吉

屋屋屋住住住

長六六小小小

三四四三三

郎次郎郎蔵郎

進

取

の

河

東
ゅ

二
、
柊士

野や

山

彦

秀

翁連

中

富

本

て
こ
ひ
の
し
よ
わ
け

一
、
四
十
八
手
懇
所
繹
を
し
鳥
の
段

麟
子線

名名名富
見見見
崎崎崎本

多得得
圭 亨
吋吋

賀齋々豊

水

野

康

孝

曲

目

マ
イ
ア
ー
ベ
ー
ア

武

鶴

二

、

洋

琴

濶

奏

狂
想
曲
、
嬰
へ
短
調
作
品
五
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

三

、

高

唱音

岡

代

會吉

丸

一

昌

歌

母
よ
さ
ら
ば
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
{
成
田
為
三
曲

方

土

貞

大
正
五
年
二
月
十
九
日

学
友
会
第
十
六
回
土
曜
演
奏
会

■去
る
二
月
十
九
日
第
十
六
回
土
曜
演
奏
會
を
開
く
。
曲
目
左
の
如
し
。

+

、

混

盤

會

歌
劇
『
ア
イ
ー
ダ
』
中
の
凱
旋
軍
歓
迎
合
唱
…
…
•
•
•
‘
ヱ

君

ヶ

．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
木

大
正
五
年
十
一
月
十
九
日

邦
楽
会
第
七
回
演
奏
会

廣

（『
＿音
榮
』
墨
友
會
、
第
七
巻
第
四
号
、
大
正
五
年
四
月
、
九
一
頁
） 守

一

ヽ

混

盤

合

唱

員

ル

デ

イ

乙、

合

唱

員
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大
正
五
年
三
月
二
十
五
日

器
架
部
卒
業
生

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

水

甲
種
師
範
科
卒
業
生
清

ニ
短
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
中
の
ロ
マ
ン
ス
（
第
二
番
、
作
品
二
十
二
）

演
奏
曲
目

常

磐

津

こ

と

ぶ

き

う

つ

ぼ

六

、

壽

靱

猿［

部

厨

ハ
作
曲

勝

蔵

多

三
味
線

卒
業
式

第
二
十
七
回
生
徒
卒
業
式
順
序
（
大
正
五
年
三
月
二
十
五
日
）

一
、
卒
業
證
書
授
呉

一
、
校
長
告
辟

一
、
文
部
大
臣
翫
僻

一
、
卒
業
生
網
代
謝
僻

第

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ハ
短
調
ロ
ン
ド
（
作
品
一
）
…
…
…
…
…
…
…
シ

二

、

獨

唱

（

次

低

―

＝

日

）

盤

架

部

卒

業

生

水

秘
密
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヴ

三
、
オ
ー
ル
ガ
ン
獨
奏
甲
種
師
範
科
卒
業
生

ハ
短
調
。
ハ
ッ
サ
カ
ー
リ
ア
（
ツ
ェ
ル
ナ
ー
編
）
…
…
…
…
…
…
…

オ ョ

ッ
パ
ン
作
曲

康

孝
フ
作
曲郎

Jレ

足

上
調
子

野 立

ふ

さ

常常常常常常常
磐磐磐磐磐磐磐
津津津津津津津

菊和八小鳴志文

三歌百塁雙言
郎吉八夫夫夫夫

松

+
、
等

第

部

セ
ー
ク
作
曲亮

原

五
、
獨
唱
（
高
昔
）

歌
劇
「
豫
言
者
」
中
の
カ
ヴ
テ
イ
ー
ナ
と
ア
ー
リ
ア
…
…
…
…
•
•
•

十
二
、

…
…
•
•
•
…
…
…
•
•
•
•
•
•
•
…
…
…
·
:
·
…
…
…
・
ヴ
ィ
ー
ニ
ア
フ
ス
キ
ー
作
曲

秀

盤
架
部
卒
業
生

花

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
マ
イ
ヤ
ー
ベ
ー
ア
作
曲

六

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

器

架

部

卒

業

生

鈴

木

采

ニ
長
調
ソ
ナ
タ
（
作
品
二
十
八
第
一
榮
章
）
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

七

、

獨

唱

（

次

低

昔

）

盤

架

部

卒

業

生

柴

田

知

常

歌
劇
「
道
化
師
」
の
序
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
レ
オ
ン
カ
ヴ
ッ
ロ
作
曲

八
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

器

架

部

卒

業

生

井

上

は

る

ト
長
調
狂
想
的
ロ
ン
ド
（
作
品
百
二
十
九
）
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

九

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

器

榮

部

卒

業

生

大

場

勇

之

助

ト
長
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
中
の
ア
レ
グ
ロ
及
ア
ダ
ー
ヂ
ヨ
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲

十
三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

十
一
、
獨
唱
（
低
音
）
研
究
科
盤
楽
部
修
了
生

歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
の
中
の
歌
合
戦
…
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
作
曲

ピ

ア

ノ

器

架

部

卒

業

生

榊

直

ト
短
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
第
一
架
章
）
…
…
デ
ウ

器
架
部
卒
業
生

忠

等

阿

部

キ

イ

選

科

修

了

生

一

疇

疇

よ

き

[

三
絃
敦
授
今
井
新
太
郎

箕

砂

一

風
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
｛
中
能
島
検
校
合
作

三
世
山
本
検
校

健

金

島
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富

本
め
を
と
ざ
け
か
は
ら
な
か
／
ヽ

二
、
夫
婦
酒
替
ぬ
中
仲

（
鞍
馬
獅
子
）

上同三
調味
子 線

名名名富名富
見見見見
崎崎崎本崎本

多千得い得

：壽ろ壽

賀郎齋は々豊

河

東
か
ん

一
、
郡

輩肢

麟
子線

山山山山

彦彦彦彦

八秀千山

重翁代子

十

七

、

合

唱

•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
…
•
モ

い
、
祈
躊
の
歌
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
ヴ

ろ
、
太
平
頌
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ロ

は
、
ヴ
ェ
ル
メ
ラ
ン
ド
の
歌
…
…
…
…
…
・
・
・
瑞

大
正
五
年
五
月
二
十
一
日

十
六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

十
四
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ

ー
作
曲

ル
グ
作
曲

民

謡

（
『
東
京
昔
榮
學
校
一
覧
』
自
大
正
十
五
年
至
大
正
十
六
年
）

邦
楽
会
第
五
回
演
奏
会

田 長

主
題
と
其
替
へ
手
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
・
ロ

................................................... 
,
 ン 工

‘‘
 

ノ

ベ
典

ー

リ

ッ

ク

作

曲

研
究
科
器
架
部
修
了
生

イ
短
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
第
五
番
作
品
二
十
一
）
…
…
…
…
…

中

ひ

さ

十
五
、
獨
唱
（
最
高
昔
）
研
究
科
盤
架
部
修
了
生

歌
劇
「
デ
ィ
ノ
ー
ラ
」
中
の
劉
影
ア
ー
リ
ア
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
マ
イ
ヤ
ー
ベ
ー
ア
作
曲

坂

ナ
ー
作
曲

好

子

ン

ド

器

榮

部

卒

業

生

犬

井

ホ
短
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
作
品
三
十
四
、
第
二
架
章
）
…
…
… ド

作
曲

英

夫

一

、

管

絃

架

ー
（
休
憩
十
五
分
間
）
ー
ー
＇

二
十
八
日

ョ
パ
ー
ン
作
曲

助

教

授

久

野

ひ

さ
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〔

マ

マ

〕

第

ベ
ル
リ
ヨ
ー
作
曲

三
味
線

大

正

五

年

五

月

二

十

七

日

、

第

三

十

一

回

定

期

演

奏

会

大
正
五
年
五
月
二
十
八
日
（
日
曜
日
）
午
後
二
時

昔

楽

演

奏

會

曲

目

「羅
馬
の
謝
肉
祭
」
の
序
曲
：
・

二
、
管
絃
榮
附
き
ピ
ア
ノ
演
奏

長

唄
し
や
く

六
、
石

英

道奇

中

成；

橋： 寺じ

東

京

音

楽

學

校

ほ
短
調
コ
ン
サ
ー
ト
（
作
品
十
一
）
…
…
·
…
…
•
…
…
•
シ

太大小笛上同三同長長
調味
子線鼓鼓鼓

望六六菊杵杵今芳芳富
士

月郷合川屋屋藤村村田

太新新芳政勝長孝伊音

左十三次次 十

唄唄

四

都
太
夫

三

味

線

都

上

調

子

都

吉郎郎郎郎蔵郎三郎蔵花秀中

大正元年9月～15年 (1912~1926)

新

内
あ
け
が
ら
す
ゆ
め
の
あ
は
ゆ
き

四

、

明

烏

夢

泡

雪

常

磐

津

、

忠

臣

蔵
も

A

の
ゐ
や
か
た
だ
ん

―

―

桃

井

館

の

段

二
段
目

富

士

松

加

賀

太

夫

吾

妻

路

宮

古

太

夫

常

磐

津

文

字

太

夫

常

磐

津

和

歌

太

夫

話
□
炉
翌
い
疇

三

味

線

常

磐

津

文

字

兵

衛

上

調

子

常

磐

津

菊

三

郎



八

、 三
、
管

三

重

唱

及

合

唱

（

管

絃

楽

及

オ

ー

ル

ガ

ン

伴

奏

）

ア

ア

ダ

ー

ジ

ョ

レ

グ

口

口

…

…

…

…

メ

ン

デ

ル

ソ

ー

ン

作

曲

イ

、

春

の

知

ら

せ

（

作

品

四

十

八

、

第

一

番

）

一

ロ

、

鶯

の

歌

（

作

品

五

十

九

、

第

四

番

）

七
、
管
絃
榮
附
き
ピ
ア
ノ
演
奏

シ高！
 

コサ

は
長
調
コ
ン
サ
ー
ト
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
バ

ア

レ

グ
ハ

、

饉

省

（

作

品

六

十

二

）

敦

師

｛
詞
究
生

田
ッ折ョ

龍

ハ太

宮ル

作

曲郎次ツ

ブ

ラ

ー

ム

ス

作

曲

｛
吉
丸

l

昌

作

歌

六

、

合

唱

（

無

伴

奏

）

い

短

調

前

奏

曲

及

フ

ュ

ー

グ

…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

）

ッ

ハ

作

曲

ス

ト

編

大
組
曲
「
胡
桃
割
り
」
（
作
品
七
十
一
の
イ
）
•
•
…
…
•
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作
曲

一

、

小

序

曲

イ

、

進

行

曲
ロ

、

フ

ェ

ー

、

ド

ラ

ジ

ェ

ー

の

舞

踏

曲

ハ

、

亜

剌

伯

の

舞

踏

曲

二

、

支

那

の

舞

踏

曲

・

ホ

、

露

西

亜

の

舞

踏

曲

四
、
最
高
昔
獨
唱

イ

、

手

琴

に

（

作

品

五

十

六

、

第

二

番

]

ロ

、

「

涙

を

以

て

其

麺

包

を

食

は

ざ

る

者

は

」

作

品

十

二

、

第

二

番

）

五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

絃

榮

…
…
敦
師

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

蟄

雨

n-n

g
 小倉
す

ゑ

ペ

ッ

ツ

ォ

ー

ル

ド

夫

人

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作

曲

仝 や
t ト
．．  

オ

ー

ル

ガ

ン

助

教

授

ス
イ
ム
フ
ォ
ニ
ィ
楽
詩
「
前
奏
」
…
·
…
…
…
…
…
•
…
•
リ

指

揮

者

O
r
c
h
e
st
ral 
a
n
d
 C
h
o
r
a
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ベ
ル
リ
オ
ー
ス
作

『
羅
馬
の
謝
肉
祭
』
の
序
曲
（
作
品
九
）

本
序
曲
は
所
謂
「
標
題
楽
」
(
p
rog
r
a
m
,
m
u
si
c)
の
創
始
者
に
し
て
且
つ
近
代
管
絃

編
成
法

(orchest
rat
i

on)
の
革
新
者
な
る
佛
の
天
才
エ
ク
ト
ー
ル
、
ベ
ル
リ
オ
ー
ス

音

楽

演

奏

曲

目

梗

概

第

二

十

一

管

絃

率

竺 炉 ・ベl ？ g 

C
o
n
d
u
ct
o
r
:
 G•Kron. 

S
c
h
u
b
e
rt

.
 

、

t

で

1

t
t
)

。

ヽ

・

．
 

-
3
a
1
`
卜

•
C
、
,

一

昴
吼 ヽ

j

肥
叫：

昌
ト

＾ 、̀̀
l

l lili 

(
H
e
ct
or 
Berli
oz 1
8
0
3ー

1
8
6
9
)

の
作
に
係
り
、
歌
劇
『
ベ
ン
ヴ
ェ
ヌ
ー
ト
、
チ
ェ

リ
ニ
』
の
序
曲
と
共
に
此
の
歌
劇
の
創
作
時
代
（
卸
ち
一
八
三
五
乃
至
三
七
年
）
に
成

れ
る
も
の
な
ら
ん
と
い
ふ
。
何
と
な
れ
ば
本
序
曲
は
其
初
演
奏
の
時
日
稽
後
れ
居
れ
ど

も
、
其
の
主
想
は
全
く
該
歌
劇
中
の
楽
想
に
基
き
居
れ
ば
な
り
。
ベ
ル
リ
オ
ー
ス
の
諸

序
曲
中
、
最
も
形
式
に
於
て
完
備
し
、
且
つ
近
世
管
絃
楽
に
特
有
な
る
色
彩
を
狡
揮
せ

ア
レ
グ
ロ

る
も
の
と
し
て
本
曲
は
随
所
に
歓
迎
せ
ら
れ
た
り
。
曲
の
構
造
は
最
初
の
短
か
き
快
速

ァ

ン

ダ

ン

テ

ア

レ

グ

ロ

調
（
十
八
小
節
）
に
次
で
緩
徐
な
る
挿
句
を
置
き
之
に
次
で
本
嘗
の
快
速
調
に
遷
る
。

快
速
調
の
第
一
主
想
は
歌
劇
『
ベ
ン
ヴ
ェ
ヌ
ー
ト
、
チ
ェ
リ
ニ
』
の
謝
肉
祭
の
場
の
人

民
の
合
唱
『
来
よ
、
来
よ
、
羅
馬
の
民
』
よ
り
取
れ
る
も
の
、
又
た
第
二
の
主
想
『
響

タ
ン
プ
リ
ン

け
剛
夙
聾
け
笛
聾
け
楽
し
き
鈴
太
鼓
』
も
同
じ
合
唱
よ
り
出
で
た
り
。
此
の
第
二
主
想

は
全
曲
の
序
節
と
し
て
現
は
れト

リ

ロ

ア

ン

ダ

ン

テ

此
の
序
節
が
歓
呼
に
似
た
る
顛
音
に
終
る
や
美
し
き
緩
徐
調
と
な
り
歌
劇
の
第
一
幕
な

る
テ
レ
ザ
、
チ
ェ
リ
ニ
相
愛
の
歌
調
現
は
る

此
の
歌
調
の
終
節
に
於
て
高
音
楽
器
が
低
音
楽
器
の
旋
律
を
一
拍
後
れ
に
追
ひ
か
け
、

金
屡
管
と
打
楽
器
と
が
複
雑
な
る
リ
ズ
ム
に
て
伴
奏
す
る
箇
虜
は
技
術
の
巧
妙
驚
く
に

ソ

ル

ジ

ノ

堪
え
た
り
。
頓
て
快
速
調
に
入
り
、
主
想
は
先
づ
弱
音
器
を
附
け
た
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

に
現
は
れ
、
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管

絃

榮

管
絃
榮
附
ピ
ア
ノ
演
奏

ほ
短
調
コ
ン
セ
ル
ト
（
作
品
十
一
）

短
ほ
調
コ
ン
セ
ル
ト
は
波
蘭
の
天
オ
シ
ョ
パ
ン
（
F
芯
d
印

i

c
C
h
op
i

n
 18
1
0ー

1
8
4
9
)

が
遺
せ
る
コ
ン
セ
ル
ト
ニ
曲
中
の
一
に
し
て
、
一
八
―
―
1

0

年
の
作
に
係
り
、
初
め
て
ワ

ア

レ

グ

ロ

・ル
ソ
ウ
に
演
奏
せ
ら
れ
た
り
。
此
演
奏
は
其
の
第
一
章
快
速
調
の
み
に
止
む
。

リ
ス
ト
は
シ
ョ
パ
ン
の
コ
ン
セ
ル
ト
及
び
ソ
ナ
タ
の
作
に
『
紳
保
よ
り
も
寧
ろ
多
く

の
意
志
』
を
認
む
る
に
難
か
ら
ず
と
為
せ
り
。
而
も
彼
は
い
ふ
『
シ
ョ
パ
ン
の
古
典
的

企
圏
は
稀
に
見
る
精
美
の
作
風
に
よ
り
て
異
彩
を
放
ち
、
非
常
に
興
味
あ
る
通
過
旬、

意
外
に
牡
大
な
る
部
分
を
含
め
り
』
と

シ
ョ
パ
ン
研
究
者
ニ
ー
ク
ス
は
シ
ョ
パ
ン
の
コ
ン
セ
ル
ト
の
全
謄
の
構
造
に
就
て
批

評
し
且
つ
管
絃
部
（
殊
に
ピ
ア
ノ
と
聯
合
せ
る
場
合
）
の
獨
奏
部
に
比
し
て
馳
き
劣
り

す
る
こ
と
等
を
説
き
た
る
後
、
語
を
改
め
て
日
く
、
『
し
か
も
細
部
の
矯
艶
可
憐
繊
麗

優
雅
絢
爛
な
る
は
能
く
人
を
し
て
其
の
全
髄
上
の
鋏
黙
を
忘
れ
し
む
』
と

ア

レ

グ

ロ

本
日
演
奏
す
る
快
速
部
の
構
造
は
短
ほ
調
の
第
一
主
想
に
次
で
長
ほ
調
の
第
二
主
想

の
現
は
る
A

後
長
は
調
の
展
開
部
に
入
り
、
更
に
種
々
の
轄
調
を
な
す
の
後
短
ほ
調
の

第
一
主
想
及
び
長
と
調
の
第
二
主
想
に
饉
り
、
次
で
短
ほ
調
に
終
局
を
結
ぶ
。
作
者
は

創
作
帝
国時
の
書
簡
に
於
て
自
ら
此
の
快
速
部
を
『
活
撥
』
な
る
も
の
と
評
せ
り
。

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
作

大
組
曲
「
胡
桃
割
」
（
作
品
七
一
の
イ
）

本
曲
は
露
國
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
い
は
る
A

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
(
P
et
er
T
s
c
h
ai

,
 

k
o
w
s
k
y
 1
8
4
0ー

1
8
9
3
)

の
晩
年
(
-
八
九
二
年
）
の
作
。
「
胡
桃
割
と
題
す
る
二
幕
の

シ

ョ

パ

ン

作

暫
く
し
て
前
掲
第
二
主
想
の
最
強
奏
に
進
む
、
謝
肉
祭
の
狂
歓
は
始
ま
れ
り
。
此
の
歓

楽
の
最
中
に
在
り
て
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
木
管
及
び
ホ
ル
ン
が
交
々
前
の

相
愛
の
佳
調
を
聞
か
し
む
る
あ
た
り
は
何
等
の
華
美
ぞ
。
か
く
て
歓
呼
は
盆
々
高
ま

り
、
序
曲
は
全
管
絃
の
和
槃
中
に
著
し
く
聞
ゆ
る
長
三
度
（
「
イ
」

1

「
嬰
ハ
」
）
の
絶

叫
に
終
る
。

五

ピ

ア

ノ

獨

奏

〔

マ

マ

〕

お
伽
所
作
（
其
の
筋
は
ホ
フ
マ
ン
の
お
伽
話
に
基
き
ア
レ
サ
ン
ド
ル
、
ジ
ュ
ー
マ
の
脚

色
せ
る
も
の
）
に
附
せ
る
舞
曲
の
抜
莱
に
し
て
、
彼
の
天
才
と
獨
創
と
は
此
虞
に
も
窺

知
す
る
を
得
べ
し
。
本
演
奏
に
は
全
部
八
曲
中
の
六
を
選
べ
り
。
（
口
）
の
フ
ェ
ー
、

ド
ラ
ジ
ェ
ー
は
第
二
幕
に
現
は
る
と
岬
仙
（
糖
菓
山
の
女
王
）
の
名
な
り
。

四

最

高

昔

獨

唱

（
イ
）
手
琴
に
（
作
品
五
六
の
二
）

（
口
）
泣
き
っ

A

麺
鞄
を
食
は
ざ
り
し
者
は
（
作
品
―
二
の
二
）

共
に
近
代
の
小
謡
の
創
始
者
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

(
F
r
a
n
z
S
c
h
u
b
e
rt
 1
7
9
7ー

1
8
2
8
)

の

佳
作
な
り
。
左
に
歌
詞
を
掲
ぐ

A
n
 di
e
 L
ei
e
r
 
(
n
a
c
h
 A
n
a
c
r
e
o
n
 v
o
n
 B
r
u
c
h
m
a
n
n
)
 

I
c
h
 will 
v
o
n
 A
t
r
e
u
s
 
S
o
h
n
e
n
,
 vo

n
 K
a
d
m
u
s
 will i
c
h
 si
n
g
e
n
 !
 

D
o
c
h
 m
ei
n
e
 S
ai
t

e
n
 
ton
e
n
 n
u
r
 L
i

e
b
e
 i
m
 
E
r
k
l
i
n
g
e
n
,
 

I
c
h
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a
u
s
c
ht

e
 u
m
 di
e
 S
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t

e
n
,
 di

e
 L
ei
er 
m
o
c
ht
'

i

c
h
 t
a
u
s
c
h
e
n
 !
 

A
l
ci
d
e
n
s
 
Si
e
g
e
s
s
c
h
r
ei
t

e
n
 sollt

'

i

h
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M
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c
ht

 

e
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e
n
 !
 

D
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h
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e
n
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e
b
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k
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.
 

S
o
 lebt
 

d
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n
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 He
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o
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!
 
d
e
n
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 m
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n
e
 S
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t

e
n
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o
n
e
n
,
 

St

at
t

 

H
e
l
d
e
n
s
a
n
g
 z
u
 
d
r
o
h
e
n
,
 nu

r
 L
i

e
b
e
 i
m
 E
r
k
l
i
n
g
e
n
.
 

G
e
s
a
n
g
e
 d
e
s
 H
a
r
fne
r
s
,
 N

o
.
 2
.
 

(
A
u
s
 

"Wi

l
h
e
l
m
 M

ei
st
e
r
"
 v
.
 G

o
et
h
e
)
 

W
e
r
 ni
e
 sei
n
 B
r
ot

 

m
i
t
 

T
r
a
n
e
n
 ass
,
 

W
e
r
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e
 di
e
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u
m
m
e
r
v
o
l
l
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n
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a
c
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A
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n
e
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e
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e
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e
n
d
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,
 

D
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r
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n
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e
u
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h
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c
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h
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m
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c
ht

e
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 d
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菩
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 d
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d
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h
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n
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ふ。

い
短
調
前
奏
曲
及
び
フ
ュ
ー
グ

本
曲
は
ピ
ア
ノ
の
大
家
リ
ス
ト

(
F
r
a
n
z
L
i

szt
 
1
8
1
1
,
1
8
8
6
)

が
古
き
バ
ッ
ハ
の

オ
ル
ガ
ン
曲
を
ピ
ア
／
楽
に
移
し
た
る
六
曲
中
の
一
な
り
。
有
名
な
る
い
短
調
フ
ュ
ー

グ
は
バ
ッ
ハ
の
晩
年
の
作
に
し
て
、
彼
の
園
熟
せ
る
技
巧
を
示
す
も
の
な
る
が
、
之
を

ピ
ア
／
に
移
し
た
る
リ
ス
ト
の
手
腕
も
等
し
く
バ
ッ
ハ
研
究
者
の
嘆
賞
に
値
す
。
原
作

ベ

ダ

ル

の
オ
ブ
リ
ガ
ー
ト
脚
鍵
盤
の
音
部
を
左
手
に
配
営
し
て
、
然
も
他
の
音
部
の
要
黙
を
傷

く
る
こ
と
な
く
、
バ
ッ
ハ
の
大
曲
を
完
全
に
一
箇
の
ピ
ア
／
に
移
す
如
き
は
リ
ス
ト
以

前
の
技
術
家
の
想
像
し
得
ざ
り
し
所
な
り
。
さ
れ
ば
本
曲
の
創
作
は
ピ
ア
ノ
演
奏
の
歴

史
上
特
筆
の
債
値
あ
る
一
項
な
り
と
す
。

六

合

唱

（

無

伴

奏

）

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン

（
イ
）
春
の
知
ら
せ
（
作
品
四
八
ノ
一
）
｝

（
口
）
鶯
の
歌
（
作
品
五
九
ノ
四
）

（

ハ

）

蹄

省

（

作

品

六

二

）

ブ

ラ

ー

ム

ス

前
の
二
曲
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
派
の
楽
家
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン

(
F
.
M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
 1
8
 

0
9
1
1
8
4
7
)

の
最
も
流
行
せ
る
小
歌
曲
な
り
。
後
者
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
(
J
.
B
r
a
h
m
s
 1
8
 

33ー

1
8
9
7
)

が
獨
逸
の
古
歌
に
節
付
し
た
る
佳
作
、
本
演
奏
に
は
邦
語
の
歌
詞
を
用

(a) 
F
r
i
i
h
l
i
n
g
s
a
h
n
u
n
g
 (
L
.
 
U
h
l
a
n
d
)
 

0
 s
a
nf
t

e
r
,
 silsser 

H
a
u
c
h
;
 

S
c
h
o
n
 w
e
c
k
e
st
 d
u
 w
i

e
d
e
r
 

M
i

r
 Frtihli
ng
sli
e
d
e
r
 

B
a
l
d
 b
l
t
i
h
e
n
 
di
e
 V
ei
l
c
h
e
n
 a
u
c
h
.
 

(b) 
D
i
e
 N
a
c
ht
i
g
all 
(

v
.
 

G
o
et
h
e
)
 

D
i

e
 N
a
c
ht
i
g

all
,
 si

e
 w
a
r
 e
nt
f
e

r
nt
,
 

D
e
r
 F
r
u
h
li
ng
 

loc
kt 
si
e
 w
i

e
d
e
r
.
 

W
a
s
 n
e
u
e
s
 h
at
 

si
e
 n
i

c
ht
 
g

e
l
e
r
nt

,
 

Si
ng
t

 
alte 
liebe 
L
i

e
d
e
r
.
 

バ
ッ
ハ
ー
ー
よ
リ
ス
ト
作

七

饉
省
（
吉
丸
一
昌
作
）

一
、
鱒
省
の
旅
に
い
ま
ぞ
出
づ
る

楽
し
き
思
ひ
胸
に
あ
ふ
れ
、
つ
ぶ
や
き
ぬ

遅
々
た
る
車
の
も
ど
か
し
さ
。
疾
＜
疾
く
行
か
ず
や

疾
く
行
け
小
車

絃
榮
附
ピ
ア
ノ
、

コ
ン
セ
ル
ト

は
長
調
コ
ン
セ
ル
ト

バ
ッ
ハ
(
J
.
S
.
 Ba
c
h
)

は
一
七
二
九
年
よ
り
三
六
年
ま
で
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
な
る
テ

レ
マ
ン
(
T
e
l
e
m
a
n
n
)
創
立
の
音
楽
協
會
の
楽
長
と
し
て
槃
楽
曲
の
み
な
ら
ず
、
器
楽

曲
を
も
装
表
し
、
且
つ
家
庭
に
あ
り
て
は
好
ん
で
彼
の
子
息
及
び
弟
子
等
と
合
奏
を
な

せ
り
。
此
の
外
部
の
事
情
に
促
さ
れ
て
生
れ
た
る
曲
櫃
は
即
ち
ピ
ア
ノ
、
コ
ン
セ
ル
ト

に
し
て
、
サ
ム
に
奏
す
る
三
個
の
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
セ
ル
ト
も
其
の
一
な
り
。
こ
は
彼
が
以

前
に
創
作
せ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
三
重
コ
ン
セ
ル
ト
を
ピ
ア
ノ
に
移
し
た
る
も
の
に
し

ク
オ
ル
テ
ッ
ト

て
ピ
ア
ノ
を
主
と
な
し
、
之
れ
に
絃
楽
四
部
を
附
随
せ
し
め
た
る
新
曲
な
り
（
但
し

本
演
奏
に
は
絃
楽
の
ク
ォ
ル
テ
ッ
ト
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
撰
大
せ
り
）
。
全
部
三
章
に

4

ヽ
ツ

ノ

三
、
う
し
ろ
の
森
を
前
の
川
を

行
く
手
に
見
つ
A

高
く
呼
び
ぬ
。

柿
の
木
見
ゆ
、
松
の
木
見
ゆ
、
我
家
近
し
。

四
、
門
邊
に
立
ち
て
待
つ
は
誰
ぞ
や

お
も
は
ず
高
く
磐
を
立
て
ぬ

こ
は
や
父
よ
。
こ
は
や
母
よ
。
お
A

な
つ
か
し
。

疾
＜
疾
く
行
か
ず
や

疾
く
行
け
小
車
。

ノ‘

作

―
-
、
村
里
近
く
見
え
し
時
に

再
び
低
く
ひ
と
り
ご
ち
ぬ

は
A

く
に

ぁ
A

祗
國
わ
が
ふ
る
さ
と
。
疾
く
行
か
ず
や
。
せ
き
た
つ
思
ひ
ぞ
。

疾
く
行
け
小
車
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(
C
h
o
r
)
 

(
T
e
r
z
e
tt) 

分
れ
快
速
よ
り
緩
徐
を
経
て
快
速
に
終
る
。
各
章
の
構
造
に
就
て
は
其
の
説
明
の
無
味

に
陥
る
べ
き
を
恐
れ
て
徒
ら
に
省
略
し
、
唯
だ
此
の
頸
健
荘
重
な
る
、
は
長
調
コ
ン
セ

ル
ト
が
『
バ
ッ
ハ
の
全
器
楽
中
最
も
宏
大
な
る
も
の
A

ー
な
り
』
（
ス
ピ
ッ
タ
）
と
評

せ
ら
れ
た
る
こ
と
を
記
す
に
止
む
。

(
C
h
o
r
)
 

八

合
唱
及
び
三
重
唱

(
T
e
r
z
e
tt) 

『
天
は
紳
の
光
榮
を
語
る
』

オ
ラ

ハ
イ
ド
ン
(
Jo
s
e
p
h
H
a
y
d
n
 1
7
3
2ー

1
8
0
9
)

の
名
作
『
創
造
』
は
十
八
世
紀
の
誹

事
楽
の
諸
作
中
、
最
も
傑
出
せ
る
も
の
に
し
て
、
歌
詞
は
ミ
ル
ト
ン
の
『
失
楽
園
』
に

基
き
て
リ
ド
レ
ー
(
L
idle
y
)
の
作
れ
る
を
獨
人
ヴ
ァ
ン
、
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
(
v
a
n
S
w
ie, 

te
n
)
が
麟
繹
添
削
せ
る
も
の
な
り
。
全
篇
は
三
部
に
分
れ
六
日
間
の
創
造
の
光
景
よ
り

極
楽
園
に
於
け
る
ア
ダ
ム
、
エ
バ
の
幸
揺
ま
で
を
描
蔦
せ
り
。
絃
に
演
奏
す
る

一
曲
は

創
世
の
第
四
日
に
星
辰
の
燦
然
と
し
て
蒼
弯
に
懸
れ
る
光
景
を
讃
美
す
る
天
群
及
び
天

使
の
槃
に
し
て
全
篇
中
最
も
人
口
に
腋
灸
せ
る
も
の
な
り
。
本
曲
は
和
槃
が
破
格
に
長

は
調
を
固
守
し
且
つ
合
唱
部
に
反
覆
甚
だ
多
き
に
拘
は
ら
ず
、
二
箇
慮
に
挿
み
た
る
三

重
唱
の
極
め
て
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
る
愛
化
に
よ
り
て
、
能
＜
聰
者
の
感
興
を
持
績
す
。

三
重
唱
『
来
る
日
に
云
々
』
（

c

d^
e
m
k
o
m
m
e
n
d
e
n
 T
a
g
")
に
於
け
る
短
は
調
の
個

慮
及
び
『
其
の
語
は
全
世
界
に
博
は
り
』
（
"
I
n
alle 
W
e
l
t
 e
r
g
e
h
t
 da
s
 W
o
r
t")
 

の
消
ゆ
る
如
く
休
止
に
入
る
終
節
な
ど
は
本
曲
中
の
最
も
美
し
き
調
と
い
ふ
べ
し
。

（
本
演
奏
に
は
伴
奏
管
楽
器
の
代
り
に
オ
ル
ガ
ン
を
用
ふ
）

C
h
o
r
 u
n
d
 T
e
r
z
e
tt 
a
u
s
 H
a
y
d
n
s
^
^
Di
e
 S
c
h
o
p
f
u
n
g
." 

D
ie
 H
im
m
e
l
 er
z
a
h
l
e
n
 
d
ie
 E
h
r
e
 G
o
tt
es 

U
n
d
 s
e
in
e
r
 H
a
n
d
e
 W
e
r
k
 z
e
igt 
a
n
 d
a
s
 F
ir
m
a
m
e
n
t.
 

D
e
m
 k
o
m
m
e
n
d
e
n
 T
a
g
 s
a
gt 
e
s
 
d
e
r
 T
a
g
;
 

D
i

e
 N
a
c
ht

,
 

di
e
 v
e
r
s
c
h
w
a
n
d
,
 de

r
 
fol
g
e
n
d
e
 
N
a
c
ht

.
 

D
i

e
 H
i

m
m
e
l
 e
r
z
a
h
l
e
n
 
et
c
.
 

I
n
 alle 
W
e
l
t
 e
r
g
e
ht
 

d
a
s
 W
o
rt

,
 

J
 e
d
e
m
 O
h
r
e
 kli

n
g
e
n
d
,
 kei

n
e
r
 Z
u
n
g
e
 f
r
e
m
d
.
 

ハ
イ
ド
ン
作

(
C
h
o
r
)
 

管

絃

楽

詩

『

前

奏

曲

』

リ
ス
ト
は
ベ
ル
リ
オ
ー
ス
の
感
化
を
受
け
て
標
題
楽
に
獨
創
の
傑
作
を
遺
せ
る
人
な

り
。
彼
の
考
に
よ
れ
ば
、

音
楽
は
何
事
か
を
表
現
し
、
描
嵩
す
べ
き
も
の
な
り
と

い

ふ
。
此
の
主
義
の
下
に
作
ら
れ
た
る
管
絃
楽
詩
の
一
例
は
サ
ム
に
奏
す
る
『
前
奏
曲
』
な

り
。
弦
に
前
奏
曲
と
い
ふ
名
稲
が
特
別
の
意
味
に
用
ひ
ら
れ
居
る
こ
と
は
作
者
が
此
の

曲
の
冒
頭
に
掲
げ
た
る
文
句
に
よ
り
て
明
な
り
。
こ
は
佛
の
文
豪
ラ
マ
ル
チ
ー
ヌ
の

『
詩
的
獣
想
』
の
一
よ
り
採
れ
る
も
の
に
し
て
左
の
如
し
。

L
e
s
 P
r
e
l
u
d
e
s
.
 

D
'a
p
r
窃

L
a
m
a
rt
i

n
e
.

N
o
tr
e
 
v
ie
 es
t,elle 
a
u
tre 
c
h
o
s
e
 q
u
'u
n
e
 ser
ie
 d
e
 P
r
e
l
u
d
e
s
 
a
 c
e
 

c
h
a
n
t
 in
c
o
n
n
u
 
d
o
n
t
 la 
m
o
r
t
 e
n
to
n
n
e
 
la 
p
r
e
m
ie
r
e
 
e
t
 so
l
o
n
n
e
l
l
e
 

no
te?—L

"a
mour 

for
m
e
 l'a
u
r
o
r
e
 
e
n
c
h
a
n
te
e
 
d
e
 
to
u
te
 e
x
is
te
n
c
e
 ;
 

m
a
is
 qu
e
l
l
e
 
es
t
 la 
d
e
s
tin
e
e
 o
u
 les 
p
r
e
m
ie
res 
v
o
l
u
pte
e
 d
u
 b
o
n
h
e
u
r
 

n
e
 
s
o
n
t
 p
o
in
t
 in
te
r
r
o
m
p
u
e
s
 
p
a
r
 
q
u
e
l
q
u
e
 
o
r
a
g
e
,
 d

o
n
t
 le 
s
o
u
ffie
 

m
o
r
tel 
d
iss
ipe
 ses 
belles 
illus
io
n
s
,
 do

n
t
 la 
fo
u
d
r
e
 fatale 
c
o
n
s
u
m
e
 

s
o
n
 a
u
tel
,
 et
 qu
e
l
l
e
 
es
t
 l'a
m
e
 e
r
u
e
l
l
e
m
e
n
t
 blessee 
q
u
i,
 au
 
s
o
r
ti
r
 

d
'u
n
e
 d
e
 c
e
s
 t
e
m
p
et
es
,
 ne
 c
h
e
r
c
h
e
 a
 r
e
p
o
s
e
r
 
ses 
s
o
u
v
e
ni
rs 
clans 

le 
c
a
l
m
e
 si
 

d
o
u
x
 d
e
 la 
vi
e
 de
s
 c
h
a
m
p
s
 ?
 C
e
p
e
n
d
a
nt
 

l'h
o
m
m
e
 n
e
 se 

芯
s
ign
e

g
u
e
r
e
 
a
 g
o
u
ter 
l
o
n
g
te
m
p
s
 b
ie
n
fais
a
n
te
 tie
d
e
u
r
 
q
u
i
 l'a
 

d
"
a
b
o
r
d
 
c
h
a
r
m
e
 a
u
 sie
n
 d
e
 la 
n
a
tu
r
e
,
 et
 lo
r
s
q
u
e
 

"la 
tr
o
m
p
e
tt
e
 a
 

j

e
te
 le 
sig
n
a
l
 
d
e
s
 
a
l
a
r
m
e
s
," 
il 
c
o
u
r
t
 au
 p
o
s
t
 pe
r
ill
e
u
x
 quelle 
q
u
e
 

s
o
it 
la 
g
u
e
r
r
e
 
q
u
e
 l'a
p
pelle 
a
 ses 
r
a
n
g
s
,
 afin 

d
e
 
re
tr
o
u
v
e
r
 
d
a
n
s
 

le 
c
o
m
b
a
t
 la 
p
le
in
e
 c
o
n
s
c
ie
n
c
e
 d
e
 lu
i'
m
e
m
e
 e
t
 l'e
n
tie
r
e
 p
o
s
s
e
s
s
io
n
 

d
es 
ses 
fo
rc
es
.
ー

|
F
.
L
i
szt
.
 

こ
れ
に
よ
り
て
見
れ
ば
、
前
奏
曲
と
は
死
後
に
始
ま
る
歌
曲
の
前
奏
の
義
に
し
て
帥

九

管

絃

楽

D
i

e
 H
i

m
m
e
l
 e
r
z
a
h
l
e
n
 
et
c
.
 

リ

ス

ト

乍
ィ
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，
 

さ
れ
ど
愛
の
旋
律
は
間
も
な
く
長
き
吐
息
に
消
え
て
幸
揺
は
突
如
と
し
て
終
り
を
告

ぐ
。
長
き
一
音
に
績
く
長
き
休
止
。
次
で
低
音
よ
り
物
凄
き
嵐
の
音
起
り
狂
暴
を
極
む。

昌
← 

'
『
:
』
胃
~
冑
＇

9

.

 
__ 1
i
`
 

＼
 

来
る
べ
き
懇
愛
の
幸
輻
を
豫
想
せ
し
む
。
頓
て
夢
み
る
如
き
愛
の
旋
律
初
め
ホ
ル
ン

と
ヴ
ィ
オ
ラ
に
起
り
、
木
管
に
移
る
の
後
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
至
り
て
更
に
婉
美
を
加
ふ
。

此
の
一
句
は
曲
の
終
局
に
再
現
し
て
首
尾
生
死
を
連
結
す
。
こ
れ
よ
り
更
に
同
一
主

想
の
柔
和
な
る
方
面
と
も
い
ふ
べ
き
次
の
美
し
き
歌
調
に
移
り

鳳
m 

H4  

，
 
昌

此
の
序
開
き
の
楽
句
は
速
か
に
強
さ
を
増
し
、
終
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
は
次
の
如
き
主

想
の
愛
形
に
よ
り
て
萬
人
を
歴
服
す
る
死
の
相
を
描
く
。

ち
人
間
一
生
の
運
命
を
指
す
な
り
。
リ
ス
ト
は
頗
る
精
密
に
こ
の
詩
意
を
辿
り
て
之
を

管
絃
に
寓
せ
り
。
全
曲
は
五
部
に
分
れ
、
先
づ
(
-
)
死
す
べ
く
生
れ
た
る
人
間
の
相

を
描
き
、
次
で
（
二
）
人
生
の
曙
光
な
る
懇
愛
の
幸
幅
を
窯
し
、
更
に
轄
じ
て
（
三
）

歓
楽
の
夢
を
破
る
浮
世
の
嵐
、
（
四
）
嵐
に
傷
き
て
求
む
る
田
園
生
活
を
叙
し
、
最
後
に

（
五
）
此
の
安
逸
に
満
足
せ
ず
し
て
再
び
奮
闘
生
活
に
猛
進
す
る
人
間
を
表
は
せ
り
。

ビ

チ

カ

ー

ト

ユ

ニ

ソ

ン

曲
の
初
、
絃
楽
の
指
奏
に
次
で
其
の
同
音
に
現
は
る
A

主
想
は
死
す
べ
く
生
れ
た

る
人
間
を
示
す
も
の
に
し
て
、
其
の
最
初
の
三
音
は
全
篇
の
骨
子
と
な
り
て
種
々
の
形

に
反
復
せ
ら
る
。

獨

オ

ル

フ

エ

オ

唱

｛

百

合

姫

者

愛

の

女

紳

武長花

岡坂島

鶴好秀

代子子

嬢嬢嬢

四
日

此
間
に
次
の
興
奮
せ
る
旋
律
は
運
命
の
手
よ
り
逃
れ
ん
と
努
む
る
人
間
を
示
す
が
如

く
聞
か
る
。

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

■オ
イ
テ
ル
ペ
ク
ヮ
ル
テ

ッ
ト
も
近
く
演
奏
會
を
開
く
と
云
ふ
様
な
話
も
あ
る
。
東

京
音
楽
學
校
の
春
季
大
演
奏
會
が
未
曾
有
の
大
成
功
を
し
て
雨
日
渦
員
の
盛
況
を
見
た

の
は
近
年
稀
有
の
現
象
で
あ
る
。
こ
れ
等
も
我
中
央
の
楽
界
が
漸
く
根
強
い
地
盤
を
得

来
っ
た
一
證
左
と
見
る
可
き
で
あ
ら
う
。

（『
一音楽
』
塵
友
會
、
第
七
巻
第
六
号
、
大
正
五
年
六
月
、
六
八
頁
）

□東
塞
音
楽
學
校
春
季
音
楽
演
奏
會
五
月
二
十
八
日
午
後
二
時
か
ら
校
内
の
楽
堂

で
催
さ
る
、
こ
A

で
無
く
て
は
見
ら
れ
ぬ
修
養
あ
る
聴
衆
が
堂
に
満
ち
て
ゐ
た
、
奇
禍

に
遇
つ
て
再
び
楽
檀
に
立
つ
べ
し
と
信
じ
ら
れ
ざ
り
し
久
野
ひ
さ
子
教
授
の
ピ
ヤ
ノ
の

全
快
後
初
公
演
と
新
饉
朝
の
小
倉
末
子
講
師
の
初
演
奏
あ
り

（『
昔
架
界
』
第
一
七
七
号
、
大
正
五
年
七
月
、
六
八
ー
六
九
頁
）

大

正

五

年

六

月

三

日

、

学

友

会

春

季

演

奏

会

學
友
會
春
季
大
演
奏
會
開
會
廣
告

▲
時
日
大
正
五
年
六
月
四
日
（
日
曜
日
）
午
後
二
時
開
會

▲
會
場
東
京
＿
音
楽
學
校
講
堂

架
聖
グ
ル
ッ
ク
不
朽
の
名
作

歌
劇
『
オ
ル
フ
ェ
オ
』
全
部
演
奏

屈
出

冒
こ
言
m:J和
5.ー

一

こ
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五
月
七
日

合
唱
隊
及
管
絃
楽
隊
二
百
餘
名

指
揮
者
東
京
＿
音
楽
學
校
助
敦
授

本
會
々
員
及
會
友
に
限
り
参
聴
の
便
宜
を
得
ら
る
べ
き
に
つ
き
證
票
御
携
帯
の
上
定

刻
十
分
前
に
御
入
場
有
之
た
し

東
京
―
音
楽
學
校
學
友
會

（
『
月
刊
榮
譜
』
第
五
巻
第
六
号
、
大
正
五
年
六
月
、
広
告
頁
）

大
正
五
年
六
月
十
日
第
一
回
選
科
生
徒
演
奏
会

■同
日
同
刻
〔
午
後
二
時
〕
紳
田
一
ツ
橋
東
京
音
楽
學
校
分
敦
場
で
第
一
回

の
選
科
生
徒
演
奏
會
が
次
の
曲
目
に
依
つ
て
開
か
れ
、
瀬
戸
口
架
長
の
指
揮
の

下
に
海
軍
々
架
隊
の
出
演
も
あ

っ
た
。

第
一
部
、
一
、
三
重
合
唱
、
凱
旋
、
帝
國
海
軍
々
架
歌
、
ク
リ
ュ
ー
ゲ
ル
曲
、

吉
丸
一
昌
歌
。
二
、
洋
琴
獨
奏
、
丹
羽
あ
や
子
、
ロ
ン
ド
ブ
リ
ラ
ン
テ
、
‘
ヱ

ー
バ
ー
。
―
―
-
‘
‘
ワ
イ
オ
リ
ン
齊
奏
、
吉
武
し
ゅ
ん
、
浦
邊
幸
子
、
宮
川
俊
子
、

甲
、
小
話
、
乙
、
進
行
曲
、
ヨ
ー
セ
フ
ブ
ロ
ッ
ク
。
四
、
風
琴
獨
奏
、
山
口

心
子
、

露
西
亜
闊
歌
進
行
曲
、
ク
ラ
ー
ク
。
五
、
洋
琴
獨
奏
、
齋
藤
敦
子
、
ニ

長
調
、
ソ
ナ
ー
タ
、
ハ
イ
ド
ウ
ン
。
六
、
ヴ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
、
内
田
定
、
小
歌

調
、
ラ
ッ
フ
。
七
、
洋
琴
獨
奏
、
桑
木
素
子
、
ソ
ナ
ー
タ
、
作
品
四
十
二
、
第

二
番
、
ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ
ン
。
八
、
二
重
合
唱
、
丹
弱
あ
や
、
小
平
や
ゑ
、
吉
田
周

子
、
小
林
ち
ょ
。
墓
前
の
母
、
ロ
ッ
ス
イ
ー
ニ
。
九
、
風
琴
獨
奏
、
川
崎
隆
子
、

〔

マ

マ

〕

歌
劇
『
フ
ー
ゲ
ノ
ッ
ト
教
徒
』
中
の
一
節
、
『
貴
婦
人
』
マ
イ
ア
ー
ベ
ー
ア
。

+
、
洋
琴
獨
奏
、
松
本
廣
、
ヴ
ル
ス
ブ
リ
ラ
ン
、
作
品
三
十
四
、
シ
ョ
パ
ン
。

十
一
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
ニ
重
奏
、
猿
渡
貞
子
、
穂
積
壽
賀
子
、
ソ
ナ
ー
タ
、
作
品

二
、
第
八
番
、
ヘ
ン
デ
ル
。
十
二
、
洋
琴
獨
奏
、
高
嶺
敬
子
、
ト
ウ
ロ
イ
カ
、

大
塚
淳
氏

ブ
リ
ラ
ン
、
シ
ョ
パ
ン
。
十
六
、
歌
劇
『
デ
ィ
ノ
ー
ラ
』

中
の
抜
幸
、
マ
イ
ア
ー
ベ
ー
ア
。
十
七
、
特
性
曲
『
森
の
さ
さ
や
き
』
、
チ
ブ

ル
カ
。
十
八
、
歌
劇
『
ト
ス
カ
』
の
幻
想
曲
、
。
フ
ッ
チ
ー
ニ
。
右
五
曲
皇
國
海

軍
々
楽
隊
演
奏
。

大
正
五
年
七
月
八
日

グ
ラ
ン

‘
ワ
ル
ス

第
二
部
、
十
四
、

會

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
。
十
三
、
二
重
合
唱
、
選
科
女
生
徒
、
船
路
、

ス
イ
ン
フ
ォ
ニ
ー
、
シ
ュ
ー
バ
ー
ト
。
十
五
、

（
『
一
音
築
』
學
友
會
、
第
七
巻
第
七
号
、
大
正
五
年
七
月
、
八
八
頁
）

学
友
会
第
十
七
回
土
曜
演
奏
会

四

、

ヴ

ィ

オ

リ

ン

獨

奏

草

主
題
と
六
つ
の
替
手
、
作
品
八
十
九
…
…
…
…
ダ

五
、
ア
ル
ト
獨
唱

下

歌
劇
『
み
ん
な
斯
う
す
る
』
の
一
節
…
•
…
…
・
・
モ

ロ
短
調
、

ツ

ァ

ル

ト

山

英

ン
}II 

二
、
ピ
ア
ー
ノ
獨
奏

バ
ラ
ー
デ
、
作
品
七
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ラ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー

三

、

ソ

。

フ

ラ

ー

ノ

獨

唱

金

主
題
と
替
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ロ

子

ク

―フ 言,1
 

ド 豊

學
友
會
記
事

■七
月
八
日
午
後
二
時
よ
り
左
の
曲
目
に
従
ひ
第
十
七
回
土
曜
演
奏
會
を
攀

行
し
、
信
時
潔
氏
指
揮
の
下
に
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
ア
タ
リ
ア
（
榮
頌
て
ふ

繹
歌
に
て
）
の
演
奏
あ
り
た
り
。

一

、

合

唱

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
曲

戦
死
者
の
震
に
…
…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

｛

大

須

賀

績

歌

阿

保

寛

員

ア
。
フ
ト
。
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富

本
な

す

二

、

奈

須

野の

上
調
子

名名名富名富

見見見見

崎崎崎本崎本

千多得得
か

壽壽

代賀齋つ々豊

河

東
な
A

へ

や

へ

は
な

し
を
り

一

、

七

重

八

重

花

の

栞

（
花
の
栞
）

上
調
子

九

、

バ

ス

獨

唱

歌

劇

『

ユ

ー

ヂ

ン

』

中

の

ボ

ロ

ー

ニ

の

小

歌

調

…

ア

+

、

ヴ

ィ

オ

リ

ン

ホ

短

調

司

伴

楽

、

第

八

番

…

…

…

…

…

…

…

・

・

・

ロ

十

一

、

ピ

ア

ー

ノ

獨

奏

ソ

ナ

ー

タ

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

‘

ヱ

十

二

、

合

ア
タ
ー
リ
ア
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

（

『

昔

築

』

墨

友

會

、

第

七

巻

第

八

号

、

大

正

五

年

八

月

、

八

三

頁

）

大

正

五

年

九

月

二

十

四

日

三
味
線

三
味
線

山山山山山

彦彦彦彦彦

八f秀鶴千

重子翁子代

邦

楽

会

第

六

回

演

奏

会

大

正

五

年

十

月

二

十

八

日

、

二

十

九

日

学

友

会

秋

季

演

奏

会

■十月廿
八

日

、

廿

九

日

の

雨

日

學

友

會

秋

季

大

演

奏

會

を

開

い

た

。

廿

八

日

は

降

ら

な

か

っ

た

の

で

満

員

で

あ

っ

た

が

、

廿

九

日

は

雨

天

で

あ

っ

た

に

も

不

拘

八

分

通

り

の

来

會

者

の

あ

っ

た

の

は

心

強

い

事

で

あ

っ

た

。

尤

も

廿

九

日

は

會

員

と

會

友

と

が

主

と

な

つ

て

居

る

の

で

音

楽

に

到

す

る

熱

心

が

強

い

か

ら

と

思

は

れ

る

。

振

舞

切

符

を

貰

は

な

け

れ

ば

聴

か

う

と

し

な

い

第

三

四

流

の

徒

輩

に

比

す

と

、

流

石

に

我

學

友

會

は

よ

い

音

楽

の

鑑

賞

家

を

網

羅

し

得

て

居

る

事

を

知

る

の

で

あ

る

。

入

退

會

の

跡

を

名

簿

に

依

つ

て

調

べ

て

見

る

と

興

味

あ

る

多

く

の

問

題

の

脱

明

が

其

統

計

の

文

字

の

上

に

現

は

れ

て

居

る

。

遊

戯

的

態

唱

會

員

ノミ

室

岡

清

枝

＇ ノ‘
ヽ

四し

長

季 き 唄

の

山 ：

姥 合

三
味
線

杵杵杵吉吉吉

屋屋屋住住住

四和六小小小

郎三四桃一三

治郎郎次郎郎

ド

田

中

静

レ

ギ

山

崎

善

太

郎

常

磐

津

し

の

ぶ

よ

る

か

う

の

こ

と

よ

せ

五

、

忍

夜

孝

事

寄

（勝

門

）

休

八

、

ピ

ア

ー

ノ

獨

奏

ソ

ナ

ー

タ

、

作

品

二

、

六

、

ヴ

ィ

オ

リ

ン

常

磐

津

常

磐

津

常

磐

津

常

磐

津

八

百

八

改

三

味

線

常

磐

津

上

調

子

常

磐

津

常

磐

津

文

字

兵

衛

和

歌

吉

菊

三

郎

卜

文

字

太

夫

志

妻

太

夫

弾

生

太

夫

小

文

字

太

夫

ヂ

ェ

ー

ム

ス

一

番

…

…

…

…

…

…

…

ベ

四
末i

小
司
伴
架
、
作
品
二
十
一
、
第
一
架
章
：
…
…
•
ジ

七

、

ピ

ア

ー

ノ

獨

奏

宇

華

麗

な

る

ロ

ン

ド

、

作

品

六

十

二

…

…

…

…

…

‘

ヱ

憩

佐

美

た

め ツ

ノミ

ヱ ｀

ン

ダ

ン

卜

田

中

英

太

郎

中

廣g

上＝ヮシ

調保

子線キテ

菅菅菅菅

野野野野

美吟利序

知平三遊

ー

（

十

五

分

間

休

憩

)

|

|

清

元
ぶ

ん

や

や

す

ひ

で

、

六

歌

仙

文

屋

の

康

秀

の

内

清清清

三
味
線

清

上
調
子

清

元 元 元 元 元

吉梅政家延

太内壽
太太

郎吉夫夫夫

太
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九、 八
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン

四、

イ
短
調
司
伴
楽
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ア

ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
ニ
重
唱

長

坂

好

子

武

岡

鶴

代

ツ

コ

レ

狩閤

荒

木

得

長

唄
も

み

ぢ

六
、
紅

葉

六
、
洋
琴
獨
奏

幻
想
的
即
興
楽
、
作
品
六
十
六
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
シ

七

、

バ

リ

ト

ー

ン

獨

唱

柴

甲
、
歌
劇
『
悪
魔
』
中
の
ア
リ
オ
ー
ゾ
•
•
…
…
•
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

乙
、
理
想
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ト
ス

テ

ィ

田

知

常

ョ

ノぐ

ン

渡

邊

と

り

乙
、
と
か
げ
と
か
へ
る
（
特
性
描
寓
曲
）
•
•
…
…
…
•
モ

ス

ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
獨
唱

作
品
十
二
…
…
…
…
…
…
…
…
…
エ

歌
劇
『
ウ
イ
リ
ア
ム

華
想
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ロ

五
、
管
絃
架

甲
、
愛
の
挨
拶
、

ル

ガ

ツ

シ

テ
ル
』
中
の
マ
テ
ィ
ル
ダ
の
内

田

琴

富

本
は
A

そ
だ
ち
ゆ
き
ま
の
う
ぐ
ひ
す

五

、

母

育

雪

間

鶯

（
山
姥
）

い
と
も
聖
き
も
の
よ
（
愛
奏
曲
）
…
…
…
…
シ
ル
ド
ク
ネ
ヒ
ト

三
、
管
絃
架

ロ
短
調
ス
イ
ム
フ
ォ
ニ
ー
（
第
八
番
）
•
•
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
バ
ー
ト

笛同三三同長長
味味唄唄
線線

菊杵杵今芳芳芳

川屋屋藤村村村

芳勝長伊孝

次勝四十孝四次

郎蔵郎郎三郎郎

上 三
調 味
子線
名名名富名富

見見見本見

崎崎崎崎本

千多得得
か

壽壽

代賀齋つ々 盟

富
士
松
加
賀
太
夫

味
線
吾
妻
路
宮
古
太
夫

甲
、
泉
作
品
三
十
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
リ

乙
、
草
刈
女
、

二
、
風
琴
獨
奏

ぉ
A、

ー
（
十
五
分
間
休
憩
）
ー
ー
＇

新

内
ふ
た
つ
も
ん
か
た
な
の
め
い
げ
っ

四

、

雙

紋

刀

銘

月

（
お
花
半
七
井
筒
屋
の
段
）

常

磐

津

く
も
の
い
と
あ
づ
さ
の
ゆ
み
は
り

、

蜘

蛛

絲

梓

弦

上三
調味
子線
常常常常常常
磐磐磐磐磐磐
津津津津津津
喜和式歌和文

男歌字

太太太

松吉松夫夫夫

代歌

菌

八
か

つ

ら

が

は

こ

ひ

し

が

ら

み

―
-
、
桂
川
懇
の
柵

井

上

武

士

同三ワシ
味キテ
線

宮宮宮宮

菌薗菌菌

千千千千

代春員香

作
品
四
十
五
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ラ
ビ

ツ

キ

ー

ス

ベ

ル

ヒ

乍
μ

中

倉

た

い

へ

い

ふ

な

づ

く

し

一

、

泰

平

船

證

上三ツワシ
調味 レキテ
子線
都都菅菅都

野野太

ー＿夫
利序一

花秀三遊中

度
の
人
、
ひ
や
か
し
半
分
に
入
會
し
た
人
、
員
靱
に
こ
れ
に
生
き
る
人
、

を
愛
し
て
ゐ
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
態
度
が
鮮
明
に
表
は
れ
て
居
る
。
因
に
指
揮

者
は
大
塚
助
教
授
で
あ
っ
た
。

一
、
管
絃
架

こ
れ

歌
劇
『
フ
ィ
ー
ガ
ロ
の
婚
證
』
中
の
二
重
唱
…
…
…
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

（
『
音
榮
』
學
友
會
、
第
七
巻
第
十
一
号
、
大
正
五
年
十
一
月
、
八
二
頁
）

大
正
五
年
―
―
―
月
十
九
日

邦
楽
会
第
四
回
演
奏
会
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一
、
合

t
:
 .......
.....
...
........
..................
.....
..... .
 

一
、
チ
ェ
ッ
ロ
及
ピ
ア
ノ
合
奏
…
…
｛
竺

7
J

生

徒

同

研助

究赦

生授

高信

折時

宮

次潔
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シ
ョ
ッ
パ
ー
ン
作
曲

第

一
、
オ
ー
ル
ガ
ン
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
．．．． 
助

教

授

祝
典
前
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
レ
ン
マ
ン
ス
作
曲

一
、
最
高
昔
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
罷

講

生

好

子久

野

ひ

さ

子

グ
ー
ノ
ー
作
曲

旅
人
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
ご
大
須
賀
績
作
歌

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

助

奏

聰

講

生

蜂

谷

龍

子

ピ

ア

ノ

伴

奏

研

究

生

山

口

節

子

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
助
教
授

イ
、
春
の
曲
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

ロ
、
練
習
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

グ
リ
ー
ク
作
曲

ソ
ナ
タ
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
ル
ー
ビ
ン
ス
タ
イ
ン
作
曲

ソ
ナ
タ
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

一
、
管
絃
架
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
職
員
及
生
徒

戯
曲
「
ラ
ル
レ
ジ
ェ
ン
ヌ
」
中
の
メ
ヌ
エ
ッ
ト
及

フ
ァ
ー
ラ
ン
ド
ー
ル
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

フ
ラ
ン
ク
作
曲

ビ

ゼ

ー

作

曲

皇
后
陛
下
に
は
か
ね
て
仰
せ
出
さ
れ
た
る
如
く
、
十
一
月
十
六
日
正
午
十
二
時
御
出

門
、
千
種
典
侍
御
陪
乗
、
大
森
皇
后
太
夫
、
蜂
須
賀
主
事
以
下
を
従
へ
さ
せ
ら
れ
、
東

京
音
楽
學
校
に
行
啓
遊
ば
さ
れ
た
り
。
湯
原
校
長
以
下
職
員
生
徒
一
同
門
内
に
整
列

し
て
歯
簿
を
迎
え
奉
る
。
零
時
四
十
餘
分
着
御
、
校
長
の
御
先
導
に
て
便
殿
に
入
ら
せ

長

坂

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

教

授

多

久

寅

一

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

及

ピ

ア

ノ

合

奏

…

｛

ピ

ア

ノ

数

授

萩

原

英

一

中

田

章

皇
后
行
啓
演
奏
会

歌

吉

丸

昌

御
大
證
奉
祝
合
唱
歌
…
…
｛
曲
教
授
島
崎
赤
太
郎
i
饉
作

御

大

膿

奉

訳

進

行

曲

…

…

助

教

授

大

塚

淳

謹

作

立

太

子

證

奉

祝

合

唱

歌

…

…

…

…

…

…

…

文

部

省

大

須

賀

績

｝

謹

作

島

崎

赤

太

郎

第

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
講

狂
想
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
•
サ
ン
、
サ
ー
ン
ス
作
曲

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
…
…
•
…
…
…
…
…
…
聴
講
生

幻
想
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
•
•

聰

講

生

ー一
、
次
低
音
獨
唱
：
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
講

マ
ッ
ス
ネ
作
曲

イ
、
春
を
惜
む
•
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
•
｛
大
須
賀
績
作
歌

ベ
ン
ベ
ー
ル
作
曲

ロ
、
印
度
の
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
大
須
賀
績
作
歌

助

教

授

貫

名

美

名

彦

ピ

ア

ノ

伴

奏

部

立
太
子
穏
奉
説
合
唱
歌
…
…
一

曲

数
授

師

船

橋

榮

吉

数
授

ピ

ア

ノ

伴

奏

石

原

和

子

大
正
五
年
十
一
月
十
六
日

太大小
鼓鼓鼓

六梅六

郷屋合

新勝新

十次三

郎郎郎

イ
、
幼

部

師

露

西

亜

民

謡

兒
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
｛
旗
野
十
一
郎
作
歌

和

蘭

民

謡

ロ
、
秋
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
i
吉
丸
一
昌
作
歌

小

倉

す

ゑ

子

田

中

ひ

さ

子

ヴ
ユ
ー
タ
ン
作
曲

大正元年9月～15年 (1912~1926)



あ

め

っ

ち

や

そ

か

み

た

ち

天

地

の

八

十

誹

達

は

す

め

み

ま

皇

御

孫

を

い

は

ひ

ま

つ
り
て

う

み

う

ち

と

あ

め

海
の
内
外
天
の

下
に

ら
れ
、
勅
任
官
以
上
に
謁
を
賜
ひ
、
御
少
憩
の
後
、
島
崎
助
教
授
の
指
揮
す
る
『
君
ケ

代
』
の
合
唱
槃
裡
に
奏
楽
堂
中
の
玉
座
に
着
御
、
左
の
曲
目
中
第
一
部
を
聞
し
召
さ

れ
、
第
二
部
の
演
奏
に
移
る
間
湯
原
校
長
の
御
先
導
に
て
新
館
に
玉
歩
を
運
ば
せ
給

ひ
、
同
館
階
上
に
陳
列
中
の
雅
楽
、
能
楽
、
槃
明
其
他
邦
楽
の
古
文
書
、
古
書
甕
、
楽

器
面
等
を
御
覧
あ
り
、
黒
木
講
師
、
多
講
師
及
び
東
儀
講
師
御
説
明
申
し
上
ぐ
。
終
つ

て
再
び
便
殿
に
入
御
、
御
少
憩
の
後
再
び
湯
原
校
長
の
御
先
導
に
て
奏
楽
堂
内
の
玉
座

に
着
御
、
第
二
部
の
演
奏
を
聞
し
召
さ
れ
、
四
時
五
十
分
島
崎
赦
授
の
指
揮
す
る
管
絃

楽
の
『
君
ケ
代
』
奉
奏
裡
に
御
け
し
き
う
る
は
し
く
御
退
場
遊
ば
さ
れ
、
便
殿
に
入
御

後
直
ち
に
、
御
還
啓
仰
せ
出
さ
る
。
陪
聴
の
来
賓
及
び
湯
原
校
長
以
下
職
員
生
徒
一
同

再
び
門
内
に
整
列
し
、
恭
し
く
歯
簿
を
送
り
奉
る
。

掌
日
御
前
演
奏
の
榮
を
掘
ひ
し
光
榮
あ
る
諸
氏
、
及
び
演
奏
曲
目
は
次
の
如
し
。

(
『
昔
榮
』
墨
友
會
、
第
七
巻
第
十
二
号
、
大
正
五
年
十
二
月
、
―
ニ
ニ
l
ーニ
三
頁
）

演

奏

曲

目

梗

概

御

大

膿

奉

祝

合

唱

歌

曲

教

授

島

崎

赤

太

郎

謹

作

大
正
四
年
十
一
月
十
日
本
校
に
於
て
御
大
證
奉
祝
式
を
皐
行
せ
し
際
職
員
生
徒
の

合
唱
せ

し
も
の
に
し
て
又
た
同
年
十
二
月
二
十
三
日
御
大
證
奉
祝
―
音
楽
演
奏
會
を
畢

行
せ
し
時
伏
見
若
宮
妃
殿
下
同
姫
宮
殿
下
の
台
臨
を
仰
ぎ
て
御
前
に
演
奏
せ
り
。

歌

詞

吉

丸

一

昌

饉

作

こ
A

の

へ

く

も

ゐ

あ

ふ

九
重
の
雲
居
仰
げ
ば

あ

き

か

み

わ

が

お

ほ

き

み

現

つ

神

我

大

君

は

あ

ま

ひ

つ

ぎ

し

天

つ

日

嗣

知

ろ

し

め

す

と

み

お

や

っ

天

つ

御

祖

に

告

げ

た

ま

ひ

た

か

み

く

ら

い

ま

つ

高
御
座
に
ぞ
今
即
か
す
な
る
。

あ
な
た
ふ
と
。
あ
な
た
ふ
と
。

」

す

め

ら

み

か

み

み

よ

さ

皇

御

神

の

御

依

し
を

な

さ

き

成

し

幸

は

ふ

る

大

君

の

御

代

の

は

じ

め

の

今

日

の

日

に

た
み
ぐ
さ

逢

へ

る

民

草

う

れ

し
さ
に

う

た

ひ

出

づ

る

か

い

に

し

へ

の

歌

み

た

み

御

民

わ

れ

生

け

る

し

る

し

あ

り

と
き

天
地
の
榮
ゆ
る
時
に

逢

へ

ら

く

お

も

へ

ば

本
曲
の
第
一
第
二
雨
節
は
愛
ホ
長
調
に
し
て
肱
厳
な
る
盟
に
作
れ
り
。
第
三
節
よ
り

は
愛
イ
長
調
に
轄
じ
曲
趣
快
活
と
な
り
て
萬
民
欣
喜
の
欣
を
高
せ
り
。
終
り
の
古
歌
に

附
し
た
る
曲
は
ハ
長
調
に
し
て
、
低
昔
よ
り
高
音
に
至
る
四
昔
部
が
相
前
後
し
て
同
一

の
ふ
し
を
奏
す
る
如
き
作
法
を
用
ひ
、
寓
民
口
々
に
古
歌
を
う
た
ふ
と
い
ふ
詞
の
意
に

適
へ
た
り
。
此
の
節
を
了
る
や
調
は
再
び
最
初
の
愛
ホ
長
調
に
返
り
、
諸―
H

日
一
齊
に

『
あ
な
う
れ
し
』
の
歓
呼
に
て
曲
を
結
ぶ
。

御

大

證

奉

祝

進

行

曲

助

教

授

大

塚

淳

饉

作

本
曲
は
訳
祭
進
行
曲
の
髄
に
作
り
、
奉
祝
の
意
を
表
せ
り
。
全
曲
三
部
に
分
れ
、
第

一
部
と
第
三
部
と
は
同
一
曲
に
し
て
へ
長
調
な
り
。
其
の
中
ご
ろ
に
進
行
稽
ミ
緩
徐
と

な
り
て
木
管
楽
器
オ
ー
ボ
エ
の
聯
奏
を
な
す
一
節
は
殊
に
荘
重
に
作
れ
り
。
第
二
部
即

ち
中
間
進
行
は
愛
口
長
調
に
し
て
、
此
慮
は
二

つ
の
相
異
る
ふ
し
が
同
時
に
現
は
る
A

如
き
作
法
を
用
ひ
た
り
。

立

太

子

膿

奉

祝

合

唱

歌

文

部

省

本
月
三
日
立
太
子
證
奉
祝
式
畢
行
の
際
全
國
諸
學
校
に
於
て
合
唱
し
た
る
曲
に
し

て
文
部
省
の
撰
定
に
係
る
。

厳は君
しの

あ御み御み

な代よ稜‘

か と 威 つ

しぞを

こ幸しあ

ぱ ふ

あはが

なすし

からめ

しん

゜.... 
‘-.o 
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オ
ー
ル
ガ
ン
獨
奏

祝
典
前
奏
曲

レ

ン

マ

ン

ス

(

N

.
J
.
 L

e
m
m
e
n
s
 1
8
2
3ー

1
8
8
1
)

は

白

耳

義

の

著

名

な

る

オ

ー

ル

ガ

ン

奏

者

に

し

て

其

の

作

曲

も

亦

少

か

ら

ず

。

本

日

演

奏

す

る

曲

は

活

撥

な

る

短

曲

に

し

ヽ

第

部

皇御み御みみ

太代よ穏‘國店

子を威つのち

を常りのひヵ；》

訳磐浣符外と

ぎに仰いこ

ま繊つぎふ

つぎまる

るまつふ

亀°さり

む

今 ＇ナ 明 R
皇g町菊討治ぢ

太ごの花らの
子を御みの帝危歌
を典悶佳力‘産あ

訳＇門こ節苫れ

ぎあしま詞

まりのし

ったび＞

る＞ま

す゚つ

り

今 It め

い日ふ壺品で

ざは切訂こ

や生げ‘のき歌
蔵i日ひた代よ

はのち代よ

ん足なつの詞

諸ど町たた

共tなへめ

にりまし

すと

て

数

授

ひ

か

り

お

ほ

み

よ

光

さ

し

そ

ふ

大

御

代

の

ひ

つ

ぎ

み

こ

日

嗣

の

御

子

の

御

さ

か

え

は

ち

あ

き

い

ほ

あ

き

千

秋

五

百

秋

か

ぎ

り

な

し

い

ざ

や

就

は

ん

諸

共

に

立

太

子

證

奉

祝

合

唱

歌

曲

赦

授

島

崎

赤

太

郎

饉

作

本

月

三

日

本

校

に

於

て

立

太

子

穏

奉

訳

式

攀

行

の

際

職

員

生

徒

の

合

唱

せ

る

曲

な

り

大

須

賀

績

謹

作

レ

ン

マ

ン

ス

作

曲

里げ淡な行？

もきと手て
近嘉灯t晴は
け火びれ

むゆゆ

砧丘 ＜三
響gぐ霧；

く見みの

れ帳名
ばり
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鳥§い

も ざ

う

た

へ

や

旅

人

あ
ら
し

こ

こ

ず
ゑ

嵐

来

ぬ

稽

に

い

こ

い

こ

息

へ

息

ヘ

あ

あ

あ

あ

永

久

に

木こ喉塁は

闇 ： の る

た渇かか

どき聞ざ
れにゆ

ば昔麿るニ

雉化を総た

子すた流に

どづの

よねひ

む ゞ

き

祈はい

れ ざ

祈懐ぢう

れかた

しへ

ゃ

み旅令

親怠人［

に

あ

あ

永

久

に

あ

あ

風名夕均あ

の日汀ま

芭tかれ

に きす情；

光如かな 歌
ぷにき一

ら峯名旅合

ぐをの

染そ夕：

め
ベ

て

詞

と

は
永

久

に

う

た

ヘ

う

た

ヘ

て

全

部

所

謂

ス

タ

ッ

カ

ー

ト

の

奏

法

を

用

ひ

、

各

年

日

の

間

を

切

断

し

て

奏

す

。

曲

は

三

部

に

分

れ

、

第

一

部

及

び

第

三

部

は

二

長

調

、

中

間

の

第

二

部

は

卜

長

調

な

り

。

本

曲

は

手

鍵

盤

二

列

と

脚

鍵

盤

一

列

を

用

ひ

て

演

奏

す

。

一

、

高

昔

獨

唱
旅

人

の

歌

グ

ー

ノ

ー

作

曲

グ

ー

ノ

ー

(
C
h
.

F
r
.
 Go

u
n
o
d
 1
8
1
8ー

1
8
9
3
)

は

佛

蘭

西

近

代

の

最

も

優

れ

た

る

作

曲

者

の

一

人

な

り

。

本

日

演

奏

す

る

曲

は

彼

が

作

れ

る

小

歌

曲

中

の

秀

逸

に

屡

し

、

ト

長

調

八

分

六

拍

子

の

婉

美

な

る

調

な

り

。

ピ

ア

ノ

伴

奏

の

外

に

別

に

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

の

助

奏

あ

り

。

其

の

奏

す

る

ふ

し

は

歌

者

の

墜

と

相

競

ひ

て

一

段

の

光

彩

を

添

ふ

。

大

須

賀

績

作
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うあ

っ＞

し あ

みは

のれ歌

世よ幼？

な

の兒ご

中芸ほ詞

にど

ソ

ナ

タ

あ

あ

休

め

旗

野

十

一

郎

作

グ

リ

ー

ク

作

曲

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

（

イ

）

春

の

曲

グ

リ

ー

ク

(
E
d
v
a
r
d
G
ri
e
g
 1
8
4
3
|
1
9
0
7
)

は

諾

威

第

一

の

作

曲

家

に

し

て

其

作

る

所

の

曲

は

何

れ

も

北

欧

特

有

の

風

調

を

具

へ

且

つ

詩

趣

に

富

め

り

。

こ

A
に

奏

す

る

は

精

美

な

る

ビ

ア

ノ

小

曲

の

一

に

し

て

『

春

に

奥

ふ

』

と

題

せ

り

。

（

口

）

練

習

曲

シ

ョ

ッ

パ

ン

作

曲

シ

ョ

ッ

パ

ン

(
F
r
.
C
h
op
i

n
 18
1
0
|
1
8
4
9
)
は

ボ

ー

ラ

ン

ド

に

生

れ

た

る

楽

人

に

し

て

専

ら

ピ

ア

ノ

の

奏

者

及

び

作

者

と

し

て

其

の

比

類

な

き

天

才

を

狡

揮

せ

り

。

其

の

作

に

係

る

ピ

ア

ノ

曲

は

現

時

楽

界

に

最

も

賞

美

せ

ら

る

A
も

の

に

し

て

、

殊

に

本

曲

の

如

き

は

其

の

秀

逸

中

に

敷

へ

ら

る

。

こ

は

一

八

三

一

年

作

者

の

故

郷

な

る

ワ

ル

ソ

ー

市

が

露

國

に

占

領

せ

ら

れ

た

る

時

、

作

者

異

境

に

在

り

て

其

の

報

に

接

し

憤

激

の

餘

に

作

れ

る

も

の

な

り

と

博

ふ

。

シ

ョ

ッ

パ

ン

の

諸

作

中

最

も

雄

大

の

趣

あ

る

も

の

な

り

。

一

、

チ

ェ

ッ

ロ

及

ピ

ア

ノ

合

奏

ル

ー

ビ

ン

ス

タ

イ

ン

作

曲

ル

ー

ビ

ン

ス

タ

イ

ン

(
A
nt
o
n
R
u
bi

nst
ei
n
 18
2
9
|
1
8
9
4
)

は

露

國

有

敷

の

作

曲

家

に

し

て

、

ピ

ア

ノ

演

奏

の

名

人

な

り

。

彼

の

作

曲

は

概

ね

壮

大

に

し

て

熱

情

に

富

め

る

を

特

徴

と

す

。

本

日

演

奏

す

る

は

其

の

佳

作

な

る

チ

ェ

ロ

及

ピ

ア

ノ

の

ソ

ナ

タ

（

全

部

三

曲

よ

り

成

る

）

の

第

一

曲

に

し

て

二

長

調

の

快

速

な

る

進

行

な

り

。

一

、

合

唱

（

イ

）

幼

兒

本

曲

は

露

西

亜

の

民

話

調

に

し

て

へ

調

四

分

ノ

ニ

拍

子

の

極

め

て

箪

純

な

る

曲

な

り

第

二

部

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

二

應空瞭 聞き應

にけ

月は月 でや 空

は 事 は 轟tは

清 が 出 の高

し 叡 し 誓 し

慮 幻 喘な

呼よ嘩 ＜ 瞭
ぶや

卑露；夜 よ風

々ぐはすは

白 如 が 寒

しらし

露

は

白

し

本

曲

は

和

蘭

の

古

き

民

謡

に

し

て

曲

趣

頗

る

軽

快

な

り

。

歌

詞

み

く

も

ゐ

と

し
ら

く
も

一

見

よ

や

雲

居

を

飛

ぶ

や

白

雲

あ

そ

ら

た
か

か

ぜ

さ

む

唸

空

は

高

し

唸

風

は

寒

し

と

や

ま

も

み

ぢ

外

山

の

紅

葉

は

は

ら

／

＼

こ

ぼ

れ

て

吉

丸

一

昌

作

はもふ君：ゃ

やのしが

も 學がつ代八ヽ

＾ 
ロなぶけのつ
ヽれ よて ほか

秋幼いま歌かぎ敦t
兒 含ひふうへ

よに な た ぬ

りも間ま

に

今 け‘ 竹 いめなあ

は 馬；ぐに＞

はのるや此こ

や乗の町ら虞こ

も り の む ま

のぶ重な風がで

なりな車i栗

れもれ よ

つば

第 1部

汝 い い

もざ

あ

あ

休 訂安 ： ぅ

めらた

け へ

きや

旅

人

ね
む
り

眠
に

永

久

に

う

た

ヘ

楽

し

き

は

ま

た

と

な

し

か
た

こ
と

を

と

つ

ひ

の

片

言

も

け

ふ
今

日

は

は

や

も

の

が

た

る

。
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サ
ン
、ブ

ラ
ア
マ
！

赦
授

か
み

も
て
い
つ
く
神

大

須

賀

績

作

き

こ

め

い

の

り

聞
し
召
せ
祈
を
。

は

る

お

く

春
を
送
る

数
授

サ
ン
、

狂

想

曲

サ

ー

ン

ス

作

曲

サ
ー
ン
ス

(
C
a
mi
lle
S
ai
nt
11Saens 1
8
3
5
ー
）
は
現
時
佛
國
楽
界
の
重
鎮

に
し
て
其
の
作
曲
は
各
方
面
に
亘
り
て
甚
だ
多
し
。
こ
A

に
奏
す
る
曲
は
十
八
世
紀
の

名
歌
劇
『
ア
ル
セ
ス
ト
』
の
中
な
る
舞
踏
の
調
を
採
り
て
之
れ
を
改
作
し
た
る
も
の
に

し
て
、
狂
想
曲
と
は
曲
趣
の
愛
化
極
ま
り
な
き
を
い
ふ
な
り
。

ヴ
ュ
ー
タ
ン
作
曲

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

幻

想

曲

ヴ
ュ
ー
タ
ン

(
H
e
n
ri

Vi
e
u
xt
e
m
p
s
 1
8
2
0
ー
1
8
8
1
)

は
名
高
き
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
楽

の
奏
者
及
び
作
者
に
し
て
其
の
作
品
は
普
＜
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
者
の
間
に
珍
重
せ
ら

る
。
幻
想
曲
と
は
一
定
の
形
式
に
よ
ら
ざ
る
曲
の
義
な
り
。

一
、
次
低
音
獨
唱

（

イ

）

春

を

惜

む

マ

ッ

ス

ネ

作

曲

マ
ッ
ス
ネ
(
J
ules
M
a
s
s
e
n
et
 1
8
4
2
1
1
9
1
2
)

は
近
時
佛
國
楽
界
に
於
け
る
最
も
著

明
な
る
作
曲
家
の
一
人
な
り
。
こ
A

に
奏
す
る
小
曲
は
へ
短
調
四
分
四
拍
子
の
極
め
て

緩
徐
な
る
悲
調
な
り
。

大

須

賀

績

作

ベ
ン
ベ
ー
ル

作
曲

歌

詞

み

ど

り

わ

か

ぐ

さ

そ

の

か

う

ぉ
A

緑

も

ゆ

る

若

草

其

香

も

失

せ

ぬ

鳥
も
す
さ
め
ず
―
H

日
を
絶
え
嵐
に
怖
ぢ
ぬ

配

ぴ

却

り

て

犀

庁

の

固

鬱

む

う
た
が
み

歌

紳

ゆ

く

へ

知

ら

ず

琴
、
ぃ
ぐ
る

m叩
叫

は

即

き

叩

犀

な

ご

り

名

残

ぞ

あ

は

れ

（
口
）
印
度
の
調

ベ
ン
ベ
ー
ル

(
H
e
n
ri

B
e
m
b
e
r
g
 1
8
5
9
|
)

は
猶
太
の
人
に
し
て
巴
里
に
＿音楽
を

學
修
し
、
現
今
作
曲
者
と
し
て
槃
名
あ
り
。
本
曲
は
口
短
調
四
分
三
拍
子
に
し
て
（
イ
）

の
曲
と
同
様
に
緩
徐
な
る
悲
調
な
り
。

印
度
の
調

わ
れ
ら
の

一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
及
び
ピ
ア
ノ
合
奏

ソ

ナ

タ

フ
ラ
ン
ク
（
C
窃
a
r
F
r
a
n
c
k
 1
8
2
2
|
1
8
9
0
)

は
優
れ
た
る
オ
ル
ガ
ン
奏
者
に
し
て

又
天
才
あ
る
作
曲
家
な
り
。
リ
エ
ジ
市
の
生
れ
な
れ
ど
も
巴
里
に
在
り
て
此
地
の
一
音
楽

院
に
数
鞭
を
採
り
、
多
く
の
新
進
佛
蘭
西
作
家
に
影
響
を
及
ぼ
せ
り
。
こ
A

に
奏
す
る

曲
は
作
者
が
白
耳
義
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
名
手
イ
ザ
イ
の
為
に
作
り
、
イ
ザ
イ
が
之
を

楽
界
に
紹
介
せ
る
曲
な
り
。
本
演
奏
に
は
全
部
四
曲
の
中
、
最
初
の
一
曲
を
省
き
て
第

二
曲
よ
り
始
む
。
此
の
第
二
曲
は
快
速
な
る
進
行
に
し
て
ソ
ナ
タ
形
式
に
作
ら
れ
、
次

の
第
三
曲
は
緩
か
な
る
進
行
に
し
て
自
由
な
る
幻
想
曲
な
り
。
第
四
の
稽
ミ
快
速
な
る

曲
は
所
謂
カ
ノ
ン
の
作
法
を
用
ひ
て
、
一
昔
部
が
他
の
昔
部
を
模
倣
し
て
追
ひ
か
く
る

様
に
作
れ
り
。一

、

管

絃

榮

戯
曲
「
ラ
ル
レ
ジ
ェ
ン
ヌ
」
中
の
メ
ヌ
ェ
ッ
ト
及

フ

ァ

ー

ラ

ン

ド

ー

ル

ビ

ゼ

ー

作

曲

ビ
ゼ
ー
（
G
e
o
r
g
e
s
B
i

zet
 1
8
3
8
ー
1
8
7
5
)

は
佛
國
の
著
名
な
る
作
曲
者
に
し
て
劇

楽
の
方
面
に
名
作
を
遺
せ
り
。
こ
A

に
奏
す
る
二
曲
は
佛
國
文
豪
ド
ー
デ
の
書
き
た
る

『
ラ
ル
レ
ジ
ェ
ン
ヌ
』
と
い
ふ
劇
の
中
に
挿
む
為
め
に
作
り
た
る
敷
曲
中
の
も
の
に
し

あ
あ

ち

ご

こ

ゑ

稚

兒

の

泣

く

墜

こ
A

ろ、。ヽしJ 

い
ま
ぞ
祈
ら
む

あ

ほ

と

け

吾

が

佛

さ
き
く

紳
の
み
手
に

い
ま
せ
。

墜

は
い
づ
ら

フ

ラ

ン

ク

作

曲

な

さ

A

汝
を
ば
捧
げ
ぬ
、

み

そ

こ

そ

こ

水
底
の
底
の

岸

打

つ

浪

も

も
と
な
か
か
り
て

唸

吾

が

兒

い

づ

ら

吾

が

兒

い

づ

ら

。

お

と

よ

や

み

た

昔

な

く

夜

く

だ

つ

闇

に

立

ち

て

か
ひ
に

知
ぃ
し
な
さ
ぬ
。

五わ.,..
Fコ'---

が の

い河合

と波ぽ
し
兒ご咽［

の ぶ

が

行？如百

方ペ
ぃ
づ

気

ね

な昔

を

ば

泣

く

や

み

ぢ

闇

路

ゆ

く

み
A

と
な

耳
を
調
へ
ば

わ
れ
は
、

ゎ

は
し
き
吾
が
兒
よ
！

眼ま

な
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て
、
メ
ヌ
エ
ッ
ト
は
四
分
／
三
拍
子
の
優
美
な
る
舞
踏
曲
、

分
ノ
六
拍
子
の
快
活
な
る
舞
踏
曲
な
り
。

フ
ァ
ー
ラ
ン
ド
ー
ル
は
八

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

光
榮
あ
る
東
京
音
楽
學
校

初
冬
の
冷
氣
漫
ろ
に
迫
る
十
一
月
十
六
日
正
午

皇
后
陛
下
に
は
上
野
公
園
東
京
音
楽
學
校
へ
行
啓
遊
ば
さ
れ
。
音
楽
堂
に
臨
御
、
奏
楽

を
い
と
御
興
深
く
聰
召
さ
れ
た
。
殊
に
中
田
助
赦
授
の
オ
ル
ガ
ン
獨
奏
祝
典
前
奏
曲

（
レ
ー
マ
ン
ス
作
）
の
活
撥
な
ス
タ
ッ
カ
ー
ト
演
奏
法
を
初
め
久
野
ひ
さ
子
女
史
の
ピ

ア
ノ
獨
奏
の
如
き
は
陛
下
が
豫
て
よ
り
幸
田
延
子
女
史
に
就
て
御
修
練
あ
り
し
事
と

て
殊
更
に
御
感
斜
な
ら
ず
グ
リ
ー
ク
作
の
『
春
の
曲
』
北
欧
特
有
の
風
調
詩
趣
に
富
め

る
小
曲
を
聴
召
さ
れ
尚
ほ
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の
合
奏
（
信
時
潔
高
折
宮
次
雨
氏
）
に
て

は
批
大
に
し
て
熱
情
に
富
め
る
情
趣
を
偲
ば
せ
た
右
異
つ
て
新
館
へ
臨
御
雅
楽
能
楽
長

唄
等
の
圏
書
及
び
古
今
に
亘
る
珍
ら
し
き
楽
器
類
を
彎
は
さ
れ
種
々
御
下
問
あ
り
約
舟

分
に
て
再
び
奏
楽
堂
に
成
ら
せ
ら
れ
第
二
部
演
奏
に
移
っ
た
時
に
二
時
四
十
分
小
倉
す

ゑ
子
女
史
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
は
佛
園
楽
界
の
重
鎮
サ
ン
サ
ー
ン
ス
の
作
で
曲
趣
の
愛
化
極

り
な
き
狂
想
曲
、
田
中
ヒ
サ
子
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
は
ビ
ュ
ー
タ
ン
の
幻
想
曲
、
船

橋
榮
吉
氏
の
次
低
音
獨
唱
『
春
を
惜
む
』
『
印
度
の
調
』
等
悲
調
極
ま
り
な
く
、
次
で

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ピ
ア
ノ
合
奏
職
員
生
徒
の
管
絃
楽
妙
な
る
調
べ
を
い
と
御
熱
心
に
御
傾

聰
遊
ば
さ
れ
畢
つ
て
諸
官
奉
送
中
に
御
機
嫌
麗
し
く
還
啓
相
成
り
し
は
午
後
四
時
で
あ

っ
た
（
信
）

（
『
月
刊
楽
譜
』
第
五
巻
第
十
二
号
、
大
正
五
年
十
二
月
、

大
正
五
年
十
二
月
三
日

―
二
頁
）

久
野
久
子
女
史
恢
復
祝
賀
演
奏
会

口
豫
報
の
如
く
學
友
會
は
女
子
大
學
櫻
楓
會
と
共
に
久
野
久
子
女
史
の
快
復

祝
賀
演
奏
會
を
去
る
十
二
月
三
日
午
後
二
時
よ
り
本
校
奏
架
堂
に
於
て
開
催
し

た
。
幸
に
も
江
湖
諸
賢
の
熱
心
な
る
御
同
情
に
よ
っ
て
豫
期
以
上
の
盛
會
た
る

．
 
ヽ

こ
と
を
得
た
の
は
一
同
の
喜
び
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
嘗
日
第
ニ
ピ
ア

ー
ノ
を
以
つ
て
女
史
を
助
け
ら
れ
る
筈
で
あ
っ
た
シ
ョ
ル
ツ
氏
が
差
支
へ
あ
っ

て
来
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
シ
ョ
パ
ン
の
司
伴
架
は
女
史
自
ら
第
二
洋
琴
の
部

迄
弾
奏
さ
れ
た
が
、
最
後
の
リ
ス
ト
の
交
響
架
詩
匈
牙
利
は
ピ
ア
ー
ノ
ニ
豪
の

た
め
の
曲
故
こ
れ
は
や
め
て
其
代
り
に
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
ホ
長
調
の
リ
ー

ド
一
曲
を
加
へ
、
左
の
如
き
順
序
を
以
つ
て
首
尾
よ
く
演
奏
を
終
っ
た
。

ァ
ッ
パ
シ
ョ
ナ
ー
タ
…
…
ベ
ー
ト
ー
、
エ
ン

ア
ル
レ
グ
ロ

二
、
甲
、
春
に
寄
す
、
作
品
四
十
三
、
六
番
…
…
グ
リ
ー
ヒ

乙
、
那
威
の
嫁
入
行
列
、
作
品
十
九
、
二
番
…
…
グ
リ
ー
ヒ

三
、
第
一
大
司
伴
架
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ョ
パ
ン

第

四
、
ラ
。
フ
ソ
デ
ィ
ー
、

五
、
甲
、乙、

丙、

乙、

ア
ン
ダ
ン
テ

ア
ル
レ
グ
ロ
、

リ
ー
ド
、

榮

章

ト
短
調
、
作
品
七
十
九
、
二
番
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス

ホ
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

エ
チ
ュ
ー
ド
、
ハ
短
調
、
作
品
十
、
十
二
番
…
…
…
…
シ
ョ
パ
ン

六
、
歌
劇
『
リ
ゴ
レ
ッ
ト
』
の
書
き
替
へ
曲
…
…
…
…
…
…
…
リ
ス
ト

女
史
は
情
熱
の
藝
術
家
で
あ
る
、
そ
し
て
又
力
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
る
、
或

る
意
味
に
於
て
女
史
の
セ
ッ
ク
ス
よ
り
も
よ
り
多
く
男
性
的
で
あ
る
と
云
ヘ

る
、
勿
論
よ
い
意
味
の
男
性
的
で
あ
る
。
女
性
は
繊
細
巧
緻
の
貼
に
於
て
自
己

の
立
つ
可
き
メ
リ
ッ
ト
を
作
り
、
男
性
的
な
剛
放
粗
大
な
と
こ
ろ
に
立
つ
て
成

功
す
る
、
襖
を
隔
て
A

女
史
の
演
奏
を
聰
く
時
何
人
も
そ
れ
が
女
性
の
繊
手
に

よ
っ
て
成
さ
れ
る
と
は
思
は
な
い
で
あ
ら
う
。
質
に
雄
大
な
、
剛
壮
な
も
の
で

マ
コ

ン

モ

ー

ト

甲、
ソ
ナ
ー
タ

ァ
ッ
サ
イ

ノ
ン

ト
ウ
ロ
ッ
ボ
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六
、
合
唱

サ
ム
フ
ォ
―
-
l

大
正
五
年
十
二
月
九
日

ロ
ン
ド
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
デ

ア

ル

ト

四

、

高

音

獨

唱

藤

秋
に
、
作
品
十
七
、
六
番
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
フ

五
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
ニ
重
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
{
訊

コ
ン
セ
ル
タ
ン
ト
、
作
品
百
九
、
三
番會ブ

ラ
ー
ム
ス
曲

黄
昏
に
、
作
品
六
十
四
、
二
番
…
…
…
…
…
…
…
・
：
｛
大
須
賀
績
歌

島

ダ

ン

ク

ラ員

田川

為

三信

歌
劇
『
ア
ル
チ
ェ
ス
テ
』
中
の
抒
情
調
：
…
…
…
…
・
・
・
・
グ

四

、

洋

琴

獨

奏

川

第
三
前
奏
曲
と
追
復
曲
（
平
均
率
洋
琴
曲
）
•
•
…
…
・
・
・
・
バ

五

、

テ

ノ

ー

ア

獨

唱

近

甲
、
手
琴
に
寄
す
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
…
…
・
・
・
シ
ュ
ー
バ
ー
ト

乙
、
夜
の
歌
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
バ
ー
ト

藤 上
ッ

義 き

ラ

ン

ツ

Jレ

ツ

巻

満

江

廣

田

チ

ヅ

ユ

セ

ッ

ク

ム

メ

秀

二
、
低
音
獨
唱

歌
劇
『
震
笛
』
中
の
サ
ラ
ス
ト
ウ
ロ
の
ア
リ
ア
…
…
…
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

三
、
洋
琴
獨
奏

代

大
正
六
年
二
月
二
十
四
日
学
友
会
第
十
九
回
土
曜
演
奏
会

●
第
十
九
回
土
曜
演
奏
會
は
去
月
二
十
四
日
左
の
曲
目
に
て
盛
會
裡
に
皐
行
致

し
候
。一

、
合
唱
、
甲
、
春
の
夜
、
乙
、
三
崎
博
説
の
歌
、
露
國
民
謡
、
大
須
賀
績
歌
。

二

、

洋

琴

獨

奏

金

佐

愛
ホ
長
調
ソ
ナ
ー
タ
作
品
十
三
の
最
終
架
章
…
…
…
・
・
・
フ

三
、
ア
ル
ト
獨
唱

子

箕

学
友
会
第
十
八
回
土
曜
演
奏
会

口
學
友
會
は
十
二
月
九
日
に
第
十
八
回
の
土
曜
演
奏
會
を
開
き
、
左
の
曲
目

に
依
つ
て
専
ら
新
進
の
人
々
を
紹
介
し
た
。

一
、
合
唱

員

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

曲

甲
、
讃
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
大
須
賀
績
歌

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
曲

乙
、
春
祭
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
大
須
賀
績
歌

矢

田

部

勁

吉

會

九
、
風
琴
獨
奏

英
國
國
歌
の
主
題
と
そ
の
愛
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
リ

+

、

洋

琴

獨

奏

浅

タ
ラ
ン
テ
ル
、
作
品
八
十
五
、
二
番
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ヘ

（『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
八
巻
第
一
号
、
大
正
六
年
一
月
、

l

o

l

頁

）

Jレ

ラ

野
ン

あ
る
、
何
人
を
も
威
黙
し
去
り
、
何
物
を
も
燒
き
塞
さ
う
と
す
る
、
絃
に
女
史

の
藝
術
の
偉
大
が
あ
り
、
同
時
に
多
少
の
ド
ウ
ロ
ー
バ
ッ
ク
も
あ
る
兎
に
角
、

我
楽
壇
に
女
史
を
有
す
る
こ
と
は
吾
人
の
大
な
る
幸
輻
で
あ
る
。

帥
ち
女
史
が
今
度
の
大
成
功
を
高
ち
得
た
所
以
は
絃
に
あ
る
。

（
『
昔
榮
』
皐
友
會
、
第
八
巻
第
一
号
、
大
正
六
年
一
月
、

l

0

0

頁

）

真

篠

俊

。
フ
ー
レJ
 

デ
ィ
チ
ェ
ス
テ
ィ
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ロ

七
、
洋
琴
獨
奏

ソ
ナ
ー
タ
、
作
品
十
、

ソ
プ
ラ
ー
ノ

八
、
上
高
音
獨
唱

濤

ッ

テ
櫻 JII 

次 ノ‘ ょ ク 工 Jレ 愛 ク 雄 イ

貞

一
番
：
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ
ン

ヽ
・
 

ー

幸 江
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七
、
ソ
。
フ
ラ
ー
ノ
獨
唱

番
外
、
テ
ノ
ー
ア
獨
唱

歌
劇
『
マ
ノ
ン
』
中
の
グ
リ
ュ
ー
の
夢
…
…
…
…
…
…
マ

九
、
合
唱
、
『
ロ
ー
ザ
ム
ン
デ
』
中
の
牧
人
の
合
唱
…
…
シ
ュ
ー
バ
ー
ト

圃
合
唱
は
信
時
助
敦
授
の
熱
心
な
る
指
揮
の
下
に
美
し
く
演
奏
さ
れ
申
し
侯
殊

に
船
橋
、
樋
口
、
廣
田
等
の
諸
氏
が
こ
れ
に
加
は
り
て
獨
唱
部
を
助
け
ら
れ
た

る
美
し
き
謙
譲
は
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
事
に
有
之
侯
゜

■久
し
振
り
に
て
學
友
會
の
曲
目
に
絃
榮
四
重
奏
が
現
は
れ
候
事
喜
ば
し
く

侯
。
皆
天
興
爛
漫
た
る
態
度
に
て
熱
心
に
演
奏
致
し
候
。
盆
々
勉
め
ら
れ
て
今

後
盆
々
此
種
の
ア
ン
サ
ム
ブ
ル
を
聰
か
せ
て
戴
き
度
希
望
致
し
候
。

■洋
琴
は
全
部
久
野
助
敦
授
に
つ
き
て
學
び
居
ら
る
A

人
々
に
て
何
れ
も
初
舞

豪
な
り
し
に
も
拘
ら
ず
皆
落
着
き
て

よ
く
演
奏
致
し
候
。

■磐
榮
は
豫
報
の
如
く
全
部
研
究
家
の
諸
氏
な
り
し
だ
け
一
層
緊
張
し
て
拝
聰

出
来
候
。
或
は
澁
＜
或
は
華
か
に
、
何
れ
劣
ら
ぬ
出
来
榮
え
に
有
之
侯
ひ

し
か

ば
遠
く
よ
り
聰
き
に
参
ら
れ
し
人
々
は
涙
を
流
し
て
喜
ば
れ

た
る
程
に
有
之

候。■廣
田
嬢
は
近
頃
滅
切
り
上
逹
せ
ら
れ
侯
。
又
久
し
く
長
野
に
隠
れ
居
ら
れ
久

六
、
絃
榮
四
重
奏

,..  

ギギ第第
オオニー
ロ lワ‘ヮ‘
ンライイ
チオオ
エ リ リ
ルンン
ロ

澤

ッ

ス

ネ

ー

清

元す

け

く

る
わ
の
も
A

よ
ぐ
さ

四
、
蒋
助
六
曲
輪
菊

曲

麟
子線

清清清清清

元元元元元

梅梅正喜延

之太全夏
助吉夫夫夫

ー
休
憩
十
五
分
間
ー
ー

上
調
子

ヽ

機与
長

唄

賤悶

帯g

三
味
線

三
味
線

杵杵杵吉吉吉

屋屋屋住住住

彦六六小小小

之四十三三

助郎郎郎蔵郎

富

本
に
じ
り
が
き
な
な
つ
い
ろ
は

二
、
拙
筆
力
七
以
呂
波

（

乙

姫

）

上
調
子

名名名名名富
見見見見見
崎崎崎崎崎本

豊多得豊得

千 壽か壽

代賀齋つ々豊

大
正
六
年
三
月
十
一
日

河
東
節

、

玉

菊

如

一

追

善

調；

子 し

三
味
線

山山山山

彦彦彦彦

か秀千山

ん代

子翁子子

邦
楽
会
第
八
回
演
奏
会

崎

定

之

(
『
l

音
榮
』
函
字
ブ
友
會
、
第
八
巻
第
三
号
、
大
正
六
年
三
月
、
八
五
頁
）

西

も

ゑ

長

歌
劇
『
椿
姫
』
中
の
ギ
オ
レ
ッ
タ
抒
情
調
…
…
…
…
…
‘
ヱ

八
、
洋
琴
獨
奏

ハ
短
調
ソ
ナ
ー
タ
、
作
品
第
十
の
一
番
第
一
楽
章
•
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ
ン

と
ル

デ

イ

第
五
重
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ハ

坂

好

子

イ

ド

ウ

ン

’ ▲ ‘  

平北草田

井原川：

保季太

三男信郎

方
振
り
に
て
出
演
さ
れ
た
る
近
藤
氏
の
進
歩
も
驚
ろ
く
可
き
も
の
に
有
之
リ
ー

ド
歌
手
と
し
て
侮
る
可
ら
ざ
る
イ
ン
タ
ー
。
フ
レ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
示
さ
れ
候
。
氏

の
前
途
は
利
目
し
て
待
つ
べ
き
も
の
な
ら
ん
と
存
じ
侯
長
坂
、
澤
崎
雨
氏
の

出
来
榮
え
は
申
す
迄
も
な
く
満
場
悦
惚
境
に
運
び
去
ら
れ
申
し
侯

■ペ
ツ
ォ
ル
ド
夫
人
と
久
野
助
敦
授
が
何
れ
も
お
差
支
へ
あ
り
し
を
繰
り
合
せ

て
来
場
せ
ら
れ
、
出
演
者
を
助
け
下
さ
れ
し
御
好
情
も
亦
記
憶
せ
ざ
る
べ
か
ら

ざ
る
も
の
と
存
じ
候
。
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■三
月
十
一
日
午
後
一
時
よ
り
同
校
に
於
て
邦
楽
會
第
八
回
演
奏
會
が
あ

っ
て
非
常

な
盛
會
で
あ
っ
た
。
曲
目
は
本
誌
三
月
琥
巻
頭
の
廣
告
中
に
於
て
豫
告
し
た
通
り
で
あ

る
か
ら
省
く
。
此
會
が
回
を
重
ね
る
に
従
っ
て
箕
面
目
に
邦
楽
を
聴
か
う
と
す
る
會
員

を
加
へ
て
行
く
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
な
ほ
入
會
希
望
の
向
は
東
京
音

楽
學
校
邦
楽
調
査
掛
内
邦
楽
會
事
務
所
宛
申
込
ま
れ
る
と
よ
い
。

（
『
＿
音
楽
』
墨
友
會
、
第
八
巻
第
四
号
、
大
正
六
年
四
月
、
六
二
頁
）

大
正
六
年
三
月
二
十
四
日
卒
業
式

大
正
六
年
三
月
二
十
四
日
（
土
曜
日
）
午
後
一
時
三
十
分

卒

業

證

書

授

呉

式

順

序

卒
業
證
書
授
呉
式

卒
業
證
書
授
呉

校

長

告

群

文
部
大
臣
祝
僻

卒
業
生
穂
代
謝
辮

演

奏

曲

常
磐
津

つ
り

六
、
釣

女：

目

上
調
子

三
味
線東

京
一
音
楽
學
校

常常常常常常
磐磐磐磐磐磐
津津津津津津

小
喜和武歌文文

代歌塁夏夏
松吉松夫夫夫

新

内
や
へ
が
す
み
な
に
は
の
は
ま
を
ぎ

五

、

八

重
霞

浪
花

濱

荻

か
し
く
新
屋
敷
の
段

三
味
線

富
士
松
加
賀
太
夫

吾
妻
路
宮
古
太
夫

六
、
等

第

部

第

一
、
ピ
ア
ノ
獨

奏

…
…
…
…
…
…
…
…
器
楽
部
卒
業
生

ハ
短
調
ロ
ン
ド
（
作
品
一
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

…
…
…
…
…
甲
種
師
範
科
卒
業
生

三
、
ピ
ア
ノ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
器
楽
部
卒
業
生

ト
短
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
第
一
楽
章
）
…
…
…
…
…
…

四
、
最
高
音
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
墜
楽
部
卒
業
生

歌
劇

「
デ
ィ
ノ
ー
ラ
」
中
の
封
影
ア
ー
リ
ア
…
…
…
…

五

、

オ

ル

ガ

ン

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ハ
短
調
二
重
フ
ー
ガ
（
レ
ダ
レ
ン
ツ
イ
の
主
題
）
…
…

<
, ^ 、

中 奥
組組

雲
井
曲
（
本
雲
井
調
子
）
…
…

選
科
修
了
生

末
松
（
平
調
子
）
…
…
…
…
…

七
、
ビ
ア
ノ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
器
楽
部
卒
業
生

イ
短
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
作
品
八
五
、
第
一
楽
章
）
…
…

八

、

ピ

ア

ノ

及

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

合

奏

選
科
修
了
生

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

i
ピ
ア
ノ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

研
究
科
器
楽
部
修
了
生

イ
短
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

（
第
七
番
、
作
品
九
、
第
一
楽
章
）

部

同

石 柴

原崎

か

ず

子

ヤ

ス

渥北 佐 八

島橋

美 美 検 川 検

清富繁
校校

作 作作

曲枝貴野曲國曲

フ

ン

メ

］レ

室

岡

渥 デ

ウ

セ

ー

ク

作

曲

武

岡

鶴

代

マ
イ
ヤ
ー
ベ
ー
ア
作
曲

俊

雄
作

ノミ

ツ

ノ‘

曲

置

篠

宇

佐

美

た

め

ロ 草

谷

幸

シ

ョ

パ

ー

ン

作

曲

言,1
 

古

ド

作

曲

J l l 
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PROGRAM. 

Representative 

卜 入

of the 

｀ 
Graduation Exercises 

OF THE 

TOKYO ACADEMY-OF MUSIC 

UYENO PARK 

Saturday, March 24th, Taisho 6 (1917). 

At 1. 30 P.M. 

悼

k‘ 呈

至

Presentation of Diplomas. 

Address to the Graduating Class by the Director. 

Address by His Excellency Okada, Minister of State 

for Education.. 

Response by the 

Class. 

2. 

PART I. 

Rondo for Pianoforte in C Minor Op. 1………Chopin. 

3. 

4. 

5. 

Mr. K. Furutani. 

Concerto for Violin in A Minor No. 7, Op. 9 

(I movement) .......................................... Rode. 
Mr. S. Kusakawa. 

Concerto for Pianoforte in G Minor 

(I movement) .......................................... Dussek. 
Miss T. Usami. 

Schattenarie for Soprano from the Opera 
,,Dinorah"................................................ Meyerbeer. 

Miss T. Takeoka. 

Double Fugue for Organ in C Minor 
(Theme by Legrenzi)................................. Bach. 

Mr. T. Mashino. 

0
9
v
 

頴
田

k・
茫
写

垢
I

g

PART IL 

．

．

 

6

7

 

Kumiawase for Koto..…………….Y atsuhashi and Kitajima. 
Miss K. Sakawa, Miss S. Atsumi and Miss F. Atsumi. 

Concerto for Pianoforte in A Minor Op. 85 

(I movement) 

8. 

9. 

.......................................... Hummel. 
Miss K. Murooka. 

Sonata for Pianoforte and Violin in F Major 

No. 5, Op. 24 (I movement)..............…....Beethoven. 
Violin : Miss Y. Shibasaki, Piano : Miss K. Ishiwara. 

Concerto for Pianoforte in G Minor Op. 58 

(I movement) .......................................... Moscheles. 
Mr. M. Takaori. 

10. 
Graduating 

Choruses: 
Des Tages Weihe................................. Schubert. 

Standchen 

Ich liebe, was fein ist.} 

a. 

b. 

1. 

c. 
........................ Fucks. 



畔

唸

卒

業

演

奏

上
野
の
楽
堂
か
ら
出
た
五
十
有
餘
名
の
楽
人
の
卒
業
式
は
去
廿
四
日
を
以
て
畢
行
さ

れ
、
次
で
演
奏
會
が
あ
っ
た
。

む
ろ
を
か
き
よ
え

▲
敷
番
の
演
奏
中
際
立
つ
て
心
耳
を
新
に
せ
し
め
た
の
は
、

室
岡
清
枝
氏
の
ピ
ア
ノ

で
し
た
、
曲
は
フ
ン
メ
ル
作
の
イ
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
作
品
八
五
第
一
楽
章
）
で
あ
っ

の
び

た
が
、
あ
の
暢
々
し
た
弾
奏
振
と
其
鮮
か
さ
は
、

質
に
得
も
云
は
れ
ぬ
心
地
せ
し
め
ら

れ
た
、
女
史
の
勝
来
や
極
め
て
有
望
で
あ
る
、
楽
界
の
為
に
自
重
を
望
む

▲
宇
佐
美
た
め
子
氏
の
そ
れ
も
、
力
籠
れ
る
弾
き
方
で
あ
る
が
、
其
感
傷
的
な
慮
に
特

徴
を
見
る
と
同
時
に
鋏
貼
も
現
は
れ
る
、
此
邊
に
留
意
し
徒
に
焦
ら
ず
着
々
歩
を
進
め

ら
る
る
様
に
希
望
す
る
。

た
け
を
か

つ
る
よ

▲
武
岡
鶴
代
氏
は
最
高
音
で
歌
劇
デ
イ
ノ
ー
ラ
中
の
劉
影
ア
ー
リ
ア
を
獨
唱
し
た
が
、

逍
に
よ
き
閥
格
の
人
と
て
苦
し
げ
な
慮
が
な
く
、
ア
ク
セ
ン
ト
も
亦
明
か
な
の
で
、
氣

持
よ
く
聴
か
さ
れ
た
、
但
し
今
後
ど
れ
程
狡
逹
す
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。

い

ま

ゐ

け

い

し

よ

う

さ

が

は

く

に

こ

ふ

き

こ

▲
等
曲
界
の
大
家
今
井
慶
松
氏
に
指
導
さ
れ
た
佐
川
國
子
、
渥
美
繁
野
、
同
富
貴
子
――-

氏
の
等
曲
は
賞
日
の

一
異
彩
で
あ
っ
た
、
曲
は
「
雲
井
曲
」
と
「
末
松
」
の
組
合
せ
で
、

斯
界
で
稀
に
聰
く
弾
じ
方
で
あ
っ
た
同
じ
メ
ロ
デ
ー
で
あ
る
と
は
云
へ
雨
者
の
力
合
す

意
氣
が
合
は
ぬ
と
兎
角
一
方
に
引
込
ま
れ
易
い
も
の

で
あ
る
の
に
、
そ
ん
な
危
か
し
い

氣
が
更
に
な
く
、
す
つ
く
り
と
調
和
し
、
其
上
高
い
調
子
（
佐
川
氏
）
低
い
調
子
（
渥

美
姉
妹
）
の
唱
は
、
違
っ
た
歌
詞
を
聴
く
心
地
せ
し
め
ぬ
程
洗
練
さ
れ
て
居
た
の
で
、

荒
ぶ
窓
外
の
風
雨
の
音
も
耳
に
入
ら
ず
聰
き
惚
れ
た
、
余
は
思
ふ
此
三
女
史
は
敷
多
の

ば
ん
ぢ
や
う

洋
楽
中
に
あ
っ
て
、
邦
楽
の
為
め
に
萬
丈
の
氣
を
吐
い
た
。

▲
室
岡
清
枝
氏
の
ピ
ア
ノ
は
本
科
卒
業
生
中
の
白
眉
で
あ
ら
う
此
人
に
は
達
者
な
テ
ク

や
は

ニ
ッ
ク
の
美
く
し
さ
に
和
ら
か
味
が
備
は

つ
て
非
常
に
好
い
心
持
を
輿
へ
た
、
研
究
科

た
か
を
り
み
や
じ

卒
業
の
柴
崎
や
す
子
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
同
高
折
宮
次
の
ピ
ア
ノ
と
は
言
ふ
迄
も
な
く

結
構
な
も
の
で
最
後
に
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
祭
祀
の
歌
、
夕
暮
の
歌
と
縮
蜜
と
彫
刻
と
い

ふ
三
曲
の
合
唱
が
あ
っ
て
午
後
五
時
芽
出
度
卒
業
式
は
終
っ
た

（
『
月
刊
架
譜
』
第
六
巻
第
四
号
、
大
正
六
年
四
月
、

l

七
頁
）

長

唄げ
き

七

、

外

記

猿：

新

内

あ
け
が
ら
す
の
ち

ま

さ

ゆ

め

六
、
疇
次
疇
明
烏
後
の
箕
夢

太大小笛上同三同長長

塁鼓鼓鼓 絃 唄唄

六六六菊杵杵今芳芳芳

郷郷合川屋屋藤村村村

新新新芳勝長伊孝

＋畠三次四勝十孝四次

郎門郎郎郎蔵郎三郎郎

富
士
松
加
賀
太
夫

富

士

松

喜

昇

常

磐

津

つ
も
る
こ
ひ
ゆ
き
の
せ
き
の
と

五
、
積
懇

雪

闘

扉

常常常常常
磐磐磐磐磐
津津津津津
菊文兼志松
＝字字妻尾
一兵太太太
郎衛夫夫夫

千正

代井

箪

曲

な

す

四

、

奈

須

野の

等

慶

重

等

慶

菅
野

一
中

、
自
然

vわ
こ

も

の
が
た
り

二

居

士

過

去

物

語

富

本

い
つ
も
き
く
て
ふ
は
つ
ね
の
み
ち
ゆ
き

三
、
幾
菊
蝶
初
昔
道
行

（
忠
信
）

荻

江ふか
が

は

一、

深

川

八均

早け
｝子、い

大
正
六
年
五
月
十
＿
―
-
日

邦
楽
会
第
九
回
演
奏
会

ー

休

憩

十

五

分

間

ー

ー

今

井

今
井
門
人

氣

駕

今
井
門
人

三

味

線

塚

田

胡

弓

山

室

三
味
線

三
味
線

上
調
子

三
味
線

名名名名富
見見見見
崎崎崎崎本

多得豊得
壽か壽

松賀齋つ々豊

三ワシ
味
線キテ

菅菅菅

野野野

吟利序

平三遊

江

唄

同萩同萩

江

う八かひ

め重くさ
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八

、

管

絃

楽

四

、

管

絃

楽

二

、

合

唱

一
、
管

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

指

揮

者

数

師

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
赦

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
作
品
六
十
四
）
第
二
章
及
第
三
章
…
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

ヴ

ェ

ー

ベ

ル

作

曲

舞
踏
の
勒
誘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
｛
ベ
ル
リ
オ
ー
ス
編

五
、
高
昔
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
研
究
生

歌
劇
「
ア
ル
セ
ス
ト
」
中
の
ア
ー
リ
ア
…
…
…
…
•
…
・
・
グ
ル

六
、
管
絃
榮
付
き
ピ
ア
ノ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
教
師
シ
ョ

愛
二
長
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
•
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
ヴ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
作
曲

七
、
管
絃
楽
及
オ
ー
ル
ガ
ン
付
き
合
唱

希
伯
来
の
旋
律
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ

歌
劇
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
平
民
歌
手
」
の
前
奏
：
・
・
・
・
ワ
ー
グ
ネ
ル
作
曲

榮

二
十
六
日

グ
ス
タ
ー
ブ
、

授

花

ル

ッ

フ

編

ツ
島

ク
ロ
ー
ン

Jレ
ク

ツ

作

曲 秀

安

藤

大

正

六

年

五

月

二

十

五

日

、

第

三

十

二

回

定

期

演

奏

会

大
正
六
年
五
月
二
十
六
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時
開
會

＿

音

楽

演

奏

會

曲

目

東
京
一
音
楽
學
校

絃
愛
ホ
長
調
シ
ン
ホ
ニ
ー
（
第
一
番
）
…
…
…
…
…
…
…
ハ

イ

ド

イ
、
慶
た
し
マ
リ
ア
よ
（
女
竪
）
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

ロ
、
慰
安
の
歌
（
混
槃
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
レ
ー
ガ
作
曲幸

ン

作

曲

? , 
仝• 伊 ド 卜

P
R
O
G
R
A
M
 

O
F
 

C
O
N
C
E
R
T
 

S
A
T
U
R
D
A
Y
,
 M

A
Y
 2
6
T
H
,
 

1
9
1
7
 

A
T
 
2
 

P
.M・ 

T
O
K
Y
O
 A
C
A
D
E
M
Y
 O
F
 M
U
S
I
C
 

U
Y
E
N
O
 

S
y
mp
h
o
n
y
 
with t
h
e
 drum'roll 
(
N
o
.
 

1
,
 

E
 flat
 

ma
jor)

……………………………………:……

•Ha

y
dn. 

A
d
ag
i

oー

Alleg

ro
c
o
n
 sp
i

ri
t

o
,
 

A
n
d
a
nt

e,
 

Mi

n
u
ett
o
,
 

Allegro 
c
o
n
 sp
i

rito
.
 

"̂Ave 
M
a
ri
a
"
 for 
female v
oi
ces 
wit
h
 
p

i

a
n
o
 

…………………………………•…………

••Brahms

. 

"
C
o
n
s
o
l
at
i

o
n"
 for 
m
i

x
e
d
 v
oi
ces w
i
t

h
 
p

i

a
n
o
 

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

k
eg
er. 

C
o
n
c
e
rt
o
 for 
vi
oli
n
 (O
p
.
 
6
4
)
 
2
n
d
 a
n
d
 3rd 

m
o
v
e
m
e
nt
 

P
R
O
G
R
A
M
.
 

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
.
 

M
r
s
.
 K
.
 An

d
o
.
 

ょ

'I
n
vi
t

at
i

o
n
t

o
 th
e
 d
a
n
c
e
"
 for 
orchest
r
a
 

(

O

p
.
 65
)
:……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
Wミ
b
e
r
,
B
e
r
l

io
z

.

A
ri
a
 for 
alto 
f
r
o
m
 "Alces

te"
•
……………………

••Gluck

. 

M
i

ss ~I. 

H
a
n
a
s
hi
m
a
.
 

C
o
n
c
e
rt
o
 for p
i

a
n
o
 
wit
h
 orchest
r
a
 

(

D

 

flat
 

m
aj
or) 

b

)

 

a

)

 

．
 

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

Wミ

r
k
m
g芍．
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に
配
す
る
に
次
の
第
二
楽
想
を
以
て
せ
り

i
f
 

二

合

唱

（
イ
）
ア
ヴ
ェ
、
マ
リ
ア
（
女
整
）

（
口
）
慰
安
の
歌
（
混
盤
）

後
、
第
一
快
速
曲
に
至
り
て
再
び
『
開
展
部
』
に
現
は
れ
、
更
に
最
後
の
尾
節
に
於

て
最
も
巧
妙
に
用
ひ
ら
る
。

(
-
)
快
速
部
（
八
分
六
拍
子
）
の
形
式
は
型
通
り
の
ソ
ナ
ー
タ
形
式
に
し
て
、
其

の
主
楽
想

炉 ・ベ〗

0¥ 

r
¥
.9／いヽ

＿
音
楽
演
奏
曲
目
梗
概

一

管

絃

楽

愛

ホ

長

調

シ

ン

フ

ォ

ニ

ー

（

第

一

番

）

ハ

イ

ド

ン

作

本
曲
は
『
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
祖
』
と
呼
ば
る
A

ハ
イ
ド
ン
(
J
.
H
ay
d
n
 1
7
3
2
ー

1
8
0
9
)

の
OO熟
期
の
作
に
し
て
英
國
に
於
て
作
れ
る
『
ロ
ン
ド
ン
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
』

十
二
篇

（
一
七
九
一
ー
九
四
年
作
）
中
の
一
な
り
。

全
篇
四
曲
よ
り
成
り
。
其
の
初
め

チ
ン
バ

ニ

ュ

ニ
ソ

ン

に
別
に
序
節
を
加
ふ
。
序
節
は
銅
鼓
の
連
打
の
後
、

管
絃
の
同
音
を
以
て
表
は
さ
る
A

紳
秘
な
る
緩
徐
進
行
（
四
分
三
拍
子
）
に
し
て

ブ
ラ
ー
ム
ス
作

レ
ー
ゲ
ル
作

の
旋
律
及
び
節
奏
よ
り
見
る
も
箪
に
快
活
な
る
舞
踏
曲
に
あ
ら
ざ
る
を
豫
知
し
得
ベ

し
。
其
の
漸
く
進
む
に
従
ひ
異
常
な
る
轄
調
を
用
ひ
て
曲
は
盆
々
沈
欝
悲
牡
の
趣
あ
る

ト

リ

オ

特
性
曲
た
る
こ
と
を
示
す
。
構
想
の
自
由
は
主
部
よ
り
も
中
部
殊
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が

ホ
ル
ン
の
楽
旬
を
引
延
ば
し
行
く
箇
所
に
認
む
る
を
得
べ
し
。

（
四
）
終
曲
は
最
初
に
表
は
る
A

唯
一
の
主
楽
想
に
基
け
り
。
僅
々
敷
音
を
材
と
し

コ
ン
ト
ラ
ブ

ン
ク
ト

て
斯
く
ま
で
愛
化
と
美
と
に
富
め
る

一
曲
を
編
成
す
る
は
賓
に
劉

位

法

技
術
の
最
大

〔
マ
マ
〕

功
蹟
に
し
て
員
に
驚
嘆
に
値
す

＿
ご
口
訂
ず
ー

計
「

．r口
~
｀
、

L
•（
口、I'

M
r.
 P. 

S
c
h
o
l
z
.
 

T
h
r
e
e
 H
e
b
r
e
w
 m
e
l
o
di
es 
for 
m
i

x
e
d
 v
oi
ces 

with 
o
r
g
a
n
 a
n
d
 orchest
ra…
…

…

…

…

…

…

…

…

…

B
r
u
c
h
.
 

O
r
g
a
n
 :
 M
r.
 A
.
 Na

k
a
d
a
.
 

P
r
e
l
u
d
e
 t
o
 "Di

e
 M
ei
st
ersi
n
g
e
r
 v
o
n
 
N
iirnberg". 

•…………………………………………………

••Wa

g
ner

. 

第
二
十
一

C
o
n
d
u
ct
o
r
:
 G•Kron

. 

（
二
）
緩
徐
曲
（
ハ
短
調
四
分
二
拍
子
）
は
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
愛
手
）
形
式
に
作

ら
る
。
二
十
四
小
節
に
亘
る
ハ
短
調
の
主
楽
想
に
績
き
て
進
行
曲
風
な
る
等
長
の
ハ
長

調
楽
想
を
現
は
し
、
そ
れ
よ
り
僅
か
に
二
つ
の
愛
手
を
添
へ
て
終
る
。
第
二
楽
想
の
第

一
愛
手
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
を
以
て
人
耳
を
惹
き
、
第
二
の
愛
手
は
力
強
き
を
以
て

フ
エ
ル
マ
ー

ク

優
る
。
延
槃
の
後
に
始
ま
る
尾
節
は
天
オ
の
妙
技
を
示
す
も
の
と
し
て
後
人
の
嘆
賞

措
か
ざ
る
所
な
り
。
或
は
言
ふ
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
英
雄
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
葬
送
進
行

曲
創
作
の
際
、
必
ず
や
此
の
緩
徐
曲
、
殊
に
此
の
尾
節
を
心
裡
に
浮
べ
た
る
な
ら
ん
』
と

（
三
）
メ
ヌ
エ
ッ
ト
曲
、
本
曲
は
メ
ヌ
エ
ッ
ト
と
題
す
れ
ど
も
、
既
に
其
の
最
初
の

主
楽
想

口
巳
]
日
累
犀

L̀
い

J
I
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（
イ
）
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
(
J
oh
.
B
r
a
h
m
s
 1
8
3
3
ー
1
8
9
7
)
の
作
品
十
二
(
-
八
六
一
年
）

に
し
て
彼
の
合
唱
曲
の
初
作
な
り
、
最
初
二
つ
に
分
れ
た
る
槃
音
が
互
に
他
を
模
し
つ

っ
―
―
一
度
の
音
程
に
て
上
下
す
る
あ
た
り
は
『
聖
母
の
尊
像
に
花
を
手
向
け
ん
と
て
證
拝

堂
に
詣
づ
る
二
群
の
善
女
を
想
は
し
む
。
』
『
聖
マ
リ
ア
よ
』
の
句
よ
り
以
下
は
四
槃
合

し
て
豊
麗
な
る
和
槃
を
成
す
。

（
口
）
は
近
く
夭
折
し
た
る
天
オ
、
マ
ク
ス
、
レ
ー
ゲ
ル

(
M
a
x
R
e
g
e
r
 1
8
7
3
|
1
9
 

1
6
)
の
『
三
合
唱
曲
』
（
作
品
六
）
の
一
な
り
。
歌
詞
は
憂
き
世
の
悲
嘆
に
慰
安
の
必
ず

伴
ふ
意
を
述
べ
あ
り

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作

三

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

ほ
短
調
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
第
二
及
第
三
章

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン

(

F

.

M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
 
1
8
0
9
|
1
8
4
7
)
は
一
八
四
四
年
ロ
ン
ド
ン

に
繁
忙
な
る
二
月
を
過
し
た
る
後
暫
く
妻
子
を
伴
ひ
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
附
近
の
ゾ
ー

デ
ン
に
幸
幅
な
る
夏
期
を
送
れ
り
。
此
の
間
に
成
れ
る
名
作
は
卸
ち
本
曲
に
し
て
、
今

日
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
と
並
ん
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
楽
の
極
致
と
評
せ
ら

る
。
否
な
、
彼
の
博
記
者
ウ
ォ
ル
フ
の
説
に
従
へ
ば
『
獨
奏
楽
器
を
し
て
一
層
十
分
に

楽
想
の
負
擢
者
た
ら
し
め
、
且
つ
全
篇
の
構
造
を
一
層
簡
潔
な
ら
し
め
た
る
黙
に
於
て

は
、
か
の
曲
よ
り
も
更
に
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
の
理
想
に
適
へ
り
と
言
ふ
べ
く
、
又
た
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
も
の
程
に
困
難
に
は
あ
ら
ず
と
も
、
其
の
技
巧
は
一

暦
華
美
に
し
て
、

然
も
箪
な
る
技
巧
に
流
る
A

事
な
く
如
何
に
も
自
然
に
楽
曲
の
内
容
を
猿
揮
す
る
の
観

あ
り
』
『
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
の
あ
ら
ゆ
る
妙
趣
は
此
の
一
篇
に
含
ま
れ
た
り
』
と
い

ふ
。
こ
A

に
奏
す
る
は
第
二
の
曲
部
（
ハ
長
調
八
分
六
拍
子
緩
徐
曲
）
及
び
短
か
き
経

フ
イ
ナ
ー
レ

過
部
（
四
分
四
拍
子
の
過
度
な
ら
ざ
る
梢
快
速
曲
）
を
通
じ
て
こ
れ
と
連
絡
せ
る
終
曲

（
ホ
長
調
四
分
四
拍
子
の
甚
だ
活
澄
な
る
快
速
曲
）
な
り

ウ
ェ
ー
ベ
ル
作

四

管

絃

架

舞
踏
の
勧
誘

一
八
一
九
年
に
作
ら
れ
た
る
本
曲
は
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
(

C

.

M
.
 v.
 

W
e
b
e
r
 1
7
8
6
|
1
8
 

2
6
)
の
ピ
ア
ノ
曲
中
最
も
獨
創
に
富
み
且

つ
新
紀
元
を
劃
す
る
創
作
な
り
。
主
要
部
は

ワ
ル
ツ
園
舞
曲
に
し
て
其
の
前
の
部
分
は
舞
踏
開
始
前
の
劇
的
光
景
を
次
の
如
く
に
描

け
り
。
紳
士
先
づ
近
き
て
勘
誘
す
る
に
（
小
節
一
ー
五
）
婦
人
應
ぜ
ず
（
五
ー
九
）
重

ね
て
誘
へ
ば
（
九

I
-
―
―
-
)
此
度
は
其
意
に
従
ひ
(
-
三
ー
一
六
）
そ
れ
よ
り
暫
く
會

話
を
な
し
た
る
後
（
一
七
ー
ニ
五
）
さ
ら
ば
始
め
ん
と
紳
士
の
言
ふ
に
（
二
五
ー
ニ
七
）

婦
人
之
に
應
じ
て
（
二
七
ー
ニ
九
）
共
に
歩
み
よ
り
（
二
九
ー
三
一
）
進
み
出
で
A

開

始
を
待
っ
（
三
―
|
-
―
―
五
）
こ
れ
に
次
ぐ
快
速
部
は
即
ち
舞
踏
曲
に
し
て
或
は
軽
く
舞

ひ
或
は
狂
ひ
て
踏
る
様
宛
ら
目
前
に
迫
る
が
如
し
。
此
の
舞
踏
の
中
頃
に
も
暫
＜
―
-
人

の
會
話
あ
り
。
舞
踏
終
局
を
告
げ
て
後
は
紳
士
謝
僻
を
述
べ
婦
人
こ
れ
に
答
へ
て
共
に

退
出
し
、
こ
A

に
全
曲
は
員
の
終
局
を
結
ぶ

本
曲
は
理
想
化
し
た
る
舞
踏
曲
の
嘴
矢
と
し
て
後
世
シ
ョ
パ
ン
の
舞
曲
の
模
範
と
な

れ
る
の
み
な
ら
ず
、
ワ
ル
ツ
に
活
澄
な
る
速
度
を
採
り
入
れ
た
る
貼
に
於
て
ヨ
ハ
ン
、

シ
ト
ラ
ウ
ス
等
の
作
風
の
基
を
開
け
り

本
演
奏
の
管
絃
曲
は
管
絃
編
成
法
の
名
家
な
る
ベ
ル
リ
オ
ー
ス
が
本
来
の
ピ
ア
ノ
曲

を
管
絃
楽
に
改
作
せ
る
も
の
な
り

五

高

昔

獨

唱

歌

劇

「

ア

ル

セ

ス

ト

」

中

の

ア

ー

リ

ア

グ

ル

ッ

ク

作

十
八
世
紀
の
歌
劇
改
革
者
グ
ル
ッ
ク
(
G
l
u
c
k
1
7
1
4—

1
7
8
7
)
の
本
歌
劇
は
彼
の
四

大
傑
作
の
一
に
し
て
、
其
の
筋
は
ユ
ー
リ
ビ
デ
ー
ス
の
悲
劇
に
基
き
た
り
。
北
部
希
服

フ
ェ
レ
ー
の
王
ア
ド
メ
ー
ト
ス
病
篤
く
し
て
死
に
瀕
す
。
ア
ボ
ロ
の
神
託
に
よ
れ
ば
、

其
の
身
代
り
と
し
て
撥
牲
と
な
る
も
の
な
く
ば
本
復
覺
束
な
し
と
い
ふ
。
皇
后
ア
ル
セ

ス
ト
私
か
に
此
の
犠
牲
た
ら
ん
と
決
心
し
、
絃
に
奏
す
る
歌
調
に
よ
り
て
之
を
幽
界
の

稗
に
告
ぐ
。
ア
ド
メ
ー
ト
ス
此
の
事
を
知
り
、
妃
に
よ
り
て
己
の
救
は
る

A

を
肯
ぜ

ず
。
相
携
へ
て
幽
界
の
門
に
下
る
。
偶
々
英
雄
ヘ
ラ
ク
レ
ー
ス
の
来
る
あ
り
て
二
人
は

無
事
に
救
助
せ
ら
る
。

本
曲
は
歌
詞
と
音
楽
と
の
密
接
な
る
闘
係
を
保
て
る
黙
に
於
て

グ
ル
ッ
ク
の
劇
楽
に
劉
す
る
主
義
を
見
事
に
示
す
質
例
と
い
ふ
を
得
べ
し

六
管
絃
柴
付
き
。
ヒ
ア
ノ

菱

二

長

調

小

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

ヴ

ェ

ル

ク

マ

イ

ス

テ

ル

作

本
校
セ

ロ
、
ピ
ア
ノ
及
び
作
曲
法
の
数
師
ウ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル
の
作
な
り
。
作
者

自
身
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
本
曲
は
全
部
一
連
に
作
ら
れ
、
四
部
に
固
分
せ
ら
る
。
卸
ち
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ピ
ア
ノ
と
管
絃
と
が
此
の
主
楽
想
を
交
々
承
け
て
現
は
す
の
後
次
の
楽
想
を
有
す
る

尾
節
（
活
澄
な
る
快
速
部
）
に
達
す

R
、

最
強
奏
に
高
ま
る
の
後
、
快
速
部
の
第
一
主
楽
想
再
び
現
は
れ
、

段
落
あ
り
て
極
緩
部
の
主
想
に
移
る

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の

f
 

『
＼
ー
／

ビ
ア
ノ
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
は
此
の
歌
調
的
楽
想
を
交
互
に
受
授
し
、
頓
て
ピ
ア
ノ

n

ー

ダ

は
短
か
き
尾
節
を
経
て
活
澄
な
る
快
速
部
に
移
る
。
此
虞
に
全
管
絃
は
次
の
短
か
き
主

楽
想
（
嬰
ハ
短
調
）
を
以
て
加
は
る

．

＇

ー

玉

言

此
の
楽
想
は
此
の
部
分
に
主
要
な
る
位
置
を
占
む
る
も
の
に
し
て
曲
節
に
快
活
の
趣

致
を
添
ふ
。
之
に
次
で
短
小
な
る
副
楽
想
起
り
、
恰
も
管
絃
と
ピ
ア
ノ
と
の
封
話
の
如

く
に
聞
ゆ

f
 

,
¥
 

緩
徐
部
（
A
n
d
a
nt
e
s
o
st
e
n
ut
o
)
活
澄
な
る
快
速
部

(
A
l
l
e
g
r
o
c
o
n
 b
ri
o
)
極
緩
部

(
L
e
nt
o
)

活
澄
な
る
快
速
部
（
A
l
l
eg
r

o

)

是
な
り
。

曲
頭
八
小
節
の
後
ピ
ア
ノ
は
次
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
獨
奏
に
伴
奏
し
つ
A

琶
音
を
以
て

現
は
る

次
で
短
か
き
管
絃
練
奏
あ
り
て
再
び
曲
頭
の
嬰
ハ
短
調
主
楽
想
に
饉
り
、
此
度
は
愛

n

ー

ダ

二
調
に
な
れ
る
極
緩
部
を
経
て
最
終
尾
節
に
終
局
を
結
ぶ
。

七
管
絃
架
オ
ー
ル
ガ
ン
付
き
合
唱

希

伯

来

の

調

ブ

ル

ッ

フ

編

管
絃
楽
付
合
唱
歌
の
作
者
と
し
て
最
も
秀
で
た
る
ブ
ル
ッ
フ

(
M
a
x
B
r
u
c
h
 1
8
3
8
 

ー
）
が
英
図
文
豪
バ
イ
ロ
ン
の
『
希
伯
来
調
』
に
編
曲
せ
る
も
の
な
り
、
凡
て
三
曲
あ

り
。
『
バ
ベ
ル
の
河
邊
に
泣
き
し
も
の
を
悼
め
』
は
沈
欝
、
『
彼
女
の
行
く
様
は
雲
な
き

星
の
夜
の
如
く
美
し
』
は
優
雅
、
『
ジ
ョ
ル
ダ

ン
の
岸
に
ア
ラ
ビ
ア
び
と
の
酪
舵
さ
ま

よ
ふ
』
は
悲
憤
の
調
に
充
て
り
。

八

管

絃

楽

ワ
グ
ネ
ル
作

歌
劇
『
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
平
民
歌
人
』
の
前
奏
曲

本
歌
劇
(
-
八
六
八
年
初
演
）
は
ワ
グ
ネ
ル
(

R

.

W
a
g
n
e
r
 1
8
1
3
|
1
8
8
3
)

作
の
歌

劇
中
、
唯
一
の
喜
劇
に
し
て
、
材
料
を
歴
史
に
採
れ
り
。
平
民
歌
人
(
M
ei
st
e
r
si
n
g
e
r
)

と
は
十
四
乃
至
十
六
世
紀
の
頃
に
現
は
れ
た
る
平
民
階
級
の
歌
人
に
し
て
、
獨
逸
の
諸

市
に
其
の
組
合
を
設
け
、
煩
瑣
な
る
規
則
を
立
て
ど
技
藝
を
審
査
し
、
上
逹
の
程
度
に

應
じ
て
五
段
の
階
段
を
犀
別
し
、
其
の
最
上
位
の
マ
イ
ス
テ
ル
部
ち
名
人
と
呼
べ
り
、

か
A

る
名
人
の
中
に
て
最
も
著
明
な
る
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
の
ハ
ン
ス
、
ザ
ッ
ク
ス

(
H
a
n
s
 S
a
c
h
s
 1
4
9
4
|
1
5
7
6
)
な
り
。
ワ
グ
ネ
ル
は
此
の
史
的
事
賓
を
十
分
に
研
究
し

た
る
後
、
次
の
如
き
筋
を
構
成
せ
り
。
組
合
の
一
人
な
る
銀
エ
ボ
グ
ネ
ル
は
『
歌
人
』

の
道
を
奨
勘
せ
ん
と
の
熱
心
よ
り
、
聖
ヨ
ハ
ネ
の
祭
日
を
撰
び
て
競
技
を
催
ふ
し
、
勝

者
に
は
娘
ェ
ヴ
ァ
に
巨
額
の
持
参
金
を
添
へ
て
贈
ら
ん
と
す
。
騎
士
ワ
ル
テ
ル
と
い
ふ

も
の
エ
ヴ
ァ
を
愛
す
る
一
念
よ
り
平
民
の
組
合
に
加
入
し
て
、
其
日
の
競
技
に
列
せ
ん

と
決
す
。
さ
れ
ど
彼
は
入
門
の
試
験
に
合
格
す
べ
き
規
則
を
知
ら
ず
、
又
た
試
験
の
採

黙
者
な
り
し
ベ
ッ
ク
メ
ッ
セ
ル
は
彼
と
同
じ
く
エ
ヴ
ァ
を
貰
ひ
受
け
ん
と
望
み
居
る
者

0

ぶ．＼
）
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ハ
長
調
よ
り
ホ
長
調
に
轄
ず
る
の
後
、
楽
は
ワ
ル
テ
ル
の
懸
賞
歌
曲
の
一
節
を
表
し

て
、
此
の
騎
士
を
暗
示
し

ェ
ヴ
ァ
を
獲
ん
と
す
る
ワ
ル
テ
ル
を
描
窮
す。

暫
く
し
て
員
鍮
管
に
奏

せ
ら
る

A

『
平
民
歌
人
』
の
進
行
曲
風
は
競
技
嘗
日
の
牡
観
を
想
は
し
む

平
民
歌
人
を
示
し
、
次
で
こ
れ
と
到
照
を
な
す
激
情
的
楽
句
に
よ
り
て

な
り
け
れ
ば
、
熱
心
を
籠
め
た
る
彼
の
歌
曲
も
空
し
く
失
敗
を
招
く
に
過
ぎ
ざ
り
き
。

然
る
に
ハ
ン
ス
、
ザ
ッ
ク
ス
は
流
石
に
一

道
の
達
人
な
れ
ば
、
ワ
ル
テ
ル
の
歌
曲
に
自

然
の
情
熱
の
表
は
れ
た
る
を
認
め
、
私
か
に
彼
の
作
物
に
添
削
を
施
し
て
競
技
に
加
は

ら
し
む
。
其
の
結
果
ワ
ル
テ
ル
は
民
衆
喝
采
の
裡
に
ベ
ッ
ク
メ
ッ
セ
ル
を
打
負
し
て
首

尾
能
＜
懸
賞
を
獲
る
と
い
ふ
に
終
る
。
1

ワ
グ
ネ
ル
は
此
の
歌
劇
に
於
て
自
然
の
情

熱
が
煩
瑣
な
る
規
則
よ
り
も
優
れ
る
こ
と
を
諷
せ
り
と
い
ふ
。

前
奏
曲
は
歌
劇
の
諸
酌
に
現
は
る
A

楽
句
を
用
ひ
て
、
豫
め
歌
劇
の
内
容
を
略
叙
せ

り
。
先
づ
曲
頭
に
次
の
威
厳
あ
る
楽
想
を
以
て

此
虞
に
ワ
ル
テ
ル
の
楽
句
は
頻
に
反
抗
を
試
む
れ
ど
も
、
ベ
ッ
ク
メ
ッ
セ
ル
は
容
易

に
屈
せ
ず
、
終
に
民
衆
の
喧
擾
の
加
は
る
に
及
び
て
漸
く
排
斥
せ
ら
る
。
此
の
混
雑
の

最
中
に
歌
人
の
楽
句
現
出
し
て
衆
人
に
静
粛
を
命
ず
る
に
似
た
り
。
か
く
て
萬
事
は
園

満
な
る
解
決
を
得
て
、
『
歌
人
』
と
『
進
行
曲
風
』
と
『
ワ
ル
テ
ル
』
と
の
三
楽
想
は

美
し
き
調
和
を
な
し
て
響
く

〔
関
連
記
事
〕

■五
月
二
十
五
（
金
曜
日
）
二
十
六
（
土
曜
日
）
の
雨
日
午
後
二
時
よ
り
、
東
京
音

楽
學
校
春
季
音
楽
演
奏
會
あ
り
た
り
。
曲
目
は
左
の
如
し
。
指
揮
者
、
数

師

グ

ス

タ

ー
フ
ク
ロ
ー
ン
〔
曲
目
省
略
〕
因
に
、

シ
ョ
ル
ツ
数
師
の
演
奏
せ
ら
れ
し
洋
琴
司
伴
楽

は
本
校
作
曲
及
び
ギ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ル
ロ
数
官
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
‘
ヱ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー
教

師
が
大
正
五
年
中
に
作
曲
せ
る
も
の
に
し
て
、
氏
が
近
業
中
最
も
苦
心
せ
る
大
作
の
一

つ
な
り
と
す
。

（
『
昔
架
』
學
友
會
、
第
八
巻
第
六
号
、
大
正
六
年
六
月
、
六
四
頁
）

第 1部 明治・大正篇

次
で
最
初
に
出
で
た
る
『
平
民
歌
人
の
楽
句
』
を
短
縮
せ
る
一
種
特
性
あ
る
榮
句
に

よ
り
て
高
慢
な
る
ベ
ッ
ク
メ
ッ
セ
ル
の
容
態
を
想
像
せ
し
む
。
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四
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン

七
、
絃
架
合
奏

黄
昏
曲
（
第
二
、
及
第
四
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
フ

八

、

絃

架

合

奏

會

洪
水
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
サ
ン
ー
サ
ー
ン
ス

九
、
洋
琴
獨
奏

唱

と
な
り
と
す
。

濤

) 1 1 

貞

江 員

塚
原

英

ツ

ク

ス

ル

デ

イ

會

員

澤

崎

定

之

ル

デ

イ

内

田

代

野

あ

vヽ

ッ

卜

一
、
合

甲
、
歌
劇
『
蝶
子
夫
人
』
中
の
船
唄
（
ハ
ミ
ン
グ
）
…
‘
ヱ

乙
、
歌
劇
『
道
化
師
』
中
の
鐘
の
合
唱
…
…
…
…
…
…
レ
オ
ン
カ
ヴ
ル
ロ

二

、

洋

琴

獨

奏

島

夜
の
曲
、
ホ
長
調
、
作
品
十
七
…
…
…
…
…
…
…
…
…
フ

三
、
高
音
獨
唱

歌
劇
『
サ
ム
ソ
ン
と
ダ
リ
ラ
』
中
の
ダ
リ
ラ
の
愛
の
歌
…
…
…
…
…

…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
サ
ン
ー
サ
ー
ン
ス

田

中

英

太

郎

小
司
伴
架
第
二
、
第
三
榮
章
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ジ

五

、

洋

琴

獨

奏

浅

奏
鳴
果
イ
短
調
、
作
品
四
十
二
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
シ
ュ
ー
バ
ー
ト

六

、

上

高

音

獨

唱

武

岡

鶴

歌
劇
『
リ
ゴ
レ
ッ
ト
』
中
の
ヂ
ル
ダ
の
歌
（
い
と
し
の
名
）
…
…
…

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．． 
ヱ 下

山

英

ィ
ー

レ
ド

｝
 

秀

代

會

ル

デ

イ 員

大
正
六
年
六
月
九
日
、
＋
日
学
友
会
春
季
演
奏
会

■六
月
九
、
十
の
雨
日
午
後
二
時
よ
り
本
校
奏
架
堂
に
於
て
學
友
會
春
季
演
奏

會
を
開
催
せ
り
。
雨
日
と
も
雨
天
、
斯
か
る
こ
と
は
過
去
八
年
間
類
の
な
き
こ

光
耀
旋
轄
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
‘
ヱ

+
、
ギ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ル
ロ
獨
奏

祈
躊
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
マ
ッ
ク
ス

十

一

、

深

音

獨

唱

柴

田

甲
、
歌
劇
『
シ
モ
ン
ボ
ッ
カ
ネ
グ
ラ
』
中
の
フ
イ
エ
ス
コ
の

宣
叙
調
と
物
語
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‘
ヱ

（
く
だ
け
し
こ
A

ろ）

乙
、
歌
劇
『
マ
ク
ベ
ス
』
中
の
バ
ン
ク
ォ
ー
の
宣
叙
調
と

抒
情
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
‘
ヱ

（
恰
も
み
空
よ
り
さ
か
し
ま
に
）

番
外
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン

第
二
司
伴
榮
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ

番

外

、

洋

琴

獨

奏

助

敦

授

久

一
、
嬰
ハ
短
調
奏
鳴
榮
、
作
品
二
十
八
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ
ン

（
ム
ー
ン
ラ
イ
ト

ソ
ナ
ー
タ
）

二
、
甲
、
練
習
曲
、
ハ
長
調
作
品
十
…
…
…
…
…
…
…
シ

乙
、
諧
請
曲
、
嬰
ハ
短
調
作
品
三
十
七
…
…
…
…
シ

十
二
、
合
唱
附
獨
唱

ギ

オ

レ

ッ

タ

ア
ル
フ
レ
ッ
ド

ト

ウ

ラ

ギ

ア

ー

タ

歌
劇
『
身
を
誤
る
女
』
中
の
酒
宴
の
歌
…
…
…
…
…
…
‘
ヱ

合

唱

、

敦

授

萩

指

揮

者

一

絃

嗅

助

敦

授

大

（『
＿
音
柴
』
學
友
會
、
第
八
巻
第
七
号
、
大
正
六
年
七
月
、
六
ニ
ー
六
三
頁
） 淳

會

琴員

ョ

ノミ

ン

ョ
゜
ノヽ

ン

野

ひ

さ

Jレ

ツ

フ

末

吉

雄
ル

デ

ィ

ル

デ

ィ

知

常

ブ
ル
ッ
フ

平

井

保
ノゞ
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乙
、
歌
劇
『
震
笛
』
中
の
サ
ラ
ス
ト
ゥ
ロ
の
抒
情

調

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

四
、
洋
琴
獨
奏

嬰
へ
長
調
奏
嗚
架

ア

ル

ト

五
、
高
音
獨
唱

夜
の
ご
と
静
け
し
、
作
品
三
百
二
十
六
、

薯
か
ら
ず
、
曇
り
た
れ
ば
豫
期
せ
し
よ
り
も
涼
し
。

藤

巻

満

恵 ン

甲
、
。
フ
ロ
ー
ヴ
ン
ス
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
マ水

野

乍
品
七
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ゞ
ヱ

'ー

清

ッ

ス

ネ

ー

作
品
二
十
四
…
…
…
…
•
•
•
…
…
‘
ヱ

一
、
合
唱夜

の
窓
の
前
に
立
ち
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

歌
劇
『
田
舎
の
騎
士
』
中
の
合
唱
•
…
…
…
…
…
•
•
マ

二
、
洋
琴
獨
奏

ロ

ン

ド

ハ
長
調
旋
轄
曲

三
、
低
音
獨
唱

矢

田

部

勁

吉
ノゞ

開

重

廣

七
月
七
日
久
し
振
り
で
上
野
の
楽
堂
に
入
っ
た
、
暑
い
の
に
も
か
A

は
ら
ず
聴
衆
は

か

な

た

か

ぎ

た

け

こ

可
成
り
多
い
、
最
初
の
合
唱
が
終
る
と
、
高
木
竹
子
氏
が
現
れ
て
、
ウ
エ
ー
バ
ー
の
ク

ロ
マ
チ
ッ
ク
な
難
か
し
い
ロ
ン
ド
を
暗
譜
で
一
氣
に
弾
い
た
。
賓
に
見
事
、
蓋
し
嘗
日

の
白
眉
で
あ
る
。
熱
烈
な
る
練
習
の
効
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
背
後
に
あ
る
久
野
久
子
女

や

た

ベ

史
の
偉
大
な
る
力
を
今
更
の
如
く
想
は
せ
た
。
矢
田
部
賢
吉
氏
の
マ
ス
ネ
ー
の
。
フ
ロ
ー

ワ
ン
ス
の
歌
も
よ
か
っ
た
。
音
最
も
あ
り
槃
も
よ
い
。
頭
脳
も
充
分
あ
る
、
凋
落
せ
る

ば
ん
ぢ
や
う

現
今
の
磐
楽
部
の
た
め
に
寓
丈
の
氣
を
吐
き
し
も
の
、
氏
の
未
来
は
輝
い
て
居
る
。
我

國
唯

一
の
低
音
獨
唱
家
と
な
る
日
も
遠
く
は
あ
る
ま
い
と
思
は
れ
る
。

以
上
の
二
つ
で
小
田
原
か
ら
聴
き
に
出
か
け
た
榮
力
は
充
分
つ
ぐ
の
は
れ
た
。
他
に

は
あ
ま
り
大
し
た
も
の
も
な
か
っ
た
。
唯
ダ
ン
氏
の
代
り
に
出
た
渡
邊
と
り
子
氏
が
、
シ

高

木

夕

ケ

ス

力

二

會

員

會

J
 

員

■去
る
七
月
七
日
午
後
二
時
半
よ
り
第
二

十
回
土
曜
演
奏
會
を
開
く
。
懸
念
せ
し
程

大

正

六

年

七

月

七

日

学

友

会

第

二

十

回

土

曜

演

奏

会

七
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
獨
奏

祈
り
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ

ソ
ブ
ラ
ー
／

八

、

上

高

音

獨

唱

金

紳
事
劇
『
天
地
創
造
』
中
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
抒

情
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ハ

九
、
洋
琴
獨
奏

ポ
ロ
ネ
ー
ズ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
シ

+

、

合

唱歌
劇
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
中
の
舞
踏
の
歌
…
…
…
…
グ

（
『
＿
音
榮
』
塵
友
會
、
第
八
巻
第
八
号
、
大
正
六
年
八
月
、
五
八
頁
）

土

曜

演

奏

を

聰

＜

ヨ

ノぐ

ン

渡

邊

ト

リ

イ

ド

ウ

ン

つ

六
月
の
楽
壇
は
中
々
賑
や
か
な
も
の
で
し
た
。
〔
中
略〕

九
日
十
日
の
二
日
間
開
か
れ

た
東
京
音
楽
學
校
學
友
會
主
催
の
大
音
楽
會
は
折
り
か
ら
の
大
降
り
の
雨
績
き
に
も
拘

ら
ず
、
久
野
女
史
の
ピ
ア
／
獨
奏
が
非
常
な
人
氣
を
あ
つ
め
た
せ
い
か
雨
日
共
満
員
の

と
云
ふ
盛
況
。
だ
が
久
野
女
史
は
あ
ま
り
期
待
し
た
程
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
か
え

つ
て
此
頃
め
つ
き
り
と
上
達
し
た
の
が
學
校
の
合
唱
園
を
少
し
あ
し
ら
つ
て
「
ト
ラ
ビ

う
ち
だ
こ
と
こ

ヤ
タ
」
の
ア
リ
ア
を
唱
ふ
っ
た
内
田
琴
子
氏
の
獨
唱
が
快
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
〔
後

略

〕

（

『

月

刊

榮

譜
』
第
六
巻
第
七
号
、
大
正
六
年
七
月
、
三
四
頁
）

子

豊

第 1部

lレ

ツ

フ

草

) I I 

言
,

1

 

lレ

六

月

の

楽

壇

ま

の

二
十
七
番
…
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ボ

パ
リ
ト
ン

六

、

深

音

獨

唱

山

崎

善

次

郎

歌
劇
『
ア
ウ
リ
ス
の
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ー
』
の
一
節
…
グ

ツ

ク

明治・大正篇

ム
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内
や
へ
が
す
み
な
に
は
の
は
ま
を
ぎ

五
、
八
重
霞
浪
花
濱
荻

か
し
く
新
屋
敷
の
段

新

富
士
松
加
賀
太
夫

吾
妻
路
宮
古
太
夫

富

本
く
さ
ま
く
ら
つ
ゆ
の
た
ま
が
は

四

、

草

枕

露

玉

川

富

本

豊

名
見
崎
得
壽
々

富

本

か

つ

声

味

線

認

麟

冠

暉

常

磐

津

は

ご

ろ

も

三

、

麟

配

の

羽

衣

菅
野
一
中

ゆ

ふ

が

す

み

あ

さ

ま

が

た

け

二

、

夕

霞

浅

間

嶽

菅菅菅

野野野

吟利序

平三遊

河

東

節
し

き

た

ん

だ

い

一

、

四

季

の

探

題

員
山山山山山

彦彦彦彦彦

八秀豆鶴榮

重翁子子子

大
正
六
年
九
月
二
十
＿
―
-
日

ョ
パ
ン
の
ボ
ロ
ネ
ー
ズ
を
相
不
麦
エ
チ
ュ
ー
ド
式
に
弾
い
た
の
が
物
足
り
な
か
っ
た
。

〔

マ

マ

〕

た

や

ダ
ン
氏
は
最
後
の
フ
ワ
ウ
ス
ト
の
ワ
ル
ツ
、
コ
ー
ラ
ス
の
伴
奏
を
容
易
す
い
曲
な
が

ら
綺
麗
に
弾
い
た
、
指
の
長
い
人
に
は
か
な
は
な
い
と
思
っ
た
。
惜
し
い
こ
と
に
は
コ

ー
ラ
ス
の
方
が
強
す
ぎ
た
、
あ

A
い
ふ
伴
奏
が
主
と
な
る
曲
に
到
し
て
は
ピ
ア
ノ
を
増

す
か
或
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
伴
奏
を
附
し
た
ら
よ
か
っ
た
ら
ふ
と
思
ふ
。

二
時
半
に
初
ま
つ
て
終
つ
た
の
が
四
時
、
高
木
、
矢
田
部
雨
氏
の
演
奏
の
美
し
い
印

象
が
、
上
野
の
森
を
後
に
し
て
行
く
自
分
の
頭
に
い
つ
ま
で
も
残
っ
て
居
た
。

（
『
月
刊
架
譜
』
第
六
巻
第
八
号
、
大
正
六
年
八
月
、
三
八
頁
）

邦
楽
会
第
十
回
演
奏
会

ー
休
憩
十
五
分
間
ー
~

シ

テ
ワ

キ

三
味
線

麟
畔
謬
紅
麟

常
磐
津
歌
男
太
夫

麟

輝

詞

芸

代

麟

三
味
線

曲
目
は
末
だ
全
部
確
定
の
運
び
に
は
参
ら
ず
候
へ
共
、
本
日
迄
の
と
こ
ろ
に

て
は
左
記
の
も
の
だ
け
は
略
確
定
致
し
候
。
順
序
は
不
定
に
候
。

一
、
合

長

一
、
洋

琴

第

一

洋

琴

渡

邊

と

り

一

、

洋

琴

獨

奏

ロ
ン
ド
作
品
一

.................................................... / 

ノミ

ン

459 

喜

乙
、
海
と

上

甲
、
風

の
言

唱

曲

目

学
友
会
秋
季
演
奏
会

葉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
同

太大小笛同同三同同長

塁鼓鼓賊

...L. 

ノ‘
ヽ

連｀

獅じ

子し

唄

ヨ

堕

島

美
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大
正
六
年
十
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日

秋
季
音
楽
演
奏
大
會
開
催
廣
告

来
る
廿
七
、
廿
八
日
の
雨
日
午
後
二
時
よ
り
東
京
昔
榮
學
校
奏
乗
堂
に
於
て

學
友
會
秋
季
音
楽
演
奏
大
會
を
開
催
致
候
。
會
員
及
び
會
友
諸
氏
は
廿
八
日

（
日
曜
日
）
午
後
定
刻
十
分
前
迄
に
證
票
携
帯
の
上
入
場
有
之
度
候
。

大

正

六

年

十

月

東
京
昔
柴
學
校
學
友
會

ヨ
ハ
ン
セ
バ
ス
チ
ア
ン
バ
ッ
ハ

音

…

…

…

…

…

…

…

…

・

：

｛

大

須

賀

績

作

歌

望梅六菊杵杵今芳芳芳

月屋合川屋屋藤村村村

長勝新芳勝長 孝

十次三次勝四十孝吉次

郎郎郎郎蔵郎郎三蔵郎
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ー

休

憩

十

五

分

間

ー

|

ヽ

秋：長
の

色戸唄

種；

富

本

節

ヽ

虫

ま
ゐ
ら
せ
そ
ろ
れ
ん
り
た
ち
ば
な

二

h

り
~

連
理
の
橘

賣

上同三同同長
調 味
子線 唄

杵杵今芳芳芳

屋屋藤村村村

五 長伊孝

三勝＋吉四次

郎蔵郎蔵郎郎

浮

瑠

璃

富

本

豊

同

名

見

崎

得

壽
々

同

富

本

加

津

三

味

線

名

見

崎

多

加

同

富

本

春

江

薗

八

節

と

り

ベ

一

、

鳥

邊

山：

同三ワシ
味
線キテ

宮宮宮宮

薗薗菌菌

千千千千

代春員香

大
正
六
年
十
一
月
十
八
日

邦
楽
会
第
十
一
回
演
奏
会

(
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
八
巻
第
十
号
、
大
正
六
年
十
月
、
広
告
頁
）

ブ
ル
ッ
フ

一
、
合

唱

會

『
美
し
き
エ
レ
ン
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
マ
ッ
ク
ス

員

歌
劇
『
カ
ル
メ
ン
』
中
の
ハ
バ
ネ
ラ
…
…
…
…
…
…
…
・・・ビ

ゼ

末

一
、
高
昔
獨
唱

下

山

英

定

常
磐
津
節

た
き
ゞ
お
ふ
ゆ
き
ま
い
ち
か
は

六
、
薪
荷
雪
間
の
市
川

（
新
山
姥
）

大
正
六
年
十
一
月
二
十
四
日
学
友
会
第
二
十
＿
回
土
曜
演
奏
会

■豫
報
の
如
く
學
友
會
は
去
る
十
一
月
廿
四
日
午
後
一
時
よ
り
第
二
十
一
回

土
曜
演
奏
會
を
開
い
た
。
本
年
度
に
於
け
る
本
會
最
終
の
演
奏
會
で
あ
っ
た
か

ら
デ
ビ
ュ
タ
ン
ト
の
多
か
っ
た
の
に
も
拘
ら
ず
、
中
々
緊
張
し
た
よ
い
會
で
あ

っ
た
。
是
等
の
デ
ビ
ュ
タ
ン
ト
は
何
れ
も
其
前
途
の
有
望
な
る
こ
と
を
彼
等
の

し
つ
か
り
と
し
た
侮
る
可
ら
ざ
る
演
奏
に
よ
っ
て
明
か
に
立
證
し
た
の
は
心
強

い
こ
と
で
あ
っ
た
。
此
會
の
名
物
た
る
合
唱
は
差
し
支
へ
あ
っ
て
聴
く
こ
と
を

得
な
か
っ
た
が
、
其
代
り
大
塚
助
敦
授
の
指
揮
す
る
ス
ト
ゥ
リ
ン
グ
オ
ル
ケ
ス

ト
ウ
ラ
が
演
奏
し
た
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
『
悲
歌
』
、
グ
リ
ー
ヒ
の
オ
ー
ゼ

の
死
と
ア
ニ
ト
ラ
の
舞
踏
及
び
船
橋
助
敦
授
の
獨
唱
の
如
き
に
よ
っ
て
幾
段
の

光
彩
を
加
へ
得
た
こ
と
は
喜
び
に
堪
へ
な
か
っ
た
。

一

、

絃

柴

合

奏

會

員

作
品
四
十
八
『
セ
レ
ナ
ー
デ
』
中
の
悲
歌
…
…
…
…
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

二
、
洋
琴
獨
奏

未

一
、
深
昔
獨
唱

山

崎

善

次

郎

定

新

内

節

せ
き
と
り
せ
ん
り
や
う
の
ぼ
り

五

、

闘

取

千

雨

織

一
、
上
高
昔
獨
唱

金

子

豊

司

伴

第
二
洋
琴

楽
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ベ
ー
ト
ー

‘

ヱ
ン

川

上

き

よ

四
秋な等

の

号こ曲
ロと

の

葉ま

土

谷

と

み

誌
悶
言
麟

常
磐
津
歌
男
太
夫

常
磐
津
小
文
字
太
夫

式
松
改

麟
竺
麟
疇
三

蔵

喜
代
松

第 1部

三
味
線

富
士
松
加
賀
太
夫

吾
妻
路
宮
古
太
夫

本

手

替

手

豊天河加

島笠内藤
と

清オし柔
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美
し
き
ド
リ
ー
ナ
よ
来
よ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
‘
ヱ

番

外

、

次

中

音

獨

唱

助

敦

授

船

歌
劇
『
カ
ル
メ
ン
』
中
の
ト
レ
ア
ド
ル
の
歌
…
…
…
…
ビ

+
、
絃
榮
合
奏

オ
ー
ゼ
の
死
と
ア
ニ
ト
ラ
の
舞
踏
作
品
四
十
六
…
…
…
グ

（
『
一
音
楽
』
學
友
會
、
第
九
巻
第
一
号
、
大
正
七
年
一
月
、
八
0
~
八
一
頁
）

六
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン

會 和

リ
ゼ

橋

榮

ヒ 員 吉

ノミ

奏
鳴
榮
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ボ
ッ
ケ
リ
ー
ニ

ラ
ル
ゴ
、
軍
隊
風
の
ア
ル
レ
グ
ロ

九
、
洋
琴
猫
奏

田

國

男

ニ
短
調
司
伴
架
、
第
一
、

五
、
高
音
獨
唱

歌
劇
『
豫
言
者
』
中
の
フ
ィ
ー
デ
ズ
の
歌
…
…
…
…
•
•
•
マ
イ
ヤ
ー
ベ
ー
ア

六
、
ギ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ル
ロ
獨
奏

犬

井

英

夫

藤

巻

満

江

イ

ツ

高

階

哲

應

奏
鳴
榮
作
品
二
、
第
一
楽
章
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ

三

、

上

高

音

獨

唱

荻

歌
劇
『
自
由
射
手
』
中
の
エ
ー
ン
ヒ
ェ
ン
の
ロ
マ
ン
ス

四
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン

ン

小
司
伴
榮
作
品
二
十
四
、
第
一
、
第
二
榮
章
…
…
…
…
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

五
、
低
音
獨
唱

矢

田

部

勁

吉

「
さ
す
ら
ひ
人
」
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
バ
ー
ト

二
楽
章
、
作
品
三
十
二
…
…
ザ 林

龍

作

ヱ

野

ノミ あ

や

五

、

管

絃

楽

ろ
、
心
の

J
 

四

、

合

唱

大
正
六
年
十
二
月
一
日
、
第
三
十
三
回
定
期
演
奏
会

大
正
六
年
十
二
月
二
日
（
日
曜
日
）
午
後
二
時

昔

架

演

奏

曲

目

歌
劇
「
ル
ッ
ス
ラ
ン
と
ル
ッ
ド
ミ
ラ
」
の
序
曲
…
…
…
グ
リ
ン

二
、
凋
唱
（
ソ
。
フ
ラ
ー
／
）
：
・
…
…
…
…
…
…
…
…

叫
君
は
早
月
の
微
風
の
如
く
温
和
に
…
…
…
…
…
・・
・リ

回
、
小
夜
中
に
静
か
に
悩
は
来
る
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ヴ

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

一

、

管

絃

榮

二
日

母

木

こ

ま

ォ

ル

フ

作

曲

ス

ト

作

曲

東

京

昔

榮

學

校

ペ
ッ
ツ
ォ
ー
ル
ド

…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
·
頼

ニ
短
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
作
品
二
二
、

第
一
章
及
第
二
章
）
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ヴ
ィ
ー
ニ
ア
ッ
フ
ス
キ
作
曲

ュ

ン

グ

ス

ト

編

い
、
空
し
く
老
い
ぬ
（
瑞
典
民
謡
）
…
…
…
…
…
…
｛
高
野
辰
之
作
歌

ブ

ラ

ー

ム

ス

作

曲

花
（
作
品
六
二
）
…
…
…
…
…
…
…
｛
吉
丸
一
昌
作
歌

フ
ァ
ウ
ス
ト
の
地
獄
落
（
作
品
二
四
）
…
…
…
…
…
•
•
•
ベ
ル
リ
オ
ー
ス
作
曲

い
、
風
精
の
舞
踏

ろ
、
鬼
火
の
舞
踏

は
、
匈
牙
利
進
行
曲

六
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
セ
ロ
猫
奏
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・

・
・・
ヴ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル

イ
長
調
ソ
ナ
ー
タ
…
…
…
…
…
…
·
…
•
…
…
…
…
…
・
・
・
・
ボ
ッ
ケ
リ
ー
ニ
作
曲

七
、
ピ
ア
ノ
ー
聯
奏
：
…
…
…
…
…
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
…

·
:
{
O
~

ツ
[
ォ
ー
ル
丘

カ

作

曲
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ロ
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バ

リ

ト

ウ

ン

船

橋

吉

テ

ノ

ー

ル
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崎

定

之

ア

ル

ト

廣

田

ち
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ゑ

ゲ

ー

テ

作
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歌

最

初

の

ヴ

ァ

ル
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フ
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ル

ギ

ス

の

夜
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作

品

六

0
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メ
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デ

ル

ソ

ー

ン

作

曲

リ

ス

ト

作
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音
楽
演
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目
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概

一

管

絃

楽

歌

劇

『

ル

ッ

ス

ラ

ン

と

ル

ッ

ド

ミ

ラ

』

の

序

曲

ペ

ト

ロ

グ

ラ

ー

ド

の

名

門

に

生

れ

た

る

グ

リ

ン

カ

(

M

.

T
.
 

G

l

i

n
k
a
 1
8
0
4ー

5
7
)

は

ツ
ア

ー
ル

重

に

其

の

二

大

歌

劇

、

『

皇

帝

に

献

げ

し

命

』

及

び

『

ル

ッ

ス

ラ

ン

と

ル

ッ

ド

ミ

ラ

』

に

よ

り

て

露

西

亜

國

民

楽

の

基

を

開

け

り

。

『

ル

ッ

ス

ラ

ン

』

(

-

八

四

二

年

初

演

奏

）

の

歌

詞

は

文

豪

。

フ

ッ

シ

ュ

キ

ン

の

空

想

詩

に

基

き

た

る

も

の

に

し

て

、

キ

エ

フ

公

の

姫

ル

ッ

ド

ミ

ラ

が

騎

士

ル

ッ

ス

ラ

ン

と

結

婚

の

説
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一

妖

術

者

の
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は
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を
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を

ル
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が
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U
b
e
r
 N
a
c
ht

 

ず
。
彼
の
短
歌
の
特
性
は
一
般
に
歌
詞
の
抑
揚
、
節
奏
及
び
意
味
と
曲
調
の
そ
れ
等
と

の
一
致
契
合
を
ば
片
言
隻
句
の
末
ま
で
も
精
密
に
賓
現
せ
ん
と
す
る
傾
向
に
あ
り
。
絃

に
奏
す
る
は
メ
ッ
チ
ェ
ル
ス
キ
公
の
作
に
附
曲
せ
る
佳
作
な
り
。

回
十
敷
年
前
死
去
し
た
る
填
國
の
ウ
ォ
ル
フ

(
H
u
g
o
W
01£ 

1
8
6
0ー

1
9
0
3
)

は

リ
ス
ト
の
如
く
多
方
面
の
楽
人
に
あ
ら
ず
。
さ
れ
ど
唯
だ
短
歌
の
領
域
に
於
て
は
古
今

を
通
じ
て
最
も
獨
創
に
富
め
る
天
オ
の
一
人
に
し
て
、
其
の
作
る
所
賂
多
に
し
て
而
も

愛
化
極
ま
り
な
し
。
ウ
ォ
ル
フ
の
特
質
は
何
よ
り
も
先
づ
詩
に
含
ま
る
と
情
趣
を
深
く

味
ひ
て
、
そ
れ
よ
り
自
然
に
湧
き
出
づ
と
も
い
ふ
べ
き
氣
分
の
描
窟
を
作
す
に
あ
り
。

此
の
黙
に
於
て
頗
る
シ
ュ
ー
マ
ン
に
似
た
り
。
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
は
表
情
と
特
性
と
を
有

し
、
其
の
曲
の
重
要
な
る
一
部
を
な
せ
り
。

Bi

st 
D

u

!

 

M
i
l
d
 w
i

e
 ei
n
 L
uf
t

h
a
u
c
h
,
 ei

n
 L
uf
t

h
a
u
c
h
 i
m
 M
ai

,
 

R
ei
n
 w
i

e
 di
e
 P
e
r
l
e
,
 di

e
 P
e
r
l
e
 i
m
 M
e
e
r
,
 

K
l
a
r
 w
i

e
 d
e
r
 H
i

m
m
e
l
,
 de

r
 H
i

m
m
e
l
 i
n
 R
o
m
,
 

S
o
 st
i
l
l
 

w
i

e
 di
e
 M
o
n
d
n
a
c
ht

 

hi
st
 

D
u
 
!
 

K
a
l
t
 w
i

e
 d
e
r
 G
l
et
c
h
e
r
,
 de

r
 G
l
et
c
h
e
r
 d
e
r
 A
l
p
,
 

F
e
st

 

w
i

e
 d
e
r
 F
e
l
s
e
n
,
 de

r
 F
e
l
s
 
v
o
n
 G
r
a
ni
t
,
 

R
u
hi
g

 

w
i

e
's
 W
a
s
s
e
r
,
 da

s
 W
a
s
s
e
r
 i
m
 S
e
e
.
 

W
i

e
 G
ot
t

 

u
n
e
rg

rilndlich 
hi
st
 

D
u
 
!
 

D
e
n
n
 a
u
s
 d
e
n
 S
p
h
i
i
r
e
n
,
 de

n
 S
p
h
i
i
r
e
n
 
d
e
s
 L
i

c
ht
s
,
 

D
e
n
n
 a
u
s
 d
e
n
 W
e
l
t
e
n
 d
e
r
 S
c
h
o
n
h
ei
t
 

u
n
d
 Li
e
b
e
,
 

D
e
n
n
 a
u
s
 d
e
n
 R
o
h
e
n
,
 de

n
 R
o
h
e
n
 d
e
s
 A
l
l
s
 

D
e
n
n
 a
u
s
 d
e
n
 T
i

e£ 
e
n
,
 de

n
 T
i

e£ 
e
n
 d
e
s
 
S
ei
n
s
 k
o
m
m
st

 

D
u
 
!
 

D
e
n
n
 a
u
s
 
d
e
n
 
S
p
h
i
i
r
e
n
,
 d

e
n
 
S
p
h
i
i
r
e
n
 
d
e
s
 
L
i

c
ht
s
 d
e
r
 
S
c
h
o
n
h
ei
t
 

u
n
d
 L
i

e
b
e
 k
o
m
m
st

 

D
u
 
!
 

ー
F
i
l
r
st

M
et
c
h
e
r
s
k
y
.
 

U
b
e
r
 N
a
c
ht

,
 

i.i
b
e
r
 N
a
c
ht
 

K
o
m
mt

 

st
i
l
l
 

d
a
s
 L
ei
d
,
 

U
n
d
 hi
st
 

d
u
 e
r
w
a
c
ht

,
 

0
 tr
a
u
ri
g

e
 Z
ei
t
,
 

D
u
 g
ri.i
ssest
 

d
e
n
 d
a
m
m
e
r
n
d
e
n
 M
o
r
g
e
n
 

M
i
t
 

W
ei
n
e
n
 u
n
d
 S
o
rg

e
n
.
 

U
b
e
r
 N
a
c
ht

,
 

U
b
e
r
 N
a
c
ht

 

K
o
m
mt

 

st
i
l
l
 

d
a
s
 
Gliick
,
 

U
n
d
 bi
st
 

d
u
 e
r
w
a
c
ht

,
 

0
 seli
g

 

G
e
s
c
hi
c
k
,
 

D
e
r
 diist
r
e
 T
r
a
u
m
 i
st
 

z
e
r
r
o
n
n
e
n
,
 

U
n
d
 F
r
e
u
d
e
 i
st
 

g
e
w
o
n
n
e
n
.
 

U
b
e
r
 N
a
c
ht

,

号

er
N
a
c
ht
 

K
o
m
mt

 

F
r
e
u
d
 u
n
d
 L
ei
d
,
 

U
n
d
 e
h
'
d
u
's
 g
e
d
a
c
ht

,
 

V
e
r
l
a
s
s
e
n
 di
c
h
 b
ei
d
'
 

U
n
d
 g
e
h
e
n
 d
e
m
 H
e
r
r
n
 z
u
 s
a
g
e
n
,
 

W
i

e
 d
u
 si
e
 g
et
r
a
g
e
n
.
 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ウ
ィ
ー
ニ
ア
ウ
ス
キ

(
H
e
n
ri

W
i

e
ni
a
w
s
ki

 

1
8
3

5-8
0
)

は
波
蘭
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
の
名
人
に
し
て
又
た
才
能
あ
る
作
曲
者
な
り
、
幼
に
し
て
巴
里
の
音
楽
院
に
學
び
十

一
歳
に
し
て
已
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
科
の
第
一
賞
を
獲
、
十
八
歳
の
時
欧
洲
諸
國
に
演
奏

旅
行
を
な
し
て
名
整
を
博
せ
り
。
後
ロ
シ
ア
宮
室
の
楽
部
に
口
り
、
又
た
暫
く
ヴ
ュ
ー

タ
ン
の
後
を
繊
ぎ
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
音
楽
院
に
数
鞭
を
取
れ
り
、
絃
に
演
ず
る
は
彼

の
作
れ
る
コ
ン
セ
ル
ト
ニ
篇
中
の
一
に
し
て
最
も
楽
界
に
愛
賞
せ
ら
る
A

も
の
な
り
。

全
曲
三
部
よ
り
成
り
、
第
一
の
中
庸
な
る
快
速
部
よ
り
第
二
の
緩
徐
な
る
ロ
マ
ン
ス
を

経
て
第
三
の
ジ
プ
シ
ー
風
に
作
れ
る
快
速
部
に
終
る
。
本
演
奏
は
第
一
第
二
の
雨
部
に

止
む
。

|
Julius 
St
u
r
m
.
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獨

奏

イ

長

調

ソ

ナ

ー

タ

ボ

ッ

ケ

リ

ー

ニ

作

ボ
ッ
ケ
リ
ー
ニ

(
L
u
igi
B
o
c
c
h
e
r
ini
 
1

7

 
4
3ー

1
8
0
5
)

は
十
八
世
紀
後
半
に
榮
え
た

六

セ

ロ

四

合

唱

り

空

し

く

老

い

ぬ

回

心

の

花

〔大
正
二
年
六
月
七
日
、
八
日
の
「
昔
柴
演
奏
曲
目
梗
概
」
を
参
照
o

]

ベ
ル
リ
オ
ー
ス
作

五

管

絃

楽

『
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
地
獄
落
』

S

風

精

の

舞

踏

回

鬼

火

の

舞

踏

り
匈
牙
利
進
行
曲

『
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
地
獄
落
』
は
佛
國
管
絃
楽
の
大
家
ベ
ル
リ
オ
ー
ス
(

H

.

B
e
rli
o
z
 

1
8
0
3ー

6
9
)

が
一
八
四
六
年
に
作
れ
る
曲
に
し
て
、
作
者
は
之
を
『
劇
的
博
説
』
と
呼

べ
り
。
こ
は
カ
ン
タ
ー
タ
の
一
種
に
敷
ふ
べ
き
長
曲
（
獨
唱
、
合
唱
及
び
管
絃
楽
を
含

む
）
に
し
て
全
篇
四
部
に
分
れ
、
大
疇
胆
は
ゲ
ー
テ
の
名
作
と
同
様
の
筋
を
表
せ
り
。
唯

だ
―
つ
著
し
く
異
れ
る
は
最
初
の
部
分
に
於
て
匈
牙
利
の
平
野
を
旅
行
す
る
フ
ァ
ウ
ス

ト
を
出
し
た
る
貼
に
し
て
、
獨
逸
の
批
評
家
は
い
た
＜
之
を
批
難
し
た
り
。
本
日
演
奏

す
る
匈
牙
利
進
行
曲
は
此
の
部
分
の
最
終
鮪
に
於
て
匈
牙
利
の
軍
隊
が
平
野
を
通
過
す

る
時
の
曲
に
し
て
、
匈
牙
利
の
最
も
有
名
な
る
軍
歌
調
に
基
け
り
。
第
二
部
に
は
ゲ
ー

テ
（
或
は
グ
ー
ノ
ー
）
に
於
け
る
と
同
様
に
『
書
齋
の
場
』
『
ア
ウ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
穴

蔵
』
の
場
あ
り
て
次
に
エ
ル
ベ
河
邊
の
花
さ
く
野
に
徘
徊
す
る
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
描
け

り
。
此
虞
に
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
暫
く
休
息
し
て
睡
眠
に
降
り
、
夢
に
風
精
の
合
唱
を
聰

き
、
次
で
其
の
舞
踏
を
見
る
。
本
日
奏
す
る
ワ
ル
ッ
進
行
の
『
風
精
の
舞
踏
』
は
帥
ち

是
な
り
。
第
三
部
に
於
て
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
マ
ル
ゲ
リ
ッ
ト
の
居
を
訪
ひ
、
此
虞
に
悪
魔

は
鬼
火
を
呼
び
て
少
女
を
迷
は
さ
ん
と
す
。
『
鬼
火
の
舞
踏
』
は
此
場
に
用
ひ
ら
れ
た

る
優
雅
な
る
小
舞
曲
（
ミ
ニ
ュ
エ
ッ
ト
）
に
し
て
ベ
ル
リ
オ
ー
ス
の
管
絃
楽
に
於
け
る

窟
賞
の
妙
技
を
示
す
一
例
な
り
。

瑞

典

民

謡

ブ
ラ
ー
ム
ス
作

田
滋
3
.

丹
渚
2
.

| | | 

る
セ
ロ
の
名
手
に
し
て
且
つ
才
能
あ
る
作
曲
者
な
り
。
以
太
利
ル
ッ
カ
に
生
れ
、
後
マ

ド
リ
ッ
ト
に
定
住
し
て
西
班
牙
宮
廷
の
楽
長
た
り
き
。
弦
に
奏
す
る
は
近
頃
ピ
ア
ッ
チ

(

A

.

 
P
ia
t
t
i
)
が
出
版
せ
る
セ
ロ
ソ
ナ
ー
タ
敷
篇
中
の
一
に
し
て
、
全
く
晉
式
の
作
風
に

よ
れ
る
ソ
ナ
ー
タ
な
り
。
ビ
ア
ノ
部
は
本
来
敷
字
付
低
音
に
書
か
れ
た
る
も
の
に
し
て

輩
に
伴
奏
的
和
竪
を
附
す
る
に
過
ぎ
ず
、
之
に
劉
し
て
獨
奏
セ
ロ
の
部
は
獨
り
華
々
し

く
活
躍
を
示
せ
り
。
形
式
は
全
篇
二
部
に
分
れ
、
最
初
緩
徐
な
る
准
序
節
を
経
て
快
速

部
に
入
る
。
凡
て
繊
麗
な
る
ロ
コ
コ
趣
味
を
装
揮
せ
る
も
の
に
し
て
、
顛
音
、
走
句
、

段
落
等
の
装
飾
的
要
素
に
富
め
り
。

七

ピ

ア

ノ

聯

奏

コ

ン

セ

ル

ト

、

パ

テ

テ

ィ

ク

リ

ス

ト

作

本
曲
は
リ
ス
ト
が
本
来
ピ
ア
ノ
ニ
部
に
作
れ
る
唯
一
の
作
品
に
し
て
、
彼
の
弟
子
な

り
し
ブ
ロ
ン
サ
ー
ル
夫
人

(
F
r
a
u
v
.
 

B
r
o
n
s
a
r
t
)
に
献
本
し
且
つ
夫
人
と
共
に
初
め

て
了
八
七
七
年
に
演
奏
せ
る
も
の
な
り
。
此
の
コ
ン
セ
ル
ト
が
今
日
稀
に
の
み
演
奏
せ

ら
る
A

は
其
の
困
難
な
る
技
術
に
堪
ふ
る
二
人
の
奏
者
を
求
む
る
こ
と
難
き
が
故
な

゜
り

本
曲
は
其
の
標
題
の
示
す
如
く
悲
牡
の
楽
趣
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
次
に
畢
ぐ
る

主
要
な
る
三
楽
想
の
中
、
最
初
の
も
の
は
活
氣
に
富
め
ど
も
第
二
及
び
第
三
は
共
に
悲

牡
の
調
な
り
。
（
第
二
の
も
の
は
楽
曲
の
進
行
中
に
屡
ミ
現
出
し
て
就
中
重
き
を
な
せ

り）
田
滋
1
.

第 1部 明治・大正篇 464 



獨
唱
合
唱
及
び
管
絃
榮

『
最
初
の
ワ
ル
。
フ
ル
ギ
ス
の
夜
』
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作

本
曲
は
一
八
三
一
年
作
者
が
以
太
利
漫
遊
中
の
作
に
係
り
、
四
三
年
ラ
イ
。
フ
チ
ッ
ヒ

に
演
奏
せ
ら
れ
て
大
喝
采
を
博
せ
り
。
歌
詞
の
主
題
は
北
欧
紳
話
の
魔
女
が
五
月
朔
日

の
前
夜
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
の
山
頂
に
狂
歓
を
縦
に
す
と
い
ふ
迷
信
に
基
け
り
。
こ
は
『
フ
ァ

バ
ラ
ッ
ド

ウ
ス
ト
』
劇
を
讀
み
た
る
人
の
善
く
知
る
所
な
る
が
、
ゲ
ー
テ
は
別
に
此
の
繹
歌
に
於

て
最
初
の
ワ
ル
。
フ
ル
ギ
ス
の
夜
に
遡
り
、
其
の
起
源
を
想
像
せ
り
。
元
来
聖
ワ
ル
プ
ル

ギ
ス
は
ド
ル
イ
ド
教
を
奉
ぜ
し
サ
ク
ソ
ン
人
種
を
基
督
敦
に
改
宗
せ
し
め
た
る
偉
人
に

し
て
、
こ
の
人
を
祭
る
五
月
朔
日
の
前
夜
は
悪
震
悉
く
去
て
他
に
奔
る
と
博
へ
ら
る
。

ゲ
ー
テ
は
こ
れ
等
の
博
説
に
基
き
て
想
を
構
へ
、
此
夜
ド
ル
イ
ド
教
徒
が
基
督
教
徒
を

八

終
局
に
近
き
箇
所
に
て
巧
み
に
主
想
3
と
副
想

a
と
を
組
合
せ
た
り
。

奎
滋

b
.

作
者
は
此
等
の
主
楽
想
の
外
に
次
の
副
楽
想
を
添
ヘ

翌
滋

a
. 言

叩
直
下
屯

巳

¥已
1

ー、

T

避
け
て
遠
き
山
頂
に
赴
き
、
看
守
の
番
人
を
置
き
っ
A

心
の
ま
A

に
晉
来
の
祭
典
を
行

ひ
た
る
様
に
描
け
り
。

序
曲
は
二
部
分
よ
り
成
り
て
、
瞼
悪
な
る
冬
空
よ
り
温
和
な
る
春
の
日
に
移
り
行
く

光
景
を
嵩
せ
り
。
序
曲
終
る
や
一
ド
ル
イ
ド
教
徒
（
テ
ノ
ル
）
の
獨
唱
先
づ
起
り
、
人

民
の
合
唱
之
に
和
し
て
、
森
に
野
に
楽
し
き
春
の
来
れ
る
を
告
げ
、
且
つ
『
雪
ま
だ
白

き
か
の
山
に
登
り
て
、
昔
な
が
ら
の
祭
典
を
螢
み
、
我
等
の
大
誹
を
柄
へ
ん
』
と
い

ふ
。
人
民
の
中
よ
り
一
老
婆
出
で
て
（
ア
ル
ト
獨
唱
）
此
の
拳
の
危
瞼
な
る
べ
き
を
戒

め
、
婦
女
等
之
に
和
す
る
や
、
ド
ル
イ
ド
の
憎
侶
（
バ
リ
ト
ン
）
は
番
人
を
置
き
て
も

我
等
の
務
を
果
さ
ん
と
述
ぶ
。
こ
れ
に
次
ぐ
最
弱
奏
の
一
節
は
番
人
等
の
合
唱
に
し

て
、
静
か
に
物
蔭
に
潜
み
て
看
守
せ
ん
と
語
り
合
ふ
う
ち
に
、
其
の
中
の
一
人
は
、
基

督
教
徒
来
ら
ば
彼
等
の
所
謂
鬼
を
装
ひ
て
威
し
く
れ
ん
と
狡
議
す
（
ベ
ー
ス
獨
唱
）
皆

皆
之
に
同
じ
て
（
合
唱
）
手
に
手
に
獲
物
を
取
り
て
騒
ぎ
立
て
よ
と
罵
る
。
此
の
一
節

は
唱
歌
も
伴
奏
も
共
に
奇
怪
な
る
特
性
を
示
せ
り
。
さ
る
間
に
一
方
に
は
憎
侶
（
バ
リ

ト
ン
）
及
び
人
民
の
荘
重
な
る
讃
美
の
歌
調
起
り
て
前
の
物
凄
き
音
楽
と
好
劉
照
を
な

す
。
此
の
時
一
人
の
基
督
教
徒

（
テ
ノ
ル
獨
唱
）
ド
ル
イ
ド
等
の
罵
り
騒
ぐ
を
認
め
て

地
獄
の
魔
群
来
れ
り
と
叫
ぶ
や
、
同
輩
皆
な
恐
を
な
し
、
先
を
手
つ
て
逃
れ
去
る
。
そ

の
後
に
ド
ル
イ
ド
は
再
び
讃
美
の
竪
を
揚
げ
て
其
の
祭
典
を
終
る
。

D
I
E
 E
R
S
T
E
 W
A
L
P
U
R
G
I
S
N
A
C
H
T
 (
B
a
l
l
a
d
 
v
.
 Go

et
h
e
)
 

E
i

n
 D
r
ui
d
e
 (
T
e
n
o
r
 S
o
l
o
)
 

E
s
 lacht
 

d
e
r
 
M
ai
!

 

d
e
r
 
W
a
l
d
 i
st
 

frei
 

v
o
n
 
E
i

s
 u
n
d
 

R
ei
f
 g
e
h
a
n
g
e
.
 

C
h
o
r
 d
e
s
 
V
 olks 

E
s
 lacht
 
d
e
r
 M
ai
!

 

&
c
.
 De

r
 S
c
h
n
e
e
 i
st
 

fort
,
 a

m
 g
ril
n
e
n
 

O
rt
 

erschallen 
L
u
st
g

esii
ng
e
 

(
T
e
n
o
r
 S
o
l
o
)
 E

i

n
 r
ei
n
e
r
 S
c
h
n
e
e
 li
eg
t
 a
uf
 
d
e
r
 H
o
h
'
;
 do

c
h
 eilen w
i

r
 

n
a
c
h
 o
b
e
n
,
 b

e
g
e
h
'n
 alten 
heil
'g
e
n
 

B
r
a
u
c
h
,
 Al

l
v
at

er 

d
o
rt
 

z
u
 loben•D

ie 

F
l
a
m
m
e
 l
o
d
r
e
 d
u
r
c
h
 d
e
n
 R
a
u
c
h
 ! 

H
i

n
a
uf
 
!
 

H
i

n
a
uf
 
!
 

S
o
 w
i

r
d
 d
a
s
 H
e
r
z
 e
r
h
o
b
e
n
.
 

E
i

n
e
a
~t
e
F
r
a
u
(
A
l
t
o
 S
o
l
o
)
 

蓉
n
nt
i

h
r
 s
o
 v
e
r
w
e
g
e
n
 h

a
n
d
e
l
n
?
 W
o
l
lt
 i

h
r
 d
e
n
n
 z
u
m
 

T
o
d
e
 w
a
n
d
e
l
n
●

K
e
n
nt
 
i

h
r
 ni
c
ht
 

di
e
 G
e
s
et
ze 
u
n
s
r
e
r
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harten Uberwinder? Rings gestellt sind ihre Netze 
auf die Heiden, au£ die Sunder. Ach sie schlachten 
auf dem Walle unsre Vater, unsre Kinder! Und wir 
alle nahen uns gewissem Falle. 

Chor der Weiber 
Auf des Lagers hohem Walle schlachten sie uns unsre 
Kinder. Ach die harten Uberwinder ! Und wir alle 
nahen uns gewissem Falle. 

Der Priester (Baritono) 
Wer Opfer heut'zu bringen scheut, verdient erst 
seine Bande. Der Wald ist frei ! Das Holz herbei, 
und schichtet es zum Brande ! 

Chor der Priester 
Der Wald ist frei ! &c. 
Doch bleiben wir im Buschrevier am Tage noch im : 
Stillen, und M註nnerstellen wir zur Hut, um eurer 
Sorge willen. Dann aber lasst mit frischem Mut uns 
unsre Pflicht erfiillen !-Vertheilt euch, wackre Man-
ner, hier ! 

Chor d. W dchter d. Druiden 
Vertheilt euch hier, wackre Manner, durch dieses 
ganze Waldrevier, und wachet hier im Stillen, wenn 
sie die Pflicht erfiillen. 

Ein W dchter d. Druiden (Basso) 
Diese dumpfen Pfaffenchristen, 
iiberlisten ! 
Mit dem Teufel, den sie fabeln, wollen wir sie selbst 
erschrecken. 

Kommt mit Zacken und mit Gabeln, und mit Glut 
und Klappersti:icken larmen wir bei nacht'ger Weile 
durch die leeren Felsenstrecken. 
Kommt mit Zacken &c. Kauz und Eule, heul'in 
unser Rundgeheule ! 

Ein Priester (Baritono) 
So weit gebracht, class wir bei Nacht Allvater heim-
lich singen ! Doch ist es Tag, sobald man mag ein 
reines Herz dir bringen. Du kannst zwar heut', und 

(Baritono) 

lasst uns keck 

(Chor) 

s1e 

manche Zeit, dem Feinde viel erlauben. Die Flamme 
reinigt sich vom Rauch: So reinig'unsern Glauben! 
Und raubt man uns den alten Brauch, dein Licht, 
wer will es rauben ! 

Ein christlicher Wachter (Tenor) 
Hilf, ach hilf mir, Kriegsgeselle! Ach, es kommt die 
ganze Holle ! Sieh'wie die verhexten Leiber forch 
und <lurch von Flammen gli.ihen ! Menschenwolf'und 
Drachenweiber, die im Flug vori.iberziehen ! Welch 
entsetzliche Getose ! Lasst uns alle fliehen ! Oben 
丑ammtund saust der Bose, aus dem Boden dampf et 
rings ein Hollenbroden. Lasst uns flieh'n ! &c. 

Allgemeiner Chor d. Druiden & des Haidenvolkes. 
Die Flamme reinigt sich vom Rauch, so reinig'un-
sern Glauben! Und raubt man uns den alten Brauch; 
dein Licht. wer kann es rauben ! 

9
9
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し

た

。

夫

人

は

近

頃

め

つ

き

り

上

乗

し

た

様

に

思

は

れ

ま

し

た

。

二

つ

共

に

よ

く

曲

の

氣

分

を

表

示

し

て

ゐ

た

の

が

何

よ

り

快

く

聴

き

ま

し

た

。

け

れ

ど

前

者

の

曲

は

作

者

の

代

表

的

作

物

で

は

な

か

っ

た

せ

い

で

後

者

の

リ

ス

ト

の

曲

が

極

め

て

優

れ

て

ゐ

る

と

思

ひ

ま

し

た

。

第

三

は

頼

母

木

駒

子

夫

人

の

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

で

、

ウ

イ

ニ

ア

フ

ス

キ

イ

の

二

短

調

コ

ン

チ

ヱ

ル

ト

（

作

品

二

十

二

第

一

第

二

楽

章

）

を

少

こ

し

の

よ

ど

み

も

な

く

美

事

に

弾

き

こ

な

し

た

お

手

並

は

さ

す

が

女

流

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ニ

ス

ト

の

重

鎮

で

あ

る

こ

と

を

遺

憾

な

く

示

し

て

ゐ

ま

し

た

。

第

二

楽

章

の

ロ

ー

マ

ン

ス

に

入

っ

て

は

殊

に

美

し

く

達

者

な

も

の

だ

と

思

ひ

ま

し

た

。

け

れ

ど

女

史

の

は

美

し

い

の

み

で

少

し

も

力

が

あ

り

ま

せ

ん

。

技

巧

の

み

で

表

情

が

足

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

第

四

の

合

唱

は

ユ

ン

グ

ス

ト

の

「

空

し

く

老

い

ぬ

」

と

ブ

ラ

ー

ム

ス

の

「

心

の

花

」

と

の

二

つ

で

よ

く

唱

ひ

ま

し

た

、

特

に

「

心

の

花

」

を

面

白

く

聴

き

ま

し

た

。

第

五

の

は

ん

が

り

1

ま

ー

ち

管

絃

楽

「

フ

ア

ウ

ス

ト

の

地

獄

落

」

で

は

終

り

の

匈

牙

利

進

行

曲

に

至

り

稽

纏

り

も

っ

い

て

彼

の

作

者

ベ

ル

リ

オ

ー

ヅ

の

優

れ

た

楽

オ

を

う

か

ゞ

ふ

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

第

六

は

ウ

エ

ル

ク

マ

イ

ス

テ

ル

氏

の

セ

ロ

獨

奏

で

し

た

。

達

者

に

は

弾

い

て

ゐ

ま

し

た

け

れ

ど

殊

更

證

奏

ま

で

立

せ

る

程

喝

采

す

る

債

値

の

あ

る

者

で

は

な

い

と

私

は

思

ひ

ま

し

た

。

第

七

の

シ

ョ

ル

ツ

氏

と

ペ

ツ

オ

ー

ド

夫

人

の

ピ

ア

ノ

コ

ン

チ

ヱ

ル

ト

は

賞

日

演

奏

の

白

眉

で

あ

っ

た

で

せ

う

。

曲

は

リ

ス

ト

の

「

悲

壮

な

る

コ

ン

チ

ヱ

ル

ト

」

で

あ

り

ま

し

た

。

ま

だ

完

成

し

た

弾

奏

と

は

言

へ

ま

せ

ん

が

何

し

ろ

此

れ

丈

け

の

も

の

は

雨

氏

に

依

ら

な

け

れ

ば

い

ま

の

と

こ

ろ

日

本

で

は

到

底

聴

く

事

の

出

来

な

い

者

で

し

た

。

終

り

〔

マ

マ

〕

の

メ

ン

デ

ル

ゾ

ー

ン

の

「

最

初

の

ワ

グ

ル

ギ

ス

の

夜

」

で

は

管

絃

楽

や

獨

唱

よ

り

も

合

唱

中

の

あ

る

美

し

い

高

音

の

竪

に

私

は

耳

を

傾

け

さ

せ

ら

れ

ま

し

た

。

（
『
月
刊
柴
譜
』
第
七
巻
第
一
号
、
大
正
七
年

l

月
、
四
九
！
五
十
頁
）

大

正

七

年

二

月

二

十

三

日

学

友

会

第

二

十

二

回

土

曜

演

奏

会

■去る二月二
十

三

日

午

後

二

時

よ

り

學

友

會

第

二

十

二

回

士

曜

演

奏

會

を

開

催

す

。

夜

来

の

密

雲

結

ん

で

解

け

ず

、

寒

雨

ま

さ

に

至

ら

ん

と

す

る

け

は

ひ

な

り

し

も

定

刻

間

際

に

な

り

て

暗

雲

破

れ

、

日

影

う

ら

A
に

さ

し

て

後

苑

の

寒

梅

一

段

の

光

り

を

加

ふ

る

を

覺

ゆ

。

此

日

内

田

大

使

露

都

引

き

上

げ

の

報

至

甲、
歌

劇

『

イ

ボ

リ

ッ

ト

と

ア

リ

シ

』

の

一

節

四

、

洋

琴

獨

奏

『

美

し

き

ド

リ

ー

ナ

よ

来

よ

』

の

七

菱

奏

曲

深

音

獨

唱

崎

善

次

郎

歌

劇

『

フ

ォ

ー

ス

ト

』

中

の

メ

フ

ィ

ス

ト

フ

ェ

レ

ス

の

小

夜

榮

ア

ル

レ

グ

ロ

ロ

マ

ン

ツ

ェ

メ

ヌ

エ

ッ

ト

七

、

ギ

オ

ロ

ン

チ

ェ

ル

ロ

獨

奏

五

、

ア

ン

ダ

ン

テ

丁、

丙、

ギ

オ

ロ

ン

チ

ェ

ル

ロ

レ

リ

ヂ

オ

ー

ゾ

乙

、

諧

諒

曲

作

品

十

二

、

第

二

番

ロ

ン

ド

小

夜

柴

卜

長

調

、

作

品

百

五

十

ゲ 卜

ン

平

井

保

ス

メ

乙

、

甲、

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

ギ

オ

＿フ

第

一

ヴ

ィ

オ

リ

ン

第

ニ

ヴ

ィ

オ

リ

ン

平北草

六

、

絃

楽

四

重

奏

田

井原川

保季英
太

信郎男

中

グ

ノ

山 ヱ

ノミ

ヂ

ェ

ー

ム

ス ＿フ

モ

岩

る

。

北

亜

の

風

雲

如

何

に

動

か

ん

と

は

す

る

ぞ

。

常

日

の

曲

目

は

左

の

如

し

。

一

、

女

盤

合

唱

歌

劇

『

カ

ル

メ

ン

』

第

二

幕

中

の

合

奏

二

、

洋

琴

獨

奏

即

興

曲

、

作

品

百

四

十

二

三

、

上

高

音

獨

唱

田

さ

シ

ュ
ー
‘
‘ノ

岩

村

ビ 會

ゼ

ダ

ン

と

ー

ト

俊 員
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卒
業
證
書
授
呉
式

卒
業
證
書
授
輿

校

長

告

辮

文
部
大
臣
祝
僻

司
伴
架

+

、

混

盤

合

唱

歌

劇

『

カ

ル

メ

ン

』

第

四

幕

中

の

合

唱

（

『

＿

音

楽

』

學

友

會

、

第

九

巻

第

三

号

、

大

正

七

年

三

月

、

四

九

l
五
0頁
）

大
正
七
年
三
月
二
十
五
日
卒
業
式

大
正
七
年
三
月
二
十
五
日
（
月
曜
日
）
午
後
一
時
―
二
十
分

卒

業

證

書

授

呉

式

順

序

東

京

昔

架

學

校

ビ

ト

短

調

九

、

洋

琴

八

、

上

高

音

獨

唱

ゼ

第

部

シ

ョ

パ

ー

ン

作

曲

甕

島

美

喜

深

草

水本野江

株

校

調

清山小中

シたハな

ヅけナを

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

作

曲

和

田

國

男

グ

ー

ノ

ー

乍

曲

,1 

下

山

英

平

井

保

會

員

セ

/”一＾．一

ツ バ

エ

ツ

ル
ノ‘

ナ

l作

編曲

ド

ウ

ツ

ク

川

上

き

よ

金

歌

劇

『

シ

ギ

ー

リ

ア

の

床

屋

』

中

ロ

ジ

ー

ナ

の

小

歌

劇

ま

、,r＇ 

ろ、

フ
ー
ガ

モ

デ

ラ

ー

トア

ン

ダ

ン

テ

ィ

ー

ノ

ク

ロ

マ

テ

ィ

ー

カ

番

外

、

風

琴

獨

奏

奏

嗚

架

イ

短

調

、

作

品

九

十

八

、

、

、
じ＞

井

上

武

士

西

知

恵

ヴ

ェ

ー

バ

ー

作

曲

ロ

ッ

シ

置

子

ニ

研

究

科

竪

柴

部

修

了

生

内

田

i

本

科

竪

架

部

卒

業

生

金

子

豊琴

モ

ー

ツ

ァ

ル

ト

作

曲

豊

ラ

イ

ン

ベ

ル

ガ

ー

篠

俊

雄

二

、

に

長

調

ソ

ナ

タ

（

第

一

架

章

） 演

第 奏

卒
業
生
穂
代
謝
辮

一

、

ピ

ア

ノ

ニ

部

奏

…

…

…

…

…

：

｛

口

種

師

範

科

卒

業

生

二
部
唱
…
…
•
•

............... 

「

フ

ラ

イ

シ

ュ

ッ

ツ

」

中

の

エ

ー

ン

ヒ

ェ

ン

と

ア

ガ

ー

テ

の

二

部

唱

三

、

オ

ー

ル

ガ

ン

獨

奏

…

…

…

…

…

甲

種

師

範

科

卒

業

生

に

短

調

。

ハ

ッ

サ

カ

ー

リ

ア

…

…

…

…

…

…

四

、

ヴ

ィ

オ

ロ

ン

チ

ェ

ロ

獨

奏

…

…

本

科

器

楽

部

卒

業

生

に

短

調

コ

ン

チ

ェ

ル

ト

（

作

品

三

0

)

…

…

…

…

…

…

五

、

高

音

獨

唱

…

…

…

…

…

…

…

…

本

科

竪

榮

部

卒

業

生

「

サ

ー

フ

ォ

」

中

の

叙

情

調

…

…

六
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
•
…
…

…
…
…
…
•
本
科
器
榮
部
卒
業
生

に
長
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
第
一
架
章
）
…
…
…
…
…
•
•
•

七
、
等
…

選

科

修

了

生

………………………•-” 

同

l
 ....
.....
...
...
..................
..
........
..
........ .
 

八

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

・

：

本

科

器

架

部

卒

業

生

ろ

長

調

花

や

か

な

る

髪

奏

曲

（

作

品

―

二

）

…

…

…

…

…

ゴ

ル

タ

ー

マ

ン

作

曲

部
曲

目

： 
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tD'会初如替加・ K悪瞑藁匙謳

I. 
IL 

III. 

IV. 

Presentation of Diplomas. 

Address to the Graduating 
Address by His Excellency 
for Education. 

Response by the 
Class. 

1. 

Programme. 

Representative 

PART I. 

Sonata for two Pianos in D Major. 

嵌

m
，，く一上一~H ，＼匙至

田

田泉
塩捕[!封

丑一 樹 柊

恕
華

苺

~ ~ +z 0 Iトヽ匙呈

総 粥 ,-L. ＝ 
ぺ9¥,1トさヘ一，＼匙呈

` Iトー',<込,.L辿至

Graduation Exercises 
of the 

TOKYO ACADEMY OF MUSIC 

UYENO PARK 

Monday, 25th March, 1918. 

At 1. 30 P. M. 

Class by the Director. 
Okada, Minister of State 

of the Graduating 

2. 

．

．

 

3

4

 

．

．

 

5

6

 

7
ぃ

8. 

Q~ 

10. 

11. 

(First Movement).......................................... Mozart. 

Miss H. Kamei and Miss T. Takayesu. 
Duet of Aennchen and Agathe from 
"Freischiitz"................................................... Weber. 

Miss K. Uchida and Miss T. Kaneko. 

Passacaglia for Organ in C Minor……………Bach-Zellner. 
Mr. T. Inouye. 

Concerto for Violoncello in D Minor Op. 30 
............................................................... Goltermann. 

Mr. Y. Hirai 

Aria for Alto from "Sapho".............................. Gounod. 

Miss H. Shimoyama. 

Concerto for Piano in D Major (First Movement) 
..................................................................... Mozart. 

Mr. K. Wada. 

PART IL 

"Sarashi" for Koto.............................. Fukakusa Kengio. 

Mrs. N. Nakaye, Mrs. H. Ono, Mrs. T. Yamamoto 
and Miss S. Shimizu. 

Variations brillantes for Piano in B Major 

Op. 12 ......................................................... Chopin. 

Miss K. Shiojima. 

Duet of Pizzaro and Rocco from "Fidelio" 
............................................................... Beethoven. 

Mr. T. Shibata and Mr. Z. Yamazaki. 

Coecerto for Violin (Cadence by Joachim) 

in A Minor No. 22 (First Movement)……………Viotti. 
Mr. Y. Tanaka. 

Capriccio brillant in B Minor Op. 22 

Miss. T. Watanabe. 

......... Mendelssohn. 

(
9
N
6
I
l
N
I
6
I
)

吐
gI
ー

H
、

6

吐
丸
沢
肖
よ

憐
8

抵

6
9
v
 



1
2
.
 

C
h
o
r
u
s
e
e
:
 

A
b
en
dli

e
d
 

}
 

'̂I
c
h
 h
o
r
'
ei
n
 V
o
g
l
ei
n
"
 

唸
幸
日
暉
卒
業
演
奏
を
聰
＜

a. 
b. 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
G
r
a
b
e
rt

.
 

都
新
聞
記
者
白
井
嶺
南

東
京
―
音
楽
學
校
は
去
る
三
月
廿
六
日
、
本
科
墜
楽
部
よ
り
四
名
、
器
楽
部
か
ら
十
二

名
、
甲
種
師
範
科
か
ら
廿
八
名
、
乙
種
か
ら
十
一
名
、
研
究
科
か
ら
七
名
、
選
科
其
他

か
ら
十
一
名
の
卒
業
、
修
業
生
を
出
し
た
▲
毎
年
の
卒
業
生
は
器
楽
部
に
逸
オ
を
出
す

事
が
多
い
、
本
年
も
亦
た
其
例
に
洩
れ
な
か

っ
た
。
そ
れ
か
ら
本
年
は
出
演
者
の
敷
が

多
過
ぎ
た
感
が
あ
る
、
睦
き
手
と
し
て
の
余
は
も
っ
と
精
選
し
た
方
が
よ
く
は
な
か
つ

せ
い

た
か
と
思
ふ
▲
卒
業
式
と
い
ふ
緊
張
し
た
氣
分
と
、
ス
テ
ー
ジ
慣
れ
せ
ぬ
為
で
堅
く
な

る
の
は
毎
度
で
あ
る
が
、
今
回
は
殊
に
著
し
き
を
認
め
た
の
は
遺
憾
で
あ
っ
た
。
平
生

赦
ら
れ
て
居
る
こ
と
で
は
あ
ら
う
が
、
も
つ
と
ス
テ
ー
ジ
に
慣
れ
し
む
る
様
、
ま
た
態

度
や
姿
勢
と
云
ふ
こ
と
を
赦
へ
込
ん
で
置
く
必
要
が
あ
る
と
つ
く
／
＼
感
じ
ら
れ
た
▲

曲
目
十
二
番
、
其
中
此
日
の
白
眉
で
其
勝
来
に
多
大
の
望
み
を
曝
せ
し
め
た
の
は
漉
涵
i

と
り
子
氏
の
ピ
ア
ノ
で
あ
る
。
曲
は
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
の
短
ろ
調
「
華
や
か
な

ブ

リ

ア

ン

テ

る
狂
想
曲
」
作
品
廿
三
で
あ
っ
て
、
此
人
の
盟
格
と
割
合
に
よ
く
開
く
指
は
、
先
づ

洋
琴
家
と
し
て
ふ
さ
は
し
い
こ
と
を
認
め
し
め
た
。
い
よ
い
よ
鍵
盤
に
ふ
れ
た
虞
を

見
る
と
、
果
し
て
豫
想
に
違
は
な
か
っ
た
、
曲
の
撰
び
方
も
よ
い
が
、
其
餘
裕
あ
る

態
度
で
大
き
く
奏
し
来
り
奏
し
去
る
態
、
ロ
ー
マ
ン
チ
ッ
ク
で
、
詩
的
な
作
曲
家
其
人

の
心
持
を
よ
く
現
は
し
て
く
れ
た
▲
豫
期
し
て
耳
を
羞
て
た
田
中
英
太
郎
氏
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
は
、
ど
う
し
た
も
の
か
、
再
三
再
四
し
て
も
調
子
が
巧
く
合
は
な
か
っ
た
、

其
為
め
に
氏
の
演
奏
の
上
に
少
か
ら
ぬ
影
響
を
輿
へ
て
了
っ
た
。
氏
は
此
楽
器
に
就
て

造
詣
が
深
い
と
聞
い
て
居
る
の
で
誠
に
同
情
に
堪
へ
な
か
っ
た
。
併
し
な
が
ら
氏
は
之

と
も
つ
ね

に
依
て
一
の
経
験
を
得
た
事
と
思
ふ
▲
研
究
科
修
了
の
柴
田
知
常
氏
と
「
フ
イ
デ
リ

オ
」
中
の
ピ
ツ
ア
ロ
と
ロ
ッ
コ
の
二
部
唱
を
し
た
「
バ
リ
ト
ン
」
の
山
崎
善
次
郎

氏
は
未
来
の
あ
る
竪
楽
家
だ
と
思
ふ
た
。
柴
田
氏
は
自
信
が
あ
る
ら
し
く
見
ゆ
る
、
併

東

節

す
け
ろ
く
ゆ
か
り
の
え
ど
ざ
く
ら

l

、
助
六
由
縁
江
戸
櫻

河

上
調
子

山山山十十十

彦彦彦‘
寸寸寸

見見見

姫千秀東東東

子代翁宇榮触

し
研
究
科
に
入
る
以
前
に
比
し
て
そ
れ
程
の
進
境
を
認
め
得
る
か
、
門
外
漢
の
余
に
は

わ
か
／
ヽ

よ
く
判
ら
な
い
、
山
崎
氏
の
槃
や
態
度
は
ま
た
幼
々
し
い
、
締
り
が
充
分
だ
と
は
云
ヘ

な
い
が
、
今
後
の
修
養
に
依
て
は
斯
界
一
方
の
立
物
と
な
る
で
あ
ら
う
、
努
力
を
望
む

え
い
こ

▲
山
下
英
子
氏
の
獨
唱
は
「
サ
ッ
フ
ォ
ー
」
の
ア
リ
ヤ
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
も
荷

が
少
し
勝
ち
過
ぎ
は
し
な
か
っ
た
か
と
思
は
れ
た
。
氏
の
今
後
は
ど
う
狡
展
す
る
か
は

想
像
が
つ
き
に
く
い
。
併
し
あ
の
閥
質
で
は
、
あ
れ
だ
け
の
槃
最
で
は
、
将
来
一
と
通

り
の
努
力
で
は
追
つ
く
ま
い
と
想
は
れ
た
。
余
は
未
知
敷
と
い
ふ
三
字
を
呈
し
て
置
き

た
い
▲
平
井
保
三
氏
の
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ロ
は
、
山
下
氏
と
兄
た
り
難
く
弟
た
り

難
く
様
に
思
ふ
。

氏
は
此
日
あ
ま
り
に
責
任
を
感
じ
過
ぎ
た
の
か
堅
く
な
っ
た
。
堅
く

な
っ
た
結
果
あ
が
り
氣
味
に
見
ら
れ
た
。
微
昔
に
な
る
あ
た
り
の
響
き
、
又
た
ち
よ
い

ち
よ
い
愛
な
昔
の
出
て
来
る
な
ど
其
證
と
な
し
得
る
で
あ
ら
う
。
立

つ
腹
の
力
、

是
れ

こ
と
こ

今
後
氣
を
つ
く
べ
き
虞
で
は
あ
る
ま
い
か
▲
内
田
琴
子
、
金
子
豊
子
雨
氏
の

「
フ
ラ

イ
シ
ュ
ッ
ツ
」
中
の
エ
ー
ン
ヒ
ヱ
ン
と
ア
ガ
ー
テ
の
二
部
唱
、
是
も
余
の
豫
期
し
た

し
ま

―
つ
で
あ
っ
た
、
併
し
な
が
ら
全
く
失
望
し
て
了
ふ
た
。
金
子
氏
の
態
度
は
矢
張
練
習

室
に
居
る
様
な
様
子
が
見
え
て
落
ち
つ
き
は
な
か
っ
た
。
内
田
氏
は
失
證
な
が
ら
依
然

た
り
と
申
し
た
い
、
但
し
其
の
槃
の
色
が
以
前
に
比
し
て
深
み
の
あ
る
を
覺
え
た
。
其

た
け
し

将
来
は
興
味
を
以
て
見
る
に
値
す
と
思
ふ
▲
和
田
國
男
氏
の
ピ
ア
ノ
、
井
上
武
士

た

か

え

す

た

へ

こ

氏
の
オ
ー
ガ
ン
共
に
先
づ
無
難
、
編
井
は
な
、
高
江
洲
妙
子
雨
氏
の
ピ
ア
ノ
ニ
部

は
問
題
に
せ
ぬ
方
が
よ
い
と
思
ひ
ま
す
。

来
年
は
も
つ
と
磐
楽
の
方
面
に
成
績
を
あ
げ
ら
れ
ん
事
を
祈
り
ま
す
。

（『新
―音榮
』
第
一
巻
第

一
号
、
大
正
七
年
五
月
、
二
九
！
三
0
頁

）

大
正
七
年
四
月
七
日

邦
楽
会
第
十
二
回
演
奏
会

三
味
線
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く
、
曲
目
は
左
の
如
し
。

大
正
七
年
四
月
二
十
七
日

学
友
会
第
二
十
三
回
土
曜
演
奏
会

■去
る
四
月
廿
七
日
午
後
二
時
よ
り
本
會
第
二
十
三
回
土
曜
演
奏
會
を
開

大大小笛同三三同同長

謬鼓鼓鼓

長

唄元

藤

風

七

、

叫

冗

踊〗

六梅六望杵杵今芳坂芳

郷屋合 屋藤 村
月屋 村田

新勝新 勝長 孝

十次三鉦勝四十孝仙次

郎郎郎二蔵郎郎三八郎

元

節

み

ち

ゆ

き

し

あ

ん

の

ほ

か

六

、

道

行

思

案

餘

（
お
は
ん
長
右
衛
門
）

清

清

元

延

壽

太

夫

清

元

榮

壽

太

夫

清

元

正

太

夫

三

味

線

清

元

梅

吉

上

調

子

清

元

梅

之

助

常

磐

津

節

五
、
新
古
演
劇
犀
り
配

十
種
之
内

九、 七
、
洋
琴
獨
奏

奏
鳴
楽
菱
ホ
長
調

岩萩

田

さ

と

野

あ

や

下

山

英

作
品
百
二
十
二
…
…
…
…
・
・
・
シ

ュ
ー
‘
‘
ー
ト

ノ

田

中

規

矩

士

唄

ュ
ー
‘
‘
ー
ト

ノ

矢

田

部

勁

吉

ア

レ

ト

J
 

常

磐

津

文

字

花

常

磐

津

文

字

米

常

磐

津

國

喜

久

三

味

線

常

磐

津

文

字

盟

志

上

調

子

常

磐

津

兼

千

代

良

春

枝

リ

ク

…
…
休
憩
十
五
分
間
…
…

リ

ク

矢

田

部

勁

吉

閂

金が江

屋ゃ節

丹克

前！

荻

同三ワシ
味
線キテ

荻荻荻荻

江江

江八ゑ江

重い

梅子子久

一
、
洋
琴
獨
奏

六
愛
奏
曲
作
品
三
十
四
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー

4

ヱ

二
、
保
音
獨
唱

‘
ヱ
ネ
ー
ツ
ィ
ア
の
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
作
品
三
十
四
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

三
、
ギ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ル
ロ

ア
ル
レ
グ
ロ

作
品
五
十
一
…
…
…
…
…
…
ゴ

競
奏
架
愛
口
短
調

（
第
二
柴
章
）

四
、
低
音
獨
唱

甲
、
古
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
グ

乙
、
朝
露
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
グ

五
、
上
高
音
獨
唱

奈

歌
劇
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
婚
纏
」
中
の
ス
ザ
ン
ナ
の

抒
情
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ
ー
ツ

六
、
低
音
獨
唱

ギ
ル
ッ
ハ
ウ
ス
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ

モ
デ
ラ
ー
ト
（
第
一
榮
章
）

八
、
高
音
獨
唱

歌
劇
「
サ
ム
ソ
ン
と
ダ
リ
ラ
」
中
の
ダ
リ
ラ
の
抒

情
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
・
・
サ
ン
・
サ
エ
ン
ス

（
我
胸
は
君
の
御
盤
に
ひ
ら
く
）

二
重
唱

ル

タ

ー

マ

ン

菅

野

一

中

節

三

、

彫

犀

帯g

上三ワシ
調味
子線キテ

菅菅菅菅

野野野野

序吟利序

元平三遊

本

節

二

、

彗

尉

応

誓

（
十
二
段
）

富

酒

井

悌

富

本

豊

名

見

崎

政

江

三

味

線

名

見

崎

多

賀

同

名

見

崎

と

め

伊

藤

祐

司

出

島

せ

ン Vヽ
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五
、
合

い
、
静
け
き
タ
ベ

（作

唱
（
無
伴
奏
）

品

-

)

 

大
正
七
年
五
月
二
十
五
日
、

大
正
七
年
五
月
二
十
六
H

（
日
曜
日
）
午
後
一
一
時
開
會

昔

架

演

奏

曲

目

二
、
女
盤
合
唱
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
附
き
）

三
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ロ
短
調
ス
ケ
ル
ツ
ォ
（
作
品
―
1
0
)…
•
…
…
…
…
…
•
•
シ

四
、
上
高
昔
獨
唱

ビ
ア
ノ
伴
奏

グ
ラ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

i

大

須

賀

績

作

歌

................................................ il 
一ー

…
…
…
…
…
長

歌
劇
「
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
」
中
の
ア
ガ
ー
テ
の
抒
情
調
…
ヴ

い
、
タ
ベ
の
歌
｝
（
作
品

l

二
七
）

ろ
、
春
の
思
ひ

一

、

管

絃

榮

二
十
六
日

工

ベ

ル

作

曲

坂

好

子

ョ

パ

ン

作

曲

戸

絢

高

折

宮

次

歌
劇
「
フ
イ
ガ
ロ
の
婚
證
」
中
の
ス
ザ
ン
ナ
と
伯
爵

夫
人
の
二
重
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
モ
ー
ツ

(
『
昔
架
』
學
友
會
、
第
九
巻
第
五
号
、
大
正
七
年
五
月
、
四
九
ー
五
0
頁

）

第
三
十
四
回
定
期
演
奏
会

東

京

昔

榮

學

校

企
短
調
ス
イ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
第
五
番
作
品
六
七
）
•
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

ア
レ
グ
ロ
コ
ン
ブ
リ
ー
オ

ア
ン
ダ
ン
テ
コ
ン
モ
ー
ト

ア
レ
グ
ロ
（
ス
ケ
ル
ツ
ォ
）

ア
レ
グ
ロ

ヤ

ダ

ソ

ー

ン

作

曲

ア

レ

ト
ー

P 仝 や ド） 卜

歌
劇
「
リ
エ
ン
ツ
ィ
」
の
序
楽
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
・
ヴ
ァ
グ
ネ
ル
作
曲

P
R
O
G
R
A
M
M
E
 

O
F
 

C
O
N
C
E
R
T
 

S
U
N
D
A
Y
,
 2

6
T
H
 M
A
Y
,
 19

1
8
 

A
t
 2
 
P
.M
 .

.

 

T
O
K
Y
O
 A
C
A
D
E
M
Y
 O
F
 M
U
S
I
C
 

U
Y
E
N
O
 

S
y
m
p
h
o
n
y
 i
n
 C
 Mi

nor,
 N

o
.
 

5
,
0

p
.67
.
 

Allegro 
c
o
n
 bri

o
 

A
n
d
a
nt
e
 co
n
 m
ot
o
 

Allegro 
(Scherzo) 

Alleg
ro
.
 

C
h
o
r
u
s
e
s
 for 
F
e
m
a
l
e
 V
oi
ces w
i
t

h
 Pi

a
n
o
 A
c
c
o
m
p
a
ni
m
e
nt
:
 

O
p.127•

……………J

adassohn

. 

a
.
 Ei

n
 g
ei
stl
i

c
h
 Li
ed
・} 

b•F 

riihli
ngsgla u
 be
.
 

Pi
ano: 
M
r.
 

M
.
 T
a
k
a
o
ri

.
 

S
c
h
e
r
z
o
 for 
Pi
a
n
o
 i
n
 B
 Mi

n
o
r,
 Op
.
 

20•

…………

Cho

pi

n
. 

M
r
s.
 

A•Kambe. 

A
g
at
h
e's
 A
ri
a
 f
r
o
m
 t
h
e
 O
pera 
"F
r
ei

schl
i
t

z"
 

M
i

ss 
Y
•
N点
ga
s
a
苓

C
h
o
r
u
s
e
s
 for 
Mi

x
e
d
 V
oi
ces 
a
 cappella: 

A
b
e
n
d
r
u
h
e
,
 Op
.
 

1. 

a. 

六

、

管

絃

柴

指

揮

者

ス

ボ

ル

作

曲

i

青

木

存

義

作

歌

ろ
、
春
の
め
ざ
め
（
作
品
―
二
0

)

…
…
…
…
…
…

グ
ス
タ
ー
ブ
、

ク
ロ
ー
ン

…

…

…

B
e
et
h
o
v
e
n
.
 

…

…

w料
r.

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

C
.r
aミ
ミ

rt.
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b
.
 Sonnenshe

in
,
0p

.
120•

…………………………

Sp
ohr

. 

O
v
e
rt
u
r
e
 t
o
 t
h
e
 O
p
e
r
a
'^
Rie
n
zi"
…

…

…

…

…

…

…

W
ag
n
e
r.
 

C
o
n
d
葵
t
o
r
:G•Kron. 

第
二
十
三

音

架

演

奏

曲

目

梗

概

l

、

管

絃

架

ハ
短
調
ス
イ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
第
五
番
作
品
六
七
）

ベ
ー
ト
ヴ
ェ
ン
作
曲

第
五
ス
イ
ン
フ
ォ
ニ
ー
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

(
B
e
et
h
o
v
e
n
1
7
7
0
1
1
8
2
7
)

作
の
ス

ィ
ン
フ
ォ
ニ
ー
九
篇
中
に
て
最
も
廣
く
世
に
知
ら
る

A
も
の
な
り
。
一
八

0
八
年
初
め

て
維
也
納
市
に
演
奏
せ
ら
れ
て
よ
り
、
間
も
な
く
獨
、
英
、
佛
の
諸
園
に
も
行
は
れ

て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
名
こ
れ
よ
り
澳
國
外
に
喧
し
く
な
れ
り
。
本
曲
は
賓
に
長
年

月
の
推
敲
を
経
た
る
作
品
に
し
て
、
恐
ら
く
作
者
の
志
向
を
遺
憾
な
く
装
現
せ
る
も
の

と
謂
ふ
べ
し
。
多
く
の
評
家
は
此
の
ス
イ
ン
フ
ォ
ニ
ー
を
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
楽
の
極
致

否
な
全
器
楽
の
極
致
と
ま
で
稲
揚
せ
り
。
又
た
深
く
音
楽
の
趣
味
を
解
せ
ざ
る
者
も
本

曲
を
聴
き
て
は
畏
敬
の
念
を
禁
ず
る
能
は
ず
と
い
ふ
。
『
第
五
は
い
つ
も
大
入
り
』
と

い
ふ
諺
の
あ
る
に
よ
り
て
も
略
ミ
此
の
曲
の
慣
値
を
推
知
す
る
を
得
べ
し
。

偲
へ
に
よ
れ
ば
、
作
者
は
本
曲
の
最
初
に
現
は
る

A
四
音
に
就
き
て
『
運
命
の
戸
に

お
と
づ
る
A

は
か
く
こ
そ
』
（
S
o
p
o
c
ht
 

das 
S
c
hi

cksal 
a
n
 di

e
 P
fort
e)
と
語
れ

り
と
い
ふ
。
こ
れ
に
基
き
て
多
く
の
評
家
は
本
曲
を
ば
運
命
に
抗
す
る
人
間
の
奮
闘
、

彼
の
希
望
、
彼
の
終
局
の
勝
利
を
描
く
も
の
と
な
せ
り
。

第
一
章
（
活
氣
あ
る
快
速
調
ー
「
ハ
」
短
調
、
四
分
二
拍
子
）
は
作
法
の
上
よ
り
見

れ
ば
最
も
大
謄
な
る
作
品
と
謂
ふ
べ
く
、

敷
百
小
節
に
亘
る
長
篇
が
殆
ど
全
く
曲
頭
に

轟
く
四
音
に
基
き
て
成
れ
り
、
」

五
十
餘
小
節
を
経
て
後
、
調
は
愛

「
ホ
」
（
闘
係
長
調
）
に
轄
じ
、

ホ
ル
ン
の
最
強

『
歴
制
者
の
暴
威
に
劉
す
る
婦
人
の
可
憐
な
る
抗
議
の
如
し
』
と
グ
ロ
ー
ヴ
は
評
せ

り
。
『
運
命
』
の
第
一
楽
想
は
此
慮
に
も
其
の
相
を
現
じ
、
踵
を
追
う
て
人
間
に
迫
る
。

但
だ
調
は
第
一
部
分
の
終
に
至
る
ま
で
大
臆
麦
ホ
に
止
り
、
最
強
奏
の
箇
虐
と
雖
以
前

の
如
く
に
猛
悪
の
性
を
帯
ぶ
る
こ
と
な
し
。
さ
れ
ど
『
開
展
』
の
部
分
に
入
る
や
第
一

楽
想
は
再
び
暴
威
を
退
く
し
、
温
和
な
る
第
二
楽
想
は
全
く
姿
を
没
す
。
此
の
部
分
は

極
め
て
短
か
け
れ
ど
も
最
も
劇
的
に
し
て
悲
牡
な
る
葛
藤
を
示
せ
り
。
第
三
部
分
は
最

初
の
部
分
の
反
復
な
れ
ど
も
、
間
々
楽
器
の
用
法
に
愛
化
を
施
せ
り
。
最
後
に
「
ハ
」

長
調
に
轄
じ
、
勢
よ
き
尾
句
を
以
て
全
章
を
結
ぶ
。

第
二
章
（
活
躍
せ
る
並
歩
調
—
愛
イ
長
調
、
八
分
三
拍
子
）
は
所
謂
『
愛
奏
曲
』

テ

ー

マ

の
閥
に
作
ら
れ
た
り
。
其
の
主
想
に
含
ま
る
A

重
な
る
楽
句
は
慰
藉
と
希
望
と
を
示
す

が
如
く
聞
ゆ
。o

・

げ
¥
豆
)
]
`
]
`

一
且
言

）

ぷ

J

り
t
t'
.
.
7

."p9
-
v
 

二

こ

奏
を
序
と
し
て
第
二
楽
想
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
現
は
れ
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
移
る
。
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4
令

ゃ

卜

「

ニ

―

ご

一

：

五

言

息

9
}
f
[
]
丁
ー1

E
i

n
 g
ei
st
li
c
h
 A
b
e
n
d
li
e
d
 

第
三
章
（
快
速
調
ハ
短
調
四
分
三
拍
子
）
は
作
者
の
他
の
ス
イ
ン
フ
ォ
ニ
ー
に
於
け

る
と
同
じ
く
、
『
ス
ケ
ル
ツ
ォ
』
の
曲
髄
に
作
ら
れ
た
り
。
さ
れ
ど
本
曲
は
例
と
異
り

て
諧
諒
嬉
戯
の
趣
に
乏
し
く
、
低
音
楽
器
の
最
弱
奏
に
現
は
る
A

次
の
不
可
思
議
な
る

楽
旬
を
以
て
始
ま
る
。

闘
信
冒
冒
言
胃
日
且

リ

ズ

ム

之
に
次
ぐ
ホ
ル
ン
の
節
奏
に
富
む
楽
句
は
か
の
『
運
命
』
の
楽
句
の
思
ひ
出
の
如
く

に
聞
ゆ
。

ト

リ

オ

此
の
二
楽
句
の
引
延
ば
さ
る
A

後
、
中
部
の
進
行
に
移
る
や
、

じ
て
、
曲
趣
頗
る
快
活
と
な
る
。

i
'
叫
叫
息

調
は
短
よ
り
長
に
轄

息

此
の
部
分
は
フ
ー
ガ
式
の
作
法
に
従
ひ
、
低
音
楽
器
最
も
活
躍
す
。
や
が
て
木
管
の

ビ
チ
カ
ー
ト

美
し
き
一

節
と
セ

ロ
、
ベ
ー
ス
の
指
弾
と
を
経
て
再
び
ハ
短
調
の
主
部
に
返
り
、
こ
A

に
不
可
思
議
な
る
楽
想
再
び
現
は
る
。
こ
れ
よ
り
以
下
は
主
部
の
反
復
な
れ
共
種
々
の

チ
ン
バ
ー
ニ

黙
に
於
て
愛
化
の
妙
を
示
せ
り
。
本
章
の
終
り
ご
ろ
に
銅
鼓
が
絃
の
最
弱
奏
に
伴
は
れ

リ

ヅ

ム

っ
A

た
ゆ
た
ふ
如
き
節
奏
に
て
「
ハ
」
音
を
刻
み
ゆ
く
一
節
は
員
に
震
妙
の
感
を
呉

ク
レ
シ
ェ
ン
ド

ふ
。
さ
れ
ど
曲
は
や
が
て
漸
強
奏
に
進
み
、
此
慮
に
全
管
絃
は
こ
れ
ま
で
沈
獣
を
守
り

し
三
箇
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
加
へ
て
迅
雷
の
如
く
に

「ハ」

長
調
の
凱
旋
進
行
曲
（
第

四
章
）
に
突
進
す
。

こ
れ
よ
り
以
下
イ
短
調
に
起
る
開
展
部
に
入
り
て
、
先
に
出
で
た
る
楽
句
を
種
々
に

引
延
し
た
る
後
、
曲
は
烈
し
き
最
強
奏
に
達
し
て
、
俄
か
に
愛
化
し
、
前
章
の
ス
ケ
ル

ツ
ォ
は
此
虞
に
挿
句
と
し
て
最
弱
奏
に
現
れ
、
前
後
の
華
美
な
る
曲
節
と
絶
好
の
劉
照

を
な
す
。
此
の
ス
イ
ン
フ
ォ
ニ
ー
を
好
ま
ざ
り
し
ス
ボ
ー
ル
す
ら
此
慮
に
ス
ケ
ル
ツ
ォ

を
挿
み
た
る
趣
向
に
は
感
服
し
た
り
と
い
ふ
。
此
の
挿
句
の
後
は
曲
頭
に
返
り
て
反
復

し、

最
後
に
長
大
な
る
尾
句
に
達
し
て
歩
調
漸
次
。
フ

レ
ス
ト
に
移
り
、
全
曲
は
長
ハ
和

音
の
限
り
な
き
歓
呼
を
以
て
終
る
。

二
、
女
盤
合
唱
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
附
）

い

、

夕

の

歌

｝

（

作

品

三

七

）

ヤ

ダ

ソ

ー

ン

作

曲

ろ
、
春
の
歌

ラ
イ
。
フ
チ
ッ
ヒ
音
楽
院
の
理
論
及
作
曲
法
の
教
師
と
し
て
廣
く
感
化
を
及
ぼ
し
た
る

ヤ
ダ
ソ
ー
ン
(
S
a
l
o
m
o
n
J
a
d
a
s
s
o
h
n
 1
8
3

1

|
1
9
0
2
)

は
諸
方
面
の
品
合
し
て
百
二
十

餘
篇
に
上
れ
り
。
本
曲
は
其
の
百
二
十
七
番
な
り
。

E
s
 i
st 
s
o
 
still 
g
e
w
o
r
d
e
n
,
 

V
e
r
r
a
u
s
c
ht
 

d
e
s
 A
b
e
n
d
s
 W
e
h
'n
,
 

N
u
n
 h
o
rt
 

m
a
n
 allerort
e
n
 

ー
0山

|
—
卜
し

叩
亡
―
」
-
」
」
』
伍

食．

次
の
如
く
始
ま
る
卜
長
調
の
第
二
主
楽
想
を
現
は
す
。

更
に
次
の

一
節
を
経
て
。

令
此
の
楽
想
の
後
管
に
現
は
る
A

次
の
楽
句
に
進
み
。
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 d
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S
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W
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E
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t
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 S
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1
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v
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r
b
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 S
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.
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 d
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.
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e
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i
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aj
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n
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h
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f

est
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l
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D
e
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a
g
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ht
.
 

U
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d
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c
h
 d
e
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e
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n
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n
k
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E
r
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n
e
n
 W
e
g
 d
u
r
c
h
 N
a
c
ht

.
 

W
i

rf
 

a
b
,
 He

r
z
,
 wa
s
 di
c
h
 k
r
a
n
k
et
 

U
n
d
 w
a
s
 di
r
 b
a
n
g
e
 m
a
c
h
t
.
ー
J
.G•K

inkel 

D
ie
 lin
d
e
n
 L
tifte
 sin
d
 e
r
w
a
c
h
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Si
e
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a
u
s
e
l
n
 
u
n
d
 w
e
h
e
n
 T
a
g
 u
n
d
 N
a
c
ht

,
 

Si
e
 s
c
h
aff e
n
 a
n
 allen 
E
n
d
e
n
,
 

0
frischer 
D
u
ft
,
 o
 n
e
u
e
r
 K
l
a
n
g
,
 

N
u
n
,
 ar

m
e
s
 H
e
r
z
e
,
 sei

 

ni
c
ht
 

b
a
n
g
,
 

N
u
n
 m
u
s
s
 si
c
h
 alles 
w
e
n
d
e
n
.
 

D
ie
 W
e
l
t
 w
ir
d
 s
c
h
o
n
e
r
 
m
it 

j

e
d
e
m
 T
a
g
,
 

M
a
n
 w
ei
ss 
ni
c
ht
 

w
a
s
 n
o
c
h
 w
e
r
d
e
n
 m
a
g
,
 

D
a
s
 B
l
i.ih
e
n
 will 
ni
c
ht
 

e
n
d
e
n
.
 

E
s
 bl
i.ih
t
 da
s
 
fe
r
n
s
te
,
 tie

fs
te
 T
h
a
l
,
 

N
u
n
,
 ar

m
e
s
 H
e
r
z
,
 ve

r
giss 
d
e
r
 
Q
u
a
l
,
 

N
u
n
 m
u
s
s
 si
c
h
 alles 
w
e
n
d
e
n
.

ー
ー
ー
L
.
U
h
l
a
n
d
 

三
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ロ
短
調
ス
ケ
ル
ツ
ォ

シ
ョ
パ
ン
作
曲

ソ
ナ
ー
タ
、
ス
ィ
ン
フ
ォ
ニ
ー
中
の
メ
ヌ
エ
ッ
ト
に
代
ふ
る
に
一
層
快
速
な
る
ス
ケ

ル
ツ
ォ
を
用
ひ
た
る
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
な
る
が
、
こ
れ
を
獨
立
の
一
曲
と
し
て
作
り

出
せ
る
は
シ
ョ
パ
ン

(
F
r
.
C
h
o
pin
 1
8
1
0
|
1
8
4
9
)

な
り
。
さ
れ
ど
シ
ョ
パ
ン
の
ス

ケ
ル
ツ
ォ
に
は
通
例
此
の
曲
に
具
は
る
快
活
滑
稽
の
感
を
含
む
こ
と
少
く
、
本
曲
の
如

き
も
陰
欝
に
し
て
且
つ
激
情
に
富
め
り
。

曲
は
激
し
き
絶
叫
を
以
て
始
ま
る
。
ニ
ー
ク
ス
日
く
、
『
こ
れ
絶
望
の
悲
鳴
に
似
た

ら
ず
や
。

次
で
来
る
所
は
逆
境
の
壁
に
鎮
ざ
さ
れ
た
る
人
の
之
を
脱
せ
ん
と
し
て
空
し

＜
狂
ひ
、
終
に
疲
れ
て
美
し
き
田
園
の
夢
に
遊
び
、
再
び
力
づ
き
て
奮
闘
を
始
む
る
に

も
似
た
ら
ず
や
と
。
「
口
」
長
調
な
る
中
部
進
行
は
賓
に
美
し
き
夢
に
も
替
ふ
べ
き
一

節
に
し
て
前
後
の
楽
趣
と
絶
好
の
劉
照
を
な
せ
り
。
こ
の
中
に
作
者
は
波
蘭
の
ク
リ
ス

マ
ス
の
歌
を
採
り
入
れ
た
り
と
も
い
ふ
。

四

、

上

高

晋

獨

唱

歌
劇
『
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
』
中
の
ア
ガ
ー
テ
の
抒
情
調

ヴ
ェ
ー
ベ
ル
作
曲

獨
逸
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
派
歌
劇
の
始
祗
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
（
C
.
M
.
 v.
 We

b
e
r
 1
7
8
6
ー
1
8

2
6
)

の
本
歌
劇
は
一
八
二

0
年
に
完
成
せ
ら
れ
翌
年
伯
林
に
演
奏
し
て
非
常
の
好
評
を

博
せ
り
。

〔
中
略
。
『
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
』
に
関
す
る

解
説
は
明
治
四
十
五
年
六
月
八
日
、
九
日
の
「

l

音
楽

演
奏
曲
目
梗
概
」
を
参
照
。〕

本
日
演
奏
の
獨
唱
は
試
射
の
前
夜
ア
ガ
ー
テ
が
射
撃
の
試
合
せ
ん
と
て
出
で
行
き
し

レ
シ
タ

チ

ー

フ

ア

ダ
ー
ジ
ョ

マ
ッ
ク
ス
の
饒
宅
を
待
ち
わ
び
つ
A

歌
ふ
歌
也
。
短
か
き
宣
叙
調
の
後
に
歌
ふ
緩
徐
調

(
L
e
is
e
,
 le

ise ... )
は
わ
れ
等
が
身
に
恙
な
か
れ
祈
る
な
り
。
一
一
度
目
の
祈
躊

(
N
u

d
ir
 w
e
n
d
e
 ic
h
…
)
の
後
少
女
は
森
の
方
よ
り
近
づ
く
足
音
を
聘
き
つ
け
て
打
喜

び

(
D
o
c
h
w
ie
 
!
 

t
a
u
s
c
h
t
 sic
h
 n
ic
h
t
 m
e
in
 O
h
r
●
…
)
手
巾
を
振
り
て
迎
へ
つ

つ、

＿月
明
り
に
透
し
見
れ
ば
マ
ッ
ク
ス
は
帽
子
に
花
環
を
飾
り
た
る
様

な
り

(
G
o
tt
,

t
a
u
s
c
h
t
 <las 
L
ic
h
t
 de
s
 
M
o
n
d
s
 m
ic
h
 n
ic
h
t,.
:
)
大
j
て
は
紐
い
ム
ロ
に
勝
ち
し
と
見

（
作
品
二
0

)
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＾Xどぶ全ヤem→全v和全心ミ勾起全且 lR唸0 如ヤ~ ~ t0 ~J冷゜ (All

meine Pulse schlagen...) 

ARIE DER AGATHE 

(Adagio) 

(Adagio) 

Wie nahte mir der Schlummer, bevor ich ihn gesehn? 
Ja, Liebe pflegt mit Kummer stets Hand in Hand zu gehn. 
Ob Mond au£ seinem Pfad wohl lacht? Wie schon die 

Nacht ! 
Leise, leise, fromme Weise, schwing dich au£ zum Ster-

nenkreise ! 
Lied erschalle, feiernd walle mein Gebet zur Himmel-

shalle ! 
0, wie hell die gold'nen Stemen, mit wie reinem Glanz 
sie gllihn ! nur dort in der Berge Ferne scheint ein 
Wetter aufzuziehn, dort am Wald auch schwebt ein Heer 
dunkler Wolken dump£ und schwer. 
Zu dir wende ich die Hande, Herr 
ohn'Ende. 
Vor Gefahren uns zu wahren, sende deine Engelschaaren ! 
Alles pflegt schon langst der Ruh! trauter Freund, wo 
weilest du ? Ob mein Ohr auch eifrig lauscht, nur der 
Tannen Wipfel rauscht, nur <las Birkenlaub im Hain 
fllistert <lurch die hehre Stille, nur die Nachtigall und 
Grille scheint der Nachtluft sich zu freun. 
Doch wie ! tauscht sich nicht mein Ohr? Dort klingt's 
wie Schritte Dort aus der Tannen Mitte kommt <las 
hervor ! Er ist's ! er ist's ! die Flagge der Liebe mag 

weh'n ! Dein Madchen wacht noch in der Nacht ! 
Er scheint mich noch nicht zu seh'n. Gott, tanscht <las 
Licht des Mond's mich nicht, so schmiickt ein Blumen-
strauss den Hut! Gewiss, er hat den besten Schuss 
getan; das kiindet Gliick fiir morgen an! 0 siisse Hoff-
nung ! neubelebter Mut ! All'meine Pulse schlagen, 
und das Herz wallt ungestiim, siiss entziickt entgegen 
ihm, siiss entziickt entgegen ihm ! Konnt ich das zu 

hoffen wagen? konnt'ich das zu hoffen wagen? Ja, es 

ohn' Anfang und 

wandte sich das Gliick zu dem teuren Freund zuriick, 
will sich morgen treu bewahren, will sich morgen treu 
bewahren ! Ist's nicht Tauschung, ist's nicht Wahn? Him-
mel, nimm des Dankes Zahren fiir dies Pfand der Hoff-
nung an ! Himmel, nimm des Dankes Zahren fiir dies 
Pfand der Hoffnung an ! All meine Pulse schlagen, und 
das Herz wallt ungestiim, all meine Pulse schlagen, und 

das Herz wallt ungestiim, siiss entziickt entgegen ihm, 
entgegen ihm ! siiss entziickt entgegen ihm, suss ent-
ziickt entgegen ihm, entziickt entgegen ihm ! 

用'4I]世Ill（柴母檄）

二＇謳た如へ（芝口且 l) ~It'--ク<ミ,.L匙菩
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撰
出
K
．
茫
恕

垢
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六

、

管

絃

架

う

か

さ

や

浮
び
ゆ
く
鮮
け
さ
よ
。

心
し
づ
か
に
あ
は
れ
心
安
ら
け
く
天
つ
神
を
仰
ぎ
祈
ひ
清
し
き
思
ひ
あ
り
吾

ま。
9
9
’
 

春

の

め

ざ

め

い

の

ち

か
す
け
き
生
命
の

た

か
よ

絶
え
せ
ず
通
ひ
て
、

を
の
A

く
夢
よ
り

い
ま今

は
た
さ
め
し
か
、虻

野
叩
゜

ひ

ば

り

う

た

雲
雀
の
歌
さ
へ

を

さ

な

そ

ね

幼
き
其
の
音
に

こ

み
そ
ら
を
懇
ふ
ら
し
。

ひ

と

し

人
こ
そ
知
ら
ざ
れ
、

を
ほ大

そ
ら空

お
ほ
っ
ち

こ
ほ
れ
る
大
地

い

ま

い

き

今
こ
そ
息
づ
き
、

は

る

び

わ

よ

楽
し
き
春
日
は
我
が
世
に
か
へ
り
ぬ
。

み
な

も
の
皆
め
ざ
め
て
、

み

な

ぎ

い

の

ら

瀕
る
生
命
よ

あ

ふ

ち

か

ら

溢
る
A

力
よ

は

る

の

ぞ

み

遥
け
き
希
望
よ
。

な

ご

ひ

か

げ

和
め
る
日
影
に

の

ず

ゑ

か

す

野
末
し
霞
ま
ば
、

あ
や
ぐ
も

彩
雲
か
ゞ
よ
ふ

は
る春

こ
そ
に
ほ
は
め如

こ
そ
。

青
木
存
義
作
歌

再
び
東
京
の
榮
界
に
寄
す

妹

尾

幸

陽

『
リ
エ
ン
ツ
ィ
』
の
序
榮

〔
大
正
四
年
五
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
「
一
音
楽
演
奏
曲
目
梗
概
」
を
参
照
。
〕

ヴ
ァ
グ
ネ
ル
作
曲

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

上

野

の

演

奏

會

緑
葉
し
た
A

る
上
野
の
廿
六
日
、
例
年
の
通
り
音
楽
學
校
で
春
期
演
奏
會
が
催
さ
れ

た
▲
管
絃
楽
は
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
出
世
作
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
、
は
短
調
ス
イ
ン
フ

オ
ニ
ー
と
ワ
グ
ナ
ー
の
歌
劇
「
リ
エ
ン
ツ
イ
」
の
序
楽
で
あ
る
、
一
は
情
熱
よ
り
心
震

な
や

の
叫
び
を
聰
＜
如
き
思
ひ
せ
ら
れ
、
一
は
厳
か
な
る
震
の
境
よ
り
困
め
る
狂
熱
を
思
は

し
め
ら
れ
た
、
此
日
二
大
楽
聖
の
各
特
徴
を
楽
曲
の
上
に
聴
き
得
た
事
を
幸
幅
に
思
っ

な
が
さ
か
よ
し
こ

た
▲
上
高
昔
獨
唱
の
長
坂
好
子
女
史
の
竪
は
努
力
の
跡
が
見
え
て
来
た
事
を
思
は
し
め

か
ん
べ

あ

や

こ

ら
れ
た
▲
ピ
ア
ノ
の
紳
戸
絢
子
女
史
に
は
少
か
ら
ぬ
期
待
を
持
つ
て
居
た
が
、
奏
し
始

め
ら
れ
る
と
同
時
に
私
は
多
く
の
裏
切
ら
れ
た
心
地
が
し
た
、
氏
の
沈
着
な
弾
奏
振
に

引
換
へ
、
座
に
響
<
-
音
の
中
に
は
、
何
故
か
濁
り
が
見
え
た
を
遺
憾
と
す
る
（
一
詑
者
）

（
『
都
新
聞
』
大
正
七
年
五
月
二
十
八
日
）

■五
月
二
十
五
、
二
十
六
の
雨
日
午
後
二
時
よ
り
東
京
音
楽
學
校
春
季
大
演
奏
會
開

催
さ
る
。
雨
日
と
も
曇
天
な
り
し
も
降
ら
ず
、
盛
會
な
り
。
此
日
初
め
て
ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ

ン
の
交
響
楽
我
邦
に
於
て
演
奏
せ
ら
る
。
成
績
も
先
づ
立
派
な
も
の
な
り
。
此
位
に
出

来
る
な
ら
ば
楽
曲
の
困
難
の
程
度
に
於
て
優
劣
な
き
『
第
九
ジ
ュ
ム
フ
ォ
ニ
ー
』
が
演

奏
さ
る
A

を
聴
く
も
近
き
勝
来
な
ら
ん
。
此
日
来
聰
せ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
キ
ャ
ス
ル
ン

キ
ャ
ム
ブ
ル
譲
日
く
、

;'Y
o
u

m
ay
 b
e
 
p
r
o
u
d
 
of
 

y
o
u
r
 
c
o
n
c
e
rt
.
 

I
t
 
i

s
 s
o
 

s
p
l
e
n
di
d
!
"
と
。
お
世
僻
を
割
引
き
し
て
受
け
取
と
も
兎
に
角
立
派
な
も
の
と
思
ひ
し

は
確
か
な
り
。
こ
れ
偏
へ
に
出
演
者
の
伎
伺
の
向
上
せ
る
結
果
に
外
な
ら
ず
。
慶
す
べ

き
也
。
(
『
-
音
架
』
學
友
會
、
第
九
巻
第
六
号
、
大
正
七
年
六
月
、
五
ニ
ー
五
三
頁
）
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清

元

節

せ

い

か

い

一

、

青

海

曲

波1

目

清

元

延

千

嘉

清

元

延

新

吉

清

元

延

千

太

郎

三

味

線

清

元

延

千

八

上

調

子

清

元

延

菊

｀

千

代

大
正
七
年
六
月
一
日

（
『
新
昔
榮
』
第
一
巻
第
二
号
、
大
正
七
年
六
月
、
四
頁
）

■
―
年
に
二
度
と
云
ふ
＿
音
楽
學
校
の
春
季
演
奏
會
と
云
ふ
の
が
五
月
二
十
六
日
に
あ

る
。
其
の
曲
目
が
第
一
氣
に
入
ら
ぬ
。
ワ
グ
ネ
ル
の
リ
エ
ン
チ
の
序
。
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

の
五
番
交
響
楽
。
是
丈
け
の
も
の
で
す
。
そ
れ
も
海
軍
々
楽
隊
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
事
。

絶
劉
に
海
軍
を
出
場
せ
し
め
な
い
と
す
れ
ば
一
櫃
何
を
や
る
氣
な
の
で
す
。

■餘
り
心
細
い
次
第
じ
や
あ
り
ま
せ
ぬ
か
。
學
校
が
學
校
が
と
云
ふ
口
は
、
イ
ソ
ッ
プ

の
お
伽
噺
に
近
い
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ぬ
か
。
私
は
何
も
不
員
面
目
に
云
ふ
の
で
は
な
い
。

折
角
毎
年
出
来
た
卒
業
生
が
サ
ア
と
云
ふ
場
合
に
役
に
立
た
ぬ
様
じ
や
、
天
下
図
家
の

損
害
だ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
も
っ
と
、
協
心
一
致
し
て
、
偉
大
な
合
同
を
作
ら
ね
ば
だ

め
だ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

■歌
劇
と
云
う
て
も
、
大
―
音
楽
會
と
云
う
て
も
、
コ
ー
ラ
ス
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ま
で
一

人
残
ら
ず
連
れ
て
来
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。
さ
う
な
れ
ば
勢
ひ
日
本
の
人
間
を
使
は
ね

ば
な
ら
ぬ
。
其
の
時
に
お
役
に
立
ち
ま
せ
ぬ
で
は
、
百
日
の
説
法
屁
―
つ
で
あ
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
。
大
き
な
眼
を
開
け
、
大
き
な
世
界
を
見
よ
、
是
が
一
番
必
要
の
問
題
で
あ

る。■日
本
に
も
随
分
ピ
ア
ノ
弾
き
は
出
来
た
。
而
し
、
六
ヶ
敷
い
伴
奏
を
オ
イ
キ
タ
と
弾

く
力
の
あ
る
人
は
、
亦
五
人
位
あ
や
し
い
と
の
話
で
あ
る
。
何
と
悲
む
べ
き
有
様
で
は

な
い
か
。
西
洋
で
は
、
伴
奏
を
す
る
の
に
「
稽
古
し
て
来
ま
し
て
」
な
ど
A

は
、
と
て

も
、
味
噌
汁
で
顔
を
洗
つ
て
も
云
へ
た
話
じ
ゃ
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
そ
れ
が
掌

然
の
様
に
平
氣
な
も
の
で
あ
る
。
結
局
意
地
も
張
り
も
な
い
と
云
ふ
事
に
饉
着
す
る
事

に
な
る
。
他
人
事
で
は
な
い
。
今
は
各
自
が
腕
を
も
っ
と
磨
か
ね
ば
な
ら
ぬ
時
で
あ

る。

邦
楽
会
第
十
三
回
演
奏
会

大
正
七
年
六
月
十
五
日
、
十
六
日

長

唄

は

な

ぶ

さ

し

う

ぢ

や

く

じ

し

六

、

英

執

着

獅

子

常

磐

津

節
ひ

と

め

の

せ

き

も

り

五

、

恩

愛

贖

闘

守

（

宗

清

）

太大小笛同三三同同長

麟鼓鼓鼓

草 田

中

英

太

郎
信

唄

六梅六望杵杵今芳芳芳

郷屋合 屋藤村村
月屋 村

新勝新 五長伊 孝

十次三鉦勝三十孝四次

郎郎郎二蔵郎郎三郎郎

｛

贔

畔

韮

言

疇

常

磐

津

弾

生

太

夫

三

味

線

常

磐

津

文

字

兵

衛

上

調

子

常

磐

津

文

字

助

消

元

節

め

う

と

ざ

け

か

は

ら

な

か

／

‘

四
、
夫
婦
酒
替
ぬ
中
仲

（
鞍
馬
獅
子
）

清

元

家

内

太

夫

清

元

清

見

太

夫

清

元

朝

太

夫

三

味

線

清

元

順

三

郎

上
調
子

清

元

梅

次

常

磐

津

節

二

、

鴫

配
ね
し
叫
鴫
犀

（
吉
野
山
女
夫
狐
）

…
…
休
憩
十
五
分
間
•
…
•
•学

友
会
春
季
演
奏
会

■六
月
十
五
十
六
の
雨
日
午
後
一
一
時
よ
り
東
京
音
楽
學
校
學
友
會
春
季
音
楽

演
奏
會
を
開
催
せ
り
。
曲
目
は
左
の
如
し
。

一
第
一
ヴ
ィ
オ
リ
ン

第

ニ

ヴ

ィ

オ

リ

ン

) I I 

五 あ 長
ロ

妻；
唄

八均

早け
尽し‘

上同三同長
調味
子線 唄

杵杵杵杵杵

屋 屋
屋屋

六 六屋

壽は六弾

々つ繁太六

編
子線

常常常常常

磐磐磐磐磐

津津津津津

喜和文文文

久歌字字字

松松丸匿鶴
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五

、

合

唱

ロ

ン

ド

プ

レ

ス

ト

ア

ル

レ

グ

ロ

競

奏

架

ア

ル

レ

グ

ロ

ア

ダ

ー

ヂ

ヨ

ロ

ー

マ

ン

ス

モ

デ

ラ

ー

ト

ァ

ル

レ

グ

レ

ッ

ト

（

ス

ケ

ル

ツ

ォ

）

ア

ダ

ー

ヂ

ョ

フ

ィ

ナ

ー

レ

（

ロ

ン

ド

シ

ョ

ル

ツ

敦

師

菱

ホ

長

調

、

作

品

三

十

二

…

…

…

…

…

…

…

‘

ヱ

マ

エ

ス

ト

ー

ゾ

（

メ

ル

ト

ゥ

ケ

の

カ

デ

ン

ツ

）

會

員

思

ひ

出

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

蒲

原

有

明

歌

信

時

潔

曲

六

、

‘

ワ

イ

オ

リ

ン

、

獨

奏

、

（

絃

榮

伴

奏

）

末

吉

雄

二

作

品

五

0
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ベ

ー

ト

ー

‘

ヱ

ン

第

一

洋

琴

第

二

洋

琴

J II 

二

、

上

高

音

獨

唱

歌

劇

『

カ

ル

メ

ン

』

中

の

ミ

カ

エ

ラ

の

抒

情

調

…

…

…

ビ

三

、

ギ

オ

ロ

ン

チ

ェ

ル

ロ

獨

奏

平

井

保

甲

、

悲

歌

作

品

九

十

八

、

第

一

…

…

…

…

…

…

…

…

シ

ャ

ル

‘

ヱ

ン

カ

乙

、

天

使

の

夢

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ル

ー

ビ

ン

シ

ュ

タ

イ

ン

丙

、

旋

律

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ル

ー

ビ

ン

シ

ュ

タ

イ

ン

四

、

洋

琴

上

ゼ

野

ノゞ

き

荻

あ

よ

や

絃

架

四

重

奏

曲

、

作

品

三

十

三

、

第

三

番

…

…

…

…

…

…

ハ

。

フ

レ

ス

ト

）

イ

ド

ウ

ン

一
、
絃
榮
四
重
奏
…
…
…
…
…
•
•
•
一
ギ

ギ

オ

ロ

ン

チ

ェ

ル

ロ

オ

＿フ

北

原

季

男

平

井

保

九

、

合

唱

會

員 ス

リ

ヒ

澤

崎

定

之

ァ

ル

レ

グ

ロ

ア

ン

ダ

ン

テ
。

フ

レ

ス

ト

ー

モ

ル

ト

ア

ル

レ

グ

ロ

八

、

保

音

獨

唱

甲

、

春

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

グ

乙

、

五
月
の
夜
作
品
四
三
、
第
二
…
…
•
•
…
…
…
…
…
・
ブ
ラ
ー
ム

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

曲

乙

骨

三

郎

歌

天

の

岩

戸

（

神

事

劇

『

エ

リ

ア

ス

』

中

の

合

唱

）

（

『

昔

架

』

學

友

會

、

第

九

巻

第

七

号

、

大

正

七

年

七

月

、

六

八

ー

六

九

頁

）

大

正

七

年

六

月

二

十

四

日

ス

ク

ラ

レ

フ

ス

キ

ー

演

奏

会

■六月廿四
日

午

後

二

時

よ

り

露

西

亜

サ

ラ

ト

フ

市

サ

ラ

ト

フ

音

榮

學

校

長

ア

レ

グ

ザ

ン

ダ

ー

ス

ク

ラ

レ

フ

ス

キ

ー

氏

は

東

京

音

楽

學

校

生

徒

諸

子

の

た

め

に

特

に

好

意

を

以

つ

て

約

二

時

間

に

亙

り

、

左

の

如

き

純

露

西

亜

作

家

の

作

品

の

み

よ

り

な

る

洋

琴

獨

奏

會

を

開

い

た

。

リ

ヅ

ム

も

明

確

で

、

タ

ッ

チ

の

美

し

い

こ

と

は

特

筆

に

値

す

る

。

テ

ク

ニ

ッ

ク

に

於

て

も

音

楽

的

イ

ン

サ

イ

ト

に

於

て

も

近

時

我

邦

を

訪

れ

た

敷

多

い

洋

琴

家

中

の

群

を

抜

い

て

ゐ

る

。

と

り

わ

〔

マ

マ

〕

け

渾

然

と

し

て

珠

の

如

き

氏

の

人

格

は

一

層

氏

の

藝

術

に

奥

幽

し

さ

を

添

ヘ

る

。

氏

の

来

朝

に

よ

っ

て

我

邦

に

て

は

窺

ふ

こ

と

の

出

来

な

か

っ

た

露

西

亜

音

架

の

紳

秘

の

幕

が

掲

げ

ら

れ

、

其

中

に

秘

め

ら

れ

た

る

敷

々

の

賓

玉

の

響

き

に

モ

ル

ト

コ

ン

フ

ォ

コ

競

奏

楽

七

、

洋

琴

工

ト

短

調

、

作

品

二

十

五

…

…

…

…

…

…

…

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

第

一

洋

琴

助

敦

授

第

二

洋

琴

ギ

ブ

ー

チ

ェ

シ

ョ

ル

ツ

敦

師

石

原

か

ず
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に
、
秋
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

七
、
い
、
前
奏
曲
ろ
長
調
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
•
ラ
ハ
マ
ニ
ノ
フ

ろ
、
演
奏
會
用
ボ
ル
カ
愛
い
長
調
…
…
…
•
…
…
•
•
ラ
ハ
マ
ニ
ノ
フ

八
、
雲
雀
、
口
短
調
、
（
グ
リ
ン
カ
に
撼
る
）
…
…
…
…
…
バ
ラ
キ
レ
フ

九
、
い
、
即
奥
曲
、
作
品
十
二
、
第
二
番
…
…
…
…
…
…
ス
ク
リ
ア
ビ
ン

六、

ろ
、
や
さ
し
き
恨
み
の
か
づ
か
づ
…
…
…
…
…
・
・
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

は
、
そ
の
シ
ョ
パ
ン

vヽ
ヽ

マ
ヅ
ル
カ

嬰
ハ
短
調
：
…
…
…
…
・
・
・
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

四
、
船
歌
卜
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

五
、
い
、
揺
節
歌

ろ
、
園
舞
曲

愛
と
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
リ

嬰
へ
短
調
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
リ

ニ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

ァ ァ

一
、
別
離
、
へ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
グ

二
、
い
、
練
習
曲
、
愛
口
短
調
：
…
…
…
…
…
…
…
…
；
：
ア
レ
ン
ス
キ
ー

ろ
、
船
歌
、
へ
長
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ア
レ
ン
ス
キ
ー

は
、
前
奏
曲
イ
短
調
·
…
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ア
レ
ン
ス
キ
ー

い
、
黄
昏
曲
菱
二
短
調
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
ボ

ろ

、

は

長

調

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

ボ

マ
ヅ
ル
カ

ロ
デ

ロ
デ

リ

ド ド
イ イ

ン

フ フ ン ン 力

接
す
る
こ
と
の
出
来
た
の
は
吾
人
が
夢
に
も
期
待
し
な
か
っ
た
幸
揺
で
あ
る
。

氏
は
既
に
一
二
百
餘
の
曲
を
暗
記
し
て
居
ら
れ
る
が
、
な
ほ
今
夏
渡
米
す
る
迄
に

三
百
を
加
へ
て
六
百
曲
よ
り
な
る
危
然
た
る
レ
パ
ト
リ
ー
を
暗
記
し
、
其
中
に

我
邦
の
作
家
の
作
品
も
加
へ
た
い
と
云
つ
て
日
夕
非
常
な
勉
強
を
績
け
て
居
ら

れ
る
。
氏
の
滞
在
は
長
く
は
な
い
、
其
中
に
是
非
と
も
氏
の
演
奏
會
の
開
か
れ

る
こ
と
を
希
望
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
廿
四
日
の
曲
目
は
左
の
如
き
興
味
深
い
も

の
で
あ
っ
た
。

ろ
、
前
奏
曲
、
作
品
二
、
十
一
、
十
三
、
十
五
…
…
ス
ク
リ
ア
ビ
ン

は
、
練
習
曲
、
作
品
八
、
四
十
二
…
…
…
…
…
…
…
ス
ク
リ
ア
ビ
ン

九
、
菱
奏
を
有
す
る
主
題
嬰
へ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
グ
ラ
ヅ
ー
ノ
フ

曲
目
第
一
に
載
せ
ら
れ
た
グ
リ
ン
カ
の
『
別
離
』
よ
り
第
一
部
の
終
り
の
ラ

ハ
マ
ニ
ノ
フ
の
『
コ
ン
サ
ー
ト
・
ボ
ル
カ
』
に
至
る
迄
十
五
曲
の
繊
巧
、
優
麗

な
演
奏
は
匂
ふ
ば
か
り
の
詩
的
美
に
充
ち
た
も
の
で
、
聰
衆
は
た
ゞ
悦
惚
と
し

て
現
質
の
境
を
離
れ
、
弱
化
登
仙
の
想
ひ
あ
る
を
禁
ず
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ

た
。
タ
ッ
チ
の
優
秀
な
る
、
リ
ヅ
ム
の
精
確
な
る
、
他
に
多
く
の
比
を
見
な

い
。
其
上
敦
授
に
は
優
れ
た
頭
脳
と
情
緒
と
が
あ
る
。
第
二
部
に
入
っ
て
は
一

部
よ
り
も
稽
力
強
い
表
出
を
要
求
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
ス
ク
リ
ア
ビ
ン
の

前
奏
曲
の
如
き
は
従
来
何
人
の
演
奏
に
も
聰
く
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
美
し
さ

が
遺
憾
な
く
現
は
れ
て
ゐ
た
。
敦
授
が
作
曲
の
師
た
る
グ
ラ
ヅ
ー
ノ
フ
の
『
愛
奏

附
主
題
』
の
演
奏
は
、
重
い
曲
に
於
て
も
等
し
く
優
秀
な
演
奏
家
で
あ
る
こ
と

を
立
派
に
證
明
し
た
。
斯
か
る
優
れ
た
藝
術
の
美
酒
に
酔
っ
た
聰
衆
は
ど
う
し

て
こ
れ
だ
け
で
獣
つ
て
ゐ
よ
う
筈
は
な
く
、
演
奏
全
く
終
つ
て
敦
授
の
姿
が
奏

架
堂
後
に
退
か
れ
た
後
も
な
ほ
急
霰
の
如
き
拍
手
を
送
っ
て
止
ま
な
い
の
で
、

更
ら
に
敦
授
自
身
の
作
に
か
A

る
イ
長
調
の
『
思
ひ
出
』
、
と
ド
ゥ
ビ
ュ
ッ
シ

ー
、
ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ
ン
（
土
耳
古
行
進
曲
）
の
曲
を
各
一
曲
宛
纏
奏
さ
れ
た
が
、
な

ほ
喝
采
が
止
み
さ
う
も
な
い
の
で
ヴ
ー
グ
ナ
ー
の
『
ト
ゥ
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル

デ
』
の
『
イ
ゾ
ー
ル
デ
の
懇
死
』
を
リ
ス
ト
が
洋
琴
に
直
し
た
も
の
A

堂
々
た
る

演
奏
を
以
つ
て
其
熱
心
な
拍
手
に
答
へ
た
。
聰
衆
は
音
榮
學
校
の
生
徒
職
員
の

た
め
と
云
う
の
で
一
般
人
の
来
聰
を
許
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
か
ら
、
さ
し

も
に
立
派
な
敦
授
の
藝
術
も
多
く
の
音
楽
愛
好
者
に
等
し
く
高
い
喜
び
を
呉
ヘ

る
機
會
を
有
た
な
か
っ
た
が
、
長
か
ら
ぬ
氏
の
滞
在
中
何
と
か
し
て
公
開
演
奏
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大

正

七

年

九

月

二

十

八

日

学

友

会

第

二

十

四

回

土

曜

演

奏

会

■學友會第二
十

二

回

土

曜

演

奏

會

は

去

る

九

月

廿

八

日

午

後

二

時

よ

り

本

校

奏

架

堂

に

於

て

開

催

せ

ら

れ

候

。

今

回

は

従

来

あ

ま

り

例

を

見

ざ

り

し

程

多

く

の

デ

ビ

ュ

タ

ン

ト

を

敷

へ

候

ひ

し

が

、

執

れ

も

侮

り

難

き

オ

の

閃

き

を

示

し

た

る

事

心

強

く

存

ぜ

ら

れ

候

。

来

る

十

二

月

十

四

、

十

五

雨

日

の

大

會

に

は

ま

た

他

の

『

喜

ば

し

き

驚

き

』

の

多

く

を

會

友

諸

氏

に

賑

る

こ

と

を

得

ん

か

と

存

じ
侯
゜

一

、

合

唱

會甲

、

夢

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

シ

乙

、

浦

島

の

子

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・

・

・

シ

ユ ユ

マ マ

ン ン 員

を

さ

れ

る

好

機

會

が

現

は

れ

て

欲

し

い

と

思

ふ

。

チ

ェ

ル

ロ

の

大

家

、

ン

コ

ラ

氏

夫

妻

、

米

國

女

流

洋

琴

家

キ

ャ

ス

ル

ン

キ

ャ

ム

ブ

ル

嬢

、

露

國

青

年

洋

琴

家

レ

オ

ボ

ド

ル

ス

キ

ー

氏

等

が

見

え

た

。

就

中

キ

ャ

ム

ブ

ル

嬢

の

如

き

は

斯

か

る

美

し

き

洋

琴

演

奏

は

久

し

く

耳

に

せ

ざ

り

し

も

の

で

あ

る

と

流

悌

し

乍

ら

喜

ん

で

居

ら

れ

た

。

洵

に

シ

ョ

パ

ン

が

来

つ

て

自

ら

彼

れ

自

身

の

涙

ぐ

ま

し

き

ま

で

に

美

し

い

作

品

の

敷

々

を

演

奏

し

た

と

し

て

も

ス

ク

ラ

レ

フ

ス

キ

ー

敦

授

の

今

日

の

演

奏

以

上

に

多

く

は

出

で

ま

い

と

思

は

れ

る

位

で

あ

る

。

チ

ェ

ル

ロ

の

シ

コ

ラ

氏

と

洋

琴

の

ス

ク

ラ

レ

フ

ス

キ

ー

敦

授

と

は

我

邦

が

迎

え

た

露

國

音

架

家

中

最

も

卓

越

し

た

人

で

あ

る

。

謙

遜

で

自

己

に

就

い

て

多

く

を

語

ら

ず

、

口

を

開

け

ば

た

ゞ

他

人

の

美

を

稲

す

る

と

こ

ろ

、

ゆ

か

し

い

そ

の

人

と

な

り

は

一

層

此

雨

大

藝

術

家

の

藝

術

の

債

値

を

大

な

ら

し

め

る

も

の

で

あ

る

。

『

美

の

宗

教

』

た

る

音

榮

の

た

め

吾

人

は

切

に

斯

か

る

藝

術

家

の

幸

輻

を

祈

り

た

い

と

思

ふ

。

（

『

昔

榮

』

學

友

會

、

第

九

巻

第

七

号

、

大

正

七

年

七

月

、

六

六

ー

六

八

頁

）

五

、

ヴ

イ

オ

リ

ン
ア

ル

レ

グ

ロ

ア

ダ

ー

ヂ

ョ

六

、

合

唱

甲

、

花

の

夢

乙

、

秋

の

野

七

、

高

音

獨

唱
歌

劇

『

ア

ン

ナ

〔

マ

マ

〕

ゼ

ッ

ツ

ィ

（

ア

ー

！

八

、

洋

奏

獨

奏

奏
鳴
柴
作
品
二
、
第
三
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ゞ
ヱ
ン

ァ

ル

レ

グ

ロ

九

、

低

音

獨

唱

コ

ン

ブ

リ

オ

ペ

レ

ア

ケ

ペ

lレ

鵜

野

イ

ン

カ

ン

ト

）

矢

田

部

勁

吉

ボ

レ

ー

ナ

』

中

の

シ

ー

ン

と

カ

ヴ

テ

ィ

ナ

…

…

…

ド

君

石

川

潔

作

口

皿

十

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

イ

作

品

三

十

六

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

フ

ツ

ク

ス

工

ン

ゼ
ン

會

員

競
奏
榮
第
ニ
卜
長
調
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ハ

モ

デ

ラ

ー

ト

（

フ

ィ

リ

ッ

。

フ

シ

ャ

ル

‘

ヱ

ン

カ

の

カ

デ

ン

ツ

ァ

附

）

イ

ド

ウ

ン

林

龍

作

甲

、

リ

ー

ベ

ス

グ

ラ

ー

ム

第

十

二

、

同

上

乙

、

ゾ

ー

ブ

ー

ル

ゾ

ン

ネ

シ

ャ

イ

ネ

ッ

ト

作

品

三

十

七

、

作

品

七

十

四

、

第

三

…

…

シ

ユ

マ

ン

ロ

ン

ド

ア

ル

ト

鋤

柄

文

菊

地

綾

二

、

ギ

オ

ロ

ン

チ

ェ

ル

ロ

獨

奏

ロ

マ

ン

ツ

ェ

作

品

五

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

フ

ィ

ッ

シ

ャ

ー

乙

、

ギ

ー

ト

ム

ン

ク

作

品

十

l

、

第

一

…

…

…

…

…

…

ポ

三

、

洋

琴

獨

奏

甲

、

力

。

フ

リ

ッ

チ

ョ

作

品

十

四

…

…

…

…

…

…

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

二

、

女

賢

一

重

唱

ソ

。

フ

ラ

ノ

和

泉

千

代

ッ

パ

瀧

井

悌

介
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+
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン

イ
短
調
…
…
…
…
ギ

オ

競
奏
柴
第
二
十
二
、
第
一
榮
章
、

（
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
九
巻
第
十
一
号
、
大
正
七
年
十
一
月
、
六
マ
~
六
二
頁
）

■七
月
六
日
土
曜
演
奏
會
を
催
す
豫
定
で
居

っ
た
の
が
、
大
會
の
時
日
と
の
距
離
が

餘
り
僅
か
な
た
め
、
十
分
な
準
備
を
す
る
の
に
困
難
を
感
ず
る
の
で
今
年
に
限
つ
て
七

月
の
會
は
休
む
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

■近
頃
あ
ま
り
に
音
楽
會
が
あ
り
過
ぎ
、
そ
れ
も
よ
い
も
の
ば
か
り
な
ら
ば
結
構
で

あ
り
ま
す
が
、
随
分
い
か
ゞ
は
し
い
も
の
も
少
く
な
か
っ
た
様
な
観
が
あ
り
ま
し
て
、

た
め
に
よ
い
音
楽
會
を
開
か
う
と
す
る
障
害
に
な
る
の
を
遺
憾
に
思
ひ
ま
す
。

■現
に
チ
ェ

ル
ロ
の
シ
コ
ラ
ー
氏
、
洋
琴
の
ス
ク
ラ
レ
フ
ス
キ
ー
教
授
等
の
古
典
的

曲
目
（
バ
ッ
ハ
、
ベ
ー
ト
ー
‘ヱ
ン
等
）
の
演
奏
會
を
企
て
よ
う
と
し
た
熱
心
な
音
楽
愛

好
家
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
是
等
の
俗
悪
な
演
奏
會
に
妨
げ
ら
れ
て
賞
現
出
来
な
か

っ
た
の
は
残
念
で
あ
り
ま
す
。

■白
樺
の
同
人
諸
氏
が
海
外
の
美
術
家
の
作
品
の
展
覧
會
を
自
由
に
開
い
て
邦
人
の

美
術
鑑
識
眼
を
高
め
る
上
に
貢
献
さ
れ
て
居
る
様
に
、
音
楽
の
方
も
興
行
物
視
し
な
い

で、

美
術
品
の
展
覧
會
と
何
の
相
異
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
員
に
音
楽
趣
味
の
向
上

に
資
す
た
め
に
企
て
ら
れ
る
研
究
的
の
演
奏
會
は
主
催
者
の
人
格
次
第
で
も
つ
と
自
由

に
開
催
出
来
る
様
に
し
た
な
ら
ば
、
ど
ん
な
に
か
音
楽
の
進
歩
疲
達
を
助
け
る
こ
と
で

あ
ら
う
か
と
思
は
れ
る
。

■こ
れ
が
出
来
な
い
な
ら
ば
本
掌
に
音
楽
を
愛
し
、
ま
た
こ
れ
を
尊
敬
す
る
人
々
が

相
集
つ
て
會
を
組
織
し
、
外
國
か
ら
よ
い
藝
術
家
の
来
朝
す
る
度
毎
に
演
奏
會
を
開
い

て、

藝
術
家
に
も
出
来
る
だ
け
多
く
の
謝
證
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
様
に

し
た
な

ら

ば
、
博
へ
聞
い
て
よ
い
音
楽
家
が
も
っ
と
澤
山
我
邦
を
訪
れ
て
彼
等
の
優
れ
た
藝
術
で

我
同
胞
の
趣
味
的
生
活
を
富
ま
せ
て
呉
れ
る
だ
ら
う
と
思
ふ
。
自
分
は
切
に
さ
う
な
る

こ
と
を
祈
つ
て
止
ま
な
い
。

ツ

テ

ィ

高

階

哲

夫

長

唄
こ

ひ

の

わ

な

て

く

だ

の

か

け

あ

ひ

六

、

懇

罠

奇

掛

合

（

犬

帥

）

太大小笛同同三同同長

鼓鼓鼓 絃 唄

六梅六西杵杵今芳芳芳

郎郎郎次蔵郎郎三郎郎

菅
野

一
中
節

五
、
犀

の

口；

シ

テ

菅

ワ

キ

菅

三

味

線

菅

郷屋合川屋屋藤村村村

新勝新 五長伊孝

十次三鉦勝三十孝四次吟利序

野野野

平三遊

清

元

節

は
る

よ

し

や

う

じ

の

四

、

春

夜

障

子霧

）

（

タ

梅＄

麟
子線

清清清清清

元一元元元

梅正
元榮延

梅壽壽

之太太太

助吉夫夫夫

I
I休
憩

十

五

分

間

1

1

常

磐

津

節

、

虹

が

加

声

七k

常

磐

津

常

磐

津

常

磐

津

三
味
線

常

磐

津

上

調

子

常

磐

津

林兼松 文

字

多豊華都花

上

方

唄

た
ま

二
、
玉

JI!ぢ

同同替三
本味

地手手線

加富長

藤崎谷

柔 春幸

子昇輝

河

東
ゅ

ゃ

一、

E
"

f

台

只

里（
宗
盛
花
見
の
段
）

三
味
線

山山

節

山

彦彦豆豆彦

姫八

第 1部

千千

子重子代代

曲

目

明治・大正篇

甲
、
王
の
祈
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
プ

乙
、
秋
は
恨
ま
ず
作
品
四
十
八
第
七
…
…
…
…
…
…
…
シ

大
正
七
年
十
月
十
三
日

邦
楽
会
第
十
四
回
演
奏
会

ユ

Jレ

マ

ン フ

（『＿音
築
』
學
友
會
、
第
九
巻
第
七
号
、
大
正
七
年
七
月
、
六
九
頁
）
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六
、
管

五
、
獨

三
、
合

架

ハ
長
調
交
響
曲
（
第
四
十
一
番
）
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
モ
ツ
ァ
ー
ル
ト
作
曲

ア
レ
ー
グ
ロ

絃

大
正
七
年
＋
＿
月
三
十
日
、
十
二
月
一
日

大
正
七
年
十
二
月
一
日

音

楽

演

奏

曲

目

「
ロ
ド
イ
ス
カ
」
の
序
曲

二
、
管
絃
榮
附
き
ピ
ア
ノ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
萩

イ
短
調
競
奏
曲
（
作
品
五
四
、
第
一
章
）
…
…
…
…
•
•
•
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

青
木
存
義
作
歌
｝

大
須
賀
績
作
歌

吉
丸
一
昌
作
歌
：
…
…
…
…
…
…
•
ゼ
ー
ダ
ー
マ
ン
作
曲

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
多

ニ
短
調
競
奏
曲
（
作
品
三
一
、
第
四
番

第
一
章
及
第
二
章
）
•
…
…
…
…
…
…
…
・
・
ヴ
ィ
ュ
ー
タ
ン
作
曲

唱
（
管
絃
楽
伴
奏
）
…
…

歌
劇
「
オ
ベ
ロ
ン
」
中
の
レ
ー
ツ
ィ
ア
の
抒
情
調
：
・
・
・
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
作
曲

ア
ン
ダ
ン
テ
、

の

カ
ン
タ
ー
ビ
レ

ミ
ヌ
エ
ッ
ト

モ
ル
ト
、

い

、

森

朝

ろ
、
た
の
し
き
春

は
、
郊
宴
の
歌

唱

一

、

管

絃

榮

指

揮

者

ア
レ
ー
グ
ロ

東

京

音

楽

學

校

ケ

ル

ビ

ー

ニ

作

曲

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

グ
ス
タ
ー
ブ
、

ク
ロ
ー
ン

ペ

ッ

ツ

ォ

ル

ド

久

原

英

第
三
十
五
回
定
期
演
奏
会

日
曜
日
午
後
二
時
開
會

寅

？ 炉 仝 ゃ tゞ） 1--' ．． 

P
R
O
G
R
A
M
M
E
 

O
F
 

C
O
N
C
E
R
T
 

S
U
N
D
A
Y
,
 D

E
C
E
M
B
E
R
 1
S
T
,
 19

1
8
 

A
t
 
2
 
p
.
 m
.
 

T
O
K
Y
O
 A
C
A
D
E
M
Y
 O
F
 M
U
S
I
C
 

U
Y
E
N
O
 

O
v
e
r
ture t
o

忌^
d
oi
ska
"
…

…

…

…

…

…

…

…

…

C
h
e
r
u
bi
ni
.

C
o
n
c
e
rt
o
 for 
Pi
a
n
o
 w
i
t

h
 O
r
c
h
e
st
ra i
n
 A
 M
i

nor,
 

O
p
.
 54 

(
Fi
rst
 Movemen

t)…………•…

••Schumann

. 

M
r.
 Y.
 

H
ag
i

w
a
r
a
.
 

…•………………

••Mendelssohn

. 

C
h
o
r
u
s
e
s
:
 

a
.
 

I
m
 W
a
l
d
e
.
 

}
 

b•D

ie 

N
a
c
ht
i
g

all
.
 

c.
 H
o
c
h
z
e
i
ts-
M
a
r
s
c
h
•

…
…
…
…
…
…
…
…
…

S
ミ
d
e
r
m
a
n
n
.

G
r
a
n
d
 C
o
n
c
e
rt
o
 for 
V
i

oli
n
 in
 D
 M
i

nor,
0
p
.
 31
,
 

N
o.
 

4
 (
Fi
rst
 

a
n
d
 S
e
c
o
n
d
 
Movemen

t)•••V

ieux

tem
p
s. 

Mr•H

. 
O
h
n
o
.
 

A
ri
a
^
^
O
z
e
a
n,
 du
 U
n
g
e
h
e
u
e
r
"
 
w
i
t

h
 O
r
c
h
e
st
r

a

…

…

w
r
e
b
e
m
 

M
r
s.
 

H
.
 Pet

z
o
l
d.
 

S
y
mp
h
o
n
y
 
wit
h
 F
ug

ue (Jup
i
t

er) i
n
 C
 M
aj
or,
 

N
o.41
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

A
f
o臼
a
rt
.

Alleg
ro 

A
n
d
a
nt
e
 cant
a
bi
le 

M
i

n
u
ett
o
 

M
o
lt
o
 Alleg
ro 

C
o
n
d
u
ct
o
r
:
 G•Kron. 
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（一）

こ

ぬ

れ

し

ら

つ
ら
な
る
木
末
の
い
つ
し
か
白
み
て
、

の

第
二
十
四

ケ
ル
ビ
ー
ニ
作
曲

昔
榮
演
奏
曲
目
梗
概

一

管

絃

柴

『
ロ
ド
イ
ス
カ
』
の
序
曲

所
謂
佛
蘭
西
『
古
典
派
』
の
大
家
ケ
ル
ビ
ー
ニ
(
L
u
igi
C
h
e
r
u
b
in
i
 
1
7
6
0ー

1
8
4
2
)

の
歌
劇
は
今
日
世
に
忘
ら
れ
た
る
も
の
多
く
、
『
ロ
ド
イ
ス
カ
』
（
一
七
九
一
年
初
演
）

の
如
き
も
今
は
其
の
序
曲
の
時
々
演
奏
せ
ら
る
A

を
聞
く
の
み
。
こ
の
序
曲
は
作
者
の

高
雅
な
る
管
絃
楽
の
一
例
に
し
て
、
最
初
に
拍
子
頗
る
齊
然
た
る
緩
徐
な
る
序
節
あ

り
。
之
に
次
ぐ
快
速
部
は
古
典
時
代
の
序
曲
に
普
通
な
る
形
式
を
具

へ
楽
趣
は
華
美
快

バ
ス
ト
ラ
ー
ル

活
な
り
。
第
二
の
楽
想
殊
に
め
で
た
し
。
終
に
近
く
牧
歌
を
挿
み
て
愛
化
を
施
し
、

序
曲
は
歌
劇
の
結
尾
と
同
じ
く
歓
喜
の
調
に
終
る
。

二

管

絃

楽

附

き

ピ

ア

ノ

イ
短
調
競
奏
曲
（
作
品
五
四
、
第
一
章
）
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

リ

ー

ド

獨
唱
小
歌
及
び
獨
奏
ビ
ア
ノ
曲
に
多
く
の
詩
趣
あ
る
名
作
を
出
せ
る
シ
ュ
ー
マ
ン

n
ン
セ
ル
ト

(
R
o
b
e
rt
 

S
c
h
u
m
a
n
n
 1
8
1
0
1
1
8
5
6
)

は
蹄
字
突
曲
i
の
七
年
国
に
も
姑
ム
に
芸K
す
る
一
伽
芦
作
を

遺
せ
り
。
作
者
は
其
の
書
簡
の
一
に
『
余
は
技
術
家
の
為
め
に
競
奏
曲
を
作
る
を
得

ず
』
と
記
せ
り
。
本
曲
は
彼
の
此
の
主
義
を
遺
憾
な
く
示
す
も
の
に
し
て
、
徹
頭
徹
尾

技
術
過
重
の
晒
習
を
避
け
た
る
黙
に
於
て
最
も
注
目
に
値
す
。
第
一
章
は
一
八
四
一
年

の
作
に
係
り
、
其
の
形
式
稽
自
由
に
し
て
作
者
の
勃
興
時
代
に
於
け
る
空
想
曲
の
名
残

を
留
む
。
主
楽
想
は
多
様
に
愛
形
せ
ら
れ
つ
A

反
復
し
て
全
曲
に
統
一
を
附
典
す
。

三

合

唱

（
甲
）
（
乙
）
は
獨
逸
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
派
の
大
家
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
(

F

.

M
e
n
d
e
l
s
-

s
o
h
n
、B
a
rt
h
o
l
d
y
1
8
0
9ー
ー

1
8
4
7
)

の
ムロ唄
I

曲
の
小
品
、
（
丙
）
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
王
立

劇
場
の
楽
長
た
り
し
瑞
典
入
ゼ
ー
デ
ル
マ
ン
(

E

.
J
.
 

[
J
o
h
a
n
 A
u
g
u
st
]
 

S
o
d
e
r
m
a
n
n
 

1
8
3
2ー

1
8
7
6
)

の
佳
作
な
り
。
本
演
奏
に
は
邦
語
の
歌
詞
を
用
ふ
。

も

り

あ

し

た

森

朝

宵
木
存
義
作
歌

効

宴

の

歌 こ

た
の
し
き
春
べ
は
木
ぬ
れ
の
花
に
、

わ
が
き
み

君
の
名
か
け
つ
つ
唸
鳴
く
も
、
吾
君
来
ま
せ
。

ほ
の
め
く
葉
末
、

一

こ

え
だ

さ
ゆ
ら
ぐ
小
枝
、

か
ぜ

お
と
な
ふ
そ
よ
風

し
た
く
さ

下
草
ふ
る
ひ
、

お

つ

ゆ

置
く
露
ゆ
り
て
、

い

ま

も

り

ゆ

め

今
し
も
森
は
夢
よ
り
さ
め
ぬ
。

（二）

あ
さ

ひ

こ

そ

さ
し
そ
ふ
朝
日
子
く
れ
な
ゐ
染
む
れ
ば
、

は

づ

ゆ

き
ら
め
く
葉
露
、

い

ろ

も

み

ぢ

色
ま
す
紅
葉
、

』

こ

と

り

う
た

小
鳥
の
歌
さ

へ、

あ
し
た

朝
を
た
A

へ、

ひ

か

げ

日
の
影
ほ
ぎ
て
、

い

ま

も

り

た

の

今
こ
そ
森
の
楽
し
き
め
ざ
め
。

た

の

し

き

春

花
さ
く
春
野
に
浅
茅
の
上
に

ゆ
ふ
づ
き

さ
ゞ
め
く
夕
月
い
つ
か
と
待
た
む
。

吾
君
来
ま
せ
吾
君
来
ま
せ
。

君
は
い
つ
い
つ
、
鳥
は
呼
ぶ
し
ば
／
＼
゜

か

げ

ろ

ふ

ゆ

立
つ
や
陽
炎
の
糸
は
揺
れ
て

ほ

こ

ろ

も

花
は
綻
び
草
は
荊
え
て

も

よ

ほ

よ

も

春
ぞ
と
催
す
四
方
の
色
を
見
よ

大
須
賀
績
作
歌

吉
丸
一
昌
作
歌

第1部 明治・大正篇 484 



五
獨
唱
（
管
絃
架
伴
奏
）

抒
情
調
『
大
洋
よ
、
汝
、
怪
物
よ
』

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ニ
短
調
競
奏
曲
（
作
品
三
一

第
四
番
、
第
一
及
第
二
章
）

ベ
リ
オ
の
後
を
追
ひ
て
白
耳
義
楽
界
の
覇
者
た
り
し
ヴ
ィ
ユ
ー
タ
ン

(
H
e
n
ri

Vi
e
u
xt
e
m
p
s
 1
8
2
0
1
1
8
8
1
)

は
十
＋
｛
叫
ag
a
に払瓜
1
り
る
早取
十
八
ヴ
ソ
ァ
イ
オ
リ
ン
｛
琢
の
一
人

に
し
て
、
其
の
作
曲
も
主
と
し
て
此
の
楽
器
の
為
め
に
な
さ
れ
た
り
。
ヴ
ィ
ユ
ー
タ
ン

の
曲
は
徒
ら
に
技
術
の
浮
華
を
以
て
俗
耳
を
驚
か
す
如
き
曲
と
は
撰
を
異
に
し
、
概
ね

確
賞
な
る
古
典
的
形
式
に
優
れ
、
高
尚
な
る
意
味
に
於
て
華
美
絢
爛
と
呼
ぶ
べ
き
も
の

シ
ン
フ
ォ

ニ
ー

な
り
。
交
響
曲
風
に
作
れ
る
大
コ
ン
セ
ル
ト
敷
篇
は
其
の
最
も
好
き
賓
例
に
し
て
本
曲

は
賀
に
其
の
一
な
り
。

四

わ
が
心
す
ゞ
ろ
く
。

い
ざ
い
ざ
酒
酌
め
。
楽
し
の
此
日
を

空
に
は
過
さ
で
、
酒
酌
め
。

人
の
此
の
世
は
い
く
ば
く
ぞ
や
。

酔
を
す
A

め
て
杯
取
れ
。

再
び
春
は
わ
れ
に
有
ら
ず
。

ゑ
ひ

ふ
け

今
日
を
楽
し
く
酔
に
耽
れ
。

立
つ
や
陽
炎
の
糸
は
揺
れ
て

花
は
綻
び
草
は
萌
え
て

春
ぞ
と
催
す
四
方
の
色
を
見
よ

わ
が
心
す
ゞ
ろ
く
。

い
ざ
い
ざ
酒
酌
め
。
楽
し
の
此
の
日
を

空
に
は
過
さ
で
、
酒
酌
め
。

心
を
開
き
て
酔
を
入
れ
よ
。

う
れ
ひ
捨
て
A

酒
酌
め

人
の
此
の
世
は
い
く
ば
く
ぞ
や
。

」

ヴ
ィ
ユ
ー
タ
ン
作
曲

ヴ
ェ
ー
ベ
ル
作
曲

A
ri
e
 d
e
r
 R
e
zi
a
.
 

獨
逸
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
歌
劇
の
始
祖
と
い
は
る
A

ヴ
ェ
ー
ベ
ル

(

C
.

M
.
 
v
.
 

W
e
b
e
r
 

1
7
8
6ー

1
8
2
6
)

の盛
5
幽
5

『
オ
ベ
ロ
ン
』
は
元
、
英
國
よ
り
の
依
頼
に
應
じ
て
作
れ
る
も

の
に
て
、
作
者
の
歿
す
る
敷
月
前
初
め
て
ロ
ン
ド
ン
市
に
（
英
文
歌
詞
に
て
）
演
奏
せ

ら
れ
た
り
。

歌
詞
は
佛
蘭
西
の
古
き
物
語
『
ボ
ル
ド
ー
の
ユ
オ
ン
』

(
H
u
o
n
d
e
 B
o
r
d
e
a
u
x
)
に

基
き
て
。
フ
ラ
ン
シ
ェ
の
撰
べ
る
も
の
に
て
、
其
の
筋
は
魔
王
オ
ベ
ロ
ン
が
夫
人
テ
イ
タ

ニ
ア
と
仲
た
が
ひ
の
末
、
如
何
な
る
危
難
に
遇
ひ
て
も
操
を
か
へ
ぬ
夫
婦
を
世
に
見
出

す
ま
で
仲
直
り
せ
じ
と
誓
ふ
こ
と
あ
り
。
配
下
の
い
た
づ
ら
も
の
パ
ッ
ク
は
か
A

る
夫

婦
を
求
め
て
諸
方
を
め
ぐ
る
う
ち
、
ユ
オ
ン
と
い
ふ
若
き
武
士
シ
ャ
ー
ル
マ
ー
ギ
ュ
の

子
息
を
殺
し
た
る
科
に
て
バ
グ
ダ
ッ
ド
に
順
證
し
、
其
虐
な
る
國
王
の
姫
レ
ツ
ィ
ア
を

花
嫁
と
し
て
連
れ
鱚
る
べ
き
旨
宜
告
せ
ら
れ
た
り
と
聞
き
込
み
、
魔
王
は
妻
と
仲
直
り

の
道
具
に
此
の
二
人
を
使
は
ん
と
企
て
、
初
め
に
二
人
を
引
き
合
せ
た
る
後
二
人
が
鱚

り
の
航
海
中
に
そ
の
船
を
覆

へ
し
て
彼
等
を
引
き
は
な
し
、
一
人
一
人
に
誘
惑
し
て
十

分
に
た
め
し
た
る
後
、
二
人
の
操
の
愛
ら
ざ
る
を
見
て
打
ち
喜
び
己
は
夫
人
と
和
解
し

て
ユ
オ
ン
と
そ
の
妻
を
故
國
に
鰭
ら
し
む
と
い
ふ
な
り
。

絃
に
奏
す
る
抒
情
調
は
全
篇
中
最
も
著
明
な
る
高
音
獨
唱
に
し
て
、
レ
ツ
ィ
ア
が
難

船
の
後
、
夫
に
救
は
れ
て
或
る
島
に
着
き
、
蘇
生
の
後
大
海
を
眺
め
つ
A

歌
ふ
も
の
な

り
。
怒
濤
漸
く
し
づ
ま
り
て
、
雲
霧
の
中
よ
り
日
光
の
洩
れ
出
づ
る
様
を
う
た
ふ
ま
で

ア
レ
グ

レ
ッ
ト

は
一
般
の
叙
景
な
る
が
、
稽
快
速
調
に
入
り
て
、
『
か
し
こ
に
美
し
く
白
く
き
ら
め
く

は
何
』
よ
り
以
下
は
海
賊
船
の
近
づ
く
を
認
め
て
救
ひ
の
舟
と
打
ち
よ
ろ
こ
び
、
ユ
オ

ン
に
も
と
く
見
よ
と
呼
ぶ
な
り
。

伴
奏
器
楽
の
巧
み
な
る
叙
景
法
は
全
閥
の
効
果
に
多
大
の
闘
係
あ
り
。
殊
に
初
の

ア

レ

グ

ロ

レ

シ

タ

チ

ー
ヴ

ァ

ン

ダ

ン
テ

快
速
部
に
於
け
る
怒
濤
の
描
窮
と
日
の
出
を
う
つ
せ
る
朗
吟
調
及
び
之
に
績
く
並
歩
調

の
伴
奏
に
於
て
然
り
。

(
L
a
r
g
o
 a
s
s
ai

.
)
 

O
z
e
a
n
!
 
d
u
 U
n
g
e
h
e
u
e
r
 !
 Sc
h
l
a
n
g
e
n
g
l
ei
c
h
 halt
st
 

d
u
 u
m
,
 

s
c
h
l
u
n
g
e
n
 r
u
n
d
 di
e
 g
a
n
z
e
 W
e
l
t
 !
 D
e
m
 A
u
g
e
 bi
st
 

ei
n
 A
n
b
li
c
k
 voll 

G
r
o
s
s
e
 d
u
,
 w

e
n
n
 fr
i

edli

c
h
 i
n
 d
e
s
 M
o
r
g
e
n
s
 L
i

c
ht
 

d
u
 s
c
h
l
af
st
 
!
 Do
c
h
 

w
e
n
n
 i
n
 W

ut
 

d
u
 di
c
h
 e
r
h
e
b
st

,
 

o
 M
e
e
r
!
.
 

u
n
d
 schli
n
g
st
 
di

e
 K
n
ot
e
n
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u
n
 d
e
i
n
 O
p
f
e
r
 h
e
r
,

N
e
r
m
a
l
m
e
n
d
 d
a
s
 m
a
c
h
t
i
g
e
 S
c
h
i
f
f
,
 als w

a
r
's
 ei
n
 

R
o
h
r
:
 d
a
n
n
,
 O

z
e
a
n
,
 stellst 

d
u
 e
i
n
 
S
c
h
r
e
c
k
b
i
l
d
 
d
a
r
.
 

(
A
l
l
e
g
ro c
o
n
 m
o
t
o
)
 N
o
c
h
 s
e
h
 i
c
h
 
d
i
e
 
W
e
l
l
e
n
 t
o
b
e
n
,
 <

l
u
r
c
h
 d
i
e
 N
a
c
h
t
 

i
h
r
 
S
c
h
a
u
m
e
n
 
s
c
h
l
e
u
d
e
r
n
 
a
n
 
d
e
r
 
B
r
a
n
d
u
n
g
 
w
i
l
d
 
g
e
h
o
b
e
n
,
 

j

e
d
e
 

L
e
b
e
n
s
 h
o
f
f
n
u
n
g
 scheitern•Doch 

still 
!
 S
e
h
 i
c
h
 
n
i
c
h
t
 

Lic
h
t
 
d
o
r
t
 

s
c
h
i
m
m
e
r
n
,
 r

u
h
e
n
d
 au£ 
d
e
r
 f
e
r
n
e
n
 N
a
c
h
t
,
 wi

e
 d
e
s
 M
o
r
g
e
n
s
 b
l
a
s
s
e
s
 

F
l
i
m
m
e
r
n
,
 w

e
n
n
 v
o
m
 S
c
h
l
a
f
 
e
r
 
e
r
w
a
c
h
t
?
 
H
e
l
l
e
r
 
n
u
n
 e
m
p
o
r
 e
s
 

g
l
i
i
h
e
t
 
i
n
 
d
e
m
 S
t
u
r
m
,
 de

s
 N
e
b
e
l
 z
u
g
 w

i
e
 z
e
r
r
i
s
s
n
e
 W
i
m
p
e
l
 fliehet
,
 

w
i
e
 w
i
l
d
e
r
 
R
o
s
s
 M
a
h
n
e
n
f
l
u
g
.
 

(
M
a
e
s
t
o
s
o
 a
s
s
a
i
)
 
U
n
d
 n
u
n
 
d
i
e
 
S
o
n
n
e
 
g
e
h
t
 
a
u
£
!
 
D
i
e
 
W
i
n
d
e
 l
i
s
p
e
l
n
 

leis; 
g
e
s
t
i
l
l
t
e
r
 
Z
o
r
n
 w
o
g
t
 n
u
r
 i
m
 W
e
l
l
e
n
k
r
e
i
s
.
 

(

j

/
n
d
a
n
t
e
 
m
a
e
s
t
o
s
o
,
 m

a
 c
o
n
 m
0
t
o
)
 W
o
l
k
e
n
l
o
s
 s
t
r
a
h
l
t
 d
a
n
n
 d
i
e
 S
o
n
n
e
 

au£ 
d
i
e
 
p
u
r
p
u
r
w
e
l
l
e
n
 n
i
e
d
e
r
,
 w

i
e
 e
i
n
 
H
e
l
d
 n
a
c
h
 S
c
h
l
a
c
h
t
e
n
w
o
n
n
e
 

s
i
e
g
r
e
i
c
h
 
eilt 
z
u
r
 H
a
i
m
a
t
 w
i
e
d
e
r
.
 A

c
h
 !
 vi
e
l
l
e
i
c
h
t
 e
r
b
l
i
c
k
e
t
 n
i
m
m
e
r
 

w
i
e
d
e
r
 d
i
e
s
e
s
 
A
u
g
 i
h
r
 
L
i
c
h
t
!
 
L
e
b
e
 w
o
h
l
,
 d

u
 G
l
a
n
z
,
 filr 

i
m
m
e
r
,
 

d
e
n
n
 
f
 
ilr 
m
i
c
h
 
e
r
s
t
e
h
s
t
 
d
u
 
n
i
c
h
t
,
 d

e
n
n
 
filr 
m
i
c
h
 
e
r
s
t
e
h
s
t
 
d
u
 

ni
c
ht
 ! 

(
A
l
l
e
g
r
e
t
t
o
)
 
D
o
c
h
 w
a
s
 
g
l
a
n
z
t
 
d
o
r
t
 
s
c
h
 o
n
 u
n
d
 w
e
i
s
s
,
 h

e
b
t
 
s
i
c
h
 
m
i
t
 

d
e
r
 W
e
l
l
e
n
 H
e
b
e
n
?

's
 ist 
M
o
v
e
,
 sie 

s
c
h
w
e
i
f
t
 
i
m
 K
r
e
i
s
,
 w

o
 d
i
e
 

F
l
u
t
 r
a
u
b
t
 e
i
n
 
L
e
b
e
n
 !
 

(
A
l
l
e
g
ro m
o
d
e
r
a
t
o
)
 
N
e
i
n
,
 k

e
i
n
 
V
o
g
e
l
 
ist's !
 E
s
 n
a
h
t
 !
 H
e
i
l
 !
 E
s
 ist 

e
i
n
 
B
o
o
t
,
 e

i
n
 
S
c
h
i
f
f
!
 
U
n
d
 r
u
h
i
g
 
s
e
g
e
l
t
'
s
 
s
e
i
n
e
n
 
P
fad
 u
n
g
e
s
tort 

<
l
u
r
c
h
 
d
a
s
 R
i
f
f
.
 

(
P
r
e
s
t
o
 c
o
n
 
fuo
c
o
)
 
0
 W
o
n
n
e
 !
 M
e
i
n
 H
i
l
o
n
,
 z

u
m
 U

fer
 h
e
r
b
e
i
,
 z

u
m
 

U
f
e
r
 h
e
r
b
e
i
 !
 0
 W
o
n
n
e
 !
 M
e
i
n
 H

忠
n
,
z
u
m
 U

fer
 h
e
r
b
e
i
,
 z

u
m
 U
f
e
r
 

h
e
r
b
e
i
 !
 S
c
h
n
e
l
l
,
 s

c
h
n
e
l
l
 
d
i
e
s
e
n
 
S
c
h
l
e
i
e
r
 !
 E
r
 w
e
h
t
 !
 0
 G
o
t
t
,
 se

n
d
e
 

R
a
t
 !
 S
i
e
 
s
e
h
n
 
m
i
c
h
 !
 S
c
h
o
n
 
A
n
t
w
o
r
t
 !
 S
i
e
 
r
u
d
e
r
n
 
m
i
t
 
M
a
c
h
t
 !
 

H
i
l
o
n
!
 
H
i
l
o
n
!
 
H
i
l
o
n
!
 
H
i
l
o
n
!
 
H
i
l
o
n
!
 
H
i
l
o
n
!
 
H
i
l
o
n
!
 
H

忠
n
!
M
e
i
n
 

H
i
l
o
n
,
 m

e
i
n
 G
a
t
t
e
,
 di

e
 R
e
ttu
n
g
,
 sie n

a
h
t
 !
 m
e
i
n
 G
a
tte
,
 m

e
i
n
 H

号
n
,

d
i
e
 R
e
t
t
u
n
g
,
 sie 

n
a
h
t
!
 
sie 
n
a
h
t
!
 
R
e
t
t
u
n
g
!
 
H
i
l
o
n
!
 
R
e
ttu
n
g
 n

a
c
h
t
!
 

R
e
t
t
u
n
g
,
 sie 

n
a
c
h
t
 !
 M
e
i
n
 
H
i
l
o
n
,
 m

e
i
n
 
G
a
t
t
e
,
 d

i
e
 
R
e
t
t
u
n
g
,
 sie 

n
a
h
t
 !
 M
e
i
n
 
H
i
l
o
n
,
 m

e
i
n
 
G
a
t
t
e
,
 l

ie 
R
e
ttu
n
g
,
 sie 

n
a
h
t
 !
 R
e
t
t
u
n
g
 

n
a
h
t
,
 R

e
t
t
u
n
g
 n
a
h
t
.
 R

e
t
t
u
n
g
 n
a
h
t
 !
 R
e
t
t
u
n
g
 n
a
h
t
!
 
R
e
t
t
u
n
g
 n
a
h
t
!
 

六

管

絃

榮

ハ

長

調

交

響

曲

モ

ツ

ア

ー

ル

ト

作

曲

一
七
八
八
年
作
の
本
曲
は
モ
ツ
ァ
ル
ト
(

W
.
A
.
 Mo

z
a
r
t
 1
7
5
6
1
1
7
9
1
)

の
最
後
の

交
響
曲
に
し
て
、
又
た
最
も
壮
大
高
貴
の
趣
あ
る
も
の
な
り
。
世
人
が
『
ジ
ュ
ピ
タ

ー
』
の
名
を
以
て
之
を
稲
す
る
も
亦
た
宜
な
り
と
謂
ふ
べ
し
。

第

一
章
は
序
節
な
く
し
て
直
ち
に
快
速
部
に
入
る
。
曲
頭
に
現
は
る
A

第
一
楽
想
は

時
に
牡
麗
、
時
に
優
美
の
特
性
を
帯
ぶ
。
第
二
の
楽
想
は
極
め
て
温
雅
に
し
て
、
之
に

次
ぐ
挿
旬
は
喜
悦
の
情
に
充
ち
た
り
。

第
二
章
（
並
歩
調
）
は
甚
だ
表
情
に
富
み
、
旋
律
は
一
と
し
て
美
妙
な
ら
ざ
る
も
の

な
し
。
殊
に
弱
音
器
を
附
し
た
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
現
は
る
A

最
初
の
楽
想
に
於
て
然

り
。
ベ
ー
ス
こ
れ
を
承
け
て
反
復
す
る
や
、
新
し
き
旋
律
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
に
現
は
れ
、
こ

れ
よ
り
オ
ー
ボ
エ
に
奏
せ
ら
る
A

極
め
て
平
和
な
る
第
二
楽
想
に
連
る
。

第
三
章
の
メ
ヌ
エ
ッ
ト
舞
曲
は
極
め
て
可
憐
な
り
。
其
の
進
行
園
轄
自
在
に
し
て
、

ト

リ

オ

モ
ツ
ァ
ー
ル
ト
に
多
く
見
る
快
活
清
新
の
調
に
充
て
り
。
主
部
と
同
調
に
作
れ
る
中
部

に
は
無
邪
氣
な
る
嬉
戯
の
情
溢
れ
た
り
。
此
の
部
分
は
八
分
音
符
の
旋
律
に
於
て
も
、

楽
器
の
配
合
に
於
て
も
ハ
イ
ド
ン
の
悌
を
存
す
。

全
篇
中
最
も
名
高
き
第
四
章
（
終
曲
）
は
四

つ
の
楽
想
に
基
け
る
フ
ー
ガ
に
し
て
、

モ
ツ
ァ
ー
ル
ト
の
製
位
法
に
於
け
る
造
詣
の
深
き
を
示
す
好
適
例
と
評
せ
ら
る
。
殊
に

急
迫
奏
及
び
カ
ノ
ン
式
模
倣
に
於
て
其
の
妙
技
を
見
る
。
さ
れ
ど
本
曲
の
更
に
卓
越
せ

る
は
か
A

る
技
術
の
巧
妙
と
共
に
最
も
牡
大
高
貴
な
る
感
情
を
表
出
せ
る
黙
に
あ
り
。

〔
関
連
記
事
〕

■十
一
月
三
十
日
、
十
二
月
一
日
午
後
二
時
よ
り
東
京
音
楽
學
校
秋
季
音
楽
演
奏
會

開
催
せ
ら
れ
、
雨
日
と
も
滴
員
の
盛
況
を
見
た
り
。
斯
か
る
こ
と
は
敷
年
前
に
於
て
は

見
ら
れ
ざ
り
し
事
な
り
。
曲
目
は
左
の
如
し
。
〔
曲
目
省
略
〕

（
『
＿
音
楽
』
函
手
冬
曾
、
第
十
巻
第
一
号
、
大
正
八
年
一
月
、
六
七
頁
）

大
正
七
年
十
二
月
八
日
学
友
会
第
二
回
特
別
演
奏
会

■十
二
月
八
日
午
後
二
時
よ
り
學
友
會
第
二
回
特
別
演
奏
會
『
ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ

ン
の
午
後
』
を
開
催
、
豫
告
の
如
く
久
野
助
教
授
に
よ
っ
て
左
記
の
五
大
奏
鳴

曲
演
奏
さ
れ
た
り
。
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四
、
洋
琴

（
ベ
ル
ラ
ヂ
オ

ロ
マ
ン
ス

一

、

悲

愴

奏

鳴

曲

二

、

月

光

奏

鳴

曲

三
、
二
短
調
奏
鳴
曲

四

、

極

光

奏

鳴

曲

五

、

熱

情

奏

鳴

曲

大
正
七
年
十
二
月
十
四
日
、
十
五
日

ァ
ル
レ
グ
ロ

第第

（
ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ
ン
の
カ
デ
ン
ス
）

ロ
ン
ド
（
フ
ム
メ
ル
の
カ
デ
ン
ス
）

三
、
上
高
音
獨
唱

歌
劇
『
セ
ミ
ラ
ミ
ー
デ
』
中
の
抒
情
調
…
…
…
…
…
…
ロ
ッ
ス
イ
ー
ニ

ル
シ
ン
ギ
エ
ー
ル
）

第第

シ
ョ
ル
ッ
敦
師

上

野

マ

サ

ヲ

ヘ
短
調
競
奏
曲
、
作
品
七
十
九
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‘
ヱ

．
十

一

、

合

唱

會

騎
士
と
そ
の
娘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。
ハ

指
揮
者
助
敦
授
船
橋
榮
吉
、
同
大
塚
淳

岩

田

さ

と

貞

シ
ョ
ル
ツ
敦
師

+
、
洋
琴

助
敦
授

高

カ ノミ

487 

員

第3章

ア
ナ
ク
レ
オ
ン
の
墓
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
プ

ァ
ル
レ
ル
ゼ
ー
レ
ン
作
品
十
、
第
八
…
…
…
…
…
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

第
一

第
二

宮

シ
ョ
ル
ツ
教
師

折

次

乙、 第
十
一
競
奏
曲
、
作
品
二
十
三
、
第
一
渠
章
…
…
…
…
ロ

九
、
深
音
獨
唱

甲、

Jレ

フ

ニ
短
調
愛
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
;
…
•
•
•
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

外

山

國

彦

ド

目
に
依
つ
て
開
催
せ
り
。

一
、
女
盤
三
重
合
唱

甲
、
沙
翁
『
十
二
夜
』
中
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー

乙
、
園
丁
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ブ
ラ
ー

二
、
洋
琴

紳

戸

子

草

) I I 

イ言

會

ム

ス

ム

ス

奈

良

春

枝

員

学
友
会
秋
季
演
奏
会

■十
二
月
十
四
、
十
五
雨
日
午
後
二
時
よ
り
本
會
秋
季
大
演
奏
會
を
左
の
曲

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
十
巻
第
一
号
、
大
正
八
年
一
月
、
六
八
頁
）

五

、

合

唱

會

甲
、
オ
ッ
シ
ア
ン
の
『
フ
ィ
ン
ガ
ル
』
中
の
歌
（
女
盤
三

コ
ン

ダ

ム

ハ
長
調
競
奏
曲
、
作
品
十
五
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ゞ
ヱ

ァ
ル
レ
グ
ロ

七
、
上
高
音
獨
唱

ブ
リ
オ
（
ラ
イ
ネ
ッ
ケ
の
カ
デ
ン
ス
）

Jレ

重
合
唱
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー

乙
、
歌
劇
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
中
の
巡
纏
の
合
唱
（
男
盤

四
重
合
唱
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ゞ
ワ
ー
ク
ナ
ー

六

、

絃

榮

合

奏

會

員

甲
、
牧
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ス
イ
モ
ネ
ッ
テ
ィ

乙
、
『
ヂ
ョ
ス
ラ
ン
』
の
子
守
唄
（
チ
ェ
ル
ロ
獨
奏
平
井
保

三
)
:
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ニ

歌
劇
『
デ
ィ
ノ
ー
ラ
ー
』
中
の
宣
叙
調
と
子
守
唄
…
…
マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ル

八
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン

ス 員 ン
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踊
な
み
ま
く
ら
つ
き
の
あ
さ
づ
ま

五

、

浪

枕

月

浅

妻

（

朝

妻

）

新

内

節

わ

か

き

の

あ

だ

な

ぐ

さ

四

、

若

木

仇

名

草

（

蘭

蝶

）

…
…
（
休
憩
十
五
分
間
）
…
…

三

味

線

太大小笛

鼓鼓鼓

西

川

喜

代

春

長
唄
囃
子
連
中

富
士
松
加
賀
太
夫

吾
妻
路
宮
古
太
夫

~ 

味

線 唄
／ー一/‘--へ/---ヘ--_

六梅大西i杵杵今芳芳芳

郷屋合川屋屋藤村村村

新勝新 五長孝孝

十次三鉦勝三十孝太次

郎郎郎次蔵郎郎三郎郎

八
、
合

日
日n
 

六

、

洋

琴

獨

奏
鳴
曲
、
イ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ

七
、
ギ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ル
ロ

ニ
短
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ゴ

ア
ル
レ
グ
ロ

ア
ン
ダ
ン
テ

競
奏
曲
、

モ
デ
ラ
ー
ト

會

ダ

員 Jレ

酒

井

悌

ツ

ァ

ル

ト

奏

木

村

し

づ

ダ

Jレ

ツ

ス

ネ

五
、
保

音 音

獨

甲
、
歌
劇
『
サ
ム
ソ
ン
と
ダ
リ
ラ
』
中
の
春
の

歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
サ
ン

乙
、
『
森
の
魔
女
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

獨

唱

甲
、
悲

吹
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
マ

乙
、
ヂ
ョ
ス
ラ
ン
の
子
守
唄
•
…
…
…
…
…
…
・
・
ゴ

伊

藤

祐

司

長‘

疇

町

鮎

（
坪
内
博
士
作
）

・
サ
エ

ン
ス

唄

長

四
、
高

唱

秋

元

卜

シ

清

本

節

み
ち
ゆ
き
う
き
ね
の
と
も
ど
り

二

、

道

行

浮

埠

鴎

（
お
そ
め
久
松
）

清

元

延

千

嘉

清

元

延

千

太

郎

三

味

線

清

元

延

千

八

上

調

子

清

元

延

菊

千

代

カ
ン
ツ
ォ
ネ
ッ
タ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ギ

Jレ

マ

ン

三
、
風

琴

獨

歌
劇
『
自
由
射
手
』
中
の
エ
ー
ン
ヒ
ニ
ン
と
ア

ガ
ー
テ
の
二
重
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‘
ヱ

奏

下

穂

覺
ノゞ

富

本

節

は

な

か

は

と

み

が

は

り

だ

ん

一
、
花
川
戸
身
替
の
段

（

お

俊

）

富

本

豊

名

見

崎

登

女

名

見

崎

柳

子

一

味

線

名

見

崎

多

賀

一

味

線

富

本

豊

喜

相奈

賀良

た春

か枝

【

曲

目

】

レ

メ

ン

テ

ィ

大
正
七
年
十
二
月
二
十
二
日

邦
楽
会
第
十
五
回
演
奏
会

（

『

昔

榮

』

學

友

會

、

第

十

巻

第

一

号

、

大

正

八

年

一

月

、

六

八

ー

六

九

頁

）

大
正
八
年
二
月
十
五
日
学
友
会
第
二
十
五
回
土
曜
演
奏
会

土
曜
演
奏
會
曲
目
梗
概

一

、

洋

琴

獨

奏

橘

奏
鳴
曲
、
作
品
三
十
四
、
第
一
…
…
…
…
…
…
ク

二

、

女

盤

二

重

唱

J I I 

な

み
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▲
十
五
日
東
京
音
楽
學
校
の
土
曜
演
奏
會
を
四
番
目
の
秋
元
と
し
子
さ
ん
の
獨
唱

き

Aよ

「
森
の
魔
女
」
よ
り
聘
い
た
、
こ
の
人
の
獨
唱
は
可
な
り
、
柔
な
丸
み
の
あ
る
聰
快
い

槃
で
は
あ
る
が
、
も
ち
つ
と
慾
に
は
竪
量
と
槃
に
力
と
が
あ
っ
て
と
思
は
れ
た
。
そ
れ

だ
け
に
唱
っ
た
「
森
の
魔
女
」
は
未
だ
充
分
な
も
の
と
は
言

へ
な
い
。
こ
の
「
森
の
魔

女
」
は
ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
作
で
非
常
に
優
れ
た
曲
で
あ
っ
た
。
あ
の
滅
入
る
様
な

静
な
歌
に
つ
れ
て
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
で
蹄
の
音
を
き
か
し
て
、
こ
の
静
寂
の
中
に
一
っ
の

恐
怖
を
そ
A

る
や
う
な
、
そ
れ
が
亦
曲
の
進
行
に
伴
ふ

て
忽
ち
に
魔
女
の
叫
び
狂
ふ
如

き
様
に
愛
じ
て
轄
々
と
し
て
ゐ
る
こ
の
曲
は
可
成
り
感
銘
の
あ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
次

ぎ
に
伊
藤
誌
司
氏
の
マ
ス
ネ
ー
の
悲
歌
、
ゴ

ダ
ー
ル
の
ジ
ョ
ス
ラ
ン
の
子
守
唄
と
の
獨

唱
が
あ
っ
た
が
、
氏
も
充
分
と
は
言
へ
な
い
が
相
常
に
唱
ひ
こ
な
し
て
は
居
た
。
け
れ

も
ち

ど
、
ど
う
も
低
音
の
音
程
が
少
し
胤
れ
勝
ち
な
の
が
、
氣
に
な

っ
た
が
尤
つ
と
注
意
し

-
」
っ
ち

て
御
修
業
が
あ
り
た
い
。
然
し
そ
れ
と
も
此
方
の
聴
誤
り
か
。
第
六
に
ク

レ
メ
ン
テ
ー

き
つ
か
は

の
ソ
ナ
タ
を
獨
奏
し
た
橘
川
な
み
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
は
一
生
懸
命
な
と
こ
ろ
が
嬉
し
い
。

さ
か
ゐ

て
い

是
れ
こ
そ
こ
の
一
生
懸
命
で
尤
つ
と
／
＼
御
修
業
が
肝
心
、
酒
井
悌
氏
の
チ
ェ
ロ
獨
奏

は
ゴ
ダ
ー
ル
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
ニ
短
調
で
、
流
石
に
こ
の
三
月
卒
業
の
人
と
う
な
づ
か

れ
た
出
来
榮
は
見
事
な
も
の
、
け
れ
ど
無
理
に
貶
せ
ば
一
本
立
に
な
る
に
は
、
も
う
少

し
早
し
と
言

っ
て
仕
舞
ふ
は
悪
か
ら
う
か
…
…
。
一

層
の
御
奮
勘
を
望
む
。
終
り
の
合

唱
は
信
時
潔
氏
の
も
の
せ
ら
れ
た
「
渡
り
鳥
」
「
旅
の
歌
」
二
曲
共
中
々
結
構
な
も
の

で
讃
す
べ
き
出
来
、
殊
に
後
者
が
最
も
優
れ
て
ゐ
た
と
思
は
れ
た
は
吾
れ
の
み
で
は
な

か
っ
た
ら
う
。
指
揮
は
信
時
氏
自
か
ら
の
御
熱
心
ぶ
り
。
例
の
身
ぶ
り
面
白
き
指
揮
に

は
思
は
ず
本
役
御
苦
榮
／
＼
゜

大
正
八
年
三
月
二
十
五
日

卒

業

式

大
正
八
年
一
―
一
月
二
十
五
日
（
火
曜

日
）
午
後
一
時
三
十
分

甲
、
渡

乙
、
旅

の り

鳥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
言イ

歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
言,1 

（
『
一
音
楽
』
腺
友
會
、
第
十
巻
第
二
号
、
大
正
八
年
二
月
、
広
告
頁
）

（
『
月
刊
榮
譜
』
第
八
巻
第
三
号
、
大
正
八
年
三
月
、
三
三
頁
）

時時

潔潔

七、 六、

オ
ル
ガ
ン
獨
奏 第

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

部

ロ
長
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
第
二
番
作
品
十
九
、
第

l

架
章
）
…

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
蜀
奏
•
•
…
…
…
…
・
甲
種
師
範
科
卒
業
生

ト
長
調
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
第
二
十
三
番
、
第
一
架
章
）
…
…
…

三
、
低
音
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
本
科
墜
架
部
卒
業
生

イ
、
墓
地
二
於
テ
（
第
四
番
、
作
品
百
五
）
•
•
…
…
…
…
…
…
•

ロ
、
魔
王
（
作
品
一
）
…
…
…
…
•
•
•

四
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
•
…
…
•
…
…
…
…
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研
究
科
器
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部
修
了
生

イ
長
調
コ
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チ
ェ
ル
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（
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番
）
…

五
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上
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獨
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歌
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ノ
ル
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の
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情
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…
…
…
…
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…
…
…
…

ピ
ア
ノ
獨
奏

愛
イ
長
調
コ
ン
チ
ェ
ル
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第

卒

業

證

書

授
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卒
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網
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榮
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卒
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築
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修
了
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シ
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佐
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ヴ
ェ
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曲
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セ
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…
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業
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岡
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岡
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清

元

節

す

み

だ

四

、

隅

田

川ば

常

磐

津

節

三
、
年
『
―
一
寄
虹

此
曲
の
本
式
の
囃
子
は

近
年
中
絶
せ
し
が
今
回

は
古
式
に
腺
れ
り

富

本

節

み
ち
ゆ
き
お
も
ひ
の
た
ま
か
づ
ら

二

、

道

行

念

玉

蔓

（

長

作

）

大小小笛絃

鼓鼓鼓

三
味
線

三
味
線

上
調
子

同三ワシ
味
線キテ

清清消

. ・ ~ 

フ尤元

正榮延
弓霙

太吋吋
太太

夫夫夫

い

、

夜

の

歌

五
、
混
盤
合
唱

六梅六西常常常常常常常
磐磐磐磐磐磐磐

郷屋合川津津津津津津津

新勝新鉦和文文小弾志松

歌字：］言：
郎郎郎次吉助衛夫夫夫夫

十次三

名名名名富
見見見見
崎崎崎崎本菌薗菌薗

け多柳登

vヽ

菌

八
ゆ
ふ

一
、
タ

ぎ

り

節

宮宮宮宮

千千千千

子賀子女豊代春箕香

大
正
八
年
四
月
六
日
邦
楽
会
第
十
六
回
演
奏
会

1
3
.
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1

1. 

1
0
.
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r
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s
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s
:
 
a
.
 

b
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c. 
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i

n
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r
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C
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e
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n
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r
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.
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e
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F
o
l
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o
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大
正
八
年
五
月
＿

l

-

十
＿
日
、
六
月
一
日

大
正
八
年
六
月
一
日

昔

架

演

奏

曲

目

イ

エ

ン

ゼ

ン

作

曲

東

京

昔

架

學

校

ヘ
ブ
リ
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ィ
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序
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（
作
品
二
十
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…
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…
…
・
・
・
メ
ン
デ
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ソ
ー
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作
曲

二
、
ピ
ア
ノ
及
オ
ル
ガ
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伴
奏
附
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盤
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唱

ヴ
ェ
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於
け
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夕
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•
シ
ャ
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ヴ
ェ
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三
、
管
絃
榮
附
ピ
ア
ノ

愛
ホ
長
調
競
奏
曲
（
第
一
番
）
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
リ

四
、
上
高
昔
獨
唱

…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
長
坂

紳
劇
歌
「
エ
リ
ヤ
」
中
の
抒
情
調
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

一

、

管

絃

架

長
く
わ
ん

五
、
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進ほ唄

彎

ア

ノ

オ
ル
ガ
ン

ピ

d

J
 

ス

ト

好作

子 曲

ョ

Jレ

ツ

＂

上

き

,'‘、中
a

'

田

章 よ

第
三
十
六
回
定
期
演
奏
会

日
曜
日
午
後
二
時
開
會

大小小笛上同三唄長
調味
子舟泉鼓鼓鼓

六梅六西杵杵今芳芳芳

郷屋合川屋屋藤村村村

新勝新鉦五勝長孝孝孝梅梅

十次三 十 太次

郎郎郎次郎蔵郎三郎郎

―
―
一
味
線
清
元

上

調

子

清

元

吉

之

助
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…

…

…

…

…

…

…

…

])eet
h
o
v
e
n
.
 

Alleg

r
o
 m
a
 n
o
n
 t
r
o
p
p
o
 (
T
h
e
 cheerful i
m
p
r
e
s
si
o
n
s
 e
x
ci
t

e
d
 

o
n
 arri
vi
ng
 

i

n
 th
e
 c
o
u
nt
r
y
)
 

A
n
d
a
nt
e
 m
o
l
t
o
 m
ot
o
 (
B
y
 t
h
e
 B
r
o
o
k
)
 

Alleg
r
o
 (
P
e
a
s
a
nt

s'
M
e
r
r
y
m
a
ki
n
g
)
 

Alleg
ro 
(
T
h
u
n
d
e
r
'
St
o
r
m
)
 

Alleg

retto 
(
T
h
e
 S
h
e
p
h
e
r
d
's
 S
o
ng
;

 
g

lad 
a
n
d
 t
hankful 

f

eeli
n
g
s
 after t

h
e
 st
o
r
m
)
 

C
o
n
d
u
ct
o
r
:
 G•Kron

. 

音

楽

演

奏

曲

目

梗

概

第

二

十

五

一

管

絃

榮

『

ヘ

ブ

リ

デ

ィ

ー

ズ

』

序

曲

メ

ン

デ

ル

ソ

ー

ン

作

曲

獨

逸

ロ

マ

ン

テ

ィ

ッ

ク

楽

派

の

名

家

メ

ン

デ

ル

ソ

ー

ン

(

F

.

Mendelssohn'Bar
,
 

t

holdy
 1

8
0
9ー
1
8
4
7
)
は

一

八

二

十

亡

年

＇

（

二

十

李

丞

の

時

f

)

や

央

京

伶

叩

姉

が

に

卦

｝

き

、

此

慮

に

自

作

の

敷

曲

を

公

に

し

て

頓

に

名

竪

を

揚

げ

し

が

、

同

年

蘇

格

関

に

漫

遊

し

て

ヘ

ブ

リ

デ

ィ

ー

ズ

諸

島

に

フ

ィ

ン

ガ

ル

の

岩

屋

を

訪

ね

き

。

本

曲

（

作

品

二

六

）

は

嘗

時

の

印

象

を

記

し

た

る

も

の

に

し

て

曲

頭

の

一

節

は

景

に

接

し

て

直

ち

に

成

れ

る

も

の

な

り

と

い

ふ

。

翌

年

以

太

利

に

滞

在

中

略

々

其

の

稿

を

了

へ

、

後

更

に

修

正

を

加

へ

て

一

八

三

二

年

之

を

倫

敦

に

狡

表

し

た

り

。

形

式

の

完

備

と

構

想

の

豊

富

と

は

紳

秘

な

る

自

然

の

生

命

を

描

嵩

す

る

詩

的

直

観

力

と

相

侯

て

本

曲

を

不

朽

の

名

作

た

ら

し

め

た

り

。

ワ

グ

ネ

ル

は

常

に

メ

ン

デ

ル

ソ

ー

ン
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を
賞
揚
せ
し
人
に
あ
ら
ざ
る
も
、
此
の
序
曲
に
就
て
は
讃
僻
を
惜
ま
ざ
り
き
。
日
＜

『
ヘ
ブ
リ
デ
ィ
ー
ズ
』
は
作
者
の
傑
作
な
り
。
驚
く
べ
き
想
像
力
と
微
妙
な
る
感
情
と

は
完
全
な
る
技
術
を
以
て
此
に
表
は
さ
る
』
と
。

曲
の
骨
子
と
な
れ
る
楽
想
は
他
の
名
曲
に
於
け
る
と
等
し
く
輩
純
な
り
。
作
者
は
曲

頭
に
現
は
る
A

口
短
調
の
第
一
楽
想
に
配
す
る
に
表
情
に
富
め
る
二
長
調
の
旋
律
を
以

て
せ
り
。

此
の
雨
想
は
何
れ
も
最
初
低
き
管
絃
の
響
に
現
は
れ
、
上
に
和
音
あ
り
て
時
に
は
長

く
ひ
き
、
時
に
は
幽
か
に
波
う
ち
つ
A

之
を
包
む
。
凡
て
紳
秘
の
趣
を
帯
べ
り
。
外
に

開
展
の
際
に
用
ひ
ら
る
A

ー
ニ
の
楽
旬
あ
り
。
こ
れ
等
の
想
相
集
つ
て
詩
趣
深
き
音
書
一

を
成
し
、
獨
得
の
管
絃
編
成
は
之
に
沈
み
た
る
色
彩
を
添
ふ
。
空
暗
き
北
海
の
岸
に
風

う
め
き
涙
あ
る
A

さ
ま
は
遺
憾
な
く
此
慮
に
描
か
れ
て
凄
塞
の
氣
全
篇
に
充
ち
た
り
。

ニ
ピ
ア
ノ
及
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
附
女
磐
合
唱

『

ヴ

ェ

ニ

ス

の

夕

の

祭

典

』

シ

ャ

ル

ヴ

ェ

ン

カ

作

曲

フ
ィ
リ
ッ
。
フ
・
シ
ャ
ル
ヴ
ェ
ン
カ
（
P
hi
l
i
p
p

S
c
h
a
r
w
e
n
k
a
 1
8
4
7ー

1
9
1
7
)

は
元

波
蘭
の
人
な
る
が
、
永
く
伯
林
に
在
り
て
―
二
の
楽
院
に
赦
鞭
を
執
り
、
楽
理
の
教
師

及
び
作
曲
者
と
し
て
名
あ
り
。
本
曲
（
作
品
八
九
）
は
ガ
イ
ベ
ル
の
詩
に
附
曲
せ
る
小
品

に
し
て
、
静
か
な
る
夕
の
空
に
晩
鐘
の
鳴
り
響
く
ひ
と
時
の
敬
虔
な
る
心
を
述
べ
た
り
。

A
v
e
 M
a
ri
a! 
M
e
e
r
 u
n
d
 H
i

m
m
e
l
 r
u
h
'n
 

V
o
n
 allen 
T
h
i
i
r
m
e
n
 hallt
 

d
e
r
 G
l
o
c
k
e
n
 T
o
n
;
 

A
v
e
 M
a
ri
a! 
L
a
s
st
 

v
o
m
 i
r
d
's
c
h
e
n
 T
h
u
n
,
 

Z
u
r
 J
u
n
g
f
r
a
u
 
b
et
et
,
N
u
 d
e
r
 J
u
n
g
f
r
a
u
 
S
o
h
n
.
 

D
e
s
 H
i

m
m
e
l
s
 S
c
h
a
a
r
e
n
 selber 
k
ni
e
e
n
 n
u
n
 

M
i
t
 

L
i

li
e
n
s
tab
e
n
 v
o
r
 d
e
s
 V
at
ers 
T
h
r
o
n
,
 

U
n
d
 d
u
r
c
h
 di
e
 R
o
s
e
n
w
o
l
k
e
n
 w
e
h
'n
 di
e
 L
i

e
d
e
r
 

D
e
r
 sel
'g

e
n
 G
ei
st
e
r
 f
ei
erli
c
h
 h
e
r
ni
e
d
e
r
.
 

0
 h
ei
l
'g

e
 A
n
d
a
c
ht

,
 

w
e
l
c
h
e
 j
e
d
e
s
 
H
e
r
z
 

M
i
t
 

lei
s
e
n
 
S
c
h
a
u
e
r
n
 w
u
n
d
e
r
b
a
r
 d
u
r
c
h
d
ri
ng
t

 !
 

0
 sel
'g
e
r
 G

l
a
u
b
e
,
 de

r
 
si
c
h
 hi
m
m
e
l
w
a
rt
s
 

A
b
e
n
df
e

i

e
r
 i
n
 
V
 
e
n
e
di
g

.
 

A
uf
 

d
e
s
 G
e
b
et
es 
w
ei
s
s
e
m
 F
i
t
t

ag
 

s
c
h
wi
ng
t

 !
 

I
n
 m
i

lde 
T
h
r
a
n
e
n
 lost
 

si
c
h
 d
a
 d
e
r
 
S
c
h
m
e
r
z
,
 

I
n
d
e
s
s
 
d
e
r
 F
r
e
u
d
e
 J
u
b
e
l
 
s
a
nf
t

e
r
 
kling
t
.
 

A
v
e
 M
a
ri
a! 
W
 
e
n
n
 di
e
 G
l
o
c
k
e
 
ton
et

,
 

S
o
 l
a
c
h
e
l
n
 
E
r
d
'
u
n
d
 H
i

m
m
e
l
 m
i
l

d
 v
e
r
s
o
h
n
et
.
-
E
.
 

G
ei
bel 

リ
ス
ト
作
曲

管
絃
榮
附
ピ
ア
ノ

n
ン
セ
ル
ト

愛
ホ
長
調
競
奏
曲

匈
牙
利
に
生
れ
た
る
空
前
絶
後
の
洋
琴
家
リ
ス
ト

(
F
r
a
n
z
L
i

szt
 
1
8
1
1ー

1
8
8
6
)

は
ワ
イ
マ
ー
ル
在
住
時
代
(
-
八
四
八
年
以
後
）
に
於
て
一
生
の
最
盛
期
に
達
せ
り
。

天
下
の
名
手
は
競
う
て
其
の
門
に
集
り
、
師
と
し
て
彼
を
敬
は
ざ
る
も
の
な
か
り
き
。

彼
の
大
作
も
亦
多
く
此
の
時
代
に
な
れ
り
。
有
名
な
る
愛
ホ
調
の
第
一
競
奏
曲
の
如
き

も
其
の
一
な
り
。

リ
ス
ト
の
本
曲
を
作
る
や
其
の
外
形
に
於
て
は
慣
例
に
従
ひ
、
奏
者
の
手
腕
を
誇
示

す
る
に
便
な
る
一
切
の
手
法
を
網
羅
し
た
る
も
、
輩
に
技
術
の
熟
達
を
示
す
を
以
て
究

莞
の
目
的
と
な
さ
ず
、
之
を
藝
術
表
現
の
手
段
た
ら
し
め
ん
と
す
る
主
義
を
貫
け
り
。

さ
れ
ば
徒
ら
に
ピ
ア
ノ
部
の
み
を
華
美
に
作
り
て
管
絃
部
を
之
が
従
た
ら
し
む
る
が
如

き
こ
と
な
く
、
楽
聖
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
傲
ひ
て
善
く
雨
者
の
間
に
密
接
な
る
藝
術
的

統
一
を
附
輿
す
る
に
努
め
、
且
つ
簡
潔
な
る
構
造
と
一
貫
せ
る
楽
想
と
に
よ
り
て
先
人

よ
り
も
更
に
一
層
競
奏
曲
各
部
の
融
合
を
密
な
ら
し
め
た
り
。
絶
好
の
諧
音
、
絶
美
の

旋
律
、
走
過
句
の
華
美
、
躍
動
す
る
情
熱
、
こ
れ
等
は
本
曲
の
比
類
稀
な
る
特
徴
な
り
。

曲
の
構
造
は
彼
の
『
交
響
詩
』
と
等
し
く
所
謂
『
一
章
も
の
』
な
り
と
雖
、
細
か
に
見

れ
ば
在
来
の
四
章
の
別
を
認
む
る
を
得
べ
し
。
最
初
の
威
厳
あ
る
快
速
部
（
A
l
l
eg
r
o

ス
ケ
ル
ツ
ォ

m
a
e
st
o
s
o
)

に
次
で
緩
徐
部
の
美
調
(
Q
u
a
si

a
d
ag
i

o
)

に
移
り
、
第
一
ー
一
に
嬉
戯
曲

(
A
l
l
e
g
r
et
t

o
 vi
v
a
c
e
)
を
挿
め
る
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
ー
タ
に
見
る
が
如
し
。

作
者
は
絃
楽
器
と
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
を
以
て
此
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ
の
端
緒
を
開
け
り
。
本

曲
が
千
八
百
五
十
六
七
年
に
亘
る
音
楽
季
節
に
維
也
納
の
一
楽
會
に
奏
せ
ら
れ
し
時
、

此
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
は
端
な
く
も
聰
衆
の
不
興
を
招
き
、
評
家
ハ
ン
ス
リ
ッ
ク
は
之

を
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
コ
ン
セ
ル
ト
な
り
と
冷
評
し
た
る
が
為
め
、
十
餘
年
の
長
き
間

本
曲
は
此
の
府
の
楽
堂
に
禁
制
せ
ら
れ
し
と
偉
ふ
。
作
者
は
近
親
に
宛
て
た
る
書
簡
中
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に
語
り
て
日
く
『
ス
ケ
ル
ツ
ォ
は
中
間
の
劉
照
と
し
て
用
ひ
た
る
も
の
な
り
。
か
の
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
は
悪
感
を
起
す
場
合
な
き
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
殊
に
餘
り
強
く
又
不
正

確
に
打
つ
と
き
に
は
然
ら
ん
』
と
。

最
後
の
第
四
章
『
勇
批
な
る
快
速
部
』

(
A
l
l
e
g
ro
m
a
r
z
i
a
l
e
)
は
前
の
三
章
に
表
は

し
た
る
諸
楽
想
に
愛
化
を
加
へ
て
之
を
再
現
し
巧
み
に
全
篇
の
統
一
を
計
れ
り
。

四

上

高

昔

獨

唱

紳

劇

歌

『

エ

リ

ャ

』

の

一

節

メ

ン

デ

ル

ソ

ー

ン

作

曲

作
者
は
四
十
歳
に
充
た
ざ
る
短
生
涯
の
間
に
驚
く
べ
く
多
敷
の
傑
作
を
遺
し
A

が、

オ
ラ
ト
リ
オ

就
中
紳
劇
歌
（
獨
唱
合
唱
管
絃
楽
を
以
て
表
は
す
劇
的
竪
楽
に
し
て
主
に
神
事
を
内
容

と
す
）
の
方
面
に
於
け
る
二
大
作
は
史
家
の
最
も
重
視
す
る
所
な
り
。
殊
に
『
エ
リ

ア
』
は
『
聖
。
ハ
ウ
ロ
』
よ
り
も
園
熟
の
技
能
を
示
す
も
の
と
し
て
賞
揚
せ
ら
る
。

本
曲
は
一
八
四
六
年
英
國
バ
ー
ミ
ン
ハ
ム
の
音
楽
祭
の
時
初
演
を
な
せ
り
。
歌
詞
は

聖
書
（
殊
に
薔
約
の
列
王
紀
略
上
）
よ
り
其
の
儘
撰
び
た
る
も
の
に
し
て
、
豫
言
者
エ

リ
ヤ
の
重
な
る
事
蹟
を
叙
せ
り
。
上
下
二
篇
に
分
れ
、
上
篇
に
は
エ
リ
ヤ
の
早
魃
の
豫

言
、
ザ
レ
。
ハ
タ
に
於
け
る
寡
婦
の
兒
の
救
涜
、
カ
ル
メ
ル
山
頂
に
て
バ
ー
ル
教
徒
を
限

服
の
事
、
及
び
降
雨
終
に
到
る
事
等
を
描
け
り
。
今
日
演
奏
す
る
上
高
音
獨
唱
『
聰
け

イ
ス
ラ
エ
ル
』
は
下
篇
の
最
初
に
在
る
名
高
き
歌
調
に
し
て
裳
代
一
流
の
歌
者
ジ
ェ
ン

二
、
リ
ン
ド
(
Je
n
n
y
L
i
n
d
)

の
為
め
に
作
れ
り
い
ふ
。
こ
は
背
数
の
國
民
が
近
く
起

れ
る
事
賓
に
鑑
み
て
再
び
正
数
に
饉
依
す
べ
き
こ
と
を
誡
告
す
る
叫
な
り
。
最
初
緩
徐

レ
シ
タ
チ
ー
フ

な
る
進
行
に
起
り
、
中
比
に
『
神
は
か
く
ぞ
の
た
ま
ふ
』
の
朗
吟
調
を
挿
み
、
そ
れ
よ

り
以
下
の
稗
言
『
我
は
汝
を
慰
撫
す
る
も
の
ぞ
、
遁
る
4

勿
れ
云
々
』
は
威
厳
あ
る
快

速
調
を
以
て
表
は
さ
る
。
本
曲
は
輩
純
な
る
楽
句
の
力
に
よ
り
て
強
き
感
銘
を
輿
ふ
。

(
A
d
a
g
i
o
)
 
H
o
r
e
,
 Is

r
a
e
l
,
 h

o
r
e
 d
e
s
 H
e
r
r
n
 S
t
i
m
m
e
 !
 A
c
h
,
 class 

d
u
 m
e
r
k
,
 

t~st

, 

m
e
r
k
t
e
s
t
 
au£ 

s
e
i
n
 
G
e
b
o
t
 !
 H
o
r
e
,
 I

s
r
a
e
l
,
 H

o
r
e
 
d
e
s
 
H
e
r
r
n
 

S
t
i
m
m
e
 !
 A
c
h
,
 class 

d
u
 m
e
r
k
t
e
s
t
,
 m

e
r
k
t
e
s
t
 a
u
f
 
s
e
i
n
 
G
e
b
o
t
,
 a

c
h
,
 

class 
d
u
 m
e
r
k
t
e
s
t
,
 m

e
r
k
t
e
s
t
 au£ 

s
e
i
n
 
G
e
b
o
t
,
 a

c
h
,
 class 

d
u
 m
e
r
k
,
 

t
e
s
t
 
a
u
f
 
s
e
i
n
 
G
e
b
o
t
 !
 A
b
e
r
 
w
e
r
 
g
l
a
u
b
t
 
u
n
s
r
e
r
 
P
r
e
d
i
g
t
●
u
n
d
 

w
e
m
 w
i
r
d
 d
e
r
 A
r
m
 de
s
 H
e
r
r
n
,
 de

r
 A
r
m
 d
e
s
 H
e
r
r
n
 g
e
o
f
f
e
n
b
a
r
t
●
 

S
o
p
r
a
n
 

Ari
e
 
a
u
s
 

"
E
l
i
a
s
"
 

W
e
r
n
 w
i
r
d
 d
e
r
 A
r
m
 de
s
 H
e
r
r
n
 g
e
o
f
f
e
n
b
a
r
t
●
H

ge
,
 I

s
r
a
e
l
!
 
h
a
r
e
;
 

I
s
r
a
e
l
!
 
h
o
r
e
,
 I

s
r
a
e
l
,
 h

o
r
e
 
d
e
s
 
H
e
r
r
n
 
S
t
i
m
m
e
 !
 A
c
h
,
 class 

d
u
 

m
e
r
k
t
e
s
t
 a
u
f
 s
e
i
n
 
G
e
 
b
o
t
!
 
a
c
h
,
 cla

s
s
 
d
u
 m
e
r
k
t
e
s
t
,
 m

e
r
k
t
e
s
t
 ・

 

~uf 

s
e
i
n
 
G
e
 
b
o
t
!
 
H
o
r
e
,
 I

s
r
a
e
l
,
 Is

r
a
e
l
!
 
h
o
r
e
 d
e
s
 H
e
r
r
n
 S
t
i
m
m
e
 !
 

(
R
e
c
i
t
a
t
i
v
)
 
S
o
 s
p
r
i
c
h
t
 
d
e
r
 
H
e
r
r
,
 d

e
r
 
E
r
l
o
s
e
r
 
I
s
r
a
e
l
s
,
 s

e
i
n
 
H
e
i
l
i
g
e
r
 

z
u
m
 K
n
e
c
h
t
,
 d

e
r
 u
n
t
e
r
 d
e
n
 T
y
r
a
n
n
e
n
 ist
,
 s

o
 s
p
r
i
c
h
t
 d
e
r
 H
e
r
r
:
 

(
A
l
l
e
g
r
o
 
m
a
e
s
t
o
s
o
)
 
l
c
h
,
 i

c
h
 ・b
i
n
 e
u
e
r
 T
r
o
s
t
e
r
.
 W

e
i
c
h
e
 n
i
c
h
t
,
 w

e
i
c
h
e
 

n
i
c
h
t
,
 d

e
n
n
 i
c
h
 
b
i
n
 
d
e
i
n
 G
o
t
t
!
 I
c
h
,
 i

c
h
 b
i
n
 e
u
e
r
 
Traster•Weiche 

n
i
c
h
t
,
 w

e
i
c
h
e
 n
i
c
h
t
,
 d

e
n
n
 
i
c
h
 
b
i
n
 
d
e
i
n
 
G
o
t
t
 ;
 ic

h
 
s
tiir
k
e
 
d
i
c
h
.
 

W
e
i
c
h
e
 
n
i
c
h
t
,
 i

c
h
 
s
tar
k
e
 
d
i
c
h
,
 i

c
h
 
b
i
n
 
d
e
i
n
 
G
o
t
t
,
 i

c
h
 
s
tar
k
e
 

d
i
c
h
.
 W

e
r
 h
i
s
t
 
d
u
 d
e
n
n
●
W
e
r
 h
i
s
t
 ・d
u
 d
e
n
n
,
 class 

d
u
 d
i
c
h
 
v
o
r
 

M
e
n
s
c
h
 e
n
 f
 
i
i
r
c
h
t
e
s
t
,
 di

e
 <l
o
c
h
 s
t
e
r
b
e
n
●
u
n
d
 
vergi~sest 

d
e
s
 H
e
r
r
n
,
 

d
e
r
 d
i
c
h
 
g
e
m
a
c
h
t
 h
a
t
`
d
e
r
 d
e
n
 H
i
m
m
e
l
 a
u
s
b
r
e
i
t
e
t
,
 u

n
d
 d
i
e
 E
r
d
e
 

g
r
i
i
n
d
e
t
,
 d

i
e
 
E
d
e
 g
r
i
i
n
d
e
t
●
く
ぶ
r

h
i
s
t
 
d
u
 d
e
n
n
●
I
c
h
,
 i

c
h
 
b
i
n
 

e
u
e
r
 
T
r
o
s
t
e
r
!
 
W
e
i
c
h
e
 
n
i
c
h
t
,
 w

e
i
c
h
e
 
n
i
c
h
t
,
 d

e
n
n
 
i
c
h
,
 ich

 
b
i
n
 

d
e
i
n
 G
o
t
t
●
W
e
i
c
h
e
 n
i
c
h
t
,
 w

e
i
c
h
e
 n
i
c
h
t
,
 d

e
n
n
 i
c
h
 b
i
n
 d
e
i
n
 G
o
t
t
,
 

i
c
h
 
s
tar
k
e
 
d
i
c
h
 !
 

五

混

磐

合

唱

い

、

夜

の

歌

ろ

、

心

の

花

ー
は
小
歌
の
作
家
と
し
て
知
ら
れ
た
る
獨
の
イ
エ
ン
ゼ
ン

(
A
d
o
l
f

Je
n
s
e
n
 
1
8
3
7
 

ー

1
8
7
9
)

の
作
品
、
二
は
獨
の
大
家
ブ
ラ
ー
ム
ス
（
Jo
h
a
n
n
e
s
B
r
a
h
m
s
 1
8
3
3ー

1
8
9
7
)

の
短
歌
集
（
作
品
六
二
）
中
の
一
、
邦
語
の
歌
詞
は
原
歌
（
ハ
イ
ゼ
詩
集
中
の
一
篇
）

の
意
を
酌
み
て
作
れ
り
。

N
a
c
htlie
d
.
 

D
e
r
 M
o
n
d
 k
o
m
m
t
 still 
g
e
g
a
n
g
e
n
 

M
i
t
 s
e
i
n
e
m
 g
o
l
d
n
e
n
 S
c
h
e
i
n
`
 

D
a
 s
c
h
l
a
f
 t
 i
n
 
h
o
l
d
e
m
 P
r
a
n
g
 e
n
 

D
i
e
 m
 t
i
d
e
 
E
r
d
e
 e
i
n
.
 

I
m
 T
r
a
u
m
 d
i
e
 
W
i
p
f
e
l
 w
e
b
e
n
,
 

D
i
e
 Q
u
e
l
l
e
n
 
r
a
u
s
c
h
e
n
 
s
a
c
h
t
,
 

S
i
n
g
e
n
d
e
 E
n
g
e
l
 d
u
r
c
h
s
c
h
w
e
b
e
n
 

D
i
e
 b
l
a
u
e
 S
t
e
r
n
e
n
n
a
c
h
 t. 

イ
エ
ン
ゼ
ン
作
曲

プ
ラ
ー
ム
ス
作
曲
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心

の

花

U
n
d
 a
uf
 

d
e
n
 L
i
i
f
t

e
n
 s
c
h
w
a
n
k
e
n
 

A
u
s
 m
a
n
c
h
e
m
 t
r
e
u
e
n
 Si
n
n
 

Vi

el t
a
u
s
e
n
d
 L
i

e
b
e
s
g
e
d
a
n
k
e
n
 

．．
 U

b
e
r
 di
e
 S
c
h
l
af

 

e
r
 hi
n
.
 

U
n
d_
 

drun

_t~n
. 

i

m
 T
h
a
l
e
,, 
d
a
 fun
k
e
l
n
 

D
i

e
 F
e
n
st
e
r
 v
o
n
 Li
e
b
c
h
e
n
s
 
H
a
u
s
 ;
 

Ic.h
 a
b
e
r
 bli
c
k
e
 i
m
 D
u
n
k
e
l
n
 

S
t
i
l
l
 

in
 d
ie
 W
e
lt
 
h
in
a
u
s
.
-
E
.
 Ge

ibel 

小
草
の
菅
は
一
夜
の
露
に
綻
ぶ
。

な
さ
け
の
花
は
何
に
か
咲
く
。

い
つ
の
日
に
か
疾
く
。

、
な
さ
け
は
な
さ
け
の
露
に
咲
け
ど
も

い
つ
と
は
知
ら
じ
な
紳
に
問
へ
か
し
。

紳
こ
そ
知
ら
め
。

六

管

絃

榮

ヘ
長
調
交
響
曲
（
作
品
六
十
八
）

田
園
交
響
曲
と
呼
ば
る
A

本
曲
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
(
L
.
v
.
 

B
e
et
h
o
v
e
n
 1
7
7
0
1
 

1
8
2
7
)

が
一
八

0
八
年
維
也
納
の
近
郊
に
作
れ
る
も
の
な
り
。
自
然
を
熱
愛
せ
し
作
者

は
此
の
交
響
曲
に
於
て
遺
憾
な
く
田
園
生
活
の
氣
分
を
表
現
し
、
所
謂

『
標
題
楽
』
の

好
模
範
を
遺
せ
り
。
彼
は
曲
の
各
章
に
一
々
標
題
を
附
し
て
其
の
中
に
描
か
れ
た
る
事

の
意
味
を
示
す
と
共
に
冒
頭
に
は
『
描
寓
よ
り
も
寧
ろ
表
出
』

(
M
e
h
r
A
u
s
d
r
u
c
k
 

als 
M
a
l
e
r
e
i
)
と
の
一
語
を
掲
げ
て
其
の
主
眼
と
す
る
所
を
明
に
せ
り
。

第
一
章
は
『
田
園
に
到
着
せ
し
時
の
快
感
』
を
表
は
す
も
の
に
し
て
全
篇
軽
快
な
る

氣
分
に
充
ち
た
り
。
こ
A

に
用
ひ
ら
る
A

楽
句
は
凡
て
小
形
の
輩
純
な
る
も
の
に
し

て
、
こ
れ
等
を
幾
度
も
反
復
す
る
間
に
、
聰
者
は
輩
調
に
似
て
而
も
飽
く
こ
と
な
き
自

然
の
風
景
に
接
す
る
の
感
を
抱
く
に
至
る
。
第
二
章
は
小
河
の
邊
の
景
を
描
け
り
。
章

の
殆
ど
全
部
を
通
じ
て
絶
え
ず
波
動
す
る
絃
楽
器
の
箪
調
な
る
伴
奏
の
上
に
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
先
づ
主
な
る
旋
律
を
表
は
し
、
管
楽
器
之
れ
に
第
二
の
楽
旬
を
副
ふ
。
短
か
き

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

吉
丸
一
昌
作
歌

学
友
会
春
季
演
奏
会

八
の
雨
日
午
後
二
時
よ
り
本
會
春
季
大
演
奏
會
を
學
行
せ

り
。
曲
目
は
左
の
如
く
な
る
が
其
中
弘
田
龍
太
郎
氏
作
洋
琴
三
重
奏
曲
の
初
演

奏
は
最
も
意
義
あ
る
も
の
に
し
て
記
憶
す
べ
き
出
来
な
り
と
信
ず
。
合
唱
は
執

れ
も
指
揮
者
大
塚
氏
の
選
捧
及
び
指
導
雨
つ
な
が
ら
宜
敷
を
得
た
る
た
め
近
来

に
な
き
効
果
を
牧
め
得
た
る
こ
と
A

、
川
上
、
室
岡
、
立
松
、
田
中
諸
氏
の
演

奏
は
夫
れ
夫
れ
注
目
に
債
す
る
も
の
な
り
し
こ
と
を
附
記
せ
ん
と
欲
す
。

一
、
混
盤
合
唱

．

會

員

莫
都
祭
の
日
に
…
…
…
…
…
…
…
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
曲
、
大
須
賀
績
歌

二
、
ギ
ロ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ル
ロ
蜀
奏

逹

郎

奏
鳴
曲
、
作
品
二
の
第
二
…
•

•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
ビ

■去
る
六
月
七
、

大
正
八
年
六
月
七
日
、

八
日

伊

ア

ッ

テ

ィ

音
形
は
絶
え
ず
種
々
の
楽
器
に
飛
び
移
り
、
時
に
は
前
後
し
て
應
答
し
、
時
に
は
連
れ

ト

リ

ロ

ビ
チ
カ
ト

だ
ち
て
三
度
、
六
度
の
諧
音
を
成
し
、
時
に
は
又
た
震
音
と
な
り
指
弾
と
な
る
。
か
く

し
て
全
曲
は
鳥
の
槃
、
虫
の
梵
音
に
に
ぎ
は
し
き
河
邊
の
夕
ぐ
れ
を
想
は
し
む
。
終
り

の
敷
節
に
於
て
作
者
は
一
種
の
カ
デ
ン
ツ
を
挿
み
、
こ
A

に
三
つ
の
鳥
の
竪
を
其
の
儘

ナ
ハ
チ
ガ

ル

ワ

ハ
テ
ル

に
聞
か
せ
た
り
。
（
フ
リ
ュ
ー
ト
は

鶯

を
オ
ー
ボ
エ
は

鶉

を
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
は

郭
公
を
模
す
）
こ
は
評
家
の
間
に
屡
々
論
議
せ
ら
れ
た
る
箇
慮
に
し
て
或
は
兒
戯
に
類

す
と
為
し
或
は
箪
に
嬉
戯
な
り
と
い
へ
り
。

第
三
章
は
農
民
の
歓
會
と
題
す
。
凡
て
農
民
舞
踏
の
朕
を
描
け
る
も
の
に
し
て
、
そ

の
騒
興
馘
舞
は
前
章
の
楽
趣
と
著
し
き
劉
照
を
な
せ
り
。
初
め
三
拍
子
の
ミ
ニ
ュ
エ
ッ

ト
風
の
進
行
に
起
り
、
中
頃
急
轄
し
て
四
分
二
拍
子
と
な
り
、
や
が
て
ま
た
最
初
の
曲

に
鱈
る
。
さ
れ
ど
舞
踏
は
突
如
と
し
て
止
み
、

遠
雷
の
音
バ
ス
の
震
音
に
現
は
れ
こ
れ

よ
り
以
下
の
一
節
は
雷
雨
の
物
凄
き
景
を
寓
せ
り
。
さ
れ
ど
そ
れ
も
暫
く
に
し
て
雲
散

り
空
晴
る
れ
ば
、
や
さ
し
き
シ
ャ
ル
マ
イ
の
音
に
つ
れ
て
牧
人
の
感
謝
の
調
に
移
り
こ

れ
を
以
て
全
曲
を
結
ぶ
。
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ビ
ッ
テ

七
、
七
重
奏

十
二
、
男
盤
合
唱
附
二
重
唱

末
吉
、

イ
短
調
作
品
二
十
二
、

第
二
、
第
三
榮
章
ヨ
ア
ヒ
ム
編
…
…

............................................................... i
 

レ
オ
ノ
ー
レ
、
荻
野
あ
や
、

歌
劇
『
ト
ウ
ロ
バ
ト
ー
レ
』
の
第
四
幕
中
の
二
重
唱
…
‘
ヱ

lレ

デ

ィ

チ
ェ
ル
ロ
、
平
井
保
三

ニ
長
調
三
重
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
弘
田

龍

太

郎

+
、
上
高
音
獨
唱

．

立

松

歌
劇
『
ア
ル
セ
ス
ト
』
中
の
ア
ル
セ
ス
ト
の
抒
情
調
…
グ

十
一
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン

マ
ン
リ
ー
コ
、
伊
藤
祐
司

シ
ェ
ー
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
ヨ
ハ
ン

オ

ッ

テ

ィ

田

中

英

太

郎

Jレ

ツ

ク

ふ

さ

會

員

三
、
低
音
獨
唱

歌
劇
『
エ
ロ
デ
ィ
ア
ー
ド
』
中
の
一
節
…
…
…
…
…
…
マ

四

、

洋

琴

第

一

、

川

上

き

よ

、

第

二

、

ヘ
短
調
競
奏
曲
作
品
二
十
一
（
全
曲
）
…
…
…
…
…
…
シ
ョ

五
、
女
盤
三
重
合
唱
（
ヴ
ィ
オ
リ
ン
及
チ
ェ
ル
ロ
助
奏
）
…
會
員

若
き
日
の
よ
ろ
こ
び
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ネ
ー
ビ
ン
曲
、
大
須
賀
績
歌

六

、

管

絃

楽

會

員

い
、
船
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ハ

ろ、

ッ

ノミ
シ
ョ
ル
ツ

ス

ン ネ

矢

田

部

勁

吉

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

作
品
二
十
中
の
愛
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
｀
ヱ
ン

八

、

洋

琴

第

一

、

室

岡

清

枝

、

第

二

、

シ

ョ

ル

ツ

ハ
短
調
競
奏
曲
中
の
第
一
架
章
ラ
イ
ネ
ッ
ケ
の
終
節
…
ベ
ー
ト
ー

‘ヱ

ン

九
、
洋
琴
三
重
奏
、
洋
琴
、
弘
田
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン

大
正
八
年
七
月
五
日
学
友
会
第
二
十
六
回
土
曜
演
奏
会

學
友
會
土
曜
演
奏
會
曲
目

一

、

三

重

奏

洋
琴
、
木
岡
英
三
郎
、
ブ
イ
オ
リ
ン
、
高
階
哲
夫
、
チ
ェ
ル
ロ
、
伊
達
三
郎

第
一
番
、
三
重
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ハ

瓦
菖な

長

蒲め唄

浴ゆ

衣含

絃三 唄長

イ

ド

ウ

ン

杵杵今芳芳芳

屋屋藤村村村

信五長孝孝

三三十孝太次

郎郎郎三郎郎

清

元

節

み
や
ま
の
は
な
と
ゞ
か
ぬ
え
だ
ぶ
り

四
、
深
山
櫻
及
兼
樹
振

（
保
名
）

上三

調

子絃

清清清清清
~ ． ~ 

フE
ープじプじプじフじ

順富清喜
三＝美見久

一太太太
二郎夫夫夫

I
I〔
休
憩
十
五
分
間
〕

I
I

三

曲
こ

が

う

の

、

小

督

曲！

尺三同等上

調

子八絃

水高高萩清

野橋野岡元
延

呂榮松松菊
千

童清峯韻代

清

元

節

し
め
ろ
や
れ
い
ろ
の
か
け
ご
ゑ

二

、

メ

能

色

相

圏

（
紳
田
祭
）

三

味

線

清清清
．．．  

冗フフE

延延延

千店
八郎嘉

第 1部

富

本

節

は

る

の

よ

し

や

う

じ

の

う

め

一

、

春

夜

障

子

梅

（
夕
霧
）

上三

調味

子線

名名名名富

見見見見

崎崎崎崎本
け
ぃ多柳登

子賀子女豊

明治・大正篇

曲

目

大
正
八
年
六
月
十
五
日

邦
楽
会
第
十
七
回
演
奏
会
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八
、
高

音

獨

小

競

唱 奏

七

、

ヴ

ィ

オ

リ

ン

二
、
ニ

三
、
ギ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ル
ロ

甲
、
我
を
憫
み
給
ヘ

乙
、
我
は
失
ひ
ぬ
吾
妻
を

九

、

洋

琴

獨

奏

旋
轄
曲
作
品
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

番
外
、
上
高
音
獨
唱

日
日nド

武

岡

鶴

代
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ョ

ノぐ

ン

唄長

中

村

梅

子

河

東

節

き
ぬ
た

四
、
砧

上三

調味

子線

芳芳芳山山十十

村村村彦彦寸寸

孝孝 八見見

孝太次女匝重東東

三郎郎子子榮鱗

I
I〔
休
憩
十
五
分
間
〕

I
I

•
•
•
•
•
•
…
•
•
•
•
…
…
•
•
•
…
…
…
…
…
•
•
•
…
…
·
：
・
・
・
・
・
・
・
・
ク

］レ

ツ

ク

且木

歌
劇
『
オ
ル
フ
ェ
オ
』
中
の
オ
ル
フ
ェ
オ
の
抒
情
調

澤

満

壽

新

内

節

ひ

ざ

く

り

げ

あ

か

さ

か

だ

ん

、

膝

栗

毛

赤

坂

の

段

富
士
松
加
賀
太
夫

吾
妻
路
宮
古
太
夫

戸

疇

竺

竺

一

鱈

輝

麟

曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ジ

ツ

卜

栗

原

大

治

五

、

風

琴

獨

奏

諧
譴
曲
、
作
品
三
十
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ギ

六

、

合

唱

會

甲
、
お
A

麗
は
し
の
天
つ
光
よ
照
ら
せ
…
…
…
バ

乙
、
幼
基
督
の
眠
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ゲ

三

味

線

ノゞ

卜

常
磐
津
節

二
、
新
歌
舞
伎
怠
叩
声
醤

十
八
番
之
内

常
磐
津
松
尾
太
夫

常
磐
津
志
妻
太
夫

常
磐
津
弾
生
太
夫

誌
翌
疇
”

ツ

ノ‘ 員

中
節

を

の

へ

く

も

し

．

つ

は

た

お

び

一
、
尾
上
の
雲
賤
機
帯

上三ワシ

調味

子線キテ

都都都都

かはいう

つななめ

Jレ

マ

ン

曲

目

下

穂

覺

ロ
短
調
競
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ゴ

四

、

上

高

音

獨

唱

横

歌
劇
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
婚
纏
』
中
の
ケ
ル
ビ
ー
ノ
の
抒
情
調

...................................................... E
 

ツ

ァ

ル

ト

山

第 3章

彰

子

（『
一音架
』
學
友
會
、
第
十
巻
第
七
号
、
大
正
八
年
七
月
、
広
告
頁
）

大
正
八
年
十
月
十
九
日

邦
楽
会
第
十
八
回
演
奏
会

Iレ

夕

マ

ン

チ
ェ
ル
ロ
、
酒
井

奏
鳴
曲
第
二
、
作
品
五
の
二
番
…
…
…
…
…
…
ベ

十
一
、
合徹

。

F
I
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
フ

ロ

口

ゼ

口

高

勇

吉

唱

會

員

二
重
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
モ

乙
、
『
幸
幅
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

ユ

マ

ン

ツ

ァ

ル

ト

悌、

洋
琴
、
田
中
規
矩
士

‘ヱ

卜

ン

重

多

川

遊

編

、

酒

井

梅

子

甲
、
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
婚
證
』
中
の
ス
ザ
ン
ナ
と
伯
爵
夫
人
の

か
も
め
外
二
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
弘

+
、
洋
琴
及
び
チ
ェ
ル
ロ
合
奏

田

龍

太

郎
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六

、

管

絃

楽

會

五
、
ギ
ォ
ロ
ン
チ
、エ
ル
ロ
獨
奏
（
管
絃
楽
伴
奏
）

ア
ベ
マ
リ
ア
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
マ
ツ
ク
ス

ブ
ル
ッ
フ

平

井

保

員

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

歌
劇
「
椿
姫
」
中
の
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ
の
駒
曲
と
抒
情
調
：
・
‘
ヱ

Jレ

デ

ィ

四、

闘

鑑

子

ロ
、
秋

睛守

れ

作
品
一
八
七
、・

第
五
…
…
…
…
•
•
•
ラ
イ

ネ

ツ

ケ

イ
、
子

歌
·
…
•
•
…
…
…
…
…
…

ブ

ラ

ム

ス

、

男

盤

合

唱

イ

オ

コ
ン
セ
ル
ト
作
品
九
、
第
七
（
第
一
楽
章
）

會

員

ロ

ド

二
、
‘
ワ

リ

ン

奥

村

艶

ロ

、

菊

の

盃

一

、

混

磐

合

唱

t
,
 

、所

瓦
連だ

長

イ
、
秋
…
•
…
•
…
…

唄

じ

し
獅

＿
子

（
杵
屋
正
治
郎
作
）

ベ フ

リ

會

"̀ 
... 『
r↑

,,''

‘̀̀cf

a
.r.. 『

大

正

八

年

十

一

月

一

日

、

二

日

学

友

会

秋

季

演

奏

会

東
京
＿
音
楽
學
校
學
友
會
秋
季
大
演
奏
會

期

日

大

正

八

年

十

一

月

l

l

-

1

3

鯰

午

后

一

時

三

十

分

開

場

場
上
野
公
園
東
京
昔
架
學
校
奏
楽
堂

（
會
友
御
申
込
み
は
東
京
＿
音
榮
學
校
内
學
友
會
）

曲

目

ト

ー

‘

ヱ

ン

ユ

ー

ゲ

ル
員

太大小笛
線味三

鼓鼓鼓

梅藤六西杵杵今

屋舎合川屋屋藤

勝伊新 五長

次太三鉦勝三十

郎郎郎二蔵郎郎

四、 八
、
女
磐
合
唱
（
獨
唱
者
メ
ゾ
ソ
。
フ
ラ
ノ
相
澤
ま
す
）

九
、
ピ
ア
ー
ノ
獨
奏

10、
獨
唱
及
合
唱
（
管
絃
楽
及
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
）

二
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

三
、
獨
唱
合
唱
及
管
絃
架

大
正
八
年
十
一
月
十
九
日
、

一

、

管

絃

七、

「
コ
リ
オ
ラ
ン
」
の
序
曲
（
作
品
六
二
）
•
…
…
…
…
•
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

O
u
v
e
r
t
l
i
r
e
 z
u
 d
e
m
 T
r
a
u
e
r
sp
i

el
,,
C
o
ri
o
l
a
n
"
 (
Op

.
 

6
2
)
…
…
B
e
et

h
o
v
e
n
.
 

自
作
主
想
の
愛
奏
曲
（
作
品
ニ
ー
第
一
番
）
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

V
a
ri
at
i

o
n
e
n
 ilber 
ei
n
 ei
g

e
n
e
s
 
T
h
e
m
a
 (
O
p
.
 

2

1
,
 N

o
.
 

1)

…

•••Brahms

. 

諏
歌
「
魔
王
の
娘
」
：
盆
作
品
三
0
)
•……
…
…
…
…
…
•

＿：
・
・
ガ

B
a
l
l
a
d
e
,,
E
r
l
k
o
ni
g

s
 T
o
c
ht
er
"
 (
O
p
.
 
3
0
)
 

ロ
コ
コ
式
主
想
の
愛
奏
曲
（
作
品
三
三
）
…

セ

ロ

獨

奏

ロ

架
ン

ド

作

品

l

六

フ
ァ
イ
ヤ
ー
フ
ラ
イ

テ
ノ
ー
ル
獨
唱

セ
ン
ト
ボ
ー
ロ

二
十
日

第
三
十
七
回
定
期
演
奏
会

ヴ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
テ
ル

作

曲

……………•Gade

. 

武

岡

鶴

代

獨

唱

者

一

齋

藤

英

船

橋

榮

吉

…
チ
ア
イ
コ
フ
ス
キ
作
曲

デ

小

倉

末

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

〔
原
資
料
横
組
〕

獨
唱
バ
リ
ト
ン

外
山
國
彦

シ

ョ

ノミ

ン

渡

邊

ト

リ

小
川
作
品
ニ
ニ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
フ

ァ

ゥ

レ

會

員

歌
劇
「
魔
笛
」
中
の
ト
ミ
ノ
の
抒
情
調
…
…
…
…
…
…
モ
ー

ツ

ァ

ル

ト

伊

藤

訪

司

…
•
•
…
・
グ
ス
タ
ー
ブ
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
編
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五
、
管

絃

榮

V
a
riat
i

o
n
s
 
s
u
r
 
u
n
 t
h
e
m
e
 r
o
c
o
c
o
 (
O
p
.
 

33)•

… 

........... T
s
c
h
ai

k
o
w
s
k
y
 

歌
劇
「
オ
ベ
ロ
ン
」
の
序
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
作
曲

O
u
v
e
r
ti.ire 
z
u
r
 O
p
e
r
a
,,
O
b
e
r
o
n
"

…
W
e
b
e
r
.
 

昔

榮

演

奏

曲

目

梗

概

第

二

十

六

一

管

絃

楽

．

『
コ
リ
オ
ラ
ン
』
の
序
曲

羅
馬
の
英
雄
コ
リ
オ
ラ
ヌ
ス
が
故
郷
よ
り
追
放
せ
ら
れ
た
る
を
憤
り
て
ロ
ー
マ
の
敵

と
結
び
、
此
の
市
を
黙
服
せ
ん
と
し
て
其
の
近
郊
に
迫
り
し
時
母
と
妻
と
の
哀
願
に
よ

り
て
終
に
思
ひ
止
ま
り
し
と
い
ふ
博
説
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
筆
に
も
博
は
り
て
人
の

善
く
知
る
所
な
り
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
(
L
.
v
.
 Be

et
h
o
v
e
n
 1
7
7
0-
1
8
2
7
)

の
本
序
曲

は
彼
と
同
時
代
の
填
國
人
コ
リ
ン
の
作
な
る
同
名
悲
劇
の
為
め
に
作
れ
る
も
の
に
し
て

一
八

0
七
年
春
の
創
作
に
係
れ
り
。
本
曲
は
殆
ど
全
く
二
つ
の
楽
想
よ
り
成
れ
り
。
第

ー
は
序
節
の
後
に
現
は
る
A

短
ハ
調
の
激
烈
な
る
楽
想
に
し
て
コ
リ
オ
ラ
ヌ
ス
の
憤
怒

を
示
す
も
の
な
る
こ
と
明
か
な
り
。
之
と
好
劉
照
を
な
せ
る
第
二
楽
想
は
温
和
な
る
長

愛
ホ
調
の
旋
律
に
し
て
其
哀
訴
す
る
如
き
音
調
は
巧
み
に
二
婦
人
の
嘆
願
を
表
は
せ

り
。
曲
の
終
に
常
り
、
第
一
楽
想
が
漸
次
緩
か
な
る
音
に
現
は
れ
て
最
後
に
全
く
消
え

去
る
時
、
聰
者
は
か
の
英
雄
が
終
に
意
に
反
し
て
其
の
計
蜜
を
放
棄
す
る
の
朕
を
想
像

し
得
べ
し
。

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

ニ

ピ

ア

ノ

獨

奏

『
自
作
主
想
の
愛
奏
曲
』

作
者
プ
ラ
ー
ム
ス
(
Jo
h
a
n
n
e
s
B
r
a
h
m
s
 1
8
3
3
,
1
8
9
7
)

は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

代
表
せ
る
純
然
た
る
古
典
派
の
音
楽
を
博
承
せ
る
獨
乙
の
大
家
な
り
。
彼
の
長
所
は
最

も
精
選
せ
る
形
式
の
中
に
沈
静
深
遠
な
る
感
情
を
表
現
し
た
る
黙
に
あ
り
。
彼
の
作
曲

は
一
般
に
知
的
要
素
に
富
み
、
斬
新
な
る
和
墜
複
雑
な
る
節
奏
を
用
ふ
る
こ
と
多
き
が

故
に
、
初
め
て
之
を
聰
け
ば
其
の
趣
味
を
解
し
が
た
き
も
、
之
に
慣
る
A

に
至
れ
ば
妙

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

指
揮
者
グ
ス
タ
ー
フ
、

ク
ロ
ー
ン

味
の
愈
ミ
加
は
る
を
覺
ゆ
と
い
ふ
。
彼
の
ピ
ア
ノ
曲
は
一
般
に
豊
麗
な
る
和
墜
徹
妙
な

フ
ィ
ギ
ュ
ア

る
音
色
、
高
雅
な
る
音
形
の
取
扱
等
に
於
て
優
れ
た
り
。
本
演
奏
の
愛
奏
曲
は
一
八
六

一
年
の
作
に
し
て
自
作
の
主
想
を
基
と
し
て
作
れ
る
十
一
の
換
へ
手
曲
な
り
。
最
初
に

現
は
る
A

主
想
の
構
造
は
在
来
の
八
小
節
式
に
よ
ら
ず
し
て
九
小
節
の
属
分
法
に
よ
れ

り
、
第
二
の
段
落
が
二
箇
と
三
箇
の
小
節
の
加
は
れ
る
如
き
属
分
を
有
す
る
も
珍
ら
し

く
聞
こ
ゆ
。
菱
奏
の
中
に
て
最
も
技
巧
の
妙
を
示
す
も
の
は
第
五
に
し
て
、
此
慮
に
二

つ
の
旋
律
は
カ
ノ
ン
式
に
組
み
合
さ
れ
、
し
か
も
第
二
の
旋
律
は
第
一
の
も
の
A

倒
影

を
成
し
、
理
論
家
の
所
謂
倒
行
カ
ノ
ン
を
作
れ
り
。

＇

三
獨
唱
合
唱
及
管
絃
榮

．『

魔

王

の

娘

』

ガ

ー

デ

作

曲

ガ
ー
デ
(

N

i

els
W
il
h
e
l
m
 G
a
d
e
 1
8
1
7ー

1
8
9
0
)

は
丁
抹
の
著
名
な
る
作
曲
家
に

し
て
、
二
十
三
歳
の
時
既
に
序
曲
『
オ
シ
ア
ン
の
餘
韻
』
を
公
に
し
て
其
の
名
を
世
界

に
知
ら
れ
た
り
き
。
其
の
後
二
年
を
経
て
獨
逸
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
に
赴
き
此
虞
に
止
ま
る

こ
と
五
年
、
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
、
シ
ュ
ー
マ
ン
等
と
親
み
て
殊
に
前
者
の
感
化
を
受
く
る

こ
と
深
か
り
き
。
さ
れ
ど
彼
は
こ
れ
が
為
に
自
己
の
特
色
を
失
ひ
た
る
に
あ
ら
ず
。
彼

の
諸
作
は
屡
々
ス
カ
ン
デ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
色
彩
を
帯
び
又
た
極
め
て
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
の
詩

趣
に
富
め
り
。
本
演
奏
の
『
魔
王
の
娘
』
(
-
八
五
二
年
作
）
の
如
き
も
其
の
適
例
な
り

バ
ラ
ッ
ド

本
曲
は
か
の
ゲ
ー
テ
の
名
高
き
讀
歌
と
は
異
り
て
、
魔
王
の
娘
が
一
騎
士
を
破
滅
に

ブ
ロ
ロ
ー
グ

陥
る
A

物
語
な
り
。
最
初
の
序
詞
（
合
唱
）
は
オ
ー
ル
フ
と
呼
ぶ
騎
士
が
結
婚
日
の
前

晩
、
『
魔
の
岡
』
に
駒
を
止
め
て
暫
く
息
ひ
た
る
に
、
二
人
の
美
女
現
は
れ
て
彼
を
招

た
ヘ

き
一
人
は
彼
を
愛
撫
し
一
人
は
彼
に
舞
踏
を
勘
め
て
妙
な
る
歌
を
う
た
ひ
し
が
、
折
し

も
き
こ
ゆ
る
鶏
の
槃
に
か
き
け
す
如
く
失
せ
た
る
こ
と
を
述
ぶ
。
次
の
快
速
曲
（
第
一

番
）
よ
り
以
下
は
凡
て
オ
ー
ル
フ
が
其
の
夕
城
に
饉
り
て
よ
り
翌
朝
に
至
る
ま
で
の
事

を
叙
す
る
も
の
に
し
て
前
奏
の
後
に
先
づ
起
る
合
唱
は
夕
日
海
原
に
沈
み
て
祝
宴
の
日

の
近
き
た
る
こ
と
を
歌
ふ
。
こ
れ
よ
り
オ
ー
ル
フ
と
其
の
母
と
の
問
答
あ
り
。
オ
ー
ル

フ
は
あ
す
の
宴
に
招
く
べ
き
客
あ
れ
ば
馬
の
用
意
を
せ
よ
と
い
ふ
。
母
は
日
く
れ
て
道

く
ら
き
に
誰
を
招
か
ん
と
て
行
く
ぞ
と
頻
り
に
止
む
れ
ど
も
オ
ー
ル
フ
は
心
か
な
た
に

引
か
れ
て
家
に
安
ん
ぜ
ず
、
『
胸
み
だ
れ
心
欝
し
て
朝
の
日
の
光
を
見
ざ
れ
ば
陛
せ
ず
』
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Erlkonigs T ochter. 

Prolog Andantino (Chor) Herr Oluf Abends hielt an sein Ross; 
die Nebel, die tie£ sich senkten, die duftende Blume, das gri.inende 
Gras den Sinn zur Ruhe lenkten. Er lehnte sein Haupt an die Erlen-
hoh', sein'Augen begannen zu sinken, da kamen gegangen zwei 
Jungfrau'n schon, die thaten ihm lieblich winken. Die Eine ihm 
streichelt'die blasse Wang', die Andre ihm fli.isterte leise: Wach au£, 
du schoner ]tingling, auf ! und tanz'mit mir im Kreise ! Sie sangen 
ein Lied, so hold und si.iss, still horchte der Strom am Raine; 

Fischlein scherzt'in heller Flut, und Voglein zwitschert'im Haine. 
Ratte Gott da nicht zu seinem Gluck den Hahn lassen riihren die 
Schwingen, dort war'er blieben in Erlenhoh', wo Erlenjungfrauen 
smgen. 
|丁|No.1. 4llegro moderato, ma vivace(Chor) In's blaue Meer 

die Sonne sinkt, in's blaue Meer die Sonne sinkt bei Nachtigallen-
schlage, bei Nachtigallenschlage. Morgen Herrn Olufs Hochzeit winkt 
mit Trink-und Festgelage, mit Trink-und Festgelage．ー（HerrOluf) 
Zaum'au£ mein Ross mit gold'ner Kett', mein Ross, das schnellste, 
beste ! Mir fehlt ein Gast, den gem ich hatt'bei meinem Hochzeits-
feste, Zaum'auf mein Ross mit gold'ner Kett', mein Ross, das schnel-
lste, beste !-(Die Mutter) Mein Sohn, mein Sohn, es neigt sich 
schon der Tag, mein Sohn, mein Sohn, die langen Schatten schreiten ! 
-(Oluf) Mir fehlt ein Gast, den gem ich hatt', mir fehlt ein Gast, 
den gern ich hatt'bei meinem Hochzeitsfeste，ー（Mutter)Mein Sohn! 
was bittest du fiir Gaste noch so spat bei Abendzeiten? Was bittest 
du fiir G且steso spat bei Abendzeiten？ー（Oluf)Es zieht mich fort, 
es zieht mich hin, ich kann nicht langer weilen, mein Herz ist krank, 
und schwer mein Sinn, nur Morgenstrahl wird heilen．ー（Mutter)
Mein Sohn! es neigt sich schon der Tag, mein Sohn！ー（Chor)In's 
blaue Meer die Sonne sinkt bei Nachtigallenschlage, bei Nachtigallen-
schlage, Morgen Herrn Olufs Hochzeit winkt mit Trink-und Festgelage, 
mit Trink-und Festgelage. 

No. 2. Andante sostenuto (Oluf) So oft mein Auge die Fluren 
schaut im frischen Morgengewande, sehnt sich mein Herz nach der 
holden Braut, der schonsten Jungfrau im Lande. So oft ich reit'iiber 
Flur und Au, wo Blumen im Korn sich schaaren, denk'ich an ihre 
Augelein blau wohl unter den goldnen Haaren. So oft ich wander' 
am Erlenstrauch, bei der Sterne hellem Karfunkel, denke ich an ein 
schwarzes Aug'und der Lokkenfiille so dunkel. Die tiefste Wunde 
zusammen heilt, geschlagen von Feindeshanden, es ist mir, als ware 
mein Herz getheilt, die Qual wird doch einst wohl enden ! 

No. 3. Allegro risoluto. (Oluf) Zaum'au£ mein Ross mit gold'ner 
Kett', mein Ross, das schnellste, beste！ー（Mutter)Oluf ! o hi.it'dich 
vor Erlenhoh'! 0 reite nicht zur Geisterstund', da herrschen nachtliche 
Schaaren, 0luf, reit'nicht, reit'nicht zur Geisterstund'!― _(Oluf) 
Fiirchte nimmer, still ist's im Erlengrund!-(Mutter) Du weisst es, 
Herr Oluf, im Erlengrund, da droh'n dem Herzen Gefahren, Oluf ! 
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reit'nicht, o reit'nicht zur Geisterstund'!-(Oluf) Fi.irchte nicht, nur 
Nebelstreifen dort schwanken.―(Mutter)Oluf! hi.it'dich vor Erlenhoh'! 
-(Oluf) Frisch au£, mein Rappe, flieg um die Wett mit meinen 
wi.isten Gedanken, mein Rappe, frisch auf !-(Chor) Schon stampt der 
Rappe, schon eilt er hinaus i.iber Feld, i.iber Feld und wilde Haide! 
schon eilt er hinaus! (Allegro molto) Herr Oluf reitet von Heerd 
und Haus, zu bitten die Hochzeitleute. Herr Oluf reitet von Heerd 
und Haus, zu bitten die Hochzeitleute. Fri.ihmorgen ziehen wir beim 
Glockenklang zum Hochzeitfest mit Spiel und Sang! mit Spiel und 

Sang! mit Spiel und Sang! 
国こINo. 4. Andante con moto (Oluf) Nacht, o wie stille! der 

Mond allein blickt auf die einsamen Hagen ; im Dickicht flotet ein 
Vogel gar fein, doch zu horchen ich darf nicht wagen! Dort glanzt 
ein Gewand ! sch on verschwand es fort! wie selt am! reden die Li.if te? 
Mein Herz sie fesseln an diesen Ort, mich hauchen in Schlummer 
die Di.ifte, in Schlummer ! 

No. 5. Andantino. (Die Erlenmadchen-Chor) Leicht nun schwebt 
der Tanz durch die Haine！ー（Oluf)Dort hore ich singen, mein Herz 
wird gefangen, es sind Erlenmadchen ! flieh'; o flieh'mit Bangen!― 
(Erlenmadchen) Leicht nun schwebt der Tanz durch die Haine!― 
(Oluf) Da tanzen drei, da tanzen vier, Erlenkonigs Tochter sie winket 
mir! 

No. 6. Andante sostenuto. (Erlkonigs Tochter) Willkommen, Herr 
Oluf, was eilst du von hier? tritt her in den Reihen und tanze mit 
mir ! Herr Oluf！ー（Oluf)Ich nimmer darf, ich nimmer mag, fri.ih-
morgen, fri.ihmorgen ist mein Hochzeittag.—(Tochter) Ein seiden 
Hemd ich gebe dir fein, das bleichte meine Mutter bei Mondenschein, 
Herr Oluf !-(Oluf) Versuche mich nicht mit si.isser Red', ich darf 
nicht tanzen, wie gem ich's that'.(Tochter) Hor'Du, Herr Oluf, tritt 
tanzen mit mir, einen silbernen Panzer dann gebe ich dir ! Herr Oluf, 
Herr Oluf, tritt tanzen mit mir, tritt tanzen! (Allegro molto) (Oluf) 
Ich nimmer darf, ich nimmer mag, fri.ihmorgen ist mein Hochzeittag. 
ー(Tochter)Und wenn du nicht willst tanzen mit mir, und wenn du 
nicht willst tanzen mit mir, Seuch'und Krankheit, Seuch und Krank-
heit soll folgen dir，一（Oluf)Ha! hilf mir Gott! jetzt £asst sie mich 
an! Erlkonigs Tochter hat mir Leid's gethan, ein Leid's gethan ! 
(Tochter) Der Wange bleich entstromt das Blut, so meine Hand 
dich schlagen thut ; Herr Oluf, Herr Oluf, fri.ihmorgen bist du todt, 

ー(Erlenmadchen)Bistdu todtー(Oluf)Entflieh', entflieh', mein Rappe, 
das Leben mir rett'! Entflieh', mein Rappe, das Leben mir rett'! 
sonst wird das Grab mein Hochzeitbett! (Tochter u. Erlenmadchen) 
Herr Oluf ! Herr Oluf, Friihmorgen, Oluf, bist du todt ! Reit heim 
zum Liebchen in Scharlachrot ! Herr Oluf Herr Oluf friihmorgen, 
Herr Oluf, friihmorgen, Herr Oluf, Herr Oluf ! friihmorgen bist du 
todt ! Morgen bist du todt! (Oluf) Entflieh,'mein Rappe, etc. 
1旦[INo. 7. Andante con moto-Morgengesang (Chor) Im Osten 

geht die Sonne au£, sie f且rbtdie goldne Wolk', zieh iiber Meer und 
Bergeshoh, zieht iiber Land und Volk. Sie kommt vom fernen, 
schonen Strand, aus Paradieses Schoos, sie bringet Licht und Lust 
fur Alle Klein und Gross, fur Klein und Gross. Ja Gottes Sonn' 
erfullt die Erd'mit Wonn'un Himmelspracht, sie schenket Lindrung 
jedem Schmerz, erhellt des Kummers Nacht. 

No. 8. Andantino (Die Mutter) Ich wartet'an des Hauses Thur, 
die Sterne all erblichen; es ist, seit Oluf ritt von hier, der Schlaf 
von mir gewichen. Herr Oluf, Herr Oluf, wo treibt's in der Nacht 
dich hin? wie fiillest mit Angst du der Mutter Sinn. (Chor) Wir 
schenken Meth, wir schenken Wein! Wann kommt Herr Oluf zum 
Liebchen sein?-Allegro non troppo (Die Mutter) Wer reitet dort 
durchs hohe Korn? Stosst laut, stosst laut in's goldne Horn? Es ist 
Herr Oluf selbst, die Sehnsucht, die Sehnsucht schenkt ihm Flugel,,::::-
er schwingt sich, wie ein Edelfalk herab von jenem Hugel !-(Ch~r) 塁
Er reitet schnell, er eilt nach Haus, er reitet schnell, er eilt nach } 

CJ 

Haus, rings Stein und Funken stieben, rings Stein und Funken stieben ! ~ 
←―̀ 

er reitet schnell, er eilt nach Haus, er eilt nach Haus! (Mutter) Herr 0 

Oluf halt'an deine Zugel！ー（Chor)W o ist des Helmes weisse Strauss？梢
ー(Mutter)Oluf, mein Sohn, mein Sohn!-(Chor) Wo ist sein Schild l •— 4 

geblieben？ー（Mutter)Herr Oluf halt'an deine Zugel !-(Chor) Es 匹

゜traufelt Blut von dem goldnen Bu gel! Herr Oluf, Herr Oluf, halt'an i 
deine Zugel ! !~ 

N?. 9. -Molto moderato. (Mutter) Hor'du, Herr Oluf, sag'an mir 嬰
gleich, wie ist die Wange so blass und bleich？ー（Oluf)Wie sollt'sie 
nicht sein blass und bl;ich, wie sollt'sie nicht s~in biass und bleich，巳
ich war die Nacht in Erlenreich！ー（Mutter)Und hor'du, Herr Oluf,綜
mein Sohn so traut, was sag'ich nun deiner jungen Braut?-(Oluf) 
1hr sagt, ich sei in den Wald gegangen, den Hirsch mit den Ruden さ

u 
einzufangen-(Chor) Wo, wo sind die Gaste? o lass uns sie schauen! 
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四

セ

ロ

獨

奏

・

『
ロ
コ
コ
式
主
想
の
愛
奏
曲
』

チ

ア

イ

コ

フ

ス

キ

作

チ
ア
イ
コ
ス
フ
キ
(

P

.

I. 
T
s
c
h
a'i

k
o
w
s
k
y
 1
8
4
0ー

1
8
9
3
)

は
露
國
最
大
の
國
民
的

音
楽
者
な
り
。
彼
の
最
も
著
名
な
る
作
品
は
管
絃
楽
の
諸
篇
に
し
て
、
其
の
愛
化
に
富

む
音
色
と
強
烈
な
る
情
趣
と
は
近
代
器
楽
の
一
異
彩
な
り
。
彼
の
作
は
極
め
て
多
様
の

趣
味
を
表
し
、
時
に
は
繊
麗
、
時
に
は
粗
野
、
時
に
は
陰
欝
、
時
に
は
激
烈
な
り
。
管

絃
曲
以
外
に
も
廣
＜
賞
美
せ
ら
る
A

名
作
少
か
ら
ず
。
本
演
奏
の
セ
ロ
曲
（
本
来
は
オ

ル
ケ
ス
ト
ラ
を
伴
ふ
）
も
亦
其
の
一
に
し
て
、
こ
は
露
西
亜
民
謡
風
の
優
美
な
る
主
想

に
基
け
る
愛
奏
曲
な
り
。

五

管

絃

榮

『

オ

ベ

ロ

ン

の

序

曲

』

ヴ

ェ

ー

ベ

ル

作

獨
逸
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
派
歌
劇
の
始
祗
ヴ
ェ
ー
ベ
ル

(
C
.M
.v
.W
e
b
e
r
 1
7
8
6ー

1
8

2
6
)

の
『
オ
ベ
ロ
ン
』
は
元
、
英
國
よ
り
の
依
頼
に
應
じ
て
作
れ
る
も
の
に
て
作
者
の

歿
す
る
敷
月
前
初
め
て
ロ
ン
ド
ン
に
演
奏
せ
ら
れ
た
り
。
本
歌
劇
の
筋
は
佛
蘭
西
の
古

話
『
ボ
ル
ド
ー
の
ユ
オ
ン
』
に
基
け
る
も
の
に
し
て
其
の
梗
概
は
魔
王
オ
ベ
ロ
ン
が
夫

人
テ
イ
タ
ニ
ア
と
仲
た
が
ひ
の
末
、
如
何
な
る
危
難
に
遇
ひ
て
も
操
を
か
へ
ぬ
夫
婦
を

世
に
見
出
す
ま
で
仲
直
り
せ
じ
と
誓
ふ
こ
と
あ
り
。
配
下
の
。
ハ
ッ
ク
は
か
A

る
夫
婦
を

求
め
て
諸
方
を
め
ぐ
る
う
ち
、
ユ
オ
ン
と
い
ふ
若
き
武
士
シ
ャ
ー
ル
マ
ー
ギ
ュ
の
子
を

殺
し
た
る
科
に
て
バ
ク
ダ
ッ
ド
に
順
證
し
其
慮
な
る
國
王
の
姫
レ
チ
ア
を
花
嫁
と
し
て

連
れ
饂
る
べ
き
旨
宣
告
せ
ら
れ
た
り
と
聞
き
込
み
、
之
を
魔
王
に
注
進
す
。
魔
王
は
妻

と
仲
直
り
の
道
具
に
こ
の
二
人
を
使
は
ん
と
企
て
初
め
に
二
人
を
引
き
合
せ
た
る
後
二

人
が
鱚
り
の
航
海
中
に
そ
の
船
を
覆
へ

し
て
彼
等
を
引
離
し
、
別
々
に
誘
惑
し
て
十
分

に
試
み
た
る
の
ち
、
二
人
の
操
の
か
は
ら
ざ
る
を
見
て
打
ち
喜
び
、
己
は
夫
人
と
和
解

し
て
、
ユ
オ
ン
と
そ
の
妻
と
は
故
郷
に
師
ら
し
め
た
り
と
な
り
。
ー
ー
_
本
演
奏
の
序
曲

は
凡
て
歌
劇
の
進
行
中
に
現
は
る
A

敷
楽
句
を
組
み
合
せ
て
作
れ
り
。
序
節
に
聞
ゆ
る

ホ
ル
ン
の
短
楽
句
は
第
一
幕
（
仙
界
の
場
）
に
響
く
オ
ベ
ロ
ン
の
霊
笛
の
音
な
り
。
此

の
響
と
共
に
仙
界
の
光
景
忽
ち
吾
等
の
眼
前
に
開
け
て
木
管
の
最
弱
奏
に
現
は
る
A

断

カ
ー
ト

音
の
楽
句
は
巧
み
に
小
魔
の
嬉
戯
す
る
欣
を
窟
す
。
さ
れ
ど
暫
く
に
し
て
管
に
起
る
進

行
曲
風
の
楽
句
（
最
終
幕
に
出
づ
）
の
後
に
進
行
は
活
氣
あ
る
快
速
調
に
轄
じ
、
第
一

主
想
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
急
速
な
る
音
形
（
第
二
幕
、
航
海
の
楽
句
）
を
以
て
始
ま

る
。
次
で
第
二
楽
想
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
現
は
れ
更
に
絃
に
移
る
、
こ
は
ユ
オ
ン
の
愛
の

歌
な
り
。
更
に
第
三
の
楽
想
と
し
て
有
名
な
る
レ
チ
ア
の
「
大
洋
の
ア
リ
ア
」
中
の
一

部
を
と
れ
り
。
以
下
此
等
の
楽
想
を
展
開
又
は
反
覆
し
て
後
短
か
き
華
々
し
き
尾
句
を

以
て
全
曲
を
結
ぶ
。

大
正
八
年
十
二
月
六
日
学
友
会
第
二
十
七
回
土
曜
演
奏
会

□第
二
十
七
回
土
曜
演
奏
會
十
二
月
六
日
正
一
時
於
東
京
音
架
學
校
奏
楽
堂

に
開
會
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1
s
t
 
P
i
a
n
o
,
 M

i
s
s
 
M

.
 E

b
i
n
a
.
 2

n
d
 P
i
a
n
o
,
 P

r
o
f
.
 
S
c
h
o
l
z
.
 

(
2
)
 
A
l
t
o
 S
o
l
o
 a
)
^
^
O
m
 br
a
 m
a
i
 f
u
''
f
r
o
m
''
X
e
r
x
e
s
.''
(
H
a
n
d
e
l
)
 

b
)
 A
r
i
a
 o
f
 

M
i
t
r
a
n
e
.
 (

F

.
 

R
o
s
s
i
)
 
M
i
s
s
 H
.
 Sh01ji
.
 (

3

)

 

O
r
g
a
n
 

S
o
l
o
 :
 V
a
r
i
a
t
i
o
n
s
 
o
n
 T
h
e
 E
n
g
l
i
s
h
 H
y
m
n
.
 (

H
.
 R

i
n
c
k
)
 M

r
.
 

I. 
O
g
a
w
a
 (
4

)

 
B
a
s
s
o
 S
o
l
o
:
 

"
C
a
v
a
t
i
n
e
 d
e
s
 B
r
o
n
i
"
 f
r
o
m
 "
D
i
e
 

J

u
d
i
n"
 
(
H
a
l
e
vy
.

)
 

M

r
.
 H
.
 A

b
e
.
 

(

5

)

 
P
i
a
n
of
o
r
t
e
 
C
a
p
r
i
c
c
i
o
 

B
r
i
l
l
a
n
t
e
,
 O

p
.
 22
.
 

(
M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
)
 
1
s
t
 
P
i
a
n
o
,
 M

i
s
s
 C
.
 Id

z
u
m
i
.
 

2
n
d
 P
i
a
n
o
,
 P

r
o
f.
 Sc

h
o
l
z
.
 (

6

)

 

V
i
o
l
o
n
c
e
l
l
o
 
S
o
l
o
.
 a

)
 
A
l
l
e
g
r
o
 

a
p
p
a
s
s
i
o
n
a
t
o
.
 (

S
a
i
n
t
'
S
a
告
s
.)

b
)
 S
c
h
e
r
z
o
.
 O

p
.
 1

2
,
 N

o
.
 2
.
 

(Goets

.)Mr•Y

. 

S
a
k
a
i
.
 (

7

)

 
A
r
i
a
 w
i
t
h
 C
h
o
r
u
s
:
 (
a
c
c
o
m
p
a
n
i
e
d
 

w
i
t
h
 
O
r
c
h
e
s
t
r
a
 
O
r
g
a
n
.)
 S
t
.
 P

a
u
l
u
s
.
 (

M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
.)
 M

r
.
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二、
＇

四 ．三 ― '一

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

卒
業
證
書
授
呉

校

長

式

僻

文
部
大
臣
祝
僻

卒
業
生
穂
代
謝
僻

演

奏第

一

一、
・
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・・
・
本
科
器
榮
部
卒
業
生

•
…

…
・
・
本
科啓
楽
部
卒
業
生

伊

藤

そ

の

イ
短
調
競
奏
曲
（
作
品
八
五
、
第
一
榮
章
）

フ

ン

メ

ル

作

曲

部
曲

目

大
正
九
年
三
月
二
十
五
日
卒
業
式

大
正
九
年
三
月
二
十
五
日
（
木
曜
日
）
午
後
一
時
三
十
分

卒

業

證

書

授

輿

式

順

序

和

泉

千

代

K
.
 
T
o
y
a
m
a
.
 

(

8

)

 

Pi
a
n
of
ort
e
:
 
C
o
n
c
e
rt
o
 in
 d
 m
i

n
o
r
.
 (1st
 

m
o
v
e
m
e
nt
)

 

(
M
o
z
a
rt
)

 

1st
 

Pi
a
n
o
,
 M

i

ss 
M
.
 Ka

n
e
k
o
.
 2

n
d
 

Pi
a
n
o
,
 Pr

of
.
 

S
c
h
o
l
z
.
 (

9

)

 

S
op

r
a
n
o
 S
o
l
o
:
 

"
M
i

c
h
a
e
l
a's
 A
ri
a
"
 

f
r
o
m
^
^
C
a
r
m
e
n
." 
(
Bi
zet

.
)
 

M
i

ss A•Yokoyama

. 

(
1
0
)
 
Vi

oli
n
 

S
o
l
o
:
 
a
)
 C
h
a
n
s
o
n
 L
o
ui
s
 XIII. (
C
o
up

eri
n
 K
r
ei
sler) 
b
)
 B
e
r
a
e
.
 

(
C
o
u
p
e
ri
n
 K
r
ei
sler
.)
 
c) 
B
e
r
c
e
u
s
e
,
0
p
.
 1

6
.
 (F

a
u
r
e
.)
 
d
)
 

D
a
n
s
e
 H
o
n
g
r
ai
se
,
 O

p
.
 30
,
 N

o
.
 8.
 (

D
r
d
l
a
.)
 M
r.
 T
.
 Oh

n
o
.
 

(
1
1
)
 Pi
a
n
of
o
rt
e
 Solo: T
w
o
 R
h
a
p
s
o
di
es
.
 O
p
.
 

7
9
.
 

(

J
.
 

B
r
a
h
m
s
.)
 

M
i

ss _K•Kawakam

i
. 

(
1
2
)
 
O
r
c
h
e
st

ra 
Select
i

o
n
 f
r
o
m
^
T̂
h
e
 

Fi
refly
"
 C
o
m
e
d
y
'
O
p
e
r
a
 b
y
 R
u
d
o
l
f
 F
ri
m
l
 (
a
r
r
a
n
g
e
d
 b
y
 G
u
s
,
 

t

a
v
 H
i

n
ri
c
h
s
)
 
(
M
e
m
b
e
r
s
.)
.
 

（『
昔
架
界
』
第
二
二

0
号
、
大
正
九
年
二
月
、
二
六
頁）

東

京

昔

架

學

校

トー｛
トー4 1----4 ．． 七、 六、 四、

い
、
お
も
ひ
で

ろ
、
夜

の

歌

は
、
春
の
心

部

歌
劇

「
フ
ィ
ガ
ロ
の
婚
姻
」
中
の
歌

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
本
科
器
榮
部
卒
業
生

ト
長
調
競
奏
曲

（
第
二

l

―
一
番
、
第
一
榮
章
）
…
…
…
…
…
…

テ
ノ
ー
ル
獨

唱

…

…

…
…
…
…
…
本
科
整
榮
部
卒
業
生

歌
劇
「
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
」
中
の
ジ
ー
ク
ム
ン
ド
の
愛
の
歌
：
…
•

五

、

ビ

ア

ノ

獨

奏

…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
器
榮
部
卒
業
生

ハ
短
調
競
奏
曲
（
第
三
番、
作
品
三
七
、
第

一築
章
）
•
…
…
••

土

、

合

唱

第

セ
ロ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
本
科
器
榮
部
卒
業
生

イ
短
調
競
奏
曲
（
第
一
番
、
作
品
三
三
）
…
…
…
…
…
…
…

ア
ル
ト
獨
唱

…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
聟
榮
部
卒
業
生

歌
劇
「
豫
言
者
」
中
の
抒
情
調
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
•
…
・
・
研
究
科
器榮部
修
了
生

諦
及
波
蘭
舞
踏
曲

（
作
品
三
八
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

九
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
・
研
究
科
器
榮
部
修
了
生

ト
短
調
競
奏
曲
（
第
一
番
、
作
品
二
五
）
…
…
…
…
…
…
•
J
•

+
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
…
…
…
・
研
究
科
器
榮
部
修
了
生

悲
牡
な
る
幻
想
曲
（
作
品
三
五
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ヴ

ィ

ユ

ー

タ

ン

作

曲

蒲
原
有
明
作
歌

…

…

…

…

…

…

信

時

潔

作

曲

青
木
存
義
繹
歌

｝
…
…
…
…
•
•

、…
;
…

•9.、
…

ヘ`ハ
ウ
。
フ
ト
マ
ン
作
曲

植
松
安
作
歌P

r
o
g
r
a
m
m
e
.
 

P
r
e
s
e
nt

at
i

o
n
 of
 

D
i

p

l
o
m
a
s
.
 

A
d
d
r
e
s
s
 t
o
 th
e
 G
r
a
d
u
at
i

n
g
 Classes 
b
y
 t
h
e
 D
i

rect
or
.
 

田 メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

中
英
太
郎

渡

邊

ト

リ

ヴ

ィ

ユ

ー

タ

ン

作

曲

青

木

友

マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ル
作
曲忠

相

澤

満

壽

モ

ツ

ァ

ル

ト

作

曲

サ
ン
、

サ
ー
ン
ス
作
曲

酒

井

悌

員

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

金

子

ワ

グ

ネ

ル

作

佐曲

伊

藤

祐

司

名

和

み

よ

ヴ

ィ

オ

ッ

テ

ィ

作

曲

き
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竺 炉 ゞ ？ 炉 ← や ド）、 「
I
V
.
 

III. 
C
o
n
c
e
rt
o
 fo
r
 Pi

a
n
o
,
 A
 
Min
o
r,
0
p.85 

(I movemen

t)……………•………………………

••Humme

l. 

M
i

ss 
C
.
 Iz

u
mi

.
 

C
a
n
z
o
n
e
 f
o
r
 S
op
r
a
n
o
 f
r
o
m
 "L
e
 N
o
z
z
e
 di
 Fi
g
aro
"
…
マ
f
o
zart.

Mi

ss 
S
.
 

I

t

o
.
 

C
o
n
c
e
rt
o
 fo
r
 Vi
oli
n
,
 G
 M
aj

or,
 N

o.
 

23 

(I movemen

t)…………………………………•………

••V
io
tti
. 

M
i

ss K•Nawa

. 

S
ieg
m
u
n
d
s
 L
ie
 
beslie
d
 f
o
r
 Te
n
o
r
 f
r
o
m
 "W
 alki.i
re
"
 ... W
ag
n
e
r
.
 

Mr•Y

. 
Ito
.
 

C
o
n
c
e
r
t
o
 f
o
r
 Pi

a
n
o
,
 C
 M
i

n
o
r,
 N

o
.
 

3
,
0
p
.3
7
 

(I movemen

t)………………………………••……

•Bee

thoven

. 

M
i

ss M•Kaneko

. 

C
o
n
c
e
r
t
o
 f
o
r
 Vi
oloncello,
 A
 M
i

n
o
r,
 N

o
.
 

1

,
 

O
p
.33•

……………………………………………

•••Sa

in
t,Saens

. 

Allegro n
o
n
 t
r
o
p
p
o
 

Allegrett
o
 m
o
l
t
o
 

Allegrett
o
 c
o
n
 m
ot
o
.
 

マ1r
.
S
a
k
ai

.
 

A
r
i
a
 f
o
r
 Alto f
r
o
m
 "Pro

phe
t"
………•…………

••Meyerbeer

. 

M
i

ss 
M
.
 

A
i

z
a
w
a
.
 

Ballade 
et
 P
o
l
o
n
aise 
f
o
r
 V
iolin
,
 Op
.
 38

…
…
…
V
ie
u
xte
mp
s.
 

M
r
.T
.A
0
ki

.
 

C
o
n
c
e
rt
o
 fo
r
 Pi
a
n
o
,
 G
 Min
o
r,
 No
.
 

1
,
 

O
p
.
 

2
5…

M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
.
 

M
o
l
t
o
 alleg
ro 
c
o
n
 f
u
o
c
o
 

A
n
d
a
nt
e
 
Prest
o
.
 

A
d
d
r
魯

b
y

E
d
u
c
ati
o
n
 

R
e
s
p
o
n
s
e
 
b
y
 

Classes
.
 

P
A
R
T
 I
L
 

P
A
R
T
 I. 

th
e
 
R
ep
r
e
s
e
nta
ti
v
e
 

Hi

s
 E
x
c
e
l
l
e
n
cy
 

of
 
t

h
e
 
G
r
a
d
u
ati
n
g
 

N
a
k
a
b
a
s
hi,
 M

in
ist
er 
of
 

vヽ
四
合

夜

の

歌
•
…
…
…
·
…
…
·

日
口p
 

ハ
短
調
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
第
五
番
、
作
品
六
七
）

管

絃

榮

|

|

_

歌
劇
「
オ
ベ
ロ
ン
」
の
序
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヴ

ニ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
ー
（
絃
楽伴
奏
）—
ー

歌
劇
「
フ
イ
ガ
ロ
の
婚
姻
」
中
の
伯
爵
夫
人
の
抒
情
調
…
…
…
…
モ

一

管

絃

楽

ー

|

東
京
昔
架
學
校
鐸
翡

演

奏

曲

目

時
雨
回

於
大
阪
市
中
央
公
會
堂

大
正
九
年
四
月
二
十
五
日

1

1. 
1
0
.
 

演
奏
旅
行

ハ
ウ
。
フ
ト
マ
ン

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ツ

ア

ル

ト

ー

長

坂

好

子

嬢 エ

ー

ベ

ル

主

催

大

阪

市

敦

育

會

後

援

大

阪

毎

日

新

聞

社

M
i

ss 
T
.
 

W
at
a
n
a
b
e
.
 

F
a
ntasi
a
 ap
p
ass10nata
 fo
r
 V
iolin
,
 Op
.
 35

…
…
…
V
ie
u
xte
mp
s.
 

名
.Y
.
 

T
a
n
a
k
a
.
 

C
h
o
r
u
s
e
s
:
 

a
.
 Omo

ide

………………………………••……

•Nobu

tok
i . 

マ
…
…
…
…
…
…
…•H
a
up
tm
a
n
n

.

b
.
 W

a
n
d
e
r
e
r
s
 N
a
c
htli
e
d
 

c.
 M

ai
l
i

e
d
 

四
月
二
十
五
日
（
日
曜
日
）
正
午
、
午
後
五

T
I
l
r
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
Iー

_
I
'

i

一
四
月
二
十
四
日
（
土
曜
日
）
午
後
五
時
i

一

於

京

都

市

公

會

堂

一

i

主

催

京

都

市

敬

育

會

一

ご
使
援
大
阪
毎
日
新
聞
社
京
都
支
局
一
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心
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ハ
ウ
。
フ
ト
マ
ン

空
し
く
老
い
ぬ
（
瑞
典
民
謡
）
…
…
•
…
•
…
…
·

五

ピ

ア

ノ

獨

奏

ー

ー

（

管

絃

楽

伴

奏

）

ー

ヘ

短

調

競

奏

曲

（

第

二

番

、

作

品

ニ

―

)

…

…

・

:

歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」
中
の
行
進
曲
及
況
歌
：
…
…
…
•
•
…
…
・
・
ワ

歌

劇

「

リ

エ

ン

ツ

イ

」

の

序

曲

：

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・

ワ

七
管
絃
架
|
—
_

六

管

絃

楽

及

合

唱

I

は ろ

春

の

（

『

大

阪

音

楽

文

化

史

資

料

明

治

・

大

正

編

』

三

九

七

頁

）

グ

ネ

ル

グ

ネ

ル

シ

ョ

ノぐ

ー

川

上

き

よ

子

譲

ユ

ン

ン

グ

ス

ト

大正9年 4月 25日，大阪市中央公会堂にて演奏。指揮はG．クロー

ン（『大阪毎日新聞』大正 9年 4月 25日 付 ）

四

千

の

聰

衆

悉

く

悦

惚

た

り

我

社

後

援

の

下

に

京

都

市

公

會

堂

に

開

か

れ

た

る

東

京

―

音

楽

學

校

管

絃

圃

の

大

演

奏

會

演

奏

者

は

常

代

の

名

手

二

百

名

風

は

柳

の

小

枝

を

揺

つ

て

若

芽

の

匂

ひ

静

か

な

る

春

の

光

の

中

に

漂

は

し

て

泰

西

に

疾

い

た

楽

壇

の

名

花

を

嗅

ぐ

べ

く

定

刻

前

か

ら

集

ま

つ

て

来

た

若

い

婦

人

や

女

生

徒

達

ま
社

旗

瓢

へ

る

廣

場

の

中

の

芝

生

に

一

―

-

々

伍

々

淑

や

か

に

集

り

を

作

り

て

今

日

の

。

フ

ロ

グ

ラ

ム

を

語

合

ひ

乍

ら

若

草

の

上

に

坐

つ

て

居

た

。

大

管

絃

楽

演

奏

の

日

午

後

五

時

の

開

場

に

先

つ

一

時

間

京

都

市

岡

崎

公

園

市

公

會

堂

前

の

廣

場

は

か

う

し

た

情

景

の

中

に

夕

暮

を

待

ち

受

け

た

、

人

は

次

第

に

増

し

た

芝

生

の

人

は

立

ち

上

っ

た

ゆ

る

や

か

な

人

の

歩

み

は

早

く

な

り

速

に

な

り

遂

に

人

の

波

と

な

つ

て

入

口

に

押

寄

せ

た

會

場

に

流

れ

込

ん

だ

四

千

餘

の

聴

衆

は

忽

ち

座

席

を

埋

め

ベ

ン

チ

を

占

領

し

墨

し

て

寸

餘

の

空

隙

を

残

さ

ず

峠

衆

の

中

に

は

婦

人

同

伴

の

京

大

赦

授

や

東

本

願

寺

の

新

法

主

や

九

條

武

子

夫

人

等

の

姿

も

見

え

る

演

や
が

奏

に

先

つ

て

安

藤

我

社

京

都

支

局

長

お

よ

び

安

藤

京

都

市

長

の

挨

拶

が

あ

り

聰

て

定

刻

六

時

ヴ

ェ

ー

ベ

ル

作

オ

ベ

ロ

ン

の

序

曲

を

奏

す

べ

く

管

絃

園

が

壇

に

上

り

ク

ー

ロ

ン

氏

が

指

揮

杖

を

以

て

立

っ

た

時

場

内

は

明

い

沈

獣

緊

張

し

た

静

寂

に

返

っ

た

演

奏

は

始

ま

っ

た

聘

衆

の

五

閤

は

耳

其

の

も

の

と

な

っ

た

緩

徐

な

る

序

節

臨

音

の

楽

句

酔

う

や

う

な

感

興

の

中

に

此

管

絃

楽

が

終

る

長

坂

好

子

嬢

が

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

の

為

に

壇

に

立

つ

聴

衆

は

充

奮

の

網

に

捕

へ

ら

れ

た

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

シ

ン

フ

ォ

ニ

ー

の

管

絃

楽

は

第

三

番

目

に

演

奏

さ

れ

る

廣

大

な

大

自

然

の

員

理

と

神

技

と

を

最

も

的

確

に

表

現

し

た

此

名

曲

は

四

千

の

聰

衆

を

酔

は

せ

ず

に

は

置

か

ぬ

悦

惚

と

夜

天

の

星

露

を

仰

ぐ

へ
う
べ
う

や

う

な

繹

滸

と

し

た

美

は

紳

訟

に

聴

衆

は

只

沈

獣

の

中

に

愈

々

深

く

沈

ん

で

行

っ

た

、

第

四

の

曲

目

夜

の

歌

、

春

の

心

、

空

し

く

老

い

ぬ

が

合

唱

さ

れ

川

上

き

よ

子

嬢

の

ピ

ア

ノ

の

獨

奏

が

あ

り

ワ

グ

ネ

ル

作

タ

ン

ホ

イ

ゼ

ル

の

管

絃

楽

及

び

合

唱

が

第

六

に

演

奏

さ

れ

る

、

初

め

華

々

し

く

次

第

に

強

く

激

し

く

餅

し

て

く

る

、

牡

ぼ
う
は
い

麗

を

極

め

た

歌

曲

を

聞

い

て

ゐ

る

と

或

る

大

き

な

力

が

彰

拝

と

し

て

背

後

か

ら

波

打

つ
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温
か
な
集
ひ
華
か
に
閉
づ

斯
く
て
常
地
最
初
の
大
―
音
楽
會
は
聰
く
者
麗
し
く
、
弾
ず
る
も
の
花
や
か
に
、
奏
す

る
と
こ
ろ
盛
く
世
界
の
名
曲
、
公
會
堂
の
大
建
築
は
渾
然
と
し
て
春
そ
の
者
に
化
す

が

い

み

な

る
概
が
あ
っ
た
、
選
皐
騒
ぎ
の
殺
風
景
な
今
の
世
に
到
る
虞
殺
伐
の
氣
瀕
ぎ
る
大
阪
の

街
に
此
の
柔
か
く
温
か
な
集
ひ
を
見
た
の
は
市
民
の
頭
脳
に
一
服
の
緩
和
剤
を
投
じ
た

ふ
さ

も
の
と
し
て
時
に
適
は
し
い
催
し
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、

聰
衆
中
に
は
住
友
男
が
十
名

の
家
族
連
れ
で
聞
き
惚
れ
て
居
た
の
を
始
め
阪
神
の
外
人
敷
十
名
の
来
聴
し
た
の
も
異

彩
を
放
つ
て
居
た

（
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
大
正
九
年
四
月
二
十
五
日
）

（
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
大
正
九
年
四
月
二
十
五
日
）

て
来
る
や
う
な
威
黙
を
さ
へ
覺
ゑ
る
最
後
の
管
絃
楽
は
ワ
グ
ネ
ル
初
期
の
有
名
な
リ
エ

ン
ツ
イ
の
序
曲
で
あ
る
雲
の
峰
が
押
し
移
る
が
如
く
緩
慢
な
序
開
き
か
ら
次
第
に
雲
の

峰
の
崩
る
A

や
う
な
快
速
に
轄
じ
て
行
く

み

な

ぎ

お

う

い

つ

•
9

ー

リ
ズ
ム
の
波

＇

を
聴
衆
は
唯
彰
拝
と
し
て
脹
る
生
命
力
の
横
溢
を
感
じ
て
只
感
銘

に
浸
っ
た
午
後
八
時
記
念
す
べ
き
＿
音
楽
會
は
幕
を
閉
ぢ
た
四
千
の
聴
衆
は
間
断
な
き
緊

、
、
、
、

・
張
と
充
貢
と
努
力
と
の
後
の
静
か
な
而
も
深
い
ど
よ
め
き
を
残
し
て
夜
氣
に
霞
ん
た
新

月
の
高
く
か
A

れ
る
庭
に
出
た

大
阪
で
は
本
日
二
回
京
都
市
公
會
堂
に
お
い
て
大
盛
況
を
呈
し
た
東
京
音
楽
學

．
校
大
演
奏
會
は
豫
報
の
如
く
今
廿
五
日
畳
夜
二
回
大
阪
中
之
島
中
央
公
會
堂
に
お
い
て

開
催
し
ま
す
右
に
付

會
員
諸
君
に
お
含
み
願
た
い
事
柄
は

場
内
の
静
粛
を
保
つ
為
に
出
入
口
を
一
定
し
且
演
奏
曲
の
終
る
ま
で
一
切
の
出
入
を

禁
ず
る
こ
と
▲
五
歳
以
下
の
お
子
達
を
お
連
れ
に
な
ら
ぬ
こ
と
▲
成
る
可
＜
草
履
又

は
靴
を
お
履
き
く
だ
さ
る
こ
と
▲
入
場
は
す
べ
て
正
面
玄
閥
よ
り
す
る
こ
と

等
で
あ
り
ま
す
尚
遠
方
よ
り
の
来
會
者
の
為
に
掌
日
畳
夜
と
も
會
場
前
に
臨
時
申
込
所

を
設
備
い
た
し
ま
す

長

唄
き

や

う

が

の

こ

む

す

め

だ

う

じ

ゃ

う

じ

五

、

京

鹿

子

娘

道

成

寺

蘭 名 な

蝶草；

小笛
線味三唄

鼓

長

|

【

休

憩

十

五

分

間

】

ー

新

内

節

わ

か

き

の

あ

だ

四

、

若

木

仇

上三

調味

子線

六西杵杵今芳芳芳芳

合 屋藤村村村
川屋 村

新 五長孝孝孝

三鉦勝三十孝一太次

郎二蔵郎郎三郎郎郎

富富吾富

士士妻士

松松路松

宮加

中喜古賀

太太

造昇夫夫

清

元

節

か

た

み

の

は

な

む

か

し

の

そ

で

の

か

、

筐

花

手

向

橘

吉

原

雀

上三

調味

子線

消清清清清

元元元元元

梅吉家富喜

太
枝美久

太太太

次郎夫夫夫

菌

八

節

、

春

I

)

た

つ

だ

ん

一

、

即

兵

衛

巨

撻

の

段

大
正
九
年
四
月
十
一
日
邦
楽
会
第
十
九
回
演
奏
会

大
正
九
年
四
月
十
一
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
半
臨
時
會
員
會
賃

壼
等
壼
圃
五
拾
錢

賦

等

壼

園

第

拾

九

回

演

奏

曲

目

常

磐

津

節

か

み

ぢ

や

ま

う

き

な

の

こ
ひ
ぐ
ち

二

、

紳

路

山

色

碑

お
こ
ん
貢
油
屋
酒
宴
場

於

上
野
東
京
＿
音
楽
學
校
奏
柴
堂

三

味

線

三三ワシ

味味

線線キテ

常常常常常宮宮宮宮｝

磐磐磐磐磐

津津津津津

喜金歌鳴志

男渡妻

太太太

松蔵夫夫夫

代

薗菌薗薗

千千千千

邦

榮 ｀

會

御
一
名

米春廣香
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重
唱
…
ロ
ッ
ス
イ
ー
ニ

乙
、
揺
藍
歌
i
、
フ
ラ
ー
ム
ス

二
、
上
高
音
獨
唱

一
、
合

ヽ

甲
‘
‘
ヱ
ー

ク
レ
ア
ト
ー
ル

船

橋

榮

吉

氏

乙
、
タ
ラ
ン
テ
ル
ラ
…
ボ
ッ
パ
ー

平

大
正
九
年
五
月
九
日
学
友
会
第
三
回
特
別
演
奏
会

第
三
特
別
―
音
楽
會
曲
目

唱

ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
、

三
、
ギ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ル
ロ
獨
奏

甲
、
黄
昏
曲
（
西
班
牙
舞
曲
第
二
）

四
、
深
音
獨
唱

E

歌
劇
『
道
化
師
』
の
序
詞
；
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
レ
オ
ン
カ
ヴ
ル
ロ

西

洋

琴

三

重

奏

榊

原

三

重

奏

園

ト
短
調
大
三
重
奏
曲
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
マ
ル
シ
ュ
ナ
ー

六
、
絃
架
合
奏

．

．

 

會

‘

・

員

劇
曲
『
ペ
ト
ル
ギ
ン
ト
』
中
の
オ
ー
ゼ
の
死
と
ア
ニ
ト
ラ
の
舞
踏
、
グ
リ
ー
．ク

七

｛

風

琴

獨

奏

中

田

章

氏

甲
、
二
長
調
進
走
曲
、
乙
、
バ
短
調
ト
ゥ
リ
オ
…
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
し
バ
ッ
ハ

八
、
二
重
唱

．

．

 

立
松
夫
人
、
船
橋
榮
吉
氏

甲
、
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
婚
證
』
中
の
ス
ザ
ン
ナ
と
伯
爵
夫
人
の
二
重
唱
…
モ
ー
ツ

ア
ル
ト
乙
、
『
ス
イ
ギ
リ
ア
の
床
屋
』
中
の
ロ
ジ
ー
ナ
と
フ
イ
ガ
ロ
の
二

會

井

カ
ッ
シ
オ
リ
ー
ニ
、

フ
ィ
ル
モ
ン
と
ボ
ー
シ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
グ
ノ
ー

保
三
氏

立
松
房
子
夫
人 員

太大

鼓鼓

梅梅

屋屋

市勝

十次

郎郎

ト
長
調
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
競
奏
曲
（
第
三
番
）
…
·
…
•
•
バツ
乍

’ー

B
r
a
n
d
e
n
b
u
rg

i

sches 
K
o
n
z
e
rt
 
(

G

 

D
u
r,
 Nr
.
 

3)

………•••••………•Bach 

Alleg
ro 
m
o
d
e
r
at
o
 

Alleg
ro 

ア

ル

ト

相

澤

滴

壽

獨

唱

者

｛

バ

ス

矢

田

部

勁

吉

K
a
nt
at
e
 "Blei

b
'
b
ei

 

uns
,
 de

n
n
 es ~ill 

A
b
e
n
d
 w
e
r
d
e
n
"
…
…
…
B
a
c
h
 

三
、
管小

夜
楽
（
作
品
一
六
）

…
…
…
…
…
…
・
・
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

Serenade (
Op

.

1
6
)……
…
…
…
…
…
…
•
•

5、 9

.
;
…
…
…
•
•
P
…
…
…
…
•
B
r
a
h
m
s

絃

架

二
、
混
磐
合
唱

唱
詠
曲
•
…
•
•
•

一

、

絃

架

大
正
九
年
六
月
十
二
日
、
十
三
日

九
、
ヴ
イ
オ
リ
ン

ゃ
‘ノ

．．．．．．．．．．．． 

ッ
＇

第
三
十
八
回
定
期
演
奏
会

大 小

倉
ノ‘ ノ‘

作

曲
曲

指

揮

者

塚

（
『
＿
音
榮
』
塵
友
會
、
第
十
一
巻
第
五
号
、
大
正
九
年
五
月
、
広
告
頁
）

淳
氏

+
、
洋
琴
獨
奏

甲
、
ラ
。
フ
ソ
デ
ィ
ー
、
作
品
七
十
九
、
第
一
番
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス

乙
、
輝
詩
曲
、
卜
短
調
、
作
品
二
十
三
…
…
…
…
…
…
…
シ
ョ
゜
ハ
ン

・

十

一

、

合

唱

附

獨

唱

獨

唱

者

、

横

山

彰

、

相

澤

ま

す

、

伊

藤

祐

司

歌
劇
『
オ
ル
フ
ェ
オ
』
の
四
十
五
番
…
…
…
…
…
…
…
…
グ
ル
ッ
ク

末

子

嬢

末

吉

甲
、
作
品
七
十
六
第
七
番
競
走
奏
曲
の
静
穏
な
る
併
歩
曲
…
ベ
リ
オ

乙
、
マ
ヅ
ル
カ
作
品
十
九
、
第
一
番
…
…
…
…
…
…
…
…
ヰ
ー
ニ
ア
フ
ス
キ

雄

二

氏

507 第 3章 、大正元年9月～15年（1912~1926)



六
、
管

ハ
長
調
交
響
曲
（
第
一
番
、
作
品
ニ
ー
）

S
y
m
p
h
o
ni
e
 (
C
 D
u
r
,
 N

r
.
 

1
,
 

O
p
.
 
2
1
)
 

A
d
ag
i

o
 m
o
l
t
o
|
A
l
l
eg

ro 
c
o
n
 b
ri
o
 

A
n
d
a
nt

e
 c
a
nt
a
bi
le 
c
o
n
 m
ot
o
 

M
e
n
u
e
t
t
o
 

A
d
ag
i

o
|
A
l
l
eg

r
o
 m
o
l
t
o
 e
 vi
v
a
c
e
 

演

奏

曲

目

梗

概

絃

榮

四
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

五
、
女
盤
合
唱

第
二
十
七

Alleg
ro m
o
d
e
r
at
o
 

A
l
l
e
g
r
o
 

指
揮
者

...........

............. ‘ン

ク
ロ
ー
ン

ヘ
ン
デ
ル
作
主
想
の
愛
奏
曲
と
逃
走
曲
（
作
品
二
四
）
…
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

V
a
ri
at
i

o
n
e
n
 u
n
d
 F
ug

e
 ilber 
ei
n
 T
h
e
m
a
 v
o
n
 H
a
n
d
e
l
 (
O

p
.
 
2

4

)

 

…••••………………•……………………………••…·………•…Brahms 聖
歌
二
篇
（
作
品
三
七
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
プ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

Z
w
ei

 
g

ei
st
l
i

c
h
e
 C
h
o
r
e
 f
i
i
r
 Fr
a
u
e
n
st
i

m
m
e
n
 (O
p
.
 

37)

…•…••Brahms 

a
.
 

0
 b
o
n
e
 J
 

e
s
u
.
 

b
.
 A

d
o
r
a
m
u
s
.
 

…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

…
…
・
:
B
e
et
h
o
v
e
n
 

グ
ス
タ
ー
ブ
、

ブ
ラ
ー
ム
ス
と
同
時
代
の
著
明
な
指
揮
者
ビ
ュ

ー
ロ
ウ
は
バ
ッ
ハ
(
J
.S
.
 Ba

c
h
 

1
6
8
5ー

1
7
5
0
)

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
(
L
.
v
.
 

B
e
et
h
o
v
e
n
 1
7
7
0ー

1
8
2
7
)

及
び
ブ
ラ
ー

ム
ス
(
J
o
h
a
n
n
e
s
B
r
a
h
m
s
 1
8
3
3ー

1
8
9
7
)

の
三
人
を
土
日
楽
に
於
け
る
三
大
B
と

呼
ん
だ
。
此
の
語
を
用
ひ
れ
ば
今
回
の
演
奏
會
は
三
大
B
の
演
奏
會
で
あ
る
。
バ

ッ
ハ
は
十
八
世
紀
の
上
半
期
に
活
動
し
て
、
彼
以
前
の
音
楽
の
諸
形
式
を
大
成
し

た
人
で
、
『
晉
ク
ラ
シ
ッ
ク
』
の
大
家
で
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
普
通
に
い

ふ
ク
ラ
シ
ッ
ク
派
の
名
人
で
、
バ
ッ
ハ
よ
り
約
百
年
後
の
全
く
異
っ
た
様
式
の
時

代
に
出
た
が
、
彼
以
前
の
音
楽
を
完
成
し
た
貼
に
於
て
は
バ
ッ
ハ
に
酷
似
し
て
居

ョ

Jレ

ツ

る
。
最
後
の
ブ
ラ
ー
ム
ス
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
よ
り
更
に
五
十
年
程
後
れ
て
十
九

世
紀
の
下
半
期
に
出
た
人
で
、
此
の
時
代
は
所
謂
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
派
や
新
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
派
の
榮
え
た
時
代
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
頃
と
は
異
つ
た
形
式
や
作
風

ブ
ロ
グ
ラ
ム
・
ミ
ュ
ジ
ッ
ク

が
行
は
れ
、
器
楽
に
於
て
は
所
謂
標
題
楽
が
全
盛
を
極
め
た
の
で
あ
る
が
、

ブ
ラ
ー
ム
ス
は
此
の
間
に
立
つ
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
遺
風
を
慕
ひ
、
古
典
的
作

風
の
美
黙
を
狡
輝
し
た
貼
に
於
て
異
彩
を
放
つ
て
居
る
。

一

絃

榮

バ
ッ
ハ
作
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
競
奏
曲
第
三
番
（
卜
長
調
）

バ
ッ
ハ
の
生
涯
を
四
期
に
分
け
れ
ば
、
本
曲
は
第
三
期
の
ケ
ー
テ
ン
時
代
（
一
七
一

七
ー
一
七
二
三
年
）
即
ち
ケ
ー
テ
ン
公
の
宮
廷
の
楽
長
を
勤
め
て
居
た
頃
の
作
で
あ

る
。
此
の
宮
廷
で
は
種
々
の
楽
器
の
合
奏
が
流
行
し
て
居
た
の
で
、
バ
ッ
ハ
も
主
と
し

て
合
奏
の
新
曲
を
作
曲
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
演
奏
の
曲

（
一
七
ニ
ー
年
作
）
は
別
に

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
侯
の
嘱
に
依
つ
て
作
っ
た
も
の
で
皆
で
六
曲
あ
る
。
此
の
六
曲
の

n
ン
チ
ェ
ル
テ
イ
ノ

楽
器
の
組
合
せ
は
謳
々
で
、
獨
奏
楽
器
（
嘗
時
の
所
謂
『
小
合
奏
』
）
の
敷
や
種
類
が

そ
れ
／
＼
異
つ
て
ゐ
る
。
又
中
に
は
獨
奏
楽
器
と
伴
奏
楽
器
（
所
謂
『
填
充
部
』
）
と

の
匿
別
の
明
で
な
い
の
も
あ
る
。
今
日
奏
す
る
第
三
番
の
如
き
は
即
ち
こ
の
種
の
も
の

で
、
輩
に
九
部
の
絃
楽
器
の
合
奏
に
練
低
音
を
添
へ
た
の
み
で
あ
る
。
即
ち
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
三
組
、
ヴ
ィ
オ
ラ
三
組
、
セ
ロ
三
組
に
ヴ
ィ
オ
ロ
ー
ネ
（
嘗
時
の
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
）
と
チ
ェ
ン
バ
ロ
（
本
演
奏
に
は
省
く
）
の
二
つ
が
純
低
音
を
附
け
る
の
で
あ
る
。

曲
の
構
造
が
近
頃
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
と
異
る
こ
と
は
言
ふ
迄
も
な
い
。
こ
れ
に
就
て

ス
ビ
ッ
タ
は
次
の
や
う
に
言
て
居
る
。
『
第
一
章
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
セ
ロ

ボ
リ
フ
ォ
ニ
ー

が
三
つ
の
群
を
な
し
て
奏
し
、
時
に
は
各
群
の
以
内
で
複
旋
律
式
に
扱
は
れ
る
こ
と
も

ユ
ニ
ソ
ン

あ
り
、
時
に
は
然
ら
ざ
る
こ
と
も
あ
る
。
又
屡
々
結
合
し
て
同
音
を
な
す
こ
と
も
あ
る
。

ー

此
れ
等
の
楽
句
か
ら
作
り
出
さ
れ
る
所
の
も
の
は
驚
く
べ
き
も
の

で、

賓
に
章
全
髄

が
こ
れ
に
基
い
て
組
立
て
ら
れ
て
居
る
。
第
七
十
八
小
節
か
ら
さ
き
の
一
節
は
獨
逸
器

楽
の
全
領
域
に
於
け
る
何
も
の
に
も
劣
ら
ぬ
程
立
派
で
あ
る
。
主
な
る
楽
想
が
第
ニ
ヴ
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ァ
イ
オ
リ
ン
部
に
表
は
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
全
く
新
し
い
楽
想
を

起
す
と
、
そ
れ
が
次
に
第
ニ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
現
は
れ
、
次
第
に
多
く
の
楽
器
を
引
き

入
れ
て
、
終
に
第
三
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
及
び
第
三
ヴ
ィ
オ
ラ
が
之
れ
を
承
け
、

G
線
で
重

重
し
く
表
は
す
。
こ
れ
を
合
圏
に
音
響
の
洪
水
が
諸
方
か
ら
ド
ツ
と
打
ち
寄
せ
て
、
敷

ア
ダ
ー
ジ
ョ

小
節
の
間
は
複
旋
律
が
全
部
其
の
渦
中
に
溺
れ
る
。
ー
~
正
式
の
緩
徐
調
は
無
い
。
ニ

つ
の
長
く
延
ば
し
た
和
音
が
暫
時
想
像
を
和
げ
る
の
み
で
、
そ
れ
か
ら
直
ち
に
最
終
章

フ
イ
ナ
ー
レ

が
始
ま
る
。
八
分
十
二
拍
子
の
純
然
た
る
競
奏
曲
の
終
章
で
あ
る
。
云
々
』

二

混

盤

合

唱

ン

タ

ー

ク

バ

ッ

ハ

作

唱

味

曲

カ
ン
タ
ー
タ
の
原
義
は
輩
に
歌
ふ
曲
と
い
ふ
だ
け
の
意
味
で
ソ
ナ
ー
タ
（
原
弾
く
曲

即
ち
器
楽
曲
の
義
）
に
到
し
て
一
般
竪
楽
曲
の
純
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
段
々
に
特

別
の
意
味
を
も
つ
や
う
に
な
っ
た
。
即
ち
歌
詞
の
上
に
連
絡
あ
る
敷
個
の
槃
楽
曲
（
獨

唱
合
唱
の
類
）
を
連
ね
た
管
絃
伴
奏
を
有
す
る
大
曲
を
指
す
や
う
に
な
っ
た
。
オ
ラ
ト

リ
オ
と
異
る
貼
は
叙
事
的
要
素
を
能
ふ
限
り
除
い
て
叙
情
的
表
出
を
主
と
す
る
様
式
に

存
す
る
の
で
あ
る
。
宗
教
的
の
種
類
即
ち
ヽ
會
カ
ン
タ
ー
タ
と
呼
ぶ
曲
の
空
前
絶
後
の

名
家
は
バ
ッ
ハ
で
、
今
日
で
は
バ
ッ
ハ
が
此
の
方
面
の
唯
一
の
代
表
者
で
あ
る
。
バ
ッ

ハ
の
曲
は
四
つ
の
竪
と
管
絃
楽
で
奏
す
る
様
に
作
ら
れ
、
四
乃
至
七
章
よ
り
成
る
。
通

例
合
唱
で
始
ま
り
コ
ラ
ー
ル
（
獨
逸
新
数
の
輩
純
な
讃
美
歌
）
で
終
り
、
其
の
中
間
に

宣
叙
調
、
詠
嘆
調
等
を
挿
む
。
本
演
奏
の
曲
も
此
の
通
り
で
あ
る
。
（
但
し
本
演
奏
に

は
第
五
番
を
省
い
て
他
の
五
曲
を
奏
す
る
又
ピ
ア
ノ
及
オ
ル
ガ
ン
で
伴
奏
す
る
）

カ
ン
タ
ー
タ
の
歌
詞
は
一
般
に
揺
音
書
に
基
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
バ
ッ
ハ
の
作

は
其
の
時
々
の
数
會
の
儀
式
及
び
説
敦
に
闘
係
あ
る
歌
詞
に
基
い
て
居
る
。
彼
は
五
年

間
に
亙
る
敬
會
の
各
日
曜
日
及
び
祭
日
の
式
に
奏
す
べ
き
カ
ン
タ
ー
タ
を
作
っ
た
と
い

ふ
。
こ
れ
は
主
に
彼
の
生
涯
の
最
終
期
即
ち
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
な
る
ト
ー
マ
ス
敦
會
の
カ

ン
ト
ー
ル
の
榮
職
に
就
い
て
か
ら
最
初
の
敷
年
間
に
作
っ
た
の
で
あ
る
。

本
演
奏
の
カ
ン
タ
ー
タ
も
此
の
時
代
の
も
の
で
、
一
七
三
六
年
四
月
二
日
復
活
祭
の

第
二
日
に
歌
ふ
為
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
此
日
の
幅
音
は
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
三
里

ば
か
り
隔
つ
た
エ
マ
ヲ
と
い
ふ
村
へ
行
く
途
中
復
活
せ
る
救
世
主
に
遇
ひ
な
が
ら
そ
れ

と
知
ら
ず
に
訓
戒
を
受
け
た
二
人
の
弟
子
の
話
で
あ
っ
た
。
彼
等
が
村
へ
近
い
た
時
基

か

た

ぶ

わ

れ

ら

督
は
行
き
過
ぎ
や
う
と
す
る
の
で
、
彼
等
は
『
日
長
き
て
暮
に
及
び
ぬ
、
我
僭
と
共
に

止
れ
』
（
最
初
の
合
唱
の
歌
詞
は
之
に
基
く
）
と
勘
め
た
。
か
く
て
基
督
は
二
人
と
共

に
止
つ
て
食
に
就
い
た
時
二
人
に
。
ハ
ン
を
輿
へ
た
。
此
時
二
人
は
初
め
て
救
世
主
を
認

め
た
が
、
又
忽
ち
見
え
な
く
な
っ
た
と
い
ふ
（
路
加
博
廿
四
章
）
。
第
二
の
詠
嘆
調
以

下
の
歌
詞
は
最
初
の
合
唱
の
詞
に
閥
係
あ
る
祈
薩
や
感
想
を
述
べ
た
も
の
に
過
ぎ
な

い
。
此
の
如
く
細
か
い
話
の
筋
を
述
べ
ず
に
抒
情
を
主
と
す
る
所
が
カ
ン
タ
ー
タ
の
特

徴
で
あ
る
。

本
曲
は
バ
ッ
ハ
の
藝
術
の
最
も
美
し
い
も
の
に
敷
へ
ら
れ
て
居
る
。
歌
詞
に
ふ
さ
わ

し
い
深
い
、
や
さ
し
い
感
じ
が
全
曲
に
行
き
渡
つ
て
居
る
の
み
な
ら
ず
、
主
曲
な
る
最

初
の
合
唱
に
は
響
や
進
行
の
上
に
夕
ぐ
れ
の
氣
分
も
巧
み
に
表
は
さ
れ
て
居
る
。
第
二

番
の
ア
ル
ト
の
詠
嘆
詞
は
『
高
尚
な
愛
慕
の
情
に
充
ち
渡
っ
た
曲
で
、
慮
々
に
音
や
和

墜
の
反
復
進
行
を
用
ひ
て
奇
異
な
方
法
で
闇
の
陰
欝
を
描
い
て
居
る
』
と
ス
ビ
ッ
タ
は

言
っ
て
居
る
。
彼
は
最
初
の
二
曲
を
殊
に
す
ぐ
れ
た
曲
と
し
て
嘆
賞
し
て
居
る
。
ソ
。
フ

ラ
ノ
で
歌
ふ
第
三
番
の
美
し
い
タ
ベ
の
讃
美
歌
（
我
に
止
ま
れ
主
よ
）
は
夕
の
謄
拝
式

に
好
ん
で
用
ひ
ら
れ
た
名
曲
で
あ
る
。
四
番
に
低
音
の
宜
叙
調
が
あ
り
、
最
後
は
型
の

通
り
コ
ラ
ー
ル
で
結
ぶ
。
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三

管

絃

榮

・

セ
レ
ナ
ー
デ

・
プ
ラ
|
ム
ス
作
イ
長
調
小
夜
榮

．

ハ本
曲
は
（
一
八
六

0
年
初
版
）
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
小
夜
楽
二
篇
中
の
第
二
の
も
の
で
彼

の
若
き
時
代
の
傑
作
で
あ
る
。
器
楽
の
小
夜
楽
は
夕
ぐ
れ
に
奏
す
る
敷
章
よ
り
成
る
曲

で、
拿
章
の
敷
は
通
常
ソ
ナ
タ
又
は
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
よ
り
多
い
が
、
然
し
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

な
ど
の
や
う
に
込
み
入
っ
た
作
法
を
用
ひ
ず
に
比
較
的
軽
く
自
由
に
作
ら
れ
る
。
原
は

野
外
に
適
す
る
様
に
管
楽
器
の
み
を
用
ひ
た
曲
で
、
比
較
的
古
い
ハ
イ
ド
ン
や
モ
ツ
ァ

ル
ト
の
作
に
も
好
ん
で
若
干
の
管
楽
器
を
入
れ
て
あ
る
が
、
奏
楽
堂
で
や
る
様
に
な

っ

て
か
ら
は
段
々
に
絃
が
優
勢
を
占
め
て
来
た
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
イ
長
調
の
曲
は
珍
ら
し

＜
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
全
く
用
ひ
な
い
の
で
比
較
的
低
い
絃
（
ヴ
ィ
オ
ラ
、
セ
ロ
、
ベ
ー

ス
）
の
暗
い
柔
か
い
音
色
が
し
ん
み
り
し
た
氣
分
を
起
さ
せ
る
と
共
に
、
管
楽
器
が
其

の
本
来
の
援
勢
を
大
に
回
復
し
た
観
が
あ
る
。
本
曲
は
全
部
五
章
か
ら
成
つ
て
居
る

が
、
今
回
の
演
奏
は
最
初
の
中
庸
快
速
調
（
イ
長
調
二
分
二
拍
子
）
と
最
後
の
快
速
調

ロ
ン
ド
（
イ
長
調
四
分
二
拍
子
）
の
雨
章
の
み
に
止
め
る
。

9
第
一
章
は
次
の
主
想
ー
—
一
寸
聰
く
と
平
凡
の
や
う
で
、

ブ
ラ
ー
ム
ス
式
の
主
想
に

に
よ
っ
て
快
活
の
趣
を
呈
す
る
が
、
此
の
第
二
の
主
想
の
前
に
出
る
副
楽
想
に
は
可
憐

な
や
さ
し
い
所
が
あ
る
。

セ
レ
ナ
ー
ド
の
全
部
を
通
じ
て
夕
ぐ
れ
の
柔
か
な
夢
を
見
る
や
う
な
感
じ
が
屡
々
現
‘

は
れ
て
居
る
。

｀
四

ピ

ア

ノ

獨

奏

ヴ
ア
リ
ア
チ
オ
ー
ネ
ン

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
『
ヘ
ン
デ
ル
愛
奏
曲
』

作
者
は
一
八
六
二
年
に
故
郷
の
ハ
ン
ブ
ル
ヒ
を
去
つ
て
初
め
て
ヴ
ィ
ー
ン
市
を
訪
づ

れ
、
此
慮
に
出
世
の
道
を
開
か
う
と
試
み
た
。
ヘ
ン
デ
ル
愛
奏
曲
は
此
の
時
の
披
露
の

ー
」
r
→
言
三
、
~
庄
日
]

及
び 誌
．
f

1
―
_
'
「

]
-
r
.
-
1
-
•
,
9
•
や
応
．
．
J
；
ご

展
開
の
際
に
重
要
な
役
を
な
し
て
居
る
。

終
章
の
ロ
ン
ド
は
二
つ
の
主
想

喜

此
の
雨
想
の
中
間
に
現
は
れ
る
副
楽
想
の
中
で
は
次
の
想
が

快
活
で
は
あ
る
が
控
へ
目
が
ち
な
第
二
の
楽
想
を
配
し
て
居
る
。
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こ
れ
に
基
い
た
二
十
五
の
愛
奏
曲
（
即
ち
換
へ
手
）
は
主
想
の
段
落
や
小
節
の
敷
な

ど
を
少
し
も
動
か
さ
ず
に
置
き
な
が
ら
、
一
曲
一
曲
と
新
し
い
思
ひ
が
け
な
い
美
貼
を

表
は
し
歪
汀
く
。

＇、
こ
れ
等
の
諸
曲
は
同
一
の
主
想
を
種
々
に
愛
形
す
る
妙
味
を
示
す
の

み
で
な
av
、

•そ
れ
／
＼
異
っ
た
特
性
、
獨
有
の
相
貌
を
具
へ
て
居
る
。
生
き
生
き
し
た

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
ル

一
番
、
激
烈
な
二
番
、
基
音
に
剛
夙
の
合
圏
を
き
か
せ
る
三
番
、
六
番
の
陰
氣
な
力

ノ
ン
、
幽
震
の
や
う
に
消
え
去
る
＋
番
、
十
一
番
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
獨
奏
、
十
二
番
の

フ
リ
ュ
ー
ト
の
愛
奏
、
十
三
番
の
低
い
絃
楽
器
の
ラ
。
フ
ソ
デ
ー
、
十
九
番
の
快
活
な

．シ

シ
リ
了
ー
ノ
、
陰
欝
に
哀
れ
な
二
十
番
、
二
十
二
番
の
柔
か
い
晩
鐘
の
音
、
二
十
三
か

ら
二
十
五
ま
で
絶
え
ず
激
し
さ
を
加
へ
る
驀
進
、
そ
し
て
最
後
に
あ
ら
ゆ
る
劉
位
法
の

テ

ー

マ

妙
技
を
示
し
た
四
部
の
フ
ー
ゲ
が
あ
る
。
こ
の
フ
ー
ゲ
も
矢
張
り
最
初
の
主
想
と
連
絡

を
持
つ
て
居
る
。
ー
|
ふ
血
の
調
に
就
て
は
五
、
六
及
び
十
三
番
に
短
音
階
の
調
を
用
ひ

た
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
代
り
に
各
曲
の
中
で
は
一
層
轄
調
を
多
く
用
ひ
て
、
屡
々
和

槃
上
の
奇
抜
な
着
想
に
よ
っ
て
聴
者
を
驚
か
す
こ
と
が
あ
る
。
前
に
も
拳
げ
た
二
十
番

の
半
音
階
的
愛
奏
曲
は
興
味
あ
る
和
墜
の
愛
化
に
富
ん
で
居
る
。

五

ー
女

竪

合

唱

又
く
、
ブ

ラ

ー

ム

ス

作

聖

歌

二

編

｀ 廷性 ← 

← ' , ~ 

f
片
い
f
.

rr ＇ 

ヰ

炉

-
i
.
¥
,
J

wr――
e

.

I

-

9

.

 

n`~ 

演
奏
會
で
奏
し
た
得
意
の
作
の
―
つ
で
あ
る
が
、
作
曲
し
た
の
は
前
年
の
九
月
中
で
、

同
年
の
十
月
に
友
人
ク
ラ
ラ
、
シ
ュ
ー
マ
ン
が
既
に
ハ
ン
ブ
ル
ヒ
の
演
奏
會
で
最
初

に
猿
表
し
た
の
で
あ
る
。
重
々
し
い
、
大
理
石
で
刻
ん
だ
や
う
な
主
想
は
ヘ
ン
デ
ル

の
―『
ハ
ー
プ
シ
コ
ー
ド
敦
則
本
』
の
第
二
篇
の
最
初
に
あ
る
曲
か
ら
採
っ
た
も
の
と
い

ふ
，0

鵬疇

四
部
の
女
槃
で
歌
ふ
こ
の
二
曲
は
共
に
ロ
ー
マ
敦
會
風
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
羅
典

語
の
歌
詞
は
基
督
の
死
を
紀
念
す
る
復
活
祭
前
の
金
曜
日
の
聖
餐
式
前
に
歌
ふ
曲
か
ら

採
つ
て
居
る
。
作
者
は
こ
A

に
従
来
の
カ
ノ
ン
の
技
巧
を
示
し
て
居
る
。
（
イ
）
『
善
き

エ
ス
よ
』
は
第
一
ソ
。
フ
ラ
ノ
と
第
一
ア
ル
ト
、
及
び
第
ニ
ソ
プ
ラ
ノ
と
第
ニ
ア
ル
ト
が

二
つ
の
群
を
な
し
て
歌
詞
を
表
は
し
て
行
く
間
に
第
一
ソ
。
フ
ラ
ノ
と
第
ニ
ア
ル
ト
が
理

論
家
の
所
謂
『
反
進
行
の
カ
ノ
ン
』
（
一
名
『
鏡
影
カ
ノ
ン
』
）
を
な
し
て
行
く
。
即
ち

一
方
が
上
行
（
又
は
下
行
）
す
る
時
は
他
方
が
音
程
だ
け
反
劉
に
下
行
（
又
は
上
行
）

し
て
少
し
後
れ
て
模
倣
し
て
行
く
技
巧
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
（
口
）
『
汝
を
證
拝
せ

ん
』
は
規
則
正
し
い
カ
ノ
ン
の
式
に
作
ら
れ
て
居
る
が
、
其
の
束
縛
を
受
け
ず
に
自
由

に
音
が
流
れ
て
行
く
。
そ
し
て
最
後
の
一
節
に
な
っ
て
和
音
式
の
進
行
を
と
る
。
ー
ー
、

本
曲
は
一
八
六
六
年
に
出
し
た
『
女
槃
聖
歌
集
』
（
作
品
三
七
）
に
牧
め
た
曲
中
の
二

つ
で
あ
る
。
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 b
o
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e
s
u
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e
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q
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e
r
 
s
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a
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u
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p
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n
o
bi
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m
i

n
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n
o
bi
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六

管

絃

楽

‘

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
第
一
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
ハ
長
調
）

作
者
は
一
七
九
一
年
に
既
に
此
の
作
曲
に
着
手
し
た
が
初
め
て
演
奏
し
た
の
は
千
八

百
年
の
四
月
、
即
ち
三
十
歳
の
時
だ
と
い
ふ
。
所
謂
『
初
期
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
』

（
即
ち
ハ
イ
ド
ン
、
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
感
化
の
著
し
か
っ
た
時
代
）
の
作
で
あ
る
。
然
し

此
の
曲
を
輩
に
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
模
嵩
の
如
く
見
倣
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
れ
は
曲
中

の
慮
々
に
作
者
獨
創
の
手
法
が
現
は
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。

，
ー
・
ー
、

ア
ダ
ジ
ョ

第
一
章
の
快
速
曲
は
ハ
イ
ド
ン
に
よ
く
見
る
や
う
に
短
か
い
緩
徐
の
序
節
を
つ
け
て

、
、
、
、

あ
る
。
此
の
序
節
は
い
き
な
り
へ
調
の
厨
七
の
和
音
で
始
ま
る
と
い
ふ
や
う
な
、
掌
時
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に
は
珍
ら
し
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
間
も
な
く
ハ
長
調
の
快
速
調
に
連
る
。
こ
A

に

現
は
れ
る
第
一
主
想
は

宣

□門
目
且
汀
計
乱
可

モ
ツ
ァ
ル
ト
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
に
も
あ
り
さ
う
な
調
で
、

し
て
引
延
ば
さ
れ
、

第
二
の
主
想
も

こ
れ
が
再
度
反
復
進
行
を
な

や
が
て
勢
の
よ
い
強
奏
で
一
段
落
を
告
げ
る
。
こ
の
邊
の
構
造
は

モ
ツ
ァ
ル
ト
に
見
る
通
り
で
あ
る
。

s
「
げ
‘
胄
土
r

・『

9
T↑

―
↑
;
`
血

[I

全
く
モ
ツ
ァ
ル
ト
風
で
あ
る
。

然
し
こ
の
次
の
所
で
怒
琥
す
る
卜
調
の
段
落
が
俄
然
最
弱
奏
に
轄
じ
て
低
音
楽
器
が

第
二
主
想
の
楽
句
を
承
け
て
現
は
し
、
他
の
楽
器
が
暗
い
不
安
な
和
墜
を
添
へ
て
行
く

一
節
は
全
く
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
獨
創
で
あ
る
°
|
ー
展
開
部
に
於
て
は
第
一
主
想
の

第
四
小
節
や
第
二
主
想
の
第
五
小
節
の
楽
句
を
材
料
と
し
て
ハ
イ
ド
ン
風
に
展
開
し
て

行
く
。

ア
ン
ダ
ン
テ

第
二
章
の
緩
歩
調
は
七
小
節
よ
り
な
る
次
の
旋
律
を
主
想
と
し
て

p
 

＋ー、
np

 

こ
れ
を
暫
く
フ
ー
ゲ
式
に
進
め
て
行
く
。
こ
れ
が
終
る
と
更
に
主
想
の
自
然
の
繊
績
と

チ
ン
バ
ニ

し
て
優
美
な
一
節
が
績
く
、
此
の
第
一
部
分
の
最
後
の
八
小
節
に
於
て
銅
鼓
が
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
三
連
音
に
伴
は
れ
て
獨
立
の
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
行
く
一
節
は
作
者
が
後
年
の

作
に
好
ん
で
用
ひ
た
銅
鼓
の
獨
奏
の
先
謳
と
見
ら
れ
る
。

主
想
の
最
初
の
二
音
（
「
ハ
」
1

「
へ
」
）
の
形
が
脈
捕
の
や
う
な
銅
鼓
と
結
合
し
て
第

―
一
部
分
の
初
節
を
形
成
す
る
。
此
の
二
音
符
が
或
は
高
く
飛
び
或
は
低
く
潜
み
、
凡
て

電
光
の
閃
く
や
う
に
疾
過
す
る
一
段
は
再
び
大
な
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
現
は
れ
て
居

第

一
主
想
の
後
に
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
ジ
ュ
ピ
タ
ー
に
も
あ
る
や
う
な
下
行
音
階
よ
り
な
る

繋
ぎ
の
部
分
を
経
て
、
こ
れ
も
快
活
な
卜
長
調
の
第
二
主
想
が
出
る
。
凡
て
此
の
章
は

軽
く
戯
れ
る
や
う
な
陽
氣
な
氣
分
に
充
ち
て
居
る
。
前
の
章
が
最
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

門

[

,

|
5
e
l
 

「．

信
眉

的

旦

J

)

ー

p

sミ
f

此
の
章
は
全
曲
中
で
最
も
作
者
の
箇
性
の
強
く
現
は
れ
た
曲
と
評
せ
ら
れ
て
居
る
。

殊
に
第
二
部
分
は
奇
警
な
轄
調
や
突
然
の
弱
奏
や
S
f
の
連
鎖
や
切
分
音
の
構
造
や
ー

ー
凡
て
後
年
の
大
家
の
獨
創
が
十
分
に
現
は
れ
て
居
る
。
ト
リ
オ
即
ち
中
間
進
行
は
極

め
て
輩
純
な
作
法
に
よ
っ
て
大
な
る
効
果
を
牧
め
て
居
る
。
旋
律
的
の
楽
想
と
い
ふ
程

の
も
の
は
殆
ど
用
ひ
ず
に
緩
か
な
管
の
豊
麗
な
和
音
と
絃
楽
と
の
交
代
か
ら
成
る
。
終

て
始
に
反
り
、
メ
ヌ
エ
ッ
ト
を
反
復
し
て
結
ぶ
。

終
章
は
ハ
イ
ド
ン
式
の
ロ
ン
ド
で
あ
る
。
緩
徐
な
る
敷
小
節
の
序
節
を
経
て
次
の
第

一
主
想
が
現
は
れ
る
。

る
。
此
の
第
二
部
分
は
最
も
美
妙
に
細
工
せ
ら
れ
作
者
得
意
の
強
弱
の
劉
照
を
以
て
終

を
告
げ
る
。
以
下
は
最
初
の
部
分
の
反
復
で
あ
る
。
歌
の
や
う
な
此
の
緩
歩
調
は
殆
ど

全
部
心
地
よ
き
夢
想
に
ふ
け
る
や
う
な
特
性
の
も
の
で
、
昔
か
ら
廣
＜
賞
美
せ
ら
れ
て

居
る
。第

三
章
は
メ
ヌ
エ
ッ
ト
と
題
し
て
あ
る
。
メ
ヌ
エ
ッ
ト
は
原
古
い
フ
ラ
ン
ス
の
舞
曲

で
四
分
三
拍
子
の
緩
か
な
進
行
の
優
美
な
曲
で
、
ハ
イ
ド
ン
、
モ
ツ
ァ
ル
ト
が
好
ん
で

ソ
ナ
ー
タ
や
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
第
三
章
に
編
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

は
緩
徐
曲
と
終
曲
の
間
に
極
め
て
快
速
な
曲
を
入
れ
る
の
が
宜
い
と
考
へ
て
ハ
イ
ド
ン

の
早
め
た
速
度
を
更
に
早
め
て
所
謂
『
ス
ケ
ル
ツ
ォ
』
を
作
り
出
し
、
後
年
の
作
に
於

て
見
事
に
之
を
完
成
し
た
。
本
章
の
メ
ヌ
エ
ッ
ト
の
如
き
も
旋
律
の
リ
ズ
ム
が
幾
分
古

い
舞
曲
の
悌
を
止
め
て
は
居
る
が
、
休
み
な
く
突
進
す
る
激
し
い
性
質
は
以
前
の
型
を

踏
み
越
え
て
居
る
。
主
想
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
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競
奏
曲
中
の
静
穏
併
歩
調
、
作
品
七
十
六
の
七

七
、
管
絃
楽

序
曲
『
ウ
イ
リ
ア
ム

八
、
洋
琴

第
一
ピ
ア
ノ

第
ニ
ピ
ア
ノ

清

枝

シ
ョ
ル
ツ
敦
師

室

岡

テ
ル
』
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ロ
ッ
ス
ィ
ー
ニ

會

員

打

球

榮

（

舞

楽

）

（
午
後
三
時
ー
同
二
十
五
分
）

ベ

リ

オ

林

龍

五
、
低
音
獨
唱

裏
切
、
作
品
百

0
五
の
第
五
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム

六
、
ヴ
イ
オ
リ
ン

作 ス

同笛同同箪同同笙 舞
簗 人

同同同同同同同築 築
師同同同師

豊上東東安安薗多奥辻多奥

儀儀倍倍

時近民 兼忠好英久好
四俊季季

義證郎龍功頼明保察吉毎壽

阿

部

英

雄

第

一

部

ニ
長
調
競
奏
曲
中
第
三
榮
章
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

三

、

深

音

獨

唱

加

藤

豊

榮
劇
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
中
の
華
想
調
…
…
…
…
…
…
ワ
ー
ク
ナ
ー

四

、

ギ

オ

ロ

ン

チ

ェ

ル

ロ

獨

奏

高

勇

吉

い
、
匈
牙
利
幻
想
曲
、
作
品
七
…
…
…
…
…
…
…
グ
ル
ッ
ツ
マ
ッ
ヒ
ェ
ル

ろ
、
ガ
脅
ヲ
ッ
ト
、
作
品
二
十
三
、
第
二
…
…
…
…
…
…
ボ

ッ

ノぐ

一
、
女
盤
合
唱

榮
劇
『
さ
ま
よ
へ
る
和
蘭
人
』
の
絲
と
り
娘
の
合
唱

二

、

洋

琴

第

一

ピ

ア

ノ

第
ニ
ピ
ア
ノ

大
正
九
年
＋
月
九
日

邦
楽
演
奏
会

東
京
―
音
楽
學
校
邦
柴
演
奏
會

曲

目

川

瀧

江

シ
ョ
ル
ツ
敦
師

濤

の
特
色
を
装
揮
し
て
居
る
に
反
し
、
此
の
章
は
最
も
老
師
ハ
イ
ド
ン
の
悌
を
博
ふ
る
も

の
と
評
せ
ら
れ
て
居
る
。

大
正
九
年
六
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
学
友
会
春
季
演
奏
会

■六
月
廿
六
、
廿
七
日
雨
日
午
後
二
時
よ
り
學
友
會
春
季
音
架
大
演
奏
會
を

開
く
。
曲
目
は
左
の
如
し

ワ

ー

ク

ナ

ー

會

員

ン

高

階

哲

應

ハ
長
調
競
奏
曲
、
作
品
十
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‘
ヱ

九

、

上

高

音

獨

唱

閥

歌
劇
『
ア
ル
セ
ス
ト
』
中
王
妃
ア
ル
セ
ス
ト
の
抒
情
調

『
よ
み
の
神
よ
死
の
神
よ
』
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
グ

+
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン

ハ
長
調
競
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ハ
イ
ド
ゥ

十
一
、
混
盤

合

唱

會

員

い
、
船
唄
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。
フ
ッ
チ
ー
ニ

ろ
、
波
の
窓
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ト
ス
カ
ー
ニ

は
、
鐘
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
レ
オ
ン
カ
ヴ
ル
ロ

指
揮
者
、
合
唱
、
萩
原
敦
授
、
管
絃
架
、
大
塚
助
敦
授

(
『
音
楽
』
學
友
會
、
第
十
一
巻
第
九
号
、
大
正
九
年
九
月
、
五
六
頁
）

lレ

ツ

ク

s‘ ノ
鑑

子

513 第 3章 大正元年9月～15年 (1912~1926)



四
3

ぐ
,: 

C
O
N
C
E
R
T
 

O
F
 

J

A
P
A
N
E
S
E
 M
U
S
I
C
 &
 D
A
N
C
E
S
 

A
T
 T
H
E
 

（
午
後
＝
一
時
五
十
分
ー
四
時
三
十
五
分
）

f
`
,
 、r

ー
休
憩
二
十
分
間
I

第
1

一
部

吟

龍

「虚

空

・合
尺
八
本
曲
）

，．

（
午
後
四
時
五
十
五
分
ー
五
時
十
分
）

・

く

ざ

9

-

五
；
越
後
獅
子
（
江
戸
長
唄
）

（
午
後
五
時
二
十
五
分
ー
同
四
十
五
分
）

5

ヽ

，

P-

梅
若
寓
三
郎

船

辮

慶

（

能

楽

）

野

口

貢

五

郎

間

．

太太小小笛線味三
鼓鼓鼓鼓

唄長

望望望望住杵杵杵吉吉吉

月月月月田屋屋屋住住住

長長太又和六小小小

四十左左兵六三四四三三

郎郎吉吉衛次郎郎郎蔵郎

荒

木

古

童

ワ

キ

納

富

壽

童

川
崎
利
吉
金
春
林
太
郎

大
倉
喜
太
郎
杉
山
立
枝

藤

江

又

喜

B
U
G
A
K
U
 T

O
K
Y
O
 A
C
A
D
E
M
Y
 O
F
 M
U
S
I
C
 

U
E
N
O
 P
A
R
K
 

O
N
 

S
A
T
U
R
D
A
Y
,
 O

C
T
O
B
E
R
 9
,
 1

9
2
0
.
 

P
R
O
G
R
A
M
M
E
 

(classi
cal 
dances 
wi

t

h
 orchest

ral 
a
c
c
o
mp

a
ni
m
e
nt
s) 

b
y
 M
u
si

ci
ans of
 

t

h
e
 Imperial 
C
ourt 

a
)
 D
A
K
Y
U
R
A
K
U
 (p
olo 
dance) 

3
.
 0

0
|
3
.
2
5
 

Mr•Y 

oshi
n
a
g
a
 O
k
u
 

D
A
N
C
E
R
S

一
塁
冒
誓

言
.T
aday
ori 
O
n
o
 

S
R
O
,
 C

hi

n
e
s
e
 
m
o
ut
h、organMr•Kanek

iy

o 

S
o
n
o
 

M
r
.
 
S
u
e
y
o
ri

 

A
b
e
 

M
r,
 

S.u~
isa
. 

A
b
e
 

H
I
C
H
I
R
戻
I:small
fl
ut
e
 

Mr.
 
T
o
s
hi

t

at
su 
T
og
i

 

．

ー

一

Mr.T
a
mi

shi

rO 
T
Og

i
 

M
r
.
 

C
hi

kaaya U
e
 

F
U
E
,
 

f
l

ut
e
 

{
M
i
-
.
 T

o
ki
y

oshi
 

B
u
n
n
o
,
 

吝
.Y
 oshi
i

sa 
O
k
u
 

K
A
K
K
O
,
 small 

d
r
u
m
 

M
r.
 

N
o
ri

t

sug

u
 T
s
uj

i
 

T
A
I
K
O
,
 big
 

d
r
u
m
 

M
r.
 

T
o
s
hi

m
a
s
a
 T
og

i

 

S
H
O
K
O
,
 small 
g
o
n
g
 

Mr.
 
H

i

s
a
m
ot
o
 O
n
o
 

b

)

 

N
A
S
O
R
I
 (dragons
'
dance) 

.. 

3
.
 
30

—

3
.

45 

M
r
.
 

T
a
d
a
m
ot
o
 O
n
o
 

hv1r
.
 

T
a
d
at

o
m
o
 O
n
o
 

D
A
N
C
E
R
S
 

N
O
'(ly
ri
cal 
d
r
a
ma)
|
F
U
N
A
'
B
E
N
K
E
!
 (
B
enk
ei
 
i

n
 
t

h
e
 shi

p

)

 

3
.
5
0
ー
4
.
3
5

P
A
R
T
 I. 

第 1部

二

納

晉

利

（

舞

楽

）

（
午
後
三
時
三
十
分
ー
同
四
十
五
分
）

管 舞 鉦`太靱同
方 人 • 鼓鼓鼓

同榮 順司同同同
師 ，

多`東辻奥多

忠

基

多

忠

朝

「
打
球
楽
」

．二
同
シ

儀

久則好
俊

一元義承義

明治・大正篇 514 



The famous general Y oshitsune falling into disgrace with 
his lord and brother Y oritomo sets out with the priest-warrior 
Benkei and other followers for the western provinces. Before 
embarking on the ship at Daimotsunoura he dismisses his lover 
Shidzuka, who expresses her deep sorrow by a song and a dance. 
On the sea the ghosts of the warriors of the Taira clan drowned 
in the seafight at Dannoura emerge from the waves, Tomomori 
foremost among them. Y oshitsune draws his sword to fight, but 
Benkei taking his rosary disperses the ghosts with his prayers. 

YOSHITSUNE 

SHIDZUKA 
TOMOMORI'S ghost} 
BENKE! 

BOATMAN 

Mr. Naoyoshi Umewaka 

庫． ManzaburoUmewaka 

Mr. Kogoro Noguchi 

OTSUZUMI, side drum 

KOTSUZUMI, 

＾ shoulder drum Mr. Kitaro Okura 

Mr. Mataki Fujie 

Mr. Rikichi Kawasaki 

FUE, flute 

TAIKO, big drum 

Mr. Tatsue Sugiyama 

Mr. Rintaro Komparu 

PART II. 

SHAKUHACHI music-GINRYU-KOKU 4. 55-5. 10 

SHAKUHACHI, 
bamboo flageolet Mr. Kodo Araki 

Accompanied by Mr. Judo Notomi 

EDO NAGAUTA (long song)-ECHIGOJISHI 
5.25-5.45 

The Echigojishi(lion dancers) is a group of dancing acrobats 
from the province of Echigo. They make a tour of the country 
singing folksongs, dancing and practising feats of agility. 

SONG 

SAMISEN 

FUE 

KOTSUZUMI 

＾ OTSUZUMI 

TAIKO 

{Mr.Kosabur6 Yoshizumi 
Mr. Kosazo Yoshizumi 
Mr. Koshiro Yoshizumi 

腐：認芯唸尉ば塁
Mr. Rokuji Kineya 

Mr. Matabei Sumita 

{Mr.TasakichiMochizuki 
Mr. Sakichi Mochizuki 

Mr.Ch姻 roMochizuki 

Mr. Choshiro Mochizuki 
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E
l
eg
i
s
c
h
e
r
 
G
e
s
a
ng
 f
u
r
 g
e
m
is
c
h
te
n
 C
h
o
r
 u
n
d
 

S
t

r.ei
c
h
o
r
c
h
e
st
e
r
 (
O

p
.
 
1
1
8
)
 

第
二
十
八

音
榮
演
奏
曲
目
梗
概

世
界
最
大
の
作
曲
家
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

(
L
u
d
wi
g
v
a
n
 B
e
et
h
o
v
e
n
 1
7
7
0
1
 

1
8
述
）
は
一
七
七

0
年
十
二
月
十
六
日
に
ラ
イ
ン
河
畔
ボ
ン
市
ボ
ン
通
五
百
十
五

.’

番
の
家
に
生
れ
た
。
洗
證
が
十
七
日
に
な
っ
て
居
る
か
ら
大
陸
の
風
習
か
ら
推
す

と
其
の
前
日
が
誕
生
日
で
あ
ら
う
と
い
ふ
。
何
れ
に
し
て
も
今
年
今
月
は
百
五
十

年
に
相
掌
す
る
の
で
記
念
の
為
め
に
此
の
大
家
の
作
の
み
を
曲
目
に
上
せ
た
の
で

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト

あ
る
。
創
作
の
順
に
言
へ
ば
第
四
に
や
る
ピ
ア
ノ
競
奏
曲
(
-
八

0
0年
作
）
が

一
番
先
で
、
こ
れ
は
今
春
演
奏
し
た
第
一
ジ
ュ
ム
フ
ォ
ニ
ー
と
同
年
代
の
作
で
、

作
者
の
第
一
期
の
作
品
に
敷
へ
ら
れ
る
。
即
ち
先
人
モ
ツ
ァ
ル
ト
等
の
型
を
守
つ

ェ
ロ
イ
カ
ジ
ュ
ム
フ
ォ
ニ
ー

、

て
居
る
黙
が
多
く
見
え
る
の
で
あ
る
。
次
は
第
三
番
目
の
英
雄
交
響
曲
(
-
八

0

三
乃
至
四
年
作
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
徹
頭
徹
尾
作
者
の
獨
創
を
猿
揮
し
た
も
の

と
し
て
彼
の
第
二
期
の
最
も
重
要
な
作
品
で
あ
る
。
『
エ
グ
モ
ン
ト
』
の
序
曲
及

小
歌
(
-
八
一

0
年
作
）
と
合
唱
の

『
悲
歌
』
(
-
八
一
四
年
作
）
と
は
更
に
後
年

．

に
島
す
る
。

一

管

絃

架

ゲ
ー
テ
作
悲
劇
『
エ
グ
モ
ン
ト
』
の
序
曲

ゲ
ー
テ
の
作
は
十
六
世
紀
に
於
け
る
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
貴
族
工
グ
モ
ン
ト
を
主
人

公
と
し
た
心
理
的
史
劇
で
あ
る
。
史
質
に
よ
れ
ば
エ
グ
モ
ン
ト
は
最
初
カ
ー
ル
五
世
に

仕
へ
次
で
フ
ィ
リ
ッ
。
フ
ニ
世
の
下
に
サ
ン
カ
ン
タ
ン
や
グ
ラ
ヴ
ヱ
リ
ン
で
殊
動
を
立

て
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
知
事
及
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
参
議
と
し
て
國
民
間
に
最
も
槃
望
あ

る
人
で
あ
っ
た
が
、
フ
ィ
リ
ッ
。
フ
王
の
菌
敦
政
策
（
新
敦
徒
に
劉
す
る
駆
迫
）
に
反
抗

し
た
廉
で
一
五
六
八
年
綿
督
ア
ル
ヴ
ァ
公
に
捕
は
れ
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
慮
刑
せ
ら
れ
た

と
い
ふ
。
ゲ
ー
テ
の
悲
劇
（
五
幕
物
）
は
彼
の
性
格
を
理
想
化
し
、
快
活
な
正
直
な
正

義
公
道
の
外
何
事
を
も
知
ら
な
い
為
め
に
破
滅
を
招
い
た
薄
命
の
英
雄
と
し
て
描
き
、

指
揮
者

グ
ス
タ
ー
フ
、

ク
ロ
ー
ン

且
つ
歴
史
上
子
揺
者
な
り
し
彼
を
愛
じ
て
獨
身
者
と
な
し
、
之
に
市
民
の
娘
ク
レ
ー
ル

ヒ
ェ
ン
を
配
し
て
居
る
。
彼
女
は
エ
グ
モ
ン
ト
の
入
牢
を
聞
く
や
市
民
を
煽
動
し
て
彼

を
救
は
ん
と
し
た
が
、
恐
怖
せ
る
市
民
は
之
れ
に
應
じ
な
か
っ
た
の
で
、
最
早
彼
と
遇

ふ
べ
き
手
段
と
し
て
は
エ
グ
モ
ン
ト
の
慮
刑
に
先
つ
て
毒
を
仰
ぐ
よ
り
外
な
か
っ
た
の

ま
ぼ
ろ
し

で
あ
る
。
か
く
し
て
彼
女
は
獄
に
在
る
エ
グ
モ
ン
ト
の
幻
象
の
う
ち
に
自
由
の
化
身
と

し
て
現
は
れ
彼
の
臨
終
を
美
化
す
る
。
こ
A

に
エ
グ
モ
ン
ト
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
國
民

の
自
由
の
載
士
と
し
て
死
す
る
こ
と
を
自
覺
し
、
従
容
と
し
て
死
に
就
く
の
で
あ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
は
本
日
演
奏
す
る
序
曲
及
び
ク
レ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の
歌
二
曲
の

外
に
管
絃
楽
と
し
て
幕
間
楽
四
曲
、
『
ク
レ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の
死
』
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
、
『
エ

グ
モ
ン
ト
の
死
』
及
び
最
後
の
『
凱
旋
交
響
曲
』
を
含
む
。

〔
大
正
二
年
十
二
月
六
日
、
七
日
の

コ
音
楽
演
奏
曲
目
梗
概
」
を
参
照
。
〕

二
上
高
昔
獨
唱

ク
レ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の
小
歌
二
篇

工
グ
モ
ン
ト
と
相
思
の
仲
に
あ
る
ク
レ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
は
天
員
爛
漫
で
快
活
で
激
し
易

い
が
又
た
考
へ
込
む
や
う
な
性
格
に
描
か
れ
て
あ
る
。
第
一
幕
の
『
市
民
の
家
』
の
場

で
彼
女
は
絲
を
捲
き
な
が
ら
、
自
分
の
好
き
な
歌
（
M
ei
n
L
i

e
b
s
ti.ic
k
)
だ
と
言
っ
て

軍
歌
を
う
た
ふ
。
本
演
奏
の
第

一
が
そ
れ
で
あ
る
。
『
軍
鼓
と
ど
ろ
き
笛
鳴
り
、
我
が

情
人
は
武
装
し
て
隊
に
指
令
し
、
高
々
と
鎗
を
掲
げ
て
民
を
統
御
す
。
胸
躍
り
血
湧
く

こ
と
よ
。
あ

A

我
に
兵
衣
と
軍
帽
と
あ
ら
ば
。
1

—
，
勇
む
歩
み
に
都
門
を
出
で
て
、
彼

に
従
ひ
諸
州
を
横
ぎ
り
、
い
づ
こ
ま
で
も
行
か
ま
し
も
の
を
。
早
く
も
遁
ぐ
る
敵
軍
の

中
を
目
が
け
て
吾
等
は
射
撃
す
、
何
等
無
上
の
幸
揺
ぞ
、
男
子
た
る
こ
と
。
』
ー
第

五
幕
で
人
民
を
煽
動
す
る
彼
女
の
性
格
は
第
一
幕
の
此
の
歌
の
中
に
も
已
に
表
は
さ
れ

て
居
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
歌
は
第
三
幕
の
『
ク

レ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の
住
宅
』
の
場
で
、
部
屋
の
中
を
行
き

つ
、
も
ど
り
つ
、
口
ず
さ
む
の
で
あ
る
ー
『
楽
し
く
、
悲
し
く
、
思
ひ
あ
ま
り
て
、

た
だ
よ
ふ
悩
み
に
あ
こ
が
れ
、
悶
え
、
こ
よ
な
く
喜
び
、
死
ぬ
べ
く
な
げ
き
て
、
懇
ふ

る
心
こ
そ
幸
な
れ
。
』
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管

絃

架

ェ
ロ
イ
カ

第
三
英
雄
交
響
曲

此
の
曲
は
作
者
が
人
類
自
由
の
保
護
者
と
し
て
尊
敬
し
て
居
た
執
政
官
時
代
の
ナ
ボ

レ
オ
ン
を
讃
美
し
、
そ
の
偉
大
な
る
人
格
を
描
て
此
の
英
雄
に
捧
げ
る
積
り
で
作
っ
た

も
の
で
、
最
初
の
原
稿
の
表
紙
に
は
上
に
『
ナ
ボ
レ
オ
ン
・
ブ
オ
ナ
パ
ル
テ
』
と
記
し
逝

か
下
に
自
分
の
名
を
記
し
て
あ
っ
た
と
い
ふ
。
然
る
に
一
八

0
四
年
五
月
ナ
ボ
レ
オ
ン

即
位
の
報
が
ヴ
ィ
ー
ン
に
達
し
た
時
彼
は
怒
つ
て
其
の
譜
を
握
み
表
紙
を
破
つ
て
床
に

投
げ
棄
て
た
。
そ
れ
以
来
は
此
の
曲
と
皇
帝
と
の
開
係
を
誰
に
も
語
ら
な
か
っ
た
が
、

十
七
年
の
後
ナ
ポ
レ
オ
ン
逝
去
の
報
に
接
し
た
時
、
彼
は

『
此
の
結
末
の
音
楽
は
も
う

作
っ
て
置
い
た
』
と
い
っ
た
さ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
曲
の
第
二
章
の
葬
送
進
行
曲
を

指
し
た
の
だ
と
い
ふ
。
然
し
そ
れ
よ
り
遥
か
以
前
(
-
八

0
六
年
）
に
作
者
は
『
一
英

た
A

雄
の
遺
名
を
稲
へ
ん
と
て
作
れ
る
英
雄
交
器
曲
』
と
い
ふ
標
題
で
本
曲
を
出
版
し
た
。

作
曲
の
由
来
や
現
在
の
標
題
か
ら
考

へ
る
と
作
者
が
何
か
特
殊
の
事
柄
を
こ
の
曲
で

表
は
さ
う
と
し
た
に
相
違
な
い
と
思
は
れ
る
。
然
し
葬
送
進
行
曲
の
直
ぐ
次
に
快
活
な

D
i
e
 
T
r
o
m
m
e
l
 g
e
r
t
i
h
r
e
t
.
 

ヽ

ヽ

ヽ

‘’ 

ぇ

．） 

i
 

輩
純
で
威
厳
の
あ
る
此
想
は
三
和
音
の
音
か
ら
成
る
僅
か
四
小
節
の
楽
句
（
前
掲
譜
の

前
半
）
で
あ
る
が
、
全
章
を
通
じ
て
幾
度
か
現
は
れ
、
其
都
度
調
を
愛
へ
楽
器
を
改
め

て
愛
化
の
妙
を
極
め
る
と
共
に
、
英
雄
奮
闘
の
罷
路
の
複
雑
な
る
こ
と
を
思
は
せ
る
。

此
章
に
於
て
特
筆
す
べ
き
一
事
は
悲
痛
の
氣
分
が
絶
え
ず
附
随
し
て
居
る
こ
と
で
あ

る
。
曲
頭
の
『
英
雄
』
楽
想
の
績
き
と
し
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
出
る
楽
句
（
前
掲
譜
後

半
）
も
已
に
哀
調
を
帯
び
て
聞
え
る
が
、
次
の
箇
慮
で
種
と
の
木
管
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

が
交
代
し
て
表
は
す
一
楽
句
に
至
て
は
疑
ふ
如
く
た
め
ら
ふ
如
く
暗
い
憂
想
を
含
ん
で

英
雄
が
心
中
煩
悶
の
朕
を
示
す
や
う
に
思
は
れ
る
。

ス

ケ

ル

ツ

オ

フ

イ

ナ

ー

レ

、

、

、

、

、

喜
戯
曲
が
現
は
れ
最
後
に
凱
歌
の
や
う
な
終
曲
が
来
る
と
い
ふ
順
序
を
（
標
題
楽
と
し

て
）
ど
う
解
繹
す
れ
ば
よ
い
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
研
究
者
と
し

て
有
名
な
る
マ
ル
ク
ス
に
従
へ
ば
第
一
章
は
英
雄
的
生
活
の
本
質
た
る
戦
争
を
描
き
、

次
の
弔
歌
は
遺
屍
累
々
た
る
夜
の
戦
場
、
ス
ケ
ル
ツ
ォ
は
饉
園
を
た
の
し
む
兵
士
の

態
、
そ
し
て
終
曲
は
平
和
の
歓
楽
と
祝
祭
と
を
描
い
た
も
の
だ
と
い
ふ
。
ワ
グ
ネ
ル
は

軍
事
上
の
英
雄
で
な
く
一
般
に
唯
だ
『
英
雄
的
人
格
』
を
嵩
し
た
も
の
と
考
へ
、
初
め

の
雨
章
は
悲
壮
な
る
結
果
に
陥
る
絶
大
な
る
力
を
示
す
も
の
と
解
し
て
居
る
。
こ
の
カ

は
第
二
章
に
於
て
悲
牡
の
危
機
に
達
す
る
が
、
其
の
結
果
は
破
壊
的
な
傲
慢
心
を
失

ひ
、
深
き
悲
痛
に
清
め
ら
れ
て
平
静
快
活
の
人
を
生
む
。
第
三
章
に
現
は
れ
る
も
の
は

こ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
最
終
章
は
巳
に
描
い
た
悩
め
る
人
と
楽
し
む
人
と
の
調
和
よ
り

生
ず
る
全
人
を
示
す
の
で
あ
る
と
説
い
て
居
る
。

第
一
章
は
活
氣
あ
る
快
速
曲

(
A
l
l
e
g
r
o
c
o
n
 b
r
i
o
)
 
(
愛
ホ
長
調
四
分
三
拍
子
）
で

其
の
第
一
主
想
は
曲
頭
に
二
度
響
く
強
き
和
音
の
後
、
セ
ロ
の
弱
奏
に
現
は
れ
る
。

見r
 ↑
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純
技
術
上
の
貼
か
ら
見
て
も
此
の
一
節
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
と
い
ふ
の
は
種
々
の

メ

ロ

デ

ィ

〔

マ

マ

〕

楽
器
が
代
り
合
っ
て
旋
律
を
分
揃
す
る
と
い
ふ
新
式
作
法
を
極
端
に
猿
輝
し
て
居
る
か

ら
で
あ
る
。
此
慮
に
限
ら
ず
此
の
交
響
曲
は
練
て
か
A

る
楽
器
使
用
法
の
極
致
を
示
す

も
の
と
言
は
れ
て
居
る
。

之
に
次
ぐ
一
節
は
最
も
活
躍
し
て
偉
人
奮
闘
の
朕
を
思
は
し
め
る

此
楽
句
で
狂
奔
し
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
漸
次
静
ま
り
菱
口
長
調
に
達
す
る
時
、
休
息
を

渇
望
す
る
や
う
な
第
二
主
想
が
初
め
て
木
管
に
現
は
れ
、
前
の
楽
想
と
絶
好
の
劉
照
を

成
す
。第

二
主
想
の
後
は
間
も
な
く
管
絃
の
最
強
奏
に
達
し
て
第
一
部
分
（
所
謂
『
提
示
』

部
）
を
終
り
、
今
一
度
今
迄
の
部
分
を
悉
く
反
覆
し
て
後
、
第
二
の
所
謂
『
展
開
』
部

に
進
む
。
此
の
部
分
は
内
容
か
ら
見
れ
ば
奮
闘
苦
戦
の
極
貼
を
示
し
、
外
形
か
ら
言
ヘ

ば
前
に
出
た
材
料
に
基
て
麦
化
を
墨
す
箇
所
で
あ
る
。
最
も
相
容
れ
な
い
不
協
和
音
や

リ

ヅ

ム

何
慮
ま
で
も
く
ひ
ち
が
つ
て
行
く
節
奏
を
用
ひ
て
激
し
い
葛
藤
を
描
い
た
一
節
は
純
然

た
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
式
で
あ
る
。
此
の
展
開
部
か
ら
最
後
の
反
復
部
に
移
ら
う
と
す

る
間
際
に
極
め
て
有
名
な
一
節
が
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
獨
り
残
っ
て
徹
か
に
島
七

の
和
音
を
奏
し
て
居
る
所
ヘ
ホ
ル
ン
が
待
ち
か
ね
た
様
に
主
和
音
よ
り
な
る
曲
頭
の
楽

句
を
表
は
す
所
で
あ
る
。
和
竪
法
に
反
す
る
手
段
に
よ
っ
て
か
く
も
震
妙
な
、
詩
趣
に

富
む
効
果
を
輿
へ
得
る
の
は
員
に
天
オ
の
妙
技
で
あ
る
。
以
下
は
『
反
復
』
を
経
て
尾

句
に
入
る
。
此
の
尾
句
は
百
四
十
小
節
に
亘
る
長
大
な
、
内
容
に
富
ん
だ
も
の
で
、

こ

れ
も
作
者
の
新
機
軸
の
一
で
あ
る
。

第
二
章
、
甚
緩
徐
な
る
曲
(
A
d
a
gi
o
a
s
s
a
i
)
は
葬
送
進
行
曲
(
M
a
r
e
ia

fun
e
b
r
e
)
 

で
、
崇
高
な
る
英
雄
の
葬
證
を
送
る
に
ふ
さ
は
し
い
や
う
な
曲
で
あ
る
。
絃
の
弱
奏
に

こ
れ
に
次
で
愛
ホ
長
調
に
始
る
一
節
は
暫
く
慰
藉
の
如
く
に
響
く
が
直
ち
に
本
の
悲
調

に
か
へ
り
、
不
安
に
さ
ま
よ
ふ
や
う
な
セ
ロ
の
楽
句
に
終
る
。
以
下
暫
く
既
出
の
楽
句

を
展
開
し
て
第
一
部
分
の
終
に
逹
す
。
第
二
部
分
は
明
る
い
ハ
長
調
に
逹
し
て
光
輝
あ

る
英
雄
の
姿
を
回
想
す
る
か
の
様
に
聞
え
る
。

こ
の
邊
の
表
情
は
悲
嘆
す
る
や
う
で
あ
る
が
漸
々
和
ら
い
で
、
再
び
生
前
の
英
雄
が
現

は
れ
楽
が
活
氣
を
帯
び
て
来
る
。
此
の
時
突
然
『
彼
今
や
無
し
』
と
の
感
が
胸
に
浮
ん

だ
や
う
に
次
の
一
節
が
起
る
。

5f
手
i

こ
れ
が
漸
く
鎮
ま
る
頃
第
四
部
分
に
入
る
。
こ
A

は
要
す
る
に
第
一
部
分
の
反
復
で
あ

る
が
悲
嘆
の
情
は
一
層
激
し
く
表
は
さ
れ
て
居
る
。
か
く
て
最
後
の
告
別
は
な
さ
れ

こ
れ
が
次
の
楽
句
と
合
し
て
フ
ー
ガ
式
に
現
は
る
。

第
三
部
分
は
重
に
次
の
主

塁
『
舒
―
竺
J
;
g
~
息

ー

宣
い
―
且
J

現
は
れ
る
次
の
ハ
短
調
の
主
想
は
更
に
管
の
哀
れ
な
音
色
で
繰
返
さ
れ
る
。
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胃
忌
耐

喜
9

)

f
 

こ
の
想
は
音
程
か
ら
見
て
賓
は
基
礎
低
音
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
愛
奏
し
て
進
む
う
ち
に

第
三
の
愛
奏
に
至
て
こ
の
低
音
主
想
に
適
す
る
新
し
い
旋
律
が
木
管
に
現
は
れ
る
。

唇
；
に
、
、
日

問

□}
」
'
』
一
言
コ
＂
↑
↑
ー

コ

ー

ダ

た
。
第
五
部
（
尾
句
）
に
於
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
起
る
次
の
旋
律
は
此
の
悲
嘆
の
後
に

幾
分
の
慰
藉
と
希
墜
と
を
齋
す
や
う
に
聞
え
る
。

第
三
章
喜
戯
曲
（
S
c
h
e
r
z
o
)

は
最
弱
奏
の
断
音
を
以
て
奏
す
る
活
撥
な
る
快
速
曲

(
A
l
l
e
g
ro 
vi
v
a
c
e
)
で
あ
る
。
六
小
節
に
亘
る
絃
の
前
弾
き
の
後
に
オ
ー
ボ
エ
と
第
一

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
最
も
活
澄
な
次
の
調
を
表
は
す

此
の
調
が
種
々
の
楽
器
で
繊
が
れ
て
行
く
う
ち
に
全
管
絃
の
同
音
で
奏
す
る
強
い
切
分

ト

リ

オ

音
の
一
節
に
達
し
、
軽
妙
な
尾
句
を
以
て
第
一
部
分
を
結
ぶ
1

中
部
進
行
は
主
と
し

て
ホ
ル
ン
が
摺
裳
し
て
他
の
楽
器
は
殆
ど
間
奏
を
な
す
に
過
ぎ
な
い
。
ホ
ル
ン
は
最
初

戯
れ
て
居
る
や
う
に
響
く
が
漸
次
に
員
面
目
を
加
へ
て
絶
頂
に
達
す
る
時
は
厳
か
に
聞

え
る
。

1

中
部
進
行
の
後
は
大
骰
第
一
部
分
を
反
復
し
て
終
る
。
ー
ー
ス
ケ
ル
ツ
ォ

の
曲
櫃
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
新
機
軸
で
あ
る
こ
と
は
善
く
知
ら
れ
て
居
る
。
そ
し
て

此
の
曲
は
管
絃
楽
で
奏
す
る
ス
ケ
ル
ツ
ォ
の
初
作
で
あ
る
か
ら
歴
史
的
に
も
興
味
が
あ

る。

ヴ

ア
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ズ

第
四
章
終
曲
(

F
i

n
a
l
e
)

は

愛

奏

曲

の

卓胆
に
作
ら
れ
其
の
主
想
は
短
き
序
節
が

ビ
チ
カ
ー

ト

愛
ホ
長
調
の
島
七
和
音
で
止
ま
る
後
に
指
弾
で
表
は
れ
る
。

四

此
の
極
め
て
美
し
い
第
二
の
想
は
本
章
の
終
り
の
部
分
を
支
配
し
、
暫
く
は
第
一
主
想

に
基
く
劉
位
法
的
部
分
に
席
を
譲
る
が
再
び
稽
緩
徐
な
る
部
分

(
P
o
c
o
_a

n
d
a
nt
e
)
に

現
は
れ
、
然
る
後
全
章
は
極
急

(
P
r
e
st
o
)

な
る
短
か
き
尾
句
を
以
て
結
ぶ
。

j

管
絃
榮
附
ピ
ア
ノ

ハ
短
調
第
三
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト

演
奏
家
と
し
て
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
種
々
の
楽
器
に
堪
能
で
あ
っ
た
。
ボ
ン
市
に

居
た
頃
は
宮
廷
の
第
ニ
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
を
勤
め
た
り
、
又
た
管
絃
園
に
入
っ
て
ヴ
ィ
オ

ラ
を
奏
し
て
居
た
と
い
ふ
。
然
し
二
十
五
歳
の
時
、
初
め
て
ヴ
ィ
ン
ナ
の
公
會
で
演
奏
．

n
ン
ツ
ェ
ル
ト

し
た
時
は
第
一
番
の
ピ
ア
ノ
競
奏
曲
で
喝
采
を
博
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
ピ
ア
J

n
ン
ツ
ェ
ル

ト

の
名
人
で
且
つ
管
絃
楽
に
も
精
通
し
て
居
た
彼
は
此
の
雨
方
で
奏
す
る
競
奏
曲
に
模
範

的
名
作
五
篇
を
遺
し
た
。
最
初
の
三
曲
即
ち
本
演
奏
の
『
ハ
短
調
』
ま
で
は
外
形
や
傾

向
に
於
て
大
憫
モ
ツ
ァ
ル
ト
を
追
つ
て
居
る
が
、
而
も
絶
え
ず
進
歩
せ
る
演
奏
の
技
術

と
楽
器
の
音
量
と
を
利
用
し
、
且
つ
楽
器
の
能
力
や
本
性
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
曲
の
内
容
を
ば
一
層
充
賓
せ
し
め
た
。
第
一
章
（
快
速
曲
）
は
最
初
に
管
絃
が

第
一

主
想
と
第
二
主
想
（
長
愛
ホ
調
）
と
を
述
べ
了
り
、
更
に
主
調
（
短
「
ハ
」
）
に

か
へ
つ
て
曲
頭
の
楽
句
を
以
て
段
落
を
告
げ
て
、
そ
れ
か
ら
初
め
て
ピ
ア
ノ
が
現
は

れ
、
多
少
楽
器
に
應
じ
た
麦
化
を
加
へ
つ
A

或
は
管
絃
に
伴
奏
さ
れ
或
は
管
絃
と
か
け

合
ひ
に
な
っ
て
之
を
反
復
す
る
。
以
下
展
開
を
な
す
の
後
再
び
第
一
部
分
の
反
復
と
な

カ

デ

ン

ツ

ア

り
延
長
段
落
を
経
て
曲
を
結
ぶ
。
第
二
章
（
緩
徐
曲
）
は
力
強
い
前
章
と
の
劉
照
で
員

に
優
し
く
美
し
く
聞
え
る
。
ハ
短
調
か
ら
急
に
珍
ら
し
い
ホ
長
調
へ
移
っ
た
と
い
ふ
こ

、
、
、
、

と
も
此
の
感
を
強
め
る
一
の
理
由
で
あ
ら
う
。
此
の
章
で
は
い
き
な
り
ピ
ア
ノ
が
主
想

を
表
は
し
、
次
で
管
絃
が
こ
れ
を
承
け
る
。
そ
れ
か
ら
以
下
は
ピ
ア
ノ
が
殆
ん
ど
旋
律

メ
ロ
デ
イ

を
擢
常
す
る
こ
と
な
く
、
管
絃
の
旋
律
の
周
園
に
音
の
唐
草
模
様
と
も
謂
ふ
べ
き
装
飾

〔

マ

マ

〕

を
饒
ら
し
て
行
く
。
こ
の
邊
は
員
に
美
事
で
、
已
に
後
年
の
園
熟
し
た
二
曲
の
域
に
達

し
た
も
の
と
評
せ
ら
れ
る
。
第
三
章
（
快
速
曲
）
で
は
前
章
と
異
つ
て
ピ
ア
ノ
が
十
分

に
言
葉
を
述
べ
了
つ
て
か
ら
管
絃
を
し
て
語
ら
し
め
る
。
曲
の
暢
は
『
ロ
ン
ド
』
で
最

初
に
現
は
れ
る
主
想
が
劉
照
と
し
て
挿
ま
る
A

副
想
を
隔
て
A

は
現
は
れ
る
や
う
な
形

式
で
あ
る
1

本
曲
は
全
憫
を
通
じ
て
清
新
な
美
し
い
歌
調
に
甚
だ
富
ん
で
ゐ
る
。
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カ

デ

ン

ツ

ア

（
延
長
段
落
は
ラ
イ
ネ
ッ
ケ
作
を
用
ふ
）

五
絃
榮
附
混
盤
合
唱

悲

歌

四
つ
の
槃
と
ピ
ア
ノ
（
本
演
奏
に
は
オ

ル
ガ
ン
を
用
ふ
）
と
絃
楽
四
部
と
に
作
ら
れ

た
本
曲
は
パ
ス
コ
ラ
テ
ィ
男
爵
に
猷
本
し
た
も
の
で
、
『
友
人
。
ハ
ス
コ
ラ
テ
ィ
の
世
を

去
り
し
夫
人
に
寄
す
』
と
題
し
て
あ
る
。
歌
詞
の
作
者
は
詳
か
で
な

い
。
ー
_|

『
あ
り

し
日
の
君
の
ご
と
く
に
、

静
か
に
も
君
は
果
て
た
り
。
あ
な
た
ふ
と
、
あ
な
た
ふ
と
、

嘆
く
も
お
ろ
か
。
世
の
人
よ
ゆ
め
な
悼
み
そ
、
鱚
り
ゆ
く
あ
め
の
み
た
ま
を
』

S
a
nf
t
 

w
i

e
 d
u
 le
bt
e
st
,
 

h
a
st
 

d
u
 v
o
l
l
e
n
d
et

,
 

Z
u
 h
ei
li
g

,
N
u
 h
ei
lig

 

f
 

iir 
d
e
n
 S
c
h
m
e
r
z
 
!
 

K
ei
n
 A
ug

e
 w
ei
n
'
o
b
 d
e
s
 hi
m
m
li
s
c
h
e
n
 G
ei
st
e
s
 
H
ei
m
k
e
h
r
.
 

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

本
校
一
昨
年
ベ
ー
ト
ウ
ヴ
ェ
ン
記
念
演
奏
の
批
評

少
し
古
く
な
っ
た
が
獨
逸
の
新
―音
楽
新
聞
の
一
音
楽
書
簡
欄
に
、
こ
ん
な
事
が
出
て
居

〔

マ

マ

〕

る
。
「
今
日
東
東
の
ベ
ー
ト
ウ
ヴ
ェ
ン
記
念
祭
の
事
を
報
告
す
る
と
云
っ
た
ら
、
多
く

の
讀
者
は
恐
ら
く
疑
つ
て
、
如
何
に
し
て
そ
ん
な
事
が
出
来
る
、
極
東
に
於
て
我
が
偉

大
な
ベ
ー
ト
ウ
ヴ
ェ
ン
を
正
し
く
や
る
力
は
、
何
腐
か
ら
得
ら
れ
る
か
と
、
そ
う
問
ふ

だ
ら
う
し
か
も
純
て
の
懐
疑
者
に
云
ふ
が
ベ
ー
ト
ウ
ヴ
ェ
ン
の
百
十
回
記
念
日
が
此
虞

〔

マ

マ

〕

で
五
派
に
三
つ
の
大
管
絃
演
奏
會
十
四
、
五
及
び
十
一
日
に
よ
っ
て
訳
は
れ
た
の
で
あ

る
。
初
め
の

二
日
は
官
立
＿
音
楽
學
校
で
最
後
は
新
築
の
憶
川
侯
の
楽
堂
で
あ
っ
た
。
」

…
…
次
に
曲
目
を
攀
げ
て
か
ら
尚
云
ふ
に
「
こ
の
會
の
演
奏
や
出
来
榮
え
を
詳

し
く

云
ふ
前
に
、
簡
輩
に
日
本
の
近
年
の
洋
楽
の
疲
達
に

つ
い
て
簡
箪
に
知
ら
せ
て
置
か

ぷ
ノ

比
較
的
短
日
月
の
間
に
我
等
の
音
楽
に
封
す
る
著
し
い
評
債
と
又
同
時
に
絶
え
ず
増

進
す
る
理
解
と
が
、
目
に
見
え
て
来
た
。
殊
に
我
等
の
＿
音
楽
を
國
内
に
移
植
し
や
う
と

し
て
熱
心
に
な
つ
て
ゐ
る
の
は
、
日
本
の
青
年
で
あ
る
、
こ

の
進
歩
と
い
ふ
も
の
は
、

第

一
―
音
楽
學
校
か
ら
出
る
の

で
あ
っ
て
、
毎
年
出
来
上
っ
た
男
女
の
一
音
楽
生
徒
を
澤
山

E
l
e
gis
c
h
e
r
 
G
e
s
a
n
g
 

□第
三
十
回
土
曜
演
奏
會

學
校
に
開
會

大
正
十
年
二
月
二
十
六
日

に
出
し
て
居
る
。
此
虞
に
は
幾
年
前
か
ら
四
人
の
獨
逸
の
藝
術
家
が
働
い
て
居
る
。
毎

年
學
校
で
は
、
二
乃
至
――
―
の
大
管
弦
及
合
唱
―
音
楽
會
を
ク
ロ
ー
ン
氏
や
色
々
の
獨
唱
者

も
加
つ
て
畢
行
す
る
。

こ
の
會
が
東
京
の
音
楽
會
の
中
心
な
の
で
あ
る
。
一
音
楽
學
校
の
管
絃
園
の
外
に
、
ニ

つ
軍
隊
の
管
絃
園
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
公
園
で
夏
中
だ
け
や
る
の
で
あ
る
か
ら
、
各
期

は
大
抵
獨
唱
會
を
聞
か
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
等
の
＿
音
楽
會
は
今
で
は
一
音
楽
學
校
で
修
業
し
た
日
本
の
藝
術
家
だ
け
で
、
大
抵

は
充
分
立
派
な
仕
事
を
見
せ
る
。

し
か
し
殊
に
一
年
中
で
よ
い
一音楽
を
聞
か
れ
る
の

は
、
學
校
の
管
絃
演
奏
會
で
あ
る
と
云
ふ
の
は
、
そ
の
指
揮
者
が
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
選
定

に
於
て
、
組
織
的
に
進
み
そ
れ
に
劉
す
る
理
解
を
促
進
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
五
年

間
に
演
ぜ
ら
れ
た
比
較
的
大
き
な
曲
を
拳
げ
れ
ば

〔
」
〕
云
々
…
…

再
び
曲
目
を
皐
げ
て
ゐ
る
。
〔
「
〕
此
の
外
最
も
美
し
い
序
曲
や
管
絃
伴
奏
の
コ
ン
チ

エ
ル
ト
も
多
く
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
日
本
の
男
女
藝
術
家
も
大
い
に
加
つ
て
居
る
。
中
略

こ
A

に
居
る
欧
州
人
の
中
は
、
多
少
軽
侮
し
て
日
本
人
に
は
洋
楽
の
員
の
理
解
を
訣

い
て
ゐ
る
と
云
ふ
言
葉
を
聞
く
が
、
こ
れ
ま
で
や
っ
た
事
を
回
顧
す
る
と
、
今
日
こ
の

種
の
疑
問
は
不
嘗
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
如
何
な
る
懐
疑
者
に
も
、
解
る
筈
だ
。
エ
ロ
イ

カ
の
や
う
な
曲
を
演
奏
出
来
る
一
音
楽
園
に
、
こ
の
一
音
楽
の
理
解
を
拒
む
事
は
出
来
な

い
。
こ
ん
な
大
曲
を
ば
精
神
的
内
容
に
劉
す
る
感
を
持
た
ず
に
、
純
技
術
の
貼
だ
け
で

演
奏
す
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

指
揮
者
の
熱
誠
が
管
絃
園
に
移
り
、
こ
れ
か
ら
又
聰
衆
に
偉
大
な
反
磐
を
起
さ
せ
る

と
云
ふ
事
は
、
人
種
の
差
別
に
拘
は
ら
ず
少
し
の
間
隙
も
な
い
。
此
慮
ま
で
来
る
に

は
、＿
音
楽
學
校
も
確
に
正
し
い
道
を
踏
む
で
来
た
に
相
違
な
い
。
〔
」
〕

（

乙

骨

三

郎

）

（『
一音
楽
』
墨
友
會
、
第
一
号
、
大
正
十
一
年
三
月
、
二
四
ー
ニ
五
頁
）

学
友
会
第
三
十
回
土
曜
演
奏
会

二
月
二
十
六
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時
東
京
＿
音
楽
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卒

業

證

書

授

呉

校

長

式

辟

文

部

大

臣

祝

辮

卒

業

生

穂

代

謝

僻

演

奏第

一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

四

…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
器
築
部
卒
業
生

菱
口
長
調
競
奏
曲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
…
…
•
•
モ
ツ
ァ
ル
ト
作
曲

部
曲

目

堀

ロ

貞

JI[ 

上

清

ス

ボ

ル

作

曲

奥

村

艶

+、

高

勇

吉

ダ

ビ

ッ

ト

作

曲

高

階

哲

應

。
フ
ラ
ノ
獨
唱
、
歌
劇
「
ハ
ン
ス
、
ハ
イ
リ
ッ
ヒ
」
中
、

シ
ュ
ネ
ル
）
伊
藤
ア
ッ
五
、
ビ
ア
ノ
獨
奏
、
ロ
ン
ド
、

デ

ル

ゾ

ー

ン

）

須

子

ち

か

六

、

バ

リ

ト

ン

獨

唱

、

汝

や

如

何

に

（

ブ

ラ

ー

ム

ス

）

加

藤

豊

七

、

ヴ

ィ

オ

リ

ン

獨

奏

（

イ

）

ア

ン

ダ

ン

テ

、

レ

リ

ジ

オ

ー

ソ

（
ト
ー
メ
）
（
口
）
ゲ
ベ
ー
ト
（
水
口
幸
麿
）
水
口
幸
麿
八
、
コ
ー
ラ
ス
、
美

し
き
花
（
シ
ュ
ー
マ
ン
）
鱚
雁
（
ハ
ウ
。
フ
ト
マ
ン
）
會
員
、
指
揮
者
、
大
塚
淳

（
『
昔
榮
界
』
第
二
三
四
号
、
大
正
十
年
四
月
、
四
二
頁
）

大

正

十

年
l

＿
一
月
二
十
五
日
卒
業
式

大
正
十
年
―
―
一
月
二
十
五
日
（
金
曜
日
）
午
後
一
時
三
十
分

卒

業

證

書

授

奥

式

順

序

東

京

昔

架

學

校

闘

鑑

子

田

中

規

矩

士

第

部

林 モ

ツ

ァ

ル

ト

作

曲

龍

作

井

内

チ

セ

コ
ー
ラ
ス
、
森
（
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
）
他
郷
の
月
（
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
）

夏
（
ハ
ウ
。
フ
ト
マ
ン
）
會
員
二
、
ア
ル
ト
獨
唱
、
歌
劇
「
ミ
ニ
オ
ン
」
中
、

〔

マ

マ

〕

君
よ
知
る
や
南
の
國
（
ト
ー
マ
ス
）
石
橋
君
三
、

ア
ダ
ジ
オ
、

。
フ
レ
リ
ュ

ー
ド
、

ア
ン
ナ
の
ア
リ
ア
（
マ
ル

力
。
フ
リ
チ
オ
（
メ
ン

二
、
低
音
獨
唱
…
…

三

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

…
…
…
本
科
竪
築
部
卒
業
生

…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
器
榮
部
卒
業
生

イ
短
調
競
奏
曲
（
作
品
八
五
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

セ
ロ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
器
架
部
卒
業
生

ニ
短
調
競
奏
曲
（
作
品
二
六
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

五

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
器
築
部
卒
業
生

雙
ホ
長
調
競
奏
曲

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
本
科
器
築
部
卒
業
生

輝
曲
と
波
関
舞
踏
曲
（
作
品
三
八
）
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
・
・
ヴ
ィ
ユ
ー
タ
ン
作
曲

七
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
研
究
科
器
榮
部
修
了
生

維
納
よ
り
の
謝
肉
祭
の
遊
戯
（
第
一
番
作
品
二
六
）
…
…
…
…

八

、

上

高

音

獨

唱

士
―
-
、
合
唱

…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
竪
榮
部
卒
業
生

歌
劇
「
オ
ー
ベ
ロ
ン
」
中
の
レ
ー
ツ
ィ
ア
の
抒
情
調
•
…
…
…
•
•

九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
本
科
器
築
部
卒
業
生

前
奏
と
歌
曲
「
我
は
小
な
き
鼓
手
な
り
」
の
愛
奏
曲
…
…
…

（
作
品
五
）

セ
ロ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
器
榮
部
卒
業
生

ロ
コ
コ
風
主
題
の
愛
奏
曲
（
作
品
三
三
）
…
…
…
…
…
…
…

土
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
・
…
…
…
研
究
科
器
楽
部
修
了
生

ニ
短
調
競
奏
曲
（
第
二
番
作
品
二
）
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

圭
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
研
究
科
器
楽
部
修
了
生

一
築
章
よ
り
成
る
自
由
形
式
の
卜
長
調
競
奏
曲
（
作
品
九
二
）

ピ

ア

ッ

テ

ィ

作

曲

シ

ュ

ー

マ

ン

作

曲

ヴ

ェ

ー

ベ

ル

作

曲

チ
ア
イ
コ
フ
ス
キ
作
曲

シ

ュ

ー

マ

ン

作

曲

四、

伊

達

郎

オ
ル
ガ
ン
獨
奏
、

フ

ー

ゲ

（

ギ

ル

マ

ン

）

三

島

喜

代

造

四

、

ソ

フ

ン

メ

ル

作

曲

ソ
ナ
タ
、

濤

川

瀧

江

歌
劇
「
猶
太
人
の
女
」
中
の
ブ
ロ
ー
ニ
の
小
歌

ア

レ

ヴ

ィ

作

曲

ヽ

阿

部

英

雄
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1. 
II. 
III. 

IV. 
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of Diplomas. 

the Director. 

His Excellency 

the 

Nakabashi, 

Representative 
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of the 

Minister of 

Graduating 

PART I. 

Piano Solo....................................... Miss T. Horiguchi. 
Concert[o] (B Flat Major)........................... Mozart. 

Bass Solo................................................... Mr. H. Abe. 
Cavatina of Brogni from "The Jewess"…………Halもvy.

Piano Solo....................................... Miss T. Namikawa. 
Concert[o] (A Minor, Op. 85).…•................Hummel. 

Cello Solo................................................... Mr. S. Date. 
Concert[o] (D Minor, Op. 26)........................... Piatti. 

Piano Solo................................................ Miss C. Iuchi. 
Concert[o] (E Flat Major)........................... Mozart. 

Violin Solo............................................. Mr. R. Hayashi. 
Ballade and Polonaise (Op. 38) ………… •..Vieuxtemps. 

PART IL 

Piano Solo............................................. Mr. K. Tanaka. 
Carnival Prank from Vienne (No. 1, Op. 26)…Schumann. 

Soprano Solo............................................. Miss A. Seki. 
Aria of Rezia from "Oberon"........................ Weber. 

Violin Solo.......................................... Mr. T. Takashina. 

11. 

12. 

13. 

．
 

7

&

9

 

Introduction and Variations on the Air 
"I am the little drummer" (Op. 5).............亀・・.._David. 

Cello S010...................................................... Mr./Y. K6. 
Variations an a Theme rococo ・cop. 33) 
...................................................... Tschaikowsky. 

Violin Solo....................................... Miss T. Okumura. 
Concert[o] (D Minor, No. 2, Op. 2)…••………… .Spohr. 

Piano Solo........................................ Miss, K. Kawakami. 
Concert[o] Piece (G Major, Op. 92)…………Schumann. 

Chorus: 
Three German Folksongs.............................. Brahms. 
a. Bei nachtlicher Weil. 
b. Ach lieber Herre Jesu Christ. 
c. Die W ollust in den Maien. 
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昔
榮
演
奏
曲
目
梗
概

管

絃

楽

指
揮
者

Z
w
e
i
 lateinische 
H
y
m
n
e
n
 
fur•Frauenstimmen 

m
i
t
 O
r
g
e
l
 (
O
p
.
 
9
6
)
 

…•Rhein 

b
e
r
g
e
r
.
 

文

,A
v
e
v
i
v
e
n
s
 h
o
s
t
i
a
"
 

,,
R
e
g
i
n
a
 coeli

'̂

 

三
、
上
高
昔
獨
唱

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
•
•
ペ
ッ
ツ
ォ
ー
ル
ド
夫
人

…
・
・
・
ヴ

G
e
s
a
n
g
 W
e
y
l
a
's
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
W
o
l
f
.
 

ろ
、
森
の
劉
話
（
第
三
番
作
品
三
九
）
…
…
…
…
…
…
•
•
•
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

W
a
l
d
e
s
g
e
s
p
r
a
c
h
 (
N
r
.
 

3
,
 O

p
.
 
3
9
)

…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
S
c
h
u
m
a
n
n
.
 

は
、
絲
取
る
グ
レ
チ
ヘ
ン
（
作
品
二
）

G
r
e
t
c
h
e
n
 a
m
 S
p
i
n
n
r
a
d
e
 
(
O
p
.
 
2

)

 

四
、
管
絃
榮
及
合
唱

「
ア
テ
ン
の
療
址
」
中
の
進
行
曲
及
合
唱
（
作
品
―
―
四
）
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

M
a
r
s
c
h
 u
n
d
 C
h
o
r
 a
u
s
,,D
i
e
 R
u
i
n
e
n
 v
o
n
 A
t
h
e
n
^
^
(
O
p.
1
1
4
)
 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
B
e
e
t
h
o
v
e
n
.
 

五
、
管
絃
榮

歌
劇
「
オ
イ
リ
ア
ン
テ
」
の
序
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
作
曲

O
u
v
e
r
t
u
r
e
 z
u
r
 
O
p
e
r
,,E
u
r
y
a
n
t
h
e
^
^
 

い
、
ヴ
ァ
イ
ラ
ス
の
歌

第
二
十
九

『
悲
哀
』
交
書
曲

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

…
…
S
c
h
u
b
e
r
t
.
 

……

•••Weber

. 

グ
ス
タ
ー
フ
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
作

此
の
曲
は
露
國
の
最
大
作
曲
家
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ

(

P

.

T
s
c
h
ai
k
o
w
s
k
y
 1
8
4
0
1
 

シ
ン
フ
ォ
ニ

1
8
9
3
)

の
六
つ
の
交
響
曲
中
最
後
の
も
の
で
、
又
た
彼
の
死
ぬ
前
の
作
で
あ
る
為
、
『
臨

終
の
歌
』
な
ど
A

呼
ば
れ
て
居
る
。
初
章
と
終
章
は
極
め
て
悲
哀
憂
愁
に
充
ち
た
曲

で
、
『
パ
テ
テ
ィ
ッ
ク
』
と
い
ふ
標
題
の
適
切
な
こ
と
を
思
は
せ
る
。

ク
ロ
ー
ン

ォ

ル

フ

作

曲

a
.
 

b
.
 

召，口

□
'
]
_
-
-
f
)
「
f
-
「
]
-
凡
ー
f
-
f
一

9

『
:
「
プ
．
居
昆
豆
＇

9
•
J

第
二
主
想
は
哀
訴
す
る
や
う
な
性
質
の
ふ
し
で
あ
る
が
間
も
無
く
第
一
主
想
が
饉
て
穏

か
に
章
を
終
る
。

第
四
章
は
『
愁
嘆
緩
徐
曲
』
と
題
し
た
自
由
な
形
の
曲
で
、
全
部
悲
痛
の
叫
や
絶
望

の
嘆
墜
や
落
腑
の
溜
息
の
連
績
と
い
つ
て
も
よ
い
程
に
哀
調
に
充
ち
て
居
る
。
幾
度
か

速
度
が
愛
つ
て
後
最
も
低
い
音
域
の
弱
奏
で
終
る
。
こ
ん
な
悲
し
い
緩
徐
曲
で
交
響
曲

tttt~ 

＇ 

•
•
•
ア

ダ
ー
ジ
ョ

第
一
章
は
緩
徐
の
序
節
で
始
ま
る
。
此
の
部
分
は
作
者
獨
得
の
低
音
楽
器
の
用
法
に

よ
っ
て
憂
愁
の
氣
分
を
表
は
し
て
居
る
。
最
初
に
長
く
延
ば
し
た
バ
ス
の
上
に
フ
ァ
ゴ

ッ
ト
の
繰
返
す
楽
句
は

A
d
o.q,,.o. 

ag
d
 

後
に
快
速
部
に
現
は
れ
る
第
一
主
想
と
同
形
で
あ
る
。

ア
ン
ダ
ン
テ

ニ
長
調
の
第
二
主
想
（
並
歩
調
）
は
輩
純
な
美
し
い
旋
律
で
あ
る
。
極
め
て
劇
的
な

る
展
開
部
の
後
に
再
び
力
強
い
第
一
主
想
が
返
つ
て
来
て
、
悲
痛
の
情
は
漸
次
狂
羅
に

商
ま
る
。
此
邊
の
力
強
さ
は
非
常
な
も
の
で
、
作
者
の
楽
器
用
法
の
驚
く
べ
き
技
術
を

示
し
て
居
る
。
激
情
の
鎮
ま
る
頃
美
し
い
第
二
の
主
想
が
現
は
れ
て
最
弱
奏
で
章
を
結

ぶ
。
（
此
章
の
速
度
の
幾
度
か
愛
轄
す
る
の
も
従
来
の
仕
方
と
は
異
つ
て
居
る
）

．．． 
第
二
章
の
優
婉
な
快
速
曲
は
前
章
と
の
劉
照
で
一
層
引
立
つ
て
聞
え
る
。
近
頃
の
露

國
作
家
の
好
ん
で
用
ひ
る
五
拍
子
（
二
拍
と
三
拍
よ
り
な
る
）
の
舞
曲
調
で
、
在
来
の

交
響
曲
に
見
る
ス
ケ
ル
ツ
ォ
な
ど
A

は
大
分
趣
を
異
に
し
て
居
る
。
主
想
は
セ
ロ
に
現

ビ
チ
カ
ト

は
れ
絃
の
指
弾
と
木
管
及
ホ
ル
ン
の
和
音
を
伴
ふ
。
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R
eg
i

n
a
 
coeli
 

laet
a
r
e
 

r
e
s
u
r
r
e
xi
t
 

alleluj

a
.
 

三

獨

唱

（

い

）

ヴ

ァ

イ

ラ

の

歌

ウ

ォ

ル

フ

作

填
國
の
天
才
ウ
ォ
ル
フ

(
H
u
g
o
W
o
l
f
 1
8
6
0
,
1
9
0
3
)

は
小
歌
の
方
面
で
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
及
び
シ
ュ
ー
マ
ン
以
後
第
一
の
人
と
ま
で
言
は
れ
る
作
家
で
、
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド

ル
フ
、
メ
ー
リ
ケ
、
及
び
ゲ
ー
テ
等
の
詩
に
附
曲
し
た
歌
集
を
出
し
た
。
本
演
奏
の
曲

(
G
e
s
a
n
g
 W
e
y
l
a
s
)

は
『
牧
師
詩
人
』
メ
ー
リ
ケ
の
詩
に
感
じ
て
附
曲
し
た
五
十
三

篇
中
の
も
の
で
、
此
等
の
曲
は
凡
て
一
八
八
八
年
に
四
十
二
日
間
に
作
っ
た
と
い
ふ
。

メ
ー
リ
ケ
歌
集

(
M
o
ri
k
e
Li
e
d
e
r
)

は
他
の
作
に
比
し
て
詩
味
も
楽
趣
も
頗
る
多
方

面
で
、
種
々
な
曲
を
含
ん
で
居
る
。
ウ
ォ
ル
フ
の
小
歌
の
特
性
は
深
く
詩
人
の
意
を
採

つ
て
、
そ
れ
か
ら
自
然
に
湧
き
出
る
や
う
な
ふ
し
を
附
け
た
黙
で
あ
っ
て
、
即
ち
詩
の

磐
調
や
意
味
に
符
合
す
る
こ
と
を
第
一
と
す
る
。
然
し
純
音
楽
の
黙
か
ら
見
て
も
彼
の

曲
は
深
い
趣
味
を
備
へ
て
居
る
、
と
い
ふ
の
は
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
が
何
れ
も
表
情
と
特
性

alleluj

a
.
 Q

ui
a
 
q
u
e
r
n
 
m
e
r
ui
st
i
 

R
eg
i

n
a
 c
o
e
li
 

を
結
ぶ
の
は
極
め
て
珍
ら
し
い
こ
と
で
、
作
者
が
此
曲
を
作
り
な
が
ら
隈
々
流
沸
し
た

と
友
に
書
き
送
っ
た
の
も
道
理
と
思
は
れ
る
。
然
し
此
曲
が
作
者
自
身
の
最
も
得
意
の

作
で
あ
っ
た
こ
と
も
彼
の
書
簡
か
ら
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

二

女

磐

合

唱

羅

典

讃

美

歌

二

篇

ラ

イ

ン

ベ

ル

ゲ

ル

作

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
王
室
音
楽
學
校
数
授
及
び
宮
廷
楽
長
を
し
て
居
た
ラ
イ
ン
ベ
ル
ゲ
ル

(
J
.
 

R
h
ei
n
b
e
r
g
e
r
 1
8
3
9ー
1
尖
）
l
)

は
オ
ル
ガ
ン
の
名
手
で
、
又
た
作
曲
家
と
し
て
多

く
の
作
品
を
遺
し
た
。
本
曲
は
作
品
九
六
に
牧
め
た
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
の
女
槃
三
部
合
唱

中
の
も
の
で
あ
る
。

A
v
e
 vi
v
e
n
s
 
h
o
st
i

a
,
 ve

ri
t

as 
et
 

vi
t

a
 i
n
 q
u
a
 
sacri
f
i
 

ci
a
 c
u
n
ct
a
 

s
u
nt
 
f
i

ni
t
a
.
 

P
e
r
 t
e
 p
at
ri
 
g

lori
a
,
 dat

u
r
 i
n
 fi
ni
t

a
.
 Pe

r
 t
e
 st
at
 

ecclesi
a
 

j

ug
i
t

er 
m
u
ni
t

a
.
 A

v
e
 v
e
s
 
c
l
e
m
e
nt
i

a
e
,
 scri

ni
u
m
 d
u
l
c
o
ri
s
 i
n
 
q
u
o
 

s
u
nt
 

deli
ci
a
e
,
 cali

ci
 

sap
o
ri
s.
 V

e
ri
t

as 
s
u
b
st
a
nt
i

a
e
,
 

t

ot
a
 salvat
o
ri
s,
 

s
a
c
r
a
m
e
nt
u
m
 g
r
at
i

a
e
,
 
p

a
b
u
l
u
m
 a
m
o
ri
s
,
 av

e
 vi
v
e
n
s
 h
o
st
i

a
,
 et

c
.
 

A
v
e
 vi
v
e
n
s
 h
o
st
i

a
 

p
o
rt
a
r
e
 

(

a

)

 

と
を
具
へ
て
重
要
な
一
部
を
な
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
の
作
風
は
畢
覚
ワ
グ
ネ
ル

が
オ
ペ
ラ
に
於
て
な
し
た
こ
と
を
リ
ー
ド
に
移
し
た
や
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ウ
ォ

ル
フ
は
ワ
グ
ネ
ル
の
精
誹
に
よ
っ
て
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
を
復
活
し
た
人
と
も
評
せ
ら
れ
て

居
る
。

シ
ュ
ー
マ
ン
作

（

ろ

）

森

の

封

話

獨
逸
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
派
の
粋
と
も
い
ふ
べ
き
シ
ュ
ー
マ
ン
(
R
.
S
c
h
u
m
a
n
n
 1
8
1
0
 

ー

1
8
5
6
)

は
小
歌
の
作
者
と
し
て
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
に
次
ぐ
大
家
で
あ
る
。
此
の
雨
大
家

の
作
風
の
差
異
に
就
て
は
種
々
の
説
が
あ
る
が
、
然
し
シ
ュ
ー
マ
ン
の
ピ
ア
ノ
部
が
概

し
て
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
よ
り
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
多
く
の

評
家
の
説
く
所
で
あ
る
。
後
の
名
家
な
る
ロ
ー
ベ
ル
ト
、
フ
ラ
ン
ツ
は
曾
て
『
森
の
製

話
』
や
『
不
思
議
な
る
君
の
姿
鎗
』
の
如
き
小
歌
は
純
粋
且
つ
輩
純
な
る
ピ
ア
ノ
曲
に

槃
の
部
分
を
添
へ
た
も
の
だ
』
と
評
し
た
こ
と
が
あ
る
。
『
森
の
劉
話
』
は
ア
イ
ヒ
ェ

ン
ド
ル
フ
の
小
歌
（
森
の
中
で
魔
女
ロ
ー
レ
ラ
イ
に
遇
っ
た
男
と
此
の
魔
女
と
の
問

答
）
に
附
曲
し
た
名
作
で
あ
る
。

（

は

）

糸

取

る

グ

レ

チ

ヒ

ェ

ン

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
派
の
開
租
の
一
人
な
る
＇シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
(

F

.

S
c
h
u
b
e
rt
 

1
7
9
7
,
1
8
 

2
8
)

は
初
め
て
獨
逸
の
小
歌
（
ゲ
ー
テ
、
ハ
イ
ネ
其
他
の
詩
人
の
作
）
に
員
の
藝
術
的

作
曲
を
な
し
た
人
で
あ
る
。
本
演
奏
の
曲
は
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
中
の
名
詩
に

附
曲
し
た
も
の
で
、
十
七
歳
の
時
の
作
で
あ
る
。
其
の
翌
年
に
出
来
た
同
詩
人
の
『
魔

ケ
ー

ニ

ヒ

ハ

イ

デ

ン

レ

ー

ス

ラ

イ

ン

王
』
や
『
荒
野
の
薔
薇
』
の
作
曲
と
共
に
早
年
の
傑
作
に
敷
へ
ら
れ
て
居
る
。
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
は
叙
景
の
意
味
を
も
つ
も
の
が
屡
々
あ
る
。
『
糸
取
る
グ

レ
チ
ヒ
ェ
ン
』
に
於
て
も
伴
奏
は
糸
車
の
廻
轄
を
暗
示
す
る
や
う
な
音
形
を
も
つ
て
終

始
一

貫
し
て
居
る
が
唯
だ
感
情
の
絶
頂
に
達
す
る
箇
虞
に
於
て
、
こ
れ
が
一
時
斯
絶
し

て
物
思
ひ
に
沈
む
や
う
な
敷
個
の
和
音
に
な
る
。

G
e
s
a
n
g
 W
e
y
l
a
's
 

D
u
 hi
st
 

O
rp

li
d
,
 m

ei
n
 L
a
n
d
!
 
d
a
s
 f
e
r
n
e
 
l
e
u
c
ht
et
 ;
 

v
o
m
 M
e
e
r
e
 

d
a
mp
f
e
t
 

d
ei
n
 b
e
s
o
n
nt
er 
St
r
a
n
d
 d
e
n
 N
e
b
e
l
,
 so
 d
e
r
 G
o
tter 
W
a
ng

e
 

f
e

u
c
ht
et
.
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Uralte Wasser steigen verjlingt um deine Hliften, Kind! 
Vor deiner Gottheit beugen sich Konige, die deine Warter sind. 

(Eduard Morike) 

(b) W aldesgesprach 

,,Es ist schon spat, es ist schon kalt, was reit'st du einsam durch 
den Wald? Der Wald ist lang, du bist allein, du schone Braut, 
ich flihr'dich heim !" 
,,Gross ist der Manner Trug und List, vor Schmerz mein Herz 

gebrochen ist, wohl irrt das Waldhorn her und hin, o flieh', o 

flieh', du weisst nicht, wer ich bin!" 
,,So reich geschmlickt ist Ross und Weib, so wunderschon, so 

wunderschon der junge Leib ; jetzt kenn'ich dich, gott steh'mir 
bei, du bist die Hexe Loreley !" 
,,Du kennst mich wohl, du kennst mich wohl, vom hohem Stein 

schaut still mein Schloss tie£ in den Rhein ; es ist schon spat, es 
ist schon kalt, kommst nimmermehr aus diesem Wald. (Eichen-
dorff) 

(c) Gretchen am Spinnrade 

Meine Ruh'ist hin, mein Herz ist schwer, ich finde, ich finde 
sie nimmer und nimmer mehr ! 
Wo ich ihn nicht hab', ist mir das Grab, die ganze Welt ist 

mir vergallt, mein armer Kopf ist mir verrlickt, mein armer Sinn 
ist mir zerstlickt. Meine Ruh'ist hin, mein Herze schwer, ich 
finde, ich finde sie nimmer und nimmermehr. Nach ihm nur 
schau'ich zum Fenster hinaus, nach ihm nur geh'ich aus dem 
Haus. Sein hoher Gang, sein edle Gestalt, seines Mundes Lacheln, 
seiner Augen Gewalt, und seiner Rede Zauberfluss, sein Hande-
druck, und ach sein Kuss! Meine Ruh'ist hin, mein Herz ist 
schwer, ich finde, ich finde sie nimmer und nimmermehr. Mein 
Busen drangt sich nach ihm hin, ach dtirft'ich £assen und halten 
ihn, und klissen ihn so wie ich wollt', an seinen Klissen vergehen 
sollt', o konnt'ich ihn klissen so wie ich wollt', an seinen Klissen 
vergehen sollt', an seinen Klissen vergehen sollt'. Meine Ruh' 
ist hin, mein Herz ist schwer. (Goethe) 

『r,..._I卜，＼Q燦論』廿e部ヒ吾忍噂

ヶ<-..Lー谷 H,¥辻

〔米涅11母＋1l m:::Km' ゃme 「\~Ill鉛鰈嘩皿麒遥」似麟O J

Chor aus,,Ruinen von Athen" 

Schm tick die Alta.re! Sie sind geschm tickt. Streu et Weihrauch ! 
Er ist gestreut. Pflticket Rosen! Sie sind gepfltickt. Harret der 
Kommenden. Wir harren der Kommenden. Wir sind bereit. 
Empfanget uns ! Geschmilcket sind die Alta.re, Heil uns Beglilck-
ten, dreimal uns Heil! Rein im schonen holden Verein kehren 
die Musen bei uns ein ! Edlere Freude, hohere Lust schwellt uns 
beseligt ktinf tig die Brust. 
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を
含
ん
だ
劇
的
な
展
開
部
に
於
て
漸
次
に
以
前
の
光
輝
を
恢
復
し
、
最
後
は
勢
よ
く
曲

を
結
ぶ
。

■―
音
楽
學
校
の
大
演
奏
會

東
京
―
音
楽
學
校
春
季
音
楽
大
演
奏
會
は
七
日
午
後
二
時
よ
り
同
校
奏
楽
堂
に
於
て
催

〔

マ

マ

〕

さ
れ
た
集
っ
た
、
聰
衆
約
五
百
堂
内
満
員
の
盛
況
で
あ
る
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作
曲
の

悲
牡
な
る
口
短
調
交
響
曲
の
管
絃
楽
が
合
奏
さ
れ
つ
ゞ
い
て
中
田
章
氏
オ
ル
ガ
ン
伴
奏

に
て
女
墜
一
―
一
部
の
合
唱
あ
り
ペ
ッ
ツ
オ
ー
ル
ド
夫
人
の
上
高
昔
獨
唱
は
試
に
結
構
『
森

〔

マ

マ

〕

の
到
話
』
『
絲
取
る
マ
ル
ガ
レ
ッ
ト
』
は
美
し
く
獨
唱
さ
れ
『
ア
テ
ン
の
履
趾
』
合
唱

あ
り
て
最
後
に
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
作
の
歌
劇
『
オ
イ
リ
ア
ン
テ
』
の
序
曲
は
グ
ス
タ
ー
フ
、

ク
ロ
ー
ン
氏
の
指
揮
に
て
合
奏
さ
れ
午
後
五
時
半
閉
會
し
た

(
『
昔
榮
と
蓄
音
機
』
第
八
巻
第
五
号
、
大
正
十
年
五
月
、
l

o

二
頁
）

演
奏
旅
行

■六
月
一
日
濱
松
、
二
日
に
大
阪
、
三
日
に
京
都
で
東
京
音
楽
學
校
の
管
絃

合
唱
園
大
演
奏
會
と
い
ふ
も
の
が
あ
っ
た
。

（
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
十
二
巻
第
七
号
、
大
正
十
年
七
月
、
二
九
頁
）

大
正
十
年
六
月
一
日
ー

l

＝
日

こ
の
楽
句
が
苦
悶
す
る
や
う
な
音
形

p
p
 

＞
 

(|9I V 

＞
 

展
開
部
に
現
は
る
A

物
凄
い
響
は
ア
ド
ラ
ー
ル
の
妹
エ
ン
マ
の
亡
震
を
叙
述
す
る
時
の

音
楽
で
あ
る
が
、
こ
の
悲
し
い
挿
旬
の
績
き
と
し
て
主
楽
句
ま
で
が
陰
欝
な
麦
化
を
受

け
る
。

ろ
、
楡
快
な
る
五
月
…
…
…

五
、
上
高
昔
獨
唱
（
管
絃
楽
伴
奏
）

歌
劇

「
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
」
中
の
ア
ガ
ー
テ
の
抒
情
調
…
…
…
…
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
作
曲

六
、
管
絃
架
及
合
唱

「
ア
テ
ン
の
曖
址
」
中
の
進
行
曲
及
合
唱
（
作
品
―
―
四
）

い
、
静
け
き
タ
ベ
（
作
品
一
）

休

憩

四
、
混
盤
合
唱
（
無
伴
奏
）

、
管
絃
楽
附
ピ
ア
ノ

ハ
短
調
競
奏
曲
（
作
品
三
七
第
三
番
）

分

十

間

二
、
混
盤
合
唱
（
無
伴
奏
）

悲
牡
な
る
口
短
調
交
響
曲
（
作
品
七
四
第
六
番
）

一
、
管
絃
楽

六
月
二
日

曲

目

東
京
＿
音
榮
學
校

管
絃
合
唱
園
大
演
奏
會

管
絃
園
五
十
名
・
合
唱
園
百
餘
名

萱
夜
二
回
於
大
阪
中
央
公
會
堂

主
催
大
阪
市
敦
育
會

後
援
大
阪
朝
日
新
聞
社

…
…
…
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作
曲

ス
ポ
ー
ル
作
曲

い
、
春
の
め
ざ
め
（
作
品
―
二
0

)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
｛
青
木
存
義
作
歌

ろ
、
春
の
知
ら
せ
（
作
品
四
八
第
一
番
）
｝
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
作
曲

は

、

鶯

（

作

品

五

九

第

四

番

）

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

…
…
…
…
…
武
岡
鶴
代
氏

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

グ
ラ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

芙

須

賀

績

作

歌

小
倉
末
子
氏
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七

、

管

絃

榮

（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
大
正
十
年
六
月
二
日
〔

l

日
夕
刊
〕
）

歌
劇
「
オ
イ
リ
ア
ン
テ
」
の
序
曲
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
作
曲

（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
大
正
十
年
五
月
二
十
八
日
）

大
阪
中
央
公
會
堂
に
於
て
蒼
）午後二時

祓
）
午
後
蒻
開

演
主
催
大
阪
市
散
育
會

園
圃
口
⑪
東
京
昔
築
學
校
管
絃
合
唱
園
大
演
奏
會

管
絃
111
J
i
十
名
合
唱
I
l
l
百
餘
名
會
費
特
寄
七
叫
＿
寧
盈
二
茎

l

趾―
―＿寧
二叫

後
援
大
阪
朝
日
新
聞
社

期
待
さ
る
A
今
日
の
大
演
奏

榮
界
空
前
の
華
や
か
さ

一
行
百
八
十
名
今
朝
着
阪

新
―音
楽
愛
慕
の
人
々
に
多
大
の
期
待
を
以
て
迎
へ
ら
れ
つ
A

あ
る
本
社
後
援
東
京
昔

い

よ

／

ヽ

わ

た

楽
學
校
管
絃
合
唱
大
演
奏
會
は
愈
今
日
！
午
後
二
時
と
午
後
七
時
の
二
回
に
亙
つ
て

開
か
れ
る
、
同
合
唱
管
絃
園
は
楽
界
の
新
進
百
八
十
名
よ
り
成
る
最
高
櫂
威
の
大
楽
園

で
そ
の
演
奏
曲
目
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
、
メ
ン

デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
等
楽
聖
不
朽
の
名
曲
を
集
め
て
ゐ
る
、
曲
目
第
一
の
管

絃
楽

「
悲
愴
交
響
曲
」
は

絶
望
の
極
み
自
殺
を
し
た
と
ま
で
世
に
博
へ
ら
れ
た
哀
愁
詩
人
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
が
作
曲
し
な
が
ら
楽
譜
の
上
に
涙
の
賓
玉
を
綴
っ
た
と
云
う
哀
愁
曲
ー
遣
る
方

な
き
人
生
の
悩
を
表
し
た
憂
鬱
な
曲
で
大
阪
で
は
未
だ
嘗
て
試
み
ら
れ
た
こ
と
の
な
い

フ

ラ

ン

ス

大
曲
で
あ
る
、
管
絃
楽
で
は
此
の
外
に
佛
蘭
西
王
ル
イ
六
世
の
寵
臣
と
オ
イ
リ
ア
ン
テ

姫
に
絡
ま
る
懇
の
哀
歓
を
織
り
込
ん
だ
「
オ
イ
リ
ア
ン
テ
」
の
序
曲
（
ウ
エ
ー
ベ
ル
作

曲
）
の
外
説
祭
曲
中
最
も
華
や
か
な
曲
と
し
て
崇
高
な
調
子
に
充
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

「
ア
テ
ン
の
陵
址
」
を
演
奏
す
る
、
是
は
管
絃
園
の
外
合
唱
園
を
加
へ
た
百
八
人
の
大
演

奏
で
斯
く
も
多
く
の
若
い
華
や
か
な
楽
人
が
一
齊
に
ス
テ
ー
ヂ
に
立
つ
牡
観
は
断
じ
て

を

く

ら

す

ゑ

こ

見
ら
れ
な
い
、
此
の
外
小
倉
末
子
女
史
の
弾
奏
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ハ
短
調
競
奏
曲
は

美
し
い
旋
律
と
諧
調
に
富
ん
だ
清
新
な
も
の
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
弾
奏
の
第
一

人
者
と
云
は
る
A

小
倉
女
史
の
管
絃
楽
附
ピ
ア
ノ
の
弾
奏
は
必
ず
や
聘
衆
の
心
を
無
限

〔
マ
マ
〕
た
け
を
か
つ
る
よ

の
陶
酔
に
導
く
に
違
ひ
な
い
、
尚
ほ
此
の
外
最
も
期
待
さ
れ
る
の
を
武
岡
鶴
代
女
史
の

獨
唱
自
由
射
手
（
ウ
エ
ー
ベ
ル
作
曲
）
で
あ
る
、
こ
れ
は
古
い
博
説
に
材
を
採
っ
た

フ
ァ
ン
ク
ス
チ
ッ
ク

幻
想
的
な
曲
で
愛
人
の
勝
利
を
祈
る
可
憐
の
少
女
ア
ガ
ー
テ
の
歌
ふ
懇
の
祈
り
と
感

謝
の
歌
は
清
純
な
武
岡
女
史
の
歌
ひ
振
り
に
よ
っ
て
遺
憾
な
く
聰
衆
の
心
を
魅
了
す
る

で
あ
ら
う
、
こ
の
空
前
の
大
演
奏
、
そ
れ
は
愈
今
日
午
後
二
時
か
ら
開
か
れ
る
の
だ

一
行
今
朝
着
阪
本
演
奏
會
に
出
演
す
る
管
絃
合
唱
園
百
八
十
餘
名
は
二
日
朝
七

時
着
阪
、
大
阪
騨
前
の
旅
館
金
龍
館
と
紅
葉
館
に
休
憩
午
後
二
時
か
ら
打
揃
つ
て
演
奏

會
に
出
る

こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
大
正
十
年
六
月
二
日
）

肉
槃
の
美
と
器
楽
の
妙

ほ
し
い
ま
A

名
曲
の
妙
味
を
遺
憾
な
く
疲
揮
し
て
恣
に
満
堂
を
魅
了
す

果
音
に
酔
う
聰
衆
六
千

麟
東
京
―
音
楽
學
校
大
演
奏
會

【萱
の
部
】

満
都
の
一
音
楽
愛
好
者
か
ら
殆
ん
ど
熱
狂
的
な
歓
び
を
以
て
迎
へ
ら
れ
た
大
感
激
の

日
、
そ
の
敷
賓
に
百
八
十
餘
名
よ
り
成
る
東
京
―
音
楽
學
校
管
絃
楽
合
唱
園
の
市
敦
育

會
主
催
本
社
後
援
の
大
演
奏
會
の
日
は
来
た
正
に
開
西
方
面
に
於
け
る
殆
ど
空
前
の

牡
畢
、
正
午
先
づ
會
場
中
央
公
會
堂
の
鐵
扉
が
開
か
れ
た
、
そ
の
畳
の
部
の
始
ま
る

や
須
央
に
し
て
會
場
は
敷
千
の
睦
衆
に
埋
め
盛
さ
れ
立
錐
の
餘
地
な
く
、
大
指
揮
者

ク
ロ
ー
ン
氏
指
揮
棒
一
振
忽
ち
現
出
す
る
批
厳
な
る
大
―
音
楽
境
裡
に
魅
し
去
ら
れ
て

し
ま

唯
感
激
の
渦
中
に
浸
さ
れ
て
了
っ
た
。

ス
テ
ー
ジ

睛
れ
の
舞
憂
ヘ
一
行
の
来
阪

そ
の
日
演
奏
に
先
立
つ
て
夜
来
の
雨
降
り
し
き
る
早
朝
、
大
阪
騨
前
に
は
珍
ら
し
い

光
景
を
見
た
、
卸
ち
午
前
七
時
五
分
梅
田
着
の
列
車
に
よ
っ
て
西
下
園
員
の
諸
氏
先
づ

風
采
堂
々
た
る
指
揮
者
グ
ス
タ
フ
・
ク
ロ
ー
ン
氏
を
筆
頭
に
快
活
な
小
倉
末
子
女
史
、

武
岡
鶴
代
女
史
等
を
始
め
楽
園
に
重
き
を
な
す
―
音
楽
學
校
敦
授
連
の
こ
の
土
地
に
珍
ら
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し
い
豚
し
い
藝
術
家
の
群
が
騨
頭
を
賑
す
の
を
見
た
の
で
あ
る
、
到
着
の
諸
氏
は
何

れ
も
手
に
手
に
楽
器
を
携
へ
つ
A

何
れ
も
＿
音
楽
家
ら

し
い
＿
置
洒
と
し
た
姿
に
今
日
を

や

う

た

ゞ

よ

晴
れ
の
演
奏
を
楽
し
む
か
の
如
な
一
味
の
緊
張
感
と
微
笑
を
そ
の
面
に
漂
は
せ
つ
つ
親

し
げ
に
降
り
立
つ
後
を
受
け
て
更
に
七
時
二
十
三
分
の
列
車
に
は
補
助
者
た
る
男
性
的

な
規
律
正
し
い
海
軍
軍
楽
隊
員
の
一
園
、
更
に
打
ち
績
い
て
園
員
の
大
部
分
を
な
す
男

よ
ろ
こ

女
學
生
の
大
集
う
皆
欣
び
に
満
ち
た
元
氣
を
見
せ
つ
A

打
ち
績
い
て
降
り
立
ち
、
何
れ

も
そ
の
場
の
記
念
の
撮
影
を
な
し
て
或
は
知
人
等
に
迎
へ
ら
れ
つ
A
夫
々
定
め
の
大
阪

ホ
テ
ル
、
金
龍
館
、
紅
葉
館
等
の
宿
へ
と
向
っ
た

唯
氣
早
な
男
學
生
の
一
行
は
直
ち
に
猶
準
備
に
忙
し
い
會
場
公
會
堂
へ
と
向
ひ
徐
次

に
飾
ら
れ
行
く
睛
れ
の
舞
豪
に
も
心
時
め
か
す
如
に
囁
き
交
し
な
が
ら
そ
の
會
場
を

さ
ま
よ
ふ
の
で
あ
っ
た

感
激
に
胸
躍
ら
せ
つ

A

殺
到
す
る
凄
じ
き
大
衆

正
午
前
、
思
ふ
だ
に
心
昂
ぶ
る
大
演
奏
會
の
歓
び
の
扉
ー
ー
＇

會
場
中
央
公
會
堂
の
厳

て
つ
ひ

め
し
い
鐵
扉
は
心
地
良
く
も
開
か
れ
た
、
朝
来
の
雨
快
く
も
睛
れ
上
り
既
に
装
ひ
成
つ

た
公
會
堂
の
内
外
は
華
美
な
装
飾
を
避
け
て
飽
く
迄
清
楚
に
、
こ
の
記
念
す
べ
き
員
摯

な
る
べ
き
大
演
奏
會
に
適
は
し
く
寧
ろ
爽
快
な
、
而
し
て
厳
鼎
な
氣
分
さ

へ
感
じ
ら
れ

た
、
午
前
九
時
と
い
ふ
に
早
く
も
會
場
目
指
し
て
集
ま
り
来
つ
て
敷
刻
を
待
ち
わ
び
た

十
敷
名
を
始
め
と
し
て
楽
し
く
も
尊
き
感
激
の
期
待
に
胸
躍
ら
せ
つ
A

大
玄
開
へ
と
集

ま
り
来
っ
た
群
衆
は
凄
じ
い
許
り
の
勢
ひ
で
開
扉
と
共
に
入
場
し
、
忽
ち
に
し
て
聖
堂

の
如
く
に
静
粛
だ
っ
た
會
場
内
も
華
か
な
婦
人
令
嬢
、
紳
士
、
學
生
を
始
め
凡
て
の
階

か

し

こ

こ

こ

級
の
音
楽
愛
好
者
等
に
依
つ
て
埋
め
ら
れ
、
彼
慮
此
慮
に
起
る
歓
ば
し
げ
な
さ
ゞ
め
き

ま
す
／
ヽ

に
渦
た
さ
れ
た
、
敷
分
、
敷
十
分
そ
の
勢
は
盆

凄
じ
い
位
に
ま
し
て
園
憫
と
し
て
乗

り
込
み
来
る

奈
良
女
高
師
三
百
、
神
戸
高
女
の
二
百
五
十
名
、
樟
蔭
高
女
二
百
名
、
堺
高
女
五
十

名
、
大
阪
女
子
師
範
生
二
百
名
を
始
め

く
び
す

其
他
各
種
女
學
校
及
び
中
等
校
専
門
學
校
の
各
園
閥
の
踵
を
接
し
て
来
場
し
、
瞬
間
に

し
て
員
に
立
錐
の
餘
地
な
く
そ
の
敷
質
に
五
千
、
尚
後
を
追
う
て
来
る
人
波
の
列
絶
え

ず
言
語
に
絶
し
た
盛
況
を
呈
し
た

時
は
進
む
、
人
々
の
興
奮
は
盆
昂
ま
つ
て
ゆ
く
、
殊
に
百
八
十
餘
名
の
大
集
園
の
立

つ
為
に
と
撰
げ
ら
れ
て
ス
テ
ー
ジ
の
前
に
美
々
し
く
も
並
べ
ら
れ
た
楽
夕
會
、
楽
友

會
を
始
め
三
木
、
上
金
、
今
井
、
岡
本
の
諸
楽
器
店
や
一
愛
讀
者
の
名
に
隠
れ
た
某

女
史
の
花
環
の
敷
々

に
も
一
際
そ
の
睛
れ
や
か
な
氣
分
は
誘
は
れ
て
人
々
の
面
に
は

一
様
に
美
し
い
期
待
の
瞳
が
輝
く
ー
ー
＇

大
演
奏
は
開
か
れ
た

心
躍
る
そ
の
華
や
か
さ
よ

時
は
来
た
、
午
後
二
時
、
會
は
遂
に
始
め
ら
れ
た
、
先
づ
主
催
者
代
表
と
し
て
揺
士

大
阪
市
敦
育
部
長
は

社
會
生
活
が
繁
維
に
な
る
に
伴
つ
て
私
達
の
感
情
は
硬
化
し
且
つ
荒
み
勝
ち
で
あ

り
ま
す
、
昔
榮
は
時
間
と
空
間
と
を
超
越
し
凡
ゆ
る
雑
念
を
彿
拭
し
て
感
情
を
和

げ
ま
す
、
従
っ
て
音
楽
趣
味
の
普
及
は
私
達
の
生
活
に
最
も
緊
切
な
問
題
で
あ
り

ま
す

と
開
會
の
挨
拶
を
述
べ
次
い
で
後
援
者
代
表
と
し
て
上
野
本
社
専
務
は

本
會
の
開
催
に
よ
っ
て
開
西
の
地
に
音
楽
學
校
を
創
設
し
尚
大
―
音
楽
堂
建
設
の
機

運
を
促
す
こ
と
が
出
来
た
の
は
歓
び
に
堪

へ
ま
せ
ん

と
挨
拶
を
述
べ
た
や
が
て
舞
憂
に
現
は
れ
た
卸
ち
百
二
十
名
の
男
女
合
唱
園
と
六
十
餘

名
の
管
絃
楽
員
と
は
壇
上
に
現
は
れ
た
、
聰
衆
は
一
時
に
熱
狂
し
た
か
の
如
く
嵐
の
如

な
拍
手
を
送
っ

た
、
や
が
て
時
を
見
て
、
一
揖
軽
き
大
指
揮
者
グ
ス
タ
ー
フ
・
ク
ロ
ー

ン
氏
の
指
揮
棒
一
揮
、
曲
目
第
一
、
偉
大
な
る
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
イ
の
名
曲
「
悲
哀
交

い
み

響
曲
」
は
開
始
せ
ら
れ
た
、
静
か
に
群
が
り
起
る
敷
あ
ま
た
の
妙
じ
き
器
楽
の
年
日
に
美

し
く
深
い
合
唱
園
の
肉
竪
と
は
渾
然
と
し
て
溶
け
合
っ
て
、
流
る
A

が
如
く
咽
ぶ
が
如

＜
狂
ふ
が
如
く
荘
厳
に
静
艶
に
唯
水
を
打
っ
た
る
如
き
罷
衆
の
上
に
響
き
渡
つ
て
ゆ
く

（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
大
正
十
年
六
月
三
日
〔
二
日
夕
刊
〕
）

美
し
き
魅
惑
の
世
界
に
時
の
移
る
を
知
ら
ぬ
凄
じ
い
聰
衆
の
群

夜
も
空
前
の
大
盛
況
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麟
東
京
―
音
楽
學
校
大
演
奏
會

二
日
午
後
二
時
先
づ
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
イ
の
名
曲
「
悲
哀
」

交
響
楽
に
よ
っ
て
そ
の

序
幕
を
切
つ
て
落
さ
れ
た
市
敦
育
會
主
催
本
社
後
援
管
絃
合
唱
園
の
大
演
奏
會
は
そ
の

悉
く
の
名
曲
揃
ひ
に
同
園
の
飽
く
ま
で
員
摯
な
そ
の
態
度
と
練
達
し
た
妙
技
は
一
曲
毎

に
感
動
を
深
め
つ
A

聴
衆
は
唯
酔
へ
る
が
如
く
曲
の
終
る
度
に
夢
幻
裡
か
ら
目
覺
め
た

人
の
如
く
急
霰
の
如
き
喝
采
を
送
る
の
み
で
、
時
の
移
る
を
知
ら
ざ
る
が
や
う
で
あ
っ

た
畳
の
部
終
つ

て
名
残
惜
し
げ
に
立
ち
去
る
人
々
と
入
り
交
つ
て
、
夜
の
聴
衆
は
更
に

潮
の
如
く
、
再
び
新
し
き
感
激
の
演
奏
は
績
け
ら
れ
た
目
に
も
鮮
か
な
ク
ロ
ー
ン
氏
の

よ
う

指
揮
振
り
に
導
か
れ
て
現
じ
来
る
魔
稗
の
如
に
も
魅
力
強
い
至
妙
楽
昔
の
世
界
ー
~
曲

は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
イ
か
ら
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
、
ス
ポ
ー
ル
、
メ
ン
デ

ス
ゾ
ル
ー
ン
等
の

こ

ま

や

か

き

よ

く

せ

き

名
曲
を
追
う
て
進
み
ゆ
く
ま
A

に
、
末
だ
細
な
趣
味
に
の
み
鋸
踏
し
易
い
日
本

人
に
末
だ
聞
か
れ
な
い
荘
大
な
複
雑
な
西
欧
大
天
オ
の
豊
富
な
感
情
と
才
能
の
妙
と
は

満
場
の
人
々
の
胸
に
強
く
深
く
響
き
入
っ
て
唯
悦
惚
た
ら
し
め
る
の
で
あ
っ
た
、
百
二

十
餘
名
の
渾
然
と
し
て
豊
か
な
混
竪
合
唱
の
唄
の
敷
々
又
繊
巧
雄
勁
な
ピ
ア
ノ
名
手
小

倉
女
史
の
難
曲
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
ハ
短
調
競
奏
曲
に
管
絃
楽
の
伴
奏
を
以
て
自
由
な
理

解
力
と
目
も
鮮
か
な

技
巧
の
冴
え
に
人
々
の
充
奮
は
又
昂
ま
り
、
更
に
混
槃
合
唱
の
グ
ラ
ー
ベ
ル
ト

の
各
品
か
ら
名
磐
高
い
ブ
ラ
ー
ム
ス
「
五
月
の
歓
楽
」
の
味
證
き
ぬ
小
曲
に
次
い
で
豊

麗
な
る
肉
竪
の
持
主
武
岡
鶴
代
女
史
の
上
高
昔
獨
唱
歌
劇
「
フ
ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ
」
中
の

ア
ガ
ー
テ
の
抒
情
調
に
至
っ
て
聰
衆
の
感
動
は
高
潮
に
逹
し
た
る
か
の
感
さ
へ
あ
っ

た
、
そ
し
て
物
凄
い
や
う
な
拍
手
は
履
湧
く
が
如
く
に
起
っ
た

ふ‘ ^̂  ` ^` ‘．w.s. ず．．．．．．ヽふ••• ... 

大正10年6月2日，大阪中央公会堂にて演奏する東京音楽学校

管弦楽団および合唱団。上の写真は指揮者G. クローン氏
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更
に
管
絃
合
唱
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
大
曲
「
ア
テ
ン
の
曖
趾
」
の
進
行
曲
及

合
唱
か
ら
是
亦
右
に
比
す
べ
き
管
絃
楽
園
の
奏
す
る
歌
劇
「
オ
イ
リ
ア
ン
テ
」
の
序
曲

へ
と
人
々
の
感
激
は
そ
の
深
ま
り
行
く
所
を
知
ら
ざ
る
が
如
く
遂
に
最
後
の
時
は
来
つ

て
ク
ロ
ー
ン
氏
が
静
か
に
壇
上
に
軽
い
會
繹
を
な
し
曲
目
全
部
の
演
奏
を
終
っ
た
が
唯

狂
せ
る
が
如
き
拍
手
の
渦
巻
は
長
く
長
く
場
内
を
振
は
し
て
聴
衆
は
猶
立
ち
去
る
の
を

忘
れ
た
如
く
で
あ
っ
た
、
か
く
て
午
後
四
時
半
偉
大
な
る
記
念
の
第
一
回
の
演
奏
會
の

幕
は
静
か
に
閉
さ
れ
た

ひ

か

げ

華
や
か
な
夜
の
灯
影
に
狂
せ
る
如
き
拍
手
の
渦
巻

午
後
七
時
か
ら
再
び
第
二
回
夜
の
部
が
開
始
さ
れ
る
の
で
名
残
り
惜
し
げ
に
立
ち
去

り
行
く
人
々
と
入
れ
替
り
に
夕
暮
時
の
場
外
に
い
つ
か
雲
集
し
来
っ
た
夜
の
聴
衆
の
群

は
ま
た
見
ぬ
世
界
の
憧
憬
に
そ
の
胸
を
時
め
か
し
つ
A

早
く
も
場
内
に
入
ら
ん
と
焦
る

有
様
は
更
に
夜
の
大
演
奏
會
の
盛
ん
さ
を
語
る
も
の
で
あ
っ
た
、
熊
て
午
後
五
時
半
再

び
公
會
堂
の
扉
は
開
か
れ
て
、
新
し
い
感
激
に
酔
ひ
得
る
幸
揺
な
人
を
迎
へ
入
れ
た
の

ま
た
ま
た

で
あ
っ
た
が
又
復
圃
罷
と
し
て
骰
大
の
二
百
名
、
寮
塚
少
女
歌
劇
の
二
百
名
を
始
め
、

き

ら

は

な

や

と

も

し

び

場
内
は
見
る
／
＼
一
瞬
の
中
に
満
さ
れ
盛
し
燦
め
く
華
か
な
燈
の
色
と
夜
の
氣
分
は

場
内
の
空
氣
を
更
に
濃
か
な
ら
し
た
、
午
後
七
時
本
社
村
山
長
聖
氏
の
挨
拶
が
あ
っ
た

後
ク
ロ
ー
ン
氏
の
颯
爽
た
る
姿
は
壇
上
に
現
は
れ
百
八
十
餘
名
の
園
員
亦
畳
に
倍
す
る

澄
渕
た
る
元
氣
を
見
せ
て
ス
テ
ー
ヂ
に
立
つ
や
早
く
も
満
場
の
好
楽
者
等
の
目
は
輝
き

に
燃
え
て
、
又
も
や
新
し
き
魅
惑
の
世
界
は
現
出
さ
れ
行
く
の
で
あ
っ
た
、
斯
く
し
て

畳
と
同
じ
曲
目
は
演
奏
し
績
け
ら
れ
た
が
歓
喜
の
時
間
は
夢
の
や
う
に
も
早
く
過
ぎ
て

午
後
九
時
四
十
分
夜
の
部
又
大
成
功
裡
に
晴
れ
の
演
奏
は
終
り
饉
り
行
く
人
々
の
群
に

は
口
毎
に
そ
の
夜
の
幸
輻
な
記
憶
と
印
象
と
が
繰
返
さ
れ
た

寄
贈
の
花
環
花
束
楽
園
指
揮
者
ク
ロ
ー
ン
敦
授
、
小
倉
末
子
、
武
岡
鶴
代
雨
女
史

に
贈
ら
れ
た
花
環
と
花
束
は
左
の
通
り
楽
夕
會
、
ピ
ア
ノ
同
好
會
、
清
楽
會
、
楽
友
會
を

始
め
三
木
、
上
金
、
今
井
、
岡
本
の
諸
楽
器
店
そ
の
他
一
愛
讀
者
の
名
に
隠
れ
た
某
女
史

感

謝

大
演
奏
會
が
非
常
な
盛
會
を
見
ま
し
た
こ
と
は
後
援
者
た
る
本
枇
の
欣
幸
と
す
る

所
で
あ
り
ま
す
、
満
員
の
た
め
所
定
の
席
に
着
く
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
會
員
諸

匈
牙
利
狂
想
曲
、
作
品
六
十
八
…
…
…
…
…
…
…
ボ

六

、

絃

架

會

紳
聖
な
る
踊
と
冒
漬
の
踊
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
デ
ビ

七

、

合

唱

會

夜
の
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ゲ
ン
ベ
ル
ク

八
、
管
絃
榮

乙
一
、
合
唱

甲
、

大
正
十
年
六
月
十
八
日
、
十
九
日

た
。
曲
目
は
左
の
通
で
あ
る
。

氏
に
封
し
て
お
詫
び
申
上
げ
ま
す

會 高

ツ

ユ

シ

ー

ノぐ リ
ス
ト

歌
劇
『
ミ
ニ
ョ
ン
』
中
の
抒
情
調
…
…
…
…
…
…
…
…
ト

（
君
知
り
給
ふ
や
彼
の

國
を
？
）

三

、

ヴ

ィ

オ

リ

ン

獨

奏

桂

小
競
奏
曲
、
第
二
架
章
、
作
品
三
十
一
…
…
…
…
…
…
ハ
ン
ス

四

、

上

高

音

獨

唱

鈴

歌
劇
『
自
由
射
手
』
中
の
エ
ー
ン
ヒ
ェ
ン
の
華
想
曲
…
ヱ

五
、
ギ
オ
ロ
ン
チ
ェ
ル
ロ
獨
奏

甲
、
夜
の
曲
、
第
三
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
フ
ラ
ン
ツ 木

勇
ノゞ

員 員 員 吉

稲

子

ジ
ッ
ト

平

太

マ

乙
、
花
の
ゆ
め
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
イ

二
、
高
音
獨
唱

石

橋

房

子

工

ン

ゼ

ン

学
友
会
春
季
演
奏
会

■六
月
十
八
、
十
九
の
雨
日
午
後
二
時
よ
り
學
友
會
春
季
大
演
奏
會
が
あ
っ

ア
ド
ラ
マ
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
パ
レ
ス
ト
ゥ
リ
ー
ナ

會

員

第 1部 明治・大正篇

（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
大
正
十
年
六
月
三
日
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大
正
十
年
十
月
八
日

学
友
会
第
三
十
一
回
土
曜
演
奏
会

■十
月
八
日
第
舟
一
回
土
曜
演
奏
會
を
攀
行
せ
り
。

唱

四

、

洋

琴

獨

奏

登

和

奏
嗚
曲
第
一
架
章
、
愛
奏
を
有
す
る
併
歩
調
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ
ン

服

ロ
、
懐

二
、
風
琴
獨
奏

小
歌
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ギ
ル
マ
ン

三

、

高

音

獨

唱

宮

田

八

重

子

歌
劇
『
オ
ル
フ
ェ
オ
』
中
わ
れ
エ
ウ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
を
失
ひ
ぬ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
グ
ル
ッ
ク

) I I 會

部 井

順

子 員

藝
術
家
の
生
涯
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ト

九

、

保

音

獨

唱

伊

藤

甲
、
歌
の
翼
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ハ
ー

乙
、
歌
劇
『
マ
ノ
ン
』
中
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
レ
オ
ン
カ
ヴ
ル
ロ

+

、

洋

琴

獨

奏

金

子

箕

佐

子

ト
短
調
競
奏
曲
、
作
品
五
十
八
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ
シ
ェ
レ
ス

十

一

、

保

音

獨

唱

梁

田

貞

歌
劇
『
亜
非
利
加
の
女
』
中
の
お
A

天
つ
御
國
よ
…
…
マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ル

十

二

、

合

唱

及

獨

唱

（

管

絃

伴

奏

）

會

流
浪
の
民
の
生
活
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

(
『
昔
築
』
學
友
會
、
第
十
二
巻
第
七
号
、
大
正
十
年
七
月
、
二
九
頁
）

一
、
合イ

、
眠
れ
安
ら
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
キ
ル
フ
ル

”
 

撓
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ス
ク
ラ
カ
ム
。
フ

ユ

マ

ン 員 ン

祐

司

ラ

ウ

ス

催

馬

架

更

衣

右

舞

毘

裔

八

仙

左
舞

曲
ア‘ヱ 唱

舞

楽

目

大
正
十
年
十
月
二
十
九
日

太

平

楽

マ
リ
ア
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ア
ル
カ
デ
ル
ト

五

、

上

高

音

獨

唱

川

歌
劇
『
シ
ギ
リ
ア
の
床
屋
』
中
ロ
ジ
ナ
の
歌
…
…
…
…
…
ロ
ッ
シ
ー
ニ

六

、

洋

琴

獨

奏

志

村

房

子

イ
、
糸
と
り
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ワ
グ
ナ
ア
ー
リ
ス
ト

ロ
、
春
に
寄
す
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
グ
リ
ー
ク

七

、

高

音

獨

唱

西

川

は

ま

子

歌
劇
『
豫
言
者
』
中
の
『
あ
A

吾
が
子
よ
』
…
…
…
マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ル

八

、

洋

琴

獨

奏

松

野

ヨ

シ

ェ

狂
想
旋
轄
曲
、
作
品
十
四
…
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

九

、

低

音

獨

唱

阿

部

・
英

雄

二
人
の
榔
弾
兵
、
作
品
四
十
九
J
-
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
マ
ン

+
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
獨
奏

．

高

階

哲

應

前
奏
曲
と
六
つ
の
愛
奏
曲
、
わ
れ
は
少
年
鼓
手
の
主
題
…
…
…
ダ
ギ
ド

十
一
、
合ィロ

、
琴
の
音
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

（
『
＿
音
架
』
屋
友
會
、
第
十
二
巻
第
十
一
号
、
大
正
十
年
十
一
月
、
ニ
ー
頁
）

邦
楽
演
奏
会

會 早

み

員 な
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．
 
ヽ

三

、

第

ホ
短
調
ソ
ナ
タ
（
作
品
三
八
、
第
一
番
）
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム

Cellosonat
e
 (E
 

M
o
l
l
,
 O

p
.
 

3
8
,
 N

r
.
 

1)

…………

•• 

A
l
l
e
g
ro 
n
o
n
 t
rop
p
o
.
 

Allegret
t

o
 q
u
a
si
 

m
e
n
u
e
tt
o
.
 

Alleg
ro
.
 

二

、

上

高

昔

獨

唱

六
、
清

五
、
歌

元 澤 中

•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
•
•
…
…
•
長

節 節
/-

ヒ°セ

ァ

ノロ

坂

好

子
…

B
r
a
h
m
s
.
 

ス

作

曲

悲
壮
な
る
一
一
短
調
三
重
奏
（
作
品
九
）
．
；
…
•

T
ri
o
告

g

i

a
q
u
e
f
i
i

r
 Kl
a
vi

er
,
 Vi

oli

n
e
 u
n
d
 Cello 

(
D
 M
o
l
l
,
 O

p
.
 
9

)

 

M
o
d
e
r
at

o
.
 

ピ

ア

ノ

｛
げ
ァ
イ
オ
リ
]

•Rachman

inoff

. 

ラ
ッ
ハ
マ
ニ
ノ
ッ
フ
作
曲

パ

ウ

ル

・

シ

ョ

ル

ツ

安

藤

幸

子

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヴ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヴ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー

パ

ウ

ル

・

シ

ョ

ル

ツ

大

正

十

年

十

一

月

二

十

六

日

、

大

正

十

年

十

一

月

二

十

日

邦

楽

会

第

二

十

三

回

演

奏

会

傾
城
浅
間
嶽

其
扇
屋
浮
名
懇
風
（
夕
ぎ
り
）

禰
生
の
花
浅
草
祭
（
三
社
祭
）

二

十

七

日

第

四

十

一

回

定

期

演

奏

会

セ
ロ
及
ピ
ア
ノ
合
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

節

（
甲
）
宇
治
茶

（
乙
）
鶴
舞
う
て

四

、

vヽヽ

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヴ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー

四

、

常

磐

津

節

休

憩

十

分

間

曲

（

甲

）

秋

の

調

（
乙
）
落
葉
の
を
ど
り

二

、
一

、

筑

前

琵

琶

舟

辮

慶

レ

ガ

作

曲

曲

目

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
主
想
を
基
と
せ
る
愛
奏
曲
及
逃
走
曲
（
作
品
八
六
）

第1部

七
r. 

ノ‘ 五

能宴平今

楽

望

月

ス

作

曲

曲

秋

曲様詠

小

督

い

、

ピ

ン

チ

ョ

山

よ

り

（

作

品

三

九

、

第

一

番

）

…

…

…

グ

作

V
o
m
 M
o
nt

e
 Pi
n
ci
o
 (O
p
.
 

3

9

,
 

N
r
.
 

l)·

…………………………

••Gr

ie
g

. 曲

ろ
、
汝
は
花
の
如
し
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
•
•
リ
作

．
．
 

D
u
 hi
st
 

w
1
e
 e
m
e
 
Blume

…………………••……………………

•L
isz
t
. 

は
、
夕
の
歌
（
作
品

一
〇
六
、
第

一
番
）
…
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム

S

ta
n
d
c
h
e
n
 (
O

p.
1
0
6
,
 N

r
.
1)
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
B
r
a
h
m
s
.
 

ー

肩

三
、
ピ
ア
ノ
聯
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
｛
ゅ
ウ

lV
・シ‘、ヨ

ル

ツ子

V
a
ri
at
i

o
n
e
n
 u
n
d
 F
ug

e
 ilber 
ei
n
 T
h
e
m
a
 v
o
n
 B
e
et

h
o
v
e
n
 f
 

ilr 2
 

K
l
a
vi
ere (
O

p
.
 

86)•

……………………………………………

••Reger

. 

セ
ロ
獨
奏
…
…
…

ロ
短
調
競
奏
曲
の
ア
ダ
ー
ジ
オ
（
作
品
一

0
四）

A
d
ag
i

o
 a
u
s
 
d
e
m
 K
o
n
z
e
rt

 

(

H

 

M
o
ll
.
 

O
p
.
 

104)

……•……

••Dvorak. 

ろ
、
練
習
曲
「
噴
水
の
傍
に
」
…
…
…

…
…
ダ
ヴ
ィ
ド
ッ
フ
作
曲

K
o
n
z
e
rt

 

Et

u
d
e
,,A
m
 
S
pr

in
gbrunne

"…………………•

•…
•Dav

idoff

. 

五
、
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
及
セ
ロ
合
奏

…
…
デ
ゥ
ヴ
ォ
ル
シ
ャ
ー
ク
作
曲

ス

卜

曲

明治・大正篇

四

朗

蓬

莱

山

暁

梁

王

リ

ク
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A
n
d
a
nt
e
 (
q

u
a
si
 

v
a
ri
a
zi
o
n
e
)
 

A
l
l
e
g
ro ri
s
o
l
ut
o
.
 

昔
榮
演
奏
曲
目
梗
概
第
三
十

一
、
セ
ロ
及
ピ
ア
ノ
合
奏

ホ

短

調

ソ

ナ

タ

ブ

ラ

ー

ム

ス

作

ブ
ラ
ー
ム
ス
(
J
oh
a
n
n
e
s
B
r
a
h
m
s
 1
8
3
3
,
1
8
9
7
)

は
十
九
世
紀
の
後
半
に
於
て

古
い
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
古
典
的
作
風
を
博
承
し
た
獨
逸
の
大
家
で
、
彼
の
曲
の
特
徴

は
精
緻
に
整
へ
ら
れ
た
形
式
の
裡
に
沈
静
な
感
情
を
含
め
た
黙
で
あ
る
。
一
八
六
六
年

に
出
し
た
本
曲
は
彼
の
作
っ
た
今
―
つ
の
セ
ロ
、
ソ
ナ
タ
（
へ
長
調
）
と
共
に
此
の
楽

器
の
特
長
を
巧
み
に
利
用
し
た
貼
に
於
て
比
類
の
少
い
作
で
あ
る
。
此
曲
に
は
セ
ロ
の

朗
か
な
稲
重
々
し
い
音
調
で
歌
ひ
得
な
い
ふ
し
は
―
つ
も
無
い
。
此
の
曲
に
は
セ
ロ
が

技
巧
的
に
最
高
の
位
置
を
奏
す
る
こ
と
が
な
く
、
し
か
も
輩
調
に
陥
る
こ
と
も
な
い
。

全
曲
を
通
じ
て
楽
器
は
氣
高
い
男
性
的
の
音
色
を
維
持
し
て
常
に
ピ
ア
ノ
に
劉
し
て
主

位
を
占
め
て
居
る
。
初
の
雨
章
（
即
ち
『
過
度
な
ら
ざ
る
快
速
曲
及
び
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

の
調
を
想
ひ
出
さ
せ
る
『
メ
ヌ
ェ
ッ
ト
』
曲
）
は
共
に
分
り
易
い
透
明
な
作
法
に
抵
つ

て
居
る
が
、
最
後
の
『
快
速
曲
』
は
極
め
て
込
み
入
っ
た
作
曲
の
技
巧
を
用
ひ
て
、
演

奏
者
に
も
最
高
の
手
腕
を
要
求
し
て
居
る
。

二
、
上
高
昔
獨
奏

（

い

）

ピ

ン

チ

ョ

山

よ

り

グ

リ

ー

ク

作

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

諾
威
の
最
大
國
民
楽
家
な
る
グ
リ
ー
ク

(
E
d
v
a
r
d
G
ri
e
g
 1

8
4
3ー

1
9
0
7
)

は
交
響
曲

や
歌
劇
の
や
う
な
大
曲
を
作
ら
な
か
っ
た
が
、
器
築
や
竪
楽
の
抒
情
的
小
曲
に
於
て
祖

〔

マ

マ

〕

図
の
色
彩
を
疲
輝
し
た
極
め
て
詩
趣
に
富
ん
だ
名
作
を
出
し
た
。
彼
は
熱
心
な
詩
の
愛

誦
者
で
あ
っ
て
、
作
曲
す
る
時
に
も
詩
意
に
忠
賓
で
あ
っ
た
。
本
演
奏
の
曲
な
ど
も
彼

の
詩
を
重
ん
ず
る
作
風
を
示
す
好
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
八
七

0
年
の
作
で
、
同
國
の

文
豪
ビ
ョ
ル
ン
ソ
ン
の
詩
に
基
て
居
る
。
ー
~
（
一
）
『
タ
ベ
の
静
け
さ
よ
、
日
の
赤
さ

よ
、
物
皆
な
色
づ
け
る
光
に
充
ち
、
日
影
を
浴
み
て
凡
て
か
ゞ
や
き
、
山
は
死
せ
る
面

輪
の
ご
と
く
に
澄
む
。
霞
立
つ
を
ち
か
た
に
丸
屋
根
ひ
か
り
、
青
黒
き
霧
は
野
を
続
り

A
b
e
n
d
 w
i

e
 m
i

l
d
e
 ! 
S
o
n
n
e
 w
i

e
 r
ot
h
 
!
 

A
l
l
e
s
 
erfiillt
 

si
c
h
 m
i
t
 

far
bi
g

e
m
 G
l
a
n
z
e
,
 

S
c
h
w
e
lg

e
n
d
 i
m
 
L
i

c
ht
e
 v
e
r
k
l
a
rt
 

si
c
h
 d
a
s
 G
a
n
z
e
,
 

K
l
a
rt
 

si
c
h
 d
e
r
 B
e
rg

 

w
i

e
 ei
n
 A
nt
l
i
t

z
 im
 
T
o
d
.
 

K
u
p
p
e
l
n
 i
n
 d
uf
t
i
g

e
r
 F
e
r
n
e
 e
rg
liihen
,
 

B
l
a
u
s
c
h
w
a
r
z
e
 N
e
b
e
l
 di
e
 F
e
l
d
e
r
 u
m
zi
e
h
e
n
,
 

W
a
l
l
e
n
 ei
n
h
e
r
 w
i

e
 V
e
rg

e
s
s
e
n
h
ei
t
 

w
a
l
lt

,
 

W
e
b
e
n
 ei
n
 K
l
ei
d
 d
a
s
 J
a
h
rt
a
u
s
e
n
d
e
 alt 

A
l
l
e
s
 
gliiht
 

rot
h
 u
n
d
 w
a
r
m
,
 

A
b
e
n
d
s
c
h
ei
n
,
 V
 o
l
k
e
s
s
c
h
w
a
r
m
 ;
 

A
l
l
e
s
 
gliiht
:
 

H
o
r
n
m
u
si
k
 

B
l
u
m
e
n
d
uf
t
,
 

h
ei
s
s
e
r
 
B
li
c
k
.
 

A
l
l
e
s
 
b
eg

e
h
rt

,
 

ri
ng
s
 u
m
st
r
a
h
lt
 

u
n
d
 u
m
ton
et

,
 

S
e
h
n
li
c
h
 n
a
c
h
 d
e
m
,
 w

a
s
 v
e
r
s
o
h
n
et

.
 

A
l
l
e
s
 
gliiht
 

rot
h
 u
n
d
 w
a
r
m
,
 

A
b
e
n
d
s
c
h
ei
n
,
 Vo

l
k
e
s
s
c
h
w
a
r
m
 ;
 

A
l
l
e
s
 
gliiht
:
 

H
o
r
n
m
u
si
k
,
 

F 

V
 
o

m

 M
o
nt
e
 P
i

n
ci
o
 

て
、
忘
却
の
近
づ
く
如
く
に
近
づ
き
、
千
と
せ
古
り
た
る
衣
を
織
り
な
す
°
|
|
'
物
皆

赤
く
温
く
燃
ゆ
、
夕
榮
も
人
の
群
も
物
皆
燃
ゆ
、
角
笛
の
調
べ
、
花
の
香
、
熱
き
瞳
゜

光
に
か
こ
ま
れ
響
に
か
こ
ま
れ
、
物
皆
な
あ
こ
が
れ
つ
A

融
和
を
求
む
。
（
二
）
静
け

さ
ま
さ
り
て
空
く
れ
行
け
ば
、
薄
る
ぇ
往
時
の
姿
よ
り
、
開
く
る
末
来
を
沈
み
た
る
灰

色
の
な
か
に
天
は
見
る
。
さ
は
い
へ
何
時
か
光
明
は
、
ロ
ー
マ
を
さ
ま
し
、
伊
太
利
の

夜
を
照
さ
ん
。
ほ
づ
A

の
轟
、

警
鐘
の
音
、
往
時
は
再
び
燃
え
立
た
ん
ー
|
'
響
け
ほ
ぎ

歌
、
手
琴
、
笛
の
ね
。
時
の
巻
物
よ
り
、
信
ず
る
人
に
心
の
の
ぞ
み
を
告
げ
知
ら
せ

よ
。
イ
タ
リ
ア
の
あ
こ
が
れ
は
理
想
を
夢
み
て
、
や
さ
し
き
心
は
再
び
目
さ
め
ん
。
』

ー
序
開
き
の
四
小
節
の
和
音
が
夕
ぐ
れ
の
氣
分
を
見
事
に
表
は
し
て
居
る
の
を
初
め

と
し
て
曲
全
髄
が
詩
の
一
行
一
句
に
注
意
し
て
作
ら
れ
て
居
る
。
例
へ
ば
『
山
は
死
せ

る
面
輪
の
如
く
に
』
の
一
節
に
於
て
楽
趣
が
急
に
陰
鬱
に
な
る
あ
た
り
や
『
角
笛
の
調

べ
』
の
一
語
に
於
て
美
妙
な
調
を
き
か
せ
る
な
ど
凡
て
リ
ス
ト
式
の
精
緻
な
作
風
に
似

て
居
る
。
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i
l
l

e
r
 
n
u
n
 w
i

r
d
 es
,
 es 

d
u
n
k
e
lt
 

<las 
B
l
a
u
,
 

U
n
d
 a
u
s
 d
e
r
 d
a
m
m
e
r
n
d
e
n
 V
o
r
z
ei
t
 

G
e
st
alt
e
n
 

Si
el
i
t
 

si
c
h
 d
e
r
 
H
i

m
m
e
l
 di
e
 Z
u
k
u
nf
t
 

e
nt
f
a

lt
e
n
,
 

U
n
si
c
h
e
r
 
s
c
hi
m
m
e
r
n
d
 i
n
 b
ri
i
t

e
n
d
e
m
 G
r
a
u
.
 

D
o
c
h
,
 ei

n
e
 L
e
u
c
ht
e
,
 wi

r
d
 R
o
m
a
 erst
a
r
k
e
n
,
 

H
e
l
l
e
n
 di
e
 N
a
c
ht
 

v
o
n
 It
ali
e
n
s
 M
a
r
k
e
n
;
 

G
l
o
c
k
e
n
g
e
l
a
ut
e
,
 Ka

n
o
n
e
n
g
e
d
r
o
h
n
 
!
 

F
l
a
m
m
e
n
d
 w
i

r
d
 w
i

e
d
e
r
 di
e
 V
o
r
z
ei
t
 

erst
e
h
'n
.
 

T
o
n
e
脊
n
P
H
o
c
h
z
ei
t

s
a
ng
,

Zi
t

h
e
r
sp
i

el
,
 Fl

ot
e
n
k
l
a
ng

 !
 

G
i

b
 v
o
n
 d
e
r
 Z
ei
t

e
n
 B
u
n
d
 

G
l
a
u
bi
g

e
n
 H
e
r
z
e
n
s
k
u
n
d
9
I
 

S
e
h
n
s
u
c
ht
 

It
ali
e
n
s
 t
r
a
u
m
et
 

v
o
m
 Z
i

e
lè
 

W
a
c
h
 w
e
r
d
e
n
 s
a
nf
t
'

r
e
 
G
e
fiihle
.
 

T
o
n
e
 d
e
n
n
,
 Ho

c
h
z
ei
t

s
a
ng
,
 

Zi
t

h
e
r
sp
i

el
,
 Fl

ot
e
n
k
l
a
ng

 !
 

T
o
n
e
 d
e
n
n
,
 Ho

c
h
z
ei
t

s
a
n
g
,
 

Zi
t

h
e
r
sp
i

el
,
 Fl

ot
e
n
k
l
a
ng

 !
 

（

ろ

）

汝

は

花

の

如

し

リ

ス

ト

作

匈
牙
利
の
名
家
リ
ス
ト

(
F
r
a
n
z
Li
szt
 

1
8
1
1ー

1
8
8
6
)

の
創
作
の
重
心
は
管
絃
楽

リ

ー

ド

や
ピ
ア
ノ
楽
の
方
面
に
在
る
が
、
小
歌
に
も
名
作
が
少
く
な
い
彼
の
小
歌
の
作
風
は
詩

と
楽
と
の
一
致
に
開
す
る
ワ
グ
ネ
ル
の
理
論
を
極
貼
ま
で
應
用
し
た
も
の
で
、
詩
の
一

言
半
句
を
も
忽
に
せ
ず
、
一
々
之
に
應
ず
る
旋
律
や
和
竪
を
附
け
る
と
い
ふ
仕
方
で
あ

る
。
此
の
主
義
か
ら
生
れ
た
彼
の
歌
曲
が
悉
く
秀
逸
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
演

奏
の
曲
や
其
他
の
敷
篇
の
如
き
は
賓
に
後
の
作
者
の
模
範
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

|
『
な
れ
は
花
の
ご
と
く
、
愛
ら
し
く
美
し
く
清
し
。
な
れ
を
見
れ
ば
悲
し
さ

の
、
わ
が
胸
に
忍
び
入
る
。
な
れ
が
頭
に
手
を
の
べ
て
、
紳
い
つ
ま
で
も
な
れ
を
か

く
、
清
く
美
し
く
愛
ら
し
く
、
あ
ら
せ
た
ま
へ
と
祈
ら
ま
し
』
（
ハ
イ
ネ
）

に

B
l
u
r
n
e
n
d
uf
t
,
 

h
ei
sser 
B
li
ck. 

の

D
u
 hi
st
 

w
i

e
 ei
n
e
 B
l
u
m
e
,
 

S
o
 h
o
l
d
 
u
n
d
 s
c
h
o
n
 u
n
d
 r
ei
n
,
 

I
c
h
 
s
c
h
a
u
 di
c
h
 a
n
 u
n
d
 W
e
h
m
ut
h
 

S
c
h
l
ei
c
ht
 

m
i

r
 in
s
 H
e
r
z
 hi
n
ei
n
.
 

M
i

r
 ist
 

als 
o
b
 i
c
h
 di
e
 H
a
n
d
e
 

A
uf
's
 H
a
up
t

 

di
r
 leg

e
n
 sollt
'

,

.

 

B
et
e
n
d
,
 class 

di
c
h
 G
o
tt 
erhalte 

S
o
 r
ei
n
 u
n
d
 s
c
h
o
n
 u
n
d
 h
o
l
d
.
 

（

は

）

夕

歌

ブ

ラ

ー

ム

ス

作

プ
ラ
ー
ム
ス
の
晩
年
園
熟
期
の
小
歌
中
に
屡
す
る
本
曲
は
婉
柔
な
旋
律
と
快
い
ギ
タ

ー
風
の
伴
奏
に
よ
っ
て
何
人
に
も
賞
美
せ
ら
れ
て
居
る
。
『
月
の
影
丘
の
上
に
か

A

り

て
、
愛
す
る
人
に
好
き
時
、
園
に
は
湧
き
い
づ
る
泉
の
ほ
か
、
あ
た
り
一
面
の
し
づ
け

さ
。
垣
の
ほ
と
り
の
物
か
げ
に
、
立
つ
は
三
た
り
の
學
生
。
笛
と
胡
弓
と
手
琴
を
も
ち

て
、
歌
ひ
な
が
ら
に
か
な
づ
。
そ
の
調
べ
、
う
つ
く
し
き
人
の
、
夢
に
し
づ
か
に
忍
び

入
れ
ば
、
う
る
は
し
き
愛
人
を
見
や
り
つ
A

か
の
人
は
さ
A

や
く
『
我
を
忘
る
な
』

と。

S
t

a
n
d
c
h
e
n
 

D
e
r
 M
o
n
d
 st
e
ht
号

e
r
d
e
m
 B
e
r
g
e
,
 

S
o
 r
e
c
ht
 
f
l
i

r
 verli
e
bt
e
 L
e
ut
'

;
 

I
m
 G
a
rt
e
n
 ri
eselt
 

ei
n
 B
r
u
n
n
e
n
,
 

S
o
n
st
 

St
i
l
l

e
 w
ei
t
 

u
n
d
 b
r
ei
t
.
 

N
e
b
e
n
 d
e
r
 M
a
u
e
r
 i
m
 S
c
h
at
t

e
n
,
 

D
a
 st
e
h
'n
 d
e
r
 St
u
d
e
nt
e
n
 d
r
ei

,
 

M
i
t
 

F
l
ot
'

u
n
d
 G
ei
g

'
u
n
d
 Zi
t

h
e
r
.
 

U
n
d
 si
ng
e
n
 u
n
d
 sp
i

e
l
e
n
 
d
a
b
ei

,
 

(si
ng
e
n
 u
n
d
 sp
i

e
l
e
n
 
d
a
b
ei
)
,
 

D
i

e
 K
l
a
n
g
e
 schlei
c
h
e
n
 d
e
r
 S
c
h
o
n
st
e
n

`
 

S
a
c
ht
 
i

n
 d
e
n
 T
r
a
u
m
 hi
n
ei
n
,
 

Si
e
 sc
h
a
ut
 

d
e
n
 b
l
o
n
d
e
n
 G
e
li
e
bt
e
n
 

U
n
d
 li
sp
elt
:
,,v
e
rg
i

ss 
ni
c
ht
 

m
ei
n
 
!
^
6
 

三

、

ピ

ア

ノ

聯

奏

D
u
 hi
st
 

wie
 ei
n
e
 B
l
u
m
e
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デ

ゥ

ヴ

ォ

ル

シ

ャ

ッ

ク

作

デ

ゥ

ヴ

ォ

ル

シ

ャ

ッ

ク

(
A
nt
o
ni
n
D.v:0
r
a
k
 1
8
4
1
,
1
9
0
4
)
は

ボ

ヘ

ミ

ア

國

民

楽

の

最

も

優

れ

た

代

表

者

で

、

グ

リ

ー

ク

の

諾

威

に

於

け

る

と

同

様

に

、

祖

國

の

珍

ら

し

リ

ズ

ム

い

節

奏

や

旋

律

を

世

界

に

紹

介

し

た

。

五

十

歳

を

超

え

て

か

ら

、

遠

く

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

の

音

楽

院

長

と

し

て

赴

任

し

た

が

、

此

慮

で

は

名

作

『

新

世

界

交

響

曲

』

に

よ

っ

て

黒

人

の

音

楽

の

美

を

世

人

に

知

ら

し

め

た

。

三

年

の

後

祖

國

に

鱚

つ

て

か

ら

は

再

び

。

フ

ラ

ー

グ

音

楽

院

に

敦

鞭

を

執

り

な

が

ら

、

更

に

多

く

の

新

作

を

加

へ

た

。

本

演

奏

の

曲

は

n
ン
セ
ル
ト

其

頃

(

-

八

九

六

年

）

に

出

し

た

彼

の

唯

一

の

セ

ロ

競

奏

曲

中

の

緩

徐

曲

で

あ

る

。

楽

想

は

荘

重

で

ボ

ヘ

ミ

ア

風

で

あ

る

。

（

ろ

）

練

習

曲

『

噴

水

の

傍

に

』

ダ

ヴ

ィ

ド

ッ

フ

(Karl
D
a
vi

d
o
ff 
1
8
3
8
,
1
8
8
9
)

は

著

明

な

露

國

の

セ

ロ

の

演

奏

家

で

、

ラ

イ

プ

チ

ッ

ヒ

音

楽

院

の

敦

師

を

し

た

後

、

ペ

ト

ロ

グ

ラ

ー

ド

で

帝

室

管

絃

部

の

獨

奏

者

及

び

音

楽

院

の

教

師

と

な

り

。

最

後

に

は

同

楽

院

の

長

に

も

な

っ

た

。

本

曲

は

彼

の

作

っ

た

多

く

の

セ

ロ

獨

奏

の

小

曲

中

最

も

廣

く

流

行

し

た

も

の

で

あ

る

。

楽

趣

は

軽

快

で

避

る

泉

の

貼

滴

飛

沫

を

目

に

見

る

や

う

で

あ

る

。

（

い

）

四

、

セ

ロ

獨

奏

ア
ダ
ー
ジ
ョ

ロ

短

調

競

奏

曲

中

の

緩

徐

曲

愛

奏

曲

及

逃

走

曲

’

レ

ー

ゲ

ル

作

敷

年

前

世

を

去

っ

た

レ

ー

ゲ

ル

(
M
a
x
R
e
ge
r
 1
8
7
3ー

1
9
1
6
)
は

現

代

の

バ

ッ

ハ

或

は

晩

年

の

ベ

ー

ト

ヴ

ェ

ン

の

完

成

者

、

或

は

ブ

ラ

ー

ム

ス

の

王

冠

の

繊

承

者

、

或

は

シ

ト

ラ

ウ

ス

と

桂

冠

を

季

う

人

な

ど

A
色

々

な

讃

僻

を

受

け

た

人

で

、

（

勿

論

反

劉

者

も

あ

る

が

）

最

近

獨

逸

の

最

も

天

才

的

な

作

家

で

あ

る

。

演

奏

者

と

し

て

も

彼

は

驚

く

ほ

ど

分

化

し

た

詩

的

な

ピ

ア

ノ

の

奏

法

に

よ

っ

て

楽

界

の

嘆

賞

を

博

し

た

。

彼

は

リ

ー

マ

ン

か

ら

理

論

を

學

ん

だ

が

、

獨

創

力

に

富

め

る

彼

の

作

品

は

曲

の

構

成

や

和

竪

の

用

法

に

於

て

先

人

に

見

ら

れ

な

い

最

も

自

由

な

近

代

的

特

徴

を

狡

輝

し

て

居

る

。

彼

が

最

も

成

功

し

た

曲

は

バ

ッ

ハ

、

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

な

ど

の

原

作

に

基

礎

を

置

い

た

作

品

で

、

即

ち

本

演

奏

の

曲

の

如

き

も

の

で

あ

る

。

こ

の

曲

は

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

の

バ

ガ

テヴ
ア
リ

エ

ー

シ

ョ

ン

フ

ー

ガ

ル

（

ピ

ア

ノ

の

小

曲

）

の

調

を

主

想

と

し

て

作

っ

た

氏

一

流

の

愛

奏

曲

及

逃

走

曲

で

あ

る

。

乙、

吉

E

田

．周

五

、

ピ

ア

ノ

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

及

び

セ

ロ

合

奏

悲

社

な

る

一

一

短

調

三

重

奏

ラ

ハ

マ

ニ

ノ

ッ

フ

作

ラ

ハ

マ

ニ

J

ッ

フ

(
S
e
rg
i

u
s
R
a
c
h
m
a
ni

n
off 
1
8
7
3ーー
ー

）

は

チ

ャ

イ

コ

フ

ス

キ

の

流

を

酌

ん

だ

現

代

ロ

シ

ア

の

大

家

で

あ

る

。

ペ

ト

ロ

グ

ラ

ー

ド

及

び

モ

ス

コ

ー

の

音

楽

院

に

學

び

、

一

八

九

二

年

に

作

曲

に

よ

っ

て

金

牌

を

受

け

て

か

ら

、

直

ち

に

ピ

ア

ニ

ス

ト

と

し

て

旅

行

を

試

み

、

饉

つ

て

か

ら

自

作

を

出

し

始

め

た

。

彼

の

作

に

は

管

絃

楽

其

他

も

あ

る

が

、

自

分

の

得

意

と

す

る

ピ

ア

ノ

に

開

す

る

曲

が

多

い

。

合

奏

楽

の

作

者

と

ト

リ

オ

し

て

名

を

得

た

の

は

一

八

九

四

年

に

出

し

た

本

演

奏

の

三

重

奏

か

ら

で

あ

る

が

、

こ

れ

も

ピ

ア

ノ

が

主

位

を

占

め

て

居

る

。

『

悲

肱

』

と

い

ふ

標

題

は

チ

ャ

イ

コ

フ

ス

キ

の

逝

去

(

-

八

九

三

年

）

を

祀

念

す

る

為

め

に

書

い

た

か

ら

で

、

曲

の

形

式

は

需

に

チ

ャ

イ

コ

フ

ス

キ

が

ニ

コ

ラ

ス

、

ル

ー

ビ

ン

シ

タ

イ

ン

を

祀

念

す

る

為

め

に

書

い

た

曲

に

悉

く

倣

つ

て

作

ら

れ

て

居

る

。

即

ち

最

初

中

庸

の

速

度

か

ら

始

ま

つ

て

次

の

部

分

は

愛

奏

曲

の

骸

に

作

ら

れ

、

最

後

の

快

速

曲

に

於

て

第

一

部

分

の

主

想

に

反

る

の

で

あ

る

。

大

正

十

年

十

二

月

三

日

、■十二月三、

学

友

会

秋

季

演

奏

会

四

雨

日

午

後

一

時

よ

り

東

京

音

架

學

校

奏

榮

堂

に

於

て

學

友

會

秋

季

音

楽

演

奏

大

會

を

開

き

た

り

。

曲

目

左

の

如

し

、

一

、

女

竪

合

唱

、

獨

唱

付

、

獨

唱

、

曾

我

部

静

子

會

員

舞

踏

歌

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・

・

・

ワ

イ

ン

チ

ー

ル

二

、

洋

琴

明

毅

次

ニ
長
調
競
奏
曲
、
（
全
曲
）
·
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
ハ
イ
ド
ウ
ン

三

、

深

音

獨

唱

甲
、
音
楽
の
た
め
に
作
品
十
ノ
一
•
•
…
…
…
•
…
…
…
…
…
·
：
フ
ラ
ン
ヅ

マ
リ
ア
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ
ュ
ー
バ
ー
ト

四

、

ヴ

ィ

オ

リ

ン

ア‘ヱ
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ト
長
調
競
奏
曲
、
作
品
二
十
三
、
第
一
楽
章
…
…
…
…
…
ギ
オ
ッ
テ
ィ

五

、

上

高

音

獨

唱

多

川

遊

編

歌
劇
『
ル
チ
ア
』
中
の
抒
情
調
…
…
…
…
…
…
…
…
ド
ニ
ツ
ェ
ッ
テ
ィ

六
、
洋
琴

ニ
短
調
競
奏
曲
、
第
一
榮
章
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

七
、
男
槃
合
唱

會

員

甲
、
小
鳥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ア
・
ク
レ
ッ
チ
ュ
マ
ー
ル

乙
、
舟
乗
の
唄
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‘
ワ
ー
ク
ナ
ー

八

、

高

音

獨

唱

曾

我

部

静

子

甲
、
永
遠
の
愛
、
作
品
四
十
三
の
一
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス

乙
、
さ
す
ら
ひ
人
作
品
四
の
一
…
…
…
…
…
…
…
…
；
・
・
シ
ュ
ー
バ
ー
ト

ニ
長
調
競
奏

曲
、

第

一

架
章

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

+
、
上
高
音
獨
唱

綾

お

さ

よ

（

島

崎

藤

村

詩

）

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

弘

田

龍

太

郎

十

一

、

ギ

オ

ロ

ン

チ

ェ

ル

ロ

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

高

勇

吉

イ
短
調
競
奏

曲
、
作
品
十
四
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ダ
ギ
ド
フ

十

二

、

混

磐

合

唱

、

獨

唱

、

宮

田

八

重

、

會

員

歌
劇
『
ロ
ー
レ
ラ
イ
』
第
一
幕
終
曲
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

（
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
十
二
巻
第
九
号
、
大
正
十
年
九
月
、
二
九
頁
）

大
正
十
年
の
概
評

■昨
十
年
度
楽
界
の
最
終
の
幕
は
、
豫
想
よ
り
も
活
氣
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
音
楽

九
、
洋
琴

第
一
ピ
ア
ノ

第
ニ
ピ
ア
ノ

荻

野

山

形

ま

り

子

シ
ョ
ル
ツ
敦
師

第
一
ピ
ア
ノ

第
ニ
ピ
ア
ノ

中

山

文

シ
ョ
ル
ツ
敦
師

學
校
の
秋
季
演
奏
會
は
ク

ロ
ー
ン
氏
不
在
の
た
め
に
、
管
絃
楽
の
代
り
に
主
と
し
て
室

楽
が
演
奏
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
シ
ョ
ル
ツ
、
安
藤
幸
、
‘
ヱ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー
三
氏
に

依
つ
て
さ
れ
た
、
ラ
ハ
マ
ニ
ノ
フ
の
比
類
無
き
三
重
奏
を
聴
く
事
が
出
来
た
。
此
三
重

奏
の
如
き
は
決
し
て
管
絃
楽
の
平
凡
な
る
演
奏
に
勝
る
事
は
幾
段
で
あ
っ
た
か
知
れ
な

い
も
の
で
あ
る
。
‘
ヱ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー
氏
の
チ
ェ
ル
ロ
も
感
銘
の
深
い
も
の
で
あ
っ

た
。
氏
の
徒
ら
に
低
級
な
感
傷
に
陥
ら
な
い
、
高
雅
の
演
奏
は
嘗
分
あ
れ
で
聰
く
事
は

出
来
な
い
で
あ
ら
う
。
氏
は
近
く
鰭
獨
さ
れ
る
と
の
噂
が
あ
る
。
次
に
記
憶
す
べ
き
は

榊
原
、
多
、
平
井
三
氏
の
三
重
奏
演
奏
會
で
あ
る
。
＿
―
-
氏
が
不
断
の
研
究
を
怠
ら
ず
、

孜
々
と
し
て
力
め
て
息
ま
な
い
態
度
は
推
賞
に
値
す
る
。
今
新
ら
し
き
歳
を
迎
へ
よ
う

と
す
る
に
嘗
り
、
吾
人
の
第
一
に
念
願
と
す
る
慮
は
す
べ
て
我
楽
界
に
活
動
さ
れ
る
人

の
上
に
、
美
紳
の
殊
寵
の
豊
な
ら
ん
事
で
あ
る
が
、
殊
に
是
等
の
諸
氏
の
健
康
と
清
揺

と
を
祈
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

（『
昔
架
』
學
友
會
、
第
十
三
巻
第
一
号
、
大
正
十
一
年
一
月
、
三
四
頁
）

本
年
架
界
の
回
顧

〔

上

〕

兼

常

清

佐

空
想
は
常
に
美
し
く
且
つ
自
由
で
あ
る
。
一
年
を
殆
ど
空
想
の
裡
に
送
る
人
が
偶
々

現
賞
を
顧
み
て
其
の
思
っ
た
程
に
美
し
く
も
な
く
自
由
で
も
な
い
事
を
責
め
る
な
ら

ば
、
其
れ
は
責
め
る
者
が
寧
ろ
愚
で
あ
る
。
私
の
サ
ム
に
言
ふ
慮
も
亦
た
極
め
て
愚
な
も

の
で
あ
ら
う
。
然
し
私
は
其
の
愚
を
敢
て
恥
と
せ
ぬ
。

私
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
日
本
の
楽
界
で
の
最
大
の
期
待
を
―音
楽
學
校
に
か
け
る
。
鰹

清
の
確
賓
さ
と
技
術
家
の
敷
と
に
於
て
現
今
の
日
本
の
音
楽
組
織
の
中
で
勿
論
其
右
に

出
‘つ
る
園
体
は
―
つ
も
な
い
。
此
虞
こ
そ
正
し
<
-音
楽
藝
術
の
府
で
あ
る
べ
き
筈
で
あ

る
。
其
の
演
奏
こ
そ
正
に
日
本
で
の
最
高
最
美
の
も
の
で
あ
る
べ

き
筈
で
あ
る
。
従
て

其
虞
に
末
だ
獨
立
の
管
絃
楽
園
さ
へ
も
な
い
こ
と
と
、
一
ク
ロ
ー
ン
氏
の
不
在
が
今
秋

の
大
演
奏
會
の
曲
目
か
ら
あ
ら
ゆ
る
管
絃
楽
曲
を
除
か
せ
た
と
言
ふ
事
と
は
私
を
甚
だ

し
く
失
望
さ
せ
た
。
そ
し
て
私
に
は
そ
れ
は
主
と
し
て
伊
佛
の
歌
劇
を
上
演
し
た
露
國

歌
劇
園
位
で
は
決
し
て
贖
は
れ
な
か
っ
た
。

昔
築
學
校
は
國
立
で
あ
る
。
其
の
常
事
者
は
た
ゞ
一
途
に
上
官
の
監
督
の
下
に
汲
々
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目

左

の

如

し

。 と

し

て

働

い

て

ゐ

る

積

り

で

あ

ら

う

。

然

し

其

の

老

上

官

諸

君

が

國

民

の

為

め

に

員

に

音

楽

其

の

物

を

ま

で

監

督

し

て

呉

れ

て

ゐ

る

か

否

か

に

就

て

は

恐

く

誰

も

若

干

の

疑

を

抱

か

な

い

繹

に

は

行

く

ま

い

と

思

ふ

。

先

ず

老

上

官

諸

君

の

中

で

レ

ク

ラ

ム

の

音

楽

書

位

の

知

識

は

措

く

と

し

て

も

、

輩

に

楽

譜

を

明

確

に

讀

み

得

る

人

が

果

し

て

幾

人

あ

る

で

あ

ら

う

。

現

に

近

年

ま

で

、

此

の

老

官

諸

君

に

は

一
音

楽

と

言

へ

ば

酒

宴

の

餘

興

以

上

に

は

思

は

れ

て

ゐ

な

か

っ

た

。

そ

れ

で

帝

図

大

學

の

構

内

で

は

、

其

の

音

楽

は

法

規

を

以

つ

て

禁

止

さ

れ

て

ゐ

た

。

獨

逸

の

大

學

で

は

リ

ー

マ

ン

が

堂

々

と

其

の

一
音

楽

論

を

講

じ

て

ゐ

た

時

に

は

、

日

本

の

大

學

で

は

學

生

は

蓄

昔

器

を

鳴

す

事

さ

へ

も

容

易

に

は

許

さ

れ

な

か

っ

た

。

事

情

は

明

に

此

の

通

り

で

あ

る

。

若

し

今

―
音

楽

學

校

が

例

へ

ば

ヨ

ハ

ン

・

シ

ュ

ト

ラ

ウ

ス

の

様

な

も

の

ば

か

り

や

っ

て

ゐ

た

と

し

て

も

、

現

今

の

老

上

官

諸

君

は

決

し

て

其

れ

に

劉

し

て

は

何

と

も

言

は

な

い

で

あ

ら

う

。

其

れ

は

現

今

の

事

情

で

は

決

し

て

無

理

も

な

い

事

で

あ

る

。

然

し

其

れ

で

は

一

音

楽

學

校

は

幾

百

年

を

罷

て

も

遂

に

藝

術

の

府

と

は

な

ら

ぬ

。

藝

術

に

は

理

想

が

い

る

。

理

想

に

憬

れ

て

止

ま

ぬ

熱

情

が

い

る

。

若

し

一
音

楽

學

校

が

日

本

の

文

化

の

う

へ

に

何

等

か

の

意

味

を

持

つ

つ

も

り

な

ら

ば

、

其

の

理

想

と

熱

誠

を

老

上

官

諸

君

よ

り

も

ま

づ

私

共

若

い

國

民

の

前

に

示

し

て

貰

ひ

た

い

。

私

共

は

今

直

に

一
音

楽

學

校

で

マ

ー

レ

ル

や

シ

ュ

ト

ラ

ウ

ス

が

聞

か

れ

や

う

と

は

思

わ

ぬ

。

然

し

些

く

と

も

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

の

主

な

る

も

の

を

聞

か

せ

て

貰

ひ

た

い

。

願

く

ば

其

の

『

第

九

』

と

『

メ

ッ

セ

』

と

を

聞

か

せ

て

貰

ひ

た

い

。

今

に

至

っ

て

な

ほ

音

楽

學

校

の

技

術

が

此

の

曲

を

演

奏

す

る

に

堪

え

ぬ

と

言

ふ

な

ら

ば

其

れ

は

此

の

學

校

の

不

名

暑

で

あ

る

。

徒

に

安

を

貪

つ

て

其

の

練

習

を

厭

う

と

言

ふ

な

ら

ば

其

れ

は

明

に

此

の

學

校

の

恥

辱

で

あ

る

。

私

共

音

楽

を

愛

す

る

若

い

國

民

は

、

日

本

唯

一

の

此

の

一

音

楽

學

校

の

勝

来

に

甚

深

の

注

意

を

彿

ふ

こ

と

を

怠

つ

て

は

な

ら

ぬ

。

（

『

讀

賣

新

聞

』

大

正

十

年

十

二

月

十

三

日

）

大

正

十

一

年

二

月

十

八

日

学

友

会

第

三

十

二

回

土

曜

演

奏

会

■二月十八
日

午

後

二

時

よ

り

學

友

會

第

三

十

二

回

土

曜

日

演

奏

會

を

開

く

曲

九

、

ア

J レ

石

橋

君

マ

ム

メ

ル

ラ

ベ

ラ

八

、

ピ

ア

ノ

フ

ォ

ル

テ

獨

奏

大

江

克

子

ノ

渡

邊

し

づ

七、

か

（

口

）

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

ア

‘

ヱ

マ

リ

ア

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

グ

力

。

フ

リ

チ

オ

ー

ザ

ボ

ロ

ネ

ー

ズ

（

作

品

五

五

）

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・

・

・

フ

卜

獨

唱

歌
劇
「
ミ
ニ
ョ
ン
」
中
の
抒
情
調
：＿…
…
…
…
•
…
ト

「

我

は

彼

女

の

部

屋

に

あ

り

」

（

イ

）

（
作
品
二
十
六
）
•
•
…
…
…
…
・
・
・
・
ズ
ヴ
ェ
ン
ヅ
エ
ン

メ

ヌ

エ

ッ

ト

（

菱

ホ

長

調

）

…

…

ハ

イ

ド

ン

ー

ブ

ル

メ

ス

タ

ー

ロ

マ

ン

ス

六

、

二、

（
口
）
蓮
の
花
：
·
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
シ

ヴ

ィ

オ

リ

ン

獨

奏

ア

ヽ

混

lレ

磐

唱

ヴ

ィ

オ

リ

ン

助

奏

山

田

な

高

階
哲

應

マ

ン

（

イ

）

さ

み

し

き

涙

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

；

・

シ

ユ ユ

マ

ン

中

山

貞

郎

酒

合

（

イ

）

夢

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・

・

・

シ

（
口
）
帆
舟
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ

二

、

ピ

ア

ノ

フ

ォ

ル

テ

獨

奏

青

野

ハ

短

調

即

興

曲

（

作

品

九

十

）

…

…

…

…

…

…

・

・

・

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

卜

獨

唱

井

歌

劇

「

セ

ミ

ラ

ス

」

中

の

抒

情

調

：

…

…

…

…

・

・

・

・

ロ

喰

田

比

佐

子

四

、

ピ

ア

ノ

フ

ォ

ル

テ

獨

奏

嬰

へ

短

調

狂

想

曲

（

作

品

五

）

…

…

…

…

…

・

・

・

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

五

、

バ

リ

ト

ン

獨

唱

ツ

シ

千

枝

頼

恵

會

ユ ユ

マ マ

員
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］ 
ン ン

539 第 3章 大正元年9月～15年 (1912~1926)



二、
+

、

ピ

ア

ノ

フ

ォ

ル

テ

一

、

卒

業

證

書

授

呉

二

、

校

長

式

僻

三

、

文

部

大

臣

訳

辮

四

、

卒

業

生

穂

代

謝

僻

卒

業第

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
器
築
部
卒
業
生

サ
ラ
バ
ン
ド
及
快
速
調

（
作
品
四
三
）

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
•
…
…
…
…
…
•
•
本
科

墜
榮
部
卒
業
生

歌
劇
デ
ィ
ノ
ラ
中
の
封
影
抒
情
調

ア

ル

ト

獨

唱

歌
劇
豫
言
者
中
の
カ
ヴ
ァ
テ
ィ
ナ
及
〔
抒
〕
情
調
…
•
•

—……
•

…
…
•
…
…
…
…
…
•
•
本
科
墜
榮
部
卒
業
生

演

奏

曲

目

部

マ
イ
ヤ
ー
ベ
ー
ア
作
曲

曾

我

部

子

マ
イ
ヤ
ー
ベ
ー
ア
作
曲

静

鈴

木

栢

子

小

甕

東
京
一
音
楽
學
校

ハ

長

調

コ

ン

ツ

ェ

ル

ト

（

作

品

十

芭

…

…

…

…

ベ

ー

ト

ー

ベ

ン

十
一
、

．
混

臀

合

唱

：
u

[

會

員

（
イ
）
森
に
風
吹
く
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
…
•
ブ
ラ
ー
ム
ス

（
口
）
古
き
相
聞
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ブ
．
一fフ

l
．
ム

jス

指

揮

者

船

橋

助

敦

授

（『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
十
三
巻
第
一
二
号
、
大
正
十
一
年
三
月
、
三

0
頁
）

大

正

十

一

年
l

―

―

月

二

十

五

日

卒

業

式

大

正

十

一

年

三

月

二

十

五

日

（

土

曜

日

）

午

後

一

時

三

十

分

開

始

卒

業

證

書

授

奥

式

順

序

橘
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

は

か や

つ

一
~ I-ー|

「 r「

P
r
og
r
a
m
m
e
.
 

Prese,nt
at
i

o
n
 of
 

Di

p

l
o
m
a
s
.
 

A
d
d
r
e
s
s
 b
y
 t
h
e
 Di

rect
o
r
.
 

A
d
d
r
e
s
s
 
b
y
 
Hi

s
 E
x
c
e
l
l
e
n
c
y
 

E
d
u
c
at
i

o
n
.
 

ろ

聖

ル

チ
ー
ア
（
イ
タ
リ
ヤ
民
謡
）

｝

は
愛
ら
し
き
エ

ー
ン
ヒ
ェ
ン
（
ボ
ヘ

ミ
ヤ
民
謡
）

N
a
k
a
b
a
s
hi

,
 

Mi

ni
st
er 
of
 

サ
ラ
バ
ン
ド
及
タ
ン
ブ
ー
ラ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ア
ル
ト
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
研
究
科
槃
榮
部
修
了
生

い
オ
ー
冷
し
き
森
よ
（
作
品
七
二
第
三
番
）
｝
…
…
…
…

ろ
永
久
の
愛
に
つ
い
て
（
作
品
四
三
第

一
番）

+

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

…
…
…
…
…
…
…
…
研
究
科
器
榮
部
修
了
生

嬰
ハ
短
調
競
奏
曲
（作
品
五
五
第
一
榮
章
）
…
…
…
…
…
…
…

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

獨
奏
…
•
•

`…
…
•
•
•
•
本
科
器
架
部
卒
業
生

ュ
ン
グ
ス
ド
＇
編

vヽ

ケ

作

曲

ア

編

土

、

合

唱

リ

・・ス

作

曲

ブ

ラ

ー

ム

ス

作

曲

ll 
手
．

-
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泉

千

代

九
、

相 Jレ ，

ク

澤 レ

I 
滴ア

；作

壽 ・曲

i原

、大

治

七、

多

四

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

シ

獨

奏

：
iぶ
，．．
，…
…
・
・
本
科
器
榮
部
卒
業
生

ホ
短
調
競
奏
曲
（作
品
一
三
第
八
番
第

一架
章
）•
…

…
•
…
…
•

五

、

バ

リ

ト

ン

獨

唱

…

…

…

…

…

…

…

本

科
槃
榮
部
卒
業
生

ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
（
作
品
五
二
第
六
番
）
…
…
…
…
…
…
…
…

•
:シ

r

ュ
ー
ベ
ル
、卜
作
曲

ニ3

‘

部

第

六
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
研
究
科
器
榮
部
修
了
生

、金

三
二
愛
奏
曲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

，、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
•
…
…
…
ヽ
；
：
本
科
槃
榮
部
卒
業
生

歌
劇
リ
ゴ
レ
ッ
ト
中
の
朗
吟
調
及
抒
情
調
…
…
…
…
…
…
…

・
ヴ

ェ

..
 
J
 

ル

デ

ィ

作

曲

幼
年
時
代
（
ド
イ
ツ
民
謡
）
•
•
…
…
…
…
•
…
…
…
…
·
：
｛
号
デ
ー
ツ

ゅ

き

ロ

子

中

山

貞

渡

邊

慎 シ

佐 郎
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IV. Response by the Representative of the Graduating 
Classes. 

PART I. 

1. Piano Solo............................................. Miss K. Oshio. 
Sarabande and Allegro giocoso 
(B Minor, Op. 43).............................. Mendelssohn. 

2. Soprano Solo.......................................... Mis~ T. Suzuki. 
Shadow A血from"Dinorah'’……………… •..Meyerbeer. 

3. Alto Solo............................... ~............. Miss S. Sogabe. 
Cavatina and Aria "Prophete'’ ……………•… ..Meyerbeer. 

4. Violin Solo....................................... Miss S. Watanabe. 
Concert[o](E Minor, Op.13, No. 8, Ist Movement)…Rode. 

5. Baryton Solo.................................... Mr. T. Nakayama. 
Ave Maria (Op. 52, No. 6)........................... Schubert. 

PART IL 

6. Piano Solo.......................................... Miss M. Kaneko. 
32 Variations (C Minor).. …••…• ••…•… •......Beethoven. 

7. Soprano Splo........................................ Miss Y. Tagawa. 
Recitative・ -and Aria from "Rigoletto"……………Verdi. 

8. Violin Solo.......................................... Mr. D. Kurihara. 
Saraband~ and Tambourin.............................. Leclair. 

9. Alto Solo......... ・.................................... Miss M. Aizawa. 
a. "O ktihler Wal<;l." (Op. 72, No. 3) 
b. Von ewiger Liebe (0p. 43 No. 1) }.、`•… ...Brahms.

10. Piano Solo.............................................. Miss C. Izumi. 
Concert[o](C Sharp Minor, Op. 55, Ist Movemeht);.. Ries. 

11. Choruses: 
a. "Aus der Jugendzeit" (German Folksong) 

Arranged by Mohr.............................. Radecke. 
b. "Santa Lucia" (Italian Folksong) Arranged by 
c. "Aennchen lieb" (Bohemian Folksong) Jtingst. 
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前
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ァ
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ネ
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作
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モ
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ァ
ル
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W
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架
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休
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混
槃
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l
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（
作
品
九
三
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い
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お
ー
愛
ら
し
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五
月
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l
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g
r
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A
n
d
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e
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R
o
n
d
o-
A
l
l
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r
o
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モ
ツ
ア
ル
ト
作

の
交
響
曲
は
純
て
四
十
九
曲
あ
る
が
最

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

}

(

O

p
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…
………

•••Brahms 

(
gest
.
 3

 
A
p
ri
l
 18
9
7
)
 

0
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i.i
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M
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F
a
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o
h
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憩
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.
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.
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 J

u
o
n
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指
揮
者
グ
ス
タ
ー
ブ
、

ク
ロ
ー
ン

も
有
名
な
の
は
最
後
の
作
な
る
三
曲
で
、
即
ち
本
演
奏
の
麦
ホ
長
調
と
卜
短
調
と
ハ
長

調
（
何
れ
も
一
七
八
八
年
作
）
で
あ
る
。

愛
ホ
長
調
の
曲
は
廣
く
「
白
鳥
の
歌
」
と
い
ふ
異
名
で
通
つ
て
居
る
が
、
然
し
全
曲

を
通
じ
て
最
も
快
活
喜
悦
の
感
情
を
表
し
て
居
る
。
短
か
い
緩
か
な
序
節
の
後
に
ヴ
ァ

ア

レ

グ

ロ

イ
オ
リ
ン
に
現
は
れ
る
快
速
曲
の
主
想
は
静
か
な
歌
の
や
う
な
調
で
、
こ
れ
が
低
音
楽

器
で
繰
返
さ
れ
て
か
ら
、
強
奏
に
移
つ
て
喜
悦
の
感
が
力
強
く
表
は
さ
れ
る
。
第
二
の

主
想
も
第
一
の
と
同
様
に
歌
の
や
う
な
調
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
に
割

り
嘗
て
A

あ
る
。

ア

レ

グ

ロ

一
般
に
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
交
響
曲
の
ハ
イ
ド
ン
の
と
異
る
重
な
貼
は
快
速
曲
に
於
け
る

主
想
が
流
暢
な
歌
調
に
富
む
と
い
ふ
事
で
、
此
の
曲
の
主
想
の
如
き
は
最
も
好
い
賓
例

で
あ
る
。
以
上
第

一
部
分
は
幅
廣
く
出
来
て
居
る
が
第
二
の
「
展
開
」
の
部
分
は
簡
箪

で
間
も
な
く
純
休
止
に
達
す
る
。
以
下
僅
か
三
小
節
の
管
楽
を
繋
ぎ
と
し
て
直
ち
に
第

三
部
分
に
入
り
、
可
成
り
精
密
に
第
一
部
分
を
反
復
し
て
終
る
。

ア
ン
ダ
ン
テ

第
二
章
並
歩
曲
（
愛
イ
長
調
）
は
一
般
に
極
め
て
優
美
な
調
で
あ
る
。
第
二
部
分
に

暫
く
激
烈
な

一
節
を
挿
ん
で
あ
る
が
、
此
の
挿
節
の
後
に
現
は
れ
る
静
か
な
管
楽
は
和

槃
の
美
と
模
倣
式
作
法
に
よ
っ
て
心
を
酔
は
し
め
る
。

第
三
章
メ
ヌ
ェ
ッ
ト
は
珍
ら
し
く
活
氣
に
富
む
力
強
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

中
部
進
行
の
可
憐
な
美
し
さ
が
際
立
つ
て
分
か
る
。
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
特
徴
と
も
い
ふ
べ

き
輩
純
な
優
し
さ
は
此
虞
に
十
分
に
現
は
れ
て
居
る
。

ア

レ

グ

ロ

第
四
章
快
速
曲
は
材
料
に
於
て
も
精
神
に
於
て
も
ハ
イ
ド
ン
式
の
も
の
で
軽
く
楽
し

＜
戯
れ
る
や
う
な
趣
が
全
曲
に
充
ち
て
居
る
。
又
た
第
二
の
主
想
が
輩
に
第
一
主
想
の

愛
形
に
過
ぎ
な
い
と
い
ふ
黙
も
ハ
イ
ド
ン
式
で
あ
る
。
さ
れ
ば
此
の
曲
は
曲
頭
敷
小
節

に
表
は
れ
る
僅
か
な
材
料
か
ら
全
部
編
み
出
さ
れ
た
も
の
で
賓
に
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
技
術

と
想
像
力
の
偉
大
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

二
、
管
絃
架
付
ピ
ア
ノ
連
奏

愛

ホ

長

調

競

奏

曲

モ

ツ

ア

ル

ト

作

本
曲
は
一
七
八

0
年
頃

（
即
ち
作
者
が
二
十
四
歳
の
頃
）
の
作
で
あ
ら
う
と
い
ふ
。

ォ
ッ
ト
・
ヤ
ー
ン
の
説
に
よ
れ
ば
此
の
曲
は
同
作
者
が
以
前
に
作
っ
た
ピ
ア
ノ
の
三
重

競
奏
曲
に
似
て
居
る
。
雨
楽
器
は
劉
位
法
的
に
獨
立
す
る
こ
と
な
く
、
二
人
の
奏
者
は
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旋
律
や
通
過
句
を
同
時
に
奏
し
た
り
或
は
前
後
し
て
奏
し
、
屡
々
速
か
に
交
代
し
て
相

手
の
語
を
遮
る
こ
と
も
あ
る
。
又
た
時
に
は
同
じ
こ
と
を
反
復
し
時
に
は
愛
奏
を
し
た

り
し
て
、
絶
え
ず
互
に
競
ふ
所
に
興
味
が
あ
る
の
で
、
何
れ
が
主
に
な
る
と
い
ふ
こ
と

は
な
い
。
…
…
管
絃
楽
の
方
は
輩
純
で
控
へ
目
に
出
来
て
居
る
が
然
し
精
巧
に
扱
は
れ

て
居
る
。
殊
に
管
楽
器
の
長
く
延
ば
し
た
和
音
は
ピ
ア
ノ
通
過
句
の
基
礎
と
し
て
有
効

ア

レ

グ

ロ

ア

ン
ダ
ン
テ

に
使
は
れ
て
居
る
。
快
速
曲
、
並
歩
曲
及
び
快
速
曲
（
ロ
ン
ド
）
の
三
章
か
ら
成
り
、

全
閥
と
し
て
快
活
な
自
由
な
氣
分
を
表
は
し
て
居
る
が
、
殊
に
終
曲
は
生
々
し
た
有
情

カ

デ

ン

ツ

ア

滑
稽
の
趣
味
を
具

へ
て
居
る
。
第
一
及
第
三
章
の
何
れ
に
も
結
尾
に
近
く
延
長
段
落
が

あ
る
。
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
、
メ
ル
ト
ケ
の
作
を
用
ふ
。
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唱

作

品

九

三

中

の

二

曲

ブ
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ム

ス

作

世
を
去
つ
て
か
ら
今
年
で
丁
度
二
十
五
年
に
な
る
ブ
ラ
ー
ム
ス
(
J
.B
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h
m
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8
3
3
 

,
1
8
9
7
)

の
此
二
曲
は
一
八
七
四
年
に
出
し
た
無
伴
奏
混
槃
合
唱
曲
集
に
屡
す
る
も
の

で
あ
る
。
一
一
曲
と
も
短
曲
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
短
か
い
為
め
に
却
て
一
暦
直
接
に
訴
へ

る
の
で
あ
ら
う
。
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ジ

ュ

オ

ン

作

四

、

絃

渠

絃
楽
曲
（
作
品
一
六
）

作
者
ジ
ュ
オ
ン

(
P
a
u
l
Ju
o
n
 1
8
7
2ー
—
ー
）
は
露
國
モ
ス
コ
ウ
に
生
れ
同
市
で
タ
ネ

ェ
フ
・
ア
レ
ン
ス
キ
に
作
曲
を
學
ん
だ
が
、
二
十
二
歳
の
時
ベ
ル
リ
ン
に
来
て
更
に
研

究
を
績
け
た
。

其
後
暫
く
理
論
の
敦
師
と
し
て
他
慮
へ
趨
い
た
が
二
十
五
歳
以
後
は
ベ

ル
リ
ン
に
定
住
し
て
、
三
十
四
歳
の
時
王
立
音
楽
學
校
の
作
曲
の
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た

人
で
あ
る
。
作
曲
家
と
し
て
の
彼
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
流
れ
を
酌
ん
だ
管
絃
楽
や
室
楽
な

ど
の
大
家
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
。
眠
た
げ
な
小
川
の
囁
に
も
似
た
波
動
音
の
う
ち
に

柔
か
な
歌
調
を
き
か
せ
る
『
子
守
歌
』
、一―一
度
の
進
行
を
保
つ
て
楽
器
か
ら
楽
器
へ
と

優
し
い
旋
律
の
移
り
行
く
『
三
度
の
間
奏
曲
』
及
び
最
後
の
露
西
亜
趣
味
に
富
ん
だ

『
舞
曲
』
は
何
れ
も
作
者
の
近
代
的
色
彩
を
窺
ふ
に
足
る
も
の
で
あ
る
。

五

、

混

盤

合

唱

鷹

の

歌

ブ

ラ

ー

ム

ス

作

本
曲
は
前
に
述
べ
た
と
同
じ
混
磐
合
唱
曲
集
の
中
に
牧
め
ら
れ
た
ロ
マ
ン
ツ
ェ
の
一

つ
で
、
セ
ル
ビ
ア
の
歌
に
基
い
て
作
っ
た
も
の
と
い
ふ
。
あ
こ
が
れ
る
や
う
な
旋
律
は

歌
詞
の
意
に
よ
く
適
ひ
、
又
た
曲
全
髄
が
細
か
な
技
巧
を
以
て
仕
上
げ
ら
れ
て
居
る
。
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六

、

管

絃

楽

歌
劇
『
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
の
平
民
歌
人
』

二
十
一
円

大
正
十
一
年
五
月
二
十
日
、

大
正
十
一
年
五
月
二
十
日
（
土
曜
日
）

東
京
―
音
楽
學
校
奏
楽
堂
ニ
テ
（
午
後
二
時
）

D
e
r
 F
a
l
k
e
 

の
前
奏
曲

ヴ
ァ
グ
ネ
ル
作

七、 六、 五、

混

盤

合

唱

第

二

部

ピ

ア

ノ

フ

ォ

ル

テ

獨

奏

會

ョ

ノぐ

員 ン

濤

川

瀧

江

レ

ヴ

ィ

ー

早

川

美

奈

子

リ

オ

桂

平

太

春

季

大

演

奏

會

紳
よ
我
等
を
救
へ
•
…
…
…
…
•
•

二
、
ピ
ア
ノ
フ
ォ
ル
テ

…
…
•
ヽ
・
・
・
ハ
ム
マ
ー
シ
ュ
ミ
ヅ
卜

ピ

ア

ノ

●

輻

井

直

俊

第

ニ

ピ

ア

ノ

教

授

萩

原

英

l

ト
短
調
競
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
'
…
•
•
…
・
・
デ
ュ
セ
ッ
ク

四

、

ヴ

ィ

オ

リ

ン

須

藤

............... 

競
奏
曲
中
の
ア
ン
ダ
ン
テ
・
ト
ラ
ン
ク
イ
ロ
、
、

「
作
品
七
十
六
第
七
」

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

歌
劇
「
猶
太
の
女
」
中
の
f
l
ラ
シ
ェ
ル
の
ロ
マ
ン
ス
“
…
ア

幻
想
即
興
曲
「
作
品
六
十
六
」
•
…
•
•
•
•
…
…
…
…
…

…
…
•
シ

五

バ

ス

獨

唱

「
イ
」
母
亡
き
子
を
守
る
父
の
子
守
歌
…
…
…
•
•

r

…
…
：
・
・
グ
、
リ

「
口
」
菩
提
樹
：
・
・…
…
]:
:
.. r……………•……… 

.... ‘ヽ・
シ
ュ
iヽ

ベ
．．
ル
ト 郎ヒ

「
イ
」
春
の
歓
び
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヅ
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク

「
口
」
我
が
友
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
ヅ
ボ
ル
シ
ャ
ッ
ク

第

一

部

一
、
混
盤
合
唱

會

員

第 1部

曲

目

第

東
京
一
音
楽
學
校
學
友
會
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THE 

GRAND CONCERT 
OF 

THE GAK·UYU~WAI , 
OF 

THE TOKYO ACADEMY OF MUSIC 

Saturday, 1¥ 1r 20th 

Sunday, 21st 
May 1922 at 2 p. m. 

PROGRAMME. 

PART 1. 

1. CHORUS: Members 
0 hilf, Christe, Gottes Sohn…………Hammerschmidt 

PIANOFORTE: I. Piano.Mr. N. Fukui 
II. Piano Prof. Hagiwara 

Concert[o] in g-minor................................. Dussek 
BASS SOLO: Mr. G. Sudo 
a. Wiegenlied.............. :.............................. Gガeg
b. Der Lindenbaum................................. Schubert 

VIOLIN: Mr. H. Katsura 
"Andante tranquillo" from. Co血eft[o]
(op. 76 No. 7).......................................... Beガot

SOPRANO SOLO: Miss M. Hayakawa 
"Romanze der Recha" from "Jtidin"………...Halevy 

PIANOFORTE SOLO: Miss T. Namikawa 
Fantaisie-Impromptu, (op. 66)・..ヽ..…………….Chopin

PART II. 

7. CHORus: .,‘’‘‘9』 9,•MemberS '‘: ` 

a. Heut ist's so recht ein Tag der Freude} 
b. Es zog manch Lied 

from "In der Nature"....息.........,..........Dvorak
8. AL TO SOLO: Miss K. Ishibashi 

"Je connais un pauvre enfant" from 
"Mignon"..'........................................... Thomas 

9. PIANOFORTE'SOLO: Miss C. Izumi 
Fantaisie Polonaise (op. 108)........................... Raff 

10. SOPRANO SOLO: Miss A. Ito 
"Ou. vala Jeune Indove", from 、 ヽ1Lakmも”…• ‘ふ ．．Delibes

11、 VIOLINSOLO: Mr. T. Takashina 
Romance (F major)................................. Beethoven 

12. CHORUS: . ・ • ・.'Members 
~'Zurn Hochzeitsfeste" chor aus Iphigenie in • 
Aulis..................... 1.................................., Gl7<tc~ 

Conductor: -A. Prof. Funabashi. 
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三

、

ヴ

ィ

オ

リ

ン

二

、

テ

ノ

ー

ル

獨

唱
「
イ
」
異
境
に
在
り
て
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
•
•
…
…
•
シ

「
口
」
朝
の
挨
拶
：
·
…
•
…
…
…
…
…

第

一

部

l

、

混

認

合

唱

大

正

十

＿

年

六

月

二

十

四

日

第

三

十

三

回

土

曜

演

奏

會

曲

目

大

正

十

一

年

六

月

二

十

四

日

午

後

一

時

開

場

同

二

時

開

演

於
上
野
公
園
東
京
昔
架
學
校

岩

田

達

雄

；

・

・

・

・

シ

ユ

I 

ベ

ル マ

卜

十

三

、

混

盤

合

唱

ユ

會

ツ

ア

ル

ト

員

ン

朴

ユ

タ

ン

恒

乗

會

東

京

昔

架

學

校

學

友

會

〔

マ

マ

〕

•
•
…
…
…

…
・

・
・
・
ピ

激

情

的

幻

想

曲

ア

レ

グ

ロ

モ

ダ

レ

ー

ト

「

作

品

三

十

五

」

「
イ
」
空
し
く
老
い
ぬ
：
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
•
•
ス
ヱ
ー
デ
ン
民
謡

「
口
」
夜
鶯
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
・
・
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

「

ハ

」

夏

は

来

ぬ

…

・

:

・

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・

:

・

：

・

・

・

・

・

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

奥

村

艶

ハ

長

調

愛

奏

曲

「

作

品

七

」

工

ベ

）レ

十

一

、

ピ

ア

ノ

フ

ォ

ル

テ

獨

奏

北

田

政

江

学

友

会

第

i

＿

＿

十

三

回

土

曜

演

奏

会

員

+、

吉

11

行

子

ー

／

仁

且

第

二

部

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

•
•
…
…
…
…
…
…
…
•
コ

歌

劇

「

セ

ヴ

ィ

ラ

の

理

髪

師

」

中

の

II
ロ

ジ

ナ

の

小

抒

情

調

“

愛

口

長

調

菱

奏

曲

「

作

品

八

十

三

」

九

、

ヴ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

…

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン

第

二

競

奏

曲

中

の

ロ

マ

ン

ス

「

作

品

二

十

二

」

…

…

…

…

ウ

イ

ニ

ア

ウ

ス

キ

ー

メ

ゾ

オ

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

歌

劇

「

サ

ム

ソ

ン

と

ダ

リ

ラ

」

中

の

II春
の

歌

“

…

…

…

サ

ン

ー

サ

ア

ン

ス

十

二

、

ヴ

ィ

オ

リ

ン

獨

奏

・

・

・

・

・

・

・

・

・

ウ

紳
の
恙
…
…
…
…
…
…
·
:
·
:
·
…
…
·
:
;
…
;
·
…
…
…
•
•
…
•
モ

荻

原

巖

八

、

ピ

ア

ノ

フ

ォ

ル

テ

獨

奏

原

縫

ツ

シ

二

七

、

廣

瀬

八

重

子

コ
ル
、

ル

ッ

フ

（

『

＿

音

榮

界

』

第

二

四

九

号

、

大

正

十

一

年

七

月

、

三

九

l四

0
頁

）

ニ

ド

ラ

イ

「

作

品

四

十

七

」

…

…

…

…

…

…

…

…

ブ

六

、

ギ

オ

ロ

ン

チ

ェ

ル

ロ

獨

奏

沖

不

可

止

第 1部

大

正

十

一

年

六

月

一

日

演

奏

旅

行

□東
京
昔
架
學
校
六
月
一
日
新
潟
高
等
學
校
開
校
紀
念
―
音
楽
會
出
演
を
か
ね

長

岡

市

に

旅

行

長

岡

座

に

て

演

奏

會

を

催

し

、

萩

原

英

一

、

高

折

宮

次

、

蜂

谷

龍

子

、

武

岡

鶴

代

諸

氏

も

出

演

さ

れ

た

、

尚

ほ

シ

ョ

ル

ッ

氏

の

後

任

に

つ

き

て

目

下

物

色

中

と

の

事

。

ン

デ

lレ

五、

矢

追

婦

美

明治・大正篇

小
競
奏
曲

「
作
品
三
十
一
」
第
二
楽
章
•
…
…
…
…
…
…
•
•
ジ

四

、

ピ

ア

ノ

フ

ォ

ル

テ

獨

奏

狂

想

的

ロ

ン

ド

「

作

品

十

四

」

…

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

聖

劇

「

救

世

主

」

中

の

＂

彼

は

彼

の

羊

群

を

牧

す

“

…

…

ヘ

月
…

メ

ン

デ

ル

ス

ゾ

ー

ン 岡

美

津

代

ツ

卜
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大
正
十
一
年
十
月
十
七
日

l
十
九
日

□東
京
音
架
學
校
敦
授
其
他
學
生
の
一
園
よ
り
な
る
演
奏
旅
行
は
、
十
月
十

七
日
飯
田
町
狡
、
十
八
日
午
後
一
時
よ
り
松
本
市
に
出
演
、
十
九
日
蹄
京
、
ニ

十
二
日
東
京
装
、
廣
島
に
向
ひ
、
そ
れ
よ
り
大
阪
、
神
戸
、
京
都
、
名
古
屋
、

〔

マ

マ

〕

濱
松
等
を
経
て
二
十
三
日
蹄
京
。

（
『
昔
榮
界
』
第
二
五
三
号
、
大
正
十
一
年
十
月
、
ニ
ー
頁
）

松
本
高
等
學
校
大
昔
榮
會

東
京
昔
架
學
校
園

松
本
高
等
學
校
落
成
祇
賀
〔
記
〕
念
の
為
め
の
大
―
音
楽
會
は
十
八
日
畳
夜
二
回
開
催

さ
る
一
音
楽
學
校
職
員
の
名
家
敷
名
と
同
校
生
徒
百
餘
名
の
混
墜
合
唱
園
に
て
本
縣
に
於

て
之
を
聰
く
こ
と
を
得
る
は
今
回
始
め
て
な
り

質

に

空

前

の

大
演
奏
會
な
る
を
以
て
之
れ
が
諸
般
の
準
備
は
松
本
高
等
學
校
々

友
會
、
松
本
音
楽
研
究
會
、
松
本
婦
人
會
の
三
者
協
力
し
て
努
め
居
れ
る
が
會
費
は
學

生
一
園
、
普
通
二
園
、
特
別
三
園
五
十
錢
な
り
と
演
奏
の
畳
の
部
は
十
八
日
午
後
二
時

よ
り夜

の
部
は
午
後
七
時
よ
り
開
會
す
、
参
會
者
は
男
子
は
必
ず
洋
服
又
は
猜
織
若

し
く
は
袴
を
着
用
す
べ
く
小
兒
の
同
伴
は
入
場
謝
絶
す
る
筈
な
り
、
會
場
は
高
校
の
講

堂
に
し
て
上
草
履
の
用
意
は
各
自
に
於
て
す
べ
し
と
也

（
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
大
正
十
一
年
十
月
十
七
日
）

松
本
高
等
學
校
一
音
楽
會

松
本
高
等
學
校
學
制
記
念
大
―
音
楽
會
は
十
八
日
午
後
二
時
よ
り
同
校
講
堂
に
於
て
拳

演
奏
旅
行

指

揮

者

ー

船

橋

助

敦

授

〔原
資
料
横
組
〕

昔

柴

學

校

大

管

絃

園

廿
六
日
中
央
公
會
堂

一
昨
年
本
社
後
援
の
下
に
闘
西
に
お
け
る
初
め
て
の
出
張
公
演
を
試
み
た
東

塞
音
楽
學
校
管
絃
隊
及
び
合
唱
園
は
爾
来
毎
年
闘
西
で
大
演
奏
會
を
開
く
こ
と

と
な
り
本
年
も
愈
々
廿
六
日
夜
大
阪
市
教
育
會
主
催
、
雑
誌
「
女
性
」
狡
行
所

。
フ
ラ
ト
ン
社
後
援
の
下
に
中
央
公
會
堂
で
大
演
奏
會
を
開
く
こ
と
と
な
っ
た

曲
目
は
管
絃
架
歌
劇
「
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ヒ
の
平
民
詩
人
」
の
前
奏
曲
（
ヴ

ア
グ
ナ
ー
作
）
ベ
ー
ト
ー
ウ
エ
ン
の
「
第
八
ス
イ
ム
フ
ォ
―

-
1」
（
第
三
榮

章
ま
で
）
お
よ
び
合
唱

「
夢
」
（
シ
ュ
ー
マ
ン
）
「
雲
雀
の
歌
」
（
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン
）
の
外
ロ
ッ
ス
イ
ニ
の
「
聖
母
哀
悼
の
聖
歌
」
の
全
曲
が
合
唱
及

び
管
絃
柴
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
る
。
こ
の
曲
は
十
の
部
分
か
ら
成
る
大
宗
教

大
正
十
一
年
十
月
二
十
六
日
演
奏
旅
行

行
し
今
回
は
日
本
唯
一
と
誇
る
東
京
―音楽
學
校
男
女
生
徒
百
名
の
合
奏
園
の
来
松
と
て

松
本
市
空
前
の
大
賑
ひ
で
聴
衆
は
高
校
職
員
生
徒
を
始
め
一
音
楽
に
趣
味
を
持
て
る
紳
士

淑
女
無
慮
一
千
名
に
達
し
場
の
内
外
に
溢
る
ミ
盛
會
で
あ

っ
た
美
し
い
男
女
の
一
音
楽
學

な
が
さ
か
よ
し

こ

は

ち

や

た

つ

こ

た

か

を

り

み

や

じ

校
生
徒
の
混
竪
合
唱
長
坂
好
子
の
高
―
音
獨
唱
蜂
谷
龍
子
の
バ
イ
オ
リ
ン
獨
唱
高
折
宮
次

ふ

な

ば

し

え

い

き

ち

そ

が

べ

し

づ

こ

氏
の
ピ
ヤ
ノ
獨
奏
敦
授
船
橋
榮
吉
氏
及
曾
我
部
静
子
の
低
昔
獨
唱
等
は
泣
き
笑
ひ
吠
狂

ひ
玉
を
轄
が
し
鈴
を
振
り
妖
魔
の
襲
へ
る
如
き
種
々
の
メ
ロ
デ
ー
に
聰
衆
の
情
緒
を
そ

そ
り
睦
衆
は
殆
ど
酔
ゑ
る
が
如
く
何
れ
も
大
喝
采
に
て
殊
に
飛
び
入
り
格
の
松
本
高
等

學
校
獨
語
講
師
ア
ル
ナ
ル
ド
バ
ウ
ワ
ー
氏
の
同
校
へ
就
職
二
年
以
来
始
め
て
晴
の
場
所

に
起
つ
て
得
意
の
獨
唱
を
行
っ
た
の
で
同
校
生
徒
は
足
踏
み
を
鳴
ら
し
渦
場
の
拍
手
は

暫
し
鳴
り
止
ま
ず
午
後
四
時
四
十
分
散
會
し
た
夜
は
七
時
か
ら
松
本
音
楽
會
及
び
松
本

婦
人
會
主
催
で
同
所
に
開
催
再
び
一

千
餘
名
の
入
場
者
が
あ
っ
て
盛
會
を
極
め
た
（
松

本
電
話
）

（『信
濃
毎
日
新
聞
』
大
正
十
一
年
十
月
十
九
日
）
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富

本

節

な

す

一

、

奈

須

野の

同三同浮
味瑠
線 璃

富富名富

｀ 
豊本

豊
得

登壽

貴春々豊

大
正
十
一
年
＋
月
二
十
九
日

東
京
昔
架
學
校
大
演
奏
會

公
會
堂
の
盛
況

大
阪
市
教
育
會
主
催
、
。
フ
ラ
ト
ン
社
後
援
東
京
―
音
楽
學
校
管
絃
合
唱
園
大
演
奏
會
は

〔

マ

マ

〕

廿
六
日
午
後
七
時
中
央
公
會
堂
に
開
催
久
し
ぶ
り
の
来
阪
と
て
好
嗣
i家
の
期
待
素
張

ら
し
く
六
時
既
に
満
員
を
告
げ
る
盛
況
▲
演
奏
は
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
「
平
民
歌
人
」
の

前
奏
曲
に
始
ま
り
績
い
て
船
橋
榮
吉
氏
指
揮
の
シ
ュ
ー
マ
ン
や
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の

合
唱
曲
が
唱
和
さ
れ
、
大
物
の
ベ
ー
ト
フ
エ
ン
の
「
第
八
ス
イ
ム
フ
ォ
ニ
ー
」
が
ク
ロ

ー
ン
氏
の
指
揮
で
演
奏
さ
れ
た
が
管
楽
器
の
弱
い
嫌
ひ
は
あ

っ
た
が
絃
殊
に
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
は
本
邦
の
俊
秀
を
集
め
た
ゞ
け
に
申
分
な
く
第
二
楽
章
の
ア
ッ

レ
グ
レ
ッ
ト
は
最

も
軽
妙
に
演
奏
さ
れ
た
、
第
三
楽
章
は
終
曲
が
省
か
れ
た
A

め
繍
ま
り
の
な
い
感
が
し

た
が
立
派
な
出
来
榮
え
で
あ
っ
た
▲
休
憩
後
ロ
ッ
ス
イ
ニ
の
宗
敦
昔
楽
「
聖
母
哀
悼
」

は
一
時
間
を
要
す
る
大
曲
で
幾
分
荷
が
勝
過
ぎ
た
や
う
で
あ
っ
た
が
、
四
人
の
獨
唱
者

を
始
め
全
員
の
努
力
は
著
る
し
く
認
め
ら
れ
カ
ノ
ン
風
の
楽
し
い
終
曲
を
最
後
に
演
奏

を
終
っ
た
の
は
午
後
九
時
半
で
あ
っ
た

（
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
大
正
十
一
年
十
月
二
十
七
日
）

邦
楽
会
第
二
十
五
回
演
奏
会

二

、

洋

奏

ハ
長
調
「
ソ
ナ
タ
」
中
ノ
「
ロ
ン
ド
オ
」
「
作
品
二
十
四
」
…
…
ヱ
ー
バ
ー

三

、

低

音

獨

唱

須

住
家
・
・
…
…
·
:
;
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ

ロヽ
四
、
新
曲

琴

獨

大

ュ
ー

‘‘
ー
ト

ノ

藤

五

一郎

井

ぁ

さ

大
正
十
一
年
十
一
月
十
一
日
、
十
二
日

一

、

混

盤

合

唱

イ
、
春
の
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
•
•
•
•
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

サ
ン
タ
ル
チ
ア
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
＇
：
ナ
ー
ボ
リ
民
謡

学
友
会
秋
季
演
奏
会

會

員

瓦

敦t
長

ヘ

草八唄

士よ
口 し

原忠

雀：

大同小笛同同三同同長

悶鼓 鼓 唄

六柏幅望杵杵杵杵坂富

郷 原屋屋屋田士
伊月屋

新百佐 佐 佐 鎌 田

三寓佐
十 之三次 一次音

郎郎助蔵郎郎吉郎郎蔵

常

磐

津

節つ
り釣

女：

三
味
線

常常常常常

磐磐磐磐磐

津津津津津

菊文歌志松

＝字妻妻尾

―兵太太太

郎衛夫夫夫

で
あ
る
か
ら
期
待
を
以
て
迎
へ
ら
れ
つ

A

あ
る

因
み
に
獨
唱
者
は
長
坂
好
子
（
ソ
。
フ
ラ
ノ
）
曾
我
部
静
子

さ

だ

ゆ

き

あ

べ

ひ

で

を

定
之
（
テ
ナ
ー
）
阿
部
英
雄
（
バ
ス
）

（
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
大
正
十
一
年
十
月
十
日
）

ー

（

休

憩

十

分

間

）

ー

の
諸
氏
で
あ
る
。

義

太

夫

節

ち

か

ご

ろ

か

は

ら

た

て

ひ

き

、
近
頃
河
原
の
達
引

お
し
ゅ
ん
ほ
り
は
だ
ん

偲

兵

衛

堀

川

の

段

竹

本

綾

之

助

三

味

線

竹

本

土

佐

之

助

ツ

レ

弾

竹

本

綾

多

津

昔
榮
で
、

さ
は
ざ
き

（
ア
ル
ト
）
澤
崎

き

か
う
し
た
大
部
の
曲
が
嘗
地
の
架
壇
に
上
せ
ら
れ
る
の
は
始
め
て

歌

澤
ふ

二
、
更ぁ
け

て
節

の
逢あ

ふ

夜よ夜よ

三
味
線

歌

澤

寅

奴

歌

澤

寅

右

衛

門
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琴

獨

奏

ハ
短
調
旋
轄
曲
作
品
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ

七

、

高

音

獨

唱

酒

井

歌
劇
「
カ
ル
メ
ン
」
第
二
幕
ジ
。
フ
シ
ー
の
歌
…
•
…
…
…
…
…
・
・
ビ

八

、

洋

琴

獨

奏

氏

家

ハ
長
調
奏
鳴
曲
の
第
一
架
章
「
作
品
第
三
番
」
•
•
…
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ
ン

九

、

女

磐

二

重

唱

早

川

美

奈

、

石

橋

君

子

歌
劇
「
オ
ル
フ
ェ
オ
」
中
の
二
重
唱
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
グ
ル
ッ
ク

+

、

混

盤

合

唱

會

員

歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
中
の
進
行
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ヴ
ア
グ
ネ
ル

大
正
十
一
年
十
二
月
二
日
、
三
日
第
四
十
三
回
定
期
演
奏
会

大
正
十
一
年
十
二
月
二
同
肛
疇
閂
午
後
』
噂
闘

昔

率

演

奏

曲

目

一
、
管
絃
榮

六
、
洋

ヘ
長
調
交
響
曲
（
作
品
九
三
、
第
八
番
）

~ymphon

ie 

(

F

 

D
u
r
,
 O

p
.
 

9
3
,
 N

r
.
 
8
)
 

第

部

東

京

音

楽

學

校

…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

•…………

••Bee

thoven

. 

加

藤

滋 ゼ 千
ヨ

ノぐ
ノ

子 枝 ン ブ

四

、

洋

琴

獨

奏

菱
ホ
長
調
奏
鳴
曲
、
准
幻
想
曲
「
作
品
二
十
七
第
一
番
」
…
ベ
ー
ト
ー
‘
ヱ
ン

五

、

女

盤

三

重

唱

矢

追

婦

美

、

廣

瀬

八

重

、

吉

川

節

歌
劇
オ
ル
フ
ェ
オ
中
の
三
重
唱
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
•
グ
ル
ッ
ク

門

田

や

そ

子

二

作

長

坂

好

子

曾

我

部

静

子

澤

崎

定

之

阿

部

英

雄．． 

St
a
b
at
 Ma

ter

…………·:·…………………

••Ross1m

. 

1. 

C
h
o
r
 u
n
d
 S
o
li

.
 

2
.
 

A
ri
e
 fiir 
T
e
n
o
r
.
 

3•Due

tt 

f
 iir 
S
o
p
r
a
n
 u
n
d
 A
l
t.
 

4
.
 

A
ri
e
 f iir 
B
a
s
s
.
 

5
.
 

C
h
o
r
.
 

6•

Quar

te
tt

. 

7•Kava

ti
ne 

fiir 
A
lt

.
 

8
.
 

A
r
i
e
 f
 iir 
S
o
p
r
a
n
 u
n
d
 C
h
o
r
.
 

9•Quar

tett
. 

10
.
 S

c
h
l
u
s
s
 
Chor・ 

演

奏

曲

目

解

説

及

歌

詞

一

管

絃

楽

ヘ

長

調

交

響

曲

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

曲

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
(
B
e
et
h
o
v
e
n
1
7
7
0
|
1
8
2
7
)
は
盾
面
目
な
熱
烈
な
性
格
の
人
で

あ
っ
た
が
知
己
の
友
人
な
ど
に
園
ま
れ
て
打
ち
寛
い
だ
時
に
は
小
供
の
や
う
に
無
邪
氣

に
戯
れ
る
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
彼
の
作
中
に
も
か
A

る
寛
い
だ
方
面
の
現
は
れ
た
も

の
が
あ
る
。
本
演
奏
の
交
響
曲
は
其
の

一
例
で
、
彼
の
作
っ
た
九
つ
の
交
響
曲
．中
最
も

休

憩

十

分

間

A
l
l
e
g
ro vi
v
a
c
e
 e
 c
o
n
 b
ri
o
.
 

A
l
l
e
g
r
e
tto
 s
c
h
e
r
z
a
n
d
o・

●
 

M
e
n
u
e
tto
.
 

A
l
l
e
g
ro vi
v
a
c
e
.
 テ‘、ノ

ノ

ス ］レ

ア

レ

ト

J
 

二
、
合
唱
獨
唱
及
管
絃
榮

聖
母
哀
悼
の
聖
歌
：
·
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
•

ソ
プ
ラ
ノ

ロ

ツ

シ
ー
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I

「

二

「

先
づ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
現
は
れ
次
で
木
管
に
繰
返
さ
れ
る
。
こ
れ
に
績
く
次
の
旋
律

は
,

r

ュ―

_

'

:
-
「
f
)
記

こ
れ
が
休
止
に
達
す
る
時
楽
は
俄
か
に
二
短
調
に
轄
じ
、

‘ヽ
Aカ

置

言
叫

，
 
已
i

全
く
序
節
な
し
に
現
は
れ
次
の
副
想
に
連
る

国

り
『

「

「

一

＼

I

」

」

-

J

(

¥

.

-

l 眉

此
臨
に
婉
柔
な
第
二
主
想

屈
雪
犀
屑

出

疇 ー

戯
諒
や
可
笑
味
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
彼
が
平
素
の
威
厳
を
投
げ
棄
て
A

心
ゆ
く
ま

で
嬉
戯
し
て
居
る
氣
分
が
曲
に
善
く
現
は
れ
て
居
る
。
作
曲
の
技
術
上
か
ら
見
る
と
、

彼
の
好
ん
で
用
ひ
た
突
然
の
愛
化
や
、
劉
照
や
、
あ
ら
ゆ
る
奇
想
が
随
所
に
窺
は
れ

る。
第
一
章
は
四
分
三
拍
子
の
活
澄
な
快
速
曲
で
概
し
て
愉
楽
の
感
を
表
は
し
た
も
の
と

言

へ
る
。
第
一
主
想
は

反
復
の
後
同
じ
音
形
が
獨
り
ヴ
ィ
オ
ラ
に
残
っ
て
第
二
節
（
所
謂
『
展
開
』
部
）
の

前
奏
を
な
し
、
や
が
て
此
の
上
に
第
一
主
想
の
一
句
（
最
初
の
敷
音
）
が
楽
器
を
更
へ

調
を
轄
じ
て
展
開
す
る
。
麦
二
調
に
入
っ
て
か
ら
各
楽
器
が
互
に
此
の
一
句
を
奪
ひ
合

ペ

ー

ス

ふ
所
は
宛
ら
合
戦
の
箱
巻
を
見
る
や
う
で
あ
る
が
、
や
が
て
低
音
が
勝
利
を
得
て
一
般

の
秩
序
を
同
復
し
、
傲
然
た
る
伍
を
以
て
第
一
主
想
の
反
復
に
入
る
。
以
下
第
三
節
は

第

一
節
の
『
反
復
』
で
あ
る
が
、
楽
器
の
用
法
其
他
に
愛
化
を
施
し
て
餘
程
自
由
に
扱

は
れ
て
居
る
。
尾
旬
は
フ
ア
ゴ
ッ
ト
の
表
は
す
一
楽
旬
（
第
一
主
想
の
四
五
小
節
）
に

始
り
、
こ
れ
に
基
て
再
び
劉
位
法
の
技
巧
が
用
ひ
ら
れ
頓
て
再
び
出
に
達
す
る
が
、
最

後
は
静
か
に
曲
頭
の
敷
音
を
反
復
し
て
終
る
。

廣
く
知
ら
れ
た
第
二
章
は
戯
れ
る
や
う
な
稽
快
速
の
曲
（
愛
口
調
四
分
二
拍
子
）
で

小
兒
が
無
邪
氣
に
飛
び
は
ね
て
居
る
や
う
な
感
を
輿
へ
る
。
木
管
の
刻
む
ロ
一
な
リ
ヅ

ム
の
上
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
婉
柔
な
旋
律
の
動
い
て
行
く
趣
は
極
め
て
軽
快
な
も
の

で
、
厭
世
論
を
主
張
し
た
學
者
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
さ
へ
も
曾
て
此
の
曲
を
聰
い
た

時
『
現
世
の
苦
榮
を
忘
る
A

に
足
る
』
と
い
つ
て
賞
嘆
し
た
と
い
ふ
。
此
の
楽
想
は
作

メ
ト
ロ
ノ
ー
ム

者
が
或
る
晩
餐
會
の
席
上
で
友
人
メ
ル
ツ
ェ
ル
（
現
行
拍
節
機
の
狡
明
者
）
に
寄
せ
た

即
興
作
（
四
部
の
カ
ノ
ン
）
の
調
を
採
用
し
た
も
の
で
、
均
ー
な
リ
ズ
ム
は
拍
節
機
の

振
子
の
音
を
暗
示
し
た
も
の
と
言
ひ
博
へ
て
居
る
。

第
三
章
の
『
メ
ヌ

エ
ッ
ト
の
速
さ
』
と
題
す
る
曲
（
へ
長
調
四
分
三
拍
子
）
は
ハ
イ

ド
ン
式
の
と
は
異
つ
て
古
風
な
緩
か
な
メ
ヌ
エ
ッ
ト
で
あ
る
。
前
章
ほ
ど
の
異
彩
は
無

以
上
最
初
の
一
節
は
可
笑
味
を
含
ん
だ
次
の
音
形
で
結
ば
れ
、
此
慮
で
型
通
り
再
び

曲
頭
に
返
つ
て
反
復
せ
ら
れ
る
。

第 1部 明治・大正篇

更
に
流
暢
な
も
の
で
、
此
邊
ま
で
は
曲
が
概
し
て
唯
だ
楽
し
く
優
し
く
聞
え
る
が
、

此
の
雨
楽
想
の
進
行
を
遮
る
次
の
小
楽
旬
は
既
に
悪
戯
の
始
ま
り
を
思
は
せ
る
。
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こ
れ
で
本
章
（
一
種
の
ロ
ン
ド
形
式
）
の
第
一
節
を
終
り
、
第
二
節
は
曲
頭
楽
旬
の

チ
ン
パ

ー

ニ

オ

ク

タ

ー

プ

愛
化
を
以
て
始
め
ら
れ
、
フ
ア
ゴ
ッ
ト
と
銅
鼓
と
の
極
め
て
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
八
度

チ
ン
バ
ー
ニ

の
一
節
で
終
る
。
作
者
は
此
の
終
曲
に
於
て
初
て
在
来
の
銅
鼓
の
調
律
法
（
主
音
と
五

度
と
に
合
は
せ
る
法
）
を
棄
て
A

八
度
の
法
を
試
み
、
こ
れ
に
フ
ア
ゴ
ッ
ト
を
加
へ
て

未
曾
有
の
新
味
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。
以
下
第
三
節
は
多
少
新
し
い
愛
化
を
施
し
た
第

齊

冒
国

白

汎
¥

-

}

-

「

i

h

f

_

J

-

[

咆
ヽ
｀
~
ヽ

＞
カ

ホ

ル

ン

ト

リ

オ

一
種
質
朴
な
美
と
お
か
し
味
を
具

へ
て
居
る
。
角
笛
の
連
奏
で
始
ま
る
中
部
進

行
は
可
憐
な
牧
歌
を
聴
く
や
う
で
あ
る
。

フ
イ
ナ
ー

レ

第
四
章
終
曲
は
全
曲
中
最
も
規
模
の
大
き
な
、

第
一
主
想
は

届

rf
.

J

竺

｀

ー

J

J

J

日

一

(

9

9

rr 

，
 
比
他
晶

以
下
更
に
八
小
節
の
間
ハ
長
調
で
漸
次
に
弱
く
な
り
ゆ
き
、

音
の
強
奏
を
挿
ん
で
あ
る
。
天
外
か
ら
落
ち
た
や
う
な
此
の
「
嬰

ハ」

る
奇
想
で
、
此
の
章
の
獨
創
的
放
果
の
一
原
因
を
な
し
て
居
る
。

此
の
ユ
ー
モ
ア
の
後
に
現
は
る
る
第
二
主
想
は
全
く
性
質
を
異
に
し
た
感
じ
の
深
い

美
調
で
、
管
絃
が
俄
か
に
「
卜
」
か
ら
「
愛
イ
」
へ
の
轄
調
ー
作
者
の
好
ん
で
用
ゐ
た

轄
調
ー
を
な
し
て
か
ら
、
静
か
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
現
は
れ
オ
ー
ボ
エ
に
移
る
。

勺

ー

」

一

勺

」

「
-
f
~
庫
「

此
慮
で
突
然
「
嬰

ハ
L

は
比
類
稀
れ
な

冊
佃

咆

冒

最
も
可
笑
味
に
富
ん
だ
章
で
あ
る
。

｀ 
7
f
 

う

合
唱
獨
唱
及
管
絃
架

聖
母
哀
悼
の
聖
歌

P山

開
u 

n

ー

ダ

一
節
の
反
復
で
、
こ
れ
が
済
む
と
尾
句
と
も
い
ふ
べ
き
最
後
の
部
分
（
殆
ど
二
百
四
十

小
節
）
に
入
る
。
此
虞
は
最
初
曲
頭
と
同
じ
三
連
音
で
始
ま
る
が
、
頓
て
こ
れ
を
伴
奏

と
し
て
新
し
い
下
行
音
階
的
楽
句

に
基
い
た
最
弱
奏
の
挿
句
に
進
む
。
然
し
再
び
突
然
の
強
奏
と
共
に
か
の
「
嬰
ハ
」

が
以
前
よ
り
も
露
骨
に
現
は
れ
、
其
他
の
滑
稽
が
今
一

度
疾
過
す
る
。
低
音
に
美
し
い

第
二
主
想
が
表
は
れ
て
か
ら
は
間
も
な
く
最
後
の
最
強
奏
を
経
て
休
止
に
達
し
、
以
下

は
静
か
に
第
一
主
想
の
楽
句
の
餘
韻
を
響
か
せ
て
結
ぶ
。

S
芦
b
at

M
at
e
r
 

ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
曲

d
o
l
o
r
o
s
a
,
 

j

u
xt
a
 c
r
u
c
e
m
 

N
o
.
 1. 

(
C
h
o
r
 
u
.
 S

ol
i
)
 

St
a
b
at
 

m
at
er 

l
a
c
r
y
m
o
s
a
,
 d

u
m
 p
e
n
d
e
b
at
 
f
i

li

u
s
.
 

N
o
.
 

2
.
 

(
A
ri
e) 
C
uj

u
s
 a
ni
m
a
m
 g
e
m
e
nt
e
m
,
 c

o
nt
ri
st
a
nt
e
m
 et
 

do, 

lent
e
m
,
 p

ert
r
a
n
si
vi
t
 
g

ladi
u
s
.
 0
 q
u
a
m
 t
ri
st
i

s
 et
 

af
f
i
i

ct
a
 f
u
i
t
 

illa 

b
e
n
e
di
ct
a
 m
at
er 
u
ni
g

e
ni
t
i
 ! 

q
u
a
e
 m
o
e
r
e
b
at

,
 

et
 

d
o
l
e
b
at

,
 

et
 t

r
e
m
e
b
at
 

c
u
m
 vi
d
e
b
at
 

n
at
i
 
p

o
e
n
a
s
 i
ncly
t
i
.
 

N
o
.
 

3
.
 

(
D
u
et
t
)
 

Q
ui
s
 est
 

h
o
m
o
,
 q
ui
 

n
o
n
 fl
e
r
et
 

C
h
ri
st
i
 

m
at
r
e
m
 

si
 

vi
d
e
r
et
 
i

n
 t
a
nt
o
 s
up
p

li
ci
o
?
 Q
ui
s
 n
o
n
 p
o
s
s
et
 

c
o
nt
ri
st
ari
,
 p

i

a
m
 

m
at
r
e
m
 c
o
nt
e
mp
lari
 

d
o
l
e
nt
e
m
 c
u
m
 fi
l
i

o
?
 

N
o
.
 

4
.
 (
A
ri
e) 
P
r
o
 p
e
c
c
at
i

s
 su
a
e
 g
e
nt
i

s
 vi
di
t
 J

e
s
u
m
 in
 to
r
m
e
nt
i

s
,
 

et
 
f
l

ag
elli
s
 s
u
b
di
t

u
m
.
 Vi

di
t
 

s
u
u
m
 d
u
l
c
e
m
 n
at
u
m
 m
o
ri
e
nt
e
m
 deso' 

lat
u
m
 d
u
m
 e
mi
si
t
 

sp
i

ri
t

u
m
.
 

N
o
.
 

5
.
 

(
C
h
o
r
 u
n
d
 R
e
ci
t

at
i

v
)
 Ej

a
 m
at
e
r
,
 fo

n
s
 a
m
o
ri
s,
 m

e
 se
nt
i

re 

vi
m
 
d
o
l
o
ri
s
 fac 
ut
 
t

e
c
u
m
 lug

e
a
m
,
 fac 

ut
 

a
r
d
e
at
 

c
o
r
 
m
e
u
m
 i
n
 

a
m
a
n
d
o
 C
h
ri
st
u
m
 D
e
u
m
 ut
 

si
bi
 

c
o
mp
l
a
c
e
a
m
.
 

N
o
.
 

6
.
 

(

Q

u
a
rt
et
t
)
 

S
a
n
ct
a
 m
at
er i
st
u
d
 ag
as
,
 Cr

u
ci
f
i

xi
 f
i
g

e
 
p

lag

as 

c
o
r
di
 

m
e
o
 vali
d
e
.
 T

ui
 

n
at
i
 

v
u
l
n
e
r
at
i
,
 

j

a
m
 di
g

n
at
i
 
p

r
o
 
m
e
 p
at
i
,
 

p

o
e
n
a
s
 
m
e
c
u
m
 di
vi
d
e
.. 

F
a
e
 
m
e
 v
e
r
e
 t
e
c
u
m
 f
l

e
r
e
,
 C

r
u
ci
f
i

x
o
 con, 

d
o
l
e
r
e
,
 do

n
e
c
 eg
o
 vi
x
e
r
o
.
 

J

u
xt
a
 c
r
u
c
e
m
 t
e
c
u
m
 s
tare
,
 te
 li
b
e
nt
e
r
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s
o
ci
a
r
e
 i
n
 p
lanct

u
 d
e
si
d
e
r
o
.
 Vi
rg

o
 vi
rg
i

n
u
m
 p
raeclara
,
 m

i

hi
 

j

a
m
 

n
o
n
 si
s
 a
m
a
r
a
,
 fac 

m
e
 
t

e
c
u
m
 p
l
a
n
g
e
r
e
.
 

N
o
.
 7.
 

(
K
a
v
at
i

n
e
)
 
F
a
e
 ut
 

p

o
rt
e
m
 C
h
ri
st
i
 

m
o
rt
e
m
,
 
~a

ss
ion
is 

fac 

c
o
n
s
o
rt
e
m
,
 et 
p

lag

as 
recolere
,
 fac 

m
e
 
p

lag
i

s
 v
u
l
n
e
r
a
n
,
 cr

u
c
e
 
h
a
c
 

i

n
e
b
ri
a
ri
 

o
b
 a
m
o
r
e
m
 fili
i
.
 

N
o
.
 

8
.
 (
A
ri
e
 u
n
d
 C
h
o
r
)
 Inf
l
a
m
m
at

u
s
 
et
 

a
c
c
e
n
s
u
s
 p
er t
e
 vi
rg

o
 

si
m
 d
ef
e
n
s
u
s
 i
n
 di
e
 ju
di
ci
i
.
 

F
a
e
 m
e
 cr
u
c
e
 c
u
st
o
di
r
i

,
 

m
o
rt
e
 C
h
ri
st
i
 

p

r
a
e
m
u
ni
ri

,
 

c
o
n
f
o
v
e
ri

 
g

rat
i

a
.
 

N
o
.
 

9

.
 

(
Q
u
a
rt
et
t

)

 

Q
u
a
n
d
o
 c
o
rp

u
s
 m
o
ri
et
u
r
,
 fac 

ut
 

a
ni
m
a
e
 do、

n
et
u
r
 P
a
r
a
di
si
 
g

lori
a
.
 

N
o
.
1
0
.
 (
C
h
o
r
)
 A
m
e
n
,
 

i

n
 s
e
mp
i

t

e
r
n
a
 saecula a
m
e
n
.
 

十
九
世
紀
前
半
に
伊
太
利
歌
劇
の
作
者
と
し
て
名
槃
を
博
し
た
ロ
ッ
シ
ー
ニ

(
R
o
s
,

si
ni
 

1

7

9

2

ー
1

8

6

8

)

は
学
盆
似
砥
木
に
も
本
曲

（
一
八
三
二
年
作
）
〔
の
〕
や
う
な
名
作
を

遺
し
た
。
『
ス
タ
ー
バ
ッ
ト
、
マ
ー
テ
ル
』
（
『
聖
母
は
立
ち
き
』
の
義
）
は
羅
馬
薔
敦

の
儀
式
（
殊
に
マ
リ
ア
七
難
祭
）
の
際
に
奏
す
る
も
の
で
、
有
名
な
羅
典
語
の
歌
詞
は

十
三
世
紀
の
フ
ラ
ン
シ
ス
派
の
憎
ヤ

コ
ボ
ー
ネ
の
作
で
あ
ら
う
と
い
ふ
。
古
く
か
ら
知

名
の
作
曲
者
が
競
つ
て
之
に
附
曲
し
た
が
、
近
代
で
は
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
作
が
最
も
知
ら

れ
た
も
の
A

一
で
あ
る
。
此
の
作
で
は
全
髄
が
十
曲
に
分
け
て
あ
る
。

第
一
、
序
曲
（
合
唱
及
獨
唱
）
は
劇
的
愛
化
に
富
ん
だ
曲
で
、
短
か
い
前
奏
の
後
に

合
唱
が
始
ま
り
、
間
に
続
唱
を
挿
ん
で
あ
る
。
歌
詞
の
大
意
は
ー
~
『
御
子
の
懸
れ
る

十
字
架
の
ほ
と
り
に
泣
き
悲
し
み
つ
A

聖
母
は
立
ち
給
へ
り
。
』

第
二
、
抒
情
調
（
中
音
獨
唱
）
は
全
篇
中
最
も
世
に
知
ら
れ
た
曲
で
、
装
飾
音
こ
そ

な
い
が
歌
詞
の
性
質
を
考
へ
て
見
る
と
頗
る
華
美
な
調
で
あ
る
。
ー
ー
_
『
嘆
き
悲
し
む

そ
の
御
心
を
匁
は
終
に
貫
き
た
り
。
獨
子
の
為
め
に
尊
き
母
は
如
何
に
苦
し
み
給
ひ
し

ぞ
。
榮
あ
る
御
子
の
刑
を
看
て
如
何
に
悶
え
た
ま
ひ
し
ぞ
』
な
ど
の
意
。

第
三
、
二
部
唱
（
高
音
及
次
高
音
）
も
前
曲
同
様
に
知
ら
れ
た
曲
で
、

最
初
に
高
音

の
歌
ふ
可
憐
な
旋
律
を
次
高
音
が
承
け
て
表
は
し
、

次
で
雨
槃
が
共
に
此
の
ふ
し
に
装

飾
を
施
し
て
進
み
最
後
は
純
歌
劇
式
の
段
落
を
以
て
結
ぶ
°
|
|
'
『
か
A

る
憂
き
め
に

な
や
む
聖
母
を
誰
か
は
見
て
泣
か
ざ
る
べ
き
。
御
子
を
悼
む
や
さ
し
き
母
を
誰
れ
か
哀

れ
と
い
は
ざ
る
べ
き
°
』
||
'
上
述
の
二
曲
は
歌
詞
の
意
味
よ
り
も
寧
ろ
曲
調
の
華
美

を
主
眼
と
す
る
伊
太
利
歌
劇
の
傾
向
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
が

十
二
月
十
六
日

「
聴
い
た
か
い
」

「
聴
い
た
よ
」

音
楽
學
校
土
曜
演
奏
會
に
て

大
正
十
一
年
十
二
月
十
六
日

口
信
時
潔
氏
の
合
唱
曲

第
四
、
抒
情
調

（低
音
獨
唱
）
は
こ
れ
等
よ
り
も
遥
か
に
敦
會
式
の
も
の
で
、
楽
趣

は
重
く
沈
ん
で
居
る
ー
『
お
の
が
國
民
に
代
り
て
笞
を
受
け
筈
に
打
た
れ
、
世
に
棄

て
ら
れ
て
息
絶
ゆ
る
御
子
を
母
は
見
給
ひ
き
。』

第
五
、
合
唱
及
び
朗
吟
調
（
低
音
獨
唱
）
は
『
愛
の
源
な
る
聖
母
や
よ
我
を
し
て
汝

の
悲
を
分
た
し
め
、
紳
、
基
督
に
劉
す
る
愛
に
燃
え
し
め
よ
、
』
の
意

第
六
、
四
部
唱
は
愛
化
に
富
ん
だ
可
憐
な
曲
で
、
充
賓
し
た
幅
廣
い
和
要
で
終
る
。

『
聖
母
や
よ
十
字
架
に
懸
り
給

へ
る
主
の
傷
を
我
が
胸
に
移
し、

傷
け
ら
れ
し
な
が
御

子
の
我
が
為
め
に
受
け
た
ま
へ
る
か
の
刑
を
我
に
分
た
し
め
よ
。
我
が
生
の
あ
ら
ん
限

り
、
苦
し
み
給
ひ
し
主
を
悼
み
て
汝
と
共
に
泣
か
し
め
よ
。
汝
と
共
に
十
字
架
の
ほ
と

り
に
立
ち
、
心
ゆ
く
ま
で
悲
嘆
を
分

つ
こ
そ
我
が
願
な
れ
。
童
女
の
な
か
に

て
い
と
優

れ
た
る
童
女
よ
。
願
は
く
は
今
汝
と
共
に
哭
く
こ
と
を
許
し
た
ま
へ
。
』

第
七
、
小
抒
情
調
（
次
高
音
獨
唱
）

ー

『
我
に
キ
リ
ス
ト
の
死
を
負
は
し
め
、

其

の
苦
を
分
た
し
め
、
そ
の
傷
を
新
た
な
ら
し
め
よ
。
其
の
傷
に
傷
き
て
、
十
字
架
の
ほ

と
り
に
御
子
の
愛
に
酔
は
し
め
よ
。』

第
八、

抒
情
調
（
高
音
獨
唱
）
及
合
唱
は
力
強
い
伴
奏
と
華
々

し
い
高
音
と
相
待
て

さ

ば

き

全
篇
の
絶
頂
黙
を
な
し
て
居
る
。
ー
ー
ー
『
願
は
く
ば
裁
判
の
日
に
災
に
燒
か
れ
つ
A

も

汝
童
女
に
よ
り
て
庇
護
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
十
字
架
に
護
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
の
死
に
守

ら
れ
、
天
恵
に
浴
せ
ん
こ
と
を
』
の
意

第
九
、
四
部
唱
『
肉
髄
の
滅
び
ん
時
我
が
霙
に
天
國
の
光
榮
を
賜
へ
』
は
幅
廣
い
輩
・

純
な
和
音
か
ら
成
る
美
し
い
曲
で
こ
れ
が
清
む
と
、

第
十
、
終
曲
『
し
か
あ
れ
よ
、
と
こ
し
へ
に
、
し
か
あ
れ
』
に
う

つ
る
。
こ
れ
は
諸

槃
が
同
じ
旋
律
を
順
次
に
追
ひ
か
け
て
行
く
『
フ
ー
ガ
』
式
作
法
に
よ
っ
た
頗
る
華
美

な
曲
で
あ
る
。

学
友
会
第
三
十
四
回
土
曜
演
奏
会

第1部 明治・大正篇 552 



狂
想
曲
（
グ
ル
ッ
ク
ー
サ
ン
、

唱
、
歌
劇
「
ヴ
ェ
ニ
ス
祭
」
中
の
抒
情
調
「
や
さ
し
き
胡
蝶
」
（
ア
ン
ド
レ
、

カ
ン
。
フ
ラ
）
白
濱
ツ
タ
四
、
ピ
ア
ノ
フ
ォ
ル
テ
獨
奏
、

二

長

調

ソ

ナ

タ

「
作
品
二
十
八
」
（
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
）
水
村
君
子
五
、
テ
ノ
ー
ル
獨
唱
、
い

と
も
美
る
は
し
き
五
月
に
、
我
が
涙
の
流
れ
よ
り
（
シ
ュ
ー
マ
ン
）
朴
恒
乗

六
、
ア
ル
ト
獨
唱
、
歌
劇
「
サ
ム
ソ
ン
と
ダ
リ
ラ
」
中
「
暁
の
花
と
心
は
ひ

ら

く

君

が

御

盤

に

」

（

サ

ン

サ

ー

ン

）

▲

第

二

部

七

、

ピ

（
エ
ド
ウ
ア
ー
ド
、

酒
井
千
枝
子

サ
ー
ン
）
上
沼
房
子

ク
レ
ー
ム
ザ
ー
）
會
員

二
、
ピ
ア
ノ
フ
ォ
ル
テ
獨
奏
、

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨

▲
第
一
部

一
、
混
磐
合
唱
（
イ
）
さ
ら
ば
（
口
）
日
は
窓
に
さ
し
入
り
て

ま。
9
9
＇ 

大
正
十
二
年
二
月
十
日

□東
京
昔
架
學
校
學
友
會

「
ど
う
だ
っ
た
い
」

「
面
白
か
っ
た
よ
。
君
は
？
」

「
面
喰
っ
た
ね
。
で
も
痛
快
だ
っ
た
よ
」

「
ど
う
し
て
さ
」
。

「
『
あ
か
が
り
』
に
は
皆
笑
っ
ち
ゃ
っ
た
だ
ら
う
。
こ
ん
な
種
類
の
研
究
的
な
一
音
楽
會

で
今
迄
演
奏
者
の
何
か
の
失
策
と
か
態
度
と
か
以
外
、
曲
で
あ
れ
程
聴
衆
を
笑
は
し
た

の
は
恐
ら
く
日
本
で
は
末
曾
有
の
大
事
件
だ
よ。

嘲
笑
を
し
た
奴
も
あ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
僕
に
は
も
っ
と
善
良
な
只
の
笑
ひ
し
か
見
え
な
か
っ
た
か
ら
ね
。
其
点
頗
る
痛

快
で
す
」

「
同
感
＂
~
ど
う
せ
作
品
そ
の
者
を
ほ
ん
と
に
聴
い
て
る
奴
な
ん
か餘り
な
さ
さ
う
だ

か
ら
、
こ
ん
な
の
が
ち
よ
い
／
＼
あ
る
の
も
い
A

事
か
も
知
れ
な
い
」
。

「
一
音
楽
界
の
元
老
が
こ
の
曲
に
つ
い
て

『
大
愛
結
構
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
』
と
云

つ

た
さ
う
だ
が
、
考
へ
様
に
よ
っ
ち
や
仲
々
意
味
深
長
に
し
て
廣
大
だ
ね
」

（『
＿
音
築
研
究
』
第
一
巻
第
二
号
、
大
正
十
二
年
三
月
、
五
四
ー
五
五
頁
）

学
友
会
第
三
十
五
回
土
曜
演
奏
会

二
月
十
日
午
後
二
時
同
校
講
堂
に
開
會
、
曲
目

ホ
長
調
ポ
ラ
ッ
カ
、
ブ
リ
ラ
ン
テ
「
作
品
七
十
二
」

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
、
歌
劇
「
ル
チ
ア
デ

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
）
高
階
哲
應

（
蒲
原
有
明
作
歌
、
船
橋
榮
吉
作
曲
）
會
員

尚
ほ
同
校
は
二
十
三
日
午
前
十
時
卒
業
式
皐
行
午
後
二
時
卒
業
演
奏
。

ア
ノ
フ
ォ
ル
テ
獨
奏
、

（
ウ
エ
ー
バ
ー
）
中
谷
富
士
子

ラ
メ
ル
モ
ー
ア
」
中
の
抒
情
調
「
静
け
さ
四
方
に
み
ち
て
」
（
ド
ニ
ゼ
ッ
テ

イ
ー
）
矢
追
婦
美

九

、
ピ
ア
ノ
フ
ォ
ル
テ
獨
奏
、
愛
口
長
調

コ
ン
ツ
ェ
ル

ト
第
一

架
章
（
モ
ザ
ー
ル
ト
）
名
出
淑
子
十
、
ア
ル
ト
獨
唱
（
イ
）
乳
草

（
口
）
父
と
子
（
濱
田
廣
介
作
歌
）
（
ハ
）
踊
り
子
（
白
鳥
省
吾
作
歌
、
船
橋

榮
吉
作
曲
）
曾
我
部
静
子
十
一
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
獨
奏
、
前
奏
曲
と
舞
踏
曲

十
二
、
混
盤
合
唱
、
偶
感

八、

(
『
昔
架
界
』
第
二
五
八
号
、
大
正
十
二
年
四
月
、

船
橋
榮
吉
氏
の
新
作
品

一三
頁）

二
月
十
日
の
一
音
楽
學
校
土
曜
演
奏
會
に
て

獨
唱
曲
の
テ
キ
ス
ト
は
濱
田
廣
介
氏
の
「
乳
草
」
と
「
父
と
子
」
及
び
白
鳥
省
吾
氏

の
「
踊
り
子
」
、
合
唱
曲
は
蒲
原
有
明
氏
の
「
偶
感
」
。
テ
キ
ス
ト
の
意
味
を
考
へ
な
い

こ
と
に
し
て
只
旋
律
と
伴
奏
と
だ
け
を
聘
け
ば
|
|
‘
幸
ひ
曾
我
部
氏
の
猿
昔
は
そ
の
点

頗
る
好
都
合
だ
っ
た
し
、

叉
合
唱
の
方
も
稽
曾
我
部
氏
に
近
か
っ
た
＇
~
瞬
間
々
々
に

は
非
常
に
氣
持
ち
の
よ
い
音
楽
で
あ
る
。
曲
の
統
一
と
か
テ
キ
ス
ト
と
の
調
和
（
恐
ら

＜
詩
の
員
の
解
繹
は
そ
の
詩
の
作
者
以
外
何
人
に
も
不
可
能
の
こ
と
だ
と
信
ず
る
の

で
）
と
か
は
、
今
氏
に
そ
れ
を
望
む
可
き
時
期
で
は
な
い
と
思
ふ
。
兎
に
角
―
音
楽
者
が

員
に
一
音
楽
を
理
解
す
る
に
は
一
度
は
作
曲
を
す
る
必
要
が
あ
る
筈
だ
か
ら
、
氏
が
勇
敢

に
そ
れ
に
向
つ
て
突
進
さ
れ
た
こ
と
は
必
ず
無
意
義
に
は
終
ら
な
い
だ
ら
う
。
若
し
斯

か
る
氣
運
が
一音
楽
者
間
に
醸
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
ふ
な
ら
誠
に
慶
賀
に
絶
え
な
い
次
第

で
あ
る
。

．

（
ハ
ッ
ハ
ー
、

以
上

K
、
T

生

（
『
一
音
榮
研
究
』
第
一
巻
第
二
号
、
大
正
十
二
年
三
月
、
五
七
頁
）
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ル
ー
ド
ウ
ヰ
ッ
ヒ

大

正

十

二

年

三

月

二

十

五

日

卒

業

式

大
正
十
二
年
三
月
廿
五
日
（
日
曜
日
）
午
後
一
時
三
十
分
開
始

卒

業

證

書

授

呉

式

順

序

一

、

卒

業

證

書

授

呉

二

、

校

長

式

僻

三

、

文

部

大

臣

祝

辮

四
、
卒
業
生
穂
代
謝
辮

演

奏

一
、
ピ
ア
ノ
猫
奏

歌
劇
ラ
ク
メ
中
の
歌
「
月
光
が
静
か
に
落
つ
る
様
に
」
•
…
；
・
デ

曲

目

ハ
短
調

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

二、

リ

一
、
告
別
奏
鳴
曲
、
作
品
八
十
一
の
甲
、
変
ホ
調

ー
ア
奏
鳴
曲
、
作
品
百
六
三
、
奏
鳴
曲
、
作
品
百
十
、
変
イ
調

奏
鳴
曲
、
作
品
百
十
一
、

東

京

一

音

楽

學

校

…
…
…
…
·
…
…
…
…
…
…
•
•
本
科
器
楽
部
卒
業
生

ブ

作

狂
想
的
ロ
ン
ド
（
卜
長
調
、
作
品
―
二
九
ノ
い
）
…
…
…
•
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

二
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獅
唱
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
•
•
本
科

竪
楽
部
卒
業
生

伊

藤

ア

ッ

名

出

淑

子

（
『
日
本
の
洋
楽
百
年
史
』
、
三
六
六
ー
三
六
七
頁
）

四
、
最
終

六
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

イ

ツ

ェ

ー

バ

ー

作

濤
川
瀧
江

早

川

美

奈

服

部

登

和

ゼ

作

ハ
ム
マ
ー
ク
ラ
ギ

ン

メ

ル

作

第1部

ブ
ン

北

田

政

江

大
正
十
二
年
二
月
二
十
四
日

（
大
正
十
二
年
二
月
二
十
四
日

久
野
教
授
告
別
演
奏
会

（
主
催
東
京
音
楽
学
校
学
友
会
、

日
本
女
子
大
学
桜
楓
会
）

久
野
教
授
告
別
演
奏
会

東
京
音
楽
学
校
）

三
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

…
…
本
科
器
楽
部
卒
業
生

ソ
ナ
タ
（
卜
短
調
、
作
品
二
二
、
第
一
章
）
…
…
•
…
…
…
•
•
シ

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
凋
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
器
楽
部
卒
業
生

五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
二
短
調
、
第
一
九
番
、
第
一
章
）
…
…
…
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
作

…
•
•
…
•
本
科
器
楽
部
卒
業
生

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
（
イ
短
調
、
作
品
八
五
、
第
一
章
）
…
…
…
フ

ソ
ナ
タ
（
嬰
へ
長
調
、
作
品
七
八
、
第
一
章
）
：
…
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

七
、
三
部
唱

歌
劇
カ
ル
メ
ン
中
の
第
二

0
番
三
部
唱

：
…
…
…
…
…
…
・
ビ

八
、
ピ
ア
／
獨
奏

休

憩

十

分

間

歌
劇
自
由
射
手
中
の
ア
ガ
ー
テ
の
抒
情
調
…
…
…
…
…
…
ヴ

ュ

ー

マ

ン

作

…
…
…
本
科
器
楽
部
卒
業
生

廣
瀬
八
重
子

・
:
…
…
…
…
…
本
科
槃
楽
部
卒
業
生
言
口
川
節
子

酒

井

千

枝

…
本
科
器
楽
部
卒
業
生

ソ
ナ
タ
（
ハ
長
調
、
作
品
五
三
、
第
一
章
）
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作

九
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
濶
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
磐
楽
部
卒
業
生

+
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
研
究
科
器
楽
部
修
了
生

門
田
耶
蘇
子

狂
想
的
ロ
ン
ド
（
ホ
短
調
、
作
品
一
四
）
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作

十
一
、
混
盤

合

唱

い
、
菩
提
樹
…
…

…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作

ろ
、
疾
き
残
る
夏
の
薔
薇
…
…
…
•
…
…
•
•
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡

は

、

五

月

の

微

風

…

…

・

・

・

・

・

・

ド

民

謡

桂

平

太

明治・大正篇

松
野
ヨ
シ
ェ
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四
、
義
太
夫
節

の

ざ

き

む

ら

だ

ん

野

崎

村

の

段

ー

（

休

憩

十

分

）

ー

五
、
常
磐
津
節

わ

か

ぎ

は

な

す

が

た

の

さ

い

し

き

若
木
の
花
容
彩
四
季

（
曾
我
封
面
）

大
正
十
二
年
五
月
十
九
日
、
二
十
日
第
四
十
四
回
定
期
演
奏
会

大
正
十
二
年
五
月
コ
サ
13
肛
疇
耳
午
後
』
麟
半

oo“ 太大小笛
味

鼓鼓鼓 線

田梅梅望常常常常常常
磐磐磐磐磐磐

中屋屋月津津津津津津

佐幅市太八菊文松志松

左 字重妻尾
十二衛喜百三兵太太太

郎郎門蔵八郎衛夫夫夫

竹

本

綾

之

助

社

中

綱詞宇ぅ ‘ 
弼

澤

治 じ節

上悶茶＄

絃唄

寄

澤

芝

金

奇

澤

芝

勢

以

二
、
一

お
の尾

上へ
曲

の

松；

等

宮
三
味
線

吉

尺

八

吉

田田城

睛恭道

風子雄

一
、
富
本
節

ゆ
き
ど
け
ま
つ
み
さ
を
の
き
ぬ
が
さ

雪

解

松

操

轍

（
常
盤
御
前
）

編子線

富富富富富

本本本本本

都

豊都豊喜豊

常路開代前

大
正
十
二
年
四
月
十
五
日

曲

目

邦
楽
会
第
二
十
六
回
演
奏
会

六
、
絃

番
外
、

昔

架

演

奏

曲

目

東

京

昔

榮

學

校

O
u
v
e
r
tiire
,,N
a
c
h
k
l
a
n
g
e
 v
o
n
 O
s
si
a
n'' 

(
O
p
.
 

l)

…………••……………………………

•Gade

. 

二
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ヘ
短
調
幻
想
曲
（
作
品
四
九
）
…
…
…
…
…
…
シ

F
a
nt

asi
e
 F
 m
o
l
l
 
(
op

.
 4

9

)

…

…

…

…

…

…

…

…

…

C
h
op
i

n
.
 

三
、
女
盤
合
唱

即
興
曲
（
作
品
一
九
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ベ

I
mp

r
o
mp
t

u
 (
op

.

1

9

)

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

S
i

beli
u
s
.
 

四

、

管

絃
楽
詩
『
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
』
（
作
品
二
六
）
…
シ
ベ

楽

一、

管
序
曲
『
オ
シ
ア
ン
の
餘
韻
』
（
作
品
一
）
…
…
…
ガ

絃

楽

ョ
Jレ

マ

ン

作

曲

リ

ウ

ス

作

曲

リ

ウ

ス

作

曲

Tond

ich
tun
g
,,F

inland

ia^^(o

p

.26)••••

………

••S

ibel
ius
. 

五
、
混

竪

合

唱

聖
霙
降
臨
祭
（
作
品
一
六
）
…
…
…
…
…
…
…
メ
レ
ン
ド
ル
フ
作
曲

Pfingst
e
n
 (
o
p
.
 

16)

………………………………<f

•
von 

M
o
l
l
e
n
d
o
r
f
f
 

セ
ロ
獨
奏

交
響
的
愛
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
・
・
ボ
エ

V
a
ri
at
i

o
n
s
 S
y
mp
h
o
ni
q

u
e
…

…

…

…

…

…

…

…

…

L
e
o
n
 B
o
e
l
l
m
a
n
n
 

休

憩

十

分

間

楽

古
式
組
曲
『
ホ
ー
ル
ベ
ル
ヒ
の
時
代
よ
り
』

ノぐ

ン

作

曲

デ

作

曲
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V
a
ri
at
i

o
n
s
 S
y
m
p
h
o
ni
q

u
e
 

L
交

o
n

八

、

管

（

作

品

四

0

)
、

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・

・

グ

S
ui
t

e
 f ilr 
St
rei
c
h
o
r
c
h
e
st
er i
m
 alt
e
n
 St
y

le 

,,A
u
s
 H
o
l
b
e
r
g
s
 Z
ei
t

^
6
(
o
p
.
 

40)

………•••••…

•Gr

i eg
. 

七

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

ェ

ロ

イ

カ

愛

奏

曲

（

作

品

三

五

）

…

…

…

…

…

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

曲

E
r
oi
c
a
'
V
a
r
i
at
1
0
n
e
n
 
(
o
p
.
 

35)••

…………………

•Bee

thoven

. 

絃

序

曲

『

レ

オ

ノ

ー

レ

』

―

―

一

番

（

作

品

七

ニ

ノ

い

）

…

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

曲

O
u
v
e
r
tlire
,,L
e
o
n
o
r
e
^
^
N
o
.
 

3
 
(
o
p
.
 

2
7
,
 a

)
 
...... B
e
et
h
o
v
e
n
.
 

G
u
st
a
v
 
Kron 

J
o
s
e
p
h
 H
o
l
l
m
a
n
 

レ

オ

ン

・

ボ

エ

ル

マ

ン

作

曲

久

適

宮

朝

融

王

殿

下

＿

音

楽

奨

動

の

思

召

を

以

て

今

回

ヴ

イ

オ

ロ

ン

セ

ロ

一

挺

を

本

校

に

御

下

賜

相

成

候

、

同

楽

器

は

伊

國

の

名

エ

ジ

ュ

セ

ッ

ペ

・

ア

ン

ト

ニ

オ

・

グ

ワ

ル

ネ

リ

が

千

七

百

四

十

年

に

製

作

し

た

る

も

の

と

博

へ

ら

れ

、

セ

ロ

の

達

人

ヨ

ゼ

フ

・

ホ

ル

マ

ン

氏

が

ホ

ル

マ

ン

夫

人

の

名

稲

を

附

し

て

五

十

年

来

愛

用

し

た

る

世

界

有

敷

の

名

器

に

し

て

、

過

日

殿

下

に

献

上

し

た

る

も

の

に

有

之

候

、

就

て

は

右

御

披

露

を

兼

ね

来

る

二

十

日

の

演

奏

會

に

は

特

に

ホ

ル

マ

ン

氏

の

出

演

を

請

ふ

こ

と

A
し

て

左

の

一

曲

を

加

へ

侯

交

営

的

菱

奏

曲

管

絃

楽

及

合

唱

指

揮

者

J

獨

奏

者

ロ

獨

奏

者

敦

師
敦

師

B

gl
l
m
a
n
n
 

セ ピ

ア

W
illy 
B
a
r
d
a
s
 

楽

リ

ヒ

作

曲

ガ

ー

デ

作

曲

演

奏

曲

目

解

説

及

歌

詞

一

管

絃

楽

序

曲

『

オ

シ

ア

ン

の

餘

韻

』

（

作

品

一

）

〔

マ

マ

〕

こ

の

曲

は

初

め

て

ス

カ

ン

デ

ィ

ナ

ヴ

ィ

ア

の

風

調

を

世

界

に

紹

介

し

た

と

い

ふ

丁

抹

の

大

家

ガ

ー

デ

（

G
a
d
e
1
8
1
7—

9
0
)の
出
世
作
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
曲
を
出

し
て
か

ら

間

も

な

く

ラ

イ

。

フ

チ

ッ

ヒ

に

行

き

、

メ

ン

デ

ル

ソ

ー

ン

、

シ

ュ

ー

マ

ン

等

と

交

は

つ

て

其

の

感

化

を

受

け

た

。

殊

に

メ

ン

デ

ル

ソ

ー

ン

の

作

風

に

習

っ

た

貼

は

甚

だ

多

か

つ

た

が

、

そ

の

為

め

に

自

己

の

獨

創

を

失

ふ

こ

と

は

な

か

っ

た

。

こ

の

序

曲

は

彼

の

好

ん

だ

北

欧

的

主

題

に

開

す

る

曲

の

一

っ

で

、

紀

元

三

世

紀

の

ケ

ル

ト

民

族

の

歌

人

オ

シ

ア

ン

を

同

顧

し

た

も

の

で

あ

る

。

彼

の

特

徴

な

る

北

欧

の

情

調

と

ロ

マ

ン

チ

ッ

ク

の

詩

趣

と

は

此

慮

に

も

現

は

れ

て

居

る

。

楽

想

は

一

般

に

優

し

い

色

彩

に

富

み

、

ま

た

柔

か

な

憂

欝

を

帯

び

て

居

る

。

ニ

ピ

ア

ノ

獨

奏

ヘ

短

調

幻

想

曲

（

作

品

四

九

）

シ

ョ

パ

ン

作

曲

シ

ョ

パ

ン

(
C
h
op
i

n
1
8
1
0
|
1
8
4
9
)
の

比

較

的

短

か

い

曲

の

中

で

、

最

も

重

要

な

―

つ

で

あ

る

。

こ

の

曲

は

自

由

な

形

式

に

作

ら

れ

た

も

の

で

、

緩

徐

な

中

間

節

を

有

す

る

貼

に

於

て

は

『

バ

ラ

ー

デ

』

と

異

る

が

、

形

式

も

様

式

も

此

の

種

類

に

蜀

し

て

居

る

。

此

粛

に

作

者

の

幽

番

富

な

創

造

力

は

何

等

形

式

上

の

束

縛

を

受

け

ず

に

展

開

し

て

行

＜
 

女

盤

合

唱

即

興

曲

（

作

品

一

九

）

シ

ベ

リ

ウ

ス

作

曲

現

時

北

欧

楽

界

の

第

一

人

者

な

る

シ

ベ

リ

ウ

ス

（

J

e
a
n
Si
b
eli
u
s
 1
8
5
6ー）
は

獨

填

二

國

に

も

遊

學

し

て

、

廣

く

近

代

諸

楽

派

の

影

響

を

受

け

た

が

、

遂

に

驚

く

べ

き

特

異

の

表

現

を

以

て

祖

國

フ

ィ

ン

ラ

ン

ド

の

博

説

や

國

風

を

世

界

に

示

し

た

。

こ

の

即

興

曲

『

か

ゞ

や

く

星

の

合

唱

の

群

を

導

く

汝

や

よ

』

は

元

リ

ッ

ド

ベ

ル

ヒ

の

作

歌

に

附

曲

し

た

合

唱

曲

で

、

歌

詞

は

去

り

易

き

人

生

の

春

を

惜

み

、

速

か

に

若

き

日

の

歓

び

を

盛

せ

よ

な

ど

の

意

を

の

べ

て

居

る

。
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Impromptu 

Du, der fi.ihrt die Sterne im strahlenden Chor, Gebieter der 
Jubelhymnen der Nacht, schoner olympischer Knabe, komm, o 
komni mit Schwarmen von wilden naxischen Jungfrau'n, komm ! 

Komm mit Nymphenscharen, die dich des Nachts im Reigen 
feiern als Konig Iacchos ! Burschen und M且dchen,hell strahlt 
des Lebens rosiger Morgen. Luftige, holde, lachelnde Stunden 
schweben in leichten flilchtigen Reihen tiber der Flur elysischem 
Lenz. Hurtig, ach hurtig fliehen die schonen himmlichen Wesen, 
schwinden dahin zu strahlenden W eiten ; aber ihr eigner fr枷
licher Chor gleitet durch Schicksalswalten zuri.ick in dunkelnde 
Fernen. Eilet, o eilet, Madchen und Burschen, eilt und zerbrecht 
die luftigen Ketten, eilet und schliesst Genusses Umschlingung 
um solch olympisch lachendes, holdes, flilchtiges Kind ! Hier aus 
der einen zitternden Wagschal'sammelt best且ndig Moira die 
Grimme Frohgli.ikkes goldne sichre Gewichte, wirft in die andere 
sinkende Schale schlaffwordene Sinne, mattwordne Krafte, Mi.ihens 
und Sorgens lastendes Blei. Rasch wie die Fakkel flieht und sich 

↑fangt von Handen zur Hand auf panathen且ischenn且chtlichen
Festen, lassen mi.isst ihr der Jugend allewig brennende Fakkel 
dem hinter euch hersti.irmenden ji.ing'ren ros'gen Geschlechte, 
wahrend ihr selber sinkt in des Alters dunkelnde Schatten, sinkt 
in des Grabes schweigende Nacht. Eilet, o eilet, Burschen und 
Madchen, eilet zu leeren Frohgltikkes Nektar ! Eilet, o eilet, 
Burschen und Madchen, eilet zu leeren Frohgltikkes Nektar ! 
Kranzt die Pokale, dri.ickt an die heut noch schwarmenden Her-
zen, • dri.ick'an dein Herze Madchen den Burschen, Bursche die 
Maid! 

目 赳 皿 梃 継

継詣『トヽ，＼ l卜，＼，1トヽ ト』（匙1l且lli() 

＇ゞ＜＝心 K匙菩

『＋莱Q藍』トャ，＼ I卜，ヽ ユ也甘皿縦井謡歪0峯薬匿や全心゜匡⇒井謡やヂ

浜Q固e出涯竺寧V 皆華如誕ミ裂固眼Q脱哀足幸慄砧薔惹召荘紺忌如区塞ト

トゞ豆入ヽ

心翫旦案ヤ尖―,1心固両e田匿孟且圏⇒▽餅全足〇叫神⇒叶、訳 ヤ血心゚

芯辿『卜兄＼＼卜，ゞトヽト』也全入心出涯醒旦堆 二どヂQゃ＇圏全ヤ腿咀忌

如洪．旦 ］唖ミや喫心゜縫圏茶卜兄＼ Ii'-，＼ユ如聰ヤ全 心悉＇共〇吾0悪挑碍〖

丑⇒赳Q且サ叶云ヤ妥忌写呈圏眼孟弩翠如挙賑ヤ心宍茶心図全如呈心

トいJ茶王咲や心゜

出虚 翻 ぐn匪

麟副誌麟 （辻口且 li() スと心全疇嘩

姜抑ぺ入，＼':.L~ t'¥ (Willi von Mollendorff)恥ーロ滋繹這捉や'

令芝鶯心辻至條勾⇒ャ',*一ギ，＼把且晦肉゜謳匡迂盤器瞬e縦⇒ve勾全足

抵叫取恥糾苗 .....)' ¾ や品栂継茶邑器足廊辻兵足勾二々掛薔如喋鞘⇒ ャq_r-Q羊旦

ヂ尊如丹品e涎如←⇒ど叫く足勾塩心甘曖や全肉゚

Pfingsten 

Rauschende, blaue Frilhlingswellen 
Uberwogen Flur und Feld, 
Wie aus tausend frischen Quellen 
Stilrzt der Lichtstrom in die Welt. 
0 du Fest der Nachtigallen, 
Das die Schuld des Winters silhnt, 
Offne deine Tempelhallen 
Deine Ehrenpforte grunt, sie grunt, sie grunt! 

Pfingstenfriede ! Nun bezwingen 
Deine Zauber Hass und Schmerz, 
Au£ den unschuld weissen Schwingen 
Schwebt die Taube erdenwarts, erdenwarts. 
Einheit, binde Haupt und Glieder, 
Mach'die alten Wunder wahr ! 
Hochste Botschaft, kling'uns wieder, 
Wie der ersten Christenschar. 

(
9
N
6
1
~
Z
1
6
1
)
 
母
9
1
~
‘
H
6

母
沢
田
¥ぃ
輩[
8

抵

Lass'die helle Stimme schallen, 
Die die Welt zur Schonheit weist 
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ピ

ア

ノ

獨

奏

ェ
ロ
イ
カ
愛
奏
曲
（
作
品
三
五
）
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

此
の
長
曲
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

(
B
e
et
h
o
v
e
n
1
7
7
0
|
1
8
2
7
)

が
自
作
英
雄
的
交
響

テ

ー

マ

曲
の
終
章
を
愛
奏
し
た
曲
で
あ
る
。
最
初
主
想
と
し
て
現
は
れ
る
も
の
は
後
に
出
る
旋

七

諾
威
の
最
大
作
曲
家
な
る
グ
リ
ー
ヒ

(
G
ri
e
g
1
8
4
3ー

1
9
0
7
)

は
丁
抹
の
ガ
ー
デ
よ

り
も
一
屑
意
識
的
に
祗
國
の
民
謡
に
材
を
取
り
て
之
れ
に
自
家
一
流
の
和
槃
を
附
け
、

員
に
比
類
な
き
新
作
を
出
し
た
。
ピ
ア
ノ
曲
と
し
て
も
知
ら
れ
て
居
る
此
の
古
式
組
曲

は
一
八
八
四
年
丁
抹
の
詩
人
ホ
ー
ル
ベ
ル
ヒ
（
北
欧
の
モ
リ
エ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
喜
劇

作
家
）
の
二
百
年
祭
に
常
つ
て
祝
意
を
表
す
る
た
め
に
作
っ
た
も
の
で
、
故
ら
に
ホ
ー

ル
ベ
ル
ヒ
の
時
代
（
十
八
世
紀
）
の
組
曲
の
形
式
、
拍
子
又
は
装
飾
音
な
ど
を
用
ひ

〔
マ
マ
〕

て
、
而
か
も
之
に
近
代
的
の
感
じ
を
籠
め
た
作
で
あ
る
。
最
初
の
活
速
な
前
奏
曲
の
後

に
緩
徐
な
サ
ラ
バ
ン
ド
（
四
分
三
拍
子
の
舞
曲
）
が
あ
っ
て
、
次
に
稽
快
速
な
ガ
ヴ
ォ

ッ
ト
（
二
分
二
拍
子
の
舞
曲
）
に
な
る
。
ガ
ヴ
ォ
ッ
ト
の
中
間
の
進
行
と
し
て
挿
ん
で

パ
グ
パ
イ
プ

あ
る
ミ
ュ
ゼ
ッ
ト
は
嚢
笛
式
の
低
音
を
用
ひ
た
趣
味
あ
る
曲
で
あ
る
。
此
の
次
に
柔
か

、
、
、

い
悲
し
み
を
帯
び
た
短
卜
調
の
緩
か
な
歌
調
を
置
き
、
最
後
は
そ
れ
と
う
つ
り
の
好
い

軽
快
な
お
か
し
み
を
帯
び
た
リ
ゴ
ー
ド
ン
で
曲
を
結
ぶ
。
五
曲
を
通
じ
て
諧
音
の
美
と

詩
的
趣
味
と
が
至
る
所
に
見
ら
れ
る
。
（
十
八
世
紀
の
組
曲
は
拍
子
や
リ
ズ
ム
を
異
に

し
た
常
時
流
行
の
舞
曲
敷
篇
を
同
じ
調
で
一
組
に
ま
と
め
た
曲
で
あ
る
。
）

六

絃

楽
古
式
組
曲
『
ホ
ー
ル
ベ
ル
ヒ
の
時
代
よ
り
』
（
作
品
四
0

)

グ
リ
ー
ヒ
作
曲

A
uf
 

u
n
d
 a
b
 di

e
 W
a
l
d
e
s
h
a
l
l
e
n
 

W
e
ht
 

d
e
s
 
F
r
i.ihli
n
g
s
 heil

'g
e
r
 G
ei
st. 

L
a
s
st
 

u
n
s
 B
i

r
k
e
n
r
ei
ser 
s
c
h
wi
n
g
e
n
,
 

N
u
n
 s
ei
n
 H
a
u
c
h
 di
e
 W
e
lt
 

d
u
r
c
h
zi
e
ht

,
 

A
l
l
e
r
 
M
e
n
s
c
h
h
ei
t
 

K
a
mp
f

 

u
n
d
 R
i

n
g
e
n
 

S
ei

 

ei
n
 frei
es 
L
e
r
c
h
e
n
l
i
e
d
,
 

S
ei

 

ei
n
 L
e
r
c
h
e
n
l
i
e
d
 

S
ei

 

ei
n
 frei
es 
L
e
r
c
h
e
n
li
e
d
.
 

律
の
低
音
の
み
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
二
、
三
、
四
部
に
加
工
せ
ら
れ
て
中
音
や
高
音
に

ペ

ー

ス

テ

ー

マ

繰
返
さ
れ
る
。
此
の
三
つ
の
低
音
に
基
く
愛
奏
が
終
つ
て
か
ら
、
員
の
愛
奏
曲
の
主
想

（
前
出
の
低
音
に
配
し
た
旋
律
的
の
到
位
磐
）
が
現
は
れ
、
此
の
主
想
が
十
五
た
び
愛

奏
せ
ら
れ
る
。
最
後
は
一
ー
一
部
の
フ
ー
ガ
に
作
ら
れ
、
其
の
主
想
と
し
て
前
出
の
低
音
を

用
ひ
て
あ
る
が
、
其
の
結
尾
の
自
由
な
一
節
に
は
十
五
曲
の
主
想
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た

旋
律
的
主
想
が
重
に
現
は
れ
て
居
る
。

管

絃

架

序
曲
『
レ
オ
ノ
ー
レ
』
（
第
三
番
作
品
七
ニ
ノ
い
）

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
の
唯
一
の
歌
劇
『
フ
ィ
デ
リ
オ
』
一
名
『
レ
オ
ノ
ー
レ
』
の
序

曲
は
四
度
改
作
せ
ら
れ
た
が
本
演
奏
の
第
三
番
(
-
八

0
六
年
作
）
が
最
も
有
名
で
、

そ
の
構
想
の
雄
大
、
表
出
の
深
奥
及
び
技
巧
の
圃
熟
等
の
黙
に
於
て
比
類
の
な
い
序
曲

で
あ
る
。
劇
の
筋
は
西
班
牙
の
一
貴
族
フ
ロ
レ
ス
タ
ン
が
悪
人
ピ
サ
ル
ロ
の
為
め
に
獄

に
投
ぜ
ら
れ
て
勝
に
殺
さ
れ
よ
う
と
す
る
時
、
以
前
か
ら
一
青
年
フ
ィ
デ
リ
オ
と
偽
名

し
て
典
獄
の
助
手
に
入
り
込
ん
で
居
た
妻
の
レ
オ
ノ
ー
レ
が
身
を
以
て
之
を
救
は
う
と

す
る
。
此
の
時
恰
も
巡
視
の
目
的
で
到
着
し
た
純
督
の
剛
夙
が
外
に
響
い
て
悪
人
の
計

蜜
が
凡
て
破
れ
、
フ
ロ
レ
ス
タ
ン
は
終
に
救
は
れ
る
の
で
あ
る
。
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

序
曲
は
漠
然
と
劇
の
内
容
を
暗
示
す
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
フ
ロ
レ
ス
タ
ン
の
悲
嘆
を

示
す
緩
か
な
序
節
の
後
に
快
速
な
る
本
部
に
入
っ
て
此
慮
に
現
は
れ
る
激
動
的
な
新
し

い
主
想
は
レ
オ
ノ
ー
レ
を
表
は
す
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
等
の
想
が
開
展
せ
ら
れ

て
頂
貼
に
達
す
る
時
、
純
督
の
到
着
を
知
ら
せ
る
剛
夙
の
遠
音
が
舞
豪
の
後
か
ら
聞
え

プ
レ
ス
ト

n
ー

ダ

る
。
こ
れ
が
反
復
せ
ら
れ
て
強
く
響
く
時
曲
は
主
想
の
反
復
に
移
り
終
に
極
急
の
尾
句

に
逹
し
て
勝
利
の
歓
墜
裡
に
全
序
曲
を
結
ぶ
。

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

□東
京

昔

架

學

校

春

季

演

奏

會

（
五
月
十
九
・
ニ
十
日
於
東
京
―
音
楽
學
校
）

八
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二、

…
…
…
…
會
員

（
口
）
夕
の
祭
り
…
…
…
…
…
ク
ロ
ツ
ェ
ル

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
浅
野
千
鶴
子

西
風

…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

三
、
ピ
ア
ノ
フ
ォ
ル
テ
獨
奏
…
石
橋
盆
恵

ニ
短
調
ソ
ナ
タ
作
品
舟
一
ノ
ニ
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ヱ
ン

第

一
、
男
盤
合
唱

（
イ
）
遠
き
人
に
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

部

大
正
十
二
年
五
月
二
十
六
日

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
於
て
は
、
東
京
ス
イ
ム
フ
ォ
ニ
ー
の
そ
れ
に
比
し
て
明
か
に
遜
色

を
示
し
た
。
第
一
、
メ
ム
バ
ー
の
熱
心
が
足
り
な
い
か
ら
だ
。
徒
ら
に
高
く
と
ま
つ
て

ゐ
る
ば
か
り
が
能
で
は
な
い
だ
ら
う
。

曲
目
の
撰
揮
に
し
て
も
、
末
だ
／
＼
考
へ
る
餘
地
が
あ
る
と
思
ふ
。

バ
ル
ダ
ス
氏
の
ピ
ア
ノ
ー
|
'
端
正
な
弾
き
方
だ
。
悪
く
自
分
を
見
せ
つ
け
様
と
し
な

い
の
は
い
A
o

n

ー

ア

、

、

、

合
唱
は
駄
目
だ
、
弘
田
龍
太
郎
氏
の
伴
奏
に
至
っ
て
は
餘
り
だ
ら
し
が
な
さ
過
ぎ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

る
。
タ
ッ
チ
が
上
つ
す
べ
り
な
上
に
、
引
き
ず
ら
れ
る
か
ら
幽
震
弾
き
に
な
っ
て
し
ま

ふ
の
だ
。

兎
に
角
、
。
フ
ロ
フ
ェ
ッ
ソ
ル
達
が
、
い
A

加
減
に
覺
め
な
け
れ
ば
駄
目
だ
。
そ
し

て
、
つ
ま
ら
ぬ
私
心
を
棄
て
A

踏
ん
張
る
事
だ
。
〔
曲
目
省
略
〕ー

盆

子

九

郎

ー

（
『
昔
榮
研
究
』
第
一
巻
第
五
号
、
大
正
十
二
年
六
月
、
四
六
頁
）

学
友
会
第
三
十
六
回
土
曜
演
奏
会

第
舟
六
回
士
曜
演
奏
會
（
五
月
廿
六
日
）

プ

ロ

グ

ラ

ム

四
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱
…
…
…
…
内
田
榮
一

少
女
の
歎
き
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

五

、

女

盤

合

唱

…

…

…

…

會

員

ア
ヴ
ヱ
マ
リ
ヤ
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス

第

二

部

六
、
。
ヒ
ヤ
ノ
フ
ォ
ル
テ
獨
奏
…
高
安
美
佐
保

嬰
へ
長
調
ソ
ナ
タ
作
品
七
十
八
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ヱ
ン

七
、
ヴ
ィ
オ
ロ
ン
チ
ヱ
ロ
獨
奏
…
沖
不
可
止

「
春
の
醒
め
」
…
…
…
…
・
・
・
バ
ッ
ハ

八
、
バ
ス
獨
唱
…
…
…
…
…
…
小
代
義
雄

「
ユ
デ
ア
の
女
」
中
の
ボ
ロ
ー
ー
の
抒
情
調
…
…
…
…
ア
レ
ヴ
ィ
ー

九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
渡
邊
し
づ
子

コ
ー
ル
ニ
ー
ド
ラ
イ
…
…
…
…
ブ
ル
ッ
フ

+
、
混
磐
合
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
會
員

朝
の
祈
り
…
…
…
…
…
…
…
…
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

巡
醜
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ク
ロ
イ
ツ
ヱ
ル

聖
夜
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
獨
乙
民
謡

指
揮
者
助
敦
授
大
塚
淳

（
『
＿
音
榮
』
學
友
會
、
第
二
号
、
大
正
十
三
月
三
月
、
―
ニ
ー

l
ー
ニ
ニ
頁
）
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四
、

聖

歌逃
走
曲

六
、
管
絃
楽

前
奏
曲

ジ
ー
グ

バ
ッ
ハ
ー
ア
ベ
ル
ト

會
員

コ
レ
リ
ー

五
、
セ
ロ
獨
奏

ア
レ
マ
ン
ド

ソ
。
フ
ラ
ノ

テ
ノ
ー
ル

聖
歌
劇
「
天
地
創
造
」
中
の

「
天
は
紳
の
光
榮
を
知
る
」
ハ
イ
ド
ン

指

揮

者

大

塚

敦

授

（『一音榮』

臨
エ
久
會
、
第
二
号
、
大
正
十
三
年
三
月
、
―
ニ
ニ
頁
）

バ
ス

サ
ラ
バ
ン
ド

ソ
ナ
タ
前
奏

會
員

早
川
美
奈

鏑
木
欽
作

菊

地

博

伊
達
三
郎

ト
長
調
ソ
ナ
タ

十
二
、
混
盤
合
唱
及
三
重
唱

グ
リ
ー
ヒ

ア
ル
ト
獨
奏

あ
こ
が
れ

幕
田
し
な

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
蜂
谷
助
敦
授

ピ
ア
ノ
ペ
ツ
オ
ー
ル
ド
敦
授

ロ
ー
レ
ラ
イ

三
、
ピ
ア
ノ
ニ
重
奏

フ
ン
ガ
リ
ア

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

リ
ス
ト

幅
井
直
俊

倉
辻
明
毅

リ
ス
ト

二
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱

金
文
輔

（
イ
）
五
月
の
歌

（
口
）
お
や
す
み
な
さ
い

シ
ュ
ー
マ
ン

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

一
、
混
盤
合
唱

會
員

大
正
十
二
年
六
月
三
十
日
、
七
月
一
日

春
期
大
演
奏
會
曲
目
（
七
月

l

日

）

第

一

部

学
友
会
春
季
演
奏
会

歌
劇
ト
ラ
バ
ド
ル
第
三
幕
第
三
場
中

「
彼
女
の
眼
は
神
々
し
く
輝
け
り
」

八

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

境

進

幻

想

的

即

興

曲

シ

ョ

。

ハ

ン

九

、

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

渡

邊

宣

子

喜
歌
劇
「
サ
ン
マ
ー
ル
」
中
の
「
輝
く
夜
」

+

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

長

谷

川

花

子

〔

マ

マ

〕

ヘ
短
調
競
奏
曲
作
品
七
十
九
ウ
ヱ
ー
バ
ラ

十
一
、

ピ
ア
ノ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏

七
、
男
盤
合
唱
附
バ
リ
ト
ン
獨
唱

第

二

部

グ
ノ
ー

ウ
エ
ル
デ
イ

船
橋
助
敦
授

會
員

第1部 明治・大正篇 560-



三

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

幸

競
奏
曲
第
五
番
（
作
品
三
七
）
…
…
…
…
…
…
ヴ
ィ
ユ
ー
タ
ン
作
曲

C
o
n
c
e
r
t
o
 N
o
.
 

5
 
(
o
p.
 

3
7
)
 

四
、
管
絃
楽
伴
奏
混
盤
合
唱

畏
し
や
紳
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
…
…
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

D
i

e
 A
l
l
m
a
c
ht
 

C
a
r
n
a
v
a
l
 (
o
p.
 

9

)

 

O
u
v
e
rtii
re 
z
u
,,
E
g
m
o
nt

ĉ(op.
8
4
)
 

ュ

ヴ
ィ
リ
、

大
正
十
二
年
十
二
月
十
五
日
土
曜
日
午
後
一
時
半
開
場

十
六
日
日
曜
日

二

時

開

會

昔

榮

演

奏

曲

目

一
、
管

『
エ
グ
モ
ン
ト
』

第
四
十
五
回
定
期
演
奏
会

東

京

昔

榮

學

校

絃

楽

『
紳
々
の
黄
昏
』
中
の
葬
送
進
行
曲
…
…
…
…
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
作
曲

の
序
曲
（
作
品
八
四
）
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

B
e
et
h
o
v
e
n
 

S
c
h
u
b
e
rt
 

五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

謝
肉
祭
（
作
品
九
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
シS

c
h
u
m
a
n
n
 

V
i

e
u
xt
e
m
p
s
 

安

二

、

管

絃

楽

マ

ン

作

曲

バ

ル

ダ

ス

藤

W
a
g
n
e
r
 

T
r
a
u
e
r
m
a
r
s
c
h
 a
u
s
,,
D
i

e
 G
ot
t

e
r
d
a
m
m
e
r
u
n
g
^
c
 

十
五
日
（
學
生
二
限
ル
）
金
壱
円

入

場

料

十

六

日

金

戴

円

大
正
十
二
年
十
二
月
十
五
日
、
十
六
日

『
オ
ベ
ロ
ン
』

の
序
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ヴ
ェ

グ
ス
タ
ー
フ
、

〔
手
書
き
〕

演

奏

曲

目

解

説

及

歌

詞

一

管

絃

楽

『
帥
々
の
黄
昏
』
中
の
葬
送
進
行
曲
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
作
曲

歌
劇
『
紳
々
の
黄
昏
』
は
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
が
晩
年
に
完
成
し
た
四
部
劇
『
ニ
ベ
ル
ン

ゲ
ン
の
指
環
』
の
最
終
篇
で
、
北
欧
紳
話
の
英
雄
ジ
ー
グ
フ
リ
ー
ド
の
後
半
生
を
叙
し

た
も
の
で
あ
る
。
ジ
ー
グ
フ
リ
ー
ド
は
元
、
神
々
の
王
ヴ
ォ
ー
タ
ン
が
人
間
の
一
婦
に

よ
っ
て
生
ん
だ
ヴ
ェ
ル
ツ
ン
グ
族
の
男
女
の
双
兒
（
ジ
ー
グ
ム
ン
ド
と
ジ
ー
グ
リ
ン

デ
）
の
不
自
然
な
結
婚
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
勇
士
で
、
需
に
霊
創
ノ
ー
ト
ウ
ン
グ
を
振

て
大
蛇
フ
ア
フ
ネ
ル
を
刺
し
、
彼
が
所
有
せ
る
ニ
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
賓
物
（
ラ
イ
ン
の
黄

金
で
作
っ
た
指
環
と
胄
）
を
奪
ひ
更
に
炎
の
岩
に
分
け
登
つ
て
眠
れ
る
神
女
ブ
リ
ュ
ン

ヒ
ル
デ
（
ヴ
ォ
ー
タ
ン
の
娘
な
る
九
人
の
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
ー
レ
の
一
人
）
を
呼
び
醒
し
て

こ
れ
を
要
り
、
こ
れ
に
か
の
指
環
を
輿

へ
た
英
雄
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
は
以
上
の

出
来
事
を
『
ラ
イ
ン
の
黄
金
』
『
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
ー
レ
』
及
『
ジ
ー
グ
フ
リ
ー
ド
』
の
三
歌

劇
中
に
表
は
し
、
其
後
の
事
件
を
此
の
最
終
劇
に
叙
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
ジ
ー
グ
フ

リ
ー
ド
は
妻
に
指
環
を
輿
へ
て
後
、
更
に
箪
身
冒
瞼
を
な
す
べ
く
ラ
イ
ン
に
悼
し
、
河

畔
に
住
す
る
ギ
ビ
ヒ
ュ
ン
グ
の
一
族
（
グ
ン
テ
ル
と
其
妹
グ
ッ
ト
ル
ー
ネ
及
び
異
父
の

兄
弟
ハ
ー
ゲ
ン
等
）
に
迎
へ
ら
れ
て
此
慮
に
止
ま
っ
た
が
、
か
の
指
環
を
奪
は
ん
と
す

る
ハ
ー
ゲ
ン
の
奸
計
に
陥
つ
て
種
々
の
不
幸
に
逢
っ
た
後
終
に
殺
害
せ
ら
れ
る
。
彼
の

い
た
ま
し
い
最
期
の
場
面
は
森
に
園
ま
れ
た
岩
立
っ
た
ラ
イ
ン
の
河
岸
で
、
此
慮
に
そ

の
日
の
狩
を
了
へ
た
グ
ン
テ
ル
、
ハ
ー
ゲ
ン
其
他
の
者
が
集
ま
つ
て
来
て
ジ
ー
グ
フ
リ

ー
ド
と
出
逢
ひ
、
一
同
休
息
を
し
な
が
ら
、
ジ
ー
グ
フ
リ
ー
ド
は
ハ
ー
ゲ
ン
の
勒
め
る

角
盃
を
手
に
し
て
座
興
に
身
の
上
話
を
す
る
が
、
そ
れ
の
終
る
頃
頭
上
を
飛
ぶ
不
吉
な

O
u
v
e
rtti
re 
z
u
 .. 
O
b
e
r
o
n
^
^
 

六

、

管

絃

楽

指
揮
者

W
e
b
e
r
 

ク
ロ
ー
ン

ー

ベ

ル

作

曲
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ヲ
ー
ペ

鶉
を
怪
ん
で
振
返
る
途
端
に
ハ
ー
ゲ
ン
は
す
は
や
く
彼
の
背
部
を
刺
し
て
逃
れ
去
る
。

人
々
は
唯
荒
き
且
つ
悲
し
ん
で
倒
れ
た
英
雄
を
園
ん
で
居
る
が
、
や
が
て
グ
ン
テ
ル
の

指
園
で
一
同
は
退
骸
を
楯
に
の
せ
て
既
に
日
暮
れ
て
月
白
き
岡
を
越
え
て
運
ん
で
行

く
。
本
演
奏
の
進
行
曲
は
こ
の
悲
し
い
行
列
に
伴
ふ
音
楽
で
あ
っ
て
悲
痛
と
壮
厳
と
の

表
出
に
於
て
比
類
な
き
名
曲
で
あ
る
。
曲
を
組
立
て
A

ゐ
る
多
く
の
モ
テ
イ
ー
フ
は
何

れ
も
此
の
四
部
劇
の
前
の
部
分
に
於
て
ジ
ー
グ
フ
リ
ー
ド
に
最
も
開
係
の
深
い
人
物
又

は
事
件
と
結
合
し
て
既
に
現
は
れ
た
も
の
で
、
此
の
進
行
曲
は
英
雄
の
一
代
を
回
顧
し

た
告
別
の
僻
と
も
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
最
初
ヴ
ェ
ル
ツ
ン
グ
一
族
の
悲
し
い
運
命
を

語
る
モ
テ
イ
ー
フ
に
起
つ
て
間
も
な
く
死
の
打
撃
の
モ
テ
イ
ー
フ
（
英
雄
が
倒
れ
た
時

醤
い
た
も
の
）
が
現
は
れ
る
。
此
の
楽
句
は
後
に
幾
度
も
他
の
楽
句
を
続
つ
て
現
は
れ

全
曲
に
力
強
い
悲
牡
の
感
を
輿
へ
る
。
こ
れ
か
ら
以
下
年
代
の
順
を
追
う
て
ジ
ー
グ
ム

ン
ド
、
ジ
ー
グ
リ
ン
デ
及
び
愛
の
モ
テ
イ
ー
フ
が
相
次
で
響
く
が
、
や
が
て
ハ
長
調
の

創
の
モ
テ
イ
ー
フ
に
移
る
。
此
の
一
節
は
普
通
の
葬
送
進
行
曲
に
於
け
る
ト
リ
オ
の
部

分
に
相
嘗
す
る
も
の
で
、
凡
て
が
光
明
に
充
ち
、
死
の
モ
テ
イ
ー
フ
す
ら
も
凱
旋
の
剛

夙
の
如
く
響
い
て
死
を
す
ら
恐
れ
ぬ
勇
士
の
悌
を
偲
ば
し
め
る
。
剣
に
績
い
て
ジ
ー
グ

フ
リ
ー
ド
及
英
雄
の
モ
テ
イ
ー
フ
に
進
み
、
曲
は
力
強
い
絶
頂
に
達
す
る
が
、
や
が
て

現
は
れ
る
プ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
の
や
さ
し
い
モ
テ
イ
ー
フ
は
漸
次
に
陰
爵
の
度
を
加
へ
て

終
に
曲
は
落
腑
の
溜
息
の
や
う
に
消
え
る
。

二

管

絃

楽

工

グ

モ

ン

ト

の

序

曲

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

曲

本
曲
は
作
者
が
四
十
歳
の
時
の
作
で
ゲ
ー
テ
の
ド
ラ
マ
の
序
曲
と
し
て
書
い
た
も
の

プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト

で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
の
作
は
西
班
牙
王
フ
ィ
リ
ッ
プ
ニ
世
の
新
敦
徒
の
歴
迫
に
反
抗
し
て

虚
刑
せ
ら
れ
た
十
六
世
紀
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
貴
族
エ
グ
モ

＜
卜
伯
を
主
人
公
と
し

た
も
の
で
、
劇
の
最
後
は
伯
が
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
國
民
の
自
由
の
戦
士
た
る
こ
と
を
自

覺
し
て
従
容
死
に
就
く
や
う
に
描
い
て
あ
る
。
ベ
ー
ト
ヴ
ェ
ン
の
此
の
曲
は
劇
の
内
容

を
細
か
に
窟
さ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
く
唯
だ
大
證
の
筋
を
暗
示
す
る
や
う
に
作
ら
れ

て
居
る
。
曲
は
暴
君
の
歴
制
に
悩
む
國
民
の
苦
悶
の
槃
に
始
ま
り
奮
闘
の
結
果
遂
に
暴

政
を
脱
し
得
た
國
民
の
勝
利
の
歓
槃
に
終
る
の
で
あ
る
。

（
獨
唱
）

（
合
唱
）

ヴ
ィ
ュ
ー
タ
ン
作
曲

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
第
五
番

ベ
リ
オ
の
弟
子
及
び
後
繊
者
と
し
て
白
耳
義
楽
界
の
覇
者
と
な
っ
た
ヴ
ィ
ュ
ー
タ
ン

は
十
九
世
紀
の
最
大
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
家
の
一
人
で
、
彼
の
作
曲
も
重
に
此
の
楽
器
の
為

に
な
さ
れ
て
居
る
。
彼
は
ベ
リ
オ
の
装
飾
に
富
ん
だ
技
術
を
織
承
す
る
と
同
時
に
堅
賓

な
表
現
を
も
加
へ
て
師
よ
り
も
更
に
優
れ
た
も
の
を
作
り
出
し
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
楽
の

預
達
に
貢
献
し
た
所
が
少
く
な
い
。
ヴ
ィ

ュ
ー
タ
ン
の
曲
は
唯
だ
空
虚
な
技
術
の
誇
示

に
よ
っ
て
俗
耳
を
驚
か
す
や
う
な
曲
と
は
違
ひ
概
ね
確
賓
な
古
典
的
形
式
に
優
れ
、
高

シ
ン
フ
ォ
ニ

尚
な
意
味
に
於
て
華
美
絢
爛
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
交
響
曲
風
に
作
っ
た
コ
ン
チ

エ
ル
ト
六
曲
中
で
本
演
奏
の
第
五
番

（
イ
短
調
）
は
第
四
番
（
二
短
調）

と
共
に
最
も

愛
賞
せ
ら
れ
る
名
曲
で
、
構
造
は
型
の
如
く
三
部
分
に
分
れ
、
過
度
な
ら
ざ
る
快
速
調

よ
り
表
情
に
富
め
る
緩
徐
調
を
経
て
活
躍
せ
る
快
速
調
に
終
る
。

四
管
絃
伴
奏
混
盤
合
唱

『

畏

し

や

紳

』

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作

曲

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
獨
逸
語
の
小
歌
に
箕
の
藝
術
的
作
曲
を
な
し
た
最
初
の
人
で
、
ゲ

ー
テ
、
シ
ル
レ
ル
、
ハ
イ
ネ
等
の
名
作
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
友
人
な
り
し
填
國
の
小
詩

人
等
の
作
歌
に
も
彼
の
優
れ
た
一音
楽
を
惜
ま
な
か

っ
た
。
本
演
奏
の
讃
美
歌

(
-
八
二

五
年
作
）
は
友
人
ピ
ル
ケ
ル
(

P

y
r
k
e
r
)

の
詞
に
基
い
た
も
の
で
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の

＿
音
楽
の
表
出
力
と
旋
律
和
槃
に
於
け
る
自
由
な
愛
化
と
は
此
慮
に
も
窺
は
れ
る
。
邦
語

の
歌
詞
は
原
意
に
副
ふ
や
う
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
。

歌

詞

あ
め

っ

ち

み

い

つ

畏
し
や
紳
。
天
も
地
も
紳
の
御
稜
威
。
畏
し
や
神
。

は
や
ち

疾
風
と
あ
ら
は
れ
て
、
雨
を
い
ざ
な
へ
ば
、

山
飛
び
海
さ
か
だ

っ
゜
畏
し
や
紳
゜

疾
風
と
あ
ら
は
れ
て
、
雨
を
い
ざ
な
へ
ば
、

山
飛
び
海
さ
か
だ

っ
。
畏
し
や
紳
、
畏
し
や
。

み

木
の
葉
木
の
賓
の
ゆ
ら
め
き
に
も

見
よ
御
稜
威
見
え
た
り
。
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五

（
獨
唱
）

（
合
唱
）

（
合
唱
）

野
山
に
は
花
と
疾
き
、
み
空
に
は
星
と
散
る
。

署
け
ば
鳴
誹
か
、
は
た
A

が
み
か
、
火
の
雷゚

御
稜
威
あ
な
畏
こ
や
、
わ
が
胸
を
の
A
V
o

あ
な
畏
こ
や
、
わ
が
胸
を
の
A

V

、
あ
な
か
し
こ
や
。

稗
よ
誹
よ
、
わ
が
世
を
さ
き
は
へ
゜

畏
し
や
あ
ま
つ
誹
、
畏
し
や
誹
。

｀

シ
ュ
ー
マ
ン
作

ピ

ア

ノ

獨

奏

謝

肉

祭

本
曲
は
廿
二
の
小
曲
よ
り
成
る
（
但
し

9
は
員
の
無
言
曲
な
り
）

1. 
P
r
e
a
m
b
u
l
e
 
(
前
奏
曲
）

2
.
P
ie
r
r
o
t
 (
喜
劇
の
道
化
役
の
謡
~
）
3

.

A
r
l
e
q
u
in
 

（
同
上
）

4
.
V
a
l
s
e
 n
o
b
l
e
 
(
上
品
な
園
舞
曲
）

5
.
E
u
s
e
b
iu
s
 
(
人
名
）

6
.

F
l
o
r
e
s
ta
n
 (
人
名
）

7
.
C
o
q
u
e
tte
 (
浮
氣
も
の
）

8
.
R
e
p
liqu
e
 (
繰
返
し
）

9
.
 S
p
h
in
x
e
s
 
(雄）

10
.
P
a
pill
o
n
s
 
(
却
四
蝶
の
舞
舛
）

11.

A
.
 S.
 C.
 H
.
-
S
.
 C.
 

H
.
 

A
.
 

L
e
tte
r
s
 
D
a
n
s
a
n
te
s
 
(
文
字
の
舞
踏
）

1
2
.
C
h
ia
r
in
a
 (
人
名
）

1
3
.

C
h
o
pin
 (
人
名
）

1
4
.
E
s
trella 
(
人
名
）

1
5
.
R
e
c
o
n
n
a
is
s
a
n
c
e
 
(
認
知
）

1
6
.
 P

a
n
ta
l
o
n
 
e
t
 Co
l
o
m
b
in
e
 (
道
化
役
の
夫婦
）

1
7
•
V
a
l
s
e
a
l
l
e
m
a
n
d
e
 

（
獨
逸
の
園
舞
曲
）

1
3
.
P
a
g
a
n
in
i
(
人
名
）

1
9
.
A
v
e
u
(
誓
約
）

2
0
.
P
r
o
m
e
n
a
d
e
 

（
逍
遜
）

21.

P
a
u
s
e
(
休
憩
）

2
2
.
M
a
r
c
h
e
 d
e
s
 
D
a
v
id
s
b
t
i
n
d
l
e
r
s
 
c
o
n
tr
e
 
les 

P
h
ilis
tin
s
 
(
俗
人
に
到
す
る
ダ
ヴ
ィ
ド
結
社
員
の
進
行
曲
）

シ
ュ
ー
マ
ン
は
古
典
派
以
後
の
作
家
中
、
純
藪
術
的
意
味
の
外
に
開
拓
者
と
し
て
の

歴
史
的
意
味
を
有
す
る
少
敷
者
の
一
人
で
あ
る
。
彼
の
藝
術
的
特
質
に
就
て
は
事
新
し

く
言
ふ
こ
と
は
な
い
。
着
想
の
豊
富
な
こ
と
や
、
半
ば
熱
情
的
半
ば
夢
想
的
な
彼
の
思

想
の
特
殊
な
魅
力
は
既
に
約
一
世
紀
の
間
世
界
を
狂
喜
せ
し
め
た
が
今
尚
ほ
其
の
重
な

作
は
光
彩
を
失
は
な
い
。
然
し
彼
の
藝
術
的
意
志
を
十
分
理
解
す
る
に
は
、
彼
の
歴
史

的
意
味
に
就
て
敷
語
を
費
す
必
要
が
あ
る
。
古
典
派
の
三
大
家
ハ
イ
ド
ン
、
モ
ツ
ア
ル

ト
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
賞
時
に
於
て
未
曾
有
の
豊
か
さ
と
特
別
な
感
じ
の
深
さ
と
を

示
し
た
の
み
な
ら
ず
、
叉
た
大
き
な
―
音
楽
的
形
式
を
藝
術
的
に
狡
達
せ
し
め
た
。
次
の

時
代
は
彼
等
か
ら
形
式
の
規
則
を
承
け
繊
い
で
そ
れ
の
賓
現
を
大
な
る
慣
例
と
信
じ
、

此
の
偉
大
な
模
範
か
ら
承
け
た
形
式
的
言
語
の
守
護
者
を
以
て
自
ら
任
じ
た
。
然
し
彼

等
は
先
人
の
豊
富
な
思
想
を
鋏
い
て
ゐ
た
腐
に
、
此
の
形
式
に
自
己
の
清
新
な
生
命
を

充
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
間
も
な
く
衰
頭
が
来
り
、
員
の
作
曲
術
が
無

内
容
の
形
式
主
義
に
陥
っ
た
。
此
に
於
て
こ
れ
に
反
抗
し
て
形
式
的
技
能
の
熟
練
よ
り

も
一
音
楽
の
精
神
内
容
を
重
ん
ず
る
若
い
藝
術
家
の
一
園
が
起
っ
た
。
此
の
傾
向
を
ロ
マ

ン
テ
イ
ツ
ク
と
呼
ぶ
理
由
は
凡
て
感
情
に
充
ち
た
こ
と
、
古
い
藝
術
、
文
學
、
自
然
、

宗
教
、
哲
學
、
或
は
紳
秘
で
も
）
に
熱
中
す
る
こ
と
が
創
作
の
刺
戟
と
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
シ
ュ
ー
マ
ン
は
一音
楽
の
み
な
ら
ず
、
凡
て
の
藝
術
を
捕
へ
た
此
の
運
動
の
先
頭

に
立
つ
て
、
創
作
の
み
な
ら
ず
評
論
家
と
し
て
も
新
理
想
の
た
め
に
戦
っ
た
の
で
あ
る
。

此
の
傾
向
を
も
っ
た
若
い
作
家
等
は
狭
い
仲
間
う
ち
で
自
ら
ダ
ヴ
イ
ド
結
社
員
と
稲
し

て
居
た
。
こ
れ
は
故
事
に
あ
る
王
子
ダ
ヴ
イ
デ
が
野
卑
な
巨
人
ゴ
リ
ア
テ
を
倒
し
た
や

う
に
、
古
び
た
慣
例
を
倒
さ
う
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
卸
ち
青
年
の
精
神
と
精
神
的
武

器
の
精
練
と
に
よ
っ
て
有
力
な
敵
を
黙
倒
し
や
う
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
さ
う
し
て
賓

際
彼
等
は
首
尾
よ
く
薔
派
を
征
服
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
か
く
て
酋
派
は
今
日
唯
だ
歴

史
に
残
る
の
み
で
吾
等
の
感
じ
に
は
最
早
藝
術
と
し
て
是
認
せ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
ロ

マ
ン
テ
イ
ツ
ク
に
よ
っ
て
空
想
と
感
じ
と
が
再
び
彼
等
の
櫂
利
を
得
た
の
で
あ
る
。
此

の
空
想
的
熱
情
が
今
日
尚
ほ
シ
ュ
ー
マ
ン
の
作
品
か
ら
吾
等
に
語
り
、
吾
等
を
魅
し
て

宛
も
其
の
楽
が
最
近
に
出
来
た
も
の
と
様
に
思
は
せ
る
の
で
あ
る
。

然
し
ロ
マ
ン
テ
イ
ツ
ク
派
は
自
由
な
郡
興
作
や
空
想
を
好
む
結
果
と
し
て
シ
ン
フ
ォ

二
や
ソ
ナ
ー
タ
の
や
う
な
大
曲
よ
り
も
寧
ろ
小
さ
な
楽
式
を
扱
ふ
こ
と
に
長
じ
て
ゐ

た
。
さ
れ
ば
シ
ュ
ー
マ
ン
の
ピ
ア
ノ
の
曲
の
重
心
も
此
の
種
類
の
藝
術
に
存
す
る
の
で

あ
る
が
、
然
し
彼
は
常
に
か
A

る
小
曲
の
多
敷
を
内
部
的
に
連
結
し
て
一
の
長
篇
に
纏

パ

ビ

ョ

ン

ワ

ル

デ

ス

ス

ツ

ェ

ー

ネ

ン

フ

ア

シ

ン

グ

シ

ュ

ワ

ン

ク

め
や
う
と
試
み
た
。
『
胡
蝶
』
『
森
の
場
景
』
『
謝
肉
祭
の
道
化
』
『
ク
ラ
イ
ス
レ
リ
ア
ー

ピ
ュ
ン
ド
レ
ル

ナ
』
『
ダ
ヴ
イ
ド
結
社
員
』
就
中
最
も
内
容
に
富
ん
だ
『
謝
肉
祭
』
は
其
の
例
で
あ
る
。

『
謝
肉
祭
』
で
は
一
連
の
氣
分
書
一
が
我
等
の
傍
を
疾
過
し
て
、
そ
の
全
閥
が
謝
肉
祭

と
い
ふ
民
間
の
祭
に
あ
り
さ
う
な
雑
多
な
光
景
を
現
出
す
る
。
此
の
中
の
多
く
の
曲
の

特
性
は
標
題
に
よ
っ
て
十
分
明
か
で
あ
る
。

或
る
一
定
の
人
物
が
音
楽
的
に
表
は
さ
れ
て
ゐ
る
の
も
あ
る
。
『
シ
ョ
パ
ン
』
は
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
派
の
尊
敬
し
て
ゐ
た
此
の
作
家
の
様
式
に
作
ら
れ
、
『
パ
ガ
ニ
ニ
』
と
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名
く
る
曲
は
有
名
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
技
術
曲
を
ピ
ア

ノ
で
模
倣
し
た
も
の
で
あ

る
。
更
に
又
他
の
標
題
は
狭
い
ダ
ヴ
イ
ド
結
社
員
中
の
人
物
を
指
示
し
て

ゐ
る
。
『
キ

ャ
リ
ナ
』
は
後
の
シ
ュ
ー
マ
ン
夫
人
ク
ラ
ラ
の
骰
名
、
『フ

ロ
レ
ス

タ
ン
』
、
『
オ
イ
セ

ビ
ウ
ス
』
は
シ
ュ
ー
マ
ン
自
身
の
熱
烈
な
性
質
と
夢
想
的
な
性
質
と
に
そ
れ
人
＼
附
け

た
名
で
あ
る
。
シ
ュ
ー
マ
ン
は
彼
自
身
の
編
輯
し
て
居
た
一音
楽
雑
誌
の
中
に
此
の

二
つ

の
名
を
署
名
し
て
異
っ
た
氣
質
の
立
場
か
ら
巧
に
藝
術
上
の
問
題
に
就
て
の
彼
の
判
断

を
下
し
、
ま
た
そ
れ
を
證
明
し
た
り
し
た
。
最
終
の
曲
は
『
ダ
ヴ
ィ
ド
結
註
員
の
進
行

曲
』
で
活
澄
な
、

殆
ど
嘲
笑
す
る
や
う
な

一
の
モ
テ
イ
ー
フ
が
古
い
小
歌

『
爺
が
婆
を

貰
っ
た
頃
は
』
と
戦
つ
て
、
終
に
前
者
が
勝
利
を
占
め
、
か
く
し
て
廣
＜
俗
人
に
劉
す

る
青
年
の
勝
利
と
い
ふ
意
味
を
＿音
楽
的
に
表
は
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
が
全
髄
の
根
本
思
想

で
あ
つ
て
、
そ
れ
が
謝
肉
祭
の
行
列
と
い
ふ
姿
を
取
っ
て
現
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
謝
肉
祭
の
行
列
を
な
す
人
々
が
椴
面
と
椴
装
に
隠
れ
て
歓
楽
嬉
戯
を
縦
に
し
て

居
る
の
と
同
様
に
此
曲
全
閥
の
藝
術
的
意
味
そ
の
も
の
も
幾
分
仮
面
を
被

つ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。

然
し
純
―
音
楽
上
か
ら
見
て
も
此
の
内
部
的
連
絡
は
表
れ
て
ゐ
る
。
何
と
な
れ
ば
極
少

敷
の
曲
を
除
け
ば
凡
て
の
主
想
が
同
一
の
モ
テ
イ
ー
フ
の
核
か
ら
成
立
つ
て
ゐ
る
か
ら

で
あ
る
。
此
の
核
は

a
ー
e
s
|
C
|
h
、
（
書
き
か
へ
れ
ば

as
|

c
ー
h
の
四
音
か
ら

出
来
て
ゐ
る
。
此
の
書
き
換

へ
た
昔
を
よ
せ
る
と
A
s
c
h

と
な
る
が
、
こ
れ
は
シ
ュ
ー

マ
ン
が
此
作
を
献
じ
た
女
の
友
ェ
ル
ネ
ス
ト
、
フ
リ
ッ
ケ
ン
の
生
地
の
名
な
の
で
あ

る
。
『
ス
フ
ァ
ン
ク
ス
』
と
い
ふ
曲
で
は
此
等
の
幸
日
が
順
序
を
か

へ
て
沈
欺
の
謎
と
し

て
表
は
さ
れ
る
。
『
舞
踏
す
る
文
字
』
は
騒
が
し
い
ワ
ル
ツ
の
拍
子
で
互
に
楓
れ

て
旋

回
す
る
。
此
の
一
寸
し
た
思
想
の
遊
戯
も
至
る
所
に
自
然
と
藝
術
の

一
致
を
求
め
る
ロ

．
．
．
．
．
．
 

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
の
特
徴
で
あ
る
。
シ
ュ
ー
マ
ン
は
彼
の
自
然
な
装
明
的
空
想
を
藝
術
的

リ

ヅ

ム

な
仕
方
で
幾
度
も
同
一

昔
符
や
そ
れ
の
節
奏
及
結
合
の
愛
化
に
よ
っ
て
燃
燒
せ

し
め
た

の
で
あ
る
。
か
く
し
て
此
の
ロ
マ
ン
テ
イ
ツ
ク
の
傑
作
は
小
曲
の
連
績
で
あ
り
な
が

ら
、
極
め
て
技
巧
に
富
ん
だ
組
織
と
な
り
、
そ
の
中
に
感
じ
と
精
神
、
震
感
と
結
合
の

才
能
が
稀
有
な
絶
好
の
仕
方
で
調
和
的
に
連
結
せ
ら
れ
て
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。
（
此

項
は
演
奏
者
バ
ル
ダ
ス
氏
自
身
の
解
説
に
よ
る
）
。

大
正
十
二
年
十
二
月
二
十
三
日

学
友
会
秋
季
演
奏
会

秋
期
大
演
奏
會
（
十
二
月
廿
三
日
）

一、

管
絃
楽

葬
送
行
進
曲

二
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱

六

内
田
榮

シ
ョ
。
ハ
ン

會
員

管

絃

楽

『

オ

ベ

ロ

ン

』

の

序

曲

ヴ

ェ

ー

ベ

ル

作

曲

『
オ
ベ
ロ
ン
』
は
獨
逸

ロ
マ
ン
テ
イ
ツ
ク
歌
劇
の
始
祖
ヴ

ェ
ー
ベ
ル
の
晩
年
の
作
で
、

フ
エ
ア
リ
ラ
ン
ド

其
の
筋
は
佛
閣
西
の
古
話
に
基
い
て
ゐ
る
。
仙
界
の
王
オ
ベ
ロ
ン
は
或
る
時
夫
人
テ

イ
タ
ニ
ア
と
仲
た
が
ひ
の
末
、
如
何
な
る
危
難
に
遇

つ
て
も
操
を
か
へ
ぬ
夫
婦
を
見
出

す
ま
で
は
仲
直
り
を
し
な
い
と
誓

っ
た
が
、

其
後
和
解
を
思
ひ
立

つ
て
切
り
に
か
A

る

夫
婦
を
求
め
て
ゐ
る
う
ち
に
、
ユ
オ
ン
と
い
ふ
若
い
武
士
が
重
罪
を
犯
し
た
罰
と
し
て

バ
グ
ダ
ッ
ト
ヘ
順
證
を
な
し、

其
虞
の
王
女

レ
チ
ア
を
妻
と
し
て
連
れ
饉
る
べ
き
旨
の

宣
告
を
受
け
た
と
聞
き
、
先
づ
ユ
オ
ン
を
助
け
て
雨
人
を
引
合
せ
た
後
、
饉
り
の
航
海

中
に
船
を
覆
し
て
彼
等
を
引
離
し
、
種
々
の
誘
惑
に
よ
っ
て
二
人
の
操
の
か
は
ら
な
い

の
を
確
か
め
、
こ
れ
を
機
と
し
て
己
は
夫
人
と
和
解
を
な
し
、
ユ
オ
ン
と
其
妻
は
故
郷

に
饉
ら
せ
た
と
い
ふ
話
で
あ
る
。
ー
本
演
奏
の
序
曲
は
凡
て
歌
劇
中
に
現
は
れ
る
敷
架

句
を
組
み
合
せ
て
作
っ
た
も
の
で
、
序
節
の
後
に
聞
え
る
ホ
ル
ン
の
短
い
楽
句
は
第
一

幕
（
仙
界
の
場
）
に
蓉
く
オ
ベ
ロ
ン
の
震
笛
の
音
で
あ
る
。
こ
の
雹
と
共
に
仙
界
の
光

景
が
暫
く
吾
等
の
眼
前
に
開
け
て
木
管
の
最
弱
奏
に
現
は
れ
る
軽
い

ス
タ
カ
ー
ト
の
楽

句
が
巧
み
に
嬉
戯
す
る
仙
女
の
姿
を
寓
し
出
す
。
然
し
間
も
無
く
管
に
起
る
進
行
曲
風

フ
ィ
ギ
ュ
ア

の
楽
句
と
共
に
活
氣
あ
る
快
速
調
に
轄
じ
て
第
一
主
想
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
速
い
昔
形

（
第
二
幕
航
海
の
楽
句
）
で
始
ま
り
、
次
で
第
二
の
優
し
い
楽
想
が
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
か

ら
絃
に
移
る
。

こ
れ
は
ユ
オ
ン
の
愛
の
歌
で
あ
る
。

以
上
の
外
に
尚
ほ
第
三
の
楽
想
と

し
て
有
名
な
レ
チ
ア
の
『
大
洋
の
ア
リ
ア
』
の
中
の
一
節
を
用
ひ
て
あ
る
が
、
そ
れ
か

ら
以
下
は
此
等
の
楽
想
を
展
開
又
は
反
復
し
て
短
か
い
華
々
し
い
尾
句
で
結
ぶ
。
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ア
ル
ト
獨
唱

歌
劇
「
豫
言
者
」
中
の
ロ
ー
マ
ン
ス

+
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ホ
短
調
ソ
ナ
タ
第
一
架
章

九、 八
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ソ
ナ
タ
。
ハ
セ
テ
イ
ツ
ク
終
章

グ
リ
ッ
ヒ

ベ
ー
ト
ヴ
ヱ
ン

幕
田
し
な
子

マ
イ
ヤ
ー
ベ
ー
ヤ
ー

寺
田
ヒ
サ
ミ

次
田
五
代

第

二

部

（
ハ
）

七
、
混
盤
合
唱

別
れ

森
の
日

秋
の
み
の
り

（
口
）

ジ
ョ
セ
ラ
ン
子
守
歌

（
口
）
悲
歌

三
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ロ
ン
ド
カ
。
フ
リ
チ
ョ
ー
ソ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

さ
す
ら
ひ
人

レ
ゲ
ン
デ

渡
邊
宣
子

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

（
口
）
「
フ
イ
ガ
ロ
」
中
の
伯
爵
婦
人
の
小
抒
情
調

五

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

喰

田

比

佐

子

斐
イ
長
調
ソ
ナ
タ
第
一
楽
章

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

モ
ツ
ア
ー
ル
ト

ベ
ー
ト
ヴ
ヱ
ン

ウ
イ
ニ
オ
ー
ス
キ
イ

ボ
ヘ
ミ
ヤ
民
謡

（
イ
）

ロ
ー
エ

會
員

奥
村
艶
子

（
イ
）

四、

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

藤
田
英
子

（
イ
）

マ
ス
ネ
ー

ゴ
ル
タ
ー

桂
平
太

ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
助
奏

架

一

、

管

絃

楽

十
一
、

ピ
ア
ノ
三
重
奏

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ト
リ
オ
第
四
番

十
二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ニ
短
調
第
二
競
奏
曲
第
一
楽
章

十
三
、
管
絃
架
附
混
盤
合
唱

タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
行
進
曲

指

揮

者

大

塚

助

敦

授

（『
昔
架
』
駆
友
會
、
第
二
巻
、
大
正
十
三
年
三
月
、
―
二
三

l
―
二
四
頁
）

大
正
十
三
年
二
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日

大
正
十
三
年
二
月
一
＝
年

13
旺
疇

13
午
後
ー
ニ
コ
疇
“

昔

架

演

奏

曲

目

二
、
混
盤
合
唱

三
、
絃

皇
帝
進
行
曲
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
ヴ
ァ
ー
グ
ネ
ル
作
曲

Ka
iser'Marsch

………………………………•…

••Wa

g
ner 

皇
太
子
殿
下
御
成
婚
奉
訳
歌
…
…
…
…
…
…
…
敦
授

…
…
…
…
…
…
…
敬
授

絃
楽
曲
（
作
品
一
六
）
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
•
ジ

セ
ロ

ピ
ア
J

ユ

オ

ン

作

曲

565 

信高

時野

辰

潔之
作作
曲歌

第 3章

指

揮

者

敦

授

信

時
東

京

昔

架

學

校

第
四
十
六
回
定
期
演
奏
会

ワ
グ
ネ
ル

會
員 ブ

ル
ッ
フ

上
野
ひ
さ
子

ベ
ー
ト
ヴ
ヱ
ン

田
中
規
矩
士

高
階
哲
應

伊
逹
三
郎

潔

大正元年9月～15年(1912~1926)



五

、

管

絃

楽

指

揮

者

敦
師

St
rei
c
h
o
r
c
h
e
st
er 
(
o
p
.
 
1
6
)

…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
J
u
o
n
 

S
c
h
l
u
m
m
e
rl
i

e
d
 

T
e
r
z
e
n
,
I
nt
e
r
m
e
z
z
o
 

T
a
n
z
 

四
、
女
盤
合
唱

日
本
の
古
歌
に
よ
れ
る
女
墜
合
唱
曲
（
作
品
五
）
…
；
・
・
レ
ン
ト
フ
ァ
イ
作
曲

甲

、

稗

聖

な

る

湖

畔

に

（

大

津

皇

子

）

乙

、

夢

に

過

ご

し

A
生
涯
（
小
野
小
町
）

丙
、
日
本
（
大
伴
家
持
）

F
r
a
u
e
n
c
h
o
e
r
e
 n
a
c
h
 a
lt,j
a
p
a
ni
s
c
h
e
n
 

Di
c
ht
u
ng
e
n
 (
o
p
.
 
5

)

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

・
:
L
e
n
d
v
ai

 

a
)
 
A

m

 h
ei
l
i
g

e
n
 S
e
e
 (
O
h
ot
s
u
n
o
 O
zi
)
 

b

J

V
e
rt
r
a
e
u
mt
es 
L
e
b
e
n
 (
O
n
o
n
o
 K
o
m
a
c
hi
)
 

c) 

N
i

p

p

o
n
 (
O
h
ot
o
m
o
n
o
 S
u
k
u
n
e
 Y
a
k
a
m
o
c
hi
)
 

ニ
長
調
交
響
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…

•
•
…
…
…
…
…
•
レ
ス
ニ
シ
ェ
ッ
ク
作
曲

S
y
m
p
h
o
ni
e
 D
 
dur

……………………………

•••Rezn

icek 

A
n
d
a
nt
e
ー
と
l
e
g
ro
m
a
 n
o
n
 t
r
o
p
p
o
 

A
n
d
a
nt
e
 

T
e
m
p
o
 di
 

m
i

n
u
e
tto
 

A
l
l
e
g
ro 
c
o
n
 a
ni
m
a
 

グ
ス
タ
ー
フ
、

ク

ロ

ー

ン

演

奏

曲

目

解

説

及

歌

詞

一

管

絃

榮

皇

帝

進

行

曲

ヴ

ァ

ー

グ

ネ

ル

作

曲

本

曲

は

ヴ

ァ

ー

グ

ネ

ル

(
W
ag
n
e
r
1
8
1
3
1
1
8
8
3
)

が

普

佛

戦

争

凱

旋

記

念

の
為

に

作

っ

た

も

の

で

、

一

八

七

一

年

初

め

て

伯

林

に

演

奏

せ

ら

れ

た

。

曲

頭

に

現

は

れ

る

管

絃

純

奏

の

威

厳

あ

る

主

想

は

暫

く

非

常

な

力

で

展

開

せ

ら

れ

る

が

、

そ

れ

が

鎮

ま

る

と

、

慎
鍮

管

と

銅

鼓

に

導

か

れ

て
第

二

の

主
想

が

木

管

に

響

き
、

績

い
て
マ
ル
チ
ン
、

高

野

辰

之

作

歌

信

時

潔

作

曲

ル

ッ

テ

ル

作

の

有

名

な

讃

美

歌

「

堅

き

城

」

（

,,Ei

n
'
f

est
e
B
u
rg
"
)

の

初

句

が

力

強

い
絃
楽
の
伴

奏

で

木

管

の

充
賓

し

た

和
竪

の

中

に

聞

え

る

。

此

の

楽

句

を

展

開

し

て

行

く

次

の

一

節

は

載

争

の

光
景

を

描

く

も

の

と

し

て

聞

か

れ

る

が

、

頓

て

凱

旋

の

歓

呼

に

似

た

喧

喚

の

裏

に

前

の
讃

美

歌

が

今
一

度

員

鍮

管

の

光

輝

あ

る

昔

色

に

現

は

れ

る

。

以

下

は

フ

ァ

ン

フ

ァ

ー

レ

を

合

圏

と

し

て

、

曲

は

再

び

最

初

に

錨

つ

て

第

一

主

想

が

全

管

絃
の
強
奏
に
現
は
れ
て
曲
を
結
ぶ
。

二

混

磐

合

唱

皇
太
子
殿
下
御
成
婚
奉
祝
歌

天 訂國店稜し‘天； 月訂我な物 ぷ菌け新；
地百津っ威つ津つ の等ら芽めき 玉店

に前戦の神岱 御 みがぐ憂かの
わは千ちは 影含仰 仁みう ひ年も

竪主天 ：ぃた 高闘,y,天 ：梅ば氣き生いぐ承うぐ人gちこ

を地；ざ る 山｝きの匂品は日ひ十勺ナ日 ひ勇り忘 『＞

一炉の 國匂昭のに八やひ 清が の日力‘嗣つ嗣；むれに

つ紳幻民 知のょ末r白 重 へ鳥名く足念日 びがの此こ‘立た

に と 明訂飲を短窃IF雲tう日ひ日門ます皇みの ち

し共tき炉山念きをたはのあべ子こ時； て
てに直口駅 のまて ふ照て今＂れ き ‘‘ ‘ 
雷 ‘きぎ末i天 あ °り町ど妃：
き 誠苔まに降も そよ ‘ 呼！

巴 忠、；； 点賃; Q‘ 畠
らも ろ゜ まひ へ

むてし‘ 給；

‘ て令

い
ざ
い
ざ
。

三

絃

架

絃

架

曲
（
作
品
一
六
）

〔
大
正
十
一

年
五
月
十
三
日
、
十
四
日
の
「
＿
音
楽
演
奏
目
梗
漑
」
を
参
照
。
〕

ジ

ュ

オ

ン

作

曲
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D
i

e
 B
l
u
m
e
n
 b
l
u
e
ht

e
n
 i
n
 l
o
k
k
e
n
d
e
n
 F
a
r
b
e
n
.
 

l
c
h
 
s
a
h
 i
n
 d
e
n
 w
e
l
l
e
n
d
e
n
 
St
r
o
m
 m
ei
n
e
s
 L
e
b
e
n
s
.
 

Di

e
 B
l
u
m
e
n
 st
a
r
b
e
n
.
 

Si
e
 b
l
u
e
ht

e
n
 u
n
d
 st
a
r
b
e
n
 v
e
r
g
e
b
e
n
s
.
 

四

b

)

 

V
e
rt

r
a
e
u
mt
e
s
 
L
e
b
e
n
 (
O
n
o
n
o
 K
o
m
a
c
hi
)

 

女

磐

合

唱

日
本
の
古
歌
に
よ
れ
る
女
盤
合
唱
曲
（
作
品
五
）

レ
ン
ト
フ
ァ
イ
作
曲

レ
ン
ト
フ
ァ
イ

(
E
r
wi
n
L
e
n
d
v
ai

 

1
8
8
2
ー
|
_
)
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
生
れ
、
二
十
三

歳
の
時
伊
太
利
ミ
ラ
ノ
に
趨
い

て
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
下
に
研
究
し
た
が
、

敷
年
の
後
獨
逸

に
移
住
し
て
一
九
一
九
年
か
ら
は
ベ
ル
リ
ン
の
知
名
な
一
音
楽
學
校
の
作
曲
學
敦
授
を

ス

ヰ

卜

し
て
ゐ
る
。
作
品
五
の
「
女
竪
合
唱
組
曲
」
は
凡
て
八
曲
あ
っ
て
、
み
な
日
本
古
歌
の

酬
繹
に
節
を
附
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
演
奏
に
は
其
の
う
ち
の
三
曲
を
選
ぶ
。
（
甲
）

は
大
津
ノ
皇
子
の
死
な
れ
る
時
磐
余
ノ
池
の
ほ
と
り
で
涙
な
が
ら
に
詠
ま
れ
た
と
い
ふ

「も
A

っ
た
ふ
磐
余
の
池
に
鳴
く
鴨
を
今
日
の
み
見
て
や
雲
隠
り
な
む
」
の
御
歌
ら
し

く
、
（
乙
）
は
小
町
の
「
花
の
色
は
」
の
繹
と
思
は
れ
る
。
（
丙
）
は
「
大
和
に
は
群
山

あ
れ
ど
、
と
り
よ
ろ
ふ
天
の
香
具
山
、
登
り
立
ち
國
見
を
す
れ
ば
、
國
原
は
煙
立
ち
立

う

ま

あ

き

っ

し

ま

つ
。
海
原
は
鴫
立
ち
立
つ
。

美
し
國
ぞ
蜻
蛉
洲
大
和
の
國
は
」
（
舒
明
天
皇

御

製
）
を

採
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
原
譜
に
は
家
持
作
と
し
て
あ
る
。

レ
ン
ト
フ
ァ
イ
の
此
作
は
彼
の
師
が
歌
劇
「
お
蝶
夫
人
」
に
現
は
し
た
日
本
趣
味
を

、

マ
ド
リ
ガ
ル

古
い
無
伴
奏
牧
歌
の
小
形
式
に
試
み
た
も
の
と
し
て
興
味
が
あ
る
。
彼
は
獨
逸

□来
口

此
國
の
合
唱
曲
を
研
究
す
る
に
従
ひ
、
段
々
と
現
代
の
刺
激
的
な
一音
楽
に
遠
か
つ
て
古

い
一
音
楽
の
輩
純
な
様
式
を
追
ふ
や
う
に
な
っ
た
。
本
演
奏
の
曲
な
ど
も
其
の
一
例
と
し

て
罷
く
こ
と
が
出
来
や
う
。
（
獨
文
歌
詞
は
次
の
頁
に
あ
り
）
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ei
h
e
n
;
 m
ei
n
 H
e
r
z
 i
st
 

sch, 

w
e
r
.
 

W
e
n
n
 u
e
b
e
r
s
 J
a
h
r
 di
e
 W
i

ldg

a
e
n
s
e
 s
c
h
r
ei
e
n
,
 ho

e
r
'i

c
h
's
 ni
c
ht

 

m
e
h
r
.
 

a

)

 

D
a
s
 L
a
n
d
 Y
a
m
at

o
 h
at

 

B
e
rg

e
 in
 sei
n
e
n
 R
ei
c
h
e
n
.
 

A
b
e
r
 d
e
r
 s
c
hi
m
m
e
r
n
d
e
 K
ag

u
y
a
m
a
 h

at
 

ni
c
ht

 

sei
n
e
s
 G
l
ei
c
h
e
n
.
 

A
uf
 

se
ine
m
 G
i

p

f

el 
st
a
n
d
'

i

c
h
 u
n
d
 blickt

e
 ni
e
d
e
r
 i
n
s
 L
a
n
d
 ! 

A
u
s
 g
r
u
e
n
e
r
 E
b
'n
e
 st
i

eg
 

lang

s
a
m
 z
u
m
 H
i

m
m
e
l
 R
a
u
c
h
,
 u

n
d
 
e
nt
,
 

s
c
h
w
a
n
d
.
 

U
e
b
e
r
 di
e
 M
e
e
r
f
l
ut

 

d
e
r
 
s
c
h
l
o
h
w
ei
sse 
F
l
u
eg

el 
d
e
r
 
M
o
e
w
e
 st
ri
c
h
.
 

0
 Y
a
m
at
o
 L
i

bellenei
l
a
n
d
,
 wi

e
 lieb

'
i

c
h
 di
c
h
 ! 
w
i

e
 lieb

'
i

c
h
 di
c
h
 ! 

レ
ス
ニ
シ
ェ
ッ
ク
作
曲

管

絃

楽

ニ
長
調
交
響
曲

一
九
二

0
年
か
ら
伯
林
の
國
立
―
音
楽
學
校
の
作
曲
法
敦
授
を
し
て
ゐ
る
レ
ス
ニ
シ
ェ

ッ
ク

(
E
•
N

.

v
.
 

R
e
z
ni
c
e
k
 1
8
6
0
ー
ー
！
）
は
填
國
の
名
門
に
生
れ
て
最
初
法
律
に
志
し

た
が
、
後
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
の
一
音
楽
學
校
に
學
ん
で
、
卒
業
後
獨
逸
の
諸
市
に
楽
長
と
し

て
活
動
し
な
が
ら
作
曲
に
も
従
事
し
て
ゐ
た
。
作
曲
者
と
し
て
の
彼
は
今
迄
の
虐
歌
劇

方
面
の
作
品
ー
「
ド
ン
ナ
、
デ
イ
ア
ー
ナ
」
近
作
「
青
髯
の
騎
士
」
及
び
「
ホ
ロ
フ

エ
ル
ネ
ス
」
な
ど
|
ー
＇
に
於
て
最
も
有
名
で
あ
る
が
、
然
し
リ
ー
ド
、
合
唱
曲
、
室

楽
、
管
絃
楽
等
あ
ら
ゆ
る
形
式
に
も
優
れ
た
技
悟
を
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
彼
は
楽
長
と

し
て
の
長
い
経
験
に
よ
っ

て
管
絃
楽
の
凡
て
の
技
術
に
精
通
し
一
方
に
最
も
近
代
的
な

色
彩
を
用
ひ
る
と
共
に
常
に
旋
律
的
な
基
調
を
保
ち
、
叉
た
複
雑
な
モ
チ
ー
フ
の
細
工

を
施
し
な
が
ら
も
全
閥
の
組
織
の
透
明
を
失
は
な
い
と
い
ふ
の
が
彼
の
特
性
と
し
て
賞

讃
せ
ら
れ
る
黙
で
あ
る
。
交
響
曲
の
作
品
に
は
標
題
楽
的
の
も
の
も
あ
る
が
、
寧
ろ
最

近
に
起
っ
た
絶
劉
楽
復
興
の
機
運
を
助
け
た
一
人
と
し
て
注
目
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
本
演

奏
の
二
長
調
の
如
き
も
其
の
一
例
で
古
い
交
響
曲
の
形
式
を
用
ひ
た
純
―
音
楽
で
、
而
も

其
作
法
色
彩
に
於
て
全
く
近
代
的
な
も
の
で
あ
る
。

大
正
十
三
年
三
月
一
日
学
友
会
第
三
十
七
回
土
曜
演
奏
会

猶
今
三
學
期
の
、
土
曜
演
奏
會
と
御
成
婚
記
念
大
演
奏
會
曲
目
は
左
の
通
り

で
す
。

五

第
舟
七
回
土
曜
演
奏
會
曲
目
（
三
月
一
日
）

c

)

 

Ni

p

p

o
n
 (
O
h
ot
o
m
o
n
o
 S
u
k
u
n
e
 Y
a
k
a
m
o
c
hi
)
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+
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ロ
ー
マ
ン
ス
（
へ
長
調
）

未

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

桂
平
太

（
口
）

歌
劇
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
中
「
此
慮
を
去
る
前
」

（
イ
）

マ
ス
ネ
ー

歌
劇
「
ロ
メ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
中
ワ
ル
ツ
の
歌

九
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

定

六
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱

山

田

菊

江

グ
ノ
ー

六
、
合
唱
及
獨
唱

歌
劇
「
蝶
々
夫
人
」

七
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

未

定

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

八
、

岡

見

幾

久

子

＂ 
立
口

五
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

蜂

谷

龍

子

（
口
）

會

員

獨

唱

早

川

美

奈

河

村

信

義

（
イ
）

一
ヒ
ッ

四、

ス
ケ
ル
ツ
オ
菱
口
短
調

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

立
松
房
子

シ
ョ
パ
ン

部

未

五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

定

揺

島

舎

子

三
、
ピ
ア
ノ
ニ
重
奏

ソ
ナ
タ
ニ
長
調

ロ
ー
マ
ン
ス

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

沼

澤

ゆ

き

子

モ
ツ
ア
ー
ル
ト

大
正
十
三
年
三
月
二
日

（
イ
）

学
友
会
御
成
婚
記
念
演
奏
会

御
慶
事
記
念
大
演
奏
會
（
三
月
二
日
）

曲

一
、
混
盤
合
唱

郊

宴

歌

憶
ひ
出

（
口
）

二、

會

員

信

時

潔

(
『
昔
架
』
學
友
會
、
第
二
号
、
大
正
十
三
年
＝
―
-
月
、
ー
ニ
四
頁
）

ア
ル
ト
獨
唱

歌
劇
「豫
言
者
」
中
カ
バ
テ
イ
ナ

三
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

エ
ロ
デ
イ
ア
「
消
ゆ
る
夢
」

マ
イ
ヤ
ー
ベ
ー
ヤ
ー

田

中

規

矩

士

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

歌
劇

「
リ
ゴ
レ
ッ
ト
」
中
カ
ロ
ノ
ー
メ

ポ
ロ
ネ
ー
ズ
ブ
リ
ラ
ン
テ
ニ
ウ
ヰ
ニ

オ
ー
ス
キ
ー

船

橋

榮

吉

（
口
）

ガ
ボ
ッ
ト

ラ
モ
ー

信

時

潔

曾

我

部

静

子

（
イ
）

カ
ム
。
ハ
ー
ー
ヨ
ル

四、

セ
ロ
獨
奏

沖
不
可
止

二、 一
、
管
絃
楽

結

婚

行

進

曲

ソ
。
フ
ラ
／
獨
唱

佐

藤

美

子

歌
劇
「
ミ
ー
ー
ヨ
ン
」
中
「
君
よ
知
る
や
南
の
國
」

一

宮

み

ち

子

部

會

員

ト
ー
マ

十
一
、

混
盤
合
唱

「
憶
ひ
出
」

部

目

ゼ
ダ
ー
マ
ン

會

員

グ
／

1

ヴ
ェ
ル
デ
イ

第 1部 明治・大正篇 568 



二、 一
、
卒
業
證
書
授
呉

二

、

校

長

式

僻

三
、
文
部
大
臣
祝
辮

四
、
卒
業
生
穂
代
謝
辮演

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
器
楽
部
卒
業
生

ソ
ナ
タ
（
ホ
短
調
作
品
七
第
一
榮
章
）
…
…
…
…
…
…
グ

ヽ
大
正
十
三
年
三
月
二
十
五
日

卒
業
式

大
正
十
―
―
一
年
三
月
廿
五
日
（
火
曜
日
）
午
後
一
時
三
十
分
開
始

卒

業

證

書

授

呉

式

順

序

ア
ル
ト
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
墜
楽
部
卒
業
生

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

い
、
カ
ヴ
ァ
テ
ィ
ナ
（
作
品
八
五
第
三
番
）
…
…
…
…
ラ

七
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

八
、
管
絃
榮

婚
祝
祭
行
進
曲

君
が
代

奏

曲

目

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

ッ

フ
作
曲

幕

田

シ

ナ

リ

ク
作
曲

次

田

五

代

指

揮

者

大

塚

淳

伴

奏

者

萩

原

英

一

（『＿
音
楽
』
廊
エ
久
會
、
第
二
号
、
大
正
十
三
年
三
月
‘
―
二
四
l
ー
ニ
五
頁
）

東

京

昔

架

學

校

歌
劇
「
ジ
ョ
コ
ン
ダ
」
中
の
ロ
マ
ン
ス
（
女
の
墜
）
…
ボ
ン
キ
エ
ル
リ
作
曲

…
甲
種
師
範
科
卒
業
生
伊
藤
純
一
―
―

十
一
、

+――-、

+、 九、 八、 七、 六、 五、 四、

ろ
、
ペ
ル
ペ
テ
ゥ
ー
ム
、
モ
ビ
レ

（
作
品
一
八
七
第
四
番
）
…
…
…

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
器
楽
部
卒
業
生

慰
安
曲
（
第
二
番
及
第
一
一
一
番
）
…
…
…
…
…
…
•
…
…
•
•
リ

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
器
楽
部
卒
業
生

ノ
ヴ
ェ
レ
ッ
テ
（
ホ
長
調
作
品
―
二
第
七
番
）
…
…
…
シ

メ
ッ
ゾ
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
•
•
…
•
本
科
竪
楽
部
卒
業
生

歌
劇
「
サ
ム
ソ
ン
と
ダ
リ
ラ
」
中
の
抒
情
調
…
•
…
•
•
サ
ン
、
サ
ー
ン
ス
作
曲

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
甲
種
師
範
科
卒
業
生

悲
批
な
る
ソ
ナ
タ
（
ハ
短
調
作
品
一
三
第
一
楽
章
）
・
・
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

休

憩

十

分

間

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
器
楽
部
卒
業
生

六
斐
奏
曲
（
へ
長
調
作
品
三
四
）
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
研
究
科
器
楽
部
修
了
生

激
情
せ
る
幻
想
曲
（
作
品
三
五
）
…
…
…
…
…
…
…
…
ヴ

十
四
、
混
磐
合
唱

ボ

小

甕 リ

，
 

ス
作
曲

6
 

5
 

ヵ、オ
作

づ曲

第3章

喰

田

比

佐

揺

島

舎

子

ュ
ー
タ
ン
作
曲

ソ
プ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
槃
楽
部
卒
業
生

競
奏
曲
（
イ
短
調
作
品
一

0
四
第
九
番

第
一
一
楽
章
及
第
三
楽
章
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
•
い
…
…
…
・
研
究
科
器
楽
部
修
了
生

ユ

渡

邊

宣

子

魔
王
（
作
品
一
）

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
•
…
…
…
…
…
•
•
本
科
器
楽
部
卒
業
生

十
七
荘
重
な
る
愛
奏
曲
（
作
品
五
四
）
•
…
…

ぃ
…
…
…
•
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

十
二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
研
究
科
器
楽
部
修
了
生
渡
邊
シ
ヅ

…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

ラ
。
フ
ソ
デ
ィ
（
卜
短
調
作
品
七
九
第
二
番
）
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム

栗

原

大

治

山

田

菊

江

高

野

ス

工

宮

田

八

重

マ
ン
作
曲

川

村

信

義

ス

ト
作
曲

ム
作
曲
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（口）
（イ）

二
、
管
絃
架
付
ピ
ア
ノ
獨
奏

三
、
混
盤
合
唱か

く
ば
か
り
幸
な
り
し
こ
と
な
し

（
作
品
五
四
第
五
番
）
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
…
•
•
エ
ム
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
伴
奏
上

ノ
伴
奏

弘

一

、

管

絃

榮

金

戴

園

入
場
料
學
生
券
金
壼
圃

ピ

ア

＿

音

楽

演

奏

曲

目

田

競
奏
曲
第
四
番
卜
長
調
（
作
品
五
八
）
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

（
カ
デ
ン
ツ
は
バ
ル
ダ
ス
作
）

K
o
n
z
e
r
t
 N
o
.
 

4
 
G
 d
u
r
,
 op
.
 

58

………………

•••Bee

thoven 

(
K
a
d
e
n
z
e
n
 v
o
n
 W
.
 
B
a
r
d
a
s
)
 

ラ

ノ

獨

唱

マ
リ
ア
揺
藍
歌
（
作
品
五
一
）
•
…
…
…
…
…
•
•
ゲー
、

ソ

。

フ

早

vヽヽ

シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

美

奈

ブ
Jレ

ッ
フ
作
曲

野

ひ龍

太

郎

指

揮

者

敦

師

J!I 

さ

ニ
長
調
交
響
曲
：
…
…
…
•

S
y
m
p
h
o
ni
e
 D
 
dur

……………………………

•••E

. 
v
.
 

R
e
z
ni
c
e
k
 

A
n
d
a
nt
e
,
 Al

l
e
g
ro 
m
a
 n
o
n
 t
r
o
p
p
o
 

A
n
d
a
nt
e
 

T
e
m
p
o
 di
 

m
i

n
u
e
t
t
o
 

A
l
l
e
g
r
e
tt
o
 c
o
n
 a
ni
m
a
 

七

、

管

絃

架

ヴ

ィ

リ

、

バ

ル

ダ

ス

（口）

い
か
に
美
し
く
良
き
ぞ

歌
劇
「
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
」
の
序
曲
：
…
…
・

O
u
v
e
rt
u
e
r
e
 z
u
,,A
n
a
c
r
e
o
n
^
c
 

Z
w
ei

 

V
o
l
k
s
li

e
d
e
r
 a
u
s
 
d
e
m
 1
7
.
 

Jahrhunder

t……………………………………

bearb

.v•V[

. 
B
a
r
d
a
s
 

a)

,,W
e
r
 s
e
h
e
n
 will̂
c 

b
)

,,
0
 w
i

e
 s
o
 
s
c
h
o
e
n
 u
n
d
 g
ut
ĉ 

ケ

ル

ビ

C
h
e
r
u
bi
ni
 

（イ）
十
七
世
祀
の
民
謡
―
―
曲
…

見
ん
と
思
ふ
も
の
は

一
作
曲

六
、
女
磐
合
唱

b

)

 

a

)

 

東

京

昔

榮

學

校

（イ）
（口）

一
…
エ
ル
、
シ
ト
ラ
ウ
ス
作
曲

我
か
心
の
冠
よ
（
作
品
ニ
―
、
第
二
番
）

小
夜
曲
（
作
品
一
七
、
第
二
番
）

D
u
 rnei
n
e
s
 H
e
r
z
e
n
s
 K
r
o
e
n
e
l
ei
n
,
 

o
p
.
 

2

1

,
 

N
o.
 

2
 

}
 

・・・R.
 St

rauss 

St
a
e
n
d
c
h
e
n
,
 op.

1
7
,
 N

o
.
 

2
 

大
正
十
三
年
疇
彗
『
―
旺
戸
疇
襲
午
後
1

二
疇
”
”

D
r
e
a
m
,
C
hi
l
d
r
e
n
 
o
p
.
 

4
3
 

大
正
十
三
年
五
月
三
十
一
日
、
六
月

l

日

マ
リ
ア
揺
藍
の
歌
（
作
品
五
一
第
二
番
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ゲ
オ
ル
グ
、

シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

ろ
、
音
楽
（
作
品
二
三
第
一
―
一
番
）
：
…
…
…
…
…
…
…
•
グ
ラ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

第
四
十
七
回
定
期
演
奏
会

五
、
高
昔
獨
唱

四
、
管

絃
b

)
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演

奏

曲

目

解

説

及

歌

詞

一

管

絃

榮

歌
劇
『
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
』
の
序
曲

ケ
ル
ビ
ニ

(
C
h
e
r
u
bi
ni
1
7
6
0
1
1
8
4
2
)

は
ぼ
ビ
十
令
利
フ
イ
レ
ン
ツ
ェ
の
生
れ
で
あ
る

が
、
二
十
二
歳
の
時
か
ら
巴
里
に
定
住
し
て
、
長
い
生
涯
の
間
、
此
の
市
で
多
く
の
歌

劇
や
宗
敦
楽
を
創
作
し
、
又
晩
年
巴
里
―音
楽
學
校
の
敦
授
及
校
長
と
し
て
多
く
の
弟
子

ク
ラ
シ
ッ
ク

に
感
化
を
及
ぼ
し
た
の
で
、
通
例
佛
蘭
西
古
典
派
の
大
家
中
に
敷
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
彼

が
佛
蘭
西
へ
来
て
か
ら
出
し
た
歌
劇
は
グ
ル
ッ
ク
の
流
を
酌
ん
だ
劇
的
表
出
を
重
ん
じ

た
も
の
で
、
其
の
一
な
る
『
フ
ア
ニ
ス
カ
』
は
ハ
イ
ド
ン
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
程
の
大

家
か
ら
も
讃
僻
を
得
た
と
い
ふ
。
此
の
前
に
出
し
た
『
ア
ナ
ク
レ
オ
ン
』
（
古
代
希
臓
の

享
楽
派
詩
人
の
事
蹟
を
描
い
た
も
の
、
一
八

0
三
年
初
演
）
は
筋
の
不
出
来
や
其
他
で

間
も
無
く
陵
れ
た
が
、
其
の
牡
麗
な
序
曲
は
今
日
も
此
の
種
の
序
曲
の
模
範
作
と
し
て

ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル

賞
美
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
彼
の
純
粋
な
高
雅
な
古
典
的
様
式
、
ク
ッ
キ
リ
と
あ
ざ
や
か
な

輪
廓
、
細
か
な
内
部
の
仕
上
げ
、
旋
律
和
槃
の
力
と
美
、
管
絃
編
成
の
巧
妙
等
は
悉
く

此
の
曲
に
於
て
も
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
歴
史
的
に
見
る
と
本
曲
は
規
則
正
し
い
均
齋

の
形
式
を
守
っ
た
モ
ツ
ア
ル
ト
の
序
曲
か
ら
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
型
を
く
づ
し
た
劇
的
な

る
序
曲
へ
の
橋
渡
し
と
し
て
興
味
が
あ
る
。
又
た
曲
中
に
現
は
れ
来
る
劇
的
な
長
い
ク

レ
シ
ェ
ン
ド
（
ゆ
つ
く
り
と
段
々
に
進
む
漸
強
奏
）
は
後
の
ロ
ッ
シ
ニ
が
好
ん
で
用
ひ

た
手
段
の
魁
と
も
見
ら
れ
る
。

二

管

絃

楽

付

ピ

ア

ノ

獨

奏

競
奏
曲
第
四
番
卜
長
調
（
作
品
五
八
）
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

コ
ン
セ
ル
ト

本
曲
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
競
奏
曲
中
で
菱
ホ
調
（
第
五
番
）
の
も
の
と
共

に
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
構
造
に
於
て
は
比
較
的
宏
大
で
な
い

が
、
着
想
に
於
て
も
開
展
（
殊
に
第
一
章
の
）
に
於
て
も
比
類
な
く
美
し
い
も
の
で
あ

る
。
又
た
ピ
ア
ノ
と
管
絃
楽
と
の
調
和
は
他
の
競
奏
曲
よ
り
も
敷
倍
完
全
で
あ
る
。
殊

に
第
二
章
は
全
く
管
絃
楽
と
ピ
ア
ノ
の
書
と
の
劉
立
か
ら
生
じ
た
も
の
A

如
く
、
管
絃

と
ピ
ア
ノ
と
の
朗
吟
式
劉
話
の
や
う
に
聞
え
る
。
休
止
な
し
に
こ
れ
に
績
く
機
智
に
富

ん
だ
終
曲
は
緩
徐
曲
の
哀
れ
な
特
性
と
好
い
封
照
を
な
し
て
ゐ
る
。
此
の
競
奏
曲
は
一

八
0
七
年
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
そ
れ
の
初
演
の
時
と
其
後
一
度

ケ
ル
ビ
ニ
作
曲

ヴ
ィ
ー
ン
の
ロ
ブ
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
公
の
宮
殿
で
之
を
自
ら
演
奏
し
た
の
で
あ
る
（
一
八

0

七
年
及
一
八

0
八
年
）
。
今
日
の
演
奏
は
日
本
で
は
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
（
演
奏
者
自

身
の
解
説
に
よ
る
）

三

混

盤

合

唱

（
イ
）
マ
リ
ア
揺
藍
歌
（
作
品
五
一
）

ゲ
ー
、
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

ゲ
オ
ル
ク
、
シ
ュ
ー
マ
ン

(
G
e
o
r
g
S
c
h
u
m
a
n
n
 1
8

6

6

1

)

は
一
九

0
0年

に
伯
林
ジ
ン
グ
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
指
揮
者
と
な
り
其
後
ブ
ル
ッ
フ
の
後
繊
者
と
し
て
王

立
音
楽
學
校
作
曲
部
の
一
部
長
と
な
っ
た
人
で
、
合
唱
楽
の
方
面
に
於
け
る
最
近
の
名

家
で
あ
る
。
本
演
奏
の
曲
は
基
督
敦
會
の
主
現
節
（
一
月
六
日
）
に
歌
ふ
や
う
に
作
っ

た
も
の
で
、
此
の
日
は
基
督
降
誕
後
間
も
な
く
東
の
邦
の
博
士
等
が
星
に
導
か
れ
て
嬰

兒
を
拝
し
に
ベ
テ
レ
ヘ
ム
に
来
た
事
（
所
謂
『
三
王
来
朝
』
）
を
記
念
す
る
祭
日
で
あ

る
。
曲
は
獨
唱
（
聖
母
の
守
歌
）
と
之
れ
に
和
す
る
牧
羊
者
の
合
唱
と
よ
り
な
る
。
マ

リ
ア
の
詞
は
凡
て
獨
逸
語
で
書
か
れ
て
ゐ
る
が
、
其
の
前
半
ー
~
『
よ
く
寝
よ
小
さ
き

エ
ス
、
母
は
汝
を
揺
り
て
歌
へ
り
、
や
が
て
槽
に
王
の
群
来
り
て
、
證
物
と
心
と
を
汝

に
献
げ
ん
、
よ
く
寝
よ
小
さ
き
エ
ス
』
|
|
を
歌
ふ
間
に
、
合
唱
は
拉
典
語
で
『
寝
よ

小
さ
き
ェ
ス
』
を
繰
返
し
、
そ
の
時
母
は
心
し
て
静
か
に
汝
を
呼
び
さ
ま
さ
ん
、
や
よ

寝
よ
、
母
は
守
れ
り
』
で
獨
逸
語
に
な
る
。
後
半
の
マ
リ
ア
の
歌
は
エ
ス
を
呼
び
さ
ま

す
詞
で
、
『
よ
く
開
け
よ
愛
す
る
エ
ス
、
澄
み
た
る
青
き
眼
を
、
汝
を
慕
ひ
て
王
等
は

来
り
、
乳
香
、
淡
築
、
黄
金
を
献
ぐ
』
と
歌
ふ
時
合
唱
は
『
汝
を
證
拝
せ
ん
（
拉
）
』

を
繰
返
し
て
最
後
に
『
疾
く
眼
を
明
か
に
開
け
よ
、
愛
の
源
な
る
心
を
も
開
け
よ
。
愛

す
る
小
さ
き
エ
ス
、
さ
め
よ
、
さ
め
よ
（
獨
）
』
で
結
ぶ
。
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M
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si
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M
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L
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e
b
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 <less 

h
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b
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a
n
k
,
 

U
n
d
 ni
m
m
e
r
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a
n
k
 v
o
n
 herzeli
c
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r
 
T
r
e
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e
n
,
 

V
o
n
 herzeli
c
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e
r
 
T
r
e
u
e
n
 ! 

S
o
l
o
 

C
h
o
r
 

C
h
o
r
 

S
i

e
c
h
e
nt

r
o
st
s
 E
n
d
e
 

a
u
c
h
,
 

（

口

）

か

く

ば

か

り

幸

な

り

し

こ

と

な

し

ブ

ル

ッ

フ

作

ブ
ル
ッ
フ

(
M
a
x
B
r
u
c
h
 1
8
3
8
|
1
9
2
0
)

は
獨
逸
ケ
ル
ン
に
生
れ
、
フ
エ
ル
デ
イ

ナ
ン
ド
、
ヒ
ラ
ー
や
ラ
イ
ネ
ッ
ケ
に
敦
を
受
け
た
後
、
或
は
指
揮
者
或
は
作
曲
家
と
し

て
其
の
長
い
生
涯
の
間
獨
逸
の
諸
市
及
び
英
國
に
も
活
動
し
た
人
で
、
最
近
は
伯
林
の

王
立
音
楽
學
校
の
作
曲
部
長
を
し
て
ゐ
た
。
彼
の
作
曲
中
最
も
重
要
な
の
は
管
絃
楽
付

の
長
大
な
合
唱
曲
で
、
巳
に
長
い
間
楽
界
に
持
噺
さ
れ
て
ゐ
る
。
本
演
奏
の
曲
は
文
豪

パ
ウ
ル
、
ハ
イ
ゼ
の
物
語
に
基
い
た
ピ
ア
／
伴
奏
の
合
唱
曲
五
曲
中
の
終
り
の
も
の

で

ジ
ー
ヒ
エ
ン
ト
ロ
ス
ト
（
十
四
世
紀
の
楽
人
）
の
最
後
と
題
し
て
あ
る
。
歌
は
愛
に
よ

み
が
へ
る
心
の
幸
揺
を
抒
し
た
も
の
で
、
彼
が
膜
々
人
に
歌
ひ
き
か
せ
、
又
た
死
に
臨

ん
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
奏
し
た
も
の
と
い
ふ
。

管

絃

柴

夢

の

子

等

ェ

ル

ガ

ー

作

曲

エ
リ
ザ
ベ
ス
王
朝
や
。
ハ
ー
セ
ル
時
代
の
隆
盛
の
後
、
約
二
百
年
の
間
優
れ
た
作
曲
家

を
出
さ
な
か
っ
た
英
國
は
十
九
世
紀
の
末
エ
ル
ガ
ー
(
Si
r
E
d
w
a
r
d
 E
l
g
a
r
 1
8
5
7
|
)
 

の
出
現
に
よ
っ
て
自
國
に
近
代
的
天
才
を
得
た
こ
と
を
誇
つ
て
ゐ
る
。
ウ
ー
ス
タ
ー
な

る
薔
敦
々
會
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
を
父
と
し
て
生
れ
た
彼
は
幼
時
か
ら
一
音
楽
に
親
し
ん
だ

が
、
作
曲
の
方
面
は
大
部
分
獨
學
に
よ
っ
て
今
日
の
位
置
に
達
し
た
と
い
ふ
。
本
演
奏

の
『
夢
の
子
等
』
(
-
九

0
二
年
初
演
奏
）
は
小
管
絃
楽
で
奏
す
る
二
つ
の
短
曲
で
、

文
豪
チ
ャ
ー
ル
ス
、
ラ
ム
の
『
イ
ー
リ
ア
短
文
集
』
中
の
有
名
な
一
文
に
基
い
て
、
其

の
心
持
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
ラ
ム
の
文
は
生
涯
獨
身
を
守
っ
た
彼
が
夢
に
自
分
の

二
兒
に
向
つ
て
、
若
か
っ
た
頃
の
思
ひ
出
を
物
語
る
こ
と
を
叙
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
最

後
に
ア
リ
ス
と
い
ふ
少
女
に
結
婚
を
求
め
て
得
な
か
っ
た
七
年
間
の
苦
心
を
物
語
っ
た

時
、
そ
れ
を
聴
い
て
ゐ
た
女
兒
の
顔
が
ア
リ
ス
の
悌
そ
の
儘
に
な
っ
た
の
で
、
我
が
子

か
昔
の
ア
リ
ス
か
分
ら
な
く
な
っ
た
。
ー
ー
ー
こ
れ
か
ら
以
下
の
敷
行
を
エ
ル
ガ
ー
は
彼

の
曲
の
初
に
掲
げ
て
そ
の
中
に
表
は
さ
う
と
す
る
意
味
を
示
し
て
ゐ
る
ー
『
か
く
て

我
が
見
つ
む
る
間
に
二
人
の
子
は
漸
く
か
す
か
に
う
す
れ
、
退
き
ま
た
退
き
っ
A
、
終

に
は
唯
だ
は
る
か
な
る
彼
方
に
二
つ
の
悲
し
げ
な
る
形
の
見
ゆ
る
ば
か
り
に
て
、
物
言

は
ね
ど
、
不
思
議
や
我
に
か
く
言
ふ
ご
と
く
思
は
れ
た
り
。

l

|
、
『
我
等
は
ア
リ
ス
の

子
等
に
あ
ら
ず
、
汝
が
子
等
に
も
あ
ら
ず
、
我
等
は
全
く
子
等
に
あ
ら
ず
。
無
な
り
、

無
に
も
至
ら
ぬ
夢
な
り
。
唯
だ
あ
り
し
や
も
知
れ
ぬ
者
な
り
。
』

第

一
曲
は
卜
短
調
の
沈
ん
だ
氣
分
の
ア

ン
ダ
ン
テ
で
あ
る
。

次
の
曲
は
長
調
の
稽
活

氣
を
帯
び
た
ア
レ
グ
レ
ッ
ト
で
あ
る
が
や
が
て
ア
ン
ダ
ン
テ
に
移
り
、
最
後
は
極
め
て

緩
か
に
憂
愁
の
感
じ
を
以
て
終
る
。
ラ
ム
の
文
の
全
髄
の
情
調
が
こ
A

に
表
は
さ
れ
て

ゐ
る
こ
と
は
容
易
に
認
め
ら
れ
る
。
ぃ

四

A
c
h
 i
c
h
,
 

i

c
h
 w
i

ll 
di
r
 alle 
Z
ei
t
 

In F
r
u
e
h
li
ng

slust
 

u
n
d
 
Wi

nt
erlei
d
 

In g
a
n
z
e
r
 T
r
e
u
e
 l
e
b
e
n
.
 

M
ei
n
 h
o
l
d
e
s
 
L
i

e
b
,
 so
 ni
m

m

 m
i

c
h
 hi
n
,
 

M
ei
n
 H
e
r
z
 u
n
d
 Si
n
n
 ei
ni
g

 

di
r
 e
rg

e
b
e
n
,
 

B
l
ei
bt

 

ei
ni
g

 

di
r
 erg

e
b
e
n
.
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D
u
 m
ei
n
e
s
 H
e
r
z
e
n
s
 K
r
o
e
n
e
l
ei
n
,
 du
 bi
st
 

v
o
n
 l
a
u
t
'
r
e
m
 
G
o
l
d
e
,
 

W
e
n
n
 a
n
d
e
r
e
 d
a
n
e
b
e
n
 sei
n
,
 da

n
n
 hi
st
 

d
u
 n
o
c
h
 vi
el 
h
o
l
d
e
.
 

D
i

e
 a
n
d
e
r
n
 t
h
u
n
 s
o
 g
e
r
n
 g
e
s
c
h
e
ut

,
 

d
u
 hi
st
 

g

a
r
 
s
a
nf
t

 

u
n
d
 st
i
l
l

e
,
 

D
a
s
s
 j
e
d
e
s
 
H
e
r
z
 si
c
h
 d
ei
n
 erfreut
,
 

d
ei
n
 G
l
u
e
c
k
 i
st
s
's,
 ni

c
ht

 

d
ei
n
 

Wi
l
l

e
.
 

D
i

e
 a
n
d
e
r
n
 s
u
c
h
e
n
 Li
e
b
'
u
n
d
 G
u
n
st

 

m
i
t
 t

a
u
s
e
n
d
 fal
s
c
h
e
n
 W
o
rt
e
n
,
 

D
u
 o
h
n
e
 M
u
n
d
'
u
n
d
 A
ug

e
n
k
u
n
st

 

hi
st
 

w
e
rt
 

a
n
 allen 
O
rt
e
n
.
 

D
u
 hi
st

,
 

als 
w
i

e
 di
e
 R
o
s
'i

m
 W
a
l
d
,
 sie
 w
ei
ss ni
e
 vo
n
 i
h
r
e
r
 B
l
u
et

h
e
,
 

D
o
c
h
 j
e
d
e
m
,
 de

r
 v
o
r
u
e
b
e
r
w
a
l
lt

,
 

e
r
f
r
e
ut

 

si
e
 d
a
s
 G
e
m
u
et

h
e
.
 

|F•Dahn 

a

)

 

D
u
 m
ei
n
e
s
 H
e
r
z
e
n
s
 K
r
o
e
n
e
l
ei
n
.
 

五

高

昔

獨

唱

（
イ
）
我
が
心
の
冠
よ
一

（

口

）

小

夜

曲

此
の
六
月
十
一
日
に
満
六
十
歳
に
達
す
る
シ
ト
ラ
ウ
ス

(
Ri
c
h
a
r
d
St
r
a
u
s
s
 1
8

6

4

 

ー
）
は
已
に
永
く
全
欧
洲
の
楽
界
に
最
高
櫂
威
と
し
て
認
め
ら
れ
て
来
た
。
彼
の
主
作

が
標
題
付
き
の
管
絃
楽
や
歌
劇
の
大
作
に
あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
小
歌
の

方
面
に
於
て
も
彼
は
特
殊
の
位
置
を
占
め
て
ゐ
る
。
即
ち
ワ
グ
ネ
ル
の
理
論
を
承
け
て

リ
ス
ト
の
狡
達
さ
せ
た
小
歌
の
新
様
式
（
詩
の
一
言
半
句
に
も
一
々
之
れ
に
應
ず
る
旋

律
和
槃
を
配
す
る
仕
方
）
を
一
層
完
全
に
導
い
た
作
家
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

（
イ
）
『
汝
我
が
心
の
冠
よ
』
は
作
品
ニ
ー
（
一
八
八
八
年
作
）
『
飾
り
な
き
ふ
し
』
五

曲
中
の
佳
作
で
詩
の
率
直
な
感
じ
を
善
く
表
は
し
て
ゐ
る
。
詞
は
賢
こ
げ
に
ふ
る
ま

ひ
、
偽
を
語
り
つ
A
、
洲
を
賣
る
お
ほ
か
た
の
女
に
比
べ
て
我
が
婦
の
や
さ
し
く
お
と

な
し
き
を
黄
金
の
冠
に
臀
へ
或
は
森
の
薔
薇
に
替
へ
な
ど
し
て
ほ
め
る
意
。
（
口
）
『
小

夜
曲
』
（
愛
す
る
人
に
寄
せ
る
夜
の
歌
）
は
作
品
一
七
(
-
八
八
六
年
作
）
六
曲
中
の

白
眉
で
、
早
い
時
代
の
作
で
あ
る
が
百
に
餘
る
シ
ト
ラ
ウ
ス
の
小
歌
中
で
最
も
廣
く
愛

せ
ら
れ
る
―
つ
で
あ
る
。
『
獨
逸
の
小
歌
』
の
著
者
ビ
シ
ョ
ー
フ
の
説
に
よ
る
と
此
の

小
夜
曲
だ
け
は
シ
ト
ラ
ウ
ス
の
新
様
式
の
例
外
で
、
即
ち
以
前
の
シ
ュ
ー
マ
ン
や
イ
エ

ン
ゼ
ン
一
派
の
道
（
詩
の
大
恒
の
氣
分
を
捕
へ
て
曲
を
附
す
る
も
の
）
を
歩
む
も
の
と

為
し
て
ゐ
る
。

工

Jレ
ヽ

シ
ト
ラ
ウ
ス
作
曲

S
t

a
e
n
d
c
h
e
n
.
 

M
a
c
h
'
au£
,
 ma

c
h
'
au£
,
 <loch 

lei
se
,
 m

ei
n
 K
i

n
d
,
 

U

m

 K
ei
n
e
n
 v
o
m
 S
c
h
l
u
m
m
e
r
 z
u
 w
e
c
k
e
n
,
 

K
a
u
m
 m
u
r
m
e
l
t
 d
e
r
 B
a
c
h
,
 ka

u
m
 zi
t
t

ert
 

i

m
 W
a
l
d
 

E
i

n
 B
l
at
t

 

a
n
 d
e
n
 B
u
e
s
c
h
e
n
 u
n
d
 H
e
c
k
e
n
.
 

D
r
u
m
 lei
se
,
 m

ei
n
 M
a
e
d
c
h
e
n
,
 class 

ni
c
ht

s
 si
c
h
 reg
t

,
 

N
u
r
 lei
se 
di
e
 H
a
n
d
 au£ 
di
e
 K
li
n
k
e
 g
eleg
t

,
 

M
i
t
 

T
ri
t
t

e
n
 w
i

e
 T
ri
t
t

e
 d
e
r
 E
l
f
e
n
 
s
o
 s
a
c
ht

,
 

U

m

 ue
b
e
r
 di
e
 B
l
u
m
e
n
 z
u
 h
u
e
p
f
e
n
,
 

F
li
eg

'
lei
c
ht

 

hi
n
a
u
s
 i
n
 di
e
 M
o
n
d
s
c
h
ei
n
n
a
c
ht

 

Z
u
 m
i

r
 
i

n
 d
e
n
 G
a
rt
e
n
 z
u
 s
c
h
l
u
ep
f

 

e
n
.
 

R
i

ng

s
 s
c
h
l
u
m
m
e
r
n
 di
e
 B
l
u
et

h
e
n
 a
m
 ri
e
s
e
l
n
d
e
n
 
B
a
c
h
 

U
n
d
 d
uf
t

e
n
 i
m
 S
c
h
l
af

,
 

n
u
r
 di
e
 L
i

e
b
e
 i
st
 

w
a
c
h
.
 

Si
t

z'
ni
e
d
e
r
,
 hi

e
r
 
d
a
e
m
m
e
r
t
'
s
 g
e
h
ei
m
ni
svoll
,
 

U
nt

er 
d
e
n
 L
i

n
d
e
n
b
a
e
u
m
e
n
,
 

D
i

e
 N
a
c
ht

i

g

all 
u
n
s
 z
u
 H
a
e
up
t

e
n
 soll 

V
o
n
 u
n
s
'r
e
n
 K
u
e
s
s
e
n
 t
r
a
e
u
m
e
n
,
 

U
n
d
 di
e
 R
o
s
e
 w
e
n
n
 si
e
 a
m
 M
o
r
g
e
n
 e
r
w
a
c
ht

,
 

H
o
c
h
 g
l
u
e
h
e
n
,
 ho

c
h
 g
l
u
e
h
e
n
 v
o
n
 d
e
n
 W
0
n
n
e
n
s
c
h
a
u
e
r
n
 d
e
r
 N
a
c
ht

.
 

|

A

.
 

F
.
 
v
.
 

S
c
h
a
k
 

六

女

磐

合

唱

十

七

世

紀

の

民

謡

二

曲

バ

ル

ダ

ス

編

曲

本
校
敦
師
バ
ル
ダ
ス
が
古
曲
を
と
つ
て
伴
奏
付
二
部
合
唱
に
作
っ
た
も
の
。
（
イ
）

『
見
ん
と
思
ふ
者
は
』
は
愛
に
傷
い
て
悩
む
こ
A

ろ
を
抒
べ
た
も
の
（
口
）
『
如
何
に
美

〔

マ

マ

〕

し
く
好
き
そ
』
は
憂
を
捨
て
A
楽
し
み
を
盤
す
宴
楽
の
歌
。
（
歌
詞
は
次
頁
に
在
り
）

W
e
r
 s
e
h
e
n
 w
i
l
l
 

z
w
ei
 

l
e
b
e
n
di
g

e
 B
r
o
n
n
e
n
,
 zw

ei
 

l
e
b
e
n
di
g

e
 Br
o
n
n
e
n
,
 

D
e
r
 soll 
m
ei
n
 z
w
ei
 

b
et

r
u
e
bt

e
 A
u
g
e
n
 s
e
h
e
n
,
 

D
i

e
 m
i

r
 v
o
r
 W
 ei
n
e
n
 s
c
hi
er 
si
n
d
 a
u
sg

e
r
o
n
n
e
n
.
 

W
e
r
 s
e
h
e
n
 w
i
l
l
 

vi
el t
i

e£ 

u
n
d
 g
r
o
s
s
e
 
W
u
n
d
e
n
,
 vi

el t
i

e£ 

u
n
d
 g
r
o
s
s
e
 

W
u
n
d
e
n
,
 

D
e
r
 soll 
m
ei
n
 s
e
h
r
 
v
e
r
w
u
n
d
't

es 
H
e
r
z
 b
e
s
e
h
e
n
,
 

A
l
s
o
 hat's 
Lie
b
 v
e
r
s
e
h
rt

 

o
b
e
n
 u
n
d
 u
nt
e
n
 

W
e
r
 w
i

s
s
e
n
 w
i
l
l

,
 

w
e
r
 m
i

r
 a
nt
u
 solch 
P
l
ag

e
n
,
 we
r
 m
i

r
 ant
u
 solch 

a

)

 
b

)

 

W
 
e
r
 
s
e
h
e
n
 

wi

ll.
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一
、
混
盤
合
唱

（
イ
）

墓

（
口
）
良

第
曲

友
…
…
…
ジ
ル
ヘ
ル

會
員

詣

…
…
…
作
者
未
詳

部
目

0
 w
i

e
 s
o
 
s
c
h
o
e
n
 u
n
d
 g
ut
 

i

st
 

<loch 
ei
n
 fr
ei
e
r
 
M
ut

,
 

W
e
n
n
 m
a
n
 v
o
n
 T
r
a
u
ri
g

k
ei
t
 

ni
c
ht

s
 w
ei
ss 
d
e
r
z
ei
t
.
 

0
 w
i

e
 s
o
 
s
c
h
o
e
n
 u
n
d
 g
ut
 

i

st
 

<loch 
ei
n
 fr
ei
er 
M
ut

,
 

W
e
n
n
 m
a
n
 v
o
n
 T
r
a
u
ri
g

k
ei
t
 

ni
c
ht

s
 w
ei
ss 
d
e
r
z
ei
t
.
 

L
a
s
st

 

u
n
s
 hi
e
r
 f
r

o
e
h
li
c
h
 sei
n
,
 halt

e
n
 ei
n
 T
a
e
n
z
e
l
ei
n
,
 

L
u
st

i

g

 

ei
n
 u
n
d
 a
u
s
,
 lass

'
di
e
 S
o
rg

e
n
 d
r
a
u
s
s
,
 hi

er 
ni
c
ht

 

h
e
r
ei
n
 
!
 

0
 w
i

e
 s
o
 
s
c
h
o
e
n
 u
n
d
 g
ut
 

i

st
 

<loch 
ei
n
 fr
ei
e
r
 
M
ut

,
 

L
u
st
i

g

 

ei
n
 u
n
d
 a
u
s
,
 lass

'
di
e
 S
o
rg

e
n
 d
r
a
u
s
s
,
 hi

e
r
 
ni
c
ht

 

h
e
r
ei
n
 
!
 

D
e
r
 i
st
 

ei
n
 N
a
r
r
 <loch g
a
n
z
,
 de

r
 li
e
bt

 

ni
c
ht

 

S
a
ng

 

u
n
d
 T
a
n
z
,
 

l
]
n
d
 d
e
r
 b
ei

 

s
c
h
o
e
n
e
n
 F
r
a
u
'n
 u
n
d
 W
ei
n
 ni
c
ht

 
f

r

o
e
h
li
c
h
 w
ill 
s
ei
n
 
!
 

W
e
n
n
 hell 
di
e
 G
ei
g

e
 kli
ng
t

,
 

li
ebli
c
h
 di
e
 F
l
o
et

e
 si
ng
t

,
 

U
n
d
 d
e
r
 D
u
l
ci
a
n
 f
r

i

s
c
h
 a
u
c
h
 st
i

m
m
et
 

a
n
,
 s'H

e
r
z
 h
o
c
h
 a
u
f
s
p
ri
ng
t

.
 

L
a
s
st

 

u
n
s
 hi
er f
r

o
e
h
li
c
h
 sei
n
,
 ha

l
t
e
n
 
ei
n
 T
a
e
n
z
e
l
ei
n
,
 

L
u
st
i

g

 

ei
n
 u
n
d
 a
u
s
,
 lass

'
di
e
 S
o
rg

e
n
 d
r
a
u
s
s
,
 hi

e
r
 
ni
c
ht

 

h
e
r
ei
n
 
!
 

0
 w
i

e
 s
o
 
s
c
h
o
e
n
 u
n
d
 g
ut
 

i

st
 

d
o
c
h
 ei
n
 fr
ei
er 
M
ut

,
 

L
u
st
i

g

 

ei
n
 u
n
d
 a
u
s
,
 lass

'
di
e
 S
o
rg

e
n
 d
r
a
u
s
s
', 
hi
er 
ni
c
ht

 

h
e
r
ei
n
 
!
 

七

管

絃

楽

ニ
長
調
交
響
曲

レ

ス

ニ

シ

ェ

ッ
ク
作
曲

〔大
正
十
三
年
二
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
の

「演
奏
曲
目
解
説
及
歌
詞
」
を
参
照
。〕

大
正
十
三
年
六
月
十
四
日
学
友
会
第
三
十
八
回
土
曜
演
奏
会

第
三
十
八
回
土
曜
演
奏
會

（
大
正
十
三
年
六
月
十
四
日
）

b

)

 

0
 wi

e
 s
o
 s
c
h
o
e
n
 
u
n
d
 g
ut

.
 

P
l
a
g
e
n
,
 

Soll 
n
a
c
h
 d
e
r
 S
c
h
o
e
n
st

e
n
 a
uf
 

d
e
r
 E
r
d
e
n
 f
r

a
g
e
n
,
 

Si
e
 
i

st
 

allei
n
 U
r
s
a
c
h
 all
'
m
ei
n
e
r
 
K
l
ag

e
n
.
 

九、

混
磐
合
唱

（
イ
）

最
後
の
舞
踏

…
…
…
獨
逸
民
謡

（
口
）

猥

夫
…
…
…
ラ
イ
ン
の
民
謡

指
揮
者

船

橋

榮

吉

（『
一
音
率
』
塵
友
會
、
第
三
号
、
大
正
十
四
年
三
月
、

七、

會

員

（
ハ
）
ス
パ
ニ
ッ
シ
ユ

ダ

ン
ス
…
…
サ
ラ
サ
ー
テ

（
口
）

ロ
ン
デ
イ
ノ
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
ー
ク
ラ
イ
ッ
ス
ラ
ー

（
イ
）

ス
ウ
ヴ
ニ
ー
ル
…
…
ド
ウ
ル
ド
ラ

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ア
ン
ダ
ン
テ
ヘ

長
調
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ヱ
ン

ソ
。フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
宮
田
八
重
子

歌
劇
豫
言
者
中
の

「
ア
A

我
息
子
よ
」
…
…
マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ル

高
階
哲
應

六
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

オ
ル
フ
ォ
イ
ス
中
の

「
我
妻
を
失
ひ
て
」
…
…
グ
ル
ッ
ク

木
村
悦
子

五、 二
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ソ
ナ
タ
ニ
長
調
作
品
二
十
八
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ヱ
ン

―

―

-

、

テ

ノ

ー

ル

獨

唱

木

下

保

（
イ
）

海
邊
に
て
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

（
口
）
春
の
信
仰
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

四

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

大

月

投

網

子

ソ
ナ
タ
愛
ホ
調
作
品
十
三
…
…
…
…
フ
ム
メ
ル

メ
ゾ
ソ
。フ
ラ
ノ
獨
唱

第

部

休

憩

吉
澤
な
を
子

澤
崎
秋
子

一
ー
ニ
頁
）
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大正13年6月21,22日，金沢にて，東京音楽学校生徒諸氏の

混声合唱

大
正
十
三
年
六
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日

◇

演

奏

旅

行

演
奏
旅
行
は
本
年
度
中
三
回
行
は
れ
た
。
第
一
回
は
六
月
二
十
一
日
と
二
十

二
日
の
二
日
間
北
陸
地
方
（
金
澤
及
富
山
）
に
、
第
二
回
は
十
一
月
七
日
浦
和

に
、
第
三
回
は
十
一
月
二
十
二
日
静
岡
に
出
張
演
奏
し
た
。

金
澤
富
山
は
各
公
會
堂
に
於
て
、
浦
和
は
高
等
學
校
に
於
て
、
静
岡
は
劇
場

に
於
て
、
各
賽
と
夜
二
回
づ
A
左
の
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
演
奏
を
な
し
、
各

會
と
も
大
成
功
を
も
つ
て
終
っ
た
。
旅
行
参
加
者
は
各
回
百
餘
名
で
あ
る
。

金
澤
、
富
山
に
て
（
大
正
十
三
年
六
月
二
十
一
日
二
十
二
日
）

曲

目

演
奏
旅
行

八、

ろい、、

一
、
混
盤
合
唱
：
…
…
…
…
…
…
・
：
・
…
…
…
…
・
：
東
京
昔
榮
學
校
諸
氏

い

、

猥

師

（

ラ

イ

ン

民

謡

）

…

…

オ

ッ

ク

ス

編

了
‘
空
し
く
老
い
ぬ
（
瑞
典
民
謡
）
…
•
…
:
｛
釦
叩
厨
訳
疇

書l

い
、
終
の
舞
踏
（
獨
逸
民
謡
）
…
…
•
•
…
•
オ
ッ
ク
ス
編

一
ろ
、
雲
雀
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
{

-

5

鯰

配

冨

腎

麟

夜

二
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
濤
川
瀧
江
氏

ホ
短
調
狂
想
的
ロ
ン
ド
…
…
…
…
…
•
…
•
•
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

三
、
ア
ル
ト
獨
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
幕
田
シ
ナ
氏

い
、
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
ヴ
ァ
…
…
…
…
…
…
…
｛
正
〉
『
闘
麟

ろ
、
揺
藍
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

四

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

蜂

龍

氏

レ
ジ
ア
ン
ド

マ
ズ
ー
ル
カ

田 川

美

奈

氏

（

諏

曲

）

（
古
代
舞
踏
曲
）
…
ウ
イ
ニ
ア
フ
ス
キ
ー
作
曲

五
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
早

気
警
]
薔
疇
｝
…
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

六
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
船
橋
榮
吉
氏

歌
劇
「
道
化
師
」
の
序
歌
…
…
…
…
…
レ
オ
ン
カ
ヴ
ァ
ル
ロ
作
曲

休
憩
十
分
間

七
、
混
盤
合
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
昔
榮
學
校
生
徒
諸
氏

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲

湖
上
•
•
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
：
｛
旗
野
十
一
郎
作
歌

ア
ル
ト
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
幕

谷

シ

ナ
氏
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湖

上
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン

臨
終
の
嚢
撤
：
・
・
:
・
・
:
・
:
......... …
…
…
…
…
…
…
…
・
：
・
・ケ

進

入

誦

第

1

混

盤

合

唱

會

員

10

混

盤

合

唱

會

lレ

ビ

二

部

員

曲

目

二
十
八
日

学
友
会
春
季
演
奏
会

東
京
一
音
楽
學
校
學
友
會

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ヲ
・
ツ
イ
ン
ガ
ラ
（
ジ
。
フ
シ
イ
の
娘
）
…
…
…
…
…
…
…
…
ド

土

r
..................................................... .
 

ヴ
ィ
オ
ロ
ン
セ
ロ
獨
奏

コ
ン
セ
ル
テ
イ
ノ
…
…
•
9
....... ,:·……………•9 

..... .
 ロ

ン

ベ

ル

ヒ

，
 

坂

西

久

治

未

東
窓
音
楽
學
校
奏
楽
堂
ニ
テ

春

季

大

演

奏

會

二
十
七
日
（
金
曜
日
）

大
正
十
三
年
六
月
｛
二
十
八
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時

大
正
十
三
年
六
月
二
十
七
日
、

8

。

ヒ

ア

ノ

獨

奏

境

進

7
 

浅

野

千

鶴

子

ニ
ゼ
ッ
テ
イ

3
 

2
 

ー

曙
の
情
調

オ
ー
ゼ
の
死

ア
ニ
ト
ラ
の
舞
曲

リ

ク

（
『
昔
榮
』
墨
友
會
、
第
三
号
、
大
正
十
四
年
三
月
、

―
―
七
l

l

一
八
頁
）

6
 

會

員

指
揮
者

伴
奏
者

歌
劇
「
豫
言
者
」
中
の
ア
リ
オ
ー
ソ
…
…
マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ル
作
曲

九
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
．
濤

川

瀧

江

氏

嬰
ハ
短
調
ソ
ナ
タ
「
月
光
の
曲
」
…
…
・
・
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

+
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
•
早
川
美
奈
氏

歌
劇
「
道
化
師
」
中
の
鳥
の
歌
…
…
・
・
・
レ
オ
ン
カ
ヴ
ァ
ル
ロ
作
曲

十
一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
．．．． 
蜂

谷

龍

氏

輝
曲
及
波
蘭
舞
踏
曲
…
…
…
…
•
…
…
…
・
・
ヴ
ユ
ー
タ
ン
作
曲

十
二
、
混
盤
合
唱
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
諸
氏

ヴ
ァ
ク
ネ
ル
作
曲

歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」
中
の
祝
歌
…
…
…
｛
乙
骨
三
郎
繹
歌

船
橋
榮
吉
氏

萩
原
英
一
氏

第

部

休

憩

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

コ
ン
セ
ル
ト
八
番

第
一
楽
章
…
•
…

…
…
…
…
…
…

…
•
•
ロ

憧
れ
を
知
る
人
の
み
ぞ
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー

二
人
の
榔
弾
兵
…
•
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
シ

ハ
短
調
ロ
ン
ド
作
品
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
シ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
管
絃
楽
伴
奏

『
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚
』
中
の
レ
シ
タ
テ
イ
ブ
と
ア
リ
ア
…

•
•
•
モ

管

絃

渠

組
曲
『
ペ
ー
ア
ギ
ン
ト
』

·
:
·
:
·
:
·
:
·
·
…
…
…
…
…
…
…
•
、
ク

ツ
ア
ー
ル
ト

5
 

渡

邊

宣

子

ヨ

ノぐ

ン

4

ピ

ア

ノ

獨

奏

山

田

菊

江

第 1部

ユ

マ

ン

3
 
テ

ノ

ー

ル

獨

唱

鳥

居

忠

五

郎
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茫 蕪如苺 睾 継屯Il(<n 寄）
択 縣 趣 （赳皿挺継）

〔疇 宰悪薬〕

THE 

GRAND CONCERT 
OF 

＾ THE GAKUYUKAI 
OF 

THE TOKYO ACADEMY OF MUSIC 
FRIDAY, JUNE 27th, 

＆ 

SATURDAY, JUNE 28th, 1924. 
AT 2 P.M. 

PROGRAMME 

PART I 

1. MIXED CHORUS : Members 
Kojo....................................... Mendelssohn 

2. VIOLIN SOLO: Miss K. Takaori 

Concert[o] No. 8(1st movement)…Rode 
3. TENOR SOLO: Mr. C. Torii 

a. Nur wer die Sehnsucht kennt 

....................................... Tschaikowsky 
b. Die beiden Grenadiere ………Schumann 

4. PIANO SOLO : Miss K. Yamada 

Rondo in C minor op. 1…………Chopin 

5. SOPRANO SOLO WITH 
ORCHESTRA: Miss N. Watanabe 
Recitative and Aria from 

"Marriage of Figaro" …………Mozart. 

INTERVAL 

PART II 

6. ORCHESTRA : Members 
Suite "Peer Gynt"..................... Grieg 

1. Morgenstimmung. 
2. Ases Tod. 
3. Ani tras T anz. 

7. SOPRANO SOLO : Miss C. Asano 
La Zingara.............................. Donizetti 

8. PIANO SOLO : Mr. S. Sakai 

Undecided .............................. 
9. VIOLONCELLO SOLO : Mr. K. Banzai 

Concertino.............................. Romberg 
10. MIXED CHORUS : Members 

Missa Pro Defunctis…...............Cherubini 

Introitus 
Graduale 
Dies Irae 

Mr. E. Funabashi (Chorus) 
Conductors 

Mr. J. Ohtsuka (Orchestra) 

-K肖＋lll叶km::ll十共田 蔀渓*4阻底11十や回寮獣領

+<直 +1 11 -lB- ~（匹 11 十兵OJ.壮巡 l 堂告

(
9
3
6
I
l

g
[
6
I
)
 

址
gI
l

H

6

止
丸
沢
固

¥
ハ

憾

8

探

ll9 



四
、
新

五

、

江

戸

昔
川
仙

一
、
三

大
正
十
三
年
十
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日

秋
季
大
演
奏
會
（
大
正
十
三
年
十
月
二
十
五
日
二
十
六
日
）

学
友
会
秋
季
演
奏
会

こ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス

9
(_’ 

秋

二
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

小
競
奏
曲
二
長
調
…
…
…
…
…
オ
ス
カ
ー
、
リ
ー
デ
イ
ン
グ

三

、

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

佐

藤

美

子

歌
劇
豫
言
者
中
の
ア
リ
オ
ー
ソ

『あ
A

我
が
子
よ
』
…
…
…
…
…
マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ル

四

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

小

城

文

子

一

、

合

唱
第

曲

長

唄

部
目

會
員 英若

執木

獅

子

内

節 ＂

，
 

ニ

ヘ

常

磐

津

節

二

、

歌

澤

節 曲

曲

婦妹＇承祠青
女北

贋孟
着 仇縁

目

於

上

野

公

園

東

京

昔

架

學

校

第

戴

拾

七

回

演

奏

曲

目

名

草

苧

環

は

晏

賑

ふ寺柳

邦

榮

會

九
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
及
バ
リ
ト
ン
獨
唱
附
合
唱
會
員

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
早
川
美
奈
子

バ

リ

ト

ン

獨

唱

内

田

榮

一

美
は
し
き
ヱ
レ
ン
作
品
二
十
四
番
…
マ
ッ
ク
ス
、
ブ
ル
ッ
フ

指

揮

者

船

橋

榮

吉

（

『

＿

音

榮

』

學

友

會

、

第

三

号

、

大

正

十

四

年

三

月

、

一

―

四

l
-
―

五

頁

）

大
正
十
三
年
十
一
月
七
日

一
、
混
盤
合
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
昔
架
學
校
生
徒
諸
氏

曲

目

浦
和
に
て
（
大
正
十
三
年
十
一
月
七
日
）

未
悲
牡
奏
鳴
曲
作
品
十
三
番
ロ
ン
ド
（
第
三
榮
章
）
ベ
ー
ト
ウ
ベ
ン

休

憩

第

部

五
、
三
重
唱

演
奏
旅
行

歌
劇

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

小
競
奏
曲
（
第
一
架
章
）
…
…
ジ
ッ
ト

七
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

鳥
居
忠
五
郎

内

田

榮

一

小

代

義

雄

フ
ア
ス
ト
中
の
決
闘
の
三
重
唱
…
…
グ
ノ
ー

林
良
輝

岡
見
幾
久
子

リ
ゴ
レ
ッ
ト
中
の
ア
リ
ア

歌
劇

『
慕
は
し
き
名
』
…
…
…
…
ヴ
ェ
ル
デ
イ

八
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

定

喰
田
比
佐
子
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夜
鶯
の
歌
（
作
品
五
九
、
第
四
番
）
•
•
…
…
•
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

墓
詣
（
古
代
獨
逸
民
謡
）
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
小
金
井
君
子
作
歌

聖
ル
チ
ー
ア
（
伊
太
利
民
謡
）
…
…
…
…
…
…
…
．．． 

ュ
ン
グ
ス
ト
編

二
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
田
中
規
矩
士
氏

メ
ヌ
エ
ッ
ト
（
作
品
六
四
）
…
…
…
…
…
…
…
パ
デ
レ
フ
ス
キ
作
曲

テ
ウ
ロ
ル
ド
ハ
ウ
ゲ
ン
に
て
の
結
婚
日
（
作
品
六
五
、
第
六
番
）
…

グ
リ
ー
ク
作
曲

三
、
ア
ル
ト
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
曾
我
部
静
子
氏

さ
す
ら
ひ
人
（
作
品
四
、
第
一
番
）
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

永
久
の
愛
に
つ
き
て
（
作
品
四
三
、
第
一
番
）
…
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．
蜂
谷
龍
氏

聖
靡
曲
（
作
品
一
七
）
…
…
…
…
…
…
…
ヴ
ィ
ー
ニ
ア
フ
ス
キ
作
曲

無
終
曲
（
作
品
三
四
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
リ
ー
ス
作
曲

五
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
長
坂
好
子
氏

・

夜
の
歌
・
｀
…
…
…
•
•

、

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

ア
ヴ
ェ
、

マ
リ
ア
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
助
奏
附
）
…
…
…
…
…
…
…
…

休
憩
十
分
間

バ
ッ
ハ
作
曲

グ
ー
ノ
ー
編

六
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
船
橋
榮
吉
氏

歌
劇
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
中
の
ヴ
ア
レ
ン
テ
イ
ン
の
抒
情
調
…
…
…
…

グ
ー
ノ
ー
曲

歌
劇
「
エ
ロ
デ
イ
ア
ー
ド
」
中
の
抒
情
調
：
·
…
…
•
•
•
マ
ッ
ス
ネ
作
曲

七
、
混
槃
合
唱
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
•
東
京
昔
架
學
校
生
徒
諸
氏

邦

榮

會 シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

夢
（
作
品
一
四
六
、
第
三
番
）
•
…
…
…
…
…
;
｛
佐
藤
誠
質
作
歌

雲
雀
の
歌
（
作
品
四
八
、
第
四
番
）
…
・
:
｛
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

高

野

辰

之

作

歌

八
、
ア
ル
ト
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
曾
我
部
静
子
氏

歌
劇
「
豫
言
者
」
中
の
カ
バ
テ
ィ
ー
ナ
と
ア
リ
ア
：
…
…
…
…
…
…
•

マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ル
作
曲

九
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
田
中
規
矩
士
氏

小
歌
「
余
は
唯
一
の
小
舎
を
持
つ
の
み
」
を
基
と
せ
る
八
の
愛
奏
曲

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

+
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
長
坂
好
子
氏

歌
劇
「
ア
イ
ー
ダ
」
中
の
抒
情
調
…
…
…
…
…
…
ヴ
ェ
ル
デ
イ
作
曲

十
一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
蜂
谷
龍
氏

流
浪
民
の
節
「
作
品
二
0
」
•
…
…
…
…
…
…
…
・
・
サ
ラ
サ
ー
テ
作
曲

十
二
、
混
盤
合
唱
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
東
京
昔
榮
學
校
生
徒
諸
氏

ヴ
ア
グ
ネ
ル
作
曲

歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」
中
の
祝
歌
…
…
…
・
：
｛
乙
骨
三
郎
繹
歌

指

揮

者

船

橋

榮

吉

氏

伴

奏

者

萩

原

英

一

氏

（
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
三
号
、
大
正
十
四
年
三
月
、
一
―
八
l
l

―九頁）

大
正
十
三
年
十
一
月
十
六
日
邦
楽
会
第
二
十
八
回
演
奏
会

大
正
十
三
年
十
一
月
十
六
日
午
後
一
時

於

上

野

公

園

東

京

昔

榮

學

校

第

戴

拾

八

回

演

奏

曲

目
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機

四
、
新
歌
舞
伎
大
森
彦
七

十
八
番
之
内

五
、
賤

帯

目

一
、
春
夜
障
子
梅
（
夕
霧
）

三
、
喜
三

の

庭

大
正
十
―
―

l

年
十
一
月
二
十
二
日
演
奏
旅
行

静
岡
に
て
（
大
正
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日
）

曲

二
‘
春
日
屋
時
次
郎

山
名
屋
浦
里
明
烏
夢
泡
雪

曲

目

久

一
、
混
磐
合
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
音
榮
學
校
生
徒
諸
氏

夜
鶯
（
作
品
五
九
、
第
四
番
）
…
…
…
…
•
•
•
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲

墓

詣

古

代

獨

逸

民

謡

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
l

小
金
井
君
子
作
歌

伊

太

利

民

謡

聖
ル
チ
ア
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

r

·
…
…
…
…
•
…
•
｛
ュ
ン
グ
ス
ト
編

二
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
山
田
菊
江
氏

六
の
愛
奏
曲
（
作
品
三
四
）
…
…
…
…
…
•
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

三
、
ア
ル
ト
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
幕
田
シ
ナ
子
氏

ロ
イ
テ
ル
作
曲

四
葉
の
ク
ロ
ー
ヴ
ァ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
｛
吉
丸
一
昌
作
歌

揺
筵
の
歌
（
作
品
四
九
、
第
四
番
）
…
…
…
…
；
・・
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
多
寅
氏

激
情
的
幻
想
曲
（
作
品
三
五
）
•
…
…
…·;

…
…
•
•
ヴ
ュ
ー
タ
ン
作
曲

五
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
・
…
…
・
・
渡
邊
宣
子
氏

歌
劇
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
中
の
花
の
歌
…
・
…
…
…
…
・
・
グ
ー
ノ
ー
作
曲

六
、
セ
ロ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
平
井
保
三
氏

イ
長
調
ソ
ナ
タ

（
第
六
番
）
：
…
…
…
…
…
…
・
・
・
・
ボ
ッ
ケ
リ
ニ
作
曲

休
憩
（
十
分
間
）

七
、
混
盤
合
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
·
:
·
:
·
…
•
•
東
京
音
榮
學
校
生
徒
諸
氏

夢
（
作
品
一
四
六
、
第
三
番
）
…
•
•
…
…
·
:
．
．
．
．
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

l

佐

藤
誠
質
作
歌

． ． ． ． ． ． ． ． ： ＾ ｀ノ

大正13年11月22日，静岡にて，東京音楽学校生徒諸氏の混声合唱
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雲
雀
の
歌
（
作
品
四
八
、
第
四
番
）
…
…
｛
―
[
口
t
プ
配
ゾ

zl鱈
作
麟

八
、
ア
ル
ト
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
幕
田
シ
ナ
子
氏

歌
劇
「
豫
言
者
」
中
の
ア
リ
オ
ー
ソ
…
…
…
マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ル
作
曲

九
、
ピ
ア
ノ
蜀
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
田
菊
江
氏

軍
隊
的
波
蘭
舞
踏
曲
（
作
品
四

0
、
第
一
番
）
…
…
シ
ョ
パ
ン
作
曲

+
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
渡
邊
宜
子
氏

な
ぜ
（
作
品
六
）
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
チ
ア
イ
コ
フ
ス
キ
作
曲

夜
の
歌
（
作
品
一
〇
六
、
第
一
番
）
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

十
一
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
多
久
寅
氏

競
奏
曲
中
の
ロ
マ
ン
ツ
ェ
（
作
品
二
二
、
第
二
番
）

オ
ー
バ
ー
タ
ッ
ス
「
マ
ヅ
ー
ル
カ
」
（
波
蘭
舞
踏
曲
、

作
品
一
九
）

ヴ
ィ
ー
ニ
ア
フ
ス
キ
作
曲

十
二
、
混
盤
合
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
京
昔
榮
學
校
生
徒
諸
氏

ヴ
ア
グ
ネ
ル
作
曲

歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」
中
の
祝
歌
…
…
…
・
：
｛
乙
骨
三
郎
繹
歌

指

揮

者

船

橋

榮

吉

氏

伴

奏

者

萩

原

英

一

氏

（
『
一
音
築
』
學
友
會
、
第
三
号
、
大
正
十
四
年
三
月
、

―
―
九
l
―二
0
頁

）

東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
出
演

静
高
開
校
記
念
の
大
昔
榮
會

静
岡
歌
舞
伎
座
に
於
て
開
催

静

岡

高

等

學

校

開

校

記

念

音

楽

會

は

昨

二

十

二

日

午

後

一

時

か

ら

四

時

半

迄

、

同

六

時

か

ら

九

時

半

迄

静

岡

歌

舞

伎

座

で

開

會

萱

は

各

學

校

生

徒

、

園

髄

、

縣

高

等

官

其

他

一

般

生

徒

の

父

兄

等

入

場

し

夜

間

は

一

般

市

民

の

入

場

を

許

し

た

が

、

東

京

―

音

楽

學

校

生

徒

が

特

に

静

高

の

招

聘

を

受

け

て

シ
ル
レ
ル
作
頌
歌
『
歓
喜
に
寄
す
』
に
基
け
る
結
尾
合
唱
曲
附

三
、
管
絃
楽
及
合
唱

二
、
蜀

獨

唱

者

船澤曾長

吉之子子

唱

ツ

ノ‘

作

曲

一
、
絃
楽
附
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

獨

奏

者

多

久

寅

安

藤

幸

東

京

昔

架

學

校

壼

等

金

参

園

入

場

料

賦

等

金

賦

園

學

生

券

金

壼

園

（

土

曜

日

二

限

ル

）

昔

架

演

奏

曲

目

大
正
十
三
年
十
一
月
一
』
＋
十
九
13
旺
疇
紅
午
後
1

一
｀
f
[
疇
鱈

出

演

し

た

事

と

て

聘

衆

は

定

刻

前

か

ら

會

場

に

押

掛

け

満

員

の

盛

況

を

呈

し

金

子

高

等

學

校

長

の

開

會

の

挨

拶

に

次

い

て

な
か
ん
づ
く

演

奏

に

移

り

、

〔

曲

目

省

略

〕

大

喝

采

で

あ

っ

た

が

就

中

多

久

寅

氏

の

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

平

井

保

三

氏

の

セ

ロ

獨

奏

は

一

際

目

立

ち

聘

衆

中

に

は

伊

東

知

事

、

辛

島

内

務

部

長

、

坂

本

警

察

部

長

、

伴

野

市

長

其

他

縣

高

等

官

、

上

流

家

庭

の

婦

人

等

多

敷

て

あ

っ

た

（
『
静
岡
民
友
新
聞
』
大
正
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日
）

大
正
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
、

三
十
日

第
四
十
八
回
定
期
演
奏
会

ニ
短
調
競
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
．
ゞ

K
o
n
z
e
rt

 

f
 i.ir 
2
 
V
i

oli
n
e
n
 i
n
 D
 m
o
l
l
 m
i
t
 
S
tre
ichorches

ter·
…

••Bach 

V

i

v
a
c
eー

L
a
rg
o
m
a
 n
o
n
 t
a
nt
o
-
A
l
l
eg
ro 

休
憩
（
＋
五
分
間
）

マ
ル
ガ
レ
テ
・
ネ
ト
ケ
・
レ
ー
ヴ
ェ

M
a
rg
a
r
et
e
 N
et
k
e
'
L
o
e
w
e
 

坂

好

我

部

静

崎

定

橋

．榮

第
九
交
響
曲
（
作
品
―
―
―
五
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
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指

揮

者

N
e
u
nt
e
 S
y
m
p
h
o
ni
e
 m
i
t
 

S
c
h
l
u
s
s
c
h
o
r
 

号
e
r
Schillers 
O
d
e
,,
A
n
 di
e
 F
r
e
u
d
e
^
^
(
O
p
.
1
2
5
)
…

…

B
e
et
h
o
v
e
n
 

A
l
l
e
g
r
o
 
m
a
 n
o
n
 t
r
o
p
p
o
,
 u

n
 p
o
c
o
 m
a
e
st
o
s
o
 

M
o
l
t
o
 vi
v
a
c
e
|
P
r
e
st
o
|
M
o
l
t
o
 vi
v
a
c
e
 

A
d
ag
i

o
 m
o
l
t
o
 e
 c
a
nt
a
bi
l

e
|
A
n
d
a
nt
e
|
A
d
ag
i

o
 

P
r
e
st
o
|
A
l
l
e
g
ro a
s
s
ai
|
P
r
e
st
o
|
A
l
l
e
g
ro 
a
s
s
ai
ー

A
n
d
a
nt
e
 m
a
e
st
o
s
o
|
A
l
l
eg

ro e
n
e
rg
i

c
o
1
 

A
l
l
eg

r
o
 m
a
 n
o
n
 t
a
nt
o
-
P
r
e
st
1
s
s
1
m
o
|
M
a
e
st
o
s
o
|
P
r
e
s
t
i
s
s
1
m
o
 

グ
ス
タ
ー
フ
・
ク
ロ
ー
ン

o
n
0
 

演
フ

初

ラ

邦

グ
本

楽

番

昔

9r

>

第

は

曲

真

響

写

交

（
曲

て

作

に
ン
堂

ェ
楽

ヴ

奏
一
校
）

ト
学
り

一
楽
よ

ベ

音

，
京

月

比

東

1

30

。
年

ン

14

比

一

正

29

ロ
大

月

ク

'

11

．
号

年

G

1

13

巻

4

正

揮

3

i

大

指

第

f
t
・
ト
ト
ー
i
t
'
ぷ
9.",,.
t
'
后

．．
 
’．9{
r
.
.
.
 ..
 ⇒
｛
 

G
u
st
a
v
 K
r
o
n
 

演
奏
曲
目
解
説
及
歌
詞

一
絃
楽
付
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ニ

短

調

競

奏

曲

バ

ハ

作

本
曲
は
多
分
バ
ッ
ハ
(
]
.
S
.
 

B
a
c
h
 1
6
8
5
|
1
7
5
0
)

が
ケ
ー
テ
ン
公
の
宮
廷
の
楽
長

を
勤
め
て
ゐ
た
時
代
（
一
七
一
七
ー
一
七
二
三
年
）
の
作
で
あ
る
。
此
の
宮
廷
に
は
良

い
風
琴
が
無
か
っ
た
代
り
に
優
れ
た
小
管
絃
園
が
あ
っ
て
種
々
の
合
奏
が
流
行
し
て
ゐ

た
の
で
、
バ
ッ
ハ
は
此
臨
へ
来
て
か
ら
盛
に
合
奏
の
新
曲
を
作
っ
た
。
バ
ッ
ハ
の
競
奏

と
呼
ぶ
曲
は
多
く
三
章
か
ら
な
り
、
第
一
章
は
大
抵
フ
ー
ガ
的
作
法
を
用
ひ
、
第
二
は

小
歌
の
形
式
、
第
三
は
華
美
な
速
い
進
行
に
な
つ
て
ゐ
る
。
本
演
奏
の
曲
も
其
例
に
洩

れ
な
い
。
こ
の
曲
は
二
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
最
も
箪
純
な
絃
の
オ
ル
ケ
ス
ト
ラ
に
配

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
ス
ピ
ッ
タ
が
言
ふ
に
『
此
曲
で
は

1

―
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
互
に
劉

抗
す
る
と
い
ふ
よ
り
も
寧
ろ
協
同
し
て
絃
楽
に
劉
抗
す
る
や
う
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。

各
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
バ
ッ
ハ
の
様
式
と
し
て
は
嘗
然
な
獨
立
性
を
以
て
扱
は
れ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
中
の
章
（
L
a
r
g
o
m
a
 n
o
n
 t
rop
p
o
)
は
高
雅
な
表
情
に
充
ち
た
旋
律

で
、
此
虞
は
絃
楽
が
輩
な
る
伴
奏
と
し
て
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
嘗
時
の
緩
徐
曲

の
慣
例
で
あ
る
』
ー
~
本
曲
は
二
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
奏
す
る
凡
て
の
競
奏
曲
中
特

に
秀
で
た
位
置
を
占
め
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
今
日
輩
に
二
重
競
奏
曲
と
い
へ
ば
直
ち
に
こ

の
曲
を
意
味
す
る
事
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

二

高

昔

獨

唱

プ
イ
ン
グ

ス

ト

カ

ン

タ

ー

テ

『

聖

震

降

臨

祭

唱

味

曲

』

中

の

抒

情

調

バ

ッ

ハ

作

カ
ン
タ
ー
テ

唱
唸
曲
は
歌
詞
の
上
に
連
絡
あ
る
敷
個
の
槃
楽
曲
（
獨
唱
合
唱
の
類
）
を
連
ね
た
管

絃
伴
奏
の
長
曲
で
、
オ
ラ
ト
リ
オ
と
異
る
貼
は
叙
事
的
要
素
を
能
ふ
限
り
除
い
て
叙
情

カ
ン
タ
ー
テ

的
表
出
を
主
と
す
る
様
式
に
存
す
る
。
宗
教
的
唱
詠
曲
の
空
前
絶
後
の
名
家
は
バ
ッ
ハ

で
、
生
涯
を
通
じ
て
三
百
近
く
を
作
っ
た
、
（
今
博
つ
て
ゐ
る
の
だ
け
で
も
約
二
百
に

及
ん
で
ゐ
る
。
）
大
部
分
は
彼
の
最
終
期
（
即
ち
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
の
ト
ー
マ
ス
敦
會
の

カ
ン
ト
ー
ル
の
職
に
就
い
て
か
ら
後
）
に
出
来
た
も
の
で
、
就
中
本
演
奏
の
曲
の
如
き

は
晩
年
の
作
（
ス
ピ
ッ
タ
に
よ
れ
ば
一
七
三
五
年
の
降
臨
祭
の
為
に
作
っ
た
も
の
で
あ

ソ
プ
ラ
ノ

る
。
此
の
中
の
高
昔
獨
唱
の
抒
情
調
は
今
日
最
も
廣
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
、
其
の

歓
喜
に
充
ち
た
流
暢
な
調
は
善
く
歌
詞
の
意
に
も
適
ひ
、
ま
た
楽
し
い
五
月
の
祭
の
氣

ツ
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分
を
も
表
は
し
て
ゐ
る
。
伴
奏
（
本
演
奏
に
は
ピ
ア
ノ
を
用
ふ
）
の
低
昔
は
一
種
の
自

バ
ッ
ソ
、オ

ス
テ
イ
ナ
ー
ト

由
な
執
拗
低
音
を
な
し
て
進
み
、
歌
槃
の
止
む
後
も
後
奏
と
し
て
績
い
て
行
く
。

ー
歌
詞
の
意
は
、
『
信
仰
深
き
吾
が
心
よ
、
よ
ろ
こ
べ
、
歌
へ
、
戯
れ
よ
。
汝
の
エ

ス
は
そ
こ
に
在
り
。
去
れ
よ
悲
、
去
れ
よ
嘆
。
我
汝
等
に
唯
告
げ
ん
、
我
が
エ
ス
は
そ

こ
に
在
り
と
』

M

ei
n
 g
l
a
e
u
bi
g

e
s
 
H
e
r
z
e
.
 

Ari

e
 a
u
s
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f
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n
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f
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d
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W
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r
,
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K
l
ag
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,
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J

a
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,
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K
l
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e
n
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i

c
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e
u
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s
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n
,
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n
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u
s
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s
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d
a
,
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J

a
m
m
e
r
,
 w

eg
 

K
l
ag

e
n
,
 

i

c
h
 will 
e
u
c
h
 n
u
r
 
s
ag
e
n
,
 m

ei
n
 J
e
s
u
s
 i
st
 

d
a
,
 m

ei
n
 J
e
s
u
s
 i
st
 

d
a
,
 

w
eg

 

J

a
m
m
e
r
,
 w

eg
 

K
l
ag

e
n
,
 w

eg
 

J

a
m
m
e
r
,
 w

eg
 

K
l
ag

e
n
.
 

i

c
h
 
will 

e
u
c
h
 n
u
r
 s
ag
e
n
,
 m

ei
n
 J
e
s
u
s
 i
st
 

d
a
 !
 M
ei
n
 g
l
a
e
u
bi
g

es 
H
e
r
z
e
 f
r
o
h
、

l
o
k
k
e
,
 
e
tc•

…… 

『

夜

鶯

に

寄

す

』

ブ

ラ

ー

ム

ス

作

『
永
遠
の
愛
』

プ
ラ
ー
ム
ス

(
B
r
a
h
m
s
1

8

3

3
ー

1

8

9

7

)

の
作
品
中
で
最
も
多
く
の
人
に
賞
美
せ
ら

れ
る
も
の
は
小
歌
で
あ
っ
て
、
此
の
方
面
に
於
け
る
彼
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
シ
ュ
ー
マ

ン
以
後
の
最
も
重
要
な
一
人
で
あ
る
。
彼
の
獨
唱
小
歌
は
二
百
近
く
あ
っ
て
、
今
日
歌

は
れ
る
や
う
な
愛
の
歌
の
外
に
、
自
然
に
到
す
る
特
殊
な
感
じ
を
表
は
し
た
も
の
が
多

い
。
彼
の
作
は
所
謂
澁
い
も
の
で
、
一
寸
平
凡
に
聞
え
る
も
の
で
も
賓
は
念
入
り
に
精

練
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
曲
の
表
情
は
露
骨
又
は
仰
山
で
な
く
、
寧
ろ
控
へ
目
で
あ
る
が
、

静
か
に
味
へ
ば
情
趣
の
掬
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
伴
奏
の
ピ
ア
ノ
は
精
緻
に
加
工
せ
ら

れ
て
登
想
上
重
要
な
役
を
し
て
ゐ
る
が
、

竪
を
蔽
つ
て
埋
没
さ
せ
る
こ
と
は
な
く
、
聾

の
旋
律
は
概
し
て
大
き
な
曲
線
を
書一

い
て
は
つ
き
り
と
聞
え
て
行
く
。
和
音
的
の
音
を

フ
シ

飛
び
飛
び
に
進
行
す
る
節
の
多
い
こ
と
は
蓋
し
彼
の
一
特
徴
で
、
そ
れ
が
屡
々
一
種
の

古
雅
な
感
を
興
へ
る
。
本
演
奏
の
曲
は
彼
の
小
歌
中
屈
指
の
名
曲
で
あ
る
。
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 d
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c
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.
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c
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c
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 d
e
r
 B
u
r
s
c
h
e
 h
e
r
a
u
s
,
 

G
i

e
bt

 

d
a
s
 G
e
l
ei
t
 

d
e
r
 G
e
li
e
bt
e
n
 n
a
c
h
 H
a
u
s
,
 

F
u
e
h
rt

 

si
e
 a
n
 W
ei
d
e
ng

e
b
u
e
s
c
h
e
 v
o
r
b
ei

,
 

R
e
d
et

 

s
o
 vi
el 
u
n
d
 s
o
 m
a
n
c
h
e
r
l
ei
:
 

,,L
ei
d
e
st

 

d
u
 S
c
h
m
a
c
h
 u
n
d
 b
et
r
u
e
b
e
st

 

d
u
 di
c
h
,
 

L
ei
d
e
st

 

d
u
 S
c
h
m
a
c
h
 v
o
n
 A
n
d
e
r
n
 u
m
 m
i

c
h
,
 

W
e
r
d
e
 di
e
 L
i

e
b
e
 g
et
r
e
n
nt
 

s
o
 g
e
s
c
h
wi
n
d
,
 

S
c
h
n
e
l
l
 
w
i

e
 w
i

r
 f
r
u
e
h
e
r
 v
e
r
ei
ni
g

et
 

si
n
d
.
 

S
c
h
ei
d
e
 m
i
t
 

R
eg

e
n
 u
n
d
 s
c
h
ei
d
e
 m
i
t
 

W
i

n
d
,
 

S
c
h
n
e
l
l
 w
i

e
 w
i

r
 f
r
u
e
h
e
r
 v
e
r
ei
ni
g

et
 

si
n
d
." 

S
p
ri
c
ht

 

d
a
s
 M
a
eg

delei
n
,
 M

a
eg

delei
n
 s
p
ri
c
ht
:

 

」

,U
n
s
e
r
e
L
i

e
b
e
,
 si

e
 tr
e
n
n
et
 

si
c
h
 ni
c
ht
:

 

F
e
st
 
i

st
 

d
e
r
 St
ahl 
u
n
d
 d
a
s
 E
i

s
e
n
 g
a
r
 
sehr̀
 

U
n
s
e
r
e
 L
i

e
b
e
 i
st
 
f

est
er 
n
o
c
h
 m
e
h
r
.
 

E
i

s
e
n
 
u
n
d
 St
ahl 
m
a
n
 s
c
h
m
ei
d
et

 

si
e
 u
m
,
 

U
n
s
e
r
e
 L
i

e
b
e
,
 we

r
 w
a
n
d
e
lt

 

si
e
 u
m
?
 

L
i

e
d
e
r
 

G
e
u
s
s
'
 

Schall
.
 

V
o
m
 B
l
u
e
 t
h
e
n
a
st

 

d
e
s
 A
p
f
e
l
b
a
u
m
s
 h
e
r
ni
e
d
e
r
,
 o
 N
a
c
ht
i
g

all !
 

D
u
 to
e
n
e
st
 

m
i

r
 m
i
t
 

d
ei
n
e
r
 
K
e
h
l
e
 di
e
 L
i

e
b
e
 w
a
c
h
;
 

D
e
n
n
 s
c
h
 o
n
 d
u
r
c
h
b
e
bt

 

di
e
 T
i

e£ 
e
n
 m
ei
n
e
r
 S
e
e
l
e
 d
ei
n
 s
c
h
m
e
l
z
e
n
d
 

A
c
h
,
 dei
n
 s
c
h
m
e
l
z
e
n
d
 A
c
h
.
 

D
a
n
n
 fl
i

e
ht

 

d
e
r
 S
c
h
l
af
 

v
o
n
 n
e
u
e
m
 di
e
s
e
s
 L
ag

e
r
,
 

i

c
h
 st
a
r
r
e
 d
a
n
n
,
 

M
i
t
 

n
a
s
s
e
m
 B
l
i
c
k
 
u
n
d
 t
o
dt
e
n
b
l
ei
c
h
 u
n
d
 h
ag

e
r
 
d
e
n
 H
i

m
m
e
l
 a
n
.
 

F
l
e
u
c
h
,
 Na

c
ht
i
g

all
,
 

i

n
 g
r
u
e
n
e
 F
i

n
st
e
r
ni
sse
,
 

i

n
s
 
H
ai
ng
est
r
a
e
u
c
h
,
 

U
n
d
 s
p
e
n
d
'

i

m
 N
e
st

 

d
e
r
 t
r
e
u
e
n
 G
at
t
i

n
 K
u
e
s
s
e
,
 e

nt
f
l

e
u
c
h
,
 e
nt
-

デ

e
u
c
h
!
 

t

o
n
r
ei
c
h
e
n
 

583 第 3章 大正元年9月～15年（1912~1926)



E
i

s
e
n
 u
n
d
 S
t

ahl
,
 si

e
 k
o
e
n
n
e
n
 z
e
r
g
e
h
n
,
 

U
n
s
e
r
e
 L
i

e
b
e
,
 un

s
e
r
e
 L
i

e
b
e
 m
u
s
s
 e
wi
g
,
 

e
wi
g

 

b
e
st
e
h
n
 
!

"
 

三
管
絃
架
及
合
唱

第

九

交

魯

曲

ベ

ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

作

シ
ル
レ
ル
作
頌
歌
『
歓
喜
に
寄
す
』
に
基
け
る
合
唱
曲
附

今
か
ら
百
年
前
(
-
八
二
四
年
五
月
七
日
）
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
（
B
e
et
h
o
v
e
n

1
7
7
0
1
1
8
2
7
)

が
『
竿
R

九
』
の
初
演
奏
を
な
し
た
時
は
『
第
八
』
の
創
作
以
後
十
二
年

を
経
過
し
て
ゐ
た
。
彼
の
生
涯
に
於
け
る
此
の
期
間
は
俗
事
に
煩
は
さ
れ
て
藝
術
的
創

作
に
最
も
不
適
賞
に
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
而
も
本
曲
や
二
調
の
ミ
サ
や
最
終
の
ピ
ア

ノ
諸
曲
の
や
う
な
紀
念
す
べ
き
大
曲
が
此
の
時
代
に
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
『
第
九
』

に
出
て
来
る
楽
想
の
中
で
第
二
章
（
ス
ケ
ル
ツ
オ
）
の
主
想
は
既
に
一
八
一
五
年
の
覺

え
帳
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
員
に
此
作
に
着
手
し
た
の
は
そ
れ
か
ら
二
年
を
経
た
後

で
、
而
も
計
書
一
は
急
に
捗
ら
な
か
っ
た
。
主
と
し
て
働
い
た
の
は
一
八
二
三
年
ミ
サ
を

仕
上
げ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
其
頃
は
訪
問
を
謝
絶
し
親
友
に
も
會
は
ず
に
専
ら
此
の
一

曲
に
全
力
を
集
中
し
た
が
、
譜
に
書
き
つ
け
る
迄
に
は
他
の
諸
作
よ
り
も
一
層
の
苦
心

を
費
し
た
の
で
あ
る
。
第
九
交
響
曲
は
決
し
て
一
氣
呵
成
の
作
で
な
く
、
各
章
の
構
造

楽
想
の
形
態
等
に
就
て
幾
度
か
推
敲
を
経
た
も
の
で
あ
る
。
殊
に
終
曲
は
作
者
の
最
も

思
慮
を
費
し
た
も
の
で
、
第
一
此
慮
に
墜
楽
を
用
ひ
る
こ
と
に
就
て
は
種
々
に
迷
っ
た

形
跡
が
あ
る
。
そ
し
て
終
に
此
の
新
し
い
試
み
を
断
行
し
た
後
に
も
復
た
自
ら
誤
っ
た

と
感
じ
て
純
器
楽
の
曲
に
改
作
し
た
い
と
言
っ
た
と
い
ふ
。
此
等
の
事
情
を
綜
合
す
れ

ば
、
此
の
終
曲
を
『
器
楽
の
破
産
を
自
白
し
た
も
の
』
と
解
繹
し
た
ヴ
ア
グ
ネ
ル
の
有

名
な
説
は
信
を
措
き
難
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
兎
に
角
、
作
者
が
此
虜
に
『
歓
喜
に

寄
す
る
頌
歌
』
を
選
ん
だ
の
は
一
時
の
思
ひ
つ
き
で
は
な
い
。
シ
ル
レ
ル
の
名
作
は
一

七
八
五
年
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
忽
ち
人
口
に
膳
炎
し
て
嘗
時
ボ
ン
市
に
ゐ
た

若
い
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
心
を
惹
い
た
。
彼
は
其
頃
既
に
之
れ
が
作
曲
を
企
て
、
其
後

も
ご
一
度
之
を
試
み
て
成
就
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
彼
の
最
後
の

交
響
曲
の
最
後
の
曲
は
賓
に
半
生
の
願
望
を
質
現
し
た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
彼

は
ま
た
此
虞
に
『
頌
歌
』
を
用
ひ
た
こ
と
に
よ
っ
て
吾
々
に
全
篇
の
意
味
を
一
層
明
か

に
し
て
く
れ
た
。
何
と
な
れ
ば
悲
肛
な
第
一
章
、
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
第
二
章
、
天
の

第
二
部
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
モ
チ
ー
フ
展
開
の
技
術
の
絶
頂
を
示
し
て
ゐ
る
。
此

ー,1‘ 
嵐
駐
｛
H 

[

i

`

 

ァぃ

本
曲
の
構
造
は
重
に
上
掲
の
主
副
二
楽
想
に
基
い
て
ゐ
る
が
、
然
し
尚
ほ
多
く
の
楽

句
が
之
に
加
は
つ
て
非
常
に
複
雑
に
な
つ
て
ゐ
る
。
第
一
部
の
終
る
迄
の
虚
で
重
要
な

の
は
次
の
二
楽
句
で
あ
る
。

＞
 

ビァV

f
 

に
導
か
れ
て
次
の
副
想
が
現
は
れ
る
。

賓

且
ー

ー

・

，
 

s
f

f

 

B
 

更
に
愛
口
長
調
で
反
復
せ
ら
れ
る
。
次
で
絃
と
木
管
の
新
し
い
楽
句

y
 

妙
楽
か
と
疑
は
れ
る
第
三
章
、
こ
れ
等
は
凡
て
運
命
と
奮
闘
し
て
之
に
打
勝
ち
、
此
世

の
暗
黒
な
力
か
ら
解
脱
せ
ん
と
す
る
意
志
を
表
は
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
最
後
の
歓
喜
の
歌
は
敬
紳
と
博
愛
と
に
よ
っ
て
此
の
生
を
楽
ま
う
と
し
た

彼
の
楽
天
的
信
仰
を
告
白
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
一
章
、
二
短
調
四
分
二
拍
子
の
稽
威
厳
あ
る
過
度
な
ら
ざ
る
快
速
曲

(
A
l
l
e
g
ro

m
a
 n
o
n
 t
r
o
p
p
o
,
 u
n
 p
o
c
o
 m
a
e
s

t
o
s
o
)は不
＇
可
田
心
翠
函
な
、
匁
モ
臨
な
五
面
〖
の
上
に
始

ウ
ニ
ソ
ン

ま
り
、
十
六
小
節
の
後
、
主
想
は
最
強
奏
の
同
昔
に
表
は
れ
、

）
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雪

・

「

J
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「

)

」

・

ー

」

こ

7

刈

ー

｝

慮
≫ゃr

第
三
章
、
愛
口
長
調
四
分
四
拍
子
の
歌
の
や
う
な
甚
だ
し
い
緩
徐
曲
(
A
d
ag
i

o
m
o
l
,
 

t
o
 e
 c
a
nta
b
ile)

は
表
出
の
深
い
こ
と
、
形
式
や
昔
色
の
美
し
い
こ
と
に
於
て
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
書
い
た
最
も
完
全
な
曲
の

l

で
あ
る
。
木
管
に
導
か
れ
て
第
一
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
に
現
は
れ
る
次
の
主
想
に
は

「
ミ
、
冒
尋
言

テ
イ
ン
バ
ニ
オ
ク
タ
ー
プ

作
者
は
第
八
交
響
曲
の
終
曲
と
同
じ
く
此
慮
に
も
銅
鼓
を
八
度
に
調
律
し
て
諸
慮
に

獨
奏
的
に
扱
ひ
、
極
め
て
獨
創
的
な
効
果
を
典
へ
て
ゐ
る
。
中
間
進
行
は
最
急
曲
(
P
r
e
s
,

t
o
)

二
長
調
二
分
二
拍
子
で
主
想
は
古
い
民
謡
調
に
基
い
た
も
の
だ
と
い
ふ
。

4
.
 

木
管
に
現
は
れ
る
副
想
も
同
様
に
快
活
な
も
の
で
あ
る
。

褪

を
基
礎
と
し
て
組
立
て
ら
れ
、
休
み
な
き
漸
強
奏
を
以
て
著
し
く
悲
牡
の
感
を
奥
へ

る。
第
二
章
ス
ケ
ル
ツ
オ
は
八
小
節
の
序
節
の
後
甚
だ
し
く
快
活

(
m
o
l
t
o
v
iv
a
c
e
)
 

な
次
の
主
想
に
基
く
フ
ガ
ー
ト
で
始
ま
る
。

の
部
分
の
終
り
頃
に
非
常
に
力
強
い
風
琴
黙
が
現
は
れ
間
も
な
く
主
想
の
反
復
（
第
三

n
ー

ダ

部
）
に
入
る
。
尾
句
は
半
昔
階
的
進
行
を
な
す
低
昔

次
で
合
唱
と
四
部
唱
が
そ
れ
に
加
は
る
。

こ
れ
が
漸
次
に
他
の
楽
器
に
奏
せ
ら
れ
て
行
く
う
ち
に
、
曲
頭
に
再
度
現
は
れ
た
全

管
絃
の
物
凄
い
響
が
ま
た
も
吾
等
を
驚
か
す
。
此
時
獨
唱
の
低
―
＝
日
は
初
め
て
語
を
殺
し

誡
め
て
言
ふ
『
友
達
よ
、
こ
の
昔
な
ら
ぬ
、
更
に
快
き
手
日
を
奏
で
ん
。
更
に
楽
し
き
音

を
』

0
F
r
e
u
n
d
e
,
 nic

ht
 d
ie
s
e
 
T
o
e
n
e
 !
 

S
o
n
d
e
r
n
 lasst
 u
n
s
 a
n
g
e
n
e
h
m
e
r
e
 

a
n
sti
m
m
e
n
 u
n
d
 f
r
e
u
d
e
n
v
o
l
l
e
r
e

と
。
作
者
自
身
が
加
へ
た
此
の
一
語
を
合
圏
と

し
て
、
以
下
に
シ
ル
レ
ル
の
詩
句
が
合
唱
と
獨
唱
と
に
分
れ
て
歌
は
れ
る
の
で
あ
る
。

此
の
第
二
部
は
要
す
る
に
前
に
楽
器
に
現
は
れ
た
主
想
を
基
に
し
た
自
由
な
菱
奏

で
あ
る
。

最
初
バ
ス
獨
唱
が
此
の
歌
調
を
表
は
し
、

ぼ
『
＿
＿
1
、
）
「
f
『
'
「
ミ
‘
[
'
[
「
'
「
-
「
)
「
』
『
「
i
)
「
「
-
「
「
「
「
/
『
「
「
-
「
『
J
『
1

、
・
「
り
ー
ー
「
[
-
「
＇
「
「
J
-
『
＼
「
「
一
「
＇
＂
P
.
r
＿
[
)
「
「
-
「
「
「
「
、
『
「
I
「
-
「
『
f

員
に
聘
者
を
し
て
悦
惚
た
ら
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
此
の
想
の
盛
き
る
時
、
楽
は
並
歩

曲

(
A
n
d
a
nt
e
)

に
轄
じ
、
更
に
二
長
調
四
分
―
―
一
拍
子
の
絶
美
な
調
が
現
は
れ
る
。

、
＝
3
,
心
」
＇
』
偉
＇
↑
（
」
」
這
一
，

l

し`
-
r
)「
：
g
,
／
―

`
t
r

g
g
 

淡
い
憂
愁
を
帯
び
た
高
雅
な
調
は
此
の
世
の
も
の
と
思
は
れ
ぬ
程
純
潔
で
あ
る
。
以

下
は
前
掲
の
愛
口
の
主
想
を
愛
奏
し
た
も
の
で
、
途
中
に
今
一
度
四
分
三
拍
子
の
調
を

挿
ん
で
あ
る
。

終
章
ー
|
'
銃
い
不
協
和
昔
の
荒
々
し
い
叫
で
二
短
調
四
分
三
拍
子
の
最
急
調
(
P
r
e
s
,

t
o
)

が
始
ま
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
此
章
の
槃
楽
と
前
三
章
の
器
楽
と
を
如
何
に
結

合
す
る
か
に
就
て
非
常
に
苦
心
し
た
結
果
、
低
昔
絃
楽
器
の
朗
吟
調
を
間
に
挿
ん
で
以

前
の
諸
章
の
主
想
を
断
片
的
に
表
は
し
、
次
で
『
歓
喜
の
頌
歌
』
の
調
を
先
づ
楽
器
だ

け
で
提
示
し
て
ゐ
る
。
最
初
木
管
の
一
部
に
よ
っ
て
暗
示
せ
ら
れ
、
次
で
セ
ロ
と
バ
ス

に
奏
せ
ら
れ
る
『
頌
歌
』
の
主
想
は
吾
々
に
は
甚
だ
箪
純
の
や
う
に
見
え
る
が
作
者
の

非
常
に
推
敲
し
た
も
の
で
あ
る
。
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Q
u
a
r
te
tt 
u
.
 Ch

o
r
 (
A
l
l
e
g
r
o
 a
s
s
a
i) 

F
r
e
u
d
e
,
 sc

h
o
e
n
e
r
 G
o
e
tter
fun
k
e
n
,
 

T
o
c
ht
e
r
 
a
u
s
 E
l
y
si
u
m
,
 

W

ir
 b
e
tre
te
n
 feu
e
r
tr
u
n
k
e
n
,
 

A
n
 di
e
 F
r
e
u
d
e
 

そ
し
て
『
紳
の
み
ま
へ
に
』

(
v
a
r
G
o
t
t
)
の
語
に
達
す
る
時
曲
は

へ
長
調
三
和
昔
の

延
長
終
止
を
な
し
一
轄
し
て
愛
口
長
調
の
勇
牡
な
進
行
曲
風
（
A
lla
M
a
r
c
ia
)

に
入

る
。
此
慮
は
初
め
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、
コ
ン
ト
ラ
フ
ア
ゴ
ッ
ト
、
大
太
鼓
を
組
合
せ
た
珍
ら

し
い
昔
色
に
始
ま
る
愛
奏
が
あ
っ
て
後
、
テ
ノ
ル
獨
唱
及
男
墜
合
唱
は
『
彼
の
天
閥
の

翔
け
る
が
如
く
楽
し
く
』

(
F
r
o
h
w
ie
 se
in
e
 S
o
n
n
e
n
 :flie
g
e
n
)

の
詞
を
歌
ふ
。
之

に
次
で
管
絃
楽
の
愛
奏
（
主
想
を
基
に
し
た
フ
ガ
ー
ト
）
が
あ
っ
て
最
後
は
短
い
二
長

い
だ

調
の
合
唱
に
な
る
。
『
抱
か
れ
よ
億
萬
の
人
』

(
S
e
id
u
m
s
c
h
l
u
n
g
e
n
,
 M

illio
n
e
n
)
 

に
至
て
曲
は
卜
長
調
の
威
厳
あ
る
並
歩
調
（
A
n
d
a
n
te
m
a
e
s
to
s
o
)
に
轄
じ
、
曲
趣
全

く
宗
敦
的
と
な
る
。
作
者
は
此
虞
に
新
し
い
楽
想
を
用
ひ
て
ゐ
る
。

,men 

ふ
：
二
二
[
•
占
｀
二
言

Scicl 
umschlun
genMil, 
Ii• 

-

d
i
g
g

x
g
s
 dcr 
g
anzen 
W
e
lt. 

之
に
績
く
過
度
な
ら
ざ
る
緩
徐
曲

(
A
d
a
gio
m
a
 n
o
n
 tr
o
p
p
o
)

は
敬
虔
の
情
溢

る
A

が
如
く
洵
に
崇
高
の
調
で
あ
る
。
こ
れ
を
終
つ
て
二
長
調
四
分
六
拍
子
の
力
強
い

快
速
曲

(
A
l
l
e
g
r
o
e
n
e
r
gic
o
)

に
入
り
今
皐
げ
た
楽
想
と
前
の
主
想
と
を
組
せ
た
フ

ー
ガ
風
の
合
唱
に
な
る
。
以
下
（
A
l
l
e
g
r
o
m
a
 n
o
n
 ta
n
t0

か
ら
）
は
曲
の
終
局
を

コ
ー

ダ

十
分
に
す
る
為
め
の
『
尾
旬
』
で
此
慮
に
獨
唱
と
合
唱
と
が
ま
た
も
『
稗
の
閃
光
な
る

歓
び
よ
』
を
反
復
す
る
。
や
が
て
獨
唱
が
一
種
の
段
落
に
達
し
て
こ
れ
を
歌
ひ
了
る
と

曲
は
漸
次
に
速
度
を
早
め
て
最
急
調

(
P
r
e
s
tiss
im
o
)
の
合
唱
に
移
り
無
限
の
歓
喜
を

表
は
し
て
終
る
。

次
に
掲
げ
る
本
曲
の
歌
詞
は

シ
ル
レ
ル
の
作
(
+
行
を
一

章
と
し
て
八
章
を
連
ね
た

も
の
）
の
全
部
で
は
な
い
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
其
中
の
或
る
部
分
を
採
っ
た
の
み

で
、
而
も
章
句
の
位
置
を
入
れ
換
へ
た
箇
所
も
あ
る
。

H
im
m
l
is
c
h
e
,
 de

in
 H
e
iligtu
m
.
 

D
e
in
e
 Z
a
u
 he
r
 
b
in
d
 en
 w
ie
d
e
r
,
 

W
a
s
 d
ie
 M
o
d
e
 str
e
n
g
 g
e
th
e
ilt 
;
 

A
l
l
e
 
M
e
n
s
c
h
e
n
 w
e
r
d
e
n
 B
r
u
e
d
e
r
,
 

W
 o
 d
e
in
 s
a
nf
t

e
r
 F
l
u
e
g
e
l
 w
e
ilt
.
 

W
e
r
n
 d
e
r
 
g
r
o
s
s
e
 
W

u
rf 
g
e
l
u
n
g
e
n
,
 

E
i

n
e
s
 F
r
e
u
n
d
e
s
 F
r
e
u
n
d
 z
u
 sei
n
,
 

W
e
r
 ei
n
 h
o
l
d
e
s
 
W
 ei
b
 e
r
r
u
n
g
e
n
,
 

M
is
c
h
e
 
se
in
e
n
 J
u
b
e
l
 
e
in
 !
 

J

a
|
w
e
r
 a
u
c
h
 n
u
r
 ei
n
e
 S
e
e
l
e
 

S
ei
n
 n
e
n
nt
 

au£ 

d
e
m
 E
r
d
e
n
r
u
n
d
 ! 

U
n
d
 w
e
r
's
 ni
e
 g
e
k
o
n
nt

,
 

d
e
r
 st
e
h
l
e
 

W
e
in
e
n
d
 sic
h
 a
u
s
 d
ie
s
e
m
 B
u
n
d
.
 

F
r
e
u
d
e
 t
ri
n
k
e
n
 alle 
W
e
s
e
n
 

A
n
 d
e
n
 B
r
u
e
st
e
n
 d
e
r
 
N
at
u
r
 ;
 

A
l
l
e
 
g
ut
e
n
,
 alle 

B
o
e
s
e
n
 

F
 ol
g
e
n
 i
h
r
e
r
 
R
o
s
e
n
s
p
u
r
 ! 

K
u
e
s
s
e
 g
a
b
 si
e
 u
n
s
 u
n
d
 R
e
b
e
n
,
 

E
i

n
e
n
 F
r
e
u
n
d
,
 ge
p
r
u
ef
t
 
i

m
 T
o
d
;
 

W
o
l
l
u
st
 

w
a
r
d
 d
e
m
 W
u
r
m
 g
e
g
e
b
e
n
,
 

U
n
d
 d
e
r
 
C
h
e
r
u
b
 ste
h
t
 vo
r
 G
o
tt! 

F
r
e
u
d
e
,
 sc

h
o
e
n
e
r
 G
o
e
tte
r
fun
k
e
n
,
 et

c
.
 

T
e
n
o
r
s
o
l
o
 u
.
 Ch

o
r
 (
A
l
l
e
g
r
o
 
a
s
s
ai
 

vi
v
a
c
e
,
 Al

l
a
 m
a
r
c
i
a
)
 

F
r
o
h
,
 w

ie
 se
in
e
 S
o
n
n
e
n
 flie
g
e
n
 

D
u
r
c
h
 d
e
s
 
H
i

m
m
e
l
s
 p
r
a
e
c
h
t
'
g
e
n
 
P
l
a
n
,
 

L
a
uf
et

,
 

B
r
u
e
d
e
r
,
 eu

r
e
 B
a
h
n
,
 

F
r
e
u
d
ig 
w
ie
 e
in
 H
e
l
d
 z
u
m
 S
ie
g
e
n
.
 

F
r
e
u
d
e
,
 sc

h
o
e
n
e
r
 G
o
e
tte
r
fu
n
k
e
n
,
 etc
.
 

C
h
o
r
 (
A
n
d
a
nt
e
 m
a
e
st
o
s
o
)
 

S
e
id
 u
m
s
c
h
l
u
n
g
e
n
,
 M

illio
n
e
n
 !
 

D
i

e
s
e
n
 K
u
s
s
 d
e
r
 g
a
n
z
e
n
 W
elt ! 
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B
r
u
e
d
e
rー

u
e
b
e
r
m
S
t
e
r
n
e
n
z
e
l
t
 

M
u
s
s
 e
i
n
 
lieber 
V
a
t
e
r
 w
o
h
n
e
n
.
 

(
A
d
a
g
i
o
 m
a
 n
o
n
 t
rop
p
o
)
 

1
h
r
 
stuerzt 
n
i
e
d
e
r
,
 Mi

l
l
i
o
n
e
n
?
 

A
h
n
e
s
t
 d
u
 d
e
n
 S
c
h
o
e
p
f
e
r
,
 We

l
t
?
 

S
u
c
h
 i
h
n
 u
e
b
e
r
m
 S
t
e
r
n
e
n
z
e
l
t
 ! 

U
e
b
e
r
 S
t
e
r
n
e
n
 m
u
s
s
 e
r
 w
o
h
n
e
n
.
 

C
h
o
r
 (
A
l
l
e
g
ro e
n
e
r
g
i
c
o
,
 se
m
p
r
e
 h

e
n
 m
a
r
c
a
t
o
)
 

F
r
e
u
d
e
,
 sc

h
o
e
n
e
r
 etc
.
 

S
e
i
d
 u
m
s
c
h
l
u
n
g
e
n
,
 Mi

l
l
i
o
n
e
n
 e
t
c
.
 

Q
u
a
r
t
e
t
t
 u
.
 Ch

o
r
 (
A
l
l
e
g
ro m
a
 n
o
n
 t
a
n
t
o
)
 

F
r
e
u
d
e
,
 sc

h
o
e
n
e
r
 G
o
e
t
t
e
r
fun
k
e
n
,
 etc
.
 

D
e
i
n
e
 Z
a
u
b
e
r
 b
i
n
d
e
n
 w
i
e
d
e
r
,
 etc
.
 

C
h
o
r
 (
P
r
e
s
t
i
s
s
i
m
o
)
 

S
e
i
d
 u
m
s
c
h
l
u
n
g
e
n
,
 Mi

l
l
i
o
n
e
n
,
 etc
.
 

T
o
c
h
t
e
r
 a
u
s
 E
l
y
s
i
u
m
,
 

F
r
e
u
d
e
,
 sc

h
o
e
n
e
r
 
G
o
e
tte
r
fun
k
e
n
 
!
 

G
o
e
tte
r
fun
k
e
n
 
!
 

よ
ろ
こ
び

歌
詞
の
意
ー
ー
『
美
し
き
、
紳
の
閃
光
な
る
歓
よ
。
極
楽
の
姫
よ
。
吾
等
は
情
熱

に
酔
ひ
、
天
女
よ
、
汝
の
聖
堂
に
踏
み
入
る
。
汝
の
震
力
は
慣
習
の
隔
て
た
る
も
の
を

と
ゞ

結
び
、
汝
の
優
し
き
翼
の
止
ま
る
所
に
凡
て
の
人
は
同
胞
と
な
る
。
』
ー
ー
＇
『
ひ
と
り

の
友
の
友
と
な
る
、
大
な
る
一靡
を
得
た
る
人
、
や
さ
し
き
一
人
の
婦
を
獲
た
る
人
は
、

よ
ろ
こ
び

い
ざ
歓
の
墜
を
交
へ
よ
。
さ
な
り
ー
―
つ
の
心
な
り
と
も
、
世
に
我
が
も
の
と
名

づ
く
る
人
は
。
又
た
そ
の
事
の
か
な
は
ざ
り
し
人
は
、
泣
き
っ
A

此
の
同
盟
よ
り
逃
れ

よ
。
』
ー
『
萬
物
は
歓
び
を
自
然
の
胸
よ
り
吸
ひ
、
凡
て
の
善
き
も
の
、
凡
て
の
悪

し
き
も
の
は
、
な
べ
て
彼
女
の
薔
薇
の
径
を
追
ふ
。
彼
女
は
吾
等
に
接
吻
を
輿
へ
き
。

又
葡
萄
を
奥
へ
き
。
死
す
と
も
か
は
ら
ぬ
友
を
呉
へ
き
。
地
を
葡
ふ
贔
も
楽
み
を
享
け

み

ま

へ

た
り
。
又
た
ケ
ラ
ブ
は
紳
の
御
前
に
立
て
り
。』

あ
め

『
宏
大
な
る
天
の
原
を
、
彼
の
天
閥
の
翔
け
る
ご
と
く
楽
し
く
、
汝
の
路
を
、
同
胞

よ
、
走
れ
。
勝
利
に
急
ぐ
英
雄
の
ご
と
く
い
さ
み
て
』

世
界
よ
。

い
だ

『
抱
か
れ
よ
億
萬
の
人
。
全
世
界
に
此
の
接
吻
を
。
同
胞
よ
ー
ー
．
星
の
天
幕
の
そ
の

上
に
は
、
な
つ
か
し
き
父
ぞ
必
ず
い
ま
さ
ん
。
』

ひ
れ
ふ

『
汝
等
平
伏
す
か
億
寓
の
人
よ
。
造
物
主
を
想
ふ
か
汝
、

の
上
に
求
め
よ
。
星
の
上
に
ぞ
彼
は
い
ま
さ
ん
。
』

彼
を
星
の
天
幕

〔
批
評
お
よ
び
関
連
記
事
〕

初
め
て
演
奏
さ
れ
る
交
響
榮

ク
ロ
ー
ン
敦
授
が
指
揮
で
二
百
餘
名

上
野
の
東
京
―
音
楽
學
校
で
は
来
る
廿
九
冊
雨
日
午
後
二
時
か
ら
ベ
ー
ト
ベ
ン
の
第
九

交
響
楽
を
演
奏
す
る
右
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
は
、
合
唱
付
き
の
管
絃
楽
で
難
曲
中
の
難
曲

と
云
は
れ
欧
米
諸
國
で
も
極
め
て
稀
に
し
か
演
奏
さ
れ
な
い
も
の
A

由
で
、
楽
士
は
少

く
も
五
十
人
以
上
、
合
唱
園
百
餘
人
を
要
す
る
と
い
ふ
静
粛
か
ら
荘
厳
へ
雄
大
へ
と
轄

じ
て
行
く
傑
作
だ
と
、
上
野
音
楽
學
校
で
も
こ
の
春
か
ら
、
ク
ロ
ー
ン
敦
授
の
指
揮
の

下
に
同
校
の
教
授
講
師
及
び
生
徒
等
二
百
餘
名
が
猛
練
習
を
重
ね
て
来
た
も
の
で
、
こ

の
演
奏
は
日
本
で
は
最
初
の
試
み
で
あ
る
事
と
て
、
多
大
の
興
味
と
期
待
と
を
以
て
待

た
れ
て
ゐ
る

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
大
正
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日
）

我
國
初
演
の
第
九
交
轡
架

◇
世
界
―音
楽
史
の
一
頁
を
飾
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
シ
ン
ホ
ー
ー
ー
の
日
本
最
初

の
演
奏
會
は
今
明
日
及
び
来
月
六
日
の
三
日
間
午
後
二
時
か
ら
上
野
の
一
音
楽
學
校
で
開

催
さ
れ
る
が
、
そ
の
純
練
習
が
二
十
八
日
午
後
一
時
か
ら
同
校
演
奏
室
で
行
は
れ
た

◇
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
第
九
シ
ン
ホ
ニ
ー
は
ク
ー
ロ
ン
敦
授
の
心
血
を
注
い
だ
指
揮
に

依
つ
て
演
奏
さ
れ
た
第
一
第
二
第
三
楽
章
と
何
れ
も
管
絃
楽
の
全
楽
器
は
其
特
長
を
悉

く
用
ひ
ら
れ
荘
厳
華
麗
な
昔
色
と
旋
律
に
聘
衆
は
音
詩
の
世
界
に
ひ
き
ず
り
込
ま
れ
た

◇
第
四
楽
章
に
な
る
や
知
即
配
デ
‘
酎
釈
部
配
ヂ
、
事
叩
忠

5
、
年
配
痴
印
の
獨
唱
者

と
百
五
十
餘
名
の
合
唱
園
が
づ
ら
り
と
な
ら
ぶ
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
獨
奏
か
ら
有
名
な

ぁ
A

し
ら
ベ

「
應
友
よ
此
調
に
非
ず
」
の
バ
ス
の
獨
唱
が
績
く
合
唱
の
部
に
入
る
や
曲
は
ク
ラ
イ
マ
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◇
…
小
泉
純
一

◇
…
永
い
間
待
ち
に
待
た
れ
た
、
ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン
の
第
九
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
初
演

奏
を
廿
九
日
東
京
―
音
楽
學
校
で
聘
く
第
九
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
は
獨
り
ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン
一

代
の
傑
作
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
賓
に
全
世
界
の
一
音
楽
界
に
未
曾
有
の
名
作
で
あ
る
。

一
八
二
四
年
五
月
、
こ
れ
が
ウ
イ
ン
に
於
け
る
初
演
以
来
、
今
や
そ
の
不
朽
の
員
慣
は

全
世
界
の
楽
界
か
ら
燦
然
た
る
賞
讃
を
も

つ
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る

◇
…
グ
ス
タ
ー
フ
・
ク
ロ
ー
ン
敦
授
の
努
力
は
報
い

ら
れ
て、

敦
授
は
わ
が
東
京
に

於
て
初
め
て

「第
九
」
を
征
服
し
た
同
時
に
罷
衆
全
部
を
も
征
服
し
た
と
も
云
へ
や

う
。
少
な
く
と
も
私
は
、
今
日
の
ク
ロ
ー
ン
氏
の
努
力
に
敬
意
を
彿
は
ず
に
は
居
ら
れ

な
い
。◇

…
ア
ル
レ
グ
ロ
に
始
ま
る
第
一
楽
章
の
雄
大
な
る
ユ
ニ
ゾ
ー
ン
の
主
想
よ
り
最
後

に
シ
ル
レ
ル
の
頌
歌
「
歓
喜
に
寄
す
」
に
基
づ
け
る
合
唱
の
、

歓
び
の
頂
黙
な
る
プ
レ

ス
テ
イ
ス
シ
モ

に
至
る
ま
で
間
然
す
る
所
な
く
、
楽
聖
の
半
生
の
願
望
な
る

こ
の
曲
の

意
圏
を
博
へ
た
。
氣
高
き
反
抗
、
男
性
的
な
る
力
の
奮
闘
を
表
す
第
一
楽
章
、
狂
嵐
の

世
界
、
放
縦
な
る
歓
楽
の
世
界
な
る
第
二
楽
章
、
愛
と
希
望
に
充
ち
て
、
楽
し
き
憧
れ

の
純
情
を
物
語
る
第
三
楽
章
「
そ
れ
等
の
調
に
も
あ
ら
ず
、
よ
り
楽
し
き
、
獣
び
に
充

て
る
歌
を
ば
唱
は
む
」
と
響
き
渡
る
最
終
楽
章
の
敬
虔
な
る
歓
喜
の
叫
び
°
|
|
'
私
は

こ
A

で
こ
の
最
終
楽
章
に
の
み

つ
い
て
考
へ
や
う
。

◇
…
ベ
ー
ト
ー
フ
エ
ン
が
こ
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
に
於
て
、
器
榮
の
み
の
力
に
て
到
達

第
九
交
審
榮
を
聴
く

．．．．．．．． 

11
昔
架
學
校
秋
季
大
會

わ
た

斯
て一

時
間
半
に
亘
る
演
奏
に
何
れ

ッ
ク
ス
に
達
し
罷
衆
の
胸
に
ひ
し
／
＼
と
迫
る
、

し
ま

も
が
陶
酔
し
て
終
つ
た

◇
此
他
に
バ
ッ
ハ
の
絃
楽
附
ヴ
ヰ
オ
リ
ン
競
奏
曲
二
短
調
と
今
回
獨
逸
か
ら
着
任
し
た

同
校
磐
楽
敦
授
レ
ー
ヴ
ェ
女
史
の
初
演
奏
と
が
あ

っ
た
、
レ
ー
ヴ
ェ
女
史
は
バ
ッ
ハ
の

カ

ン

タ

ー

ク

ナ

イ

チ

ン

ゲ

ー

ル

「
唱
詠
曲
中
の
抒
情
曲
」
と
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
「
夜
唸
に
寄
す
」
「
永
遠
の
愛
」
を
唄
っ
た

う
た
ひ

が
落
つ
い
た
寧
ろ
地
味
な
然
も
非
常
に
上
品
な
唄
振
り
に
拍
手
は
暫
し
止
ま
な
か
っ
た

（
『
都
新
聞
』
大
正
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
）

し
得
る
も
の
に
満
足
せ
ず
、
肉
槃
と
楽
器
の
結
合
で
立
っ
た
の
は
、

嘗
然
な
る
推
敲

だ
。
彼
が
遂
に
こ
の
新
ら
し
い
試
み
を
断
行
し
た
後
に
も
尚
自
ら
誤
っ
た
と
感
じ
て
、

純
器
楽
曲
に
改
作
せ
ん
と
試
み
た
と
い
ふ
説
を
私
は
信
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

◇
・
・
・
併
し
、
如
何
に
し
て
竪
楽
と
器
楽
の
渾
然
た
る
結
合
を
成
就
す
る
か
に
つ
い
て

は
非
常
な
る
苦
心
の
彿
は
れ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
既
に
輿
へ
ら
れ
た
る
曲
に
つ
い
て
み

れ
ば
、
彼
は
、
低
音
絃
楽
器
の
レ
シ
タ
ー
テ
イ
ー
ヴ
を
以
て
、
即
こ
れ
を
器
楽
と
槃
楽

を
接
合
す
る
混
合
音
楽
の
一
様
式
と
し
て
、
雨
者
の
間
の
橋
渡
し
に
し
て
ゐ
る
。
最
終

楽
章
の
初
め
に
姿
を
現
す
前
三
章
の
三
つ
の
主
題
は
そ
れ
／
＼
に
、
奮
闘
、
熱
狂
、
希

望
の
う
ち
に
は
、
求
む
る
歓
喜
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
間
に
挿
ま
れ

た
、
純
器
楽
の
レ
シ
タ
テ
イ
ー
ヴ
は
、
一
々
こ
れ
を
強
く
否
定
し
て
、
同
時
に
次
に
言

葉
で
歌
は
れ
る
も
の
を
決
定
的
に
暗
示
し
て
ゐ
る
。

◇
…
こ

の
言
葉
は
即
ち
バ
リ
ト
ン
の
ソ
ロ
な
る
「
あ
A

、
友
よ
、
此
調

べ
に
あ
ら

ず
！
更
に
楽
し
き
、
喜
び
に
充
ち
た
る
歌
を
や
合
は
せ
ん
」
で
あ
る
。
斯
く
し
て
次
に

シ
ル
レ
ル
の
頌
歌
が
現
れ
て
く
る
こ
と
は
、
こ
の
曲
の
標
題
楽
的
な
解
繹
に

一
道
の
光

明
を
輿
へ
て
ゐ
る
。

・

◇
…
こ
A

で
ク
ロ
ー
ン
氏
の
指
揮
振
り
に
就
い
て
は
た
ゞ
無
條
件
で
受
け
入
れ
よ

う
。
管
絃
楽
も
立
派
な
出
来
榮
だ
合
唱
も
私
の
豫
期
以
上
に
成
功
し
て
ゐ
る
。
ひ
と
り

獨
唱
者
た
ち
が
そ
れ
に
劉
等
の
程
度
ま
で
に
ゆ
か
な

い
が
残
念
に
思
ふ
。

（
『
東
京
日
日
新
聞
』
大
正
十
三
年
十
一
月
三
十
日
）

楽

界

消

息

記

者

〇
十

一
月
二
十
九
日
及
び
三
十
日
の
雨
日
は
、
日
本
の
音
楽
史
上
に
特
筆
す
べ
き
記
念

の
日
で
あ
る
。
そ
の
日
上
野
の
一
音
楽
學
校
に
於
い

て
、
ベ
ー
ト
ー
ウ
エ
ン
の
『
不
朽
』

の
第
九
交
響
楽
が
演
奏
さ
れ
た
。
指
揮
者
は
グ

ス
タ
フ
ク
ロ
ー
ン
。
云
ふ
ま
で
も
な

く
第
九
交
響
楽
は
大
作
で
あ
っ
て
、
日
本
で
は
絶
劉
に
聞
か
れ
な
い
も
の
と
豫
想
さ
れ

て
ゐ
た
。
そ
れ
が
美
事
に
奏
さ
れ
た
時
、
記
者
は
涙
を
さ
へ
流
し
た
の
で
あ
っ
た
。
掌

日
は
、
第
九
の
外
に
も
二
三
の
曲
目
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
如
何
で
も
い
A

。
第
九

に
劉
し
て
も
多
少
の
非
難
は
あ
る
で
あ
ら
う
。
然
し
、
そ
れ
に
も
拘
は
ら
ず
、
と
に
か

く
、
第
九
を
、
あ
れ
程
に
や
つ
て
の
け
た
の
を
思
ふ
と
、
ク
ロ
ー
ン
は
日
本
の
音
楽
界

第 1部 明治 ・大正篇 588 



柿
沼
兄
ー
—

今

度

の

第

九

シ

ム

フ

ォ

ニ

ー

演

奏

に

就

て

の

感

想

で

す

つ

て

？

ま

ア

唯

今

の

所

で

は

何

に

も

あ

り

ま

せ

ん

ね

。

で

す

け

れ

ど

も

、

人

か

ら

F
の

26とい
ふ

初

日

の

切

符

を

貰

っ

た

の

で

、

ま

ア

兎

に

角

上

野

ま

で

行

く

丈

は

行

っ

て

見

ま

し

た

よ

。

そ

れ

で

恙

う

0

0
 
0
 

0
 
0
 

し

た

と

お

尋

ね

で

す

か

、

弱

り

ま

し

た

ナ

。

恨

り

に

も

音

楽

批

評

家

な

る

尊

い

名

稲

を

載

い

て

ゐ

る

の

で

何

と

か

批

評

め

い

た

事

を

云

は

な

け

れ

ば

免

職

で

す

つ

て

！

こ

れ

は

大

愛

だ

！

あ

の

カ

ル

ヴ

ォ

コ

レ

ッ

シ

ー

の

コ

音

楽

批

評

」

と

い

ふ

本

の

開

巻

第

一

頁

に

、

自

分

が

好

き

だ

と

思

っ

た

作

曲

で

も

専

門

家

に

云

は

せ

れ

ば

軽

蔑

す

る

事

が

あ

る

し

、

又

嫌

や

だ

と

思

っ

た

も

の

で

も

稲

讃

さ

れ

て

ゐ

る

作

品

も

あ

る

と

の

こ

と

で

す

が

、

僕

は

今

度

の

上

野

で

聰

い

た

第

九

シ

ム

フ

ォ

ニ

ー

は

第

一

蓄

昔

機

で

味

ふ

こ

と

の

出

来

な

い

感

興

を

覺

え

ま

し

た

ネ

。

成

程

全

髄

の

リ

ズ

ム

と

い

ふ

貼

か

ら

見

て

な

っ

て

居

ら

な

い

許

り

で

無

く

、

ア

ッ

タ

ッ

ク

も

リ

リ

ー

ズ

も

目

茶

々

々

だ

っ

た

上

に

、

第

二

楽

章

ス

ケ

ル

ツ

オ

の

ト

リ

オ

を

導

入

す

る

バ

ッ

ス

ト

ロ

ン

ボ

ー

ン

の

不

味

さ

加

減

か

ら

し

て

、

各

の

ソ

ロ

ー

楽

器

の

下

手

さ

の

程

度

等

を

敷

へ

立

て

る

な

ら

ば

あ

ま

り

上

出

来

だ

と

専

門

家

は

云

は

な

い

か

も

知

れ

な

い

が

、

執

れ

に

も

せ

よ

私

丈

に

は

'

i

s
d
e
a
r
 t
o
 m
e
,
で

し

た

。

柿
沼
兄
|
|

あ

の

日

は

始

め

つ

か

ら

面

白

く

な

い

事

が

あ

っ

た

の

で

、

そ

の

ま

A
鰭

つ

て

来

や

う

、

、

、

か

と

思

っ

て

ゐ

た

の

で

し

た

。

と

い

ふ

の

は

、

す

っ

ぱ

抜

か

れ

る

の

が

贖

だ

か

ら

、

こ

ち

ら

か

ら

先

に

云

つ

て

了

ひ

ま

す

が

ね

、

F
の

26の
椅

子

を

や

っ

と

狡

見

し

て

座

り

ま

す

と

ネ

、

恰

度

そ

の

前

に

僕

の

八

九

年

前

の

ラ

ヴ

ァ

ー

が

間

の

子

の

御

主

人

と

仲

良

さ

A

う

に

座

つ

て

ゐ

る

ぢ

や

あ

あ

り

ま

せ

ん

か

。

参

り

ま

し

た

よ

。

辻

潤

先

生

な

ら

ば

「

野

第

九

シ

ム

フ

ォ

ニ

イ

を

聰

い

て

一

名

、

逃

亡

の

第

九

シ

ム

フ

ォ

ニ

ー

小

泉

ム
ロ＼
 

の

レ

ー

ジ

ョ

ン

ド

ノ

ー

ル

に

憤

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（『月
刊
架
譜
』
第
十
四
巻
第

一
号
、
大
正
十
四
年
一
月
）

（
『
都
新
聞
』
大
正
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日
）

今

度

の

第

九

シ

ム

フ

ォ

ニ

ー

は

本

掌

に

良

う

御

座

い

ま

し

た

よ

。

枝

さ

ん

お

久

振

り

で

す

ネ

」

と

か

何

ん

と

か

位

は

云

へ

た

か

も

知

れ

ま

す

ま

い

か

、

僕

は

閉

口

し

て

横

ち

よ

の

椅

子

を

引

く

り

返

し

た

な

り

後

を

も

見

ず

に

逃

げ

出

し

た

始

末

．．．． 

な

ん

で

す

。

で

、

家

へ

饉

っ

ち

ま

ほ

う

と

思

っ

て

ゐ

る

と

野

村

光

一

君

に

掴

へ

ら

れ

た

.

.

.

.
 

の

で

、

止

む

を

得

ず

永

田

睛

君

に

内

證

で

事

情

を

話

し

て

、

や

っ

と

こ

さ

で

切

符

を

愛

へ

て

貰

つ

て

隅

の

方

か

ら

小

さ

く

な

つ

て

第

九

シ

ム

フ

ォ

ニ

ー

丈

を

聰

い

た

様

な

繹

で

す

か

ら

、

全

く

、

カ

ル

ヴ

ォ

コ

レ

シ

ー

や

ヘ

イ

ウ

ー

ド

等

の

音

楽

批

評

の

原

則

（

？

）

に

立

つ

て

第

九

シ

ム

フ

ォ

ニ

ー

演

奏

の

批

評

的

大

論

文

な

ぞ

は

書

け

な

い

と

云

つ

て

も

無

理

は

無

い

と

思

ひ

ま

す

よ

。

ハ

A

A

A

柿
沼
兄
—
|

フ
ヰ
ナ
ー
レ

0

0
 
0

0

0

 

0
 
0
 

終

曲

は

な

か

／

＼

よ

く

出

来

ま

し

た

ネ

。

ク

ロ

ー

ン

指

揮

者

も

こ

の

時

丈

は

平

常

に

無

く

良

く

棒

を

振

っ

た

と

思

ひ

ま

し

た

。

澤

崎

君

の

テ

ノ

ル

も

大

阪

で

よ

く

聴

か

さ

れ

た

時

よ

り

も

上

手

に

聴

か

れ

ま

し

た

。

何

時

で

も

思

ふ

こ

と

だ

が

こ

の

人

は

ス

テ

ー

ジ

上

に

於

け

る

楽

譜

の

持

方

を

知

ら

な

い

の

で

、

怨

う

も

い

け

な

い

と

思

ひ

ま

す

よ

。

．．．． 

之

は

第

九

シ

ム

フ

ォ

ニ

ー

以

後

の

事

で

す

が

、

レ

ー

ウ

ェ

と

か

い

ふ

人

の

ソ

ロ

ー

を

聴

い

て

す

っ

か

り

落

腑

し

ま

し

た

。

あ

れ

な

ら

日

本

人

の

美

し

い

お

嬢

さ

ん

等

の

歌

を

聞

い

て

ゐ

る

方

が

、

ど

の

位

い

A
か

判

ら

な

い

と

考

へ

ま

し

た

。

ス

テ

ー

ジ

に

立

つ

て

上

手

に

謳

へ

な

い

人

で

も

、

敦

室

で

は

非

常

に

良

い

先

生

で

あ

る

場

合

が

昔

榮

史

を

幡

．．．．．． 

け

ば

澤

山

出

て

来

ま

す

が

、

レ

ー

ヴ

ェ

夫

人

は

恐

ら

く

こ

の

種

の

槃

楽

家

で

は

無

い

で

せ

う

か

。

兎

に

角

、

こ
！
9,
9・

本

常

（『
昔
榮
新
潮
』
第
二
巻
第
一
号
、
大
正
十
四
年
一
月
、
二
四
ー
ニ
五
頁
）

▲

東

京

―

音

楽

學

校

廿

九

妍

日

の

雨

日

開

催

さ

れ

る

秋

季

演

奏

會

は

既

に

入

場

券

買

切

れ

の

盛

況

の

為

め

、

更

に

十

二

月

六

日

午

後

二

時

よ

り

同

曲

目

に

て

第

二

回

の

演

奏

會

を

開

催

す

る

と
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ア

ノ
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葉
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可

子

六
ツ
の
愛
奏
曲
（
作
品
三
十
四
番
）
…
…
ベ
ー
ト
ウ
ヴ
ェ
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七
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

奥

村
艶
子

八
、
ピ
ア
ノ
フ
ォ
ル
テ
獨
奏

四、

ロ
ー
マ
ン
ス
…
…
…
ス
ヴ
ヱ
ン
ヅ
ヱ
ン

（
口
）
ペ
ル
ペ
ト
ウ
ム
モ
ビ
レ
（
作
品
三
十
四
番
）
…
…
リ
ー
ス

山
田
満
壽
美

（
イ
）

休
第

一
、
混
磐
合
唱

部

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

高
折
周
子

コ
ー
ル
ニ
ー
ド
ラ
イ
（
祈
り
の
歌
）
…
…
マ
ッ
ク
ス

テ

ノ

ー

ル

獨

唱

鏑

木

欽

作

（
イ
）
蓮
の
花
（
作
品
二
十
五
ノ
七
番
）
…
…
シ
ュ
ー
マ
ン

（
口
）
小
夜
曲
…
…
…
…
…
…
…
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

玉

箕

テ
ル
子

愛
ホ
長
調
ソ
ナ
タ
（
作
品
三
十
一
ノ
三
番
）
…
…
ベ
ー
ト
ウ
ヴ
ェ
ン

憩
部

目

ブ
ル
ッ
フ

大
正
十
三
年
十
二
月
二
十
日
学
友
会
第
―
―
―
十
九
回
土
曜
演
奏
会

第
三
十
九
回
土
曜
演
奏
會
（
大
正
十
三
年
十
二
月
二
十
日
）

曲

會
員

（
イ
）
垣
の
小
さ
き
薔
薇
（
作
品
六
十
七
ノ
三
番
）
•
…
•
•
シ
ュ
ー
マ
ン

（
口
）
マ
リ
ア
の
子
守
歌
（
獨
逸
民
謡
）
…
…
オ
ッ
ク
ス
編
曲

二

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

田

川

千

代

子

ロ
ン
ド
ブ
リ
ル
ラ
ン
テ
（
作
品
六
十
二
番
）
…
…
ウ
エ
ー
バ
ー

愛

口
長
調
変
奏
曲
（
作
品
八
十
三
番
）
…
…
メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン

九

、

ア

ル

ト

獨

唱

曾

我

部

静

子

歌
劇
ジ
ョ
コ
ン
ダ
中
の
盲
目
の
少
女
の
歌
…
…
ポ
ン
キ
ヱ
リ

合

唱

指

揮

者

船

橋

榮

吉

（
『
＿
音
架
』
學
友
會
、
第
三
号
、
大
正
十
四
年
三
月
、
一
ー
五
頁
）

大
正
十
四
年
二
月
二
十
八
日

学
友
会
第
四
十
回
土
曜
演
奏
会

大
正
十
四
年
二
月
二
十
八
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時

第

四

拾

回

土

曜

演

奏

會

曲

目

…
…
…
…
…
…
…
…
…
言

…
…
…
…
…
信

メ
デ
イ
テ
ー
シ
ョ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
バ
ッ
ベ
ー
グ
ノ
ー

歌
劇
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
中
の
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
の
歌

「
我
は
此
の
貴
き
群
衆
を
打
眺
め
ぬ
」
…
…
…
…
；
・ワ

…
•
•
•
フ

歌
劇
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
中
の
ア
リ
ア

「
心
の慾
を
知
る
君
は
」
…

…
…
…
…

…
…
…
…
•
•
•
モ

5
，
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ツ

ア

ル

ト

佐

藤

美

子

夜
の
曲
ホ
長
調

イ

レ

ド

ー

4

．

ピ

ア

ノ

獨

奏

遠

山

つ

や

子

グ

ナ

3

．

バ

リ

ト

ン

獨

唱

細

JII 

碧

2

．

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

李

襄

輔

（
イ
）
深
山
に
は

（
口
）
春
の
涌
生

時時

潔潔

1
．
混

盤

合

唱

第

部

會

東
京
昔
榮
學
校

學

友

會

員
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．
メ
ゾ
ソ

。フ
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ノ
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ア
デ
ラ
イ
デ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ヱ
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（
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夜
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と
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澤

な
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岡
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都
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調
（
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番
）
•
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ス
ト
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ウ
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P
A
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E
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V
A
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P
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H
E
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P
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I
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M
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.
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N
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O
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O
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R
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.
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A
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T
h
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V
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H
a
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m
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o
 

K
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n
z
er
t
i
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.
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H
a
n
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t
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O
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O
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T
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N
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s
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k
a
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T
h
e
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t

h
 S
o
n
at
a
…
…
…
…
…
…
…
B
a
c
h
 

Praludi

u
m
 

G
a
v
o
t
t
e
 

M
I
X
E
D
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H
O
R
U
S
 
:

ー

M
e
m
b
e
r
s

B
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n
a
c
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l
i
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l
 

(
D
e
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e
d
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…
…
J.
 

B
r
a
h
m
s
 

A
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c
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e
d
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o
n
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ei

m
at
h
 

…………………………•…••Volksl

ied 

ゞ a. 

C
o
n
d
u
ct
or: 
M
r.
 

G
.
 

K
R
O
N
 

―
二

0頁
）

◇

ク

ロ

ー

ン

先

生

の

指

揮

ク

ロ

ー

ン

先

生

が

三

月

を

も

つ

て

僻

任

鱚

國

さ

れ

る

の

で

、

二

月

二

十

八

日

の

土

曜

演

奏

會

に

は

特

に

先

生

の

指

揮

の

も

と

に

信

時

先

生

作

「

深

山

に

は

」

「

春

の

弾

生

」

其

の

他

を

合

唱

し

た

。

先

生

の

熱

誠

な

る

御

指

導

と

會

員

諸

氏

の

努

力

に

よ

っ

て

ま

こ

と

に

感

激

に

満

ち

た

よ

き

コ

ー

ラ

ス

で

あ

っ

た

と

の

批

評

を

う

け

た

。

（

『

昔

榮

』

臨

手

冬

曾

、

第

三

号

、

大

正

十

四

年

三

月

、

M
r.
 

T
.
 

K
i

n
o
s
hi
t

a
 

伊

太

利

的

競

奏

曲

ノゞ

ツ

ノ‘

作

曲

六

、

。

ヒ

ア

ノ

獨

奏

石

橋

盆

恵

五

、

大

正

十

四

年

三

月

二

十

五

日

卒

業

式

大

正

十

四

年

三

月

二

十

五

日

（

水

曜

日

）

午

後

一

時

三

十

分

開

始

卒

業

證

書

授

奥

式

順

序

一

、

卒

業

證

書

授

呉

二

、

校

長

式

僻

三

、

文

部

大

臣

祝

辮

四

、

卒

業

生

穂

代
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僻
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、

賞

品

授

呉

六

、

卒

業
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奏
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、

ビ

ア
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獨

奏

東
京
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楽
學
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…

…

…

…
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…
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…
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ベ
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ェ
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ノ
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ュ
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ベ
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曲
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リ

ン

獨

奏

…

…

…

…

…

…

甲

種

師

範

科

卒

業

生

イ
短
調
競
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（
作
品
九
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第
七
番
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第
一
楽
章
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•
…
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•
•
ロ

四

、

ピ

ア
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獨

奏

…

…

…

…

本
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楽
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卒

業
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イ
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競
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作
品
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フ
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卒
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鶴
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来
れ
吾
等
は
逍
遥
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コ
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科
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好
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）
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曲
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中
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子
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十
一
、

十
二
、

十
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、
混
盤
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フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
研
究
科
槃
楽
部
修
了
生

若
き
尼
（
作
品
四
三
•
第
一
番
）
·
…
…
…
…
…
…
…
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

ピ
ア
ノ
獨
奏

三
二
愛
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
•
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

大
正
十
四
年
五
月
三
日
演
奏
旅
行

五
月
三
日
、
千
葉
縣
立
千
葉
高
等
女
學
校
の
創
立
二
十
五
年
祝
賀
大
＿
音
楽
會

に
招
か
れ
て
出
張
演
奏
を
行
っ
た
。
校
長
、
木
内
、
岡
野
雨
教
授
等
の
引
率
の

許
に
約
百
名
の
會
員
が
参
加
し
た
。
午
前
、
午
後
の
二
回
左
詑
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
っ
て
演
奏
を
な
し
何
れ
も
大
好
評
を
拍
し
て
薄
暮
蹄
京
し
た
。

曲
休

分

七
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
及
ピ
ア
ノ
合
奏

憩

十

本
科
器
楽
部
卒
業
生

：
研
究
科
器
楽
部
修
了
生

間

服

部

登

和

東
京
昔
架
學
校
生
徒
諸
氏

早

川

美

奈

高

仲

富

賓

子

モ
ツ
ァ
ル
ト
作
曲

岡

見

幾

久

子

揺

井

歌
劇
「
デ
ィ
ノ
ー
ラ
」
中
の
封
影
叙
情
調
：
·
…
…
…
•
•
•
マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ル
作
曲

九
、
ビ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
本
科
器
楽
部
卒
業
生

ョ゚
ノヽ

｝
 

直節

俊

ン

作

曲子

松

野

ヨ

シ

ェ

+
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
研
究
科
槃
楽
部
修
了
生

五
月
の
夜
（
作
品
四
三
•
第
二
番
）
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
研
究
科
器
楽
部
修
了
生

吉

ラ
。
フ
ソ
デ
ィ
（
作
品
七
九
•
第
二
番
）
…
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

九、

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

大

須

賀

績

作

歌

（
イ
）
楽
し
き
春
（
作
品
五
九
・
第
四
）
…
…
…
…

（
口
）
さ
ら
ば
郷
里
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
獨
逸
民
謡

二

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

（

作

品

三

四

）

山

田

菊

江

氏

六
の
菱
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

三、

ア
ル
ト
獨
唱

幕

田

シ

ナ

氏

ロ
イ
テ
ル
作
曲

吉
丸
一
昌
作
歌

（
イ
）
四
葉
の
ク
ロ
ー
ヴ
ァ
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
口
）
揺
藍
の
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

四

、

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

獨

奏

奥

村

艶

氏

諦
曲
と
波
蘭
舞
踏
曲
（
作
品
三
五
）
…
…
…
…
…
・
・
・
ヴ
ュ
ー
タ
ン
作
曲

五
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

渡

邊

宣

子

氏

歌
劇
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
中
の
花
の
歌
…
…
…
…
…
…
グ
ー
ノ
ー
作
曲

六

、

混

盤

合

唱

東

京

―

音

楽

學

校

生

徒

諸

氏

（
イ
）
垣
根
の
バ
ラ
（
作
品
六
九
•
第
三
）
…
…
…
…
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

ュ
ン
グ
ス
ト
編

高
野
辰
之
作
歌

（
口
）
空
し
く
老
い
ぬ
（
瑞
典
民
謡
）
…
…
…
…
…
…

憩
（
十
分
間
）

七

、

混

盤

合

唱

東

京

昔

榮

學

校

生

徒

諸

氏

（
イ
）
春
の
蒲
生
（
古
謡
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
信
時
潔
作
曲

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
作
曲

高
野
辰
之
作
歌

（
口
）
雲
雀
の
歌
（
作
品
四
八
•
第
四
）
…
…
…
…

奥

村

艶

氏

サ
ラ
バ
ン
ド
と
タ
ン
ブ
ー
ラ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
ル
ク
レ
ア
作
曲

ア
ル
ト
獨
唱 休

幕

田

シ

ナ

氏
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歌
劇
「
豫
言
者
」
中
の
ア
リ
オ
ー
ソ
…
•
•
…
…
…
•
マ
イ
エ
ル
ベ
ー
ル
作
曲

+

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

山

田

菊

江

氏

軍
隊
的
波
蘭
舞
踏
曲
（
作
品
四
0
•
第
一
）
…
…
…
シ
ョ
パ
ン
作
曲

十

一

、

ソ

。

フ

ラ

ノ

獨

唱

渡

邊

宣

子

氏

（
イ
）
な
ぜ
（
作
品
六
）
：
…
…
…
…
…
…
…
•
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作
曲

（
口
）
夜
の
歌
（
作
品
一
〇
六
•
第
一
）
•
…
•
…
…
…
•
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

十

二

、

混

盤

合

唱

東

京

昔

榮

學

校

生

徒

諸

氏

ヴ
ア
グ
ネ
ル
作
曲

歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」
中
の
祝
歌
…
…
…
…
…
…
乙
骨
三
郎
繹
歌

大正14年5月3日，千葉県立千葉高等女学校における出張演奏。

あいさつをする岡野貞ー教授（中央）

5
，

セ

ロ

獨

奏

4
．

男

整

合

唱

3
 

1
．

混

盤

合

唱

休

2
．

ピ

ア

ノ

獨

奏

憩

（
イ
）
別
れ
の
歌
：
・
・
:
・
:

（
口
）
載
士
の
合
唱
…
…
…
…
…
…

浅

野

常

七

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

會

員

ソ
ナ
タ
ニ
短
調
（
作
品
三
十
一
の
二
番
）
…
…
…
•
•
…
…
…
•
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

第
一
楽
章

バ

リ

ト

ン

獨

奏タ
星
の
歌
（
歌
劇
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
中
よ
り
）
•
…
…
…
…
…
…
・
・
ヴ
ァ
グ
ネ
ル

細

) I I 

（
イ
）
覺
め
よ
と
吾
に
呼
ぶ
槃
す
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

•
•
•
バ

（
口
）
キ
リ
ス
ト
は
死
地
に
あ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
バ

山

越

八

重

子

ツ ツ

ノヽノ‘

會

東

京

―

音

楽

學

校

學

友

會

一

氏

塚

指

揮

者

大

伴

奏

者

萩

原

そ
の
他
土
曜
演
奏
會
の
前
後
敷
回
参
観
演
奏
を
行
っ
た
。

（
高
橋
、
木
下
記
）

（

『

一

音

榮

』

學

友

會

、

第

四

号

、

大

正

十

四

年

十

一

月

、

碧 員

一三
0
ー
一
三
一
頁
）

大
正
十
四
年
五
月
二
十
三
日
学
友
会
第
四
十
一
回
土
曜
演
奏
会

大
正
十
四
年
五
月
二
十
―
―
一
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時

第

四

拾

壼

回

土

曜

演

奏

會

曲

目

英

淳

氏
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卜 7
 

6
 

a
.
 

夕
邊
の
歌

8
．

混

盤

合

唱

合
唱
指
揮
者

P
R
O
G
R
A
M
M
E
 

澤

崎

定

之

ス 員

炉 ゞ ？ , 
上

野

會

a
.
 

b
.
 

（
イ
）
カ
ン
テ
ィ
レ
ー
ナ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ゴ
ル
タ
ー
マ
ン

（
口
）
コ
ー
ル
ニ
イ
ド
ラ
イ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ブ
ル
ッ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

（
イ
）
日曜
の
歌
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン

（
口
）
ワ
ル
ツ
レ
ン
ト
（
歌
劇
ボ
エ
ー
ム
）
…
…
・
・
・
プ
ッ
チ

ピ

ア

ノ

獨

奏

悲
愴
ソ
ナ
タ
（
作
品
十
三
）

．．
．
 

佐

々

木

爽

子

・
・
・
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

…
…
•
…
•
•
ブ
ラ
ー
ム

〔原
資
料
横
組
〕

T
H
E
 

F
O
U
R
T
Y
'
F
I
R
S
T
 

S
A
T
U
R
D
A
Y
 C
O
N
C
E
R
T
 

B
Y
 

）
 

T
H
E
 G
A
K
U
Y
U
K
A
I
.
 

O
F
 

T
H
E
 T
O
K
Y
O
 A
C
A
D
E
M
Y
 O
F
 M
U
S
I
C
 

S
A
T
U
R
D
A
Y,
 

M
A
Y
 2
3
R
D
 

A
T
 

2
 
P
.M
.
 

M
I
X
E
D
 C
H
O
R
U
S
 
:

ー

W
a
c
h
et
 

a
uf

,
 

ruft 
u
n
s
 di

e
 

Sti
m
m
e
…

…

…

…

…

…

…

…

B
a
c
h
 

M
e
m
b
e
r
s
 

V
I
O
L
I
N
C
E
L
L
O
 S
O
L
O
:ー

M
r
.T
.A
s
a
n
o
 

a
.
 Cantilena

…

…

…

…

…

…

…

…

G
o
lt
e
r
m
a
n
n
 

b•Kol 

N
idre
i•…………………

••Max 

B
r
u
c
h
 

S
O
P
R
A
N
O
 S
O
L
O
 :

|

M

i

ss 
S
.
 

S
a
s
a
ki

 

a
.
 S

o
nt
ag
sli
e
d
…

…

…

…

…

…

…

M
e
n
d
e
l
s
s
o
h
n
 

b
.
,
,W
a
l
z
e
r
 lent
o
'̂
a
u
s
 

B
o
h
e
m
e…
•
…
…
…
…
…
…
•
•
P
ミ
c
c
in
i

P
I
A
Z
0
 S
O
L
O
 :-

M
i

ss F•Kam

inuma 

S
o
n
at
e
 P
at
h
et
i
q
u
e
 o
p
.
 

1
3
…

…

…

B
e
et
h
o
v
e
n
 

M

只
E
D
C
H
O
R
U
S
 :-

M
e
m
b
e
r
s
 

D
e
r
 
Abend

…•……………………

••Brahms 

大
正
十
四
年
五
月
二
十
四
日
邦
楽
会
第
二
十
九
回
演
奏
会

大
正
十
四
年
五
月
二
十
四
日
午
後
一
時
半

於

東

京

昔

榮

學

校

奏

榮

堂

上

沼

房

子

二 フ

仝 や ド）

C
o
n
d
u
ct
or 
S
.S
A
W
A
Z
A
K
I
 

I
N
T
E
R
V
A
L
 

b
.
 C

h
ri

st
 lag i
n
 To
d
e
s
b
a
n
k
e
n…

B
a
c
h
 

P
I
A
Z
0
 S
O
L
O
:ー

M
i

ssY•Yamakosh

i 

S
o
n
at
e
 D'moll 
(
o
p
.
 31 

N
o
.
 
2)
…

B
e
et
h
o
v
e
n
 

B
A
R
I
T
O
N
 S
O
L
O
 :

|

M

r

.
 

M
.
 

H
o
s
o
k
a
w
a
 

"
"
Wi

e
 T
o
d
e
s
a
h
n
u
n
g,
 Da

m
m
e
r
u
n
g
 

d
e
c
kt
 

di

e
 L
a
n
d
e"
 aus 

Tannhauser·

……………

••Wa

g
ner 

百
L
E
C
H
O
R
U
S
:
|
M
e
m
b
e
r
s
 

A
 bs
c
hi
e
dg
esang
…

…

…

…

…

B
e
et
h
o
v
e
n
 

K
ri
eg
er C
h
o
r…
…

…

…

…

…

…

B
e
et
h
o
v
e
n
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五
、
踊き

や
う
が
の
こ
む
す
め
だ
う
じ
ゃ
う
じ

京
鹿
子
娘
道
成
寺

白
拍
子
二
代
目

後

見

市

子

の

段

三絃

西

川

喜

代

春

笛

西

川

喜

洲

小

鼓
大

鼓

太

鼓

唄長 三
味
線

六梅梅望杵杵今芳芳芳

合屋屋月屋屋藤村村村

新勘長勝五長孝孝孝

三勝兵之壽三十一太次

郎蔵衛助郎郎郎郎郎郎

喜涸四
次‘

太郎新
兵

八衛内
膝ど

栗；
節

毛げ

は
、

ヴ
ァ
イ
ラ
の
歌
｝

に
、
そ
は
彼
な
り

い

、

朝

｝

ろ
、
親
し
き
幻
影

富

士

松

加

賀

太

夫

吾

妻

路

宮

古

太

夫

〔
休
憩
十
五
分
間
〕

一

中

節

小
春
冗
の
叩
尉

治
兵
衛

―-、

ツ三ワシ
味

レ線キテ

都都都都

以

奈花艶梅

そ
タコ登畠奸

り 澤

ぐ下；節

れ

絃

奇

澤

り

唄

班

澤

芝 芝
勢

以金

一
、
三ぁ吾

妻；

獅項

子し

尺三等

温
闘高今

橋井

和
榮慶

童清松

第

廿

九

回

演

奏

曲

目

金

参

園

入

場

料

金

賦

園
金

壼

園

（

學

生

券

）

昔

榮

演

奏

曲

目

ニ
長
調
ソ
ナ
タ

シ
ャ
コ
ン
ヌ

邦

楽

會

大

正

十

四

年

六

轟

詞

麟

襲

午

後

』
疇

霜

大
正
十
四
年
六
月
十
三
日
、
十
四
日

／一・・-

ブバ

ゾ ツ

ノ‘

二作

編曲

…
…
…
…
…
…
モ

S
o
n
at
e
 fu
r
 z
w
ei
 

K
l
a
vi

ere (
D

 

d
u
r
)
…
…
…
M
o
z
a
r
t
.
 

A
l
l
e
g
r
o
 c
o
n
 sp
i

ri
t

o
 

A
n
d
a
nt
e
 (
c
o
n
 m
ot
o) 

A
l
l
e
g
r
o
 m
o
l
t
o
.
 

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
長

シ

ト

ラ

ウ

ス

作

曲

}•………………………••S

trauss

. 

M
o
r
g
e
n
 

F
r
e
u
n
d
l
i
c
h
e
 
Vi

si
o
n
 

…
…
…
ヴ

了
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
W
o

l
f.

G
e
s
a
n
g
 W
ey
la
's
 

E
r
 i
st'
s
 

三
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
レ
オ
ニ
ッ
ド
・
コ
ハ
ン
ス
キ
ー

ォ

ル

フ

作

曲

坂

好

子

ツ

ァ

ル

ト

作

曲

第
四
十
九
回
定
期
演
奏
会

東

京

昔

架

學

校

一

、

ピ

ア

ノ

連

奏

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

：

｛

高

折

宮

次

レ
オ
ニ
ッ
ド
・
コ
ハ
ン
ス
キ
ー
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演

奏

曲

目

解

説

及

歌

詞

ピ

ア

ノ

連

奏

．
 

Chaconne

…………………•……·……………

•Bach'Busom

. 

休

憩

十

分

間

四
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

ツ
ィ
ス
ク
ス
）

L
e
g
e
n
d
e
 N
r
.
 

2
 
(
St
.
 F

r
a
n
zi
s
k
u
s
 
i.i
b
e
r
 di

e
 

W
e
l
l
e
n
 g
e
h
e
n
d
)
 

ろ
、
二
の
練
習
曲
（
作
品
二
五
•
第
一
番
及
一

第
十
二
番
）

は
、
夜
の
曲
（
作
品
三
ニ
・
第
一
番
）

…
…
シ

}
…
…
C
h
op
i

n
.
 

Z
w
ei
 

E
t

u
d
e
n
 (
O

p
.
 

2
5
,
 N

r
.
 

1
 
u
n
d
 1
2
)
 

N
o
ct
u
r
n
e
 (
O

p
.
 

3
2
,
 N

r
.
 
l

)

 

•
…
…
…
•
•
デ
・

に
、
印
度
の
火
踊

I
n
di
s
c
h
e
r
 
F
e
u
e
rt
a
n
z

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
d
e
 Falla
.
 

フ

ァ

ル

ラ

作

曲

五
、
混
盤
合
唱
（
無
伴
奏
）

い
、
北
も
南
も
（
作
品
五
九
•
第
一
番
）
•
•
…
…
…
…
•
シ

N
o
r
d
 o
d
e
r
 S
u
d
 (
O

p
.
 

5
9
,
 N

r
.
 
1

)

…
…
…
…
…
S
c
h
u
m
a
n
n
.
 

ろ
、
森
の
中
に
晩
鐘
聰
ゆ
（
作
品
六
三
•
第
二
番
）
…
ヅ
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク
作
曲

I
m
 H
ai
n
e
 h
a
rt
 
d
a
s
 A
b
e
n
d
l
a
ut
e
n
 

(

O

p
.
 

6
3
,
 N

r
.
 

2)

…•……………………………

••Dvorak. 

ニ
長
調
ソ
ナ
タ

モ
ツ
ア
ル
ト
作
曲

伴合
唱

奏指
揮

者者

高 大

折塚

宮

次淳

い
、
聖
諄
曲
第
一
一
番
（
波
の
上
を
行
く
聖
フ
ラ
ン

リ

ユ
ョ

•L
isz
t. 

ス
ノぐ

マ

ン

作

曲

ン

作

曲

ト

作

曲

レ
オ
ニ
ッ
ド
・
コ
ハ
ン
ス
キ
ー

ろ ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

＞ヽ
 

モ
ツ
ア
ル
ト

(
M
o
z
a
rt
1
7
5
6ー

1
7
9
1
)

の
此
の
ソ
ナ
タ
は
多
分
彼
が
二
十
五
歳
の

頃
の
作
で
、
嘗
時
と
し
て
は
極
め
て
新
し
い
、

叉
た
技
術
の
困
難
な
曲
と
思
は
れ
た
で

あ
ら
う
。
百
五
十
年
近
く
鰹
過
し
た
今
日
で
も
二
つ
の
ピ
ア
ノ
が
活
撥
に
交
錯
す
る
興

味
は
そ
の
力
を
失
は
な
い
の
で
あ
る
。
全
部
三
章
の
う
ち
で
主
要
な
も
の
は
第
一
章
で

ァ
ン
ダ
ン

テ

あ
る
。
こ
の
章
の
力
強
い
の
に
劉
し
て
並
歩
調
の
第
二
章
は
四
分
三
拍
子
の
優
美
な
調

で
あ
る
。
最
後
の
章
は
極
め
て
快
活
な
主
想
と
短
調
に
基
い
た
副
想
と
が
好
い
劉
照
を

な
し
て
ゐ
る
。

シ
ト
ラ
ウ
ス
作
曲

朝

リ

ー

ド

親

し

き

幻

影

i

シ
ト
ラ
ウ
ス
(

R

.

St
r
a
u
s
s
 1
8
6
4
|
)

の
小
歌
に
就
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
好
ん
で

同
時
代
の
詩
人
の
詞
に
作
曲
し
て
そ
れ
の
新
味
を
解
繹
し
、
ハ
イ
ネ
、
レ
ナ
ウ
等
の
作

リ

ー

ド

を
主
と
し
て
ゐ
た
小
歌
界
に
新
傾
向
を
作
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
朝
」
は
ジ
ョ
ン
、
ヘ

ン
リ
、
マ
ッ
ケ
ー
の
詩
に
作
曲
し
た
も
の
で
彼
の
諸
作
中
最
も
廣
く
知
ら
れ
た
―
つ
で

あ
し
た

さ
ち

あ
る
。
ー
|
_
「
か
く
て
朝
に
な
れ
ば
日
は
再
び
照
し
て
、
我
が
行
く
途
に
幸
深
き
我
等

を
結
ば
ん
、
日
影
を
吸
ふ
此
の
地
球
の
中
に
て
。
か
く
て
波
と
青
き
廣
き
濱
邊
に
、
我

等
は
静
か
に
緩
か
に
下
り
立
ち
、
互
に
無
言
に
眼
を
見
合
せ
ん
。
か
く
て
幸
揺
の
無
言

の
沈
獣
は
我
等
に
落
ち
ん
。
」
作
品
四
八
中
の
佳
作
「
親
し
き
幻
影
」
は
ビ
ー
ル
バ
ウ
ム

の
詞
に
基
い
た
も
の
で
そ
の
大
意
は
ー
「
眠
れ
る
間
の
夢
に
は
あ
ら
ず
、
白
書
に
我

は
そ
れ
を
見
た
り
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
疾
き
充
ち
た
る
草
場
、
そ
の
奥
に
林
の
な
か
に

白
き
家
一
っ
、
玄
開
よ
り
は
紳
の
像
輝
く
。
か
く
て
我
は
我
を
愛
す
る
一
人
の
も
の

と
、
心
静
か
に
白
き
家
の
涼
し
き
蔭
に
、
美
し
く
我
等
を
待
て
る
平
和
の
中
に
入
る
。
」

は

ヴ

ァ

イ

ラ

の

歌

に

そ

は

彼

な

り

i

ヴ

ォ

ル

フ

作

曲

ヴ
ォ
ル
フ

(
H
u
g
o
W
o
l
f
 1
8
6
0ー

1
9
0
3
)

は
シ
ト
ラ
ウ
ス
の
や
う
な
多
方
面
の
人

で
な
い
が
、
小
歌
の
方
で
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
シ
ュ
ー
マ
ン
以
後
の
最
も
重
要
な
一
人

で
あ
る
。
彼
の
作
に
は
ア
イ
ヒ
エ
ン
ド
ル
フ
、
ゲ
ー
テ
等
の
諸
集
も
あ
る
が
、
詩
味
楽

趣
、
共
に
最
も
多
方
面
に
亘
つ
て
ゐ
る
の
は
一
八
八
八
年
作
の
メ
ー
リ
ケ
集
(
M
o
ri
k
e

L
i

e
d
e
r
)

で
あ
る
。
本
演
奏
の
二
曲
は
此
集
に
牧
め
た
五
十
三
曲
中
の
も
の
で
何
れ
も
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B

)

 

E
r
 i
st
'

s
 

F
r
e
u
n
di
c
h
e
 
Vi
si
o
n
 

A

)

 

屈
指
の
名
作
で
あ
る
。
「
そ
は
彼
な
り
」
は
春
に
寄
す
る
歌
で
そ
れ
の
快
活
な
情
緒
は

曲
の
進
む
に
従
っ
て
盆
々
高
潮
に
達
す
る
。
「
聞
け
や
は
る
か
に
立
琴
の
年
日
」
の
一
節

ア
ル
ペ
ッ
ジ
ョ

に
作
者
は
立
琴
を
模
し
た
琶
昔
を
伴
奏
に
用
ひ
て
ゐ
る
。

「
ヴ
ァ
イ
ラ
の
歌
」
は
壮
厳
な
殆
ど
宗
敦
的
な
感
情
を
表
は
し
た
緩
か
な
歌
調
で
あ

る
。
ヴ
ァ
イ
ラ
は
メ
ー
リ
ケ
や
其
友
人
が
宵
年
時
代
の
夢
に
蓋
い
た
理
想
郷
オ
ル
プ
リ

ッ
ト
の
守
護
紳
の
名
で
、
詞
は
大
洋
の
霧
に
と
ざ
さ
れ
、
太
古
の
水
に
洗
は
れ
て
立
つ

紳
々
し
い
オ
ル
。
フ
リ
ッ
ト
の
島
を
讃
美
す
る
意
で
あ
る
。

‘

M
o
rg
e
n
 

U
n
d
 m
o
rg
e
n
 w
i

r
d
 di
e
 S
o
n
n
e
 w
i

e
d
e
r
 s
c
h
ei
n
e
n
 

U
n
d
 au£ 

d
e
m
 W
e
g
e
,
 de

n
 i
c
h
 g
e
h
e
n
 w
e
r
d
e
 

W
i

r
d
 u
n
s
,
 di

e
 Glilckli
c
h
e
n
 si
e
 w
i

e
d
e
r
 
ei
n
e
n
 

I
n
mi
t
t

e
n
 di
e
s
e
r
 
s
o
n
n
e
n
at
m
e
n
d
e
n
 E
r
d
e
.
 

U
n
d
 z
u
 d
e
m
 St
r
a
n
d
,
 d

e
m
 w
ei
t

e
n
,
 w

og
e
n
b
l
a
u
e
n
,
 

W
e
r
d
e
n
 w
i

r
 st
i
l
l
 

u
n
d
 lang

s
a
m
 ni
e
d
e
r
st
ei
g

e
n
,
 

St
u
m
m
 w
e
r
d
e
n
 w
i

r
 u
n
s
 i
n
 di
e
 A
ug

e
n
 s
c
h
a
u
e
n
,
 

U
n
d
 a
uf
 

u
n
s
 si
n
kt
 

d
e
s
 Gliickes 
st
u
m
m
e
s
 S
c
h
w
ei
g

e
n
.
 

N
i

c
ht
 
i

m
 S
c
h
l
af
e
 h
a
b
e
 i
c
h
 d
a
s
 g
et
r
a
u
mt

,
 

H
e
l
l
 a
m
 T
a
g
e
 s
a
h
 i
c
h
's
 s
c
h
o
n
 v
o
r
 m
i

r: 

Ein
e
 W
i

e
s
e
 voller 
M
a
rg

e
ri
t
t

e
n
;
 

T
i

e£ 

ei
n
 w
ei
sses 
H
a
u
s
 i
n
 g
ri
l

n
e
n
 B
i
l

s
c
h
e
n
 ;
 

G
ot
t

e
r
bi
lder 
l
e
u
c
ht
e
n
 a
u
s
 d
e
r
 L
a
u
b
e
.
 

U
n
d
 i
c
h
 g
e
h
'
m
i
t
 

E
i

n
e
r
,
 di

e
 m
i

c
h
 li
e
b
 h
at

,
 

R
u
hi
g

e
n
 G
e
mi
l
t

h
e
s
 i
n
 di
e
 K
u
h
l
e
 

D
i

eses 
H
a
u
s
e
s
,
 

i

n
 d
e
n
 F
ri
e
d
e
n
,
 

D
e
r
 voll 
S
c
h
o
n
h
ei
t
 

w
a
rt
et

,
 

d
a
s
s
 
w
i

r
 k
o
m
m
e
n
.
 

U
n
d
 i
c
h
 g
e
h
,
 m

i
t
 

E
i

n
e
r
,
 di

e
 m
i

c
h
 lieb 
h
at
 

I
n
 
d
e
n
 F
ri
e
d
e
n
 voll 
S
c
h
o
n
h
ei
t
.
 

F
r
u
h
l
i
n
g
 lasst
 

sei
n
 b
l
a
u
e
s
 
B
a
n
d
 

W
i

e
d
e
r
 flat
t

e
r
n
 
<lurch 
di
e
 L
i
l
f
t

e
 ;
 

S
音
se
,
w
o
h
l
b
e
k
a
n
nt
e
 D
i
l
f
t

e
 

G
e
s
a
n
g

W
 
e
y
l
a
s
 

St
reif e
n
 a
h
n
u
n
g
s
v
o
l
l
 
d
a
s
 L
a
n
d
.
 

V
ei
l
c
h
e
n
 t
r
i
i
u
m
e
n
 
s
c
h
o
n
,
 

W
o
l
l
e
n
 b
a
l
d
e
 k
o
m
m
e
n
.
 

H
o
r
c
h
,
 vo
n
 j
e
r
n
 ei
n
 lei
ser 
H
a
rf
e

nt
o
n
 
!
 

F
r
u
h
li
n
g
,
 

J

a
 d
u
 bi
st
's
 
!
 

Friihli
ng
,
 

j

a
 d
u
 b
i

st
's
 
!
 

D
i

c
h
 h
a
b
'
i

c
h
 v
e
r
n
o
m
m
e
n
 
!
 

J

a
,
 d

u
 b
i

st's ! 

D
u
 hi
st
 

O
r
p
l
i
d
,
 m

ei
n
 L
a
n
d
 
!
 

D
a
s
 f
e

r
n
e
 l
e
u
c
ht
et
 ;
 

V
o
m
 M
e
e
r
 d
a
mp
f
e
t
 

d
ei
n
 b
e
s
o
n
nt
e
r
 St
r
a
n
d
 

D
e
n
 N
e
b
e
l
,
 so
 d
e
r
 G
ot
t

e
r
 
W
a
ng

e
 fe
u
c
ht
et
.
 

U
r
a
lt
e
 W
a
s
s
e
r
 st
ei
g

e
n
 

V
e
rj
昔

g

t

u
m
 d
ei
n
e
 H
 il
f
 t

e
n
,
 Ki

n
d
 
!
 

V
o
r
 d
ei
n
e
r
 G
ot
t

h
ei
t
 

b
e
ug

e
n
 

Si
c
h
 K
o
ni
g

e
,
 di

e
 d
ei
n
e
 W
a
rt
e
r
 
si
n
d
.
 

ピ

ア

ノ

獨

奏ン
ヌ

シ

ャ

コ

バ

ッ

ハ

作

ブ

ゾ

ー

ニ

編

伯
林
の
藝
術
院
の
作
曲
部
教
授
を
し
て
い
た
ブ
ゾ
ー
ニ
(
F
e
r
r
u
c
ci
o
B
u
s
o
ni
 1
8
6
6
 

ー

1

9

2

4

)

は
最
近
最
も
傑
出
し
た
一音
楽
家
の
一
人
で
、
多
く
の
貼
に
於
て
リ
ス
ト
に
似

て
ゐ
る
。
ピ
ア
ノ
の
奏
者
と
し
て
は
ピ
ア
ノ
の
管
絃
楽
的
効
果
を
目
指
す
所
の
新
し
い

奏
法
の
代
表
者
と
し
て
著
明
で
あ
る
が
、
又
た
作
曲
者
と
し
て
も
一
方
に
古
い
バ
ッ
ハ

の
改
作
に
於
て
模
範
的
な
名
曲
を
出
し
、
他
方
に
は
最
近
の
表
現
派
の
闘
士
と
し
て
も

知
ら
れ
て
ゐ
る
。
本
演
奏
の
シ
ャ
コ
ン
ヌ
の
原
曲
は
バ
ッ
ハ
が
多
分
ケ
ー
テ
ン
時
代
に

作
っ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏
組
曲
中
の
一
曲
で
同
一
主
想
を
反
覆
す
る
低
昔
の
上
に
絶

え
ず
新
た
な
愛
奏
を
表
は
し
て
行
く
一
種
の
舞
曲
で
あ
る
。

四

ピ

ア

ノ

獨

奏

（
い
）
聖
諦
曲
第
二
番
（
波
上
を
行
く

聖

フ

ラ

ン

ツ

イ

ス

ク

ス

）

リ

ス

ト

作

曲

天
性
宗
教
的
素
質
を
も
つ
て
ゐ
た
リ
ス
ト
（
L
i

szt
1
8
1
1ー

1
8
8
6
)

は
ワ
イ
マ
ー
ル

の
宮
廷
楽
長
と
し
て
十
二
年
間
を
過
し
た
後
一
八
六
一
年
ロ
ー
マ
に
定
住
し
て
此
虞
に
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紳
學
を
研
究
し
又
諸
種
の
宗
敦
楽
を
創
作
し
た
。
本
演
奏
の

レ
ゲ
ン
デ
（
一
八
六
三
年

作
）
も
其
の
頃
の
作
で
十
五
世
紀
の
聖
憎
。
ハ
オ
ロ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
の
奇
蹟
を
描
い
た
昔

書
で
あ
る
。

（
ろ
）
二
つ
の

練

習
曲

シ

ョ

パ

ン

作

曲

シ
ョ
パ
ン

(
C
h
op
i

n
1
8
4
0
1
1
8
4
9
)

の
練
習
曲
が
普
通
の
練
習
曲
と
異
つ

て
詩
的

情
趣
に
充
ち
た
稀
有
の
藝
術
品
で
あ
る
こ
と
は
人
の
善
く
知
る
所
で
あ
る
。
本
演
奏
の

二
曲
は
一
八
三
七
年
に
出
た
作
品
二
五
中
で
も
、
シ
ュ
ー
マ
ン
が
殊
に
園
熟
の
作
と
評

し
た
名
曲
で
あ
る
。
尚
ほ
彼
は
愛
イ
長
調
の
第

一
番
を
形
容
し
て
「
あ
ら
ゆ
る
昔
階
を

具

へ
た
エ
オ
リ
ア
琴
が
藝
術
家
の
手
に
よ
っ
て
種
々
の
奇
異
な
装
飾
昔
に
混
ぜ
ら
れ
、

而
も
至
る
所
に
低
い
基
昔
と
柔
か
に
歌
ふ
上
槃
を
聞
か
せ
る
」
や
う
だ
と
言
っ

て
ゐ

る
。
十
二
番
の
ハ
短
調
は
シ
ョ
パ
ン
の
書
い
た
最
も
雄
大
な
曲
の

l

つ
で
、
琶

昔
の

波
動
は
麗
風
の
後
の
大
洋
の
姿
に
も
醤

へ
ら
れ
る。

（

は

）

夜

の

曲

同

上

静
か
に
夢
想
に
耽
る
や
う
な
感
じ
が
此
の
曲
の
特
性
で
あ
る
。
こ
A

に
は
他
の
「
夜

の
曲
」
に
見
る
や
う
な
装
飾
も
少
く
て
凡
て
が
甚
だ
箪
純
で
あ
る
。
然
し
突
然
に
起
る

n
ー

ダ

短
調
の
尾
局
は
何
か
事
愛
の
起
っ

た
や
う
に
、
テ
イ
ン
パ
ニ
に
似
た
陰
欝
な
打
音
と
激

し
た
朗
吟
調
に
よ
っ
て
静
か
な
夢
想
を
破
り
、
極
め

て
劇
的
な
効
果
を
呉

へ
る
。

（

に

）

印

度

の

火

踊

デ

、

フ

ァ

ル

ラ

作

曲

現
今
西
班
牙
の
國
民
楽
家
と
し
て
名
高
い
デ
、
フ
ア
ル
ラ

(
d
e
Falla 1
8
7
6
|
)

は

祗
國
の
民
謡
民
舞
に
基
い
た
種
々
の
ピ
ア
ノ
曲
を
作
っ
た
。
こ
の
貼
で
は
既
に
世
を
去

っ
た
ア
ル
ベ
ニ
ッ
ツ
に
似
て
ゐ
る
が
、
然
し
ニ
ー
マ
ン
の
説
に
よ
れ
ば
彼
は
「
國
民
的

リ

ズ

ム

地
方
色
の
面
白
味
の
上
に
、
最
近
の
佛
蘭
西
に
狡
逹
し
た
節
奏
と
拍
子
の
面
白
味
を
加

へ
、
且
つ
節
奏
、
拍
子
及
モ
テ
イ
ー
フ
を
優
美
に
織
り
合
せ
た
多
啓
や
、
完
全
に
美
し

く
細
か
な
運
槃
を
も
加
へ
て
ゐ
る
」

五

混

盤

合

唱

（

い

）

「

北

も

南

も

」

シ

ュ

ー

マ

ン

作

曲

ピ
ア
ノ
曲
に
獨
唱
リ
ー
ド
に
若
々
し
い
詩
情
を
吐
露
し
た
シ
ュ
ー
マ
ン
は
一
八
四
四

年
ド
レ
ス
デ
ン
に
移
っ
た
頃
か
ら
更
に
多
く
の
無
伴
奏
合
唱
に
筆
を
染
め
た
。
本
演
奏

ア

カ

ペ

ラ

ボ

リ

フ

ォ

ニ

の
も
の
も
そ
の
頃
の
作
で
あ
る
。
彼
の
合
唱
曲
は
大
抵
敬
會
風
の
技
巧
に
富
ん
だ
多
墜

を
棄
て
A

寧
ろ
箪
純
な
民
謡
式
を
用
ひ
て
ゐ
る
。
詩
的
情
緒
は
主
と
し
て
旋
律
に
よ
っ

て
表
は
さ
れ
、

精
選
し
た
和
墜
と
適
切
な
節
奏
と
が
こ
れ
を
助
け
て
行
く
。
「
北
も
南

も
」
の
詞
は
楽
天
観
を
の
べ
た
快
活
な
も
の
で
大
意
は
か
う
で
あ
る
。
ー
ー
贔
「
(
-
)
心

に
燃
ゆ
る
詩
情
あ
ら
ば
北
も
南
も
何
ぞ
異
ら
ん
、
北
は
力
に
力
を
加
へ
、
光
に
光
を
添

ふ
る
に
あ
ら
ず
や
。

（
二
）
こ
の
身
を
入
る
べ
き
餘
地
だ
に
あ
ら
ば
、
都
も
部
も
何
ぞ
異

し
も
ベ

ら
ん
、
一靡は
己
の
外
に
在
ら
ず
。
（
三
）
王
者
と
い
へ
ど
も
僕
な
り
、
主
い
ひ
従
と
い
ふ

お
も
ね

も
何
ぞ
異
ら
ん
。
謙
り
下
る
は
よ
し
、
阿
る
な
か
れ
。
（
四
）
意
氣
盛
に
し
て
衰
へ
ず
ば
、

お
い老

も
若
き
も
何
ぞ
異
ら
ん
。

髪
は
曲
者
。
早
や
霜
を
置
け
ど
、
墓
に
入
ら
ね
ば
身
未
だ

冷
え
ず
。
」
作
者
は
以
上
の
四
節
に
同
じ
旋
律
を
反
復
し
て
ゐ
る
が
、
終
章
は
宗
敦
的

な
歌
意
に
應
じ
て
多
少
の
愛
化
を
施
し
て
ゐ
る
。
ー
ー
＇
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眠
る
も
死
ぬ
る
も
何
ぞ
異
ら

ふ

た

ご

は

ら

か

ら

ふ

く

ん
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く
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そ
来
れ
、
隻
兒
の
同
胞
、
命
敷
盛
き
て
今
眼
と
づ
。
夢
は
我
が
世
の
一
靡
な

り
要
な
り
。
あ
ま
り
に
短
か
き
夢
な
る
か
な
。
早
く
も
過
ぐ
る
命
か
な
。
何
と
て
斯
＜

は
美
し
く
、
し
か
も
は
か
な
く
消
行
く
ぞ
。
眠
る
も
死
ぬ
る
も
何
ぞ
異
ら
ん
。
ほ
が
ら

ほ
が
ら
と
明
く
る
東
雲
。
」
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Nur Sklavensinn kann fremden Launen frohnen ! 
Knecht oder Herr! nur keines Menschen Narr! 

Jung oder alt! Was ktimmern uns die Jahre, 
Der Geist ist frisch, doch Schelme sind die Haare, 
Auch mir ergraut das Haupt zu bald! 
Doch eilt nur, Locken, glanzend euch zu farben, 
Es ist nicht Schande, Silber zu erwerben, 

Jung oder alt! nur erst im Grabe kalt. 

Schlaf oder Tod! Willkommen Zwillingsbrtider ! 
Der Tag ist hin, es sinkt die Wimper nieder ! 
Traum ist der Erde Gltick und Not! 
Zu kurzer Traum, zu schnell verrauschtes Leben, 
Warum so schon und doch so rasch verschweben? 
Schlaf oder Tod! hell, hell strahlt das Morgenroth! 

（り投捻Q廿且蛍領至会 ，，ゞ研 豆ギーヽ辿呈

~H0遭出縦Q起悩如足心沿ヤ知»ギーヽ (Dvorak 1841-1904) 

詞辻霜継（誤諷疇縦）区畔出 翠＇ 誼嵌且案四恕嵌＇嗣照

襄言ぐ苓星中菜＼／辿辻俎吼ふ足゜社悪継Q皐造継ぐ口晋吾口 「皿条坦案

ャ」心蜀ヤ心瞑苓吾（匙ngi<111)丑 Qlや..L眼雪Q蹂侮足呈や心心゜益

匡辻壊謬噂 ニャそ虚Q疱挙心ぶV菜閻麟心嶺如製⇒ャ全薬妥器〇岸＇皆

薬妥濫悩O ' 蓋蟹藁此足疑艇Q矮Q撰盤如婆⇒ヤ論心゚

Im Haine hort das Abendlauten 

Im Haine hart das Abendlauten, 
Der Voglein Sang schon leis'verklingend, 
Des fernen Kukuk neckend'Rufen, 
Die Nachtigall von Liebe singend, 
Der linde West durchlauscht die Zweige, 
Bethaut von feuchten Perlenkranze. 
Rings prangt der \~lald vom Mondensilber 
Umwebt von tausendfachem Glanze. 
Bald traumen Halme, traumen Blumen, 
In Baumeswipfeln hangen Traume, 

Nur Rehlein wacht noch, class im Thaue 
Es Bad und Nachttrunk nicht versaume. 
(Es Bad und Nachttrunk nicht vers且ume.)

Dann schlummert's auch, die Vi::iglein schlummern, 
Nachtigall lasst allein sich hi::iren 
1hr Liebeslied, das sanfte Flaten 
Wird Schlafer nicht, noch Traumer wecken. 
D'rauf schweigt auch sie. Nun ruhen Alle 
Und Nacht bedeckt mit dunklem Schleier 
Den Hain und d'rinnen jeglich'Leben, 
Das ist des Waldes Abendfeier, 
(Das ist des Waldes Abendfeier. 
Das ist des Wal des Abend£ eier.) 

0
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四
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十
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七
日
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日
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友
会
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季
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会

◇
秋
季
大
演
奏
會
（
大
正
十
四
年
十
月
七
日
、
八
日
）

午
後
二
時
奏
架
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に
開
演
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幸
雨
日
共
好
天
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又
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に
依
つ
て
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に
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榮
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狭
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な
か

l

、
混
認
合
唱

（
口
）
猥
人

二
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

二、

（
カ
デ
ン
ツ
•
•
…
•
カ
ー
ル
、

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
及
合
唱
（
オ
ル
ガ
ン
伴
奏
）

聖
化
せ
る
者
の
歌

休

憩

六
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
第
三
番
ハ
短
調
（
作
品
―
二
十
七
）

ラ
イ
ネ
ッ
ケ
）

ア
ン
ダ
ン
テ
・
ト
ラ
ン
ク
イ
ル
ロ

中

村

固

子

早
川
美
奈
子
及
會
員

ゲ

ッ

ツ

工

作

曲

ロ
ン
ド

ハ
短
調
（
作
品
一
）

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

（
イ
）
―
音
楽
に
寄
す
（
作
品
八
八
ノ
四
）

（
口
）
秘
密
（
作
品
十
四
J
二
）

（
ハ
）
漁
夫
の
歌
（
作
品
九
六
ノ
四
）

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
第
七
番
の

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

（
イ
）
マ
リ
ア
の
寺
詣
う
で

ら
う
。

曲

目

シ シシ
ベ林ュュュ荘シ留ブブ
I I I I ョ ララ
リ ベベベ パ岡 11

オ良 1[1［岱節ン満; ; 

竹2 作作作 作 作作
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指

揮

者

定

（
『
＿
音
榮
』
庫
友
會
、
第
五
号
、
大
正
十
四
年
十
一
月
、
一
三
玉
l

l

三
六
頁
）

大
正
十
四
年
＋
月
十
七
日

l
二
十
三
日
演
奏
旅
行

◇
闘
西
中
國
地
方
演
奏
旅
行
(
+
月
十
七
日
よ
り
廿
三
日
）

昨
年
秋
以
来
の
噂
は
、
終
に
事
賓
と
な
っ
て
、
村
上
校
長
、
島
崎
、
木
内
雨

敦
授
及
指
揮
者
大
塚
敦
授
等
引
卒
の
下
に
、
十
月
十
七
日
朝
東
京
騨
出
狡
、
十

八
日
の
岡
山
を
振
り
出
し
に
紳
戸
甲
南
高
等
學
校
及
高
等
女
學
校
、
鳥
取
の
順

序
に
旅
行
を
績
け
、
廿
一
日
は
京
都
に
一
泊
翌
日
廿
三
日
朝
東
京
騨
着
、
饉
京

し
て
一
週
間
の
旅
行
を
終
っ
た
。
會
員
の
之
に
参
加
す
る
も
の
七
十
二
名
、
演

―
-
、
混
盤
合
唱

祈

躊

澤

崎

之

員

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

會

氏

六
、
セ
ロ
獨
奏

七
、
女
盤
三
重
唱

エ
リ
ア
ス
の
内
の
天
使
の
歌

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
、
ポ
ロ
ネ
ー
ズ

九
、
バ
リ
ト
ン
獨
唱

（
イ
）
春
の
旅
（
作
品
四
五
J
二
）

（
口
）
ア
ス
ラ
（
作
品
三
ニ
ノ
六
）

（
ハ
）
露
は
輝
く
（
作
品
七
ニ
ノ
一
）

1

0
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ソ
ナ
タ
第
四
番
二
長
調

ア
ダ
ヂ
オ
、
ア
レ
グ
ロ
、
ラ
ル
ゲ
ッ
ト
、

シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
作
曲

ル
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
作
曲

桂

平

太

ヘ
ン
デ
ル
作
曲

ア
レ
グ
ロ

ヽ＾、一

ア第第
． 

―― ソソ
ルププ

ララ
トノノ

藤

美

澤

直智

ボ
ッ
パ
ー
作
曲

伊

達

三

郎

ボ
ッ
パ
ー
作
曲

榮

内 澤吉佐

田

子子子

四
、
絃
架

小
夜
曲

五
、
混
盤
合
唱
（
絃
榮
伴
奏
）

ろ
、
霜
の
旦
（
ボ
ヘ
ミ
ヤ
民
謡
）

は
、
荒
野
の
薔
薇
（
作
品
六
七
、
第
三
番
）

に
、
聖
夜
（
ド
イ
ツ
民
謡
）

二
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

維
納
の
謝
肉
祭
の
諧
譴
（
作
品
二
六
、
愛
口
長
調
）

三
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

悲
歌
（
作
品
―
―
八
）

山

田

菊

江

氏

シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

長

坂

好

子

氏

い

、

糸

紡

ぐ

グ

レ

チ

ヘ

ン

（

作

品

二

）

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

作

曲

ろ
、
か
ひ
な
き
小
夜
曲
（
作
品
八
四
、
第
四
番
）
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

東
京
昔
榮
學
校
職
員
及
生
徒
諸
氏

モ
ツ
ア
ル
ト
作
曲

東
京
昔
架
學
校
職
員
及
生
徒
諸
氏

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

百

丸

一

昌

作

曲

い
、
雲
雀
の
歌
（
作
品
四
五
、
第
四
番
）

奏
曲
目
は
次
に
掲
げ
た
如
く
、
何
れ
も
、
同
一
曲
目
を
以
て
演
奏
し
た
。
演
奏

旅
行
と
い
へ
ば
、
ど
の
道
、
氣
架
な
旅
行
と
し
て
期
待
す
る
繹
に
行
か
な
い
の

が
例
だ
が
、
今
度
の
場
合
も
正
に
夫
れ
で
、
殊
に
、
岡
山
を
打
ち
上
げ
て
、
鳥

取
温
泉
に
骨
を
延
ば
す
迄
は
、
賓
際
、
誰
の
顔
も
土
色
に
曇
つ
て
居
た
の
は
無

理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
旅
行
と
健
康
と
能
率
と
い
ふ
事
に
就
い
て
、
も
っ

と
／
＼
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
を
経
験
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
登
筆
者
一

人
の
み
な
ら
ん
や
で
あ
る
。
以
下
要
項
の
み
を
記
す
。

演
奏
曲
目

一
、
混
盤
合
唱
（
無
伴
奏
）

東
京
―
音
榮
學
校
生
徒
諸
氏

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
曲

面

野

辰

之

作

歌

旗
野
十
一
郎
作
歌

シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲
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指
揮
者

伴
奏
者

高

折

宮

次

氏

大

塚

淳

氏

休
憩
十
分

六
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

諧
請
曲
（
作
品
三
一
、

愛

口
短
調
）

七
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

歌
劇
「
ノ
ル
マ
」
中
の
抒
情
調

八
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
重
奏

競
奏
曲
（
二
短
調
）

九
、
混
盤
合
唱
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）

紳
事
歌
「
救
世
主
」
中
の
ハ
レ
ル
ヤ

山

田

菊

江

氏

シ
ョ

パ
ン
作
曲

長

坂

好

子

氏

ベ
ル
リ
ニ
作
曲

多

久

寅

氏

末

吉

雄

二

氏

バ

ッ

ハ

作

曲

東

京
音
楽
學
校
生
徒
諸
氏

ヘ
ン
デ
ル
作
曲

十
月
十
八
日
岡
山
で
は
、

第
六
高
等
學
校
の
創
立
紀
念
式
に
招
か
れ
た
も
の
で
、

午
後
一
一
時
よ
り
、
同
校
開
係
者
及
生
徒
の
た
め
、
午
後
七
時
よ
り

一
般
公
開
の
、
二

回

演
奏
を
し
た
。

好
評
を
博
し
た
こ
と
は
、
勿
論
で
あ
っ
た
が
、
只
ス
テ
ー
ヂ
の
設
備
が
不
完
全
で
あ

っ
た
た
め
、
無
駄
の
多
か
っ
た
こ
と
が
、

強
い
て
、

言
は
せ
れ
ば
、
小
さ
な
遺
憾
で
あ

っ
た
。十

月
十
九
日
、
紳
戸
近
郊
、
甲
南
高
等
學
校
講
堂
に
午
後
二
時
よ
り
開
演
。
疲
榮
に

も
拘
ら
ず
、
出
来
榮
宜
し
く
、

聴
衆
の
態
度
亦
、
浣
石
に
と
う
な
づ
か
れ
た
。
午
後
六

時
よ
り
、
紳
戸
市
内
縣
立
高
等
女
學
校
講
堂
に
開
演
切
り
詰
め
た
日
程
に
逐
は
れ
て
、

演
奏
は
矢
次
早
に
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
重
奏
の
如
き
は
、
止
む

な
く
、
第
一
楽
章
を
省
い
た
の
は
、
誠
に
是
非
も
な
い
。
一
同
の
疲
榮
の
色
は
、
明
か

に
見
え
た
。

十
月
二
十
日
、
早
朝
鳥
取
市
に
着
い
て
、
午
後
二
時
、
午
後
六
時
の

二
回
、

戎
座
に

開
演
さ
れ
た
。
主
催
は
、
同
市
、
音
楽
研
究
會
及
び
そ
の
他
の
諸
園
煙
で
あ
っ
た
。
此

諧
請
曲

、
混
盤
合
唱
（
無
伴
奏
）

い
、
聖
夜

ろ
、
荒
野
の
薔
薇

は
、
霜
の
旦

二
、
。ヒ
ア
ノ
獨
奏

ろ
、
雲
雀
の
歌
（
作
品
四
五
、
第
四
番
）

山

田

菊

江

氏

シ
ョ
パ
ン
作
曲

東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
諸
氏

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲

高

野

辰

之

作
歌

地
に
於
け
る
演
奏
は
、
本
旅
行
中
で
の
、
い
は
ゞ
油
の
乗
り
切
っ
た
演
奏
と
も

い
ふ
可

く
、
好
評
を
博
し
て
、
好
印
象
を
残
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ら
う
。
又
、
其
の
歓
待
振

り
も
、
一
種
の
親
さ
を
以
て
、
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
何
れ

に
し
て
も
、
旅
行
悼
尾
の
華
を
飾
っ
た
も
の
と
云
ふ
可
き
で
あ
ら
う
。

以
上
で
、

主
要
な
部
分
を
終
っ
た
。
さ
て
、
明
く
る
十
月
二
十
一
日
は
、
大
部
分
京

都
に

一
泊
（
途
中
各
別
の
行
動
を
と
っ
た
者
を
除
い
て
）
、
二
十
二
日
午
後
六
時
京

都

を
出
狡
す
る
迄
、
僅
か
な
時
間
を
軽
い
旅
行
氣
分
に
費
し
た
。
―
-
+
―
―
―
日
朝
、
東
京

騨
着
、
こ
A

に
一

週
間
の
演
奏
旅
行
は
、
恙
な
く
大
園
園
を
告
げ
た
。

（
『
昔
榮
』
學
友
會
、

第
五
号
、
大
正
十
五
年
三
月
、一

三
六
！一

三
八
頁
）

大
正
十
四
年
十
月
三
十
一
日
天
長
節
奉
祝
演
奏
放
送

◇
天
長
節
奉
訳
演
奏
放
送
（
大
正
十
四
年
十
月
舟
一
日
）

東
京
放
送
局
の
依
頼
を
受
け
た
本
校
で
は
、
嘗
夜
、
同
局
に
出
張
し
、
左
の

曲
目
を
以
て
、
奉
説
演
奏
を
行
っ
た
。
合
唱
指
揮
者
は
、
大
塚
敦
授
、
合
唱
人

員
は
、
七
十
三
名
、
伴
奏
者
は
高
折
助
教
授
で
あ
る
。

演
奏
曲
目

一
、
混
盤
合
唱
（
無
伴
奏
）

い
、
天
長
節

東
京
―
音
楽
學
校
生
徒
諸
氏
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二
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

一
、
混
整
合
唱

イ
、
秋
の
別
れ

ロ
、
菊
の
盃

員

ク
レ
ム
ゼ
ル
作
曲

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

愛

松 會

尾

子

曲

目

ろ
、
。
フ
レ
リ
ュ
ー
ド
及
フ
ー
ゲ
（
卜
短
調
）

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
助
奏
付
）

二
重
競
奏
曲
（
二
短
調
）

七
、
混
整
合
唱
（
ピ
ア
ノ
伴
奏）

い
、
神
事
劇
「
救
世
主
」
中
の
ハ
レ
ル
ヤ

ろ
、
君
ケ
代
（
無
伴
奏
）

大
正
十
四
年
＋

l

月
十
二
日

第
四
十
二
同
土
曜
演
奏
會
（
十
一
月
十
二
日
）

午
後
一
時
半
開
演
演
奏
曲
目
左
の
如
し

ノミ

ツ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
民
謡

中

田

章

氏

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲

ハ
作
曲

長

坂

好

子

氏

(
『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
五
号
、
大
正
十
五
年
三
月
、
一
三
九
頁
）

学
友
会
第
四
十
二
回
土
曜
演
奏
会

イ
、
糸
繰
る
女
（
作
品
一
五
七
ノ
ニ
）

ロ
、
ギ
タ
ー
（
作
品
四
五
ノ
ニ
）

三
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

愛
奏
せ
る
歌
調
（
作
品
八
九
ノ
ニ
）

テ
ノ
ー
ル
獨
唱

イ
、
私
の
心
の
小
さ
い
冠
よ
（
作
品
ニ
―
J
二
）

ロ
、
徒
歩
の
旅
（
メ
リ
ケ
の
小
唄
第
一
0

)

ハ
、
園
丁
（
メ
リ
ケ
の
小
唄
第
十
七
）

五
、
。
ヒ
ア
ノ
獨
奏

ア
ダ
ヂ
オ
、

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

歌
劇
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
中
の
賓
石
の
歌

九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
第
二
番
二
短
調
（
作
品
四
四
）

第
一
榮
章

1

0
、
混
盤
合
唱

ィヽ

ア
ヴ
ェ
、

マ
リ
ア

員

ア
ル
カ
デ
ル
ト
作
曲

會 ブ

ル

ッ

フ

作

曲

栗

原

グ

ノ

ウ
作
曲

大

治

八、

岡

見

幾

久

子

ア
レ
グ
ロ

セ
ロ
獨
奏

ソ
ナ
タ
第
八
イ
長
調

ボ
ッ
ケ
リ
ニ
作
曲

七、

沖

不

可

止

ア
レ
グ
ロ

ハ
作
曲

東
京
＿
音
楽
學
校
生
徒
諸
氏

ン
デ
ル
作
曲

ヘ

休

六
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ソ
ナ
タ
（
作
品
ニ
ノ
三
）

清

秀

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

園

田

ノミ

ツ

ポ
ロ
ネ
イ
ズ
（
作
品
二
六
ノ

一）

憩

六
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
連
奏
（
ピ
ア
ノ
伴
奏
）

多

久

寅

氏

末

吉

雄

二

氏

ろ
、
か
ひ
な
き
小
夜
曲
（
作
品
八
四
第
四
番
）

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

Vヽ
ヽ

グバ

ノッ

ハ
作
曲

）

編

五、
い
、
オ
ル
ガ
ン
・
ソ
ナ
タ
中
の
ア
ダ
ー
ジ
オ

は
、
空
し
く
老
い
ぬ

四
、
オ
ル
ガ
ン
獨
奏

四、

木 ＿フ

村

シ
ョ
゜
ノヽ

ダ

ン

ク

ラ

作

曲

木

下

保

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
曲

ヴ

ォ

ル

フ

作

曲

ヴ

ォ

ル

フ

作

曲悦

ン
作
曲

フ
作
曲

モ
ス
コ
ウ
ス
キ
ー
作
曲

佐

藤

吉

五

郎

ツ
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憩

一
、
混
磐
合
唱

豆

讐

影

疇

｝

ハ
、
思
ひ
出

二
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

イ

、

夜

曲

（

作

品

一

五

ノ

一

）

一

ロ
、
オ
ロ
ー
ズ
〔
ボ
ロ
ネ
ー
ズ
〕
（
作
品
四

0
ノ
一
）

三
、
メ
ッ
ゾ
、

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ゼ
ッ
ク
ス
タ
ス
の
ア
リ
ア
（
歌
劇
「
テ
イ
テ
ゥ
ス
」
よ
り
）

四
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

ソ
ナ
タ
第
一
榮
章

五
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

イ
タ
リ
ア
風
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト

休 曲

目

ロ
、
御
機
嫌
よ
う

ハ
、
森

澤

河

原

喜

久

恵

モ
ツ
ア
ル
ト
作
曲

藤

田

経

秋

モ
ツ
ア
ル
ト
作
曲米

ハ
作
曲

ノゞ 今

ツ
村

「
エ
リ
ア
ス
」
よ
り
の
二
重
四
部

邦

架

會

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲

（
『
一
音
架
』
學
友
會
、
第
五
号
、
大
正
十
五
年
三
月
、
一
四
一
頁
）

大
正
十
五
年
二
月
二
十
一
日
邦
楽
会
第
三
十
回
演
奏
会

大
正
十
五
年
二
月
廿
一
日
午
後
一
時

於
上
野
東
京
音
楽
學
校
奏
榮
堂

第

参

拾

回

演

奏

曲

目

シ
ョ
パ
ン
作
曲

山

本

静

江

聖
歌
劇

信

時

潔

作

曲

會

員

1

0
、
四
部
唱

九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
七
番

静
か
な
緩
歩
調

、鼻、

細木吉佐
川下澤藤

な美
碧保を子

徳鏑澤内
山木田
欽智幸

漣作子子

指

揮

者

崎

定

（
『
昔
築
』
駆
友
會
、
第
五
号
、
大
正
十
五
年
三
月
、
一
三
九
ー
一
四

0
頁）

大
正
十
五
年
二
月
二
十
日
学
友
会
第
四
十
三
回
土
曜
演
奏
会

◇
第
四
拾
三
回
土
曜
演
奏
會
（
大
正
十
五
年
二
月
廿
日
）

本
學
年
椋
尾
、
且
つ
改
年
最
初
の
演
奏
會
と
し
て
、
左
の
曲
目
を
以
て
開
い

た。

ロ
ン
ド
カ
。
フ
リ
チ
オ
（
作
品
一
四
）

八
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

イ
、
西
風

ロ
、
小
夜
曲

之

氏

シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

六
、
混
盤
合
唱

イ
、
夜
番
（
一
番
）

ロ
、
夜
番
（
二
番
）

七
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

員

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

近

藤

沖

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲

般

若

初

代

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
作
曲

フ
ラ
ン
ツ
作
曲

運

英
オ
作
曲

ベ

リ

大

岡
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大
正
十
五
年
三
月
二
十
五
日
卒
業
式

第
三
十
七
同
生
徒
卒
業
式
順
序
（
大
正
十
五
年
三
月
二
十
五
日
）

五

江

戸

長

唄

く

わ

ん

じ

ん

ち

ゃ

ぅ

糊

進

帳

四

常

磐

津

節

お
ん
あ
い
ひ
と
め
の
せ
き
も
り

恩

愛

贖

閥

守

（

宗

清

）

鼓

大仝小笛上仝三仝仝長

豆鼓 絃 唄

上三仝仝淫
調味 瑠
子線 璃

望望望望杵杵今芳芳芳常常常常常

月月月月屋屋藤村村村：::::

吉孝太長五長孝孝孝文文歌三和

三太佐之三勝十一太次次；：：塁

郎郎吉助郎蔵郎郎郎郎郎門夫夫夫

春詞我わ
歌

が
澤

物嘉節

と
さ
め雨

（
休
憩
十
五
分
）

絃

同

寅

秀

唄

歌

澤

寅

右

衛

門

二

富

本

節

み
ち
ゆ
き
お
も
ひ
の
た
ま
か
づ
ら

道

行

念

玉

蔓

（

長

作

）

上ツ三仝仝淫
調味瑠
子レ線 璃

富富富富富富宇為宇山山

本本本本本本田廣田口

豊豊豊 川菜川口

豊紫都千喜豊作蕗壽又

常明路代代前

一
三
曲
（
生
田
流
）

き

ぶ

ね

貴

船

尺仝仝三等

八 絃

童子恵次巖

休

憩

十

分

間

五
、
ピ
ア
ノ
及
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
合
奏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…

…

…

ヴ

ァ

イ

オ

リ

ン

本

科

器

楽

部

卒

業

生

林

良

輝

ヘ
長
調
ソ
ナ
タ
（
作
品
二
四
）
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

六

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

本

科

器

架

部

卒

業

生

木

村

悦

ハ
短
調
競
奏
曲
（
作
品
三
七
•
第
三
番
・
第
一
楽
章
）
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

目

千

Jレ
葉

ツ

ク
作
曲

一
、
卒
業
證
書
授
呉

二

、

校

長

式

辮

三
、
文
部
大
臣
祝
僻

四
、
卒
業
生
網
代
謝
辮

五

、

賞

品

授

呉

六

、

卒

業

演

奏

演

奏

曲

一

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

本

科

器

楽

部

卒

業

生

多

可

嬰
ハ
短
調
ソ
ナ
タ
（
作
品
二
七
•
第
二
番
）
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

二

、

バ

リ

ト

ン

獨

唱

…

…

…

…

本

科

磐

楽

部

卒

業

生

細

川

碧

一
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

い
、
悲
痛
（
作
品
ニ
ニ
・
第
二
番
）

ろ
、
昔
榮
に
寄
す
（
作
品
八
八
•
第
四
番
）

三

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

…

…

…

…

…

本

科

器

楽

部

卒

業

生

玉

箕

テ

ル

ト
短
調
ラ
。
フ
ソ
デ
ィ
（
作
品
七
九
）
…
…
…
…
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

四
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
本
科
盤
榮
部
卒
業
生
佐
藤
美
子

歌
劇
「
ア
ル
セ
ス
ト
」
中
の
ア
ル
セ
ス
ト
の
抒
情
調
…
…
…
…
…
…
…

•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
•
•
•
ク
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十
二
、

十
一
、

九、 七、

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．
．．
．．．．． 

占

ノ

ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
研
究
科
器
榮
部
修
了
生

ヘ
短
調
幻
想
曲
（
作
品
四
九
）
…
…
…
…
…
…
シ

（
『
東
京
昔
榮
學
校

一
覧
』
自
昭
和
二
年
至
昭
和
三
年
、
六
八
！
六
九
頁
）

二
十
三
日

第
五
十
回
定
期
演
奏
会

二
十
三
日
）

大
正
十
五
年
五
月
二
十
二
日
、

第
五
十
回
音
楽
演
奏
會
（
大
正
十
五
年
五
月
二
十
二
、

一

、

管

絃

楽

ゲ
ー
テ
作
悲
劇
「
エ
グ
モ
ン
ト
」
の
序
曲
（
作
品
八
四
）
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

O
u
v
e
rtil
re 
z
u
 G
o
et
h
e
s
 T
r
a
u
e
r
spi
al 
"E
g
m
o
nt
"
 

(
Op
.
 
8
4
)
 

山 吉 木

ヨ
田

ノぐ

ア

グ

ネ

ン
作
曲 江

ル
作
曲

菊

渡

邊

歌
劇
「
タ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
」
中
の
エ
リ
ザ
ベ
ッ
ト
の
祈
疇
…
…
…
…
…
•
•
•

子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
科
盤
架
部
卒
業
生

[]□

[
[
一
…
…
…
…
…
…
…
…
ヴ

は
、
ヴ
ァ
イ
ラ
の
歌

+

、

ピ

ア

ノ

獨

奏

…

…

…

…

研

究

科

器

榮

部

修

了

生

喰

佐

ハ
長
調
ソ
ナ
タ
（
作
品
五
―
―
-
•
第
一
架
章
）
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
研
究
科
磐
楽
部
修
了
生

宣

田
オ

澤 山
イ

Jレ ド
下

比
フ
作
曲

な

を

テ
ノ
ー
ル
獨
唱
…
…
…
•
•
本
科
盤
榮
部
卒
業
生

天
地
創
造
曲
中
の
ウ
リ
ー
ル
の
抒
情
調
•
…
…
•
•
ハ

八
、
ピ
ア
ノ
獨
奏
…
…
…
…
…
本
科
器
架
部
卒
業
生
遠

ハ
短
調
三
二
菱
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

メ
ッ
ゾ
・
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

つ

や 保

ン
作
曲

三

、

管

絃
愛
ホ
長
調
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
モ

S
y
m
p
h
o
ni
e
 (
E
s
 d
u
r
)
…
…
…
…
…
…
…
…
M
o
z
a
rt

.
 

A
d
ag
i

oー

A
l
l
eg

r
o

A
n
d
a
nt
e
 

M
i

n
u
et
t

o: 
A
l
l
e
g
r
o
 

Fi
n
a
l
e
 :
 Al
l
e
g
r
o
 
m
o
l
t
o
 

四
、
管
絃
榮
伴
奏
混
磐
合
唱

春
の
使
者
（
作
品
三
五
）
…
…
…
…
…
…
…
…
ガ

Frtihli
ng
s
b
ot
s
c
h
af
t
 

m
i
t
 

O
r
c
h
e
st
er 
(
o
p
.
 

3

5

)

…
…
…
…
…
…
…
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 [
は

a
d
e
.

（
『
東
京
昔
築
學
校

一
覧
』
自
昭
和
二
年
至
昭
和
三
年
、
六
九
ー
七

0
頁
）

演

奏

曲

目

解

説

及

歌

詞

管

絃

榮

ゲ
ー
テ
作
悲
劇
『
エ
グ
モ
ン
ト
』

の
序
曲ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

(
B
e
et
h
o
v
e
n
1
7
7
0
|
1
8
2
7
)

が
四
十
歳
の
時
に
出
来
た
こ
の
序

楽休

Di
ri
g

e
nt
:
 

P
r
of

.
 C

h
a
r
l
e
s
 L
a
ut
rup
.
 

指
揮
者

シ
ャ
ー
ル
ス
・
ラ
ウ
ト
ル
ツ
。
フ

憩

十

分

間

二
、
ピ
ア
ノ
及
管
絃
架

S
y
m
p
h
o
ni
s
c
h
e
 
V
a
ri
at
i

o
n
e
n
 
fur
 K
l
a
vi
er 
u
n
d
 O
r
c
h
e
st
er 

...................................................... F
r
a
n
c
k
.
 

ピ
ア
ノ

コ

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
的
愛
奏
曲
…
…
…
…
…
…
…
…
フ

ツ

ア

ル

ト

作

曲

ノ‘

デ

:………•……………………………………

Bee

thoven

. 

作

曲

ン

ス

キ

ラ

ン

ク

作

曲
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曲
は
ゲ
ー
テ
の
劇
の
幕
あ
き
前
に
奏
す
る
為
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
の
作

は
西
班
牙
王
フ
ィ
リ
ッ
プ
ニ
世
の
新
教
徒
歴
迫
に
反
抗
し
て
慮
刑
せ
ら
れ
た
十
六
世
紀

の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
貴
族
エ
グ
モ
ン
ト
伯
を
主
人
公
と
し
た
も
の
で
、
劇
の
最
後
は

工
グ
モ
ン
ト
が
國
民
の
自
由
の
為
め
の
戦
士
た
る
こ
と
を
自
覺
し
て
従
容
死
に
就
く
や

う
に
描
い
て
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
曲
は
か
の
「
コ
リ
オ
ラ
ー
ン
」
序
曲
と
同
じ

く
楽
器
編
成
上
の
こ
ま
か
な
細
工
を
避
け
、
い
は
ゞ
筆
太
に
く
つ
き
り
と
劇
の
概
要
を

暗
示
し
て
ゐ
る
。
曲
頭
に
濶
歩
す
る
如
く
響
く
サ
ラ
バ
ン
ド
の
リ
ヅ
ム
で
表
は
さ
れ
た

西
班
牙
の
暴
君
、
其
の
駆
制
に
悩
む
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
の
國
民
、
彼
等
の
自
由
の
為
め

の
奮
闘
、
最
後
に
暴
政
を
脱
し
得
た
彼
等
の
勝
利
の
歓
呼
ー
此
等
を
本
曲
の
中
に
聴
く

こ
と
が
出
来
る
。ピ

ア
ノ
及
管
絃
架

シ

ン

フ

ォ

ニ

ー

的

菱

奏

曲

フ

ラ

ン

ク

作

曲

リ
エ
ジ
ュ
に
生
れ
巴
里
に
學
ん
だ
フ
ラ
ン
ク
（
C
e
s
a
r
F
r
a
n
c
k
 1
8
2
2
|
1
8
9
0
)

は

此
の
市
の
一
音
楽
學
校
で
作
曲
、
ビ
ア
ノ
及
び
オ
ル
ガ
ン
の
諸
科
を
修
め
た
後
、
華
や
か

な
楽
壇
に
立
つ
こ
と
を
避
け
て
敦
師
と
な
り
、
忙
し
い
仕
事
の
傍
作
曲
に
志
し
た
が
、

三
十
六
歳
の
時
サ
ン
ト
ク
ロ
テ
ィ
ル
ド
の
敦
會
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
に
な
り
、
五
十
歳
の
時

か
ら
別
に
母
校
の
オ
ル
ガ
ン
科
を
も
擢
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
此
頃
か
ら
彼
は
専
ら

敦
授
と
作
曲
と
に
意
を
傾
け
、
長
い
生
涯
の
間
に
多
く
の
新
進
作
家
に
感
化
を
及
ぼ
し

た
の
で
あ
る
。
彼
は
天
性
寡
欲
の
人
で
、
名
利
を
追
は
ず
時
流
に
投
ぜ
ず
、
超
然
と
し

て
自
己
の
途
を
歩
ん
だ
為
に
、
存
生
中
は
少
敷
の
識
者
以
外
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

死
後
彼
の
獨
創
に
富
ん
だ
諸
作
は
盆
々
廣
く
認
め
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
。
本
演
奏
の

愛
奏
曲
な
ど
も
其
の
一
で
あ
る
。

曲
は
絃
で
奏
す
る
稽
快
速
な
序
節
で
始
ま
り
、
綬
て
少
し
緩
か
な
ピ
ア
ノ
の
獨
奏
に

移
る
。
此
の
二
つ
の
想
が
暫
く
交
代
し
つ
A

開
展
す
る
間
に
本
曲
の
主
想
は
管
絃
部
に

チ
ラ
リ
と
姿
を
見
せ
る
が
、
ピ
ア
ノ
は
再
び
最
初
の
獨
奏
に
饉
つ
て
之
を
敷
術
す
る
。

以
下
ピ
ア
ノ
と
管
絃
と
の
前
奏
が
尚
暫
く
績
い
て
後
、
主
想
は
最
初
ピ
ア
ノ
に
現
は
れ

次
で
ピ
ア
ノ
と
管
絃
と
の
間
に
分
配
せ
ら
れ
る
。
第
一
の
愛
奏
は
ヴ
ィ
オ
ラ
と
セ
ロ
が

先
づ
主
想
の
旋
律
を
示
し
、
ピ
ア
ノ
は
こ
れ
に
綺
麗
な
綾
を

つ
け
て
行
く
が
、
や
が
て

ピ
ア
ノ
は
絃
の
指
弾
に
軽
く
伴
奏
さ
せ
て
自
ら
一
の
愛
奏
を
行
ふ
。
管
絃
が
曲
頭
の
序

管
絃
榮
伴
奏
混
盤
合
唱

春

の

使

〔

者

〕

ガ

ー

デ

作

曲

初
め
て
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
風
韻
を
世
界
に
紹
介
し
た
ガ
ー
デ

(
G
a
d
e

1
8
1
7
 

ー
1
8
9
0
)

は
二
十
六
歳
の
時
か
ら
四
年
餘
り
の
間
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
に
遊
學
し
、
此
虞
に

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン
、
シ
ュ
ー
マ
ン
等
と
交
つ

て
其
の
感
化
を
受
け
た
。
殊
に
メ
ン
デ
ル

ソ
ー
ン
の
作
風
に
倣
っ
た
貼
は
甚
だ
多
く
、
本
演
奏
の
曲
な
ど
も
、
其
の
優
美
な
楽

想
、
柔
か
な
色
彩
等
は
頗
る
彼
の
友
に
似
て
ゐ
る
が
、
然
し
又
獨
得
の
情
調
を
も
具
ヘ

て
ゐ
る
。
曲
は
春
風
の
昔
、
泉
の
せ
A

ら
ぎ
な
ど
を
想
は
せ
る
快
活
な
前
奏
で
始
ま
り
、

全
部
八
分
ノ
十
二
拍
子
の
浮
き
立

つ
や
う
な
リ
ヅ
ム
で
一
貫
し
て
ゐ
る
が
、
楽
想
は
歌

詞
の
意
に
應
じ
て
愛
化
し
時
に
は
「
希
望
」
と
「
夢
」
に
耽
る
ご
と
く
静
に
、
時
に
は

「
若
き
力
」
に
醒
め
た
や
う
に
強
く
な
る
。
「
汝
の
道
尚
ほ
暗
く
」
に
至
て
曲
は
短
調
の

陰
欝
な
齋
唱
に
な
る
が
、
「
や
よ
信
ぜ
よ
」
か
ら
再
び
長
調
に
復
し
て
、
静
か
な
敬
虔

な
調
に
な
り
、
更
に
短
か
い
管
絃
の
漸
強
奏
を
経
て
、
最
後
の
熱
烈
な
降
臨
節
の
歓
び

を
抒
べ
る
一
節
に
進
む
。
歌
詞
の
大
意
ー
『
安
ら
か
な
ら
ぬ
長
き
冬
の
沈
獣
の
後
に
よ

つ
ゆ

く
こ
そ
来
た
れ
、
や
よ
朗
か
な
る
春
の
醤
。
今
、
木
の
枝
に
液
は
動
き
、
人
の
心
に
歌

は
動
く
。
花
疾
き
に
ほ
ふ
木
々
の
蔭
に
、
緑
の
野
を
越
え
希
望
は
さ
ま
よ
ひ
、
く
し
く

あ
や
し
き
未
来
の
夢
は
祝
揺
の
ご
と
く
世
界
に
た
ゞ

よ
ふ
。
さ
れ
ば
心
よ
、
汝
を
囚
へ

し
よ
ろ
づ
の
憂
さ
を
み
な
振
り
す
て
A

、
空
に
舞
ひ
飛
ぶ
鳥
の
ご
と
か
れ
。
彼
は
枯
れ

四

節
に
饉
つ
て
ピ
ア
ノ
と
共
に
暫
く
そ
れ
を
開
展
す
る
後
、
曲
は
長
調
の
愛
奏
に
入
り
、

ピ
ア
ノ
は
セ
ロ
の
奏
す
る
主
想
の
上
に
華
や
か
な
劉
位
を
つ
け
て
行
く
。
こ
れ
が
終
る

と
絃
楽
は
ピ
ア
ノ
の
琶
―＝日
に
連
れ
て
最
初
の
ピ
ア
ノ
獨
奏
の
楽
句
に
饉
り
、
績
て
長
調

の
過
度
な
ら
ざ
る
快
速
調
に
進
み
、
絃
に
セ
ロ
と
ベ
ー
ス
は
か
の
楽
句
を
承
け
て
、
華

や
か
な
ピ
ア
ノ
に
伴
は
れ
つ
A

之
を
極
め
て
楡
快
に
愛
化
し
て
行
く
。
梢
緩
か
な
新
し

い
愛
奏
が
之
を
遮
つ
て
現
は
れ
る
が
、
そ
れ
も
暫
く
で
、
曲
は
復
た
快
速
調
に
鰭
り
、

主
想
は
他
の
諸
楽
器
へ
移
つ

て
行
く
。
以
下
は
曲
の
初
頭
に
立
ち
も
ど
つ
て
華
々
し
い

絶
頂
に
達
し
て
曲
を
結
ぶ
。

三

管

絃

楽

髪
ホ
長
調
シ
ン

フ

ォ

ニ

ー

モ

ツ

ァ

ル

ト

作

曲

〔
大
正
十
一
年
五
月
十
三
日
、
十
四
日
の
「
一音
楽
演
奏
曲
目
梗
概
」
を
参
照
。
〕
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L
a
s
s
 n
u
r
 z
u
 d
ei
n
e
s
 H
e
r
z
e
n
s
 T
h
o
r
e
n
 

た
る
茨
の
垣
よ
り
、
赤
き
さ
う
び
の
花
を
疾
か
し
む
。
彼
ま
た
汝
を
憐
み
の
底
よ
り
若

き
力
に
よ
み
が
へ
ら
せ
ん
。
か
く
て
も
汝
の
道
尚
ほ
暗
く
、
己
が
罪
に
て
悶
ゆ
る
な
ら

ば
、
信
ぜ
よ
、
紳
恵
は
更
に
大
に
、
慈
愛
は
測
り
知
ら
れ
ざ
る
事
を
。
汝
の
胸
の
扉
を

開
き
て
、
降
臨
節
の
説
輻
を
受
け
よ
。
よ
ろ
こ
べ
、
よ
ろ
こ
べ
。
か
く
て
ぞ
汝
は
新
に

生
れ
ん
。
聖
震
と
燃
ゆ
る
炎
の
な
か
よ
り
。
』

W
i
l
l
k
o
m
m
e
n
,
 heller 

F
ri.i
hli
ng
s
k
l
a
ng

 
!
 

N
a
c
h
 lang

e
m
,
 ba

ng

e
m
 Wi

nt
e
r
s
c
h
w
ei
g

e
n
 
!
 

N
u
n
 ri.i
h
rt
 

d
e
r
 S
af
t
 

si
c
h
 i
n
 d
e
n
 Z
w
ei
g

e
n
 

U
n
d
 i
n
 d
e
r
 S
e
e
l
e
 d
e
r
 G
e
s
a
n
g
.
 

E
s
 w
a
n
d
e
lt
 

u
nt
e
r
 
B
li.it
e
n
b
a
u
m
e
n
 

D
i

e
 H
o
f
f
n
u
ng
号

er
's

g

ri.i
n
e
 F
e
l
d
;
 

E
i

n
 w
u
n
d
e
r
s
a
m
e
s
 Z
u
k
u
nf
t

st
r
a
u
m
e
n
 

F
li
esst
 

w
i

e
 ei
n
 S
eg

e
n
 d
u
r
c
h
 di
e
 W
e
lt
.
 

W
i
l
l
k
o
m
m
e
n
,
 heller 

Friihli
n
g
s
k
l
a
n
g
 ! 

N
a
c
h
 lang

e
m
,
 ba

ng

e
m
 Wi
nt
e
r
s
c
h
w
ei
g

e
n
 
!
 

S
o
 w
i

rf
 

d
e
n
n
 a
b
 w
a
s
 m
i
t
 

B
e
s
c
h
w
e
r
d
e
n
,
 

0
 S
e
e
l
e
,
 di

c
h
 g
ef
 esselt 
hielt ;
 

D
u
 sollst
 

n
o
c
h
 w
e
r
d
e
n
 w
i

e
 d
e
r
 V
o
g
e
l
 

D
e
r
 m
i
t
 

d
e
r
 S
c
h
wi
ng
'

i

m
 B
l
a
u
e
n
 sp
i

elt
.
 

D
e
r
 a
u
s
 d
e
n
 k
a
h
l
e
n
 
D
o
r
n
e
n
h
e
c
k
e
n
 

D
i

e
 r
ot
h
e
n
 R
o
s
e
n
 bl i
l
h
e
n
d
 
s
c
ha
f
f
t
.
 

E
r
 k
a
n
n
 u
n
d
 will 
a
u
c
h
 di
c
h
 e
r
w
e
c
k
e
n
 

A
u
s
 t
i

e
f
e
m
 L
ei
d
 z
u
 j
u
ng
e
r
 
K
r
af
t
.
 

U
n
d
 si
n
d
 n
o
c
h
 d
u
n
k
e
l
 d
ei
n
e
 P
f
a
d
e
,
 

U
n
d
 driickt
 

di
c
h
 s
c
h
w
e
r
 di
e
 ei
g

'n
e
 S
c
h
u
l
d
,
 

0
 g
l
a
u
b
e
,
 gr

o
s
s
e
r
 i
st
 

di
e
 G
n
a
d
e
,
 

U
n
d
 u
n
e
rg
riindli
c
h
 i
st
 

di
e
 H
u
l
d
.
 

F
r
i
i
h
lin
g
s
'
B
ot
s
c
h
af
t
 

5

ピ
ア
ノ
獨
奏

イ
、
寓
話

ロ
、
飛
躍 ア

レ
グ
ロ

ソ
プ
ラ
ノ
獨
唱

イ
、
漁
夫
の
娘

ロ
、
笑
と
泣

ハ
、
日
曜
日

セ
ロ
獨
奏

D
e
r
 P
f
i
n
g
st
e
n
 v
o
l
l
e
n
 
S
e
g
e
n
 ei
n
,
 

G
et
r
o
st
,
 

u
n
d
 d
u
 w
i

rst
 

n
e
ug
e
b
o
r
e
n
 

A
u
s
 G
ei
st
 

u
n
d
 F
e
u
e
rf
l

a
m
m
e
n
 sei
n
.
 

W
i
l
l
k
o
m
m
e
n
,
 o
 heller 
F
r
i
i
h
l
i
n
g
s
k
l
a
n
g
 ! 

W
i
l
l
k
o
m
m
e
n
 ! 

大
正
十
五
年
五
月
二
十
九
日

学
友
会
第
四
十
四
回
土
曜
演
奏
会

◇
第
四
十
四
回
土
曜
演
奏
會
（
五
月
二
十
九
日
）

曲

ピ
ア
ノ
獨
奏

ア
レ
グ
ロ
、

ラ
ル
ゴ
ー

モ
デ
ラ
ー
ト

ハ
長
調

シ シ 小

ユ ユ

遠

山
澤

マ

ン

マ
ン

つ

ゃ

ソ
ナ
タ
、

ボ

ッ

ケ

リ

ー

ニ

4
 

弘

ブ

ラ

ー

ム

ス

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

ブ

ラ

ー

ム

ス

3
 

西

山

晴

江

岩
魚

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
1
1
ヘ
ル
ラ
ー

2
 

椎

葉

照

子

1

混
盤
合
唱

新
年
の
日
に

目

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン

會

員
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10 

，
 

8
 

7
 

6
 
女
盤
二
重
唱

イ
、
歓
と
歌
を
以
て
吾
等
は
出
狡
す
一

ロ
、
我
歌
ふ
べ
き
か

ハ
、
受
け
よ
、
吾
が
愛
す
る
子
よ

セ
ロ
獨
奏

コ
ン
セ
ル
ト
、

大
正
十
五
年
六
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日

◇
春
季
大
演
奏
會

（
六
月
二
十
六
日
・
ニ
十
七
日
）

曲

目
イ
短
調
、

作
品
十
四

第
一
楽
章

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

マ
リ
ー
の
詠
嘆
調
、
（
オ
ペ
ラ
「
兵
器
エ
」
よ
り
）

ピ
ア
ノ
獨
奏

コ
ン
セ
ル
ト
、
卜
短
調
（
作
品
二
十
五
）

氏氏

混
盤
合
唱

イ
、
旅
榮
人

ロ
、
牧
羊
者
の
日
曜
日
の
歌

ハ
、
慶
た
し
、
ま
こ
と
の
肉
身
よ

指

揮

者

大

塚

伴

奏

者

萩

原

英

こ
の
日
は
折
悪
る
＜
雨
天
で
し
た
が
、
大
層
盛
會
で
し
た
。
小
澤
君
が
、
御

病
氣
の
た
め
に
、
演
奏
出
来
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し
た
。

（
『
昔
榮
』
塵
友
會
、
第
六
号
、
大
正
十
五
年
十
二
月
、
一
四
九
頁
）

休

憩

学
友
会
春
季
演
奏
会

一淳

モ 會

ツ

ア

レ

ト

J
 

7
 

6
 

ゴ
ル
タ
ー
マ
ン

浅

野

千

鶴

子

ロ
ー
ル
チ
イ
ン
ク

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン

ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル

三
重
唱

イ
、
あ
A

主
よ
汝
に
（
「
天
地
創
造
」
中
の
三
重
唱
）

ロ
、
歌
劇
魔
笛

ピ
ア
ノ
獨
奏

ソ
ナ
タ
、
愛
ホ
長
調
（
作
品
八
十
一
）

告

別不

在

休

憩

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

近

藤

沖

モ

ツ

ア

ル

ト

ノ‘

イ

ド

ン

ソ

。

フ

ラ

ノ

早

川

美

奈

子

言
9
具

疇

田

下

榮

嘩

吉

シ

ユ

マ
ン

5
 

澤

崎

員

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン

コ
ル
ネ
リ
イ
ウ
ス

石

橋

盆

恵

田

良

彦

フ

ラ

ン

ク

ソ

。

フ

ラ

ノ

黒

澤

貞

子

i
メ
ッ
ゾ
・
ソ
。
フ
ラ
ノ
馬
場
睛
子

4
 

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

永

田

喜

呉

子

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

3
 

2
 

會 シ シ

ー

二
重
唱

男
盤
四
部
合
唱

イ
、
今
日
は
別
れ
、
明
日
は
旅
へ

ロ
、
兜
虫
と
花

ハ
、
我
森
の
小
鳥
な
り
せ
ば

女
盤
四
部
合
唱

我
が
信
仰
す
る
紳

ピ
ア
ノ
獨
奏

ソ
ナ
タ
、
二
短
調
（
作
品
―
―
-
+
-
J
二
）

第
一
柴
章

豆

疇

謡

に

一

ハ
、
裏
切
ら
れ
た
る
愛

ピ
ア
ノ
獨
奏

維
也
納
の
謝
肉
祭
の
道
化
（
作
品
二
十
六
）

會

ユ

秋

ソ
。
フ
ラ
ノ
早
川
美
奈
子

t

バ

リ

ト

ン

内

田

榮

一

員

ユ

ミ

ッ

ト

フ

ァ

イ

ト
ミ

ッ

ト 員
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二、 一
、
ピ
ア
ノ
獨

奏

…
…
…
…

…
…
研
究
生

波
蘭
舞
踏
曲
（
嬰
へ
短
調
）
…
…
…
…
…
…
…
シ

P
o
l
o
n
ai
s
e
 
(
Fi
s
 m
o
l
l
)

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
C
h
op
i

n
.
 

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
助
数
授

}
•
…
…
…
…
•

•
シ
ュ

ー
マ
ン
作

曲

い
、
胡
桃
樹
（
作
品
二
五
•

第
三
番
）

ろ
、
森
林
の
會
話
（
作
品
三
九
•
第
三
番
）

「
ロ
ザ
ム
ン
デ
」

長

坂

好

子

グ

ル

ッ

ク

乍

曲

歌
劇
「
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア

・
イ
ン
・

ア
ウ
リ
ス
」
の
序
曲
：
…
•{ヴ
ァ
グ
ネ
J
V
編

一、

管

絃

架

ョ

ノ‘

ン

作

曲

揺

井

直

俊

11

混
磐
合
唱

特

別

演

奏

會

曲

目

ア
ル
ト
獨
唱

さ
す
ら
ひ
人

ピ
ア
ノ
獨
奏

ポ
ロ
ネ
イ
ズ
、

大
正
十
五
年
＋
月
十
三
日
学
務
部
長
招
待
音
楽
会

大
正
十
五
年
十
月
十
三
日
（
水
曜
日
）
午
後
三
時

東
京
＿
音
架
學
校
奏
架
堂
に
於
て

學
務
部
長
招
待
昔
架
會
演
奏
曲
目

一
五
0
頁

）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
東
京

―音
楽
學
校
管
絃
圃

モ
ツ
ァ
ル
ト
の
主
題
を
基
と
せ
る

愛
奏
曲
及
逃
走
曲

（作
品
一
三
二
）
…
…
…
…
…
…
…
レ

V
a
ri
at
i

o
n
e
n
 u
n
d
 F
u
g
e
 fiir
 O
r
c
h
e
st

e
r
 

i.ib
e
r
 ei
n
 T
h
e
m
a
 v
o
n
 M
o
z
a
rt
 

(
O
p
.
 

132)•

…

••R
ege

r. 

管
絃
楽
指
揮
者

獨
唱
伴
奏
者

大
正
十
五
年
十
月
二
十
三
日

東

京

昔

架

學

校

一
時
半
開
場

ニ
時
開

會

大
正
十
五
年
十
月
二
十
三
日
（
土
曜
日
）
午
後

特
別
演
奏
会

数

授

高

折

宮

次

D
i

ri
g

e
nt
 :
 

C
h
a
r
l
e
s
 
L
a
ut
rup
.
 

(
『
一
音
楽
』
塵
友
會
、
第
六
号
、
大
正
十
五
年
十
二
月
、

敦
師
シ
ャ
ー
ルス
・ラ
ウ
ト
ル
ッ
プ

指

揮

者

大

塚

淳

氏

劇
中
の
狼
人
の
合
唱

（
作
品
二
十
六
ノ
ニ
）

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

會

員

嬰

へ
短
調
（
作
品
四
十
四
）

シ

ョ

ノぐ

ン

四、

管

10 

輻

井

直

俊

休
憩
十
五
分
間

絃

架

シ

ュ

ー

ベ

ル

ト

，
 

幕

田

シ

ナ

ロ
ヽ

マ
ヅ
ル
カ

（
作
品
十
一
ノ
三
）

8
 

再

セ
ロ
獨
奏

イ
、
表
情
あ
る
並
歩
調

（
作
品
五
十
三
）

會

ボ

ッ

ノぐ

ゴ

ル

タ

ー

マ

ン

浅

野

常

七

三
、
管
絃
架
及
合
唱
…
…

a
.
 

b
.
 

ガ

ー

作

曲

}
…
…
…
…
…
S
c
h
u
m
a
n
n
.
 

D
e
r
 N
u
s
s
b
a
u
m
 (
O
p
.
 

2
5
,
 N

r
.
 
3

)

 

W
a
l
d
e
s
g
e
s
p
r
a
c
h
 
(
O
p
.
 

3
9
,
 N

r. 3
)
 

…
…
…
…
…
…
…
…
｛
東
京
―音
楽
學
校
管
絃
園

同

生

徒

鎮
魂
歌
の
序
奏
及
合
唱
「
威
厳
あ
る
恐
し
き

王
よ
」
•
•
…
…
•
モ

ツ
ァ
ル

ト
作
曲

E
i

nlei
t

u
n
g
 u

n
d
 R
e
x
 t
r
e
m
e
n
d
a
e
 

m
aj

est
at
1s 
(
R
e
q
 
m

e

m
)
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
•
フ
,
f
o

z
a
r
t
.
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演
奏
曲
目
解
説
及
歌
詞

一

管

絃

架

休
憩
十
分
間

四

、

管

絃

架

、
混
磐
二
重
合
唱
（
無
伴
奏
）

二、

指
揮
者

D
i

ri
g

e
nt
:

 

C
h
a
r
l
e
s
 
L
a
ut
rup
.
 

鰹
文
歌
「
聖
震
も
亦
我
等
の
弱
き
を
助
く
」
…
…
…
…
…
…
…
バ

M
ot
e
tte
 f 
i.ir
 D
o
p
p
e
l
c
h
o
r
 i
n
 B
 d
u
r
 :
,,
D
e
r
 G
ei
st
 

hi
l
f
t
 

u
n
s
r
e
r
 S
c
h
w
a
c
h
h
ei
t
 

a
uf
ĉ

…
…
…
…
J
.
 

S
.
 Ba

c
h
 (
1
6
8
5
ー
'
1
7
5
0
)

モ
ツ
ァ
ル
ト
の
主
題
を
基
と
せ
る

菱
奏
曲
及
逃
走
曲
（
作
品
一
三
二
）
…
…
…
…
…
…
…
…
レ
ー
ガ
ー
作
曲

V
a
ri
at
i

o
n
e
n
 u
n
d
 F
ug

e
 f
u
r
 O
r
c
h
e
st
e
r
 

菩
e
r
ei
n
 T
h
e
m
a
 v
o
n
 M
o
z
a
rt
 

(
O
p
.
 13
2
)…

M
.
 
R
e
g
e
r
(
1
8
7
3
1
1
9
1
6
)
 

シ
ャ
ー
ル
ス
・
ラ
ウ
ト
ル
ッ
。フ

ツ

ノ‘

a
.
 A

ri
e
 d
e
r
 S
u
s
a
n
n
e
,,

E
n
d
li
c
h
 n
a
ht

 

si
c
h
 

di
e
 St
u
n
d
e
^
'
a
u
s
 d
e
r
 O
p
e
r
,,
D
i

e
 H
o
c
h
z
ei
t
 

d
e
s
 F
i

g

a
r
o
"
 

b
.
 A

ri
e
 d
e
r
 P
a
mi
n
a
,,
A
c
h
,
 

i

c
h
 f
i
l

h
l
's
'̂

 

a
u
s
 d
e
r
 O
p
e
r
,,
D
i

e
 Z
a
u
b
e
rflot
ê
 ̂

作

曲

O
u
v
e
rt
i
l

r
e
 z
u
r
 O
p
e
r
,,
I
p
hi
g

e
ni
a
 i
n
 

A
u
li
ŝ
n
(
b
e
a
r
b
ei
t

et
 

v
o
n
 R
.
 W

ag

n
e
r
)
 ... C
.
 W

.
 Gl

u
c
k
 (
1
7
1
4
|
1
7
8
7
)
 

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
（
管
絃
楽
伴
奏
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ネ
ト
ケ
・
レ
ー
ヴ
ェ

い
、
歌
劇
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
婚
證
」
中
の
ス
ザ
ン
ネ
の

抒
情
調
「
終
に
時
は
近
づ
け
り
」

l
:……

•
モ
ツ
ァ
ル
ト
作
曲

ろ
、
同
「
魔
笛
」
中
の
パ
ミ

ナ

の

一

抒
情
調
「
我
は
思
ふ
」

…
…
…
…
…
…
W

.
 A. M

o
z
a
rt
 

(
1
7
5
6
|
1
7
9
1
)
 

歌
劇
『
イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
、

ア
ウ
リ
ス
』

の
序
曲

グ
ル
ッ
ク
作
曲

此
の
歌
劇
は
十
八
世
紀
の
歌
劇
改
良
家
と
し
て
有
名
な
グ
ル
ッ
ク

(
G
l
u
c
k
1
7
1
4
1
 

1
7
8
7
)

の
傑
作
で
、
一
七
七
四
年
に
初
め
て
演
奏
せ
ら
れ
た
。
筋
は
か
の
ト
ロ
ヤ
戦
争

の
際
に
希
服
軍
の
純
大
将
と
し
て
出
征
し
た

ア
ガ
メ
ム

ノ
ン
が
ア
ウ
リ
ス
島
に
上
陸
し

た
時
、
曾
て
月
の
神
ア
ル
テ
ミ
ス
の
鹿
を
射
殺
し
た
祟
り
に
よ
っ
て
順
風
を
得
ず
、
紳

官
の
託
宣
に
従
て
最
愛
の
娘
イ
フ
ィ
ゲ

ニ
ア
を
様
牲
に
捧
げ
た
と
い
ふ
古
話
に
基
い
た

も
の
で
あ
る
。
本
演
奏
の
序
曲
は
歌
劇
の
内
容
を
概
略
暗
示
す
る
も
の
で
主
に
四
つ
の

楽
想
か
ら
成
つ
て
ゐ
る
。
冒
頭
に
響
く
悲
痛
な
旋
律
は
娘
の
綴
牲
を
嘆
く
ア
ガ
メ
ム

ノ

ン
の
心
を
描
い
た
も
の
で
、
此
の
一
節
を
終
る
後
に
力
強
い
楽
想
が
性
急
な
士
卒
等
の

犠
牲
を
要
求
す
る
竪
の
や
う
に
聞
え
る
。
こ
れ
に
績
て
現
は
れ
る
優
美
な
旋
律
は
暫
く

イ
フ
ィ
ゲ
ニ
ア
の
過
去
の
幸
幅
を
想
は
せ
る
が
、
か
の
犠
牲
を
迫
る
叫
は
再
度
響
て
次

の
悲
し
い
楽
想
は
赦
免
を
求
め
る
彼
女
の
涙
盤
の
や
う
に
響
く
。
此
の
序
曲
は
原
作
に

於
て
は
終
止
な
し
に
直
ち
に
歌
劇
の
第
一
駒
に
連
績
し
て
ゐ
る
が
、
本
演
奏
の
改
作
で

は
冒
頭
の
悲
調
が
再
び
現
は
れ
て
終
局
を
結
ん
で
ゐ
る
。

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
（
管
絃
架
伴
奏
）

印

歌

劇

『

フ

イ

ガ

ロ

の

婚

醜
』

中
の
ス
ザ
ン
ネ
の
抒
情
調

モ
ツ
ァ
ー
ル
ト
作
曲

此
の
歌
劇
（

一
七
八
六
年
初
演
）
は
喜
歌
劇
の
模
範
と
呼
ば
れ
る

モ
ツ
ァ
ー
ル
ト

(
M
o
z
a
rt
 

1
7
5
6
|
1
7
9
1
)

の
傑
作
中
の
一
で
、
筋
は
ア
ル
マ
ヴ
ィ
ー
ヴ

ァ
と

い
ふ
伯

爵
が
曾
て
理
髪
師
フ
ィ
ガ

ロ
の
助
力
に
よ
っ

て
令
嬢

ロ
ジ
ナ
を
夫
人
に
迎
へ
て
置
き
な

が
ら
、
其
後
夫
人
の
侍
女
で
フ
ィ
ガ
ロ
と
婚
約
の
あ
る
ス
ザ
ン
ネ
を
寵
愛
す
る
様
子
が

見
え
る
の
で
、
夫
人
は
其
心
を
酬
さ
せ
よ
う
と
苦
心
の
末
に
一
策
を
按
じ
、
ス
ザ
ン
ネ

に
命
じ
て
一
夕
庭
園
に
伯
爵
と
會
合
の
約
を
結
ば
せ
、

賞
は
自
ら
ス
ザ
ン
ネ
と
服
装
を

交
換
し
て
共
々
に
庭
園
に
赴
き
首
尾
能
＜
伯
爵
に
前
非
を
後
悔
さ
せ
る
話
で
あ
る
。

此

の
間
に
種
々
の
細
か
な
事
件
も
起
つ
て
滑
稽
が
績
出
す
る
。
モ
ツ
ァ
ー
ル
ト
の
音
楽
は

各
駒
の
種
々
な
感
情
を
巧
み
に
叉
美
し
く
描
い
て
ゐ
る
。
本
演
奏
の
歌
調
（
朗
吟
調
と

抒
情
調
）
は
最
後
の
庭
園
の
場
で
夫
人
と
侍
女
と
が
夕
ぐ
れ
に
伯
爵
を
待
ち
受
け
る
時

に
侍
女
が
歌
ふ
も
の
で
、

全
篇
中
の
秀
逸
に
敷

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
詞
は
伯
爵
に
疾
く
来

イ
ン
、
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モ
ツ
ァ
ー
ル
ト
作
曲

『
魔
笛
』
は
モ
ツ
ァ
ー
ル
ト
の
最
後
の
歌
劇
で
、
筋
は
頗
る
混
雑
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
作
曲
者
は
そ
の
各
駒
の
感
情
に
應
じ
て
美
し
い
音
楽
を
附
け
て
ゐ
る
。
筋
は
エ
ジ

。
フ
ト
の
イ
ー
ジ
ス
紳
の
神
官
ザ
ラ
ス
ト
ロ
が
邪
紳
『
夜
の
女
皇
』
の
娘
。
ハ
ミ
ナ
を
正
敦

に
錨
依
さ
せ
よ
う
と
し
て
彼
の
殿
堂
に
呼
び
寄
せ
た
の
で
、
母
の
女
皇
は
一

向
取
り
も

ど
さ
う
と
企
て
ゐ
る
う
ち
に
、
或
日
エ
ジ
。
フ
ト
の
王
子
タ
ミ
ノ
が
道
に
迷
つ

て
蛇
に
襲

は
れ
た
の
を
助
け
て
、
こ
れ
に
娘
を
救
ひ
出
す
こ
と
を
依
頼
す
る
。
タ
ミ
ノ
は
快
諾
し

て
女
皇
か
ら
危
難
を
除
け
る
魔
笛
を
授
か
つ

て
出
猿
す
る
が
、
却
て
。
ハ
ミ
ナ
と
共
に
ザ

ラ
ス
ト
ロ
の
敦
徒
に
加
へ
ら
れ
、
長
い
間
の
苦
行
に
堪
え
て
後
、
終
に
目
出
度
結
婚
す

る
の
で
あ
る
。
本
演
奏
の
抒
情
調
は
第
二
幕
の
或
る
場
で
。
ハ
ミ
ナ
の
歌
ふ
も
の
で
、
緩

か
な
悲
し
い
和
音
や
暗
い
色
彩
に
富
ん
だ
曲
で
あ
る
。
パ
ミ
ナ
は
タ
ミ
ノ
が
苦
行
の
一

と
し
て
沈
獣
を
守
り
、
彼
女
に
一

言
の
挨
拶
を
も
せ
ざ
る
を
見
て
、
王
子
の
愛
情
の
失

回
歌
劇
『
魔
笛
』
中
の
パ
ミ
ナ
の
抒
情
調

れ
と
促
す
意
で
あ
る
。

R
e
ci
t

at
i

v
 (
A
l
l
eg

r
o
 vi
v
a
c
e
 a
s
s
ai
)

 

E
n
d
li
c
h
 n
a
ht

 

si
c
h
 di
e
 St
u
n
d
e
,
 w
o
 ic
h
 di
c
h
,
 o
 G
e
li
e
bt
e
r
,
 ba

l
d
 g
a
n
z
 

b
e
si
t

z
e
n
 w
e
r
d
e
 
!
 

A
ng

st
l
i

c
h
e
 S
o
rg

e
n
 
!
 

e
nt
f
l
i

e
h
et

,
 

w
e
i
c
ht

 

a
uf
 
i

m
m
e
r
,
 

s
toret

 

ni
c
ht

 

m
e
h
r
 di
e
 F
r
e
u
d
e
 m
ei
n
e
s
 H
e
r
z
e
n
s
 ! 

H
a
 
!
 

u
m
 mi
c
h
 h
e
r
 

s
c
h
ei
nt
 

alles 
m
i

r
 s
o
 
h
ei
t

e
r
 :
 H
e
sp

e
r
u
s
 
bli
c
kt

 

s
o
 
fre
u
n
d
li
c
h
,
 s

o
 

fre
u
n
d
li
c
h
 a
uf
 

m
ei
n
e
 L
i

e
b
e
 ! 

K
o
m
m
 d
o
c
h
,
 m

ei
n
 T
r
a
ut
e
r
 ! 

St
i
l
l

e
 

d
e
r
 N
a
c
ht

 

b
e
s
c
hi
i
t

zt
 

u
n
s
 ! 

A
ri
e
 (
A
n
d
a
nt
e
)
 

0
 s
a
u
m
e
 l
a
ng

e
r
 ni
c
ht

,
 g

eli
e
bt

e
 Se
e
l
e
 ! 

S
e
h
n
s
u
c
ht

voll h
a
r
r
et

 

d
ei
n
e
r
 

hi
er 
di
e
 F
r
e
u
n
di
n
 
!
 

N
o
c
h
 l
e
u
c
ht

et
 

ni
c
ht

 

d
e
s
 
M
o
n
d
e
s
 Si
lberfackel
,
 

R
u
h
 u
n
d
 F
ri
e
d
e
 h
e
r
r
s
c
h
e
n
 a
uf
 

d
e
n
 
Fluren•Des 

W
 est
w
i

n
d
s
 S
a
u
s
e
l
n
 

u
n
d
 d
e
s
 
B
a
c
h
e
s
 R
i

e
s
e
l
n
 
st
i

m
m
e
 
j

e
d
e
 N
e
r
v
e
 z
u
r
 
E
nt
zi
i

c
k
u
ng

,
 

di
e
 

B
l
u
m
e
n
 d
uf
t

e
n
 a
uf
 

d
e
n
 b
u
nt
e
n
 W
i

e
s
e
n
,
 alles 

loc
kt 
u
n
s
 z
u
 L
i

e
b
e
,
 

F
r
e
u
d
'
u
n
d
 
Wonne•Komm 

d
o
c
h
,
 m
ei
n
 T
r
a
ut
e
r
 ! 

lass l
a
n
g
e
r
 m
i

c
h
 

ni
c
ht

 

h
a
r
r
e
n
.
 K

o
m
m
,
 o
 T
r
a
ut
e
r
 
!
 

d
a
s
s
 i
c
h
 m
i
t
 

R
o
s
e
n
 k
r
a
n
z
e
 d
ei
n
 

H
a
up
t
,
 

m
i
t
 

R
o
s
e
n
 k
r
a
n
z
e
 d
ei
n
 H
a
up
t
,
 

d
a
s
s
 i
c
h
 
di
c
h
 
k
r
a
n
z
e
 
m
i
t
 

R
o
s
e
n
.
 

S
u
s
a
n
n
e
n
s
 R
e
ci
t

at
i

v
 u
n
d
 A
ri
e
.
 

A
ri
e
 d
e
r
 P
a
mi
n
a
 

せ
た
る
も
の
と
誤
り
、
此
の
歌
調
に
於
て
悲
嘆
の
情
を
抒
べ
る
の
で
あ
る
。
、ー

A
c
h
,
 

i

c
h
 f
i
i

h
l
's,
 es i

st
 

v
e
r
s
c
h
w
u
n
d
e
n
,
 

e
wi
g

 

hi
n
 m
ei
n
 g
a
n
z
e
s
 
G
l
u
c
k
,
 

e
wi
g

 

hi
n
 d
e
r
 L
i

e
b
e
 G
l
u
c
k
.
 

N
i

m
m
e
r
 k
o
m
mt

 
i

h
r
,
 Wo

n
n
e
st
u
n
d
e
n
,
 

m
ei
n
e
m
 H
e
r
z
e
n
 m
e
h
r
 z
u
ri
i

c
k
,
 

m
ei
n
e
m
 H
e
r
z
e
n
,
 m
ei
n
e
m
 H
e
r
z
e
n
 m
e
h
r
 z
u
ri
i

c
k. 

Si
e
h
,
 T

a
mi
n
o
,
 di

e
s
e
 
T
r
a
n
e
n
 

臣
s
s
e
n
,
T
r
a
ut
er
,
 di

r
 allei
n
,
 di

r
 allei
n
,
 

f
i
i

hlst
 

d
u
 ni
c
ht

 

d
e
r
 L
i

e
b
e
 S
e
h
n
e
n
,
 de

r
 L
i

e
b
e
 S
e
h
n
e
n
,
 

s
o
 w
i

r
d
 R
u
h
e
,
 so
 w
i

r
d
 R
u
h
 i
m
 T
o
d
e
 sei
n
,
 

f
i
i

hlst
 

d
u
 ni
c
ht

 

d
e
r
 L
i

e
b
e
 S
e
h
n
e
n
,
 

f
i
i

hlst
 

d
u
 ni
c
ht

 

d
e
r
 L
i

e
b
e
 S
e
h
n
e
n
,
 

s
o
 w
i

r
d
 R
u
h
e
,
 so
 w
i

r
d
 R
u
h
 i
m
 T
o
d
e
 sei
n
,
 

s
o
 
w
i

r
d
 R
u
h
 i
m
 T
o
d
e
 s
ei
n
,
 

i

m
 T
o
d
e
 sei
n
,
 

i

m
 T
o
d
e
 s
ei
n
.
 

混
盤
二
重
合
唱
（
無
伴
奏
）

経
文
歌

『
聖
霙
も

亦

我

等

の

弱

き

を

助

く

』

バ

ッ

ハ

作

曲

『
罷
文
歌
』
（
M
ot
e
t
t
e
)

は
聖
書
中
の
文
句
に
基
い
た
一
種
の
宗
敦
楽
で
古
く
は
十

五
六
世
紀
の
羅
馬
敦
會
の
作
曲
家
に
よ
っ
て
多
く
創
作
せ
ら
れ
、
其
後
新
数
の
音
楽
に

も
博
は
っ
た
曲
で
あ
る
。
新
赦
の
モ
テ
ッ
ト
の
最
も
秀
で
た
作
者
は
バ
ッ
ハ

(
B
a
c
h

1
6
8
5ー

1
7
5
0
)

で
、
彼
は
此
の
曲
を
敷
多
作
っ
た
と
い
ふ
が
今
日
知
ら
れ
て
ゐ
る
の

は
僅
に
六
曲
（
そ
の
中
四
曲
は
八
部
の
二
重
合
唱
）
で
あ
る
。
本
演
奏
の
も
の
は
作
者

が
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
の
ト
ー
マ
ス
赦
會
に
奉
職
し
た
頃
、
数
會
附
屡
ト
ー
マ
ス
學
校
の
長

エ
ル
ネ
ス
テ
ィ

の
葬
儀
（
一
七
二

九
年
）
の
為
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
文
旬
は
新

よ

わ

き

約
、
羅
馬
書
か
ら
採
っ
た
も
の
で
、
『
聖
震
も
亦
我
等
の
荏
弱
を
助
く
。
我
等
は
祈
る

な

げ

き

べ
き
所
を
知
ら
ざ
れ
ど
も
、

聖
震
み
づ
か
ら
言
ひ
が
た
き
の
慨
嘆
を
以
て
我
等
の
為
に

お
も
ひ

祈
り
ぬ
。
人
の
心
を
察
た
ま
ふ
者
は
聖
霊
の
意
を
も
知
れ
り
。
そ
は
紳
の
心
に
遵
ひ
て

聖
徒
の
為
に
祈
れ
ば
な
り
』
の
意
で
あ
る
。
曲
は
前
後
二
節
に
分
れ
、
第
一
節
は
轄
が

る
様
な
十
六
分
符
の
音
形
を
含
ん
だ
八
分
三
拍
子
の
活
躍
せ
る
並
歩
調
の
楽
想
で
始
ま

り
、
後
半
（
『
聖
露
み
づ
か
ら
』
以
下
）
に
於
て
快
速
調
四
分
四
拍
子
の
フ
ー
ガ
に
な

第1部 明治・大正篇 614 



管

絃

榮

モ
ツ
ァ
ー
ル
ト
の
主
題
を
基
と
せ
る
愛
奏
曲
及
逃
走
曲

レ
ー
ゲ
ル
作
曲

十
年
程
前
に
世
を
去
っ
た
レ
ー
ゲ
ル

(
R
eg
e
r
1
8
7
3
|
1
9
1
6
)

は
そ
の
存
命
中
に
或

は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
王
冠
の
繊
承
者
、
或
は
シ
ト
ラ
ウ
ス
と
桂
冠
を
争
ふ
人
な
ど
、
種
々

四

り
、
前
半
よ
り
も
沈
ん
だ
氣
分
を
現
は
す
。
第
二
節
（
『
人
の
心
を
』
以
下
）
は
更
に

轄
じ
て
二
分
二
拍
子
の
力
強
い
主
想
に
基
く
第
二
の
フ
ー
ガ
が
始
ま
る
。
此
節
は
四
部

だ
け
の
合
唱
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
『
そ
は
神
の
心
に
逢
ひ
て
』
の
語
以
下
は
二
重
フ

1
ガ
で
あ
る
。
最
後
に
附
け
た
コ
ラ
ー
ル
（
獨
逸
新
敦
の
短
い
聖
歌
）
は
『
汝
、
聖
き

熱
情
よ
、
快
き
慰
め
よ
。
我
等
を
助
け
て
楽
し
く
、
心
安
く
、
絶
え
ず
汝
に
仕
へ
し

め
、
辛
苦
の
我
等
を
斥
け
ざ
る
や
う
に
な
し
た
ま
へ
°
・
あ
A

主
よ
汝
の
力
に
よ
っ
て
我

等
に
覺
悟
あ
ら
し
め
、
肉
身
の
弱
き
を
強
め
、
此
の
世
に
あ
っ
て
雄
々
し
く
闘
ひ
、
死

生
を
通
じ
て
汝
に
近
づ
き
得
る
や
う
に
な
し
た
ま
へ
』
の
意
で
あ
る
。

M
ot
et
t

e
 fi
i

r
 D
o
p
p
e
l
c
h
o
r
,
 B'

D
u
r
:
 

,,
D
e
r
 G
ei
st
 

hi
l
f
t
 

u
n
s
r
e
r
 S
c
h
w
a
c
h
h
ei
t
 

au£
.̂6 

D
e
r
 G
ei
st
 

hi
l
f
t
 

u
n
s
r
e
r
 
S
c
h
w
a
c
h
h
ei
t
 

au£
,
 d

e
n
n
 

w
i

r
 w
i

s
s
e
n
 
ni
c
ht

,
 

w
a
s
 w
i

r
 b
et
e
n
 sollen
,
 wi

e
 

si
c
h
's
 g
e
bi
i

h
r
et

,

ー

s
o
n
d
e
r
n
d
e
r
 G
ei
st
 

selbst
 

v
e
rt
ri
t
t
 

u
n
s
 a
uf
's
 b
e
st
e
,
 m

i
t
 

u
n
a
u
s
s
p
r
e
c
h
,
 

li
c
h
e
m
 S
e
u
fze
n
.
 

D
e
r
 a
b
e
r
 di
e
 H
e
r
z
e
n
 
for
s
c
h
et

,
 

d
e
r
 w
ei
ss
,
 

w
a
s
 d
e
s
 
G
ei
st
es 
Si
n
n
 s
ei

,
 

d
e
n
n
 e
r
 
v
e
rt
ri
t
t
 

di
e
 H
ei
li
g
 e
n
,
 na

c
h
d
e
m
 es 
G
ot
t
 
g

ef
 all et
.
 

C
h
o
r
a
l
v
e
r
s
e
:
 
D
u
 h
ei
li
g

e
 B
r
u
n
st

,
 

si
i

sser 
T
r
o
st

,
 

n
u
n
 hi
l
f
 

u
n
s
 frohlich 
u
n
d
 g
et
r
o
st
 

i

n
 d
ei
n
e
m
 D
i

e
n
st
 

b
e
st
a
n
di
g
 
blei
b
e
n
,
 

di
e
 T
ri
i

bsal 
u
n
s
 n
i

c
ht
 

a
bt
r
ei
b
e
n
.
 

T
e
xt
 

0
 H
e
r
r
,
 <lurch 

d
ei
n
'
K
r
af
t
 

u
n
s
 
b
e
r
ei
t
'
 

u
n
d
 s
tar
k
'
d
e
s
 F
l
ei
s
c
h
e
s
 
B
l
o
di
g

k
ei
t
,
 

class 
w
i

r
 hi
e
r
 
ri
t
t

erli
c
h
 ri
ng
e
n
,
 

<lurch 
T
o
d
 u
n
d
 L
e
b
e
n
 z
u
 di
r
 d
ri
n
g
e
n
.
 

H
a
l
l
e
l
uj

a
,
 Ha

l
l
e
l
uj

a
 
!
 

7
 

6
 

5
 

4
 

3
 

2
 

ー

ピ
ア
ノ
獨
奏

セ

コ
ー
ル

ニ
ド
ラ
イ
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
し
・
・
プ
ル

ッ

フ

615 

少

女

ノ

歌

子
守
唄
｝
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
・
・
・
ブ
ラ
ー

少
女
ハ
語
リ
ヌ

ピ

ア

ノ

獨

奏

見

ロ
ン
ド
（
作
品
一
）
•
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
シ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

橋

本

國

彦

第 3章

ョ

ノぐ

ン

田

公

子
ム

ス

佐

々

木

夕

,,r 

大
正
十
五
年
十
月
三
十
日

第
四
拾
五
回
土
曜
演
奏
會

十

月

三

十

日

午

后

二

時

開

演

混

竪

合

唱

挽
歌
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン

ピ
ア
ノ
獨
奏

郎
興
曲
（
作
品
百
四
十
二
、

ロ

獨

奏

ソ
ナ
タ
（
卜
短
調
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
エ

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ッ

ク

ル

ス

小

澤

弘

)
•
…
…
…
…
…
•
•

'…
シ
ュ
ー
ベ

レ
ト
l
,
 

山

本

美

代

子

會

学
友
会
第
四
十
五
回
土
曜
演
奏
会

員

な
讃
僻
を
受
け
た
人
で
、
最
近
獨
逸
の
生
ん
だ
最
も
天
才
的
な
作
曲
家
の
一
人
で
あ
る
。

演
奏
者
と
し
て
も
彼
は
驚
く
ほ
ど
細
か
な
詩
的
な
ピ
ア
ノ
の
奏
法
に
よ
っ
て
楽
界
の
嘆

賞
を
博
し
た
。
彼
は
理
論
家
リ
ー
マ
ン
に
學
ん
だ
人
で
あ
る
が
、
獨
創
力
に
富
む
彼
の

作
品
は
曲
の
構
成
や
和
槃
の
用
法
に
於
て
極
め
て
自
由
な
近
代
的
特
徴
を
猿
揮
し
て
ゐ

る
。
彼
の
最
も
成
功
し
た
曲
は
古
典
的
作
家
の
原
作
に
基
礎
を
置
い
た
作
品
で
、
本
演

奏
の
曲
の
如
き
も
其
の
一
で
あ
る
。
こ
の
曲
は
善
く
知
ら
れ
た
モ
ツ
ァ
ー
ル
ト
の
イ
長

調
ソ
ナ
タ
第
一
章
の
優
美
な
主
想
に
基
い
た
愛
奏
曲
（
八
つ
）
及
び
逃
走
曲
で
あ
る
。

大正元年9月～15年(1912~1926)
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コ
ン
チ
ェ
ル
ト

ア
ル
ト
獨
唱

ロ
ー
マ
ン
ス
（
歌
劇
ミ
ー
ー
ヨ
ン
よ
り
）
・
・
・
・
・
・・・
・・・・
・・ト

9
．
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
合
奏

一
番

西 澤

川

満

枝

村尾

智

マ 子

京

都

同

一

三

日

午

後

着

ぅ
豊
京
都
市
公
會
堂

夜

基

督

敦

青

年

館

第
一
楽
章
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
松

第
二
、
三
楽
章
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
…
·
：
今

米愛

子 子

宿

泊

男
子

女
子

ハ
長
調
：
…
…
…
…
…
・
;
・
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

姫

路

同

大正15年11月11日，大阪演奏旅行。大阪駅前にて

10 

四
番

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

ニ
長
調
：
…
．．．．．． 
：・・・・・・・・・・・・・・・・・ヘ

秋薔
薇
ノ
嘆
キ
一
…
…
…
…
·
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
フ

彼
ハ
来
レ
リ

1

1

．

混

磐

合

唱

會

子
守
唄
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
ク
ル
ッ
シ
ュ
マ
ン

忠
質
な
る
ジ
ョ
ニ
イ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

大

正

十

五

年

十

一

月

十

日

ー

十

五

日

演

奏

旅

行

十

一

月

中

旬

本

校

は

左

の

日

程

に

よ

り

閥

西

方

面

へ

の

演

奏

旅

行

を

企

て

大

成

功

を

牧

め

て

鰭

校

す

る

こ

と

が

出

来

ま

し

た

。

東
京
狡

大
阪

二
回
演
奏

二
回
演
奏

ゾ
ナ
タ

―

一

月

一

0
日

夜

同

一

―

日

朝

着

畳
夜
二
回
演
奏
、
中
ノ
島
中
央
公
會
堂

宿

泊

翌

―

二

日

朝

狡

午

後

着

畳

姫

路

高

等

學

校

講

堂

姫

路

劇

場

翌

一

三

日

朝

狡

明舞夜

石子

―フ

〔手
書
き
〕

ン

員 ッ

佐

藤

美

子

ン

デ

Jレ

第1部 明治・大正篇 616 



は
ヽ

参
加
人
員

ロ
ー
マ
ン
ス

男
子

演

奏

一
、
混
盤
合
唱

悲
歌
（
作
品
―
―
六
）

二
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

波
蘭
舞
踏
曲
（
嬰
へ
短
）

三
、
セ
ロ
獨
奏

、、＞
 

ろ
、
メ
ヌ
エ
ッ
ト

ス
ケ
ル
ツ
ォ

四
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

七
名

曲

目

女

子

五

九

名

渡

邊

宣

子

ゲ

ン

ス

ヴ
ア
レ
ン
シ
ン

マ

テ

イ

ス

伊

達

郎

シ

ョ

ノぐ

ン

1

0
、
混
盤
合
唱

歌
劇
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
中
の
婚
姻
の
歌

指

揮

者

大

伴

奏

者

萩

原

（『
昔
榮
』
學
友
會
、
第
七
号
、
昭
和
二
年
三
月
、
ニ
―
ニ
ー
ニ
ー
三
頁）

輻

井

直

俊

東
京
―
音
楽
學
校
生
徒

ろ、

ス
ケ
ル
ツ
オ
と
タ
ラ
ン
テ
ラ
（
作
品
一
六
）

塚

榮

メ
ン
デ
ル
ソ
ー
ン

い
、
前
奏
曲
及
急
速
調

七
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

舞
踏
へ
の
招
待
（
作
品
六
五
）

八
、
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

魔
王
（
作
品
一
）

九
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
獨
奏

一
氏

617 

淳
氏

第 3章

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

ヴ
イ
ニ
ア
ウ
ス
キ
ー

東
京
昔
架
學
校
生
徒

ヴ

ア

グ

ネ

ル

プ
ニ
ア
ー
ニ
曲

ァ
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
編

末

吉

雄

渡

邊

宜

子

翌

一
四
日
午
後
猿

同

夕

刻

着

演

奏

末

廣

座

同

夜

狡

右
の
中
大
阪
及
京
都
の
演
奏
會
は
學
友
會
が
主
催
と
な
り
姫
路
は
高
等
學

校
、
名
古
屋
は
敦
育
會
が
主
催
者
と
な
り
ま
し
た
。

名
古
屋
よ
り
の
鱈
途
一
部
の
者
は
東
京
に
直
行
し
一
部
は
箱
根
へ
ま
は
り
一

日
の
清
遊
を
檀
に
し
て
翌
十
五
日
鱚
京
し
ま
し
た
。

尚
此
の
行
、
附
添
の
木
内
先
生
、
岡
野
先
生
の
周
到
な
御
注
意
に
よ
り
多
忙

を
極
め
た
に
も
拘
は
ら
ず
楡
快
に
終
へ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い

た
し
ま
す
。

ろ
、
大
塔
宮

は
、
菊
の
盃

ル
曲

頼
歌

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
曲

氏

島

叉

次

郎

歌

田

菊

江
S‘ 

~
~
 

ノ

ウ
ヱ

山

r-•--、

黒ジ

川ル

員へ

い
、
あ
A

い
っ
ち
ゆ
く

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
曲

i乙

骨
―
―
一
郎
歌

五
、
絃
架

大
競
奏
曲
卜
短
調
第
一
七
番

六
、
混
盤
合
唱
（
無
伴
奏
）

東
京
音
架
學
校
生
徒

ヘ

ン

デ

lレ

名
古
屋

ろ

、

幻

滅

｝

は
、
か
へ
り
み

宿
泊

い
、
父
と
子

｛

船

橋

榮

吉

曲

濱

田

廣

介

歌

疇

詞

白

疇

麟

東
京
昔
榮
學
校
職
員
及
生
徒

大正元年9月～15年(1912~1926)



二、 一
、
ピ
ア
ノ
獨
奏

ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱

大
正
十
五
年
＋

l

月
二
十
二
日

楽
会

ツ

—·——` 講 赦
師授

多安

藤

久

寅幸

大
正
十
五
年
十
一
月
二
十
二
日
（
月
曜
日
）
午
後
三
時
開
會

贔
鱈
這
鱈
参
列
員
招
待
昔
柴
會
演
奏
曲
目…

…
…
…
…
敦
師

い
、
練
習
曲
（
作
品
二
五
•
第
七
番
）
…
…

Et
u
d
e
 (
O

p
.
 

2
5,
 N

o
.
 

7)

…• 

・・・シ

………

•••Cho

pi

n. 
レJ
 

：グ

ろ
、
歌
劇
「
ア
ル
セ
ス
ト
」
中
の
ガ
ヴ
ォ
ッ
ト
…
・
:
{
、

フ

ラ

ー

ム

G
a
v
ot
t

e
 
aus

,,Alces

te•
6……………………

•••Gluck,Brahms

. 

は
、
史
詩
曲
（
作
品
一
―
九
）
•
•
…
…
…
…
…
…
…

…

…

•
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲

R
h
a
p
s
o
di
e
 
(O

p
.119)

……………………·…

••Bra~ms. 

ネ
ッ
ト
ケ
・
レ
ー
ヴ
ェ

…
…
…
…
…
•
…
数
師

ツ

い
、
夜
の
歌
…
…
•
•
•
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
作
曲

Sta
ndchen

…………………………………

•••Schuber

t. 

ろ
、
ミ
ル
テ
と
薔
薇
と
を
以
て
（
作
品
二
四
•
第
九
番
）
…
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲

M
i
t
 

M
y
rt
e
n
 u
n
d
 R
o
s
e
n
 (
O

p
.
 

2
4
,
 N

o
.
 
9

)

…

S
c
h
u
m
a
n
n
.
 

｝
…
…
…
…
・
:
ブ
ラ
ー
ム

は
、
五
月
の
夜
（
作
品
四
三
•
第
二
番
）

に
、
吾
が
愛
は
緑
な
り

}:···

…
……

•Brahms

. 

D
i

e
 M
ai
n
a
c
ht

 
(

O

p
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e
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 (
R
o
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休
憩
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間
|
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三
、
合
唱
及
管
絃
架

二
、
絃

い
、
あ
A

い
づ
ち
ゅ
＜

第
五
十
一
回
定
期
演
奏
会

伴

奏

者

数

師

指
揮
者
助
教
授

大

ツ ツ

ァ

ル

ト

作

曲

ァ

ル

ト

作

曲

ハ

ン

ス

塚

淳

コ

キ

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

i

乙

骨

三

郎

作

歌

．
：
｛
ジ
ル
ヘ
ル
作
曲

黒

川

員

頼

作

歌

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

…
…
・
：
ご
武
島
又
次
郎
作
歌
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.
 

11. 
S
o
l
o
'
Q
u
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t
 

u
n
d
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h
o
r
.
 Be

n
e
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u
s
.
 

1
2
.
 C

h
o
r
.
 Ag
n
u
s
 D
ei

.
 

指
揮
者

D
i

ri
g

e
nt
:
 

C
h
a
r
l
e
s
 L
a
ut
r
u
p
.
 

（
『
東
京
昔
架
學
校

一
覧
』
自
昭
和
二
年
至
昭
和
三
年
、
七
一
ー
七
二
頁）

演

奏

曲

目

解

説

及

歌

詞

一

管

絃

架

歌
劇
『
魔
笛
』
の
序
曲

『
魔
笛
』
は
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
最
後
の
歌
劇
で
、
筋
は
頗
る
混
雑
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

作
曲
者
は
そ
の
各
鮪
の
感
情
に
應
じ
て
美
し
い
音
楽
を
附
け
て
ゐ
る
。
筋
は
エ
ジ
。
フ
ト

の
イ
ー
ジ
ス
神
の
神
官
ザ
ラ
ス
ト
ロ
が
邪
紳
『
夜
の
女
皇
』
の
娠
。
ハ
ミ
ナ
を
正
教
に
鰭

依
さ
せ
よ
う
と
し
て
彼
の
殿
堂
に
呼
び
寄
せ
た
の
で
、
母
の
女
皇
は
一
向
取
り
も
ど
さ

う
と
企
て
ゐ
る
う
ち
に
、
或
日
エ
ジ
。
フ
ト
の
王
子
タ
ミ
ノ
が
道
に
迷
つ
て
蛇
に
襲
は
れ

た
の
を
助
け
て
、
こ
れ
に
娠
を
救
ひ
出
す
こ
と
を
依
頼
す
る
。
タ
ミ
ノ
は
快
諾
し
て
女

四

重

唱

モ
ツ
ァ
ル
ト
作
曲

シ
ャ
ー
ル
ス
・
ラ
ウ
ト
ル
ツ

。フ

,.  * 

バテアソ
ノ プ
l ]レラ

スルトノ

阿澤齋長

部崎藤坂

雄之子子

鎖
魂
歌
（
二
短
調
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
；
・
モ

ツ
ア

ル

英定英好よ

曲

皇
か
ら
危
難
を
除
け
る
魔
笛
を
授
か
つ
て
出
猿
す
る
が
、
却
て
パ
ミ
ナ
と
共
に
ザ
ラ
ス

ト
ロ
の
教
徒
に
加
へ
ら
れ
、
長
い
間
の
苦
行
に
堪
え
て
後
、
終
に
目
出
度
結
婚
す
る
の

で
あ
る
。
本
演
奏
の
序
曲
は
緩
徐
な
る
序
節
に
始
ま
り
、
先
づ
響
く
牡
厳
な
三
箇
の
和

音
の
後
に
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
と
絃
の
短
い
楽
想
が
績
く
。
十
敷
小
節
の
後
に
現
は
れ
る
本
曲

の
主
想
は
快
活
に
休
み
な
く
突
進
す
る
や
う
な
性
質
の
も
の
で
、
こ
れ
が
フ
ー
ガ
式
に

凡
て
の
楽
器
に
移
さ
れ
て
行
く
。
こ
の
想
を
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
各
々
三

度
に
分
れ
て
奏
し
、
そ
の
上
に
オ
ー
ボ
エ
と
フ
リ
ュ
ー
ト
が
そ
れ
／
＼
劉
位
を
附
け
て

行
く
部
分
は
特
に
優
美
の
趣
に
富
ん
で
ゐ
る
。
此
の
箇
慮
を
終
る
後
、
曲
は
最
初
の
緩

徐
節
の
和
音
に
返
る
が
、
フ
ー
ガ
の
主
想
は
直
ち
に
ま
た
現
は
れ
て
、
前
半
と
異
っ
た

菱
化
を
示
し
つ
A
諸
音
部
に
移
る
。
最
後
に
曲
は
盆
々
快
活
の
趣
を
加
へ
て
凱
歌
の
や

う
な
歓
竪
に
終
る
。

二

絃

柴
小

夜

榮

（

卜

長

調

）

モ

ツ

ァ

ル

ト

作

曲

セ
レ
ナ
ー
ド
は
本
来
夕
ぐ
れ
に
（
殊
に
愛
す
る
人
の
窓
下
に
）
奏
す
る
槃
楽
又
は
器

楽
の
曲
で
あ
る
が
、
本
演
奏
の
器
楽
の
セ
レ
ナ
ー
ド
は
原
義
と
開
係
の
な
い
一
種
の
合

奏
曲
の
形
式
で
、
概
し
て
シ
ン
フ
ォ
ニ
な
ど
の
や
う
に
込
み
入
っ
た
作
法
を
用
ひ
ず
に

比
較
的
軽
く
作
ら
れ
た
高
尚
な
娯
楽
曲
で
あ
る
。
原
は
戸
外
に
適
す
る
や
う
に
管
楽
を

用
ひ
た
も
の
で
、
ハ
イ
ド
ン
、
モ
ツ
ァ
ル
ト
等
の
作
に
も
若
干
の
管
を
加
へ
た
も
の
が

多
い
が
、
此
の
卜
長
調
の
曲
の
や
う
に
絃
楽
の
み
に
作
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
本
曲

（
一
七
八
七
年
作
）
は
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
晩
年
園
熟
期
の
技
術
を
示
す
も
の
で
、
あ
ら
ゆ

る
華
美
と
あ
ら
ゆ
る
優
美
と
を
含
ん
で
ゐ
る
。
全
部
四
章
に
分
れ
、
(
-
)
卜
長
調
四

ア

レ

グ

ロ

ア

ン

ダ

ン

テ

分
四
拍
子
の
快
速
曲
、
（
二
）
ハ
長
調
二
分
二
拍
子
の
緩
歩
曲
（
ロ
マ
ン
ツ
ェ
）
、
（
三
）

ト
長
調
四
分
三
拍
子
の
梢
速
曲
（
メ
ヌ
エ
ッ
ト
舞
曲
）
、
（
四
）
卜
長
調
二
分
二
拍
子
の

快
速
曲
（
ロ
ン
ド
）
に
な
っ
て
ゐ
る
。

三
合
唱
及
管
絃
架

鎮

魂

歌

（

二

短

調

）

モ

ツ

ァ

ル

ト

作

曲

レ
ク
イ
エ
ム
は
天
主
敦
の
数
會
で
毎
年
十
一
月
二
日
に
行
ふ
死
せ
る
信
者
の
震
魂
を

記
念
す
る
儀
式
（
又
時
に
は
或
る
箇
人
の
葬
式
法
事
等
の
際
）
に
歌
は
れ
る
曲
で
、
文

句
は
敷
部
か
ら
な
る
長
い
も
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
死
者
の
為
に
安
息
を
祈
る
意
味
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の
も
の
で
あ
る
。
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
此
の
曲
は
一
七
九
一
年
歌
劇
『
魔
笛
』
を
完
了
し
た

後
に
着
手
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
其
の
創
作
の
事
情
は
大
略
次
の
如
く
で
あ
る
。

同
年
七
月
の
或
日
、
作
者
の
家
に
灰
色
の
服
装
を
し
た
痔
せ
ぎ
す
の
恐
し
い
顔
の
男

が
音
づ
れ
て
、
匿
名
の
或
人
の
総
に

レ
ク
イ
エ
ム
を
作
っ
て
く
れ
ま
い
か
と
依
頼
し

た
。
掌
時
貧
に
苦
ん
で
ゐ
た
モ
ツ
ァ
ル
ト
は
暫
く
考
へ
た
後
此
の
仕
事
を
承
諾
し
て
直

ち
に
着
手
す
る
積
り
で
あ
っ
た
が
其
後
急
に
歌
劇
『
テ
ィ
ー
ト
』
を
依
頼
さ
れ
た
事

と
、
既
に
作
り
か
け
て
ゐ
た
『
魔
笛
』
の
仕
上
げ
を
急
い
だ
事
と
の
第
に
、
賓
際
レ
ク

ィ
エ
ム
に
着
手
し
た
の
は
十
月
に
入
っ
て
か
ら
後
で
あ
っ
た
。
然
る
に
此
頃
か
ら
モ
ッ

ァ
ル
ト
の
健
康
は
心
身
の
過
榮
其
他
の
為
に
著
し
く
衰
へ
て
、
そ
れ
と
同
時
に
か
の
不

可
解
な
使
者
の
事
や
依
頼
せ
ら
れ
た
曲
の
性
質
な
ど
が
妙
に
彼
の
神
経
を
刺
戟
し
始
め

た
。
彼
は
最
早
一
刻
も
猶
豫
が
出
来
な
い
や
う
に
感
じ
て
日
夜
レ
ク
イ
エ
ム
の
完
成
に

努
め
、
そ
の
為
に
盆
々
健
康
を
害
し
憂
欝
の
度
を
加
へ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
或
日
妻
の

コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ェ
に
向
て
『
此
の
レ
ク
イ
エ
ム
は
自
分
の
為
に
書
い
て
ゐ
る
の
だ
。
自

分
の
感
じ
で
は
、
も
う
長
く
は
績
か
な
い
と
思
ふ
。
き
っ
と
誰
か
が
毒
を
呑
ま
せ
た
に

相
違
な
い
。
ど
う
も
さ
う
思
へ
て
な
ら
な
い
』
な
ど
A

語
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
彼
の

病
は
十
一
月
の
中
頃
小
康
を
得
た
が
間
も
な
く
筐
に
復
し
た
。
死
ぬ
前
日
の
午
後
に
彼

は
寝
床
に
譜
を
取
り
よ
せ
て
自
ら
ア
ル
ト
を
歌
ひ
、
友
人
等
に
他
の
諸
槃
を
歌
は
せ
て

試
奏
を
し
た
が
、
『
涙
の
日
』
の
初
節
に
達
し
た
時
い
た
く
流
悌
し
て
譜
を
置
い
て
し

ま
っ
た
。
近
親
の
遺
し
た
記
録
に
よ
れ
ば
其
夜
彼
は
頻
り
に
死
期
の
迫
っ
た
こ
と
を
語

り
、
折
柄
枕
頭
に
侍
し
た
弟
子
の
ジ
ュ
ー
ス
マ
イ
エ
ル
(

S

ii
s
s
m
e
y
e
r
)

に
向
て
レ
ク

ィ
エ
ム
の
事
を
語
り
、
指
園
を
興

へ
た
と
い
ふ
。

モ
ツ
ァ
ル
ト
の
死
後
末
亡
人
は
か
の
匿
名
の
依
頼
者
か
ら
作
曲
料
の
返
却
を
請
は
れ

る
の
を
恐
れ
て
取
扱
へ
ず
此
曲
の
完
成
を
ジ
ュ
ー
ス
マ
イ
エ
ル
に
托
し
、

か
く
し
て
出

来
た
も
の
を
其
後
音
づ
れ
た
例
の
使
者
に
渡
し
て
責
を
塞
い
だ
。
此
の
怪
し
い
使
者
は

其
後
敷
年
を
経
て
か
ら
ヴ
ァ
ル
ゼ
ッ
ク
伯
と
い
ふ
一
貴
族
の
家
令
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

っ
た
。
此
の
貴
族
は
こ
れ
迄
密
か
に
大
家
の
作
曲
を
買
ひ
取
っ
て
は
そ
れ
を
自
作
と
稲

し
て
自
邸
の
演
奏
會
に
疲
表
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
モ
ツ
ァ
ル
ト

の
曲
は
其
後
未
亡

人
の
残
し
て
置
い
た
｛
鳥
譜
に
基
い
て
虞
々
に
演
奏
せ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
、
凡

て
の
秘
密
が
暴
露
し
た
の
で
あ
る
。

モ
ツ
ァ
ル
ト
の
瞑
目
し
た
時
完
全
に
書
き
上
げ
て
あ
っ
た
部
分
は
一
番
の
入
進
誦
と

『
主
憐
め
よ
』
の
み
で
、
二
番
か
ら
九
番
ま
で
は
輩
に
磐
音
部
と
敷
字
付
低
音
が
記
さ

れ
、
楽
器
に
就
て
は
前
奏
、
間
奏
及
び
其
他
特
殊
の
箇
慮
に
モ
テ
ィ
ー
フ
を
拳
げ
た
の

ラ
ク
リ
モ
ー
サ

み
で
あ
っ
た
。
殊
に
七
番
の
『
涙
の
日
』
は
最
初
の
八
小
節
ま
で
ゞ
作
曲
を
止
め
て
あ

サ

ン

ク

ッ

ス

ベ

ネ

デ

イ

ク

ッ

ス

ア

グ

ヌ

ス

っ
た
。
十
番
以
下
の
三
曲
即
ち
『
聖
な
る
哉
』
『
祝
せ
ら
れ
た
ま
へ
』
及
び
『
紳
の
小

デ
イ羊

』
は
全
く
峡
け
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
し
モ
ツ
ァ
ル
ト
は
生
前
ジ
ュ
ー
ス
マ
イ
エ
ル

に
嬰
々
此
の
曲
に
就
て
語
っ
た
事
賓
が
あ
り
、
又
後
者
は
其
頃
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
寵
愛
の

弟
子
と
し
て
、
師
の
流
儀
を
善
く
知
つ
て
ゐ
た
人
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
二
番
以
下
の
細

部
を
大
閥
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
考
ど
ほ
り
に
仕
上
げ
得
た
も
の
と
思
は
れ
て
ゐ
る
。
唯
最
後

の
三
曲
は
ジ
ュ
ー
ス
マ
イ
エ
ル
の
宣
言
(
-
八

0
0年
）
に
よ
れ
ば
全
部
彼
自
身
の
創

作
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。
然
し
此
の
宣
言
に
就
て
は
既
に
其
の
嘗
時
か
ら
反
封
論

が
あ
っ
て
、
そ
れ
以
来
種
々
の
議
論
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
多
く
の
論
者
は

こ
れ
等
の
曲
に
含
ま
れ
た
美
貼
を
も
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
数
示
に
基
い
た
も
の
で
あ
ら
う
と

推
測
し
て
ゐ
る
。

〔

マ

マ

〕

モ
ツ
ァ
ル
ト
の
レ
ク
イ
エ
ム
は
創
作
の
賞
時
に
於
て
全
く
斬
新
の
作
で
あ
っ
た
が
、

然
し
ま
た
最
善
の
意
味
に
於
て
赦
會
式
を
保
存
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
此
虞
に
古

い
聖
歌
や
先
人
の
楽
想
を
採
用
し
、
好
ん
で
厳
重
な
封
位
法
的
形
式
を
用
ひ
、
又
表
現

の
簡
素
を
旨
と
し
て
純
音
楽
的
の
遊
戯
を
避
け
た
の
で
あ
る
。

此
れ
等
の
敦
會
的
特
性

は
殊
に
最
初
の
入
進
誦
に
於
て
表
は
れ
て
ゐ
る
。

イ
ン
ト
ロ
イ
ッ
ス

（
一
番
）
ー
は
死
者
の
震
に
女
息
を
祈
る
入
進
誦
と
之
に
次
ぐ
『
主
憐
め
よ
』
を
含

ん
で
ゐ
る
。
入
進
誦
は
先
ず
二
短
調
の
悲
し
い
主
想

を
提
示
す
る
管
絃
の
序
節
の
後
に
『
永
久
の
安
息
を
彼
等
に
賜
へ
』
の
合
唱
を
以
て
始

り
、
や
が
て
明
る
い
へ
長
調
に
轄
じ
て
『
不
断
の
光
明
…
』
の
一
句
に
進
む
。
之
に
績

＜
獨
唱
ソ
。
フ
ラ
ノ
の
詞
は
詩
篇
第
六
十
五
か
ら
採
っ
た
も
の
で
モ
ツ
ァ
ル
ト
は
之
を
古

い
聖
歌
調
に
よ
っ
て
表
は
し
て
ゐ
る
。
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合
唱
の
ソ
。
フ
ラ
ノ
が
此
の
旋
律
を
承
け
て
『
我
等
の
祈
を
聰
容
れ
た
ま
へ
』
を
歌
ひ
了

る
や
、
曲
は
最
初
の
主
想
に
饂
つ
て
再
び
『
永
久
の
安
息
…
』
を
祈
る
。
然
し
此
度
は

前
に
聖
歌
調
の
伴
奏
と
し
て
現
は
れ
た
十
六
分
音
符
の
音
形
が
主
想
の
劉
位
槃
と
し
て

槃
音
部
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。

『
主
憐
め
よ
』
は
父
な
る
紳
と
基
督
と
に
憐
憫
を
求
め
る
意
味
の
曲
で
、

主
想
に
基
て
二
重
フ
ー
ガ
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
。

5
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．

．
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羹
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C
h

いこ
1ー

賃

｀

ロ

汀

汀

＇

，

9

1

.

さ̀‘

グ

ロ

ー

リ

ア

ク

レ

ー

ド

レ
ク
イ
エ
ム
に
於
て
は
普
通
の
ミ
サ
の
『
榮
光
の
讃
歌
』
及
び
『
使
徒
信
経
』
の
代

り
に
古
く
か
ら
『
怒
の
日
』
と
い
ふ
績
唱
が
編
入
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
詩
は
十
三
世

紀
の
憎
ケ
ラ
ノ
の
ト
ー
マ
ス
の
作
で
、
か
の
最
終
裁
判
の
恐
ろ
し
い
光
景
を
叙
し
て
、

基
督
の
救
助
を
哀
願
す
る
意
味
の
も
の
で
あ
る
。
モ
ツ
ァ
ル
ト
は
こ
の
績
唱
を
六
つ
の

曲
（
二
番
か
ら
七
番
迄
）
に
分
け
て
其
の
二
つ
を
獨
唱
四
部
に
作
っ
て
ゐ
る
。

デ
イ
エ
ス
、
イ
レ

（
二
番
）
ー
『
怒
の
日
』
の
詞
は
世
界
の
終
局
と
判
官
の
出
現
を
叙
す
る
も
の
で
あ

る
。
絶
え
ず
激
動
す
る
伴
奏
の
上
に
恐
怖
に
捕
は
れ
た
や
う
な
短
い
鋭
い
楽
句
が
急
激

な
轄
調
を
以
て
表
は
さ
れ
て
行
く
。
歌
詞
が
三
度
目
に
反
復
せ
ら
れ
る
時
低
音
に
先
づ

現
は
れ
る
震
音
的
楽
句
は
裁
判
の
日
の
恐
怖
を
殊
に
生
々
と
寓
し
て
ゐ
る
。

（
三
番
）
ー
『
奇
し
き
剛
臥
は
』
は
獨
唱
四
部
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
。
順
次
に
現
は
れ

る
各
槃
の
獨
唱
は
詞
に
應
じ
て
表
出
を
異
に
し
、
バ
ス
は
崇
高
の
感
、
テ
ノ
ル
は
驚
愕

畏
怖
の
念
、
ア
ル
ト
は
更
に
烈
し
い
興
奮
を
表
し
、
最
後
に
ソ
。
フ
ラ
ノ
は
主
に
劉
す
る

胃
）
~
リ ｀

 
爪
刊
i

日
町

次
の
二
つ
の

素
朴
な
信
頼
を
示
し
て
ゐ
る
。
以
下
は
四
部
が
合
し
て
ソ
。
フ
ラ
ノ
の
最
後
の
語
を
反
復

し
て
終
る
。

レ

ク

ス

、

ト

レ

メ

ン

デ

エ

（
四
番
）
ー
『
恐
ろ
し
き
威
厳
あ
る
王
』
は
全
篇
中
最
も
簡
潔
な
曲
の
一
で
あ
る

が
、
し
か
も
甚
だ
含
蓄
に
富
ん
で
ゐ
る
。
主
の
威
厳
を
描
く
管
絃
の
序
節
の
後
に
合
唱

は
先
づ
恐
怖
に
襲
は
れ
た
や
う
に
『
王
よ
』
の
語
を
一
＿
一
度
叫
ぶ
。
や
が
て
四
つ
の
墜
は

分
離
し
て
ア
ル
ト
と
ソ
。
フ
ラ
ノ
は
畏
敬
に
充
ち
た
楽
句
に
よ
っ
て
最
初
の
詞
を
力
／
ン

式
に
反
復
し
、
二
つ
の
男
竪
は
他
の
楽
句
を
用
ひ
て
『
報
を
求
め
ざ
る
を
慈
悲
云
々
』

を
同
じ
く
カ
ノ
ン
式
に
歌
つ
て
行
く
。
此
の
二
重
カ
ノ
ン
は
暫
く
の
後
男
槃
と
女
槃
と

サ

ル

ヴ

ア

メ

の
楽
旬
を
交
換
し
て
再
び
行
は
れ
る
。
最
後
の
『
救
ひ
た
ま
へ
』
は
極
め
て
短
く
て
然

も
感
動
力
に
富
ん
で
ゐ
る
。

レ

コ

ル

ダ

ー

レ

（
五
番
）
ー
—
『
記
憶
し
た
ま
へ
』
。
獨
唱
四
部
に
作
ら
れ
て
ゐ
る
こ
の
曲
は
ロ
ン
ド
形

式
を
具
へ
た
長
い
も
の
で
、
主
題
は
次
の
や
う
な
敬
虔
の
情
に
充
ち
た
美
調
で
あ
る
。

漸
次
に
力
を
加

歌
詞
を
更
へ
て
―
―
一
度
歌
は
れ
る
此
の
主
想
の
間
に
挿
ま
れ
て
ゐ
る
副
想
は
何
れ
も
激
動

ン
ゲ
ミ
ス

n

し
た
性
質
の
も
の
で
、
殊
に
『
我
は
認
む
』
の
一
節
は
銑
い
ス
フ
ォ
ル
ツ
ァ
ー
ト
や
音

位
の
急
激
な
愛
化
に
よ
っ
て
強
く
訴
へ
る
。

（
六
番
）
ー
『
猥
狽
し
て
』
の
前
半
は
兜
を
受
け
た
者
の
苦
悶
を
表
す
男
墜
と
特
赦

を
哀
願
す
る
女
竪
と
が
前
後
し
て
絶
好
の
到
照
を
な
し
、
後
半
は
四
竪
が
合
し
て
全
篇

中
稀
に
見
る
和
墜
の
美
を
示
す
。

ラ
ク
リ
モ
ー
サ

（
七
番
）
ー
『
涙
の
日
』
は
咽
び
泣
く
や
う
な
次
の
楽
句
に
始
り
、

ホ
モ

レ
ー
ウ
ス

へ
て
、
『
罪
あ
る
人
』
の
語
に
至
て
強
さ
の
絶
頂
に
達
す
る

が
後
半
は
美
し
い
哀
願
の
調
に
移
る
。

（
八
番
)
|
|
『
主
、
耶
蘇
基
督
よ
』
の
最
初
の
部
分
は
種
々
の
恐
ろ
し
い
光
景
が
劇

的
に
短
か
く
表
は
さ
れ
て
ゐ
る
。
第
二
の
部
分
（
『
紳
の
御
旗
を
捧
げ
持
つ
聖
ミ
カ
エ

，
 
マ

｀
 
nn 

「、
T

『
ぶ
叫
'
-
」
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ル
』
云
々
）
は
獨
唱
四
部
で
表
は
さ
れ
、
楽
趣
に
於
て
前
の
部
分
と
袈
照
を
な
し
て
ゐ

る
。
最
後
の
『
昔
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
其
の
後
裔
云
々
』
は
次
の
主
想
に
基
く
フ
ー
ガ
で
あ

る。6-:士)
ミ
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（
九
番
）
ー
『
供
物
を
』
は
供
物
を
捧
げ
る
儀
式
に
伴
ふ
歌
で
、
伴
奏
の
管
絃
の
リ

ズ
ム
は
こ
の
厳
粛
な
儀
式
の
進
行
を
暗
示
し
、
合
唱
は
畏
敬
の
感
を
表
し
て
ゐ
る
。
最

後
は
前
の
フ
ー
ガ
が
今
一
度
反
復
せ
ら
れ
る
。

サ

ン

ク

ッ

ス

（
＋
番
）
ー
ー
『
聖
な
る
哉
』
は
二
長
調
の
批
麗
な
曲
で
、
フ
ー
ガ
に
作
ら
れ
た
『
オ

ザ
ナ
』
を
以
て
結
ぶ
。

ベ

ネ

デ

イ

ク

ッ

ス

（
十
一
番
）
ー
『
祝
せ
ら
れ
さ
せ
給
へ
』
は
愛
口
長
調
に
書
か
れ
た
優
し
く
美
し
い

獨
唱
四
部
の
曲
で
、
モ
ツ
ァ
ル
ト
式
の
楽
想
に
充
ち
て
ゐ
る
。
終
は
再
び
オ
ザ
ナ
の
フ

ー
ガ
（
合
唱
）
で
結
ぶ
。ア

グ
ヌ
ス
、
デ
イ

（
十
二
番
）
ー
『
紳
の
小
羊
』
は
前
の
曲
よ
り
も
一
層
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
精
神
を
表
は

し
た
秀
什
で
、
最
初
の
部
分
は
『
世
界
の
罪
を
負
ふ
紳
の
小
羊
よ
、
彼
等
に
安
息
を
輿

へ
た
ま
へ
』
の
語
を
三
度
反
復
す
る
。
此
の
語
の
前
半
は
心
の
底
か
ら
湧
き
出
る
や
う

な
哀
願
の
調
で
あ
り
、
『
奥
へ
た
ま
へ
』
か
ら
以
下
は
員
に
安
息
の
感
に
充
ち
た
曲
で

ル

ッ

ク

ス

あ
る
。
ソ
。
フ
ラ
ノ
獨
唱
で
始
ま
る
次
の
部
分
即
ち
『
永
久
の
光
明
』
以
下
は
入
進
誦
の

テ

、

デ

ケ

ッ

ト

、

ヒ

ム

ヌ

ス

『
汝
に
讃
美
を
捧
ぐ
る
は
』
以
下
の
一
節
と
『
主
、
憐
め
よ
』
の
フ
ー
ガ
と
を
異
つ
た

詞
に
常
嵌
め
た
も
の
で
、
此
の
部
分
が
悉
く
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
筆
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま

で
も
な
い
。
又
レ
ク
イ
エ
ム
全
髄
の
結
び
と
し
て
此
慮
に
最
初
の
楽
想
を
置
く
と
い
ふ

こ
と
も
、
妻
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ェ
の
言
に
よ
れ
ば
モ
ツ
ァ
ル
ト
生
前
の
指
圏
に
基
く
も
の

だ
と
い
ふ
。

古
来
幾
多
の
作
曲
家
が
遺
し
た
レ
ク
イ
エ
ム
の
中
で
モ
ツ
ァ
ル
ト
の
此
の
曲
は
最
も

卓
越
し
た
も
の
で
、
恰
も
器
楽
に
於
け
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
に
相
常

す
る
位
置
を
占
め
て
ゐ
る
。
創
作
の
年
以
来
間
も
な
く
填
獨
に
普
及
し
、
更
に
其
の
國

境
を
越
え
て
他
の
諸
市
に
も
演
奏
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
多
く
の
名
士
の
震
魂
記
念
式
を

も
飾
っ
た
の
で
あ
る
。

鎮

魂

歌

諜

一
番
永
久
の
安
息
を
彼
等
に
輿
へ
た
ま
へ
、
主
よ
。
願
く
は
不
断
の
光
明
の
彼
等

を
照
さ
ん
こ
と
を
。
紳
よ
、
シ
オ
ン
に
於
て
汝
に
讃
美
を
捧
ぐ
る
は
宜
し
き
に
適
ヘ

り
。
又
エ
ル
サ
レ
ム
に
於
て
汝
に
誓
願
を
奉
ら
ん
。
願
は
く
は
我
が
祈
を
聰
容
れ
た
ま

へ
。
凡
て
の
造
物
は
汝
に
鱚
ら
ん
。

主
憐
み
た
ま
へ
。
基
督
憐
み
た
ま
へ
。
主
憐
み
た
ま
へ
。

二
番
怒
の
日
そ
の
日
に
ダ
ヴ
ィ
デ
と
シ
ビ
ラ
の
言
へ
る
如
く
に
こ
の
世
は
灰
と
な

る
べ
し
。
厳
か
に
一
切
を
乱
さ
ん
と
て
判
官
の
現
は
れ
ん
時
、
人
の
恐
れ
は
如
何
な
ら

ん。
三
番
あ
や
し
き
劇
夙
の
音
塞
の
中
ま
で
鳴
り
渡
り
凡
て
の
死
者
を
寅
座
の
前
に
召

し
集
め
ん
。
判
官
に
答
へ
ん
と
て
人
々
の
復
活
せ
ん
時
死
者
も
萬
物
も
恐
れ
を
の
A

か

ん
。
此
の
世
を
裁
く
一
切
の
事
を
載
せ
た
る
記
録
は
や
が
て
啓
か
れ
ん
。
判
官
の
其
の

座
に
着
か
ん
時
隠
れ
た
る
事
は
悉
く
露
は
れ
、
如
何
な
る
罪
も
報
い
を
免
れ
ざ
る
べ

し
。
其
時
不
幸
な
る
我
は
何
と
か
言
は
ん
。
正
し
き
人
さ
へ
恐
れ
慄
く
べ
き
に
、
我
は

そ
も
誰
に
向
て
助
け
を
求
め
ん
や
。

四
番
恐
る
べ
き
威
厳
を
具
ふ
る
王
よ
。
報
い
を
求
め
ず
し
て
選
民
を
救
ひ
た
ま
へ

る
王
よ
。
我
を
救
ひ
た
ま
へ
、
や
よ
慈
悲
の
源
よ
。

五
番
や
さ
し
き
耶
蘇
よ
。
汝
が
人
の
世
に
降
り
し
は
何
の
為
な
り
し
か
を
想
ひ
た

ま
へ
。
願
く
は
か
の
日
に
我
を
滅
し
た
ま
は
ざ
れ
。
主
は
身
を
榮
ら
し
て
我
を
索
め
、

十
字
架
に
か
A

り
て
我
を
贖
ひ
た
ま
へ
り
。
願
く
は
斯
か
る
榮
苦
の
空
し
く
終
ら
ざ
ら

ん
こ
と
を
。
義
を
以
て
罪
を
罰
す
べ
き
判
官
よ
、
裁
判
の
日
に
先
立
ち
て
我
に
赦
免
を

典
へ
た
ま
へ
。
我
は
己
の
罪
を
識
る
。
我
が
過
は
我
を
し
て
赤
面
せ
し
む
。
紳
よ
、
憐

み
を
求
む
る
も
の
に
赦
免
を
輿
へ
た
ま
へ
。
主
は
（
マ
グ
ダ
ラ
の
）
マ
リ
ア
を
赦
し
、

又
盗
人
の
祈
願
を
聴
容
れ
、
我
に
希
望
を
許
し
た
ま
へ
り
。
我
が
祈
願
は
容
れ
ら
る
A

に
堪
え
ざ
る
べ
け
れ
ど
、
汝
、
や
さ
し
き
主
よ
、
慈
悲
を
垂
れ
た
ま
ひ
て
、
我
が
永
久

の
火
に
燒
か
れ
ざ
る
や
う
に
な
し
た
ま
へ
。
汝
の
羊
の
中
に
我
を
置
き
、
山
羊
の
中
よ

り
我
を
引
き
離
し
て
、
汝
の
右
側
に
在
ら
し
め
た
ま
へ
。

六
番
兜
を
受
け
た
る
者
は
猥
狽
し
て
地
獄
の
火
に
投
ぜ
ら
れ
ん
時
、
我
を
選
民
の

中
に
呼
び
た
ま
へ
。
我
は
主
の
前
に
ひ
れ
伏
し
て
願
ひ
奉
る
。
我
が
心
は
悔
恨
の
為
に
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Requiem 

No.1. Requiem aeternam dona eis, Domine: et lux perpetua luceat 
eis. Te decet hymnus, Deus, in Sion, et tibi reddetur votum in 

Jerusalem: exaudi orationem meam; ad te omnis caro veniet. Re-

quiem aeternam dona eis, Domine: et lux perpetua luceat eis. 
Kyrie eleison. Christe eleison. Kyrie eleison. 

No. 2. Dies irae, dies illa, sol vet saeclum in favilla: teste David cum 

Sybilla. Quantus tremor est futurus, quando judex est venturus, 
cuncta stricte discussurus. 

No. 3. Tuba mirum spargens sonum per sepulcra regionum, coget 
omnes ante thronum. Mors stupebit, et natura, cum resurget ere-
atura, judicanti responsui:a. Liber scriptus proferetur, in quo totum 

continetur, uncle mundus judicetur. Judex ergo cum sedebit, quid-
quid latet, apparebit: nil inultum remanebit. Quid sum, miser, tune 
dicturus? quem patronum rogaturus, cum vix justus sit securus? 

No. 4. Rex tremendae maje tatis, qui salvandos salvas gratis, salve 

me, fons pietatis. 
No. 5. Recordare, Jesu pie, quod sum causa tuae viae, ne me perdas 
illa die. Quaerens me, sedisti lassus ; redemisti crucem passus ; 
tantus labor non sit cassus. Juste judex ultionis, donum fac remis-
sionis ante diem rationis. lngemisco, tamquam reus: culpa rubet 
vultus meus: supplicanti parce, Deus, qui Mariam absolvisti, et 
latronem exaudisti, mihi quoque spem dedisti. Preces meae non 

sunt dignae: sed tu bonus fac benigne, ne perenni cremer igne. 
Inter oves locum praesta, et ab hoedis me sequestra, statuens in 

parte dextra. 

No. 6. Confutatis maledictus, flammis acribus addictis, voca me cqm 

benedictis. Oro supplex et acclinis, cor contritum quasi cinis : Gere 
curam mei finis. 

No. 7. Lacrymosa dies illa, qua resurget ex favilla judicandus homo 
reus. Huie ergo parce, Deus: pie Jesu, Domine, dona eis requiem. 
Amen. 

No. 8. Domine Jesu Christe, rex gloriae, libera animas omnium 

＾ fidelium defunctorum de poenis inf erni, et de pro fun do lacu : lib era 箋

゜eas de ore leonis, ne absorbeat eas tartarus, ne cadant in obscurum : 7 
sed signifer sanctus Michael repraesentet eas in lucem sanctam : j 
quam olim Abrahae promisisti et semini ejus. 2 

No. 9. Hostias, et preces tibi, Domine, laudis offerimus : tu suscipe 母

pro animabus illis, quarum hodie memoriam facimus : fac eas, Do- 臼
l 

mine, de morte transire ad vitam, quam olim Abrahae prorp.isisti匹
et semini ejus. ?,"> 

No. 10. Sanctus, sanctus, sanctus Dominus Deus Sabath. Pleni sunt冑
coeli et terra gloria tua. Osanna in excelsis. 

No. 11. Benedictus qui venit in nomine Domini. Osanna in excelsis. +< 
No. 12. Agnus Dei, qui tollis peccata mundi, dona eis requiem 憐

(sempiternam). Lux aeterna luceat eis, Domine: cum sanctis tuis in _: 
aeternum: quia pius es. 
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大

正

十

五

年

演

奏

旅

行

旅
行
部
だ
よ
り

私
共
の
も
の
で
あ
る
春
の
學
校
演
奏
旅
行
が
出
来
な
く
な
っ
た
た
め
、
大
愛
皆
様
か

ら
御
小
言
を
戴
き
ま
し
た
。
賓
は
本
年
も
例
年
の
通
り
に
と
思
っ
て
、
少
し
遅
蒔
き
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
本
春
は
仙
豪
、
水
戸
の
一
線
、
又
前
橋
、
桐
生
、
宇
都
宮
の
一
線

と
、
若
こ
の
線
が
纏
ま
っ
た
ら
甲
府
、
長
野
の
一
線
を
も
含
ま
せ
て
と
、

都合―――

つ
の

方
面
に
交
渉
を
開
始
し
ま
し
た
。
（
交
渉
は
學
校
が
直
接
行
ふ
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、

學
友
會
に
旅
行
部
の
あ
る
た
め
、
そ
の
交
渉
を
助
け
る
こ
と
も
あ
る
朕
態
に
な
っ
て
居

り
ま
す
）
。

そ
の
内
、
他
は
あ
ま
り
問
題
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
前
橋
の
み
は
、
先
輩
が

非
常
に
熱
心
に
運
動
さ
れ
、
先
方
か
ら
正
式
の
交
渉
が
あ
り
さ
へ
す
れ
ば
、
決
定
す
る

段
取
り
に
な
つ
て
居
た
の
が
、
主
催
園
橙
が
學
校
の
意
志
に
添
は
な
い
と

い

ふ

理

由

で
、
決
勝
線
に
達
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
し
ま
ひ
ま
し
た
。

先
輩
林
氏
が
敷
回
来
ら
れ
て
、
態
ミ
交
渉
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
た
め
折
角
帝国に

し
て
居
た
楽
し
み
が
、
そ
の
鼻
先
を
へ
し
折
ら
れ
て
終
っ
た
や
う
な
繹
に
な
っ
て
し
ま

ひ
ま
し
た
。

そ
の
お
詫
び
労
ミ
、
學
校
の
演
奏
旅
行
に
封
し
て
の
主
催
園
閥
と
、
経

費
に

つ
い

て
、
少
し
ば
か
り
書
か
し
て
戴
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

春
の
演
奏
旅
行
な
ら
ば
、
試
験
休
み
、
秋
な
ら
ば
夏
休
み
と
か
に
生
徒
の
方
の
中
に

は
、
故
郷
に
鱚
っ
た
時
、
熱
心
に
各
方
面
に
運
動
し
て
来
ら
れ
て
、
そ
の
園
想
か
ら
學

校
に
交
渉
し
て
い
た
ゞ
く
や
う
に
ま
で
し
て
来
て
下
さ
る
人
も
あ
り
ま
す
。
今
迄
そ
れ

で
纏
ま
っ
た
例
も
敷
あ
っ
た
や
う
で
あ
り
ま
す
。

然
し
學
校
で
は
、
そ
の
年
は
大
閥
ど
の
地
方
に
行
か
う
と
云
ふ
意
志
を
以
つ
て
、
そ

の
地
方
の
學
校
（
大
學
専
門
學
校
、
師
範
學
校
、
中
等
學
校
等
）
縣
麗
、
支
躁
、

赦
育

會
及
其
の
他
の
公
共
園
閥
な
ど
に
主
催
す
る
意
志
の
有
無
の
問
合
せ
を
始
め
ま
す
。

只
螢
利
園
櫃
（
例
へ
ば
新
聞
社
、
楽
器
店
、
其
他
の
小
園
盟
）
に
対
し
て
は
後
援
は

獣
許
さ
れ
ま
す
が
、
主
催
は
絶
封
に
許
さ
れ
て
居
り
ま
せ
ん
。

最
初
の
照
會
に
封
し
て
、
曙
光
を
み
と
め
得
た
時
は
、
次
で
鰹
費
に
開
し
た
交
渉
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
學
校
で
は
只
今
で
は
質
費
（
旅
費
、
辮
掌
、
獨
奏
者
謝
證
、
雑
費
）

を
請
求
し
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
先
方
が
大
閥
如
何
程
出
し
得
る
か
が
交
渉
を
進
め
て

行
く
上
の
大
切
な
貼
に
な
り
ま
す
。

賓
費
が
出
る
場
合
は
異
議
は
な
い
の
で
す
が
、
賓

費
に
達
し
得
な
く
と
も
、
其
年
其
場
所
な
ど
種
々
な
事
情
に
よ
っ
て
は
、
成
立
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
私
共
の
考
へ
と
し
て
は
経
費
を
そ
の
土
地
と
學
校
と
が
半
々
に
受
持

つ
て
行
け
る
や
う
に
な
る
こ
と
を
望
ま
ず
に
居
ら
れ
ま
せ
ん
。
然
し
何
事
も
儘
に
な
ら

ぬ
學
友
會
の
悲
し
さ
、
常
分
は
望
ん
で
得
ら
れ
な
い
や
う
な
朕
態
に
あ
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
希
望
や
ら
不
安
や
ら
を
ご
っ
た
に
し
て
、
交
渉
を
重
ね
て
行
く
内
に
、

此
の
経
費
の
問
題
と
主
催
圃
證
の
問
題
と
が
う
ま
く
折
合
が
つ
か
な
か
っ
た
り
、
學
校

の
小
限
度
の
豫
想
額
を
も
出
資
出
来
な
い
と
い
ふ
交
渉
の
た
め
に
臨
が
ゆ
く
な
る
位
交

渉
し
て
、
遂
々
臨
が
ゆ
く
な
っ
て
し
ま
ふ
場
合
も
あ
り
ま
す
。

此
の
春
の
前
橋
市
の
如
き
も
、
折
角
罷
費
の
豫
想
が
つ
い
て
居
な
が
ら
、
學
校
長
或

は
赦
育
會
長
が
幾
分
の
不
安
の
た
め
に
主
催
を
承
諾
さ
れ
な
か
っ
た
の
に
原
因
し
て
居

り
ま
す
。
先
方
と
常
方
の
交
渉
に
賞
っ
た
人
達
は
、
ど
ち
ら
も
涙
を
呑
ん
で
一
先
づ
時

期
を
待
た
う
と
い
ふ
こ
と
で
、
立
別
れ
と
な
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

何
分
、
敷
十
人
を
含
ん
だ
大
き
な
園
謄
が
動
く
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
中
々
容
易
な

事
で
は
な
い
の
で
す
が
、
今
後
も
増
々
各
方
面
に
渉
つ
て
演
奏
旅
行
が
あ
る
と
思
ひ
ま

す
か
ら
、
學
校
側
に
封
し
て
は
、
出
来
る
だ
け
學
友
會
の
財
政
を
豊
か
に
し
て
戴
く
こ

と
を
望
み
、
私
共
は
今
後
互
に
そ
の
郷
里
や
赴
任
地
に
一
音
楽
學
校
演
奏
園
を
招
く
こ
と

が
出
来
る
や
う
に
力
を
致
さ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

も
っ
と
書
き
た
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
詫
び

帝
々
、
一
寸
演
奏
旅
行
の
衝
に
嘗
っ
た
私
と
し
て
の
愚
知
を
の
べ
さ
し
て
戴
き
ま
し

た
。
一

0
•
八
（
歳
坊
記
）

（『
一
音
楽
』
阻
手
久
會
、
第
六
号
、
大
正
十
五
年
十
二
月
、
一
五
三

l
一
五
五
頁
）
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